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零章　彼方への呼び声



猫の赤い舌に乗る、
二十日
 はつか

 
鼠
 ねずみ

 の
胎
 たい

 
児
 じ

 。





孵
 かえ

 らぬままに卵のなかで腐っていく、桃色の
蜥蜴
 とかげ







錆
 さ

 びた
鳥
 とり

 
籠
 かご

 の内部で生まれる、盲目の
雛
 ひな

 
鳥
 どり





生まれる前に死に、死んでから生まれる



我らと彼らの境界線は、どこに存在するのだろう




ジグムント・ヴァーレンハイト「猫の左目に刺さる時計の針」
皇
 こう

 
暦
 れき

 四九一年








　
轟
 ごう

 
々
 ごう

 と吹きすさぶ風に、雪の薄片が吠え
猛
 たけ

 る。

　北の地では、大気は氷雪の刃となっていた。雪に塗りこめられていて、針葉樹に緑が見えず、生物の姿も絶えていた。

　ババル連峰。アレトン共和国の北限に位置し、標高四〇〇〇メルトル級のバザーヤ山を中心に広がる、雪山の連なりだった。

　ババル連峰に吹く雪の嵐のなかに、人影があった。分厚い防寒具に身を固めた一団は、腰まで雪に埋まりながらも進む。雪を手と杖で

搔

 か

 きわけて歩んでいた。

　各自の毛皮の縁取りをされた頭部から、
遮
 しや

 
光
 こう

 
眼
 め

 
鏡
 がね

 が覗く。鼻の上まで
覆
 ふく

 
面
 めん

 で
覆
 おお

 って、白い息が漏れている。白い息は、凍る間もなく
吹雪
 ふぶき

 とともに後方へと流されていく。

　一団が掘り進んだ痕跡も、すぐに吹雪に消されていった。先頭の男だけが、早足で進む。後方に続く一団は、
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 を装備した屈強な男たちだったが、深い雪で思うように進めない。

　一人だけ小柄な人影が叫ぶ。だが、氷雪が声を搔
 き消す。防寒の覆面を手袋で引き下ろす。
知覚仮面
 ネーメンマスケ

 が現れた。

　小柄な男が手をかざして雪を防ぎつつ、再び叫ぶ。

「大陸標準時では、すでに夏だというのに吹雪が吹いています！」声と吐く息は後方へ流れていく。「あきらかに異常気象です！」

　声に前方を行く人影の足が止まる。後方の一団と呼びかけた男も立ち止まった。

「アレトン共和国という異国まで来て、本当に始まるのですか！」

　先を歩く防寒服が止まる。同じように覆面を手袋の指で引き下ろす。息が吹雪に散らされていく。続いて遮光眼鏡を外す。青い目が、雪の世界を見据えていた。

「始まる」

　
唸
 うな

 る吹雪のなかでも声は響いた。

「そこでもう始まっている」

　手袋に包まれた指先で示す。後方の男が視線で追う。魔杖剣を装備した一団も眺める。

　吹雪が吹き荒れる先にあるのは、白い
峡
 きよう

 
谷
 こく

 だった。男の目が見開かれる。

　白い嵐のなかに違和感。男の顔が水平から上へと向かっていく。

　雪のなかに、巨大な影があった。人間を十倍ほども大きくしたような人影が、白い嵐のなかに立っていたのだ。

　巨大な影は、都合十三体。雪山の峰々の底で、
等
 とう

 
間
 かん

 
隔
 かく

 に立っている。

　青や緑や赤の光点が、吹雪のなかに輝いていた。光点は目だった。

　色とりどりに光る目を持つ十三体の影は、途方もない大きさの円陣を組んでいた。影たちはそれぞれ青白い
燐
 りん

 
光
 こう

 を背や腕にまとっている。光は複雑な文字や数式を示していた。

　
膨
 ぼう

 
大
 だい

 な
咒
 じゆ

 
式
 しき

 の
組
 そ

 
成
 せい

 
式
 しき

 は、隣りあう左右の式に連結していた。十三体によって連結された組成式は、山の底で巨大な円環となっている。雪の嵐に挑むかのように、
朧
 おぼろ

 な青い光が揺れていた。

「な」

　吹雪のなかでも、知覚仮面の男が
驚
 きよう

 
愕
 がく

 する声が響いた。

「なんですかあれは!?
 　あの咒式はなんです!?
 」

　小柄な男の前で、青い目の男は前方の壮大な光景を眺めていた。

　吹雪を貫いて、声が響いていた。男には理解できない、言語と言えるのかすらも分からない声だった。

「なんですか、あれは、なにを叫んでいるのです？」

　男が問いかける。先頭の男は巨人たちを見据えながら薄く笑っていた。

「あれは歌だよ」

　愉快そうにつぶやく。

「あれらは『我らの時代を呼び覚ませ』『我らの時代が帰ってくる』『遠い遠い偉大な時代が、今ここに帰ってくる』と歌っているのだよ」

　言葉が続く。

「そう、千二百年もの間、彼らは歌って呼びかけていたのだ」

「千二百年……」

　
知覚仮面
 ネーメンマスケ

 の男は絶句する。後方の武装した一団も、ただただ眼前の光景に圧倒されていた。反比例するように、先頭の男は愉快そうなままだった。

「我らや駒の力だけでは勝てぬ。どうしてもあれらの力が必要だ」

　つぶやく男の眼前では、壮大な歌声、祈りの声が続く。吹き荒れる
吹雪
 ふぶき

 を、そびえる山々を圧するような、
荘
 そう

 
厳
 ごん

 な儀式で巨大な
咒
 じゆ

 
式
 しき

 だった。

「これで計画が始まる」

　背景に見えるのは巨大なバザーヤ山だった。中腹には大穴が開いている。不自然なほどに完全な真円。そして大きな暗い穴が
穿
 うが

 たれていた。

　雪のなかで、男の青い目に力が宿る。鋭い眼光のままに、振り返った。変わらぬ雪景色だったが、遠く南の山々が見えた。

　眼光が雪山を貫いていくように見据えていた。雪の連峰の向こうには、南方、大陸中央部が広がる。

「踊れ踊れ人形たちよ。力を示せ。世界に示せ」

　男の目には遠くオリエラル大河が見え、終着点であるルルガナ内海が映っていた。

「最後に笑うのは、他の誰でもなく私だ」






一章　
交
 こう

 
錯
 さく

 する眼差し



君が愛するものは、君が愛するがゆえに愛してはならない。



君には、なにも愛する資格がないからだ。



君が愛するものは、君が愛するがゆえに君自身にとっては毒となる。




ファルハット・ファル・ファイーディー「首輪」
皇
 こう

 
暦
 れき

 四九一年








　夜のエリダナに雨が降る。

　雨に濡れるエリダナの街を一人の男が進む。長身に
長外套
 コート

 を着ていた。雨を防ぐために、
外
 がい

 
套
 とう

 から伸びた
頭
 ず

 
巾
 きん

 で顔まで
覆
 おお

 っている。外套の合わせ目から
覗
 のぞ

 くのは、
薔
 ば

 
薇
 ら

 の花弁のような優美な機関部を持った
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 。背中には幅広の刃を背負っていた。

　雨に濡れる右手は携帯を握っていた。立体光学映像で地図を確認しながら進む。雨や空気中の不純物で、立体光学映像の地図が
歪
 ゆが

 む。典型的な、外からエリダナに来たばかりの、流れの
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 の姿だった。

　旅装の男は中央交差点で立ち止まる。周囲の人の流れは奇異の目を向けるが、すぐに興味を失って過ぎ去っていく。エリダナでは誰も他人に興味などなかった。

　
雨
 あま

 
除
 よ

 けの
庇
 ひさし

 の下にある男の青い目は、エリダナの街の様子に見入っていた。

「ここまで豊かで平和な街が、この世にあったのか」

　唇が思わず独白を漏らす。雨を降らす雲の闇を蹴散らすかのように、交差点の四方のビルには照明が灯る。ビルの屋上にある立体光学映像の女性が、人々に向かって
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。

　歩道には人々が
溢
 あふ

 れている。肩を組んで、ヴォックル競技のシグルスの応援歌を叫ぶ男たちがいれば、反対側からはオラクルズの応援歌を返す男たちがいた。若い男女が腕を組んで、青と赤の
傘
 かさ

 を連ねて楽しそうに歩いていく。繁華街の奥に覗く路地にある色町には、
煙管
 きせる

 から紫煙をくゆらせる
街
 がい

 
娼
 しよう

 が立っている。

　中央交差点の人波に沿って男も動き、繁華街から路地へと進む。男は握ったままだった携帯
咒
 じゆ

 
信
 しん

 
機
 き

 を思い出し、携帯を起動させる。呼びだし音が続くが、相手は出ない。

「まだ出ないか」

　男は再び携帯で地図を確認。地図に従って、路地を歩みだす。何度か曲がり、濡れたアスファルトを進む。

　男の足が止まった。

「なにか用か？」

　雨に打たれながら、言葉を投げる。背後の路地からは、四人の男が現れる。
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
鎚
 つい

 を肩に担いだ巨漢。簡易
鎧
 よろい

 に剣を下げた
機
 き

 
剣
 けん

 
士
 し

 。前からは、
咒
 じゆ

 
弾
 だん

 
帯
 たい

 を肩から提げた
爆
 ばく

 
炸
 さく

 
士
 し

 と、北方系に見える顔に帯電装備をした
雷
 らい

 
鳴
 めい

 
士
 し

 。

「用があるのは、その腰と背中の魔杖剣だ」

　前方の爆炸士が告げる。目は魔杖剣の値踏みをしていた。目算でも
大
 おお

 
業
 わざ

 
物
 もの

 級、下手したらそれ以上の
逸
 いつ

 
品
 ぴん

 だと踏んでいた。

「強盗か」

　双剣の男は淡々と告げた。

「祖国と違って平和で豊かな街かと思ったが、どこにでもいるものだな」

　剣の
柄
 つか

 に手を伸ばそうとした男の手が止まる。指先が震え、息が乱れる。

「やはり病人かなにかか」

　爆炸士が笑みを浮かべる。刀狩りの
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 たちは、薄く笑っていた。男の前後で包囲網を形成する。大業物を持つような咒式士が楽に始末できるとは思えない。だが、病人相手なら四人で一斉に襲えばいい。

「カフジ、ビエガ、殺せっ！」

　爆炸士が叫ぶ。カフジと呼ばれた巨漢が
大
 おお

 
鎚
 づち

 を、ビエガと呼ばれた剣士が刃を抜いて一気に進む。

　双剣の男が
長外套
 コート

 を
撥
 は

 ねあげる。

　右手の魔杖剣は、
薔
 ば

 
薇
 ら

 の花弁が重なったような機関部に優美な刀身。左手の刃は、機関部を底辺とした巨大な二等辺三角形となっていた。
柄
 つか

 を握る両手の震えは止まっていた。

「それは、その
薔
 ば

 
薇
 ら

 の剣と三角形の剣は！」

　前方にいた
雷
 らい

 
鳴
 めい

 
士
 し

 が叫ぶ。

「
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 〈
悲
 ひ

 
姫
 き

 ジゼロ〉に〈
思
 し

 
推
 すい

 せしオデオン〉っ！」

　声の意味も分からず間合いを詰めていた大男が
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
鎚
 つい

 を振り下ろし、細身の剣士の魔杖剣が横に振りぬかれる。強盗たちと双剣を下げた男が
交
 こう

 
錯
 さく

 。

　男の右の刃が剣士の
刺
 し

 
突
 とつ

 を受け、回転。受けた男の美しい刀身の先に
咒
 じゆ

 
式
 しき

 の光。〈
矛槍射
 ベリン

 〉が発動。十三本の槍が至近距離から放たれ、剣士の胸板から顔を
串
 くし

 
刺
 ざ

 しにする。

　巨漢が下ろす
大
 おお

 
鎚
 づち

 を
翻
 ひるがえ

 った刃が受ける。魔杖鎚と柄、巨漢の胴体ごと両断。
凄
 すさ

 まじい量の鮮血と内臓が跳ねる。

　
轟
 ごう

 
音
 おん

 。仲間二人が一瞬で死んだために、双剣の剣士ごと
爆
 ばく

 
裂
 れつ

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 に巻きこんだのだ。

　爆裂の白煙が晴れていく。男が背中にまわした三角形の刃が盾となっていた。

　後退しながら
爆
 ばく

 
炸
 さく

 
士
 し

 が次の〈
爆炸吼
 アイニ

 〉を
紡
 つむ

 ぐ。間合いを取れば、この路地では遠距離咒式が有利。

「死ね!!
 」

　爆炸士の声は空中高くから発せられた。頭部は首で切断され、路地の三階の高さまで飛んでいたのだ。

　首が落下し、雨に濡れたアスファルトに血の軌跡を
滲
 にじ

 ませて転がっていく。眼には勝利の確信が浮かんだままだった。

　前に掲げた左の魔杖剣は、細く長く伸びていた。三角形が連なって
鞭
 むち

 のように伸びた刃が、男の首を切断したのだ。双剣の男の手が
捻
 ひね

 られ、長い
円
 えん

 
弧
 こ

 となった刃が戻っていく。刃が
畳
 たた

 まれて、元の二等辺三角形の刀身となる。

「やはり魔杖剣〈悲姫ジゼロ〉に〈思推せしオデオン〉だ！」

　雷鳴士は魔杖剣を掲げて震えていた。

「この双剣に見覚えがあるということは、ピエゾ連邦共和国のものか」

　雨に濡れつつ、双剣の剣士は路地に立っていた。雨が
零
 こぼ

 れる
庇
 ひさし

 の下に、氷雪のように青い目があった。

「おまえは、いやあなた様は……」

　ピエゾ出身の雷鳴士はその場に右膝をついた。腕を交差させ、
感
 かん

 
涙
 るい

 に声が震える。

「ピエゾの勇者、ウォルロット様！」

　ウォルロットと呼ばれた男は答えない。周囲に仲間の死体があろうと雷鳴士には関係なかった。目には尊敬と畏怖。

「エリダナに
逃
 のが

 れて、今ではこのような暮らしになっていますが、私は第一次と第二次ペンクラート紛争に従軍しておりました。ピエゾの勇者、
栄
 は

 えある双剣を見間違えるはずがない！」

　一転して男はうなだれる。

「申し訳ありません！　ピエゾ国民として、あなたに刃を向けることになろうとは。なんという無礼を！　この場で斬ってくださっても構いません！」

　男が顔を上げる。目には疑問が宿っていた。

「ですが、ウォルロット様が、なぜこのような場所に？」男の語尾が弱まっていく。「たしかバセレオのペンクラート虐殺で
投
 とう

 
獄
 ごく

 され……」

　ウォルロットは答えない。雨に打たれたまま立っていた。

「俺はもはや勇者ではない」

　男の肩に怒りが
溢
 あふ

 れていた。

「単なる虐殺者、脱獄者として追われる身だ」ウォルロットの左手が掲げられていく。瞳は
酷
 こく

 
薄
 はく

 な
蒼
 そう

 
氷
 ひよう

 色となっていた。「だから、俺がここにいる事実を知られることを好まない」

「ウォルロット様！」

　男の叫びとともにウォルロットの左手が
霞
 かす

 む。手と刃が戻ったときには、
跪
 ひざまず

 く男の顔は鼻から上が消失していた。

　両手で脳の断面を押さえた男は、前に倒れた。遅れて鼻から上の頭部が、ビルの壁に激突。血と
脳
 のう

 
漿
 しよう

 を壁に塗りつけつつ、アスファルトに落ちた。断面を上にして逆さとなった顔。両目は
驚
 きよう

 
愕
 がく

 に見開かれていた。血と涙は
瞼
 まぶた

 に垂れた。死者に雨が降りそそぐ。

　
残
 ざん

 
酷
 こく

 な光景に、ウォルロットは小さく笑う。笑いは
痙
 けい

 
攣
 れん

 となった。

　そして止まった。

　ウォルロットの眼球には、毛細血管が浮き、汗を

搔

 か

 いた顔は蒼白となっていた。体を折って、激しく
喘
 あえ

 ぐ。苦痛に操られるように壁に背を激突させると、
亀
 き

 
裂
 れつ

 が刻まれる。
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 を握ったまま、震える右手を
懐
 ふところ

 に突っこむ。

　引きもどされた右手には、金属の小箱。震える指先で
蓋
 ふた

 を開いて、十錠ほどの薄青色の錠剤を握る。

　雨に打たれるのも構わず、錠剤が口に放りこまれる。
貪
 むさぼ

 るように嚙
 み砕き、
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 えん

 
下
 か

 する。急速に
薬
 やつ

 
効
 こう

 が現れ、数分ほどで荒い呼吸が静まっていく。

「シャハーツの効果時間も、ここまで短くなってきたか」

　ウォルロットの目には、自己嫌悪の痛みがあった。空になった小箱を、路地に投げすてる。双剣を腰と背に収める。

「ピエゾの勇者という称号も、今では笑い話にしかならぬな」

　その場から
逃
 のが

 れるように、ウォルロットは歩む。背後にはピエゾの男の死体、さらに他の死体の山。雨が血を流していく。

　路地を進むウォルロットの歩みは、雨を切り裂く疾走となっていた。

　一陣の風となって、
孤
 こ

 
影
 えい

 はビルとビルの間を疾走していく。

「ブローゾ、なぜ俺をこの街に呼びよせた？」

　路地の先にある行き止まりに向かっても、ウォルロットの疾走は止まらない。速度を載せて
飛
 ひ

 
翔
 しよう

 。左側にある三階のビルの壁面に着地し、即座に跳躍。右手のビルの六階に着地したかと思うと、また反射するように跳躍。

「大金を手に入れる好機など、おまえらしくない話だが？」

　ウォルロットの唇が

嚙

 か

 みしめられる。

「堕ちた勇者に、最悪の虐殺者に、この俺になにをさせようというのだ？」

　八階のビルの屋上から、さらに高く飛翔する。雨の空に
外
 がい

 
套
 とう

 の
裾
 すそ

 が
閃
 ひらめ

 く。

　街の灯りに、男の人影が切りとられる。









　雑居ビルの八階。窓辺に置いた
椅
 い

 
子
 す

 に、俺は座っている。

　昨夜からの雨も去り、初夏の暑さが俺を責めたてている。

　窓枠に
顎
 あご

 を乗せて、厚い紗幕の間から外を眺めている。向かい側のビルの屋上では、立体光学映像の美女が酒を飲む動作を繰りかえしていた。

　部屋は暗い。ビルの空き部屋に勝手に侵入しているため、照明は落としている。背後は金属製の
棚
 たな

 と、返品された商品の箱が並んでいる。

　窓に目を戻すと、下の街路では勤め人や下校する学生たちが行き交うばかりだ。次に俺は
知覚眼鏡
 クルークブリレ

 の倍率を上げる。通りの先にあるアパートの出入り口を眺める。変化なし。

「あれが銀行襲撃犯どもの隠れ家のはずだが、現れないな」

　俺の唇は退屈さを漏らす。

　隣ではギギナがさらに退屈そうに椅子に座っている。銀の髪。
鋼
 はがね

 色の瞳。
象
 ぞう

 
牙
 げ

 色の肌。光とあいまって幻想的な
美
 び

 
貌
 ぼう

 は、地上のものとは思えない。ただし、口を開かず闘争の場になければ、の話だ。

　外見と内面が反比例した相棒はどうでもいい。俺は監視に戻る。アパートに動きはない。

「昼間から大の男、
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 を下げた
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 二人が、窓辺にそろって座っているのもマヌケな光景だな」

「賞金首どもの隠れ家のアパートが大通りに面しているため、車で張りこむこともできない。ビルの空き部屋から監視するしかない」

　隣のギギナが正論を述べた。

「マヌケさで言えば、ガユスが鏡を見れば会える大陸王者がいるから、心配するな」

「知っているか？　俺が
常
 つね

 
日
 ひ

 
頃
 ごろ

 からギギナに抱いている感情が、生理的嫌悪感というものだ。つまり、生物としての感覚で嫌いだ」

　お互いに待ち伏せが退屈になってきているため、無意味な言葉を投げるしかなくなっていた。

「ギギナの心の面積を出す方程式が分かった。低能×高慢さ÷
 二=ギギナの心の狭さだ」

　俺の言葉に、ギギナが不思議な表情を浮かべる。

「自分で言うのもなんだが、高慢さをかなり持ちあわせているから、かなり心が広いことにならないか？」

「方程式で注目すべきは最初の変数だ。ギギナは低能すぎて〇に達しているから、なにをかけても〇になる。現代数学では無を割れない」俺は監視を続けつつ言葉を連ねる。「さらには、自分の高慢さを自覚していてなおそういう言葉を吐くことで、証明終了」

「なるほど、ガユスの自殺願望の強さには恐れ入る」

　窓を監視したまま、ギギナの右手が
霞
 かす

 む。俺は窓から頭を下げる。頭上をギギナの
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 が通っていく。引きもどされると同時に、
椅
 い

 
子
 す

 の
肘
 ひじ

 
掛
 か

 けを両手で

摑

 つか

 んで腰を浮かせる。足と腰と椅子の座面の間を刃が抜けていく。

　次に椅子を摑
 んだ姿勢で、体を左に傾ける。右耳の
傍
 そば

 を刃の
一
 いつ

 
閃
 せん

 が通る。左足を床について傾いた姿勢を戻す。

　ギギナは最初から最後まで窓から眼を離していない。俺にしても、ギギナが椅子を傷つけないような太刀筋しか放たないので回避できただけだ。

「ガユス、とっととクソして死ね。だが両方床ではするな」

「
餌
 えさ

 をやるから、ギギナは早く
檻
 おり

 に戻れよ」

　二人の言葉は続く。この時間つぶしの方法は俺の命が
懸
 か

 けられているため、いつか死ぬかもしれない。どこかの哲学者が言ったこととは別の意味で、まさに退屈は人を殺す、ということだ。

　俺はギギナが座る椅子へ目を向ける。

「どうでもいいが、張りこみにまで椅子のヒルルカを持ってきているように見える。これは俺の視覚に対する、
新
 あら

 
手
 て

 の光学兵器の効果か？」

　椅子の個性など知ったことではないが、さすがに見覚えがある。

「
愛
 まな

 
娘
 むすめ

 に悪い男がつかないようにするのは親の
努
 つと

 めだ」

　ギギナは椅子の肘掛けを握る。大理石の手が、
手
 て

 
摺
 す

 りを撫でていた。

「前々から疑問なのだが」俺はギギナに告げる。「娘に座る親を見たら、世間は虐待だと認識するのではないか？」

　ギギナが絶句して、
慌
 あわ

 てて椅子から腰を上げる。背後を振りかえり、椅子を眺めている。

「そう、なのか？　私は愛情のままにおまえに座ってきたが、これは世間的には虐待、許されざる暴力的な愛だったのか？」

　真剣に椅子に語りかけているギギナは、最近見たどの恐怖映画よりも怖い。それが自分の相棒だという事実は夏の
暑
 しよ

 
気
 き

 も飛ばすほどの怖さだ。

　上半身を
捻
 ひね

 って、下の大通りを眺める。奥にあるアパートの正面玄関には誰も現れない。ギギナは椅子の前に
跪
 ひざまず

 き、話しあっている。

　大事なことを思い出した。携帯で呼びだすと、一回で出る。

「ロルカか？　あれは入ったか？」

「ガユスか、落ちつけ」
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
具
 ぐ

 
屋
 や

 の主人は俺をなだめる。「慌てるガユスはもらいが少ないうえに死ぬというだろう？」

「
諺
 ことわざ

 を改変して、さらに余計なものを足すな。それであれは入ったか？」

「おまえの注文が細かいうえに、あれは入手が難しい。入ったらすぐに連絡するからもう少しだけ待て」

「すぐに伝えろ。三日後に、七月十三日までにどうしても必要なんだ」

　俺は電話を切る。視線を大通りに戻す。誰も現れない。

「丸三日待ったが、現れない」俺はアパートの正面口から目を離した。「これはもう現れない。荷物を放置して別の隠れ家に潜んでいるだろうな」

　ギギナがヒルルカを畳んで、立っていた。

「別の情報が出るまでは無意味な張りこみだ。これは切りあげ時だろう」

　ギギナの横顔には嘆きがあった。

「強盗の見張りに事務作業の日々。
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 としては情けないかぎりだ」

「
皎
 こう

 
夜
 や

 のミルメオンや勇者ウォルハーグのように、国や大陸を救うために、敵軍や
長命竜
 アルター

 や〈
古き巨人
 エノルム

 〉を倒して大活躍できる攻性咒式士なんて一握りだ」俺は
自
 じ

 
嘲
 ちよう

 するように笑う。「ほとんどは俺やおまえみたいに、街の底辺で
蠢
 うごめ

 くのが精一杯さ」

「底辺か」

　ギギナが鼻先で笑う。

　ギギナと同じく俺も立ち上がる。痛くなってきた膝と肩を回す。ギギナは平然として、
椅
 い

 
子
 す

 を抱えて歩きだす。俺は気になっていたことを聞く。

「それで、椅子と話しあった結論は？」

「もう少し話しあおう、だ」

　ギギナと無機物との話しあいは、延長戦に入ったらしい。ついでに、俺とギギナの会話には、専門の通訳ではなく、動物園の飼育員が必要なのだろう。

　ビルの非常階段を下りて、通りに出る。標的の隠れ家から離れ、バスパ通りに出る。足に使っていた単車は、先の先だ。

　エリダナはいつものように
猥
 わい

 
雑
 ざつ

 な街並みだった。歩道では
忙
 せわ

 しなく人々が行き交う。車道では車から体を乗り出した男が怒鳴っている。怒鳴られた前の車の窓からも女が叫びかえしている。

　俺とギギナの横を、子供たちが歩いていく。「北方の大巨人が来るぞ♪
 」と男の子が歌えば、手を引かれる女の子が「その体は山に等しく♪
 　その足はすべてを踏みつぶす♪
 」と返す。二人で「バザーヤ山に大穴開～けたっ♪
 」と声をそろえて笑う。

　ビルが連なる歩道には、屋台が並んでいた。
涼
 りょう

 を誘う氷菓子や渇きを
癒
 いや

 す
珈琲
 コーヒー

 やジュースの屋台、さらには軽くつまめるネペル焼きやクレージュ巻きの屋台などが連なっている。エリダナらしく各国情緒が出ている屋台と街並みだった。

　店を眺めていくと、見知った名前を見つけてしまった。何回眺めてみても、屋台にはプロウス軽飯店とあった。

　近づいてみると、湯気の向こうでホートンがいた。知りあいの店主は、熱した油でポロック揚げを作っていた。

「いつの間にか、店が移動したうえに縮小したのか？」

「ああ、ガユスか」屋台でホートンは調理を続けている。「縮小ではなく、出張と言えよ。本店だけでなく、こちらでも支店として屋台をやっているだけだ」

「
婿
 むこ

 
養
 よう

 
子
 し

 は大変だな」

　長期間の張りこみで小腹が減った。

「一個くれ」と注文すると、ホートンが揚げたてを紙に包んで渡してきた。俺の隣から、ギギナは「袋で」と豪快な注文をする。

　俺は右手で口に持っていって
齧
 かじ

 りつつ、左手で小銭を置く。

「足りないね」

　ホートンは
顎
 あご

 で店の値段表を示す。俺の目が確認すると、たしかに値段が変わっていた。

「一個一一五イェン？」俺は疑問の声をあげつつ、ホートンへと向きなおる。「二日前は一〇五イェンだったはずだが？」

「食材の
高
 こう

 
騰
 とう

 と、通貨の皇国イェンが同盟イェンに比べて下落して、仕方なく値上がりしたんだよ」

　ホートンが
溜
 ため

 
息
 いき

 を
吐
 つ

 いた。俺としても、口のなかのポロック揚げが急に苦くなったような気がした。

　ギギナは腕に抱えた袋から、ポロック揚げを次から次へと口へ放りこむ。

「厳しい世の中だ」

「大食漢のギギナには物価高は大変だな。マズカリー王の遺産でも探しにいくか」

　俺は苦く返した。ギギナはポロック揚げを無造作に
囓
 かじ

 り、提案を鼻で笑った。

「それでもバロア首長国やアレトン共和国、ウルムン人民共和国やピエゾ連邦共和国よりはましだと思うよ」




[image: ]




　女の声がかかる。振りかえると、巨乳があった。違う、撮影機を首から下げた女だった。鼻先に
可
 か

 
愛
 わい

 らしいそばかすを散らしていた。大きな青い目が俺を見ていた。

「誰かと思えばアーゼルか」最近の事情を思い出す。「ウルムンの砂漠から戻ったのか？」

「ええ、一週間前にね」

　赤毛を揺らし、アーゼルが悔しそうに言った。

「内戦が激しくなったのもあるけど、エリュシオン紙から出た旅費が尽きた。
撤
 てつ

 
退
 たい

 するしかなかったの」

　袖なしのシャツに、軍用
長靴
 ブーツ

 。上着の
裾
 すそ

 を
臍
 へそ

 の上で結んで腰の後ろに垂らしている。なにより、シャツの布地を押しあげる乳房は大迫力だった。

「砂漠でなに喰ったんだ？　また胸が大きくなってないか？」

「うっさいわね。成長期なのよ」

　アーゼルは胸の前で手を組んで隠す。さらに体を
[image: ]

 ねじ

 って俺の視線から
逃
 のが

 れる。

「で、どうましなんだ？」

　ポロック揚げを
囓
 かじ

 りつつ、問いかけてみる。ギギナも興味を持ったようで、目を向ける。アーゼルは真面目な顔になる。

「先ほど言った国では、通貨が
下
 げ

 
落
 らく

 傾向で大変なことになっているみたい。アレトン共和国なんかは、完全に
破
 は

 
綻
 たん

 して各国に食い物にされているし、バロア首長国にいたっては、国家すら消えている。ここエリダナでも物価高が進んでいるけど、まだ
緩
 ゆる

 やかなほうね」

「ご高説をどうも」俺は魅力的な乳から目を離しつつ、続ける。「それで新聞記者見習いが、ここでなにをしている？」

「遅い昼ご飯よ」

　アーゼルが答えつつ、ホートンにポロック揚げを注文していた。契約の新聞記者の女は、いつも忙しそうだ。

「ふいへに、はれのひゅらい」

　出来たてのポロック揚げを
囓
 かじ

 りつつ、アーゼルの手が掲げられる。指が一方向を示していた。屋台の屋根と人々の流れの先だが、よく見えない。

「同盟による経済
干
 かん

 
渉
 しよう

 を許すな！」

　叫び声に視線を修正。奥の四つ角を人々が横切っていた。若いもしくは中年の男女が数十人ほどで列をなして歩いている。先頭の人間が五人がかりで横断幕を掲げている。幕には赤い文字で「七都市同盟、企業による
搾
 さく

 
取
 しゆ

 を許すな！」と書いてある。

「俺が監視で三日
籠
 こも

 っている間に、ああいう遊びが
流
 は

 
行
 や

 っていたのか？」

「皇国系市民による七都市同盟への抗議活動よ」

　ポロック揚げを飲みこんだアーゼルが答えた。行進は車道を横断していく。左折を邪魔された車から
警
 けい

 
笛
 てき

 が鳴らされた。行進は気にせず進んでいく。営業の勤め人や下校時間の学生が迷惑そうに一団を避けていく。

「同盟系の投資会社、ウォード社やロンハード社によって会社が買収されて出た失業者たちよ」アーゼルが二つめのポロック揚げを飲みこんだ。「賃金が安い国へ工場や職場が移転する世界規格が進行していることに不満で、行進しているらしいね」

「同盟は経済規模で皇国の一・五倍から二倍と言われるからな。皇国系企業が買収を受けるのも仕方ない、か」

　俺は苦い思いで答える。

「どこも不景気な話ばかりだ」

　語尾とともにポロック揚げを飲みこむ。屋台の奥からホートンが眼を向けてくる。

「物価高でも、プロウス屋の味は変わらないだろう？」

「そうだな。お袋の味がする。俺にはいないが、もしいたら二人目のお袋の味はこんな味だと思う」

「複雑な味にするな。ついでにホートン占いは前と同じ値段だが」

「いらん」

　俺は力を込めて断る。最近は不幸だけを予知するホートンの占いが怖い。

　ホートンとアーゼルを残して、俺とギギナはその場を離れる。学生が前を通り過ぎていく。俺は古臭い携帯を取りだす。時間を確認すると、もう夕方近い。

「思い出したが、今日は予定が詰まっている」

　目線を上げると、ギギナは街角の動く彫像となって歩いていく。

「俺は副業に行くが、ギギナはどうする？」

「貴様は学校ごっこをまだしているのか」

　ギギナの顔には
呆
 あき

 れた色が浮かんでいた。俺としては反論しておきたい。

「まだギギナが気づいていないことに驚いているけど、どこかの誰かが稼ぐ以上に使うからだろうが」

「ならば、私はもうひとつの線から銀行襲撃犯どもを追う。エリダナの外に出ていないことは確実だからな」

「珍しく勤勉だな」

「ここしばらく戦いがない」

　ヒルルカを担いで歩むギギナは、
美
 び

 
貌
 ぼう

 に
翳
 かげ

 りを乗せた。

「一週間前に人食い鬼どもと、十日前に賞金首と死闘をしただろうが」

　思わず俺の唇からは
呆
 あき

 れた声が出る。ギギナの横顔は退屈そうだった。

「毎日が戦場でなければ退屈する」

「
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 の
鑑
 かがみ

 だね。人間としては最低だが」

「攻性咒式士として最低で、人間としても最低なガユスよりはいいだろう」

　ギギナの言葉に俺は唇を
歪
 ゆが

 めるだけだった。会話に意味はないが、ギギナが動いてくれるならそれでいい。

　ギギナと足を進めて、単車を停めている場所に向かう。角を曲がると、人影に激突しそうになった。
慌
 あわ

 てて止まるが、相手の
小
 こ

 
柄
 がら

 な男が回避しようとして壁に激突。
鞄
 かばん

 を取りおとし、中身を散らす。

「すいません」となぜか謝罪をしつつ、
眼
 め

 
鏡
 がね

 の男が
屈
 かが

 む。散らばった荷物を必死で拾っている。俺も「こちらこそすいません」と言って、荷物を拾う男を手伝う。勤め人らしい書類や
冊
 さつ

 
子
 し

 、筆記用具を男の手が

搔

 か

 きあつめていく。

　俺の手も搔
 きあつめる。望遠鏡や
咒
 じゆ

 
式
 しき

 測定装置は、土木関係の企業の人間なのだろう。ギギナは、立っているだけで手伝わない。

　さらに地面を探る俺の手は、小箱を手に取る。小さいが、
堅
 けん

 
牢
 ろう

 な作りの箱だった。最新式の咒式
鍵
 かぎ

 まで
施
 ほどこ

 されている。

「それはどうぞこちらへ」

　視線を上げると、紺色の背広の男が立っていた。金髪に青い目。年齢不詳で、大陸における北方系とも南方系ともとれる顔だった。男は映画俳優のような笑顔で手を差しだしていた。俺は小箱と男の顔を相互に眺める。

「取引企業に提出する品でしてね」男は
爽
 さわ

 やかな笑顔だった。「向こうが持つ二つとこれで、三つそろわないと意味がないのです」

　俺は男の手に小箱を渡す。手が素早く戻った。よほど大事な品らしい。

「ペディオン、私の
不
 ふ

 
手
 て

 
際
 ぎわ

 ですみません」

　小柄な眼鏡の男が
鞄
 かばん

 を閉じつつ、紺色の背広の男に謝る。眼鏡の男はひたすら謝罪しつづける。

「リュカオンの後任が君というおっちょこちょいとはね」

　大企業の勤め人の上司と部下といった関係らしい。横で立っているだけのギギナと違って、俺は小柄な男に同情した。

「急に飛びだしたこちらが悪い。すみません」

「いえいえ。こちらも部下のキュリオが前方確認をしなかったのが悪いのです」

　男は映画俳優のような
爽
 さわ

 やかな笑みを続けていた。

「しかし、エリダナはいい街ですね。荷物を拾い、謝罪してくれる人がいる」

「エリダナがいい街ということは、観光客で？」

　あまりに見事なツェベルン語で地元企業の人間だと思ったが、違うようだ。

「仕事でしてね。いい街に来たなら、仕事もやりやすいし、取引企業も満足するでしょう」

　ペディオンの無邪気な言葉に、俺は苦笑するしかない。

「あまりいい街とは言いにくいですが」

　合わせたように、背後からは大声が響く。振り向くと、車道に人だかりがあった。若い男や中年男たちの不景気な顔が集っていた。

　金髪や赤髪といった頭の連なりの向こうに、
街
 がい

 
宣
 せん

 
車
 しや

 が横たわっていた。車の上では、
積
 せき

 
層
 そう

 
甲
 かつ

 
冑
 ちゆう

 の男が大声をあげていた。

「
栄
 は

 えあるツェベルン
龍
 りゆう

 
皇
 おう

 
国
 こく

 の国民諸君！」

　整えた
髭
 ひげ

 の男が熱弁していた。

「皇国の苦境は七都市同盟の資本家による経済侵略である！　より金をと求める資本家の侵略に、我らは断固として反対せねばならない！」

　どうでもいい言葉に、周囲の人間は騒音を無視して通りすぎていく。

　だが、十数人ほどが
街
 がい

 
宣
 せん

 
車
 しや

 を囲んでいた。ほとんどは冷やかしで見物しているだけだが、何人かは本気で耳を傾けているようで、熱っぽい目を向けていた。

　車の側面を眺めると、エリダナ
憂
 ゆう

 
国
 こく

 
騎
 き

 
士
 し

 
団
 だん

 という文字があった。市内の危険な団体は多すぎて、俺でもすべてを
把
 は

 
握
 あく

 できない。

「なるほど、大変な時期にエリダナに来てしまったらしい」

　ペディオンが真面目な顔で言った。

「これなら、悲嘆と
慟
 どう

 
哭
 こく

 と歓喜が似合いそうだ」

　意味不明な言葉に、俺はペディオンを真正面から眺める。男は映画俳優のような
爽
 さわ

 やかな笑顔に戻っていた。

「それでは我らはここで」

　ペディオンが手を振り、部下のキュリオが頭を下げた。二人は車道に向かい、タクシーを停めた。また俺たちに手を挙げて乗りこんでいく。そして抗議行進とは反対の方向へ向かっていった。

　俺は副業に間にあわなくなることを思い出した。人だかりが封鎖している車道の
傍
 そば

 に停車していた単車に向かう。

　
跨
 またが

 ると、ギギナはすでに自分の単車に乗っていた。

「では、私はガユスの次に殺しておくべき賞金首を追う」

「帰りに事故に遭ってくれ。車では死なないだろうから、たまたま通りかかった、野良戦車に
轢
 ひ

 かれろ」

　ギギナが鼻先で笑い、二人の単車が車道に出る。最初の角で左右に分かれる。後方ではまだ街宣車の上で騎士姿の男が熱弁を振るっていた。

　俺は単車を加速させる。車の列に混じって疾走していく。









　講義室で俺の授業が続いていく。

　生徒たちは
弛
 し

 
緩
 かん

 した雰囲気だった。一部の生徒は講義以外の勉強に励んでいるものもいる。学生は大変だ。

　夏休み前に勉強する
咒
 じゆ

 
式
 しき

 生物学は退屈なのかもしれない。何人かの生徒が
欠伸
 あくび

 をしている。俺は立体光学映像を背景に、教室を見回す。

「それでは質問は？」

　もちろん今どきの生徒は、積極的に授業を聞いてくれるほど親切ではない。セイリーンは瞬時に欠伸の口を閉じた。だが、フルフラムは遅れた。

　丸顔に
嵌
 はま

 った
眼鏡
 めがね

 の奥の眼が、
逸
 そ

 らされる。俺は
逃
 のが

 さない。

「フルフラム、これまでの講義に関しての質問はあるかな？」

「え？　ボクですか？」

　フルフラムが
動
 どう

 
揺
 よう

 する。俺は真面目な顔で問いかけてみる。

「設定された質問に答えて
褒
 ほ

 められるのは、学校のなかだけだ。最近の試験はこういう面接試験も多い。また、現実に対していい疑問を
抱
 いだ

 けることが、一生の教養というものだろう」

「ええとええと、そのあれです」

　眼で周囲を探してフルフラムが悩む。ようやくなにかを思いついたようだ。

「多くが人類と敵対する存在として〈
異
 い

 
貌
 ぼう

 のものども〉がいますよね？」問いが問いを呼んでいく。「彼らは通常の生物ではありえないような異様な姿や生態、能力を持っていて、ぼくらも分類として知っています。しかし、あれはどういう存在なんでしょうか？」

　
蚊
 か

 の鳴くようなフルフラムの問いに、一拍の間。他の生徒たちもうなずいていた。お互いに今の問いを検討しはじめていた。

「なるほどいい質問だ。分類はよく講義するが、全体的な説明をしたことがないな」

　俺も感心していた。

「
咒
 じゆ

 
式
 しき

 生物学の有名な説によれば〈異貌のものども〉の発生は、大昔の
咒
 じゆ

 
力
 りよく

 汚染による遺伝子変異や特異な環境のためだとされる。また一部には
長命竜
 アルター

 や〈
古き巨人
 エノルム

 〉や
大禍つ式
 アイオーン

 といった種族が、意図的な咒式で生物を改造したのだとも言われている」

　俺は論を続ける。

「もちろん人間も家畜の改良や、軍用生物の[image: ]
 造を行っている。後者は近年では制限がかけられているけどね」

　生徒たちがうなずく。咒式文明は、もはや生活から切り離すことができない。昼食に食べた牛や豚や
鶏
 にわとり

 や魚や野菜や
穀
 こく

 
物
 もつ

 も、なにかしらの咒式の関与がある。

　俺は周囲を見回す。いい例があった。手を掲げて、教室の隅にある観葉植物の
鉢
 はち

 
植
 う

 えを示す。

「たとえば、我々が住んでいるこの星の現状では、太陽はＧ型星であることと大気の組成のために一般的な植物は緑色だ」

　生徒の目が、緑の観葉植物に向けられる。

「緑が多い理由として、降りそそぐ太陽の光のエネルギーが地表では青緑色が最大だからとされる。青色の光子は多くのエネルギーを運ぶが、赤色の光子のほうが量は多い」　

　次に[image: ]
 を握った左手と指をすべて立てた右手で、質と量を対比させてみせる。

「だからエネルギーの質と量が不十分な緑色の波長の光子を吸収せずに反射するために、クロロフィルａやクロロフィルｂ、またはカロテノイド系などの光合成色素で適応してきたというわけだな」

　そこでもう一つ事例を出しておく。

「逆に一部の陸上植物や藻類、紅色細菌が赤色や黄色であるのは、光量の少ない場所や水中に生息するからだ。ほとんど届かない赤色の光子を、フィコビリン色素で反射しているわけだ」

　関連事項を立体光学映像で呼びだす。各種の
恒
 こう

 
星
 せい

 と
惑
 わく

 
星
 せい

 が表示される。

「だとしたら、別環境では光合成生物も違ってくるという仮説がなりたつ。生物が進化する長期間でも輝いていられる恒星は、温度の高いほうからＦ型、Ｇ型、Ｋ型、Ｍ型くらいだ」

　太陽と惑星の距離と大気組成を図と数値で示す。

「恒星からの距離も重要だが、たとえば赤色
矮
 わい

 
星
 せい

 のＭ型星を太陽に持つ星では、植物は弱い光をより吸収しようと黒い色になると予測される。太陽よりもさらに明るいＦ型星を周回する惑星では、エネルギーの強い青色光を吸収しすぎないように、反射しやすい青い植物になると思われる」

　生徒たちが観葉植物を眺める眼は、違ってきていた。とうぜんのように植物の葉は緑と思っていたが、黒や青や赤の葉があると想像しているのだろう。

「これと同じで、どんなに異様な姿や生態であろうとも、あくまで既存の物理法則の範囲で適応し、または改変されているだけだ。まだ人間にはすべてを見通すことができないが、そこには厳密な宇宙の
摂
 せつ

 
理
 り

 がある。だからこそおもしろい」

〈
異
 い

 
貌
 ぼう

 のものども〉とやりあうことも多い俺には、おもしろいだけではすまない。

　俺が考えていると、電子合成された鐘の音が響いた。予備校というか進学塾での授業が終わる。

　俺は
出
 しゆつ

 
席
 せき

 
簿
 ぼ

 と指導
要
 よう

 
綱
 こう

 の端を教卓でそろえる。騒がしく下校していく生徒たちに混じり、教室の扉を抜ける。

　
廊
 ろう

 
下
 か

 を歩きつつ、いつものようにフルフラムとセイリーンが言い争っている。フルフラムにはバシェットが、セイリーンにはタングムがついて会話をしていた。皇国がどうとか同盟がどうとか言っている。そういえば前者はツェベルン
龍
 りゆう

 
皇
 おう

 
国
 こく

 系で、後者はラペトデス七都市同盟系の生徒だ。

　同盟系のディトや暗い顔のロッコが続く。ノルグム人のボゴットは言い争いを愉快そうに見ていて、アルリアン系のメシェは冷然と歩く。東方系のウェイは
欠伸
 あくび

 をしていた。

　言い争いができるなら、生徒たちは元気だろう。

　俺のこのあとの予定は、ジヴと夕食を食べることだ。もちろん夕食だけで終わるわけがない。ジヴとのお楽しみを想像すると、自然に笑みが
零
 こぼ

 れる。

　廊下の角を曲がると「セーンセっ」の声とともに、俺の右腕に手が絡まってくる。

　見ると女子生徒のテュラスだった。息せき切って俺を追いかけてきたようだ。見上げてくる目には、好奇心の色があった。

「センセ、なんかやらしい顔をしているけど？」

　ジヴの裸身を考えていたことが顔に出たのかもしれない。テュラスの眼には
悪
 いた

 
戯
 ずら

 な光が宿っていく。

「もしかして私のことを考えていたとかとか？」

「科学的にありえない可能性を述べるのは、現代の
咒
 じゆ

 
式
 しき

 社会で通用しない人間になるよ」

　答えつつ、摑
 まれた手を抜こうとする。が、関節技を
極
 き

 めるように
肘
 ひじ

 を抱えられて失敗。高度な技を使ってきやがる。

「どうして逃げようとするんですか！」

　テュラスが
眦
 まなじり

 を吊り上げて怒る。
廊
 ろう

 
下
 か

 では他の生徒たちが通りすぎていく。もはや
恒
 こう

 
例
 れい

 行事のため、好奇の目すら向けられない。力で引き

剝

 は

 がすことを諦めて、俺は
溜
 ため

 
息
 いき

 を
吐
 つ

 く。

「だから、こういうことは良くないんだ」

「なぜ？」

「生徒と講師だ」

「好きだからいいじゃないですか」

「逆にそういう気持ち重視で行動する、ということは子供っぽいと思わないか？」

　冷静に指摘すると、テュラスが渋々と手を離していく。これくらいの年ごろは子供と思われることを極端に恐れる。その傾向がなければいつまでも子供趣味で留まるから、必要な思考だけどね。

　
拘
 こう

 
束
 そく

 から
逃
 のが

 れた俺が歩きだすと、テュラスもついてくる。横に並んだ少女は「じゃあセンセはどんな女の人が好きなんですか？」や「血液型は何型ですか？」や「今度の休日はヒマですか？」や「好きな色はなんですか？」などと話しかけてくる。

　俺は正義的に無視して歩く。

「センセはどんな女の人が好きなんですか？　血液型は何型ですか？　今度の休日はヒマですか？　好きな色はなんですか？」

　もう一回質問を繰りかえしてきた。心臓が強い女の子だ。ある意味感心するが、俺も
譲
 ゆず

 らない。

「生徒ではない女が好きだからＡ型で、今度の休日どころかいつも忙しいので、青や白や黒い色が好きだけど、テュラスには興味がありません」

「うわ、最悪だこの講師！」

　怒るテュラスを無視ぎみに廊下を歩く。講師控え室の前に到達する。出入り口には人影があった。若い男と女が、同僚の講師のレパードと立ち話をしている。金髪の
[image: ]

 や

 せた後ろ姿の男に、寄り添うように長い黒髪の女が立っている。二人はレパードと談笑していた。

「あ、フリュー先輩にリゼリア先輩だ。お久しぶりです」

　
傍
 かたわ

 らのテュラスの声で、二人が振りむく。駆け寄るテュラスの頭を
撫
 な

 でつつ、青年が俺を見つめる。

「ガユス先生、お久しぶりです」

「お邪魔しております」

　男女が頭を軽く下げて
会
 え

 
釈
 しやく

 する。

「あ、ああ、おまえたちか。卒業生二人が母校訪問というわけか」

　顔と声が一致してようやく思い出した。フリュー・バド・デリオンに、リゼリア・エムス・テムレイだ。

「予備校や塾なんて悪夢の過去を、よく訪ねてくる気になったな」

　俺の言葉にフリューは苦笑し、リゼリアが控えめに笑う。

「高等学院より、こちらのほうが自分にとっては母校です。先生の顔が懐かしいです」

「卒業して先生もないだろう」

「では、ガユスさん、ですか？」

　フリューが
朗
 ほが

 らかに笑う。俺としても懐かしかった。多くの生徒と接してきて、通りすぎていく。だが、ただ通りすぎるだけの存在としているわけでもない。

「立ち話もなんだ。空いているから、応接室を使ってくれ」

　講師のレパードが講師控え室の奥を示す。俺とフリューにリゼリアが列をなして、講師控え室を通り、応接室に向かう。俺は
出
 しゆつ

 
席
 せき

 
簿
 ぼ

 と指導
要
 よう

 
綱
 こう

 を保管場所に差して、奥の扉を抜ける。

　狭い応接室に進み、俺は手前の応接
椅
 い

 
子
 す

 に座る。机を挟んだ向かいの長椅子を勧めると、フリューとリゼリアが並んで座る。

「わー、校舎のビルが懐かしい」

　リゼリアが感嘆の声をあげ、フリューが優しく
微
 ほほ

 
笑
 え

 んでいた。応接室にはなぜかテュラスも入ってきている。テュラスは窓際の机にある湯沸かし器を起動させ、勝手にお茶の準備を始めていた。ま、いいだろう。

「それで、卒業後はどうだ？」俺は話を向けてみる。「たしかリゼリアは警察士か
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 を目指していたと覚えているが？」

「ええ、学業と
並
 へい

 
行
 こう

 しながら資格も取っていたので、今では五
階
 かい

 
梯
 てい

 の攻性咒式士になりました」

　リゼリアが微笑む。俺の記憶では、静かな女生徒だったが、不正に関しては怒声をはりあげる強さがあった。

「性格的に警察士に向いているとは思っていたが、より危険なほうを選んだな」

「警察士は、最近の
腐
 ふ

 
敗
 はい

 に幻滅してしまって」

　リゼリアは苦笑する。最近の警察は不正や失態ばかりであまり人気がない。福利厚生はあるが、
頻
 ひん

 
発
 ぱつ

 する事件のために死亡率が上昇している。それでも街の攻性咒式士よりはまともな仕事だ。

「攻性咒式士は、普通は正義感からではなく、なにかを
諦
 あきら

 めるか
一
 いつ

 
攫
 かく

 
千
 せん

 
金
 きん

 を目指してなる職業だけどね」自分を見れば分かりすぎるほど分かる。「それで所属事務所はどこになった？」

「ドルテロイ咒式士事務所で、見習いから始めています。父親の縁でなんとか入れました」

「ああ、あのドルテロイか」無難な感想を述べておく。「手堅い事務所だ」

　ドルテロイはいい咒式士だ。ただ、俺とギギナの事務所と同じで、経営がなかなか上手くいかないと聞いている。大手以外、街の中小の咒式士事務所は、どこも経営が苦しい。

　お湯が
沸
 ふつ

 
騰
 とう

 し、テュラスが紅茶を
淹
 い

 れて
蒸
 む

 らす。俺はもう一人の卒業生に眼を向ける。

「それで、フリューは？」

「あまり上手くいっていませんね」フリューが明るく笑う。「工場への派遣労働者として働いています。今ではトロイデン自動車工業で車を作っていますよ」

「学年で二番目に優秀だったおまえがか？」

　俺の声は少し大きくなっていた。蒸らす間に砂糖や
匙
 さじ

 を用意していたテュラスも、驚きの顔になっていた。

「かつての優等生も、今では時給が上がらず食うのがやっとです。朝から晩まで、流れていく車の組み立てですよ」

　フリューは工場の作業を手で再現し、
自
 じ

 
嘲
 ちよう

 してみせた。俺にはまだ信じられない。

「おまえなら、
咒
 じゆ

 
式
 しき

 弁護士でも咒式検察官にでもなれると思ったが、大学はどうした？　エリウス大学の咒式法学部は？」

「咒式法学部に入った直後に父親が倒れて、前期だけで辞めざるを得なかったのですよ。去年の九月に闘病生活の末に死んだ父親の
葬
 そう

 
儀
 ぎ

 も済ませまして、親族が一人もいなくなりました」

　青年は気弱に
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。窓からの夕日が眩しいように、目を細めた。

「今日も朝に仕事が終わって、夜勤までの間にリゼリアとのデートとして、ここに寄ったのです」だけど、フリューの微笑みには絶望はなかった。「これから資格を取って、より上級の工場の技術開発部に正社員で入ろうと思っています。今の生産方式ではまだまだ非効率ですし、咒式機関の技術限界は来ていませんからね」

「大変だな」

　夢を
諦
 あきら

 めざるを得なかったフリューに胸が痛んだ。かつての俺がそうだったからかもしれない。いや、俺に夢などなかった。流され、逃げてきただけだ。ただ、自分はそれでいいと思っている。

「大丈夫です。僕にはリゼリアがいますから」

　フリューは
屈
 くつ

 
託
 たく

 なく笑い、右手を動かす。隣に座るリゼリアの左手に、自らの右手を重ねる。リゼリアは軽く恥じらいながらも、フリューの手に任せるままだった。重ねた
掌
 てのひら

 で指が組みあわされる。

　リゼリアの左の薬指には、慎ましい指輪が
嵌
 はま

 り、慎ましい宝石が輝いていた。なるほど、そういうことらしい。

「二人でなら、どこまででも行けます」

　フリューが力強くつぶやく。若い男女の間には、深い信頼と愛情があった。

「かわいい子供を授かる、というのも私の夢なんです」

　リゼリアが続けた。
傍
 そば

 で紅茶を
淹
 い

 れていたテュラスの手が止まっていた。少女は、二人を
羨
 せん

 
望
 ぼう

 の目で見つめていた。

　貧しくあっても未来への希望を失わず、歩んでいく。若い恋人たちの姿を、自らに重ねているのだろう。俺にしても二人の姿が眩しかった。ジヴとの幸せな結婚と家庭生活を夢見ない、といえば噓
 になる。俺も考えていることがある。

「いいものだな」

「そんなにいいものではないですよ」

　フリューが照れたように笑う。リゼリアも恥ずかしくなったのか、フリューの手から左手を
逃
 のが

 れさせる。

　フリューとリゼリアは懐かしそうに、窓から校舎を眺めている。携帯の音。フリューが携帯を眺めて、戸惑った表情をして戻す。

「仕事先からか？」

「いえ」口ごもったフリューが続ける。「今は話したい相手ではないですから」

　フリューの顔には嫌悪と自責をこめたような
微
 ほほ

 
笑
 え

 みがあった。テュラスは
淹
 い

 れおわった紅茶と茶菓子を、応接机に並べていく。杯を置いていくときに、俺の手に一瞬だけ触れていく。

　テュラスが
絨
 じゆう

 
毯
 たん

 の床に
匙
 さじ

 を落とす。フリューとリゼリアが視線を向け、腰を浮かすが「あ、取り替えますから」とテュラスが愛想笑いを向ける。

　床に落ちた匙を拾おうと俺は腰を
屈
 かが

 める。テュラスも拾おうとして、体を屈めていた。俺の耳元で少女は「ああいう二人になりたいな」とつぶやき、立ち上がる。体を戻すと、何食わぬ顔で匙を取り替えていた。

　女はもう小さなときから女なのだろう。といっても、俺に未来を重ねられても困るのだが。重ねたい女は別にいる。

　フリューとリゼリアは紅茶の杯に口をつけていた。二人はそのうち同居すること、結婚は来年あたりにしたい、などと語っていた。俺は二人の話に耳を傾けて笑っていた。

　俺の胸で振動。携帯に出る。

「ガユス、賞金首どもを見つけた。テレクト通り二番の雑居ビルだ」

　前置きも
挨
 あい

 
拶
 さつ

 もなく、用件のみのギギナの声と言葉だ。

「分かった」と答えつつ、
椅
 い

 
子
 す

 から立ち上がる。「すまないが本業の仕事が入った」

　心配そうな眼差しで、テュラスが見上げてくる。椅子に座ったフリューが笑う。

「ガユスさんも貧乏ヒマなしといったところですか？」

「誰もがそうだ」

　俺は講師控え室まで戻る。椅子の背にかけていた上着を手にとり、
棚
 たな

 に預けていた
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 〈断罪者ヨルガ〉と魔杖短剣〈
贖
 しよく

 
罪
 ざい

 
者
 しや

 マグナス〉を引っ張りだす。
鞘
 さや

 を回転させて、腰の左側と後ろに装着する。

　上着を羽織って、講師控え室を出る。

「センセ！」

　背後にはテュラスがいた。だけど、少女には俺にかける言葉が続かなかった。

　俺は無言でうなずいて
廊
 ろう

 
下
 か

 を歩きだす。予備校を抜けて、駐車場の単車に
跨
 またが

 る。黒い帽子の男と
擦
 す

 れ違って、外に出る。

　希望に向かう若い二人と違い、俺の前には現実が横たわる。









　カスペルは黒い帽子の
庇
 ひさし

 を下げる。

　入るか入るまいか、敷地の門の前で迷っていた。かつて通っていた予備校を訪問しようとやってきたのだが、決められない。

　カスペルは中等学院にも高等学院にも愛着がない。もちろん、予備校を懐かしむ気持ちなどあるわけがない。

　容姿も能力も人並みだった。学校生活にとくになにかがあったわけではない。むしろなにもなかった。

　友人はいたが、親友はいない。とにかく人間関係がめんどうで、避けていた。どちらかというと、動画や物語などの仮想世界が好きだった。

　理由は分からないが、進学にも就職にも失敗した。カスペルは、卒業後は短期の仕事だけを受けていたが、雑貨店の店番を三か月前に
解
 かい

 
雇
 こ

 された。

　解雇された瞬間を思い出すだけでも腹が立つ。ただ店の金を
懐
 ふところ

 に入れたり、店番を
放
 ほう

 
棄
 き

 して携帯端末の電子遊戯をしていたりしただけだ。それだけで解雇された。

　今は祖母の年金を頼りに生活している。祖母には「そのお金を奪われると生活できない」と言われたが、限定品の美少女写真集とどちらが大切なのかは考えるまでもない。

　なぜカスペルが母校訪問に来たかといえば、リゼリアが来るからだ。カスペルが予備校時代を懐かしむとしたら、リゼリアの存在だけだ。

　黒い髪に黒い瞳と、美しい彼女にカスペルは密かに恋していた。
挨
 あい

 
拶
 さつ

 しかしたことがないから、それ以上は知らない。

　カスペルはリゼリアに明日こそは告白しようとしていた。もちろん、自分を振りかえってみると、彼女に好かれる理由がなく、また拒絶されることが怖くて告白できなかった。ただ、毎日毎日、自宅で
自
 じ

 
慰
 い

 の対象としているだけだった。

　これではいけない、明日こそ告白しよう、また明日と思っているうちに一年がすぎて、カスペルとリゼリアは予備校を卒業してしまった。

　一年以上経過して、端末で
電
 でん

 
網
 もう

 上を
彷徨
 さまよ

 って
猥
 わい

 
褻
 せつ

 動画の検索をしていたとき、リゼリアの公開日記を見つけた。発見直後は、天にも昇る気持ちだった。

　一年間の空白を埋めるべく、必死に読みこんだ。

　しかし、実はリゼリアが学生時代からつきあっていたフリューと、近々結婚するという日記を見たとき、カスペルの世界は真っ暗になった。どうやって端末を切ったのか、記憶にないくらいだった。

　リゼリアを奪ったフリューは、カスペルにとって憎悪の対象だった。それでもカスペルは今日リゼリアが母校訪問に行くという日記で推測し、予備校に来た。

　前もってフリューを調べておいた。調査の仕方が分からないので、祖母の年金で調査会社を使った。

　分かったことは、成績優秀で真面目で未来を約束され、リゼリアを手に入れたはずのフリューが、自分と同じように
派
 は

 
遣
 けん

 や単純労働をしているという事実だった。学生時代とは違って、自分と同じようなフリューの姿を見たくて、母校を見に来たのだ。

　だが、入れない。

　フリューはリゼリアを手に入れている。幸せそうな二人を見ることになるかと思うと、怖いのだ。

　門の前で迷っていると、単車と
擦
 す

 れ違う。赤毛で
眼
 め

 
鏡
 がね

 の男が乗っている。かつて講義を受けたガユスとかいう講師だった。

　
挨
 あい

 
拶
 さつ

 をしようとしたが、声が出ない。手も挙げられない。目線を道から壁に
逸
 そ

 らすしかなかった。









　爆裂。〈
爆炸吼
 アイニ

 〉の
咒
 じゆ

 
式
 しき

 によって生みだされたトリニトロトルエンの爆風と鉄片が、店先のガラスを破砕する。

　俺はテレクト通りの道路に転がる。血が混じった
唾
 つば

 を吐き捨てる。口のなかを切ったらしい。右の肩口が熱い。咒式の槍が貫通していったのだ。今は熱いだけだが、あとから激烈な痛みになるはずだ。今は無視。

　街路では叫びと怒号が
渦
 うず

 
巻
 ま

 いていた。爆発に驚いて、人々が逃げまどう。主婦が買い物
籠
 かご

 を放りだして走る。泣いている子供を、父親が抱えて逃げる。

　市民の安全を考えて路地で戦っていたが、戦線は街路にまで拡大してしまった。

　爆煙を噴きあげるビルの三階の窓から、
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 が飛び降りる。正面出入り口からも
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 を引っさげた男たちが現れる。咒式で
甲
 かつ

 
冑
 ちゆう

 を生成していく
機
 き

 
剣
 けん

 
士
 し

 に
剛
 ごう

 
剣
 けん

 
士
 し

 。魔杖剣の切っ先に雷撃を宿した
雷
 らい

 
鳴
 めい

 
士
 し

 が続く。最後には魔杖短剣を握った
使
 し

 
獣
 じゆう

 
士
 し

 までがいた。

　全部で九人が街路に
溢
 あふ

 れる。何人かは先ほどの〈
爆炸吼
 アイニ

 〉で負傷している。顔には俺たちへの憎悪と殺意。そして賞金稼ぎの俺に見つかったことへの恐怖感が貼りついていた。

「運悪く、強盗団が全員集結していたようだ」

　右の肩口の負傷を
庇
 かば

 いつつ、立ち上がる。街中でお互いにいきなり
遭
 そう

 
遇
 ぐう

 し〈
爆炸吼
 アイニ

 〉や〈
矛
 ベ

 
槍
 リ

 
射
 ン

 〉を放たねばならなかったのだ。なんとも不細工な戦闘だ。

「お互いに不幸な遭遇戦だ。少し待て！　戦うよりここは話しあおう！」

　話しあいをしようという提案に、賞金首たちも戸惑っている。

　俺の隣にギギナが立つ。俺より爆風に近かったはずだが、まったくの無傷だ。

「相手は銀行や信金の金庫を咒式で破壊して、金を強奪する強盗団だ。すでに企業の
顧
 こ

 
問
 もん

 である攻性咒式士を三人殺している」

　
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 を握ったギギナが進む。

「殺す気でいかなければ、殺されるぞ」

　賞金首は逃走経路を捜し、自分たちの車に視線を向ける。だが、突入前に俺がすべてのタイヤを破壊しておいた。

　九人の賞金首、攻性咒式士たちに逃げ場はない。隠れ家の前にしか道は広がっていない。俺とギギナを倒さなければ、逃げ道がないのだ。時間がかかれば、警察士の部隊が来る。だからこその時間稼ぎの説得だったが、向こうも俺の狙いを理解してしまったようだ。

　九人が覚悟を決め、一団となって街路を突進してくる。ギギナが刃を掲げる。

「なぜ戦うか？　理由は簡単だ」

　右手に握った
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 が、水平の片翼となって掲げられていた。

「今、戦っていないからだ。呼吸と闘争は常にしていなければならない」

　賞金首は走りながら〈
矛
 ベ

 
槍
 リ

 
射
 ン

 〉の槍と〈
雷霆鞭
 フユル・フー

 〉の
雷
 いかずち

 を放ってくる。

　俺は化学
鋼
 こう

 
成
 せい

 系第一階位〈
斥盾
 ジルド

 〉を先行発動していた。アスファルトから噴出する
鋼
 はがね

 の壁で雷が吸収され、アスファルトに放電。投槍が次々と三本ほど突き立つ。裏まで抜けるが、運動エネルギーが足りずに穂先が少し出るだけ。
咒
 じゆ

 
力
 りよく

 が足りないね。

　第一波を防いだ
遮
 しや

 
蔽
 へい

 
物
 ぶつ

 から半身を乗りだし、返礼として
渾
 こん

 
身
 しん

 の〈
爆炸吼
 アイニ

 〉を放つ。九人の中心部で、トリニトロトルエンの爆裂が吠え
猛
 たけ

 る。衝撃波と鉄片が街路を刻む。

　爆煙を

搔

 か

 きわけて、生き残った
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 どもが現れる。

　
機
 き

 
槍
 そう

 
士
 し

 が、深く左肩に刺さった鉄片を引きぬく。白煙を抜けて間合いを詰めていたギギナに、敵も気づく。

　慌てて化学鋼成系咒式第三階位〈
赫錏哭叫
 ハウレス

 〉を
紡
 つむ

 ぎつつ、槍を突きだす。金属還元熱反応を起こし、三千度という高熱の炎の穂先が伸びる。

　ギギナは弾丸となって炎の穂先の上を
飛
 ひ

 
翔
 しよう

 していた。着地地点は機槍士の顔面。
踵
 かかと

 は脳まで一気に破壊していた。眼球を左右に飛びださせて倒れる相手から、ギギナは跳躍。死体は遅れて殺到する仲間からの刃や咒式に貫かれる。

「息を吸うように刻み」

　ギギナは刃を振り下ろす。包囲網の背後にいた咒式剣士の
兜
 かぶと

 から
鎧
 よろい

 、
股
 こ

 
間
 かん

 までを両断してアスファルトに着地。刃が鋭角で上昇。

「息を吐くように砕き」

　隣にいた
甲
 こう

 
殻
 かく

 
士
 し

 の硬い装甲を、右脇から左肩まで切断。
血
 ち

 
飛沫
 しぶき

 のなか、残る咒式士たちが距離を取ろうとするが、もう遅い。

　屠竜刀が
残
 ざん

 
酷
 こく

 な乱舞を行うと、
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 を握ったまま切断された腕や、装甲された足が空中に跳ねる。空に向かって遅れた雷や投槍が放たれ、魔杖剣を握った手が落ちていく。

「存在と闘いが等価になるくらいに殺す。それがドラッケン族、それが攻性咒式士だ」

　ギギナの動きが終わる。前衛の戦列を崩された後衛が急速後退していく。前の
機
 き

 
斧
 ふ

 
士
 し

 が大盾を構えて、後衛の
錬
 れん

 
成
 せい

 
士
 し

 がトリニトロトルエンを
炸
 さく

 
裂
 れつ

 させる〈
爆炸吼
 アイニ

 〉を紡いでいた。ギギナは遠距離咒式でしか殺せないと判断しての構えだ。

　悪くない戦術だが、俺という存在を忘れている。すでに化学鋼成系第四階位〈
鍛澱鎗弾槍
 ウアープ

 〉を発動。タングステンカーバイドの砲弾が、高速
射
 しや

 
出
 しゆつ

 。

　大盾に命中。鋼の盾と重ねられた
斧
 おの

 、背後にある厚い兜と
頭
 ず

 
蓋
 がい

 
骨
 こつ

 を一瞬で貫き、後頭部で運動エネルギーが炸裂。血と
脳
 のう

 
漿
 しよう

 の花弁が後方に散る。砲弾はさらに背後にいた錬成士の肩を貫き、壁面に激突。
大
 だい

 
音
 おん

 
声
 じよう

 をあげる。砲弾は咒式作用の散乱とともに消えた。

　戦車の主砲の一撃を受けた
機
 き

 
斧
 ふ

 
士
 し

 の頭部は、大穴が開くどころか消失していた。アスファルトについた両手が力をなくし、鎧に包まれた胴体が倒れて騒々しい音を立てる。千切れた首の断面からは、鮮血の大河が吐きだされていく。

　すでに倒れた銀行襲撃犯たちに目線を戻す。

　
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 たちは、ギギナの刃で切断された手足の断面を押さえて、苦痛に
呻
 うめ

 いている。死体となった四人は動かない。

　俺は
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 を構えたまま、まだ生きている
錬
 れん

 
成
 せい

 
士
 し

 に接近する。興味を失ったギギナは
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 を肩に担ぐ。

　砲弾が
掠
 かす

 めた錬成士の左肩と腕、胸板が吹き飛ばされていた。断面からはすでに三リルトルほどの血液が流れている。錬成士はあと十数秒で死ぬだろう。

　荒く短い息を吐きつつ、
瀕
 ひん

 
死
 し

 の賞金首の眼球だけが俺を見上げていた。

「終わりだ。殺した警備員たちにあの世で
詫
 わ

 びろ」

　俺は告げてやる。前もって入手した情報からの疑問が浮かぶ。

「真面目な攻性咒式士だったおまえたちが、なぜ銀行強盗を行った？」

「この、国と街が」死にゆく男の舌が動いた。「俺をこ、うさせた」

「ありがちな言い訳だな」

「働い、ても働いても、家族を、食わせること、すらでき、ない」
反
 へ

 
吐
 ど

 のように、男の唇から血と憎悪が
零
 こぼ

 れた。「この、国はい、つから、こうなった？」

　眼球に薄い膜が張っていった。錬成士は絶命した。

　攻性咒式士の仕事は嫌な気分になる。
勧
 かん

 
善
 ぜん

 
懲
 ちよう

 
悪
 あく

 の物語にあるように、悪の賞金首や〈
異
 い

 
貌
 ぼう

 のものども〉を倒して終わり、というわけにはいかない。敵は邪悪で残忍なものばかりではない。絶望や貧しさ、時によっては正義と愛のために、殺し奪うものもいるのだ。

　息を吐いて、魔杖剣をアスファルトに突き立てる。槍が抜けた右肩が痛い。呼吸するたびに、折れた
肋
 ろつ

 
骨
 こつ

 が激痛を生みだす。アドレナリン類の興奮が途切れれば、痛みが騒ぎだす。

　急に痛みが
和
 やわ

 らいだ。右肩に青白い
燐
 りん

 
光
 こう

 がまとわりついていた。見上げると、ギギナの屠竜刀が俺の肩に当てられ、
治
 ち

 
癒
 ゆ

 咒式を発動していた。

「いつもながらの軟弱さだな」

「前衛の咒式剣士と違って、俺は繊細でね」

「そうではない。敵に同情するなと言ったのだ」

　相棒の横顔は、俺を見ていなかった。絶命し、また倒れたままの賞金首たちを眺めていた。

「考えることは必要だ。考えないものは生きていないに等しい。だが、生死を
懸
 か

 けた戦場を抜けてから考えろ」ギギナの声が連ねられる。「そうでなければ、いつか貴様は本当に死ぬ」

「同情などしていないし、死ぬ気もないね」

　視線を外すと、夕日に染まるビルの壁面に時計があった。七時半。俺はジヴとの約束を思い出した。治癒していく体を持ち上げる。

「まだ途中だが？」

「ほぼ治癒した。あとは女の手厚い看護でいくさ」

　全身を確認する。万能細胞がそれぞれの細胞に分化し、右肩の傷は
塞
 ふさ

 がれた。左腕の骨と
肋
 ろつ

 
骨
 こつ

 の
亀
 き

 
裂
 れつ

 も
癒
 ゆ

 
着
 ちやく

 している。服に穴が開いて、出血で汚れているが、動くことに支障はない。

　俺は携帯を取りだし、眺める。やはり時間が迫っていた。同時にようやく警察
車
 しや

 
輌
 りよう

 の騒がしい音が聞こえてきた。

「ギギナ、警察への引き渡しを頼む」

「私が？　
煩
 はん

 
雑
 ざつ

 な手続きは好まぬのだが」

「どこかの誰かが言ったように、考えることが必要だろう？」

　疑問を呈する相棒に手を振りつつ、俺はその場を去る。通りの外れに停車しておいた単車に
跨
 またが

 る。

　セルトゥラを起動させようとして、右肩に痛み。自分で運転することはまだ
辛
 つら

 い。だが、タクシーに乗る
贅
 ぜい

 
沢
 たく

 もできない。

　痛みを振りはらうように、車体を車道に向ける。









　夜の闇が迫るマンションの前に到着し、単車を停める。出入り口を合い
鍵
 かぎ

 で開ける。

　
自動昇降機
 エレベーター

 で十階まで上がっていく。ジヴの家に到着し、扉の前で最終確認をする。右肩の傷は
塞
 ふさ

 がったし、服は隠れ家に寄って着替えたので大丈夫。血の臭いもしない。これでジヴに余計な心配をかけないですむ。

　合い鍵で入って驚かそうと思ったが、呼び鈴を鳴らす。鍵が開く音と「開けたから入って」と
軽
 かろ

 やかな声が聞こえた。扉を抜けると、奥から音が聞こえる。扉の鍵を閉めてから、
廊
 ろう

 
下
 か

 を進んでいく。台所を覗くが、ジヴがいない。

「俺のかわいいジヴはどこにいる～？」

「私は居間にいますよ～」

　廊下を直進して部屋に入ると、床には書類が
溢
 あふ

 れていた。

　ジヴは応接
椅
 い

 
子
 す

 に座って、携帯端末に向かっていた。立体光学映像は、いくつもの文章を重ねていた。机の上には、床と同じように書類が散らばっている。

　ジヴは白金の髪に鉛筆を差していた。
翡
 ひ

 
翠
 すい

 の瞳は、立体光学映像を眺めている。仕事に集中しているジヴは
凛
 り

 
々
 り

 しい美しさがあった。

「ちょっと待っていて。もう少しで終わるから」

　端末からジヴが顔を上げる。俺を見上げて
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。うなずいた俺は、応接用の長椅子の後ろに回る。ジヴの肩越しに立体光学映像を覗きこむ。画面上では
凄
 すさ

 まじい量の数字と文字が連なっている。なにかの製品の価格表と、企画書らしき文章が並んでいる。

「ジヴーニャさん、もしかしなくても忙しい？」

「仕事が終わらなかったの。グレシエン社との合同企画の提案書をまとめたら終わるから、少し待っていて」

　ジヴの指が踊り、数字と文字を打ちこんでいく。

「わざわざ後ろで待たなくてもいいよ。番組でも見ていて」

「いいよ。ここでジヴを見ている」

「書類仕事を見ていておもしろい？」

　端末に指を踊らせながら、ジヴが問うてきた。

「うん。俺の知らないジヴが見られておもしろい。なんか新人さんが
一
 いつ

 
所
 しよ

 
懸
 けん

 
命
 めい

 に仕事をしている感じがする」

　ジヴの手が止まる。俺と会話しつつ、文案を考えている。悩んでいる姿が、またかわいい。

「新人っていっても、会社ではすでに有能さんですよ～」ジヴの指は再び動きだし、企画書をまとめていく。「これでもツェベルン共通語、イージェス語、バッハルバ語、アルリアン語、アルリアン古語と五つの言語を日常的に使えるし、大型
車
 しや

 
輌
 りよう

 免許を持っているし、複式
簿
 ぼ

 
記
 き

 もできるんだから」

「それは意外だ」

　俺は真剣に驚いていた。つきあってもうすぐ一年になるが、まだまだ知らないことが多い。ジヴの右目が俺を見つめていた。

「あのねぇ。あなたは私をなんだと思っていたの？」

「俺におちょくられるためだけに生まれてきた、億人に一人のアホの人。あと、
寝台
 ベツド

 の上でのあんあん声発生装置」

　ジヴの肩が上がって、覗きこんでいた俺の
顎
 あご

 を打つ。痛みを
堪
 こら

 えつつ、少し後方に下がる。女の右手が上がってきて、俺の鼻先に美しい指先が突きつけられる。

「意外と言えば、ガユスは私のことをあまり知らないのよね。趣味が読書に観葉植物に模型作りって知っていた？」

「読書は知っているが、あとの二つは意外だ」

「あのね、部屋にある観葉植物と戦車の模型が目に入っていなかったわけ？」

「たしかにいくつもの観葉植物の
鉢
 はち

 と、植物の根本に模型の戦車が置いてあるのは知っていたけど、アルリアン式のアレな儀式だと思って口に出せなかった」俺は口に手を添えて小声で聞く。「あれって、体重を減らすための呪術？」

　ジヴが突きつけていた指が銃の形になる。

「最近ですが射撃の一級資格を取りました。あまり私をおちょくっていると撃ちますよ～だ」

「撃たれるのは怖い」俺は笑う。「俺はジヴを愛しているよ。君は素敵な女性だ」

　俺はジヴの後ろから顔を出して、額に口づけをする。ジヴの手は映像を見つめたまま文章を打ちこんでいく。

　ぬ、恋人の口づけを無視したな。俺はジヴの額に口をつけたままに吸引開始。

「ちゅーちゅー」

「なにを吸っているのよ」

　ジヴの緑の目が俺を見上げた。

「いや、ジヴの語学能力と経済感覚を吸いとろうと」

「脳を吸うな！」

　ジヴの手が俺を押しのけた。

「これ以上に、私がアホになったらどうするのよ」真剣な表情のジヴは、左手で額を押さえていた。「……ちょっと怖いでしょうが！」

　額から脳が吸われないように手で押さえているのだろう。本気で
怯
 おび

 えているのが
可
 か

 
愛
 わい

 い。あと自分が少しアレなのも自覚しているようだ。

「はいはい、邪魔は止めておきます」

　俺はジヴから顔を離し、再び室内を眺める。床には書類が散らばり、上着は応接
椅
 い

 
子
 す

 の背や観葉植物の枝の先に投げだされたままだった。戦車の砲身の上に、シャツが乗っている。

「この状態ということは、晩御飯はまだだろう？」

「うん」

　ジヴの目が期待に輝く。「ではなにか簡単な食事でも作るよ」と俺はジヴから離れる。

　書類を拾っていき、まとめて椅子に置く。そして台所へ向かった。ジヴ以上に詳しい台所に入り、冷蔵庫を眺める。いい材料があった。賢い主婦は、冷蔵庫の余りものから逆算で料理を作れるのだ。

「誰が主婦だ」と自分突っこみをしつつ、材料を取りだす。包丁を振るって、鍋を火にかける。パスタを
茹
 ゆ

 で、材料を入れて、混ぜていく。

「はい、これで終わり」

　ジヴの声が響いたと同時に、俺の料理も終わった。皿とガラスの酒杯を乗せた盆を両手に持って、脇に
酒
 さか

 
瓶
 びん

 を挟んで居間に戻る。

　ジヴが端末を閉じ、立体光学映像が消失するところだった。耳に挟んでいた鉛筆を投げ出す。帰宅してからずっと長時間の残業をやっていたらしく、ジヴは肩を回す。

　置く場所がないため、料理の皿や杯はひとまず椅子の座面に置く。

「お疲れ様。家に帰っても仕事とは大変だね」

　
労
 ねぎら

 いの言葉をかけつつ、隣に座る。ジヴは持ち運び式の端末と書類を脇に退ける。机の上に杯を置く。ジヴは膝の上に両肘を乗せ、
掌
 てのひら

 で細い
顎
 あご

 を受けとめた。

「最近は会社の人間が減って、逆に一人あたりの仕事量は増えているみたい。でもお給料は上がらないの」

「技術や改善で一人あたりの効率が上がって、人が要らなくなるということか」俺は白の
葡萄酒
 ワイン

 の
栓
 せん

 を開ける。「今日の昼に抗議活動を見たよ」

　透明の液体をガラス杯にそそいでいく。
芳
 ほう

 
醇
 じゆん

 な香りが鼻先を
掠
 かす

 める。

「すべての問題は経済問題ということだろうな。俺にしても、今日会った卒業後の生徒にしても、金に困っている」

「不景気な話は、今はなしなし」

　ジヴが煙たげに手を振った。俺にしても不景気な話をしたくない。酒をそそぎ終わると、椅子に置いていた料理を机に乗せる。湯気をあげる料理を眺めて、ジヴの瞳が輝く。即座に
肉叉
 フオーク

 を突き立てる。

「これなに？」

　
肉叉
 フオーク

 に絡まったパスタを眺めつつ、疑問の声をあげる。パスタには刻み
海
 の

 
苔
 り

 と
胡
 ご

 
麻
 ま

 ほどの大きさがある桃色の粒が絡まっている。

「冷蔵庫にあった、ほぐした
[image: ]

 たら

 の魚卵を使ったパスタだよ」俺も自らの料理を口に入れる。「ツェベルン
圏
 けん

 ではよくマリネなんかに入れるけど、これはバターに塩に
胡
 こ

 
椒
 しよう

 、
檸檬
 れもん

 の汁を
茹
 ゆ

 でたパスタに絡め、最後に刻み海苔をかけるだけ。こちらでは珍しいかもしれないけど、東方ではよくある料理だよ」

　俺の説明を聞かずに、すでにジヴは料理を食べはじめていた。説明より、実際に食べたほうが早いらしい。ジヴは「
美
 う

 
味
 ま

 い」と声をあげる。
素
 そ

 
朴
 ぼく

 な料理でもジヴは喜んでくれる。俺も自分の料理を食べていくことにした。

　雑談をしつつ、俺は白の
葡萄酒
 ワイン

 を飲む。ルコンティノの八九年ものは安くていい味だ。

　食事は終わった。ジヴが満足そうな顔をしていた。満腹した野生動物もこのような顔をしているだろう。

　俺の左手が伸びる。ジヴの肩に回される。

「唇に海苔がついているよ」

「そ」ジヴが笑う。「じゃあ取って」

　二人は唇を重ねる。甘いジヴの唇だった。

　ジヴを抱きしめる。布地を通して、熱く柔らかい女の体を感じる。急激に欲情を感じる。衣服ではなく、直接感じたい。

　
貪
 むさぼ

 るように口づけをしながら、ジヴの服を

剝

 は

 ぎとっていく。半裸のジヴを抱きしめ、
長椅子
 ソフア

 に押したおす。

　触れあう皮膚がもどかしい。直接内臓の温度を感じたい。ジヴは困っていた。

「ちょ、待って、食べたばっかりで！」

「待たない」

　ジヴを裏返しにし、スカートを
捲
 めく

 る。右手で、小さな三角形のような薄緑色の下着を引き下ろす。現れた白い尻は、俺の欲情を嵐のように
煽
 あお

 る。同時に左手で俺自身を引き出す。ジヴそのものに先端が触れる。ジヴは熱く濡れていた。

「すでに濡れている。ジヴ、や～らし～」

「このバっ！」

　[image: ]
 を固めて振りかえろうとするジヴを、左手で押さえる。

　抵抗するジヴの純白の尻を右手で押さえて、秘所へと突き入れていく。女の声が甘く高くあがり、白い背が反る。俺を熱い内臓の温度が包む。

　時間をかけて俺自身を引きだしていく。白い尻の下、
太
 ふと

 
股
 もも

 の間にある桃色の内臓が捲れ、出ていく肉に愛液を引いてまとわりつく。ジヴが溜息のような声をあげる。今度はさらに時間をかけて突き入れていく。桃色の柔肉が俺を飲みこんでいく。ジヴの尻が
痙
 けい

 
攣
 れん

 し、横顔の唇は悲鳴を押し殺していた。

　前から分かっていたけど、ジヴは突き入れるほうが感じるらしい。

「……してもいいけど、
避
 ひ

 
妊
 にん

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 をして」

　
椅
 い

 
子
 す

 に伏せたまま、ジヴが言った。愛しい。俺は、少し考えたが、右手で椅子に立てかけていた
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 を摑
 む。引き金を引く。

　俺はもう我慢できずに腰を動かす。愛とそして憎悪を叩きつけるように、腰を動かす。居間にはジヴの悲鳴のような
喘
 あえ

 ぎ声と、俺の吐息の音だけが響く。

　
尾
 び

 

骶

 てい

 
骨
 こつ

 から背筋を貫くような快感。突き入れながら、ジヴの白い尻のなかに想いを放った。一瞬で終わらず、続いて出ていく。もっとジヴの内部に入れたくて、尻に腰を密着させる。さらに奥に精を放つ。まだ続く。自分でも驚くほど連続で放った。

　忙しさで一週間もしていなければこうなるのだろう。

　
気
 け

 だるさに襲われ、俺はジヴの上に上半身を倒す。体を折り重ねる。ジヴの裸の尻から腰、背中が俺の胸板に密着して体温を感じる。

　ジヴの薄い肩と椅子でつぶれた豊かな胸が動き、荒い呼吸を繰りかえしている。ジヴの上に重なる俺も、荒い息を吐いていた。室内には、二人の激しい呼吸だけが響いていた。ジヴの
白
 はく

 
磁
 じ

 の背中と俺の胸板から腹部の間で、汗が溜まっていた。

　俺はジヴの左肩に顔を乗せ、椅子に横顔を埋めるジヴを見ていた。眉根をひそめる表情が悩ましげだった。ようやく
人
 ひと

 
心
 ごこ

 
地
 ち

 がついたらしく、ジヴの目が見開かれる。

　額に口づけをして、戻る。ジヴが大きく呼吸する。少し苦しそうだった。

「大丈夫か？」

「ご飯食べ、たばっかりです、ると」ジヴがまた
喘
 あえ

 ぐように呼吸する。「ちょっ、と
辛
 つら

 い」

「そう、なのか？」

　俺の呼吸もまだ荒いようだ。

「なんか、胃が、持ち上がる感じ、がする」

「すまない」

「一週間もガユスにお預けさせていたから、仕方ないことにする」

　ジヴが優しく笑う。そこでなにかを思いついたようで、俺の目を見つめてくる。

「一度、聞いてみたかったのだけど、聞いていい？」

　緑の瞳は
真
 しん

 
摯
 し

 な問いの眼差しとなっていた。俺はいろいろな自分の不都合を検索していく。浮気はないが、不法行為は多い。
猥
 わい

 
褻
 せつ

 な記憶素子の動画は、絶対にジヴに見つけられない場所に隠している。瞬間的に考えおわり、返答しておく。

「いいけど、なに？」

「ずっと聞けなくていたのだけど、あの、男の人って女性に、その、出す瞬間になにを考えているの？」

「は？」

「え、だって、ガユスはいつも私を抱くけど、その、出したいわけでしょう？　だからなにを考えているのかな～って思いました」

　恥ずかしくなったのか、ジヴは
椅
 い

 
子
 す

 に顔を
埋
 うず

 めた。意外な方向からの問いだったが、
可愛
 かわい

 い問いだった。

「改めて問われると、そうだなぁ」ジヴの
尖
 とが

 った左耳に口づけをする。「君を愛しているよ、って考えているかな」

　手を上げて、ジヴの細い
顎
 あご

 に添える。横を向かせて、俺の顔を見つめさせる。

「あとは、ジヴは俺の女だと思いつつ想いを放っているよ」

　今度は唇を重ねあわせる。唇を離すと、ジヴの柔らかい緑の瞳があった。透きとおるような緑の瞳に合うのは、やはり緑色だろうと考えた。

　俺は左肘を
長椅子
 ソフア

 について、
掌
 てのひら

 で左の頰
 を支える。右手でジヴの白金の髪を
撫
 な

 でる。

「逆に、絶頂に達している瞬間のジヴはなにを考えているわけ？」

「え？　え～と」

　ジヴは左手を上げて唇に添える。真剣に考えている。

「べつになにも考えていないというか、考える余裕なんかない、かな？」

「叫ぶのに必死ってこと？」

　俺は指先で女の髪を撫でて楽しむ。

「そうね、でもあえて言うなら」ジヴの目には
悪
 いた

 
戯
 ずら

 な子供のような色があった。「ガユスが
一
 いつ

 
所
 しよ

 
懸
 けん

 
命
 めい

 でかわいいなぁ～って」

　掌から頰
 が落ちる。慌てて顔を戻す。

「かわいいのか？　俺が？」

「うん。だってすっごく必死に動いて、出す瞬間に切なそうな顔をするじゃない。だからぎゅ～って抱きしめてあげたくなる。出したいなら、私にいっぱい出してね、って」

「子供か俺は」

　たしかに、女性から見れば男はいつまでたっても子供みたいなものだろう。だけどそう思われっぱなしもないだろう。

「そういえば、今何時だろう？」

　俺は手を伸ばして長椅子の向こうにある時計を眺める。ジヴが感じている声をあげる。ジヴの上で腰を動かすと、より深く突き入れるからだ。

「ちょ、感じすぎるから止めてって！　時間なんか気になっていないでしょうが！」

「いやいや時間は気になるよ」俺は腰を戻し、怒った顔のジヴを眺める。「そうだ、長椅子の後ろが気になる」

　また体を上に向ける。

「長椅子の裏側なんあっ」また俺の下でジヴが甘い声をあげる。「どうあっ、でもいいでしょうあっ！」

「いやいや、この応接用の長椅子の裏側には実に味がある。なんというか、あれだ。うん、とてもあれなんだよ」

　俺は長椅子の裏を
仔
 し

 
細
 さい

 に眺める。もちろん俺が学術的な調査に動くたびに、ジヴが甘い叫び声をあげる。

「このバカ男っ！　止まれっ！」

　ジヴが背中に手を伸ばして、俺の腰を

摑

 つか

 む。だが、俺の両手はジヴの手を摑
 む。上に持ち上げて、
椅
 い

 
子
 す

 に押しつける。

「感じすぎるなら、また感じればいいよ」

　俺はジヴを押さえつけたまま腰を動かし、快楽を送りこむ。最初はジヴも抵抗していたが、すぐに快楽の声をあげた。俺自身も硬度を取りもどしていく。若さって素晴らしいね。

「もう一回いい？」

　ジヴは答えずに、
座
 ざ

 
面
 めん

 に顔を深く
埋
 うず

 めるだけだった。だが再度「いい？」と聞くと、椅子に顔を埋めたままの女の
顎
 あご

 が小さく、うなずいた。

　もちろん俺はもっと高い声をあげさせるべく、勤勉に動いた。









　機械が動き、火花が散る。

　
咒
 じゅ

 
式
 しき

 で分子まで
制
 せい

 
御
 ぎよ

 された強化鉄板は、美しい
光
 こう

 
沢
 たく

 を帯びた表面を見せていた。機械の手が動き、強化鉄板を摑
 む。骨格だけの車体に鉄板が添えられる。別の機械が動き、アルゴンのガスとともにアーク放電の火花を散らして、車体の接合面を溶接していく。

　流れた車体から四方に突きでた
車
 しや

 
軸
 じく

 に、機械がタイヤを設置する。機械の腕が入れ替わり、瞬時に六か所の
螺
 ね

 
子
 じ

 を止める。

　ほとんど完成した車体が、家畜の肉のように吊り下げられていた。緑の床の上に描かれた、白い線に従って車が移動していき、工程のたびに止まる。作業が終われば次の地点に向かって動く。

　工場は整然とした動きと、火花と騒音に支配されていた。

　生産工程の途中で車体が停止する。待っていたのは、青い清浄服に足から頭までを包んだ男たちだった。

　清浄服を着こんだフリューは、精密機械を抱えて車内に体を入れる。自動操縦装置を運転席の指定の穴へ埋めこむ。機器を使って配線と接続を行う。作業が終わると、車の外に出る。

　次に別の作業員が車内に入り、配線の上から運転席に補助材を貼る。さらに別の男が入れ替わって人工皮革を貼っていく。

　工程が終わると、続々と車体の外に出る。顔以外が密封された服のために、フリューの額から汗が流れる。袖で汗を
拭
 ぬぐ

 うと、次の車体が吊り下げられてくる。

　フリューは再び機械を抱えて車内に入る。機器を使って配線と接続を行う。終わると、また補助材と人工皮革を貼る工程の男たちが入って作業する。ひたすら同じ作業が繰りかえされていく。

　フリューが疲労の限界を超えたとき、終業の鐘の音が鳴る。工場の柱に設置された時計は、すでに午前六時を示していた。

　作業員たちは整然と出入り口に向かう。自動車の生産過程は止まらず、朝の部の作業員たちと
擦
 す

 れ違う。即座に生産過程が再開されていく音が響く。

　清浄室の空気噴射で、フリューは清浄服の
塵
 ちり

 や
埃
 ほこり

 を払う。外に出ると、背後で扉が閉められる。フリューは
廊
 ろう

 
下
 か

 を進んでいく。廊下の窓からは、外の早朝のエリダナが見えた。控え室へ入る。

　作業員たちは、それぞれの
棚
 たな

 の前で清浄服を脱いでいく。全員がかなり若いか、年を取っていても三十代ほどの男たちだった。

「今日も疲れた」

　
煤
 すす

 けた髪の男が
溜
 ため

 
息
 いき

 を
吐
 つ

 く。

「単純作業を十二時間だからな。正気じゃねえよ」

　隣の筋肉質の男が疲れの言葉を引きとる。作業服から袖を抜きながらフリューが笑った。

「そう言うな。工場のほとんどは機械化されているが、一部は俺たち人間にしかできないこともある」

　ただ、技術も熟練度も必要とされない仕事では、誇りが生まれようもない、という続きは飲みこんだ。

「ま、きつい作業でも、仕事があるだけいいか」

「正社員がいたら言えないことばかりだな」

「全員が
派
 は

 
遣
 けん

 労働者だから言えるのだろう？」

　六人がそれぞれに笑う。

「なにか番組をやっていないか？」

　金髪を
櫛
 くし

 で整えつつ一人が問う。猫背の男が部屋の角に備えつけられた旧型の立体光学装置を起動させる。
謹
 きん

 
厳
 げん

 
実
 じつ

 
直
 ちよく

 な報道官に重なるように、企業株価や
為
 か

 
替
 わせ

 相場が示されていた。

「報道番組かよ。音楽か映画はやっていないのか？」

「この時間はやってねえよ」猫背の男が唇を
尖
 とが

 らせる。「それに社会に興味を持て。今はイェンが
乱
 らん

 
高
 こう

 
下
 げ

 して、ピエゾン安で大変なことになっているだろうが」

「知るかよ」

　二人が番組を巡って言い争う。筋肉質の男が私服の
襟
 えり

 を止めながら、フリューを眺める。

「フリュー、これからどうする？　飲みに行くか？」

「いや、俺はこれがあるから
遠
 えん

 
慮
 りよ

 しておくよ」とフリューが叩いてみせた教本の表紙には「
咒
 じゆ

 
式
 しき

 工業管理者一級資格
要
 よう

 
綱
 こう

 」と書かれていた。

「フリューは真面目だな」金髪の男が笑う。「さすが婚約者持ちは違う」

「おまえこそ、咒式技術者の勉強をしないと、来年も試験に落ちるぞ」

「うるせえ」

　六人がまた笑いあう。
辛
 つら

 い労働だが、未来を語ることができた。若者にだけ許された特権だった。

　出入り口から足音。作業員たちが顔を向けると、暗い顔をした中年の男が立っていた。

「ホルッブ、さん？」

　管理責任者である男の登場に、フリューが疑問の声を投げかける。全員が普段は現場に現れない上司を見つめていた。ホルッブが青に白い線が入った帽子を取った。現れたのは、
陰
 いん

 
鬱
 うつ

 な中年男の顔だった。

「そのままでいい」管理責任者が視線を動かした。「全員に聞いてもらいたい話がある」

　暗い声に、控え室の空気が緊張する。全員の視線を受けながら、ホルッブは重い口を開いた。

「実は先ほど、ここ、トロイデン自動車工業が買収された」

「買収？　本当なんですか？」や「トロイデンほど大きな会社が？」と作業員たちが疑問の声をあげる。

「どこに買収されたのですか？　大手のツァマト自動車工業ですか？」

　一人だけ冷静にフリューが聞いた。

「皇国系企業ではない。同盟系、外資が買収してきた」

　ホルッブの手が上がる。立体光学映像を指差した。報道番組のなかでは、背広に
杖
 つえ

 をついた老人の姿が映っていた。落ちくぼんだ目に、老人
斑
 はん

 が浮いた顔。後退した額から白髪が背後に撫でつけられている。片手に金属の立方体を握った、怪異な
容
 よう

 
貌
 ぼう

 の老人だった。

　杖をつく老人の下の字幕には、ウォード投資会社最高経営顧問、ダリオネートとあった。去っていく老人の背中に問いかける報道陣を、黒背広の護衛たちが
堰
 せ

 き止める。老人は不機嫌そうな横顔を見せて、奥へ歩いていく。取材拒否だった。

「よりにもよって、ウォード社ですか」

　フリューの声に疲労が
滲
 にじ

 んでいた。

「世界的な投資会社が自動車会社を買収？」「なぜだ？」「買収しても転売するだけだろう？」

　作業員たちは自分たちの理解を超えた事態に、問いかけの言葉を繰りかえすだけだった。ホルッブが続ける。

「そこで、ウォード社からは我が社の
抜
 ばつ

 
本
 ぽん

 的改革として、経営陣の交代が決められた。同時に現場では生産効率を上げることを求められた」

「どういうこと、ですか？」

　フリューの問いに、管理責任者のホルッブは虚を
衝
 つ

 かれたような顔をした。次に残念そうに首を左右に振った。

「ウォード社は、我が社の吸収と同時に、ベロニアス商会との技術提携を
締
 てい

 
結
 けつ

 していた。今までは人間がやっていた繊細な工程を〈
擬人
 クンスツ

 〉や移民に任せることを決定した」

　ホルッブが歯の間から苦い言葉を押しだす。

「つまり、君たちは
余
 よ

 
剰
 じよう

 社員削減の一環として
解
 かい

 
雇
 こ

 される」

「そんな」

　作業員たちが
気
 け

 
色
 しき

 ばむ。ホルッブは言いにくいことを隠すように帽子を再び被った。

「残念ながら、
派
 は

 
遣
 けん

 社員に拒否権はないんだ。明日からの契約更新をしない、というだけで終わる」

「でも、俺たちの作業が人造人間の〈
擬人
 クンスツ

 〉や移民にできるわけが！」

　金髪の男が責任者に詰めよる。

「残念だが、この作業は移民なら半分の賃金で可能にする」ホルッブはまたも首を振るしかなかった。「そして私も君たちと同様に
解
 かい

 
雇
 こ

 される。生産管理も、最新鋭の〈
擬人
 クンスツ

 〉にとっては簡単な仕事らしい」

　ホルッブがうなだれた。

　作業員たちは、いきなり職場を失って
呆
 ぼう

 
然
 ぜん

 と立ちつくしていた。
煤
 すす

 けた髪の男が
椅
 い

 
子
 す

 に腰を下ろして頭を抱える。猫背の青年が壁に
凭
 もた

 れていた。筋肉質の青年が金属の
棚
 たな

 を蹴る。

　無念を

嚙

 か

 みしめて、フリューは天井を見上げる。

　控え室の立体光学映像は、報道を流しつづけていた。

　エリダナで開催される国際投資会議のために、
私
 し

 
寡
 か

 
投
 とう

 
資
 し

 
家
 か

 のダリオネートが来訪すると伝えていた。

　フリューの青い目はただ画面を見つめていた。









　最高級の家具や調度でそろえられた、
豪
 ごう

 
奢
 しや

 な一室だった。

　僧服の男が座っていた。モルディーンが窓際の椅子に腰を下ろしていた。
肘
 ひじ

 
掛
 か

 けに肘をつき、
顎
 あご

 を支えていた。
傍
 かたわ

 らには広く窓が取られ、外の異国の風景が見える。

　寒々しい
鉛
 なまり

 色の空に、官公庁の直方体のビルがそびえる。遠くにはこの国の特徴である青い屋根の建物が並ぶ。

　さらに向こうには、国を囲むように雪山の連なりが見えた。空を行く雪鳴鳥の声が、遠く聞こえた。

　モルディーンの背後、壁と床に描かれた影が
歪
 ゆが

 む。

「戻ったか」

　影は垂直方向に伸びていき、壁に達した。不自然な影からは、影と同じ黒一色の背広で身を包んだ女性が現れた。
翼
 よく

 
将
 しよう

 のキュラソーの足が、
絨
 じゆう

 
毯
 たん

 を踏みしめる。額にかかる黒髪を手で退ける。

　
咒
 じゆ

 
式
 しき

 による迷彩での移動だったが、モルディーンは驚きもしない。

「ここの警備も咒式探査装置も、キュラソー君にとっては意味がないようだね。さすが東方の暗殺者だ」

「
早
 さつ

 
速
 そく

 ご報告したいことがあります」

　賞賛に対しても、キュラソーの顔には苦い表情が浮かんでいた。
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 は窓の外に視線を向けたまま、つぶやく。

「あまり楽しくない事態になっているようだね」

「
猊
 げい

 
下
 か

 が予測されたように悪い知らせです。どうやら……」

「竜が東方で、〈
古き巨人
 エノルム

 〉どもが北方で動いている。後アブソリエル公国とバッハルバ大光国が不穏な動きをしている、といったところかな？」

　
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 の返事に、女忍者は絶句する。軍の情報部が死者まで出して摑
 んだ情報を、モルディーンは予言してみせたのだ。

「なぜそれが」

「簡単な認識と地図で分かるよ」

　モルディーンが視線を上げる。見上げた先には、壁があった。壁には地図が掲げられていた。

「西に位置する後アブソリエル公国は、かつての大陸の
盟
 めい

 
主
 しゆ

 の座を取りもどしたい。だが皇国と同盟の二大強国が
融
 ゆう

 
和
 わ

 路線で進んでいるかぎり、現実的にアブソリエルが
台
 たい

 
頭
 とう

 する余地はない」モルディーンが続ける。「そこでアブソリエルは第三軸となるために周辺国家と水面下で交渉し、軍事的連帯を進めている。しかし、心配する必要はない」

「どういうことでしょう？」

　切れ長の目に、キュラソーは疑問の色を浮かべる。モルディーンが告げる。

「南に位置するイベベリア公国に、アブソリエルの水面下の交渉を教えてあげただけだよ」

「あ」キュラソーは理解する。「前アブソリエル帝国の正統後継国であるのは自分たちだと自任するイベベリア公国は、後アブソリエルが西方国家群の
盟
 めい

 
主
 しゆ

 になることを好まずに動く。一言で見事にアブソリエルの軍事的野望は封じられたことに……」

　主君の
慧
 けい

 
眼
 がん

 に、キュラソーは驚くしかなかった。モルディーンが続ける。

「皇国南東に位置するバッハルバ大光国は、アブソリエルと違ってもっと露骨に皇国と同盟の二大強国の主導に敵対している。貿易関税をかけて、皇国の商品を締めだしている。さらにはブリンストリア女王国も経済的に余裕がある以上、そろそろ一手を繰りだしてくるはずだ。しかし私にも両国の真意がまだ読めない」

　言葉とは裏腹に、モルディーンの
双
 そう

 
眸
 ぼう

 には、難しい
悪
 いた

 
戯
 ずら

 を考えているかのような輝きがあった。

「そこがおもしろいのだけどね」

　興味の目は地図を東に動く。

「竜のほうは、つい先日、ラペトデス七都市同盟がティエンルン条約を
批
 ひ

 
准
 じゆん

 して、竜の穏健派である〈
賢龍派
 ヴアイゼン

 〉との対話路線に入った。竜の強硬派は、東部の穏健派に
干
 かん

 
渉
 しよう

 すべく移動しているだろう」

　初春からの布石でティエンルン条約批准を成立させたのは、モルディーンであることをキュラソーは知っている。竜の強硬派は確執で動けず、しばらくは皇国の脅威にはならない。

　視線は次に皇国の北西に動く。

「ウルムン人民共和国という地下資源の一軸が、春にほぼ
破
 は

 
綻
 たん

 した。これでウルムンの資源に依存していた〈
古き巨人
 エノルム

 〉たちは外に動かざるを得ないが、まとまるまい」モルディーンが優雅に
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。「たまたまタラテク峡谷の領有問題が起きていて、〈古き巨人〉の巨頭であるウガウク・クが動けない以上は、おとなしいはずだ」

　モルディーンが静かに告げる。

「ウルムンの
破
 は

 
綻
 たん

 と独裁者の死を予想していたのは
猊
 げい

 
下
 か

 で、そして神聖イージェス教国との間、タラテク峡谷問題も預かっておられる」キュラソーも理解しはじめていた。「イージェスにとって恐怖の象徴である
翼
 よく

 
将
 しよう

 のオキツグを盾に、水面下で交渉を進めておられる。つまり交渉の準備だけで、〈
古き巨人
 エノルム

 〉たちを足止めしたということですね」

　キュラソーの理解に、モルディーンが微笑む。

「地図から分かることはこの程度だよ」

　キュラソーにはようやく理解できた。簡単な情報と地図を見ただけで、モルディーンはウコウト大陸の現状を理解し、最善手を打ってみせたのだ。

　違う、とキュラソーは首を振った。初春から春にかけてモルディーンが関係した事件もすべてがさらに後へとつなげられていた。

　モルディーンは各国や〈
異
 い

 
貌
 ぼう

 のものども〉すら使って、皇国と大陸の安定を図ったのだ。

「なにより今現在の情報が大事だ。だが、皇国の
諜
 ちよう

 
報
 ほう

 機関や軍の情報部はすべて私と仲良しというわけでもない」

　キュラソーの脳裏には、グズレグ統合
幕
 ばく

 
僚
 りよう

 次官の顔が浮かぶ。モルディーンと敵対する軍の有力者は、油断がならない。

「だから、オージェス選皇王家情報局、君たちコウガ忍者たちの働きには期待している。引きつづき探ってくれ」

　キュラソーが頭を下げる。

　窓に映った自らの姿を見て、キュラソーが
自
 じ

 
嘲
 ちよう

 の笑みを浮かべる。黒背広を着込んだ女性秘書官の偽装も長い。もはや誰が見ても女性秘書官だ。コウガ忍群を率いる頭領には見えない。自分を変えた男に向きなおる。

　彼女が身を寄せるツェベルン
龍
 りゆう

 
皇
 おう

 
国
 こく

 は斜陽の大国だった。数百年前には大陸の三分の一を
制
 せい

 
覇
 は

 したが、今では大陸五大強国の一角を占めるだけだ。皇国と大陸の安定のためには、眼前で再び外を眺めているモルディーンの頭脳が必要だったのだ。

　だが、キュラソーには主君であるモルディーン
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 が恐ろしい。人はこれほどの視点から、世界を見渡してもいいのだろうか。

　大陸と世界とこの星を眺めている主君に、どうしても不吉なものを感じてしまう。

「さすがに北方の国では、この季節でも少し冷えるね」

　開けはなたれた窓の傍で、モルディーンは
襟
 えり

 をそろえる。左右の襟元には、美しい緑の宝石が飾られていた。

　キュラソーの疑念に割って入ったような言葉だった。

　そこでキュラソーは首を小さく振った。モルディーンは
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 でもなんでもなく、未来を予知することも、人の内心を読むこともできるはずがない。知性への
畏
 い

 
怖
 ふ

 が疑念を呼んでいるだけだと強引に結論づけ、キュラソーが窓を閉めていく。

「正式な会談は明日ですが、この国はいかにされるおつもりで？」

「さてね」

　モルディーンは
曖
 あい

 
昧
 まい

 な返事を返した。キュラソーが問いかえす。

「また秘密主義ですか？」

「相手次第のところがある」

　視線の先は、広大な皇国と七都市同盟の間に位置する小国群に向けられていた。優雅な視線の焦点は、北方の一点を見据えていた。地図は最新版の国際地図ではなく、少し古い国境線を描いていた。

　足音に気づき、キュラソーの手が腰の
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
刀
 とう

 の
柄
 つか

 にかかる。

「地図で見ると、このピエゾ連邦共和国は小さな国でしょう？」

　隣室に通じる通路から現れたのは、背広の老人だった。

「これは、グイナムス大統領
閣
 かつ

 
下
 か

 」

　モルディーンが
挨
 あい

 
拶
 さつ

 を返すと、グイナムスも軽く目礼を返す。
傍
 かたわ

 らのキュラソーも急いで柄から手を離し、丁重に頭を下げる。

　眼前に立つ老人こそが、ピエゾ連邦共和国の最高指導者なのだ。
威
 い

 
風
 ふう

 
堂
 どう

 
々
 どう

 といった人物ではないが、
与
 くみ

 しやすい相手でもない。

「モルディーン
猊
 げい

 
下
 か

 、明日の会談の前に訪問する失礼はお許しください。お部屋の前を通りがかってしまったものですから」

　グイナムスは
丁
 てい

 
寧
 ねい

 に挨拶を返した。

「明日の公式会談は、非公式な事前の話しあいを確認する対外的な場です」モルディーンが
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。「だとすれば、なにより今この場こそが本音で語ることができる貴重な場でしょう」

　角張った
顎
 あご

 を引いてグイナムスがうなずく。モルディーンの座る向かい側にある
椅
 い

 
子
 す

 に腰を下ろす。グイナムスの背後の左右には、護衛が控えていた。ピエゾでも最高峰の
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 だろう。

　だが、護衛たちの力は到達者階級程度。キュラソーが
噂
 うわさ

 で聞いていた、一度見たかったピエゾ最強の攻性咒式士の姿が見えなかった。やはり行方不明のままということが残念だった。

「それで、大陸の強国であるツェベルン
龍
 りゆう

 
皇
 おう

 
国
 こく

 の皇族、モルディーン猊下がわざわざピエゾをご訪問された理由は、表敬訪問を装った貿易問題の解決……」

　グイナムスが静かな目で告げた。

「などという単純なものでもありますまい」

「いえいえ、単なる表敬訪問ですよ」

　モルディーンは微笑む。

「同時に貿易問題も解決してほしいと願っております」

　本当に表敬訪問であるように、モルディーンは微笑みつづけた。






二章　流転する指輪



　中世などの前期資本時代では、商人は狼のような
詐
 さ

 
欺
 ぎ

 
師
 し

 と同義だった。一回かぎりの取引で逃げ、価格や量で
騙
 だま

 すことが
利
 り

 
潤
 じゆん

 を生むと誤解されていた。



　近代資本主義になって、ようやく商人となった。より良き商品をより安く継続的に取引することが利潤を生むと理解されるようになった。




　ゲイブル・ジャドリヤ・ハバスタン・グル・インナ・フム「詐欺師と商人」
皇
 こう

 
暦
 れき

 三四五年








　朝。寝室には静かな声が流れている。

　
寝台
 ベツド

 の天板に背中を預けて、寝起きの俺は報道番組を眺めている。ジヴは俺の左肩に頭を預けていた。胸にジヴの柔らかい頰
 が当たって熱を感じる。

　ジヴの背中から回した左手で、白金の髪を
撫
 な

 でる。撫でるに任せたジヴは裸の胸元までシーツを引き上げている。男女の行為が終わったあとは、翌朝でも裸を見せることが恥ずかしいらしい。女の
羞
 しゆう

 
恥
 ち

 
心
 しん

 の基準は、俺にはいまだよく分からない。

　報道番組が地方報道局に移り、エリダナの事件を伝えていた。第二タレンビルで会社に
解
 かい

 
雇
 こ

 された
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 が上司と
同
 どう

 
僚
 りよう

 を咒式で殺し、警官隊が制圧。エメリエン通りで魚人が大量発生し、ラルゴンキン事務所が激突。魚人が全滅した。

　国際
為
 か

 
替
 わせ

 が
乱
 らん

 
高
 こう

 
下
 げ

 して不安定な状態だった。エリウス郡北部で巨人たちが動いている。テレクト通りで強盗団が攻性咒式士に
逮
 たい

 
捕
 ほ

 されたときに結局は五人が死亡した事件で、生き残った容疑者が逃走。警察士に射殺された。豪華客船エクリウス号が近日エリダナで修理するために入港する。ダリオネートという老人により、トロイデン自動車が買収された。

　画面が広告に切り替わった。だが、報道された事件のうち、強盗事件は俺に苦さを思い起こさせていた。強盗団の制圧は、数日前に俺とギギナが
行
 おこな

 ったことだったからだ。

「どうしたの？」

　ジヴが下から見上げてくる。緑の瞳が真っ直ぐに俺を見ていた。

「なにが？」

「だって心拍が一瞬だけ跳ね上がったから」

　心臓の上にジヴの
尖
 とが

 った耳が当てられていたのだ。

「いや、この前のことを思い出してね。先ほど報道された事件は俺の仕事だったんだ」

「なにが気になったの？」

「犯人たちも本来は悪い攻性咒式士ではなかった」俺は胸の内をそのまま連ねた。「ただ、追いつめられて罪を犯してしまった。それを俺とギギナが殺した。強盗殺人犯は生死を問わずだったから、法的な問題はない。だが、俺はいつまでたっても慣れない」

「慣れてはいけないと思う。慣れたら単なる人殺しよ」

　ジヴの顔に気遣う様子が見えた。一転して不安が満ちる。シーツをさらに上まで引きあげる。

「私はたまにあのギギナさんが怖い」

「ギギナが？」

「あの人は攻性咒式士としては強いかもしれないけど、人間としては怖い」

　ジヴの顔が上げられ、仰向けになった。逆さのジヴの顔が見えた。右手を伸ばしてくる。

「ガユスには人間でいてほしい」ジヴの指先が俺の右手に触れる。「悪い人になってはダメよ？」

「そんなに俺は悪いか？」

　俺は笑う。女が言う「悪い男」は
褒
 ほ

 め言葉であることもある。だが、今は違った。俺を見上げるジヴの緑の
双
 そう

 
眸
 ぼう

 は、本気で心配していた。

　ジヴの指先が、俺の右手中指に
嵌
 はま

 る指輪に触れた。赤い宝石の不吉さから、ジヴが視線を外す。再び俺を見据える。

「良い人間になって」

「俺だって良き人間になりたい」

　かつて俺は良き攻性咒式士になろうとしていた。人のために、正義のために。クエロが導いた道から、今の俺は遠く離れている。

「だけど、金が必要なんだ。攻性咒式士が金を得るには、咒式を使うしかない。〈
異
 い

 
貌
 ぼう

 のものども〉や賞金首を捕らえ、殺すしかない」

「それは分かっている。お金は大事。人と社会を守るために、
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 の力は絶対に必要だと思う。私のガユスがやっているかと思うと怖いけど、殺すということもあると思う」

　ジヴが必死の言葉を
紡
 つむ

 いだ。

「だけど、お金のために、人間を辞めないで」

「分かっている」

　俺の返答は寝室に放たれた。だけど、俺とジヴに届くことはなく、消えた。

　答えは、床のどこかに転がっているのだろう。

　ジヴを幸せにしたい。笑顔が見たい。だから金がいる。

　意味もなく、ジヴを抱きよせた。
残
 ざん

 
酷
 こく

 なエリダナで、
殺
 さつ

 
伐
 ばつ

 とした平坦な戦場で、俺がまだ人間に
留
 とど

 まれているのは、ジヴがいるお陰だろう。

　自らを手放さないために、ジヴを強く抱きしめた。ジヴの不安そうな表情も、少し和らいだ。女の目線は報道番組の片隅にある時刻を眺めた。

「もうこんな時間。そろそろ出る準備をしないと」

「そうだな」

　二人で出勤の準備を開始する。ジヴは朝のシャワーへ向かう。俺は寝室を抜けて台所へ向かった。ジヴのために朝食を作ることにした。

　冷蔵庫からレタスとトマト、チーズやドレッシングを取りだす。水場に戻って、包丁で洗ったレタスを切っていく。

　携帯に着信。手を伸ばして画面を見るとロルカ屋からだった。急いで出る。

「ああガユスか？　ご
執
 しゆう

 
心
 しん

 の例の品だが、ようやく夕方に届く」ロルカの声は笑っている。「おまえからの注文がうるさくて、見つけることが難し……」

「今はマズい」俺は台所から外を
窺
 うかが

 う。小声にする。「夕方に必ず取りにいく」

「急げよ。今日来ないなら、他の客に回すことになっている」

「俺が無理でも必ず代理を行かせる」

　俺は通話を切る。ジヴの声がシャワー室から響く。

「朝からお仕事？」

「いや、ジヴのお尻からの内緒の電話。最近大きくなりましたって報告」

　風呂場からジヴの「死んじゃえ、バカ！」という声が届いた。苦笑しつつ、俺は携帯を戻す。ジヴに伝えるわけにはいかない。

　ふと、胸中に感慨が満ちる。

　愛する人に愛され、たわいもないことを言える。

　いろいろとあるが、なによりも俺は幸せだった。









　古いアパートの一室。使用されない台所は乾ききっていた。

　寝室兼居間で、フリューは
椅
 い

 
子
 す

 に座っていた。
肘
 ひじ

 
掛
 か

 けに肘をついて、
顎
 あご

 を手で支えた姿勢のまま動かない。数日前までは片づいていた部屋が、フリューの心と同調するように崩れはじめていた。新聞や本が床に散乱するが、どうにかする気力がない。

　椅子に座って、青年はただ報道を眺めている。映像では、歩道で人々が看板を掲げて歩く姿を映していた。口々に同盟による経済圧力や、世界規格への反対運動を叫んでいた。

　解雇されて、半年ぶりに一日丸ごとの休みとなっていた。携帯を眺める。ここ数日、仕事に忙殺されていた時期もリゼリアからの着信が何件かあったが、出ることはなかった。

　トロイデン自動車工業に突然解雇された今の状態を、恋人に話すことができないのだ。

　アパートの扉から音。郵便受けに郵便物が来たらしい。今どき集合集積所すらないアパートだった。

　フリューは無視していたが、扉の裏にある郵便受けから紙が
溢
 あふ

 れている。家賃を
滞
 たい

 
納
 のう

 ぎみであるのに、さらに家主の
心
 しん

 
証
 しよう

 を悪くすることも避けたい。

　立ち上がって歩き、郵便受けに手を入れる。紙の束があった。まとめて引きだして、眺めてみる。広告や昨日解雇された自動車工場からの給料明細だった。

　嫌なことを思い出しつつも、フリューは戻りつつ封筒を破る。椅子に腰を下ろして、給料の明細書を眺めてみる。

　よく見てみると、いつも送られてくる明細書ではなかった。急な工場閉鎖と改装で事務が混乱したのか、自分が登録している同盟系
派
 は

 
遣
 けん

 会社に提出される明細書が届いていた。他の派遣社員のものまであった。

　興味深く見ていく。フリュー自身の時給は一三三〇イェン。他の簡単な作業の派遣社員は時給一一〇〇イェン。接客担当の学生は時給七五〇イェンほど。ある程度の技能を必要とされるから、フリューのほうが時給は高い。これくらいは出ないと生活ができない。

　しかし、毎日残業が当たり前で、十二時間や十六時間労働になるときも多い。一日あたりの明細を眺め、顔が
歪
 ゆが

 む。

「諸経費引かれて日給九〇〇〇イェンほどの俺の紹介料と
徴
 ちよう

 
収
 しゆう

 
額
 がく

 が、一日あたり一六八〇〇イェン、だと！」憤りの声が漏れる。「働いている俺の二倍近くが、紹介しただけの派遣会社に入るのか！」

　明細書を見ていくと、一日あたり四〇〇イェンの情報電算費というものが取られている。他人の明細書も眺める。会社の寮に入っているものは、寮費や光熱費どころか、立体光学映像装置や冷蔵庫、
絨
 じゆう

 
毯
 たん

 や
寝台
 ベツド

 の
賃
 ちん

 
貸
 たい

 
料
 りよう

 まで取られている。最初にもらった生活費に利子がつき、それも毎月給料から引かれている。

　住居費や食費や光熱費などの必要経費に、健康保険や税金を計算する。一か月必死に働いても、一万か二万イェンしか残らない。派遣労働者に失業保険は出ない。

　一回でも病気になれば終わる。そして、今の自分は派遣労働すら解雇されている。貯金は底を突いている。来月になれば生活が
破
 は

 
綻
 たん

 するしかない。

　フリューの脳裏を、リゼリアの顔が
掠
 かす

 める。

　白いドレスを着たリゼリアとの教会での結婚。かわいい子供の笑顔。平凡だが幸せな家庭。すべての映像に
亀
 き

 
裂
 れつ

 が入り、砕け散った。

　立体光学映像の報道では、気難しそうな老人の静止画像が大写しになっている。
鷲
 わし

 のような眼に、人参のように垂れ下がった鷲鼻。後退した白髪が後ろに撫でつけられていた。特異な顔は、工場の控え室で見たダリオネートだった。ラペトデス七都市同盟の応接室で、老人と同盟の大使が握手をしている映像だった。

　握っていた明細書を映像に叩きつける。立体光学映像が
歪
 ゆが

 み、また平然と続ける。

　机の上で、携帯が鳴り響く。

　
苛
 いら

 
々
 いら

 として見ると、番号は前々から参加している団体からだった。参加はしたが、活動には加わっていなかった。

　だが、今のフリューには救いにすら見えた。









「というわけで、今日は終わり。今度の授業は
咒
 じゆ

 
式
 しき

 生物学の続きだから、予習しておくように」

　電子合成された鐘の音とともに、講義を終える。途端に教室に生徒たちによる騒音が
溢
 あふ

 れる。

「お腹減った。クイド食堂に寄る？」「誰か週エリ持ってない？　買うの忘れてさ、戦えタンガイザーの続きってどうなってる？」「ビエレエの
化
 け

 
粧
 しよう

 
水
 すい

 って良くない？　気に入っているんだけど」「さっきの議論だけどさ、同盟って汚いよな」「リューネルグ大にはＣ判定しか出ない。どうしよう？」「俺は止めとく。あそこ、値上げをやりすぎ。駅裏のデルデ屋に行くよ」「ルル・リューの新曲いいね」「同盟批判って誰もが通る道だけどね」「げー、口紅ののりが悪い。やっぱ高くてもランカン社のを買っておけば良かった」

　俺は教室から出る。
廊
 ろう

 
下
 か

 では、皇国系と同盟系の生徒で、
拙
 つたな

 いながらも議論がされているようだ。ここは平和なものだ。

「ロルカ屋に行かないとな」

　思い出しつつ廊下を進む。講師控え室の扉を抜ける。

　雑然とした俺の席の向こう、事務
椅
 い

 
子
 す

 に来客が座っていた。俺の姿に気づいて、リゼリアが立ち上がる。

「どうした？　三日でまた母校訪問とは、ドルテロイ事務所はそんなにヒマなのか？」

　
出
 しゆつ

 
席
 せき

 
簿
 ぼ

 と教務日誌を自分の机に置きつつ、軽口を叩いてみる。

「いえ、実は」

　リゼリアが口ごもる。見ると、リゼリアの表情は曇っていた。

「フリューが行方不明なんです」

「行方不明？　連絡できないのではなく？」

　意外に重い展開に、リゼリアへと真っ正面に向かいあう。

「はい。自宅に行ってもいないし、携帯も通じません。少し前に工場を
解
 かい

 
雇
 こ

 されてからフリューの様子がおかしかったのですが、心配です」

「
解
 かい

 
雇
 こ

 ？　なぜ？」と問うまでもなかった。報道であったトロイデン自動車が買収された件で、人員
削
 さく

 
減
 げん

 の波が押しよせたのだろう。

「ここ三日ほど完全に音信不通です。職場に連絡しても、フリューと同じ時期の人がすでに一人もいませんでした」リゼリアが胸の前で不安そうに両手を握る。「職場のほうは改装で閉鎖されていました。元職場の人々も解雇されていて、しかもそれぞれ別の
派
 は

 
遣
 けん

 社員だったために連絡もつかず、フリューのことを聞くことができません」

「警察は？」

「警察は、取りあってくれませんでした」

　いい年した男が数日ほど行方不明になっても、警察は動いてくれない。本気で捜すのは女性や学生や未成年者、もしくは重要人物か金持ち。さらには死体となって発見されてからだけだ。なにものでもないフリューを心配しているのは、婚約者のリゼリアだけだろう。

「それで、もしかしたらフリューは
短
 たん

 
慮
 りよ

 を起こすかもしれないかと思って、人捜しの専門家であるガユス先生に助けてほしくて」

　リゼリアは
縋
 すが

 るような眼をしていた。ドルテロイ事務所は人捜しには向いていない。

「もちろん講師と生徒の恩義に頼るのは失礼ですので、依頼としてお願いします」

「分かった」

　事態は緊急性が高い。恋人に一言も連絡せずに行方不明となるのは、さすがに気になる。リゼリアとともに講師控え室を出る。

　
廊
 ろう

 
下
 か

 を抜けて校舎から出たところで、俺の足が止まる。今日は、絶対に受けとらねばならない品物があったのだ。足が止まった俺を、リゼリアが不安そうな目で見ている。

　駐車場で俺は迷った。しかし、元生徒の命とは比べられない。

「少し待っていてくれ。調整が必要だ」とリゼリアをその場に残して、駐車場の隅に向かう。携帯で呼びだす。三回目で出た。

「ガユス？」ジヴの声だった。「もう仕事が終わったの？」

「実は、今日中に絶対に受けとらないとならない品物があるが、急な用事が入ってしまった。それで俺の代わりにジヴに行ってもらおうと思って」

　ギギナでは無理、というか頼みたくない。

「分かった」とジヴは即答した。

「早っ」

「ガユスが仕事ではなく、用事と言った。だとしたら、個人的関係で身動きが取れなくなっている。その用事が危険なことなら声で私に心配されそうだから、そもそも連絡をしない。だとしたら、個人的関係からの緊急な用事。副業の学校関係か友人関係でなにかが起こったから、でしょう？」

　俺は絶句する。俺の恋人は鋭すぎる。浮気が音速で見抜かれたことも納得の鋭さだ。

「それで私が受け取る品と時間と場所と相手は？」

「それは今夜の……」考えて続けた。「言葉で伝えるより、文字通信で地図と写真をつけて送る。なに、単なる
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
具
 ぐ

 をロルカ屋に取りにいってほしいだけだ。終わったら連絡してくれ。夕飯はいっしょに食べよう」

「はいはい、分かりました～」

　ジヴの声に「頼む」と返事をして、携帯を切る。同時に文書通信で地図と情報を送る。

　通信の表示とともに、歩きだす。リゼリアの元に戻ると、表情は切迫していた。心配で余裕がないのだろう。駐車場の隅に停めてある単車のセルトゥラに
跨
 またが

 る。リゼリアは急いで後ろに乗る。

　駐車場から、外に出る。車の列に混じると、一気に単車を加速。

　フリューの自宅を目指し、エリダナの街を走る。









　雑多な品物が並ぶ店内。ジヴーニャ・ロレッツォの姿はロルカ屋にあった。カウンターの上に
肘
 ひじ

 をついて、ロルカが苦笑していた。

「あの赤毛
眼
 め

 
鏡
 がね

 は、どこでこんな美女を捕まえたんだ？」

「奇妙な出会いがあったんですよ。緑の宝石を巡って、変な縁で出会ってしまって」

　ジヴは
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。ロルカは深くうなずく。

「それでガユスの代理か。あんたも大変だな」

「いえ。彼は彼なりに忙しいので」

　恋人のことを思い出したのか、ジヴーニャは優しく笑う。

「ちょっと待っていてくれ。すぐに出す」

　ロルカは
棚
 たな

 の奥、金庫に向かう。待っている間に、ジヴーニャは店内を見回していた。壁には、
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 や魔杖短剣の銀色の刀身が並んでいた。足下には箱詰めになった
咒
 じゆ

 
弾
 だん

 の山。奥には美しい造型をした
積
 せき

 
層
 そう

 
甲
 かつ

 
冑
 ちゆう

 が三そろいほど安置されていた。

　ジヴーニャは手近な魔杖剣の値札を見てみる。

「うわ、意外と高い」

「そりゃ、いい品は高い」ロルカは背中で答える。「大量生産品や軍の放出品なら
二
 に

 
束
 そく

 
三
 さん

 
文
 もん

 で買える。だが、ある程度の腕がある
攻
 こう

 
性
 せい

 咒式士はそんなものを使わない」

　金庫に向かっていたロルカが振りむく。

「だから、ここの品揃えは
凄
 すご

 いだろう？」

「
玩
 おも

 
具
 ちや

 の山ね。それも危険な玩具」

　ジヴーニャが笑う。ロルカも笑う。

「手厳しい評価だ」

「攻性咒式士を恋人に持っていますからね」

「事実そのとおり、危険な玩具だろう」老人の目は店内の咒式具を眺める。熱を帯びた視線だった。「それでも俺が愛する玩具の山さ」

「私のガユスを守ってくれている品物だと考えれば、ありがたいかな」

　ジヴーニャが理解を示した。
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
具
 ぐ

 を眺める目にも優しさが宿っていた。ロルカがうなずく。若い女性に理解されたことが嬉しいといった
風
 ふ

 
情
 ぜい

 だ。金庫に戻ると、
鍵
 かぎ

 が開く。

「それで、これが頼まれていてやっと先ほど届いた品だ」

　ロルカの小太りの体が戻ってきた。手には金属製の
鞄
 かばん

 を提げていた。ロルカが金属の鞄をカウンターに置き、重い音が響いた。鍵を外して、
蓋
 ふた

 を開ける。カウンターの上で鞄を回転させ、中身をジヴーニャに見せる。

「これはなんなんです？」

　ジヴーニャは品物を眺める。
掌
 てのひら

 に収まるほどの小さな金属の箱だった。蓋はわざわざ紙で封がされている。

「え？　そりゃ決まっている。そのあれだ、単なる咒式具だよ」

　ロルカは軽く言う。

「ガユスが今日中に絶対に受けとる、としたのに単なる咒式具なんですか？」

「そうだよ」

　ロルカの軽い返事に、ジヴーニャは箱を眺める。裏の説明書きには、複雑な化学式と理論が連なっている。なにかの咒式らしいが、咒式士でもない彼女には分からなかった。

　ジヴーニャの手が小箱に触れる。ロルカは平気な顔をしている。
微
 ほほ

 
笑
 え

 むジヴーニャの
華
 きや

 
奢
 しや

 な指先が、小箱を閉じる紙の封を破ろうとする。

「待った！　開けるな！」

　ロルカの慌てた声と手。ジヴーニャの微笑みがさらに強くなる。

「ね？　単なる咒式具ではありえない反応でしょう？」

「あんた、彼氏以上にやり手だね」

　ロルカが苦い顔をする。意地悪な緑の目で、ジヴーニャはロルカを覗きこむ。

「それで、この中身はなんなのでしょうか？」

「それは……」ロルカは言葉を濁した。数秒後にようやく告げる。「攻性咒式士用の危険な秘密の品だ。だから必ず本人に渡してくれ。そうでないと、ガユスが俺を本気で殺しにくる」

　ロルカは額に
脂
 あぶら

 
汗
 あせ

 を浮かべていた。ジヴーニャは小箱を手にとって、指先で回してみる。彼女は中身の危険性を考えてみた。大きさから言って、
咒
 じゆ

 
弾
 だん

 か咒式の組成式を記した記憶素子が収まっているのだろうか？

「危険な秘密の品、ねぇ」

　ジヴーニャは小箱の回転を止める。ロルカは女を見据える。

「秘密は嫌いかい？」

「不正や噓
 は嫌い。でも、秘密の取引は嫌いじゃない。なんか
諜
 ちよう

 
報
 ほう

 
員
 いん

 みたいでおもしろいと思う」

「エリダナで諜報員はありふれた仕事だ。大陸各国が送りこんでいる」

「私もアルリアン人の諜報員かもしれませんよ？　それも神聖イージェス教国の」

「迫害したアルリアン人を諜報員か。それはいい偽装だ」

　ロルカもジヴーニャの冗談につきあって笑う。ジヴーニャは小箱を握る。仕事用の
鞄
 かばん

 に、慎重に小箱を納めた。鞄の
肩
 かた

 
紐
 ひも

 を肩にかけて固定。女は花が咲くように
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。

「では、これで失礼します。いろいろとありがとうございました」

「ああ、ガユスによろしくな」そこでロルカは付けくわえた。「あんたみたいな恋人がいるなら、早めに
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 を辞めたほうがいいけどな」

　誠実さからの老人の言葉に、ジヴーニャは複雑な表情を浮かべた。

　彼女には肯定も否定もできなかった。









　フリューが住んでいるのは、古い二階建てのアパートだった。壁は
落
 らく

 

剝

 はく

 し、階段や
手
 て

 
摺
 す

 りは
赤
 あか

 
錆
 さび

 が浮いている。

　リゼリアが階段を上っていく。俺は携帯を受けながら、女の背に続く。階段を上りきって、携帯から耳を離す。

「ダメだな。情報屋を使って銀行口座から探ろうとしたが、引きだしがない。携帯も電源を落としていて、位置検索ができない」

　俺の言葉に、リゼリアの顔に不安の色が増す。

「まさか」リゼリアが言う。「まさか本当に」

「違う」俺はリゼリアに続きを言わせなかった。「違うよ。大丈夫だ」

　アパートの
廊
 ろう

 
下
 か

 を進む。自殺したいと思う人間は、自分が自殺しようとしている、もしくは死体を親しい人に気づいてもらいたがる。恋人になんの連絡もしないのはやはり変にすぎる。

　フリューの部屋の前で足を止める。青い金属の扉は、塗料が

剝

 はく

 
落
 らく

 していた。横を見ると、廊下の奥に共同トイレがあった。だとすると、風呂はない。

　この前は軽く言っていたが、フリューはかなり苦しい生活をしていたようだ。

　家主から借りた
鍵
 かぎ

 で扉を開ける。薄暗い室内が広がる。紗幕から漏れる夕焼けを頼りに部屋を進む。紗幕を引っ張って窓を開けると、室内が照らされる。

　乱雑だが、独り暮らしの男の部屋にしては片づいていた。

　
炊
 すい

 
事
 じ

 をする余裕もなかったらしく、使いすての紙の食器が部屋の隅に重ねられていた。窓の外には洗濯物が並んでいる。窓際には小さな
寝台
 ベツド

 。壁には予定表や女優の
肖
 しよう

 
像
 ぞう

 写真が貼られている。フリューの趣味とは思えないので触れてみると、紙の裏の壁に穴が空いていた。穴隠しらしい。

　部屋を見回す。なにもない部屋で、本棚だけは充実していた。

　背表紙を見ていくと、ヴォイド咒式博士の大著『人と、
異
 い

 
貌
 ぼう

 のものどもと』に、メヒオレプス著『キンメル予想の解釈と発展』があった。さらにマイマンの思想書『世界を
享
 きよう

 
受
 じゆ

 する方法』に、マカラトの『経済と法』やターゴとネグインの組織社会論である『国家』の復刻版。

　俺が勧めた咒式学の名著や、咒式技術者試験の本が詰まっていた。

　すべての本に
付
 ふ

 
箋
 せん

 と書きこみがあり、フリューの努力が見てとれた。さらに見ていくと、フリューの本の選択に、
馴
 な

 
染
 じ

 まない背表紙があった。モイエモスという聞いたこともない作者が書いたらしい『滅亡の世界規格』という本や、同じく見たこともないグレッツェンの『同盟という害悪、その正体』といった本があった。

　開いて、文字を追ってみる。題名のままに同盟や世界規格に反対する内容だった。

　内容的には学問的な考察ではなく、暗い憎悪だけがあった。また同じようにフリューの熱心な書きこみがあった。「投資ではない
投
 とう

 
機
 き

 
家
 か

 は死ぬべきだ」や「同盟が
諸
 しよ

 
悪
 あく

 の根源だ」と理性的なフリューらしくない、感情のままの書きこみだった。

　熱意が少し気持ち悪くなって、本の奥付を見る。
憂
 ゆう

 
国
 こく

 
騎
 き

 
士
 し

 
団
 だん

 出版というところが出版しているらしい。民間の団体が自費出版に近い形で出した本らしい。

　
溜
 た

 め
息
 いき

 を
吐
 つ

 いて顔を上げる。振りかえると、リゼリアが見上げていた。

「先生、あれは……」

　リゼリアの視線を追う。部屋の天井に布が張られていた。黒地に、聖剣に貫かれた黄金の龍が描かれた、ツェベルン
龍
 りゆう

 
皇
 おう

 
国
 こく

 の国旗だった。旗はもう一枚あった。

「これは」

　俺は絶句した。天井に張られていたのは、七つの星が描かれたラペトデス七都市同盟の旗だった。ただし、炎で焼かれて中央に黒い穴が開いている。

　フリューは自殺や行方不明ではなかった。自分の状況から、七都市同盟を憎むほうに向かっているようだった。

「これは本当に急いで捜したほうがよさそうだ」









　夜のエリダナの街。
煌
 きら

 めく人工照明が夜を
駆
 く

 
逐
 ちく

 し、人々が歩く。車が行き交う。

　
雑
 ざつ

 
踏
 とう

 から離れた暗いビルの谷間。濡れた壁に背中を貼りつけた男が、首を左右に振る。

　目は眼前の光景から離されない。あまりの恐怖が男の目を
磁
 じ

 
力
 りよく

 のように吸引していたのだ。

　路地、濡れたアスファルトに立つのは
長外套
 コート

 の人影。赤い髪に青い目。

　ウォルロットだった。右手には華麗な剣、左手には二等辺三角形の剣が下がっている。

　男の周囲、路地には血と
臓
 ぞう

 
物
 もつ

 。切り飛ばされた腕が
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 を握ったまま、路地に転がっている。装甲の鋭利な断面を見せて、
機
 き

 
剣
 けん

 
士
 し

 の
両
 りよう

 
脛
 すね

 と
踵
 かかと

 が大地に立っている。切断された首がアスファルトに転がり、無念の血の涙を流していた。

　
剣
 けん

 
鎧
 がい

 
虎
 こ

 は、頭から
尻
 しつ

 
尾
 ぽ

 まで両断されている。左右に分割された顔からは
脳
 のう

 
漿
 しよう

 が
零
 こぼ

 れている。胴の断面からは、桃色の小腸や赤黒い
肝
 かん

 
臓
 ぞう

 が路地に溢れ、湯気をあげていた。

　ウォルロットの暗い目が上がる。壁に貼りついた男を眺める。

「黒社会の追手もこの程度なのか？」

　酒臭い息とともに、皮肉な言葉と笑みが漏れる。

「そんなバカな」

　壁に貼りついたままの姿で、男は首を左右に振りつづける。

「麻薬で、シャハーツで廃人になっていると聞いていたのに！」

　アルコールの
酩
 めい

 
酊
 てい

 と麻薬のシャハーツで足下がおぼつかない相手に、高位
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 を含む七人が向かった。
機
 き

 
剣
 けん

 
士
 し

 に
機
 き

 
槍
 そう

 
士
 し

 、
雷
 らい

 
鳴
 めい

 
士
 し

 に
使
 し

 
獣
 じゆう

 
士
 し

 までそろえた、中規模の実力派の咒式事務所だった。

　だが、男は一秒で全滅させた。ありえない。左右の剣が
一
 いつ

 
閃
 せん

 されただけで、なすすべもなく全員が死んだ。

「止めてくれ、俺たちは金で
傭
 やと

 われた追手にすぎない」

　壁に追いつめられた男は、首を左右に振りつづける。男には、ウォルロットが悪魔か死神にしか見えなかった。

「俺を殺しても、追手は次々と来る。借金は必ず請求される。おまえの命でな！」

「踏み倒し程度で命を狙われたのだ。こちらが迷惑料をもらうべきだ」

　ウォルロットの左手の剣が咒式を
紡
 つむ

 ぐ。壁の男の腹部が
膨
 ふく

 れ、恐怖の表情とともに爆裂した。骨と肉と内臓の破片が、周囲に
撒
 ま

 き散らされる。裏路地の角や、ビルの窓から見物していた
娼
 しよう

 
婦
 ふ

 や売人たちが悲鳴をあげる。

　ウォルロットの白い頰
 に、鮮血の
斑
 はん

 
点
 てん

 が描かれる。手の甲で血を
拭
 ぬぐ

 う。
凄
 せい

 
惨
 さん

 な悪鬼の表情だった。

　一転して青い目は
寂
 せき

 
寥
 りよう

 の色を帯びていた。

「借金を踏み倒して殺す、か。こんなことがいつまで続くのだ」

　ウォルロットが動く。無意味に殺した死者たちの血と内臓を踏みつけて、路地を歩む。

　アルコールに酩酊しシャハーツに侵されて、
千
 ち

 
鳥
 どり

 
足
 あし

 だった。見物していた裏通りの
娼
 しよう

 
婦
 ふ

 や
女
 ぜ

 
衒
 げん

 、
賭
 と

 
博
 ばく

 
師
 し

 たちが路地に顔を戻して逃げる。

　路地を歩むウォルロットの心は晴れない。逃亡と
流
 る

 
転
 てん

 の生活、そして賭博と女買いや麻薬のシャハーツのために黒社会の組織に借りた金は、三年で
膨
 ふく

 らみきっている。

　三年間で十組の追手を倒した。追手も組織の暗殺者ではなく、街の
攻
 こう

 
性
 せい

 咒式士だから、本気ではないのだろう。今はまだ咒式の腕が
鈍
 なま

 っている程度だから、酔っていても排除できる。

　しかし、この先も堕落した生活と麻薬の常用を続けて腕が落ちつづければ、ウォルロットはいつか死ぬことになる。黒社会の取り立て屋も、ウォルロットが堕ちきるまで待っているのかもしれない。

　冷や汗が背中に流れる。
嘔
 おう

 
吐
 と

 感に襲われて、ウォルロットの手が
懐
 ふところ

 に入る。

　取りだされた青いシャハーツを十錠まとめて口に放りこむ。音を立てて
咀
 そ

 
嚼
 しやく

 し、飲みこむ。即座に効果が現れて、ウォルロットの理性を戻させる。

　シャハーツを手に入れるにしても、金が必要だった。莫大な金がなければ、ウォルロットに未来はない。そこで男の唇に
自
 じ

 
嘲
 ちよう

 の笑みが刻まれる。

「未来、か。こうまでなっても、まだ俺は生きていたいのか」

　路地を貫く耳障りな音。ウォルロットが懐に目を戻す。自らの携帯が鳴り響く。取りだそうとして、足がもつれる。路地の濡れた壁に背を預けて、携帯を見る。

　待っていた番号、自らをエリダナに呼びだした番号だった。携帯を握り、耳に押しあてる。

「ブローゾか？」

　ウォルロットは
酒
 しゆ

 
精
 せい

 でもつれる舌で問いかける。

「どういうことだ？　エリダナまで私を呼びよせておいて電話にも出ないとは、どういうことだ？　俺は借金で……」

　言いかけて、ウォルロットは壁から背を離す。再び路地に足を進める。

「今さらこの
堕
 お

 ちた勇者、私になにをさせたい？　大金を手に入れる好機だというのはおまえらしくない呼びだし……」

「すみません、ウォルロット……」

　携帯から漏れる相手の声は、
喘
 ぜん

 
鳴
 めい

 となっていた。

「どうした？」

　ウォルロットの足が止まる。瞬時に体内のアルコールが分解されていく。青い
双
 そう

 
眸
 ぼう

 は険しい眼差しとなり、
酔
 すい

 
漢
 かん

 から、戦士の顔になっていた。

「事態は自分が思った以上に悪化していました」通話口から漏れるのは、荒い呼吸音。戸惑いの後、相手が続ける。「大金を手に入れる好機だと思ってあなたを呼びよせていましたが、事態は最悪すぎ……」

　受話器から響く
轟
 ごう

 
音
 おん

 。

「ブローゾ！　どうしたブローゾ！」

　ウォルロットは携帯に耳を寄せる。

「追手が来ています。恐ろしい追手です！　このような追手が来るということは」電波が混信する雑音。「最初に決めた待ちあわせ場所、オルシャン通りに来てください。そこで渡したいものがありますっ！」

　ブローゾは混乱しきっていた。

「それが大金になるものなのか？」

「〈悲嘆の指輪〉という指輪です！　祖国の、ピエゾの危機です！　ああ、ウォルロット、あなたにしかこの事態は打開できない！」

　ブローゾが狂乱状態になっていくことに対し、ウォルロットは冷静になっていく。渡したいもの、祖国であるピエゾの危機と気になる単語があったが、大事なことだけを尋ねる。

「俺が行くまで逃げつづけられそうか？」

　落ちついた問いとともに、ウォルロットは待ちあわせ場所へと歩きだす。

「間に、合いそうもないです」

　携帯から漏れる声も、ウォルロットと同じように移動しながらの通話だった。

「敵は、もう背後まで来て、います」ブローゾの声には、アドレナリンの臭いがしそうなほどの恐怖が
滲
 にじ

 んでいる。「彼らは恐ろしいことを考えています。これは最悪です！」

「逃げることが無理なら、その渡したいもの〈悲嘆の指輪〉とやらをどこかへ隠せ！」

　ウォルロットは事態に対しても冷静な指示を出す。

「やってみます！　これだけはあなたに渡さないと！」

　ブローゾが叫ぶ。

「そして本当はあなたに昔のよう……」

　通話口から響く
轟
 ごう

 
音
 おん

 と悲鳴。ビルの底でウォルロットの足が止まる。

「どうした!?
 　ブローゾ!?
 」

　呼びかけに答えはない。通話口からは雑音だけが響き、ついには途切れた。ウォルロットは携帯を握る。

　
精
 せい

 
悍
 かん

 な顔には、親友の死を予感する焦りがあった。ウォルロットの足が、再び動きだす。歩みは疾走になり、夜のエリダナの底で、さらに加速していく。

「ブローゾ、おまえは私になにをさせたいのだ？」

　車より速く、ウォルロットは走った。

「良かろう。血と財貨の臭いは今の私にとってありがたい」

　
双
 そう

 
剣
 けん

 の剣士の姿は、ビルの底を抜け、路地の奥へ向かう。

「
堕
 お

 ちた勇者や虐殺者と人が呼ぶのなら、どこまでも堕ちてやろう」









　ジヴーニャは、夜の通りを進む。取引先からの急な呼び出しを終えて、少し疲れていた。

　人通りのなかを歩きながらも、
度
 たび

 
々
 たび

 小箱を入れた
鞄
 かばん

 と
肩
 かた

 
紐
 ひも

 を手で押さえてしまう。
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 が使わないかぎりなにもないとロルカに保証されたが、やはり少しだけ怖い。

　開けて見たい気もするが、男が、ガユスが秘密にする領域を侵していいことはなかった。

　やらしー記憶素子とか、やらしー記憶素子とか、そしてやらしー記憶素子が出ただけだ。

　箱を開けて確認したかったが、止めた。自分がそう予測して開ける、とガユスがさらに予測して、
罠
 わな

 を仕掛けているかもしれないので、必死に耐えた。もし、開いた内部に「やはりジヴは我慢できなかった？」という紙があったら、悔しさに彼女は三日ほど
悶
 もん

 
絶
 ぜつ

 するだろう。

　ついでに腰の後ろ、上着の下のものに触る。金属の感触が不安と安心感を同時に与える。

　ジヴーニャの足は、夜道を進む。通りには人と車が行き交う。離れた駐車場に向かうために、左折する。

　遠く重い音。エリダナでは事故や事件が多い。車が事故を起こしたのだろうか。遠いのでジヴーニャは気にせず進む。

　高架線下に作られたトンネル状の通路を進む。
靴
 くつ

 の音が反響する。
橙
 だいだい

 色の照明が、高架下の歩道を照らしていた。車が一台通りすぎていく。通路の向こうに、駐車場の角が見えた。駐車場を囲む金網の向こうに、彼女の愛車の丸い車体が闇に沈んでいた。

　
唸
 うな

 り声のような音とともに、ジヴーニャの足が止まった。空腹さで腹が鳴ったのだ。盛大な音だった。

　この道を誰も通りすがっていないことに、彼女は真剣に感謝した。知らない人に聞かれたら、その人物を精神的に殺さねばならない。すぐに自分の物騒な思考に気づいた。

「んー、ガユスに影響されたのかな」

　独り言とともに苦笑した。そこでジヴーニャは少し考える。
鞄
 かばん

 から携帯を取りだして、短縮番号を押す。呼びだし音の四回目で相手が出る。

「あ、ガユス？　そちらの仕事はどうなった？」

「こちらは
厄
 やつ

 
介
 かい

 な人捜しになっている。今は知りあいからの情報待ちだ」

「大変ね」

　ジヴーニャの声には心配が色濃く
滲
 にじ

 む。

「ま、なんとかなるよ。大丈夫だ」

　ジヴーニャはガユスが危険なときでも死にかけたときでも、いつも大丈夫だと言うことを知っていた。しかし、今回は声に暗さがないので、本当に大丈夫だと判断した。

「朝に言っていた、晩ご飯は行けそう？」

「そうだな」携帯の向こう側で、
微
 ほほ

 
笑
 え

 むような表情をしているだろう。「今、こちらはディントン通りにいるが、ジヴはどこだ？」

「ロルカ屋さんから出て、取引先に寄ったばかりだけど、場所が近い」思わず声が弾む。「私は今、ええと」周囲を見回す。「フォットナーグの丸ビル裏の駐車場にいる。そうね、両方から歩いていけるなら、オルシャン通りにあるロッソ食堂かな？」

「いや、今日はいい食事をしよう。同じオルシャン通りなら、カナートホテル横、高台の上のモッゾ亭にしよう。あそこは夜景も見えるし、
鶏
 とり

 
肉
 にく

 料理が絶品だ」

「モッゾ亭？　あそこは海鳥亭なみに高いし、第一
凄
 すご

 い人気店で予約がないと……」

「実は予約してある」

「すっごい！　どうやって予約がとれたの？」

「半年前から予約していたのさ」通話口の向こうで、相手が考える。「場所的にこちらは十五分で到着する。ジヴのほうが近いから、先に行って待っていてくれ」

　
挨
 あい

 
拶
 さつ

 だけしてジヴーニャは電話を切る。
美
 お

 
味
 い

 しいものが食べられると考えただけで、足どりも
軽
 かろ

 やかになる。

　ジヴーニャの足がまた止まる。いい年をして、恋人と食事をすることが楽しみすぎる自分は、単純にすぎる。

「ま、いいか」

　再び歩きだす。ジヴーニャは単純な自分を複雑にする気はない。恋人のガユスとは感性が正反対なのだ。しかし半年前からの予約をする恋人がよく分からない。先に言ってくれれば、正装をしてきたのに。たまたま靴だけは高いのだけど。

　また
轟
 ごう

 
音
 おん

 。ジヴーニャは周囲を見回す。音は先ほどより近い。一〇〇メルトルくらいの近さで聞こえた。車の事故にしても、これほど狭い範囲で
頻
 ひん

 
発
 ぱつ

 しているのは異常だ。

　ジヴーニャがいるトンネルや先のビルの谷底にも、人影は絶えている。

　自分のものではない足音がトンネルに反響した。ジヴーニャは腰の後ろに手を回す。前に戻された手には、金属の
塊
 かたまり

 、回転式[image: ]
 銃が握られていた。

　かつて東方の暗殺者と戦って便利だったと、ガユスが護身用に渡してくれたマガバリー三三八という銃だった。
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 の犯罪者相手に意味があるとは思えない。だが、急所に当たればと思わせれば
威
 い

 
嚇
 かく

 にはなる。

　アルリアンの血統を示す、
尖
 とが

 った耳が動く。反響する足音は背後からだった。

「誰!?
 」

　銃口と同時に向けた威嚇の声も怯えていた。通路の向こうに、人影があった。足音も止まり、闇に響くのは荒い吐息。月が位置を変える。

　月光のなか、半円状の壁に寄りかかって、男が立っていた。赤い髪に険しい顔。地味な紺色の背広は、鮮血に濡れていた。
滴
 したた

 る血液が、男の足下の歩道に血の海を作っていた。

　男の青い瞳がジヴーニャを見つめ、焦点が合わなくなった。体勢を
崩
 くず

 し、道路に向かって倒れていく。ジヴーニャは迷わず男に駆けより、支える。

　頭部と左肩、左腕から流れでる血液が、男の全身を
紅
 くれない

 に染めていた。頭や腕を鋭利な刃物で切られ、また肩の肉が大きく
抉
 えぐ

 られている。ジヴーニャは自らの服が汚れるのも構わず、手で肩の傷口を押さえる。出血は止まらない。銃を腰の後ろに戻して、両手で押さえる。出血は止まらない。

　ジヴーニャに医術の心得はなかったが、男が致命傷を受けていると分かった。治療器具は持ち歩いていない。
慌
 あわ

 てて救急車を呼ぼうと携帯を取りだす。携帯を握る手をさらに握る男の手が、通話を阻止した。

　ジヴーニャは息を
呑
 の

 んで、相手を見つめた。鮮血に染まった顔で、男はジヴーニャを見つめる。シャツの袖口まで深紅に染まった右手が、掲げられていく。

「これを」

　鮮血が滴る指が握っていたのは、銀の鎖。

「〈悲嘆の指輪〉を頼む」

　連なる白銀の
連
 れん

 
環
 かん

 の先に吊るされていたのは、白銀の輪だった。輪には緑の宝石が
嵌
 はま

 っている。石は、緑の炎を宿したような輝きを帯びていた。

「彼ら、手に戻して、なら、ない」

　
瀕
 ひん

 
死
 し

 の男は荒い息で告げる。ジヴーニャは混乱しきっている。

「そんなことよりあなたを病院に……」

「いいから聞いてくれ！」

　男が叫び、唇から血が
撥
 は

 ねる。

「金、貨は銀貨に、銀貨は銅、貨に、
霜
 しも

 の手が動いた」男の震える右手が差しだされる。「悲嘆の指輪、とこの言葉、ウォルロットという男に……」

　ジヴーニャは左手を差しだして、鎖と輪を受けとる。血の温度となった金属の
塊
 かたまり

 が、
掌
 てのひら

 に乗る。女は左手で握りこむ。

「分かった。オーロットさんに伝えて渡すのね？」

「ウォルロット、だ。他国の人間、に北方発音、は難しいが、頼む」

「必ずウォルロットさんに伝えて渡す」ジヴーニャは生来の耳の良さで、
完
 かん

 
璧
 ぺき

 に発音した。「だから！」

「
厄
 やつ

 
介
 かい

 なこ、とを頼ん、ですまない」鮮血に染まった顔で、男は
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。「ありがと、う。君はいい、女性だ」

　男の目は、ジヴーニャを通して遠い場所を見つめていた。

「これで、彼も、救われる」

　優しく告げた男の目に、
驚
 きよう

 
愕
 がく

 の色。体が前に出て、ジヴーニャの体に衝撃。道に
尻
 しり

 
餅
 もち

 をついて、ジヴーニャは男に突き飛ばされたことが分かった。

「なんっ」

　抗議の声とともに、男を見る。男の胸板からは、
血
 ち

 
塗
 まみ

 れの金属の刃が二本飛びだしていた。刃は、
鋏
 はさみ

 の切っ先だった。胸から出た鋏は、血塗れの黒い手が握っていた。深く握り、鋏が閉じられた。

　男はジヴーニャを突き飛ばして救ったのだ。唇から大量の血が
零
 こぼ

 れる。激痛のなかで微笑み、手で「行け」と示した。そして前のめりに倒れた。アスファルトに鮮血の海が広がっていく。

　人が死んだ。自分を守って死んだ。ジヴーニャは
茫
 ぼう

 
然
 ぜん

 
自
 じ

 
失
 しつ

 していた。アスファルトで動かない男に手を伸ばす。死んだなんて信じられなかった。

　男の背中から鋏を握った腕が抜けて、戻っていく。自分の手の先。男の死体のさらに先にある闇に、青白い
燐
 りん

 
光
 こう

 が浮かぶ。

　何度か見たことがある。
咒
 じゆ

 
式
 しき

 を発動するための、
咒
 じゆ

 
印
 いん

 
組
 そ

 
成
 せい

 
式
 しき

 だった。化学式を描くのは、
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 の切っ先ではなく、人影の指先だった。ジヴーニャの鼻先を、
大
 にん

 
蒜
 にく

 や苦味を帯びたアーモンドのような臭気が
掠
 かす

 める。

　三つの人影が、高架下の通路に足を踏み入れる。

「だから紳士的に渡せと言ったのに、渡さないから殺すことになった」

　右の影は、
糸
 いと

 
杉
 すぎ

 のように細い体を
燕
 えん

 
尾
 び

 
服
 ふく

 で包んでいる。灰色がかった
光
 こう

 
沢
 たく

 のある肌。頭には紳士帽子を被り、右手に
豹
 ひよう

 
頭
 とう

 の
杖
 つえ

 を握っている。左手は
珈琲
 コーヒー

 の杯を握り、湯気を立てている。

　殺人を行った鋏は、紳士姿の隣にあった。背中から生えた、一本の長い腕の先の手が鋏を握っていた。

「ヒヘイデス・ス様が言われるとおりですな。ブチ殺して、犬の
餌
 えさ

 にし、
糞
 くそ

 にしてやれば良かったのです」

　左の影は黄色と黒に塗り分けられた顔と服で、全体的に毒々しい。口からは白煙が漏れていた。ジヴーニャが感じた異様な臭気は、黄色と黒の影の吐息だった。

　ヒヘイデス・スと呼ばれた紳士の杖が
閃
 ひらめ

 く。顔面に杖を受けた左の影が後方に下がる。

「私は下品な言い方は好まぬ」ヒヘイデス・スがつぶやく。「あくまで紳士的にブチ殺して、犬の餌にし、糞にしてやるべきだ」

「ヨルムデ・デにヒヘイデス・スよ、手荒なことは
止
 よ

 せと言ったであろうが」

　中央は長身の影だった。黒い
長外套
 コート

 が足下までを
覆
 おお

 い、黒い帽子を被っている。浅黒い肌をしていた。

「我らの役目を忘れるな。そして私を哀しませるな」

「もちろん、ルコルジ・ジ様の言われるとおりです」

　先ほどとは逆のヨルムデ・デの言葉に、ルコルジ・ジと呼ばれた男が不愉快そうな黄緑色の目を向ける。

　言った中央の男が黄緑の眼。左の
燕
 えん

 
尾
 び

 
服
 ふく

 の男が
橙
 だいだい

 色、右の黄色と黒の男が淡紫色の眼をしていた。

「ルコルジ・ジは
融
 ゆう

 
通
 ずう

 が利かない。いったい誰に似たのやら」

　ヒヘイデス・スと呼ばれた
燕
 えん

 
尾
 び

 
服
 ふく

 の男が
杖
 つえ

 を回す。
憤
 ふん

 
懣
 まん

 を示すように、ルコルジ・ジと呼ばれた黄緑の瞳の人影が息を吐く。息は夏だというのに蒸気となった。ジヴーニャを見据えて右手を空中に差しのべる。

「我を哀しませないために、おとなしくそれを、その〈悲嘆の指輪〉を渡してもらえないであろうか？」

　異国のような発音で告げ、人影が進んでくる。黒い手袋に包まれた手は、
鉤
 かぎ

 
爪
 づめ

 となって指輪を要求していた。ジヴーニャは前を見据えたまま、横へと左手を伸ばす。指先が壁に触れた。

「返したまえ。元々は我らが受けとるべきものだ」

　紳士帽子に指を添え、橙色の目のヒヘイデス・スが告げた。隣では、ヨルムデ・デがわずかに膝を曲げた姿勢。ジヴーニャは壁に手をついて立ち上がる。死を目撃した恐怖で両膝が笑っている。左手には
託
 たく

 された鎖と指輪を握っている。

「残念だけど」ジヴーニャは膝を
撓
 たわ

 める。「悪い人殺しの言うことは信用しないことにしています」

　一気に膝を伸ばして、車道に跳ねる。ジヴーニャが先ほどまでいた歩道に、黒い腕の尾を
曳
 ひ

 いて
飛
 ひ

 
翔
 しよう

 してきた
鋏
 はさみ

 が激突。金属の防護

栅

 さく

 が切断され、鋏の先端がアスファルトに突き刺さる。

　ジヴーニャは後ろも見ずに走りだす。
高
 こう

 
架
 か

 
下
 した

 を抜け、すぐに左折。全力疾走になびく後ろ髪を刃が
掠
 かす

 めていく。何十本かの髪が切断された。

　右後方で
轟
 ごう

 
音
 おん

 。鋏が建物の壁を破壊したのだろうが、見ない。ジヴーニャはただ走った。
革
 かわ

 
靴
 ぐつ

 で全力逃走する。

　心臓が冷たい手で摑
 まれるような恐怖。相手は
咒
 じゆ

 
式
 しき

 で人を殺し、さらに会ったばかりの自分をなんの
躊
 ちゆう

 
躇
 ちよ

 もなく殺そうとしているのだ。絶対に普通ではない。

　ビルとビルの間の通りを走る。道路標識を

摑

 つか

 んで直角で左折。走りながら携帯を取りだす。短縮番号で呼びだすと、相手はすぐに出た。

「どうした？　俺はあと十分で到着するよ？」

　ガユスの気楽な声に叫びを返す。

「人殺しに追われているのっ！　すぐに来て！」

「なんだっ……」

　ガユスに最後まで言わせずに、握っていた携帯が消えた。右手が衝撃のままに右へ流れた。ジヴーニャは即座にその場から跳ねる。

　前方には、左から右へと長い長い黒い腕があった。先端にある右のビルの壁面に、
鋏
 はさみ

 が突き立っていた。切っ先が携帯を貫通し、壁の表面に
縫
 ぬ

 いつけていた。

　左へ視線を戻す。

　路上に、先ほどの三人の姿があった。黄緑の眼のルコルジ・ジが、紳士姿のヒヘイデス・スの背中から伸びた腕を握り、ヨルムデ・デの口の前に手を掲げ、追撃を制止していた。

「指輪に当たったらいかにするつもりだ？　そんなに我を哀しませたいのか？」

「指輪を奪って逃げた者が最期に秘密を告げた以上、あの女には死んでもらう必要があります。人属など、手足を引きちぎってやれば、泣いて許しを乞い、小便すら飲みますよ」

　ヨルムデ・デの顔に、またもヒヘイデス・スの
杖
 つえ

 が命中。砲弾が命中したような音と衝撃で、ヨルムデ・デは後ろに下がる。紳士姿のヒヘイデス・スは前を見たままだった。

「下品な言い方は好まない。あくまで紳士的に手足を引きちぎって泣かせて許しを乞わせ、小便すら飲ませるのだよ」

　ヨルムデ・デは両手で顔を押さえ、ヒヘイデス・スの暴言にうなずく。

「それでも慎重に対処すべきであろう。それこそ余計な哀しみを我は好まぬ」

　ルコルジ・ジがたしなめる。ヨルムデ・デは「もちろん、ルコルジ・ジ様の言うとおりです」と即座に
追
 つい

 
随
 ずい

 する。

「待って、私にはなんのことだか！」

　ジヴーニャが叫ぶが、ヨルムデ・デとヒヘイデス・スはすでに
咒
 じゆ

 
式
 しき

 を
紡
 つむ

 いでいる。逃げ道を
賭
 か

 けるなら左、と思ったからこそ右へ逃げた。

　再び放たれた黒い腕と刃は、路上駐車された車に命中。ガラスと車体を軽々と貫通する。遅れて白煙が周囲を包む。

　即座に毒ガスだと判断して、息を止めたジヴーニャはまた走る。大通りに出て、
貪
 むさぼ

 るように呼吸をする。人工照明が
煌
 きら

 めく夜の街を行く人々。車道には車が流れている。平和なエリダナの街角だった。

　女は歩道の縁に立って左右を見渡し、警察署を探す。都合良くあるわけがなかった。またも逃げる。

　血に濡れた服で走るアルリアンの女を、通行人たちは好奇の目で見ていた。ジヴーニャは人の目など気にせず車道に沿って走り、発車寸前のバスを見つける。さらに加速。緑の車体に沿って走る。閉じられていく扉へ、左手を差しこむ。

　安全装置が発動するのを待たずに、強引に隙間に足を入れて、体を入れていく。背後で扉が閉じる。

　走りだしたバスに強引に乗りこんだジヴーニャに、乗客たちが奇異の目を向ける。紺色のスーツと白のシャツが血に
塗
 まみ

 れ、全力疾走で髪は乱れ、荒い呼吸をしている女は、ただごとではない。ジヴーニャは謝罪しつつ前に進むが、誰も注意できない。

　人の列を抜けたジヴーニャは、運転席に到達する。バスを走らせる中年の運転手も、横目でジヴーニャを見ていた。

「すいま、せん。信じてもら、えないと思います、が」乱れた息のままで、ジヴーニャが続ける。「追わ、れています。人が」
唾
 つば

 を飲んで、続ける。「殺されました。近くの警察署の前、まで、急いで逃げてもらえ、ますか？」

　運転手は疑いの目を向ける。次に前に向きなおる。横顔には不敵な笑みがあった。

「美人が言うことを俺は信じる」

　運転手は車内放送を作動させる。

「すみませんが乗客の皆様、美人の危機にしばし予定を変更させていただきます」

　乗客たちのほとんどは黙っていたが、何人かは不満の声をあげる。

「そんな勝手な」「だが、どう見てもあれは普通じゃない」「人殺しなら事件だろう？」

「すみません」

　ジヴーニャはバスの乗客に向かって頭を下げる。

　運転手はバスの停留所で止まらずに、直線で走らせる。バス停で待っていた客の驚き顔も、背後に去っていく。

「なに、停留所を三つほど抜かせばいいだけだ。エリダナの運転手は男気に
溢
 あふ

 れているのさ」

「ありがとうございます」

　ジヴーニャは運転席の横にあった
手
 て

 
摺
 す

 りを

摑

 つか

 む。鏡で、頰
 に
撥
 は

 ねていた血に気づいた。手の甲で
拭
 ぬぐ

 う。握ったままの鎖と指輪に気づく。名前も知らない男の血が、粘液となっていた。

　視線を前に戻す。車窓を通して、夜にも明るいエリダナの街が見える。ビルの連なりの先には、遠く小さな警察署が見えた。オルシャン署だ。小さいがそれでも十数人の警察士がいるはずだと、ジヴーニャの胸に希望の灯が宿る。

　前方の車道に違和感。四車線ある道路の中央に、人影があった。

　夏に似合わない黒い
長外套
 コート

 の長身に、
燕
 えん

 
尾
 び

 
服
 ふく

 に紳士帽子、黄色と黒の影。先ほどのルコルジ・ジとヒヘイデス・スとヨルムデ・デだった。

　恐怖にジヴーニャの顔が引きつる。全力で進むバスが急減速。しかし止まらない。

　ルコルジ・ジは右手を突きだしたまま動かない。バスと人影が激突する瞬間、ジヴーニャは目を閉じようとした。

「哀しいが、犠牲もいたしかたなし」

　バスに触れたルコルジ・ジの手が回転。ジヴーニャの視界も旋回した。重力が暴風となり、バスの内部は洗濯機の内部のようになっていた。

　ルコルジ・ジの触れた前面を支点に、全長一〇・五メルトルもある市バスの車体が回転していた。

　車道にバスは天井から激突。車体が
歪
 ゆが

 み、すべてのガラスが砕ける。

　車内は惨状となっていた。屋根が床となり、ガラスが散乱していた。乗客たちは、床となった屋根に激突したらしく、骨折や
裂
 れつ

 
傷
 しよう

 の
呻
 うめ

 き声を漏らす。

　逆さになったバスの屋根に倒れるジヴーニャは、比較的軽傷だった。回転の支点であるバスの前方で
手
 て

 
摺
 す

 りを握っており、さらには仕事用の
鞄
 かばん

 が背中から腰の
緩
 かん

 
衝
 しよう

 
材
 ざい

 となったために軽い
打
 だ

 
撲
 ぼく

 ですんだ。

　ジヴーニャは手をついて上体を起こす。見ると、
傍
 かたわ

 らに倒れる運転手の左腕が逆の方向を向いている。骨折し、完全に気絶している。

　自分の額に熱い液体の
滴
 したた

 りを感じ、手の甲で
拭
 ぬぐ

 う。頭を切って血が流れ落ちてきたのだろう。

　バスの内部では死者が出ているかもしれない。自分が頼ったばかりに、こんな事態に巻きこんでしまった。ジヴーニャは自らを切り刻みたくなった。だが、悔やんでいる場合ではないと唇を

嚙

 か

 んで、周囲を見回す。

　前面ガラスは
樹
 じゆ

 
脂
 し

 製のため、
亀
 き

 
裂
 れつ

 が入って
歪
 ゆが

 んだだけで割れていなかった。降車口のドアは、外に向かって歪んでいた。内心で乗客に
詫
 わ

 びつつ、車内を
這
 は

 って進む。両足を
畳
 たた

 んで、扉に
踵
 かかと

 を押しつける。全力で伸ばす。扉の歪みが大きくなった。

　扉と車体の隙間に体を入れ、外に這い出る。

　横転したバスの周囲、夜のエリダナの街路は騒然としていた。車道に斜めに横たわる逆さのバスで、車の進行は完全に
塞
 ふさ

 がっている。後続の車と対向車が事故を起こし、炎上していた。周囲では、逃げだすものや、他人ごととして見物する野次馬がいた。

　ジヴーニャはさらなる被害に唇を嚙
 みしめた。自分の失敗もあるが、なによりこの惨状を引きおこしたものたちが許せない。

　遠くに見える警察署に向かって動く。額を血が濡らしつづける。

　前方で炎上する車を背に、影が立っていた。ヒヘイデス・スとルコルジ・ジにヨルムデ・デだった。

　バス一台を回転させたルコルジ・ジの右腕が、高く掲げられていた。巨木が立ったような太さと長さ。五指は一本一本が男の腕の太さで、小型自動車を

摑

 つか

 めるほどの巨大さだった。

　長身であるが、それでも体に対して不似合いなほど巨大な腕と手だった。異様な光景にジヴーニャは動けなかった。

「おまえが逃げれば人が死ぬ。おまえも哀しいだろうが、私も哀しい」

　炎の光を頰
 に受けて、ルコルジ・ジが冷たくつぶやいた。黄緑の瞳が輝いていた。

　
燕
 えん

 
尾
 び

 
服
 ふく

 のヒヘイデス・スの左手が、湯気をたてる
珈琲
 コーヒー

 の杯を掲げる。唇に当て、戻す。夏だというのに、あれほどの湯気が出るものなのか、ジヴーニャは現実逃避の疑問を抱いた。

　ヒヘイデス・スは右手で杖を回転させる。

「同属である人属に迷惑をかけたくないなら」止まった
杖
 つえ

 の先端、銀色の
豹
 ひよう

 の頭がジヴーニャを差す。「それを渡して、私に紳士的に無惨に殺されることが
淑
 しゆく

 
女
 じよ

 の
嗜
 たしな

 みというものだ」

　ジヴーニャは義憤に駆られていた。即座にアスファルトに膝をついて、銃を構える。マガバリー三三八の銃口は真っ直ぐヒヘイデス・スの眼球に向けられていた。

「残念だが、君は淑女ではないな。他人を犠牲にしても生きたいか」

　豹頭の杖をアスファルトに突き立て、ヒヘイデス・スが冷笑した。背後で黒く長い手が躍り、
鋏
 はさみ

 を開閉させる。「まったく人属はクソなっていませんな」とヨルムデ・デが同調して笑う。次の瞬間、またもヨルムデ・デの顔面にヒヘイデス・スの
杖
 つえ

 が叩きこまれる。

　ルコルジ・ジが前に出る。

「違うな。勇敢な女である」

　感心した声だった。

「
無
 む

 
為
 い

 だと知りつつ、なお立ち向かう。賞賛と哀しみに値する」

　ルコルジ・ジの声に、ジヴーニャは首を振る。

「意味など知らない。だけど、あなたたちの思いどおりにすることがいいことだとは、絶対に思えない」

　ジヴーニャは
気
 き

 
丈
 じよう

 な声で告げたが、本当は怖い。銃口を向けられていても、相手はなんとも思っていない。

　
咒
 じゆ

 
式
 しき

 の力の前には、一般人である自分は無力だった。戦車なみの破壊力を持った相手に、なんの対抗策もない。回転式[image: ]
 銃があまりに軽く、豆鉄砲を構えているようにも思えた。

　紳士帽子を揺らして、ヒヘイデス・スが前に出る。
橙
 だいだい

 色の目が輝き、背後からの腕が高く掲げられる。ビルの上に掲げられた月光を背にして、
鋏
 はさみ

 が開く。

「ではそろそろあれだ。死んで
淑
 しゆく

 
女
 じよ

 になりたまえ」

　長い腕が振り下ろされる。鋏がジヴーニャの上に影を作る。

　
颶
 ぐ

 
風
 ふう

 と
轟
 ごう

 
音
 おん

 。

　腕と刃が横に流れていた。
掌
 てのひら

 を半ば貫いているのは、様々な大きさの三角形が連なる刃だった。

　ヒヘイデス・スが
苦
 く

 
鳴
 めい

 とともに手を引いて、刃から
逃
 のが

 れる。三角形の刃が
円
 えん

 
弧
 こ

 を描いて引きもどされていく。遅れて、ジヴーニャの髪が風に大きく流れる。ジヴーニャの体は、ヒヘイデス・スから離れた道の端にあった。女の体は、背後から
逞
 たくま

 しい右腕に抱きしめられていた。

「ガユスっ、来てくれた……」

　ジヴーニャが背後を見上げると、そこには見知った青年の顔はなかった。

　
巌
 いわお

 を削ったかのように厳しく鋭利な頰
 。背中に感じるのは分厚い胸板。炎のような赤い髪。
憤
 ふん

 
怒
 ぬ

 で燃えあがる青い目は、前方を見据えていた。

　アスファルトの上でうねる三角形が連なる刃が
畳
 たた

 まれる。巨大な二等辺三角形となった
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 の
柄
 つか

 を男の左手が握っていた。

「女、ブローゾから指輪を受けとったか？」

　奇妙な魔杖剣を握る男がつぶやく。
鷹
 たか

 のような青い目は、前方の
燕
 えん

 
尾
 び

 
服
 ふく

 のヒヘイデス・スと黒いルコルジ・ジ、黄色と黒のヨルムデ・デから離されない。

「だ、誰どなた誰ですか？」ジヴーニャが
閃
 ひらめ

 く。「もしかして、殺された人が言っていた、人？」

「そうか、ブローゾは死んだか」

　男の横顔に
沈
 ちん

 
痛
 つう

 な感情が刻まれた。青い目は氷のように
凍
 い

 てついていた。

「死んだのか」

　もう一度だけつぶやき、男は左手の
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 を掲げる。

「俺がそのウォルロットだ。だから、指輪を受けとったかと聞いている」

　鋭利な声に逆らえず、ジヴーニャが自らの胸元を示す。
襟
 えり

 からは、鎖と、先端に下がる緑の指輪が見えていた。

「分かった。今は眼前の敵だ」

　路上の
異
 い

 
形
 ぎよう

 、ヒヘイデス・スが砕かれた黒い腕を引く。
鋏
 はさみ

 が
威
 い

 
嚇
 かく

 するように刃を開閉させる。ヨルムデ・デが腕を広げて、
咒
 じゆ

 
式
 しき

 を
紡
 つむ

 ぐ。ルコルジ・ジが巨大な腕を後ろに回す。

　男はジヴーニャを抱えたまま魔杖剣の
柄
 つか

 を握りこむ。前の三人に二等辺三角形の刃を向ける。

　ルコルジ・ジが問いかける。

「おまえはなにものだ？　常の
咒
 まじな

 い
士
 し

 には見えないが？」

　ジヴーニャを抱えた男は唇を

嚙

 か

 みしめる。

「ブローゾを殺したのはおまえたちか。ならば、おまえたちを殺すもの、ウォルロットとだけ覚えておけばいい」

「そうか、では即座に忘れよう」

　帽子の
庇
 ひさし

 の下で、ヒヘイデス・スが苦い笑みを浮かべる。

「おまえとその女ができることは、刻まれて死んで、〈悲嘆の指輪〉を渡すことだけだからな」

　ヒヘイデス・スが淡々と告げる。ルコルジ・ジの腕がさらに後方へ引きしぼられる。ヨルムデ・デは突撃態勢。

「ジヴっ！　ここかっ！」

　ビルの角から現れたのは、赤毛に
眼
 め

 
鏡
 がね

 の人影だった。









　裏返しになったバス。炎上する車。バスから
這
 は

 いだす
血
 ち

 
塗
 まみ

 れの負傷者。救いだそうとする男たち。消火活動を始めている近所の住人たち。ビルの裏窓や歩道橋の上から、遠巻きに見ている不安な顔。

　カナートホテル裏のオルシャン通りは、戦場となっていた。

　騒ぎの中心にいる人物は、奇妙な三人。
燕
 えん

 
尾
 び

 
服
 ふく

 に紳士帽子の人影は、背中から黒い腕を伸ばしている。腕の先の手は、鋏が握られていた。

　黄色と黒の毒々しい人物は咒式を紡いでいる。息は蒸気となっていた。

　黒い
外
 がい

 
套
 とう

 の人影は右手を後方に引いている。樹木のような巨大な腕に、自動車のような手だ。巨大にすぎた。

　鳴き声。足下には、大騒動で店から逃げだした
鼠
 ねずみ

 が走りまわっている。

　そして道の反対側にいるジヴは無事だった。ただ、見知らぬ男が背後から抱えている。左手に奇妙な二等辺三角形の魔杖剣を掲げているのはいい。が、ジヴの腰に右手を回していることに
憤
 ふん

 
怒
 ぬ

 が湧きおこる。

「おまえか！　おまえがジヴを！」

　
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 ヨルガの切っ先を、ジヴを抱いている悪人へ向ける。ジヴに当たらない
精
 せい

 
密
 みつ

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 をいくつか検索し、狙う。

「違う、ガユス！」

　男の腕に捕らえられたままで、ジヴが叫ぶ。

「この人は私を救ってくれて、ええとオーロットではなくて」ジヴは発音を切り替える。「たしかウォルロットとかいう人。でも原因もこの人っぽいけど。あ、原因は別の人、ブローゾという人からこの〈悲嘆の指輪〉を渡されて、ええと……」

　指輪を掲げつつジヴも混乱した言葉を並べる。俺はもっと訳が分からない。なぜこの男がここにいて、ジヴを抱えているのか分からない。

「よく考えたら、これってもしかしてガユスの代わりに行ったから、その不運を私が受けたってこと？」

「怖いことに気づくな」

　ジヴの言うことを信じて、オーロットだかウォルロットだという男に向けた魔杖剣ヨルガを、路上の三人に向ける。左手を後ろに回して、魔杖短剣マグナスの引き金を引く。男がジヴを抱えて下がる。その動きでウォルロットに切っ先を向ける。

「ジヴは俺の女だ。返せ」

「そういうわけにもいかない。この女は親友が
託
 たく

 した大事な指輪と情報を握っている」

　男が告げる。険しい横顔には、どこか残忍さが透けて見える。

「こら、おまえら、私を物扱いするな！」とジヴが俺と男を同時に責めた。

　ジヴに
肘
 ひじ

 で胸板を突かれながら、ウォルロットは
嘲
 ちよう

 
弄
 ろう

 するように俺に告げる。

「このジヴという女を渡した瞬間、そこの追手が彼女とおまえを殺すぞ？」

「ジヴとおまえが呼ぶな！」

「待て、素直に渡せば余計な殺しはしない」

　三人組の一人、巨大な右手を引いた男が口を挟む。

「我は哀しいことは望まぬ」

「ここは紳士的に行こう。紳士的に話しあいを拒否して、殺せばいいだけのことだ」

　
燕
 えん

 
尾
 び

 
服
 ふく

 の男が背中からの腕を掲げたので、反応して魔杖剣を向ける。俺も、ジヴも、ジヴを抱えた男も、三人組の影も、誰もが事態を

摑

 つか

 めていないようだった。ジヴも俺と追手らしき人影、男を見る。

「とりあえず、敵はそっちの三人！」

　ジヴの声で俺の考えは決まった。ジヴを抱える男に切っ先を向ける、とみせかけて三人組にいきなりの〈
矛槍射
 ベリン

 〉を放つ。

　手前の人影が巨大な手を掲げて、七本の槍を払う。まるで
蝿
 はえ

 でも追いはらうような動作だった。

　だが、関係ない。数秒前から三人の背後を逃げていた
鼠
 ねずみ

 が、口から泡を吐いて
痙
 けい

 
攣
 れん

 している。

　実は、俺はすでに腰の後ろのマグナスで、三人の周囲に化学
錬
 れん

 
成
 せい

 系第四階位〈
死哭燐沙霧
 バル・バス

 〉を発動していた。

　限定結界内部に発生する、メチルホスホン酸イソプロピルフルオリダート、いわゆるサリンガスは、無味無臭。一呼吸しただけでも、静かに
速
 すみ

 やかに致命的に生物の神経系を破壊する。会話を続けていたので、行けると踏んだのだ。

「ルコルジ・ジ、もはや隠密行動は不可能だと紳士的に判断するべきではないか？」

　
橙
 だいだい

 色の目の紳士が告げた。黄色と黒の姿をし、淡紫色の目を光らせる人影が同調する。

「ヒヘイデス・ス様が言われるように、ここは虐殺に向かうべきです。人属をクソ虐殺するしかありません」

「黙れヨルムデ・デ。息が臭い」

　ヒヘイデス・スと呼ばれた
燕
 えん

 
尾
 び

 
服
 ふく

 の
杖
 つえ

 がヨルムデ・デの顔に叩きこまれる。

「哀しみを避けるために、できうるかぎり隠密で行くべきである」

「まったくルコルジ・ジ様のご
賢
 けん

 
察
 さつ

 には恐れ入ります」

　顔を押さえつつ、ヨルムデ・デは即座に肯定する。

　ヒヘイデス・スとルコルジ・ジ、ヨルムデ・デと呼びあう人影たちは、猛毒のガスのなかでも平気で呼吸をして会話をしている。ありえない。毒ガス咒式は、完全に決まれば竜でも殺す。

　俺は思考を切り替え、直接破壊の〈
爆炸吼
 アイニ

 〉を放つ。
炸
 さく

 
裂
 れつ

 したトリニトロトルエン爆薬の秒速約六九〇〇メルトルの爆風と鉄片が、車道で怒号をあげる。

　眼は前の爆煙から離さないが、俺は冷や汗を

搔

 か

 いていた。手応えがない。

「話しあいは不可能か。これはなんという哀しみだ」

　白煙のなかから声が響く。煙のなかから、三人が進みでる。

　ルコルジ・ジの黒い
外
 がい

 
套
 とう

 やヒヘイデス・スの燕尾服、ヨルムデ・デの黄色と黒い服は破れて穴が開いている。だが、黒や銀の仮面のような顔には、傷がまったくなかった。
煤
 すす

 けた頰
 を指先で軽く
撫
 な

 でる。三人の黄緑や橙色や淡紫色の目が無機質に輝く。

　俺は一歩後退する。

「毒ガスを喰らって、
爆
 ばく

 
裂
 れつ

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 がほぼ効かないとは、どういう冗談だ？」

　俺の唇からは驚きのままに声が漏れた。結界による無効化ではない。二つの咒式は完全に発動し、完全な効果を与えた。だが、眼前の三人は生きている。

　ウォルロットも俺の咒式が無意味だったことに
驚
 きよう

 
愕
 がく

 していた。当たり前だ。生命の常識を超えている。

「ここにいたっては仕方がない」

　ルコルジ・ジから莫大な咒力の放射。煙を切り裂いて、
鈍
 にび

 色の樹木が突き立つ。五指を持つ、巨大な金属の左腕だった。落下して、五指がアスファルトを

摑

 つか

 む。

　白煙を押し退けて、大質量が現れる。俺の視線は水平から上に向かっていく。

　街角に噴きあがる白煙の頂点から、巨大な金属製の肩、胸板、膝が現れる。

　鈍色の肌の顔は、
幾
 き

 
何
 か

 
学
 がく

 的な部品が重なって構成されている。四つの眼は黄緑色の真円。唇がなく、
鋸
 のこぎり

 のような口。顔面に縦横に刻まれた線は、
皺
 しわ

 を現しているようにも見え、全体としては金属製の仮面だった。

　腕や足は塔、
肘
 ひじ

 は歯車。胸は装甲板。すべてが金属塊で構成されていた。全身に青い色で
幾
 き

 
何
 か

 
学
 がく

 模様が描かれている。

　背中には巨大な炎の形を
象
 かたど

 った光輪があった。東方の神が背負う光輪のようだった。

　それは、
鋼
 はがね

 色の巨人。四つの黄緑色の目が、エリダナの街を、俺たちを見下ろしていた。

　右肩に
燕
 えん

 
尾
 び

 
服
 ふく

 に紳士帽子のヒヘイデス・ス、左肩に黄色と黒のヨルムデ・デが立っていた。ヨルムデ・デが感極まった声をあげる。

「ルコルジ・ジ様、ご立派です。これこそが
栄
 は

 えある姿。我ら種属の本来の姿！」

　ビルの壁面に並ぶガラスに、巨大な姿が映る。

　
知覚眼鏡
 クルークブリレ

 に表示される体高は、一七・〇二メルトルで七階建てのビルほどの巨大さ。質量は一五八・六トーン。圧倒的な質量は、静止しているだけで足下のアスファルトに
亀
 き

 
裂
 れつ

 を刻んでいる。

　周囲や歩道橋、ビルの窓から遠巻きに見ていた人々が、悲鳴をあげて逃げだす。見物をしている事態ではなくなったのだ。

「よりにもよって〈
古
 エ

 
き
 ノ

 
巨
 ル

 
人
 ム

 〉だと……」

　俺にしても実際に見るのは、数回ほどしかなかった。巨人とは訳が違う〈古き巨人〉が、エリダナの街中に出現するなど、
前
 ぜん

 
代
 だい

 
未
 み

 
聞
 もん

 だった。全身が金属である〈古き巨人〉だとすればさきほどの攻撃、立体で攻撃する
爆
 ばく

 
裂
 れつ

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 では効果が薄い。

　横目で確認すると、路上のジヴは俺以上の
驚
 きよう

 
愕
 がく

 の目で見上げていた。緑の目を極限まで大きくし、開いた唇からは声も出ない。

　ウォルロットだけが、冷静に現状を
把
 は

 
握
 あく

 していた。

「この場で
仇
 かたき

 を取りたいが、おまえはブローゾから大事な
最
 さい

 
期
 ご

 の言葉を聞いたはずだ」

　ウォルロットの右手が、ジヴを脇に抱える。ジヴが抵抗するが、男の力が強すぎて手足を振っているだけにしか見えない。

「今は〈古き巨人〉から逃げることが第一だな」

　ウォルロットが左手に
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 を握ったまま、ジヴを右手で抱えて後退していく。

「待て！　それは俺の女だ！」

　ウォルロットとジヴを追って走る。

「
逃
 のが

 すな、ルコルジ・ジ！」

　肩のヒヘイデス・スが紳士帽子の下から叫ぶ。即座に〈古き巨人〉も動きはじめていた。一歩を踏みだすだけで、アスファルトが
陥
 かん

 
没
 ぼつ

 する。

　爆裂と雷撃と投槍が〈古き巨人〉の前面に
炸
 さく

 
裂
 れつ

 した。
凄
 すさ

 まじい爆風と光。熱風と衝撃波が俺やウォルロット、ジヴに吹きよせる。

　白煙を、路地から飛びだした車が貫く。窓から魔杖剣が突きだされ、咒式が連射される。攻性咒式を受けて、〈古き巨人〉の足が止まる。

　白と黒に塗りわけられた装甲
車
 しや

 
輛
 りよう

 を先頭に、雑多な車の群れが車道に列を作る。装甲車から、銀色の
甲
 かつ

 
冑
 ちゆう

 を着込んだ二人が飛びだした。様々な車の群れからも十数人の武装した男たちが現れる。

　銀の
鎧
 よろい

 や
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 が動き、車の前に
軽
 けい

 
合
 ごう

 
金
 きん

 の盾を並べる。

　
併
 あわ

 せて二十人ほどが作る
要
 よう

 
塞
 さい

 となった。近くにあるオルシャン署の警察士は間に合わなかった。しかし、周囲の
義
 ぎ

 

俠

 きよう

 
心
 しん

 に溢れる
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 が、急造の連合戦線を構築したのだ。

　盾の間から、魔杖剣が伸びる。

「エリダナでの〈
異
 い

 
貌
 ぼう

 のものども〉の武力行使は認められていない！」

　攻性咒式士が必死の声で告げた。おそらく警察士あがりらしく、通る声だ。

「
投
 とう

 
降
 こう

 せよ。咒式を解除して、
速
 すみ

 やかに投降せよ！」

　エリダナで働いている攻性咒式士は、犯罪者に対抗するために、全員が中位から高位の攻性咒式士だ。他に参加している攻性咒式士たちも、
機
 き

 
剣
 けん

 
士
 し

 や
剛
 ごう

 
剣
 けん

 
士
 し

 、
雷
 らい

 
鳴
 めい

 
士
 し

 に
錬
 れん

 
成
 せい

 
士
 し

 。装備からいって、中位の攻性咒式士がそろっている。即席の戦線は、一大戦力だった。

「
止
 や

 めろ、勝てる相手ではない！」

　俺が叫ぶ。

「これはどうする？」

　戦線を無視するように、肩に乗るヒヘイデス・スがルコルジ・ジに問う。ヨルムデ・デも期待の色を向けている。
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「是非もなし。隠密行動が邪魔された我が哀しみを、命を奪われる彼らの哀しみで癒そう」

　論理
破
 は

 
綻
 たん

 したルコルジ・ジが、長い両腕を振り上げる。ビルよりも高い空中、頭上で金属の指を組みあわせる。

「抵抗の意志ありと見なす！　排除！」

　
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 の声が響くと同時に、先ほどに倍する攻性咒式が、〈
古
 エ

 
き
 ノ

 
巨
 ル

 
人
 ム

 〉に殺到していく。爆裂に次ぐ爆裂。雷撃に次ぐ雷撃。投槍や強酸、レーザーが車道を塞ぐ巨大な影に着弾。車列の後ろにいる俺、ウォルロットとジヴは音と衝撃の余波に耐える。

　だが、〈古き巨人〉は揺るがない。掲げた両腕を無造作に振り下ろす。塔ほどもある太さの腕が、咒式攻撃に耐える
装
 そう

 
甲
 こう

 が
施
 ほどこ

 された
車
 しや

 
輛
 りよう

 を粉砕。盾の列も木の葉のように破砕。

　[image: ]
 がアスファルトに着弾。大地を叩き割る。大地震が起こり、俺は車道に伏せる。ジヴの悲鳴があがり、ウォルロットは道に
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 を突き立てて耐える。

　惨状だった。オルシャン通りは壊滅していた。腕が下ろされた地点にあったアスファルトは粉砕されて、
陥
 かん

 
没
 ぼつ

 。地下街まで達していた。

　陥没した街路には、さまざまな車輛の
残
 ざん

 
骸
 がい

 が落ちていた。車からは血と内臓が
零
 こぼ

 れていた。二十名ほどいた攻性咒式士も、肉片に変えられていた。そこかしこで水道管が破れ、噴水をあげている。

　巨体が速く動き、一撃を繰りだすだけで天災となったのだ。

「おもしろし。それこそが紳士、そして〈古き巨人〉だ」

　ルコルジ・ジの肩で、ヒヘイデス・スがつぶやく。ルコルジ・ジの黄緑色の目が、不愉快さを
滲
 にじ

 ませる。

「哀しみを止めるために哀しもう！」

　ルコルジ・ジの巨体が、
陥
 かん

 
没
 ぼつ

 した大地と死者を踏みしめ、侵攻してくる。「私もルコルジ・ジ様の哀しみにお供いたします」とヨルムデ・デが叫ぶ。

　俺はアスファルトに膝をついて、化学
鋼
 こう

 
成
 せい

 系第四階位〈
鍛澱鎗弾槍
 ウアープ

 〉を
紡
 つむ

 ぐ。直径一二〇ミリメルトルのタングステンカーバイドの戦車砲弾が
飛
 ひ

 
翔
 しよう

 し、ルコルジ・ジの右肩に直撃。金属が打ちあわされる鈍い
轟
 ごう

 
音
 おん

 が響く。

　ルコルジ・ジの巨体が揺らぐ。戦車の前面装甲を貫通するための砲弾だが、ルコルジ・ジの胸板と肩に穴を
穿
 うが

 っただけだった。〈古き巨人〉の肌と筋肉の装甲のほうが、戦車の装甲より厚いのだ。

　最大貫通力を持つ咒式でも、傷を与えられないのかよ！

　ウォルロットはジヴを抱えたまま後退していく。一七メルトルもあるルコルジ・ジが追跡の歩を進める。街路には歩みのたびに轟音。俺はジヴを追って動く。

　ルコルジ・ジが足を振りあげ、下ろす。

　アスファルトに大穴が穿たれる。ウォルロットがすでに横へ跳ねていた。抱えられているジヴーニャの悲鳴が夜に尾を
曳
 ひ

 いていく。

　巨人の腕が横へ振られる。ウォルロットがジヴを抱えたまま転がって回避。長い腕は、走る俺に向かってくる。反射的に鉄片なしの〈
爆炸吼
 アイニ

 〉を発動。爆風で突進を後方
撤
 てつ

 
退
 たい

 へと変える。

　白煙を切り裂いて、巨人の指先。
鋼
 はがね

 の先端が俺の左肩を
掠
 かす

 めた。引っかけられるように、後方に吹き飛ぶ。

　ビルの壁面に、背中から激突。一階のガラス窓が割られる。一気に両肺から空気が
絞
 しぼ

 りだされる。反動で歩道に落ちる。手と膝をついた。衝撃と激痛で胃液を吐く。

　掠めただけで、俺は
瀕
 ひん

 
死
 し

 になっていた。

　袖口で
口
 くち

 
許
 もと

 を
拭
 ぬぐ

 う。見上げると、逃げるウォルロットを、建造物の規模のルコルジ・ジが追っていた。巨体が一歩進むたびにアスファルトが
陥
 かん

 
没
 ぼつ

 し、踏まれた自動車が炎上する。腕を振り上げ下ろすだけで、道路標識や植木が砕ける。腕が叩きこまれたオルシャン通りのビルの壁面が破壊された。

「哀しいぞ。標的を捉えられずに哀しいぞ」

〈
古
 エ

 
き
 ノ

 
巨
 ル

 
人
 ム

 〉は、両手を広げていた。左右の手、十本の指先に、それぞれ
咒
 じゆ

 
式
 しき

 の光が灯っていた。
十
 と

 
重
 え

 の化学
錬
 れん

 
成
 せい

 系第三階位〈
誘炸弾槍
 カ・イム

 〉が
紡
 つむ

 がれていた。

　一斉放射。エリダナの夜空に、十条の
成
 せい

 
型
 けい

 
炸
 さく

 
薬
 やく

 
弾
 だん

 
頭
 とう

 が軌跡を描く。アスファルトに着弾。爆音に爆音が重なる。

　
凄
 すさ

 まじい体術で、ウォルロットは暴風雨の攻撃を避けていた。

　ジヴを抱えたウォルロットは上空へ
飛
 ひ

 
翔
 しよう

 。左のビルの壁面に着地。〈古き巨人〉の右手が返される。
颶
 ぐ

 
風
 ふう

 をまとった一撃が、ビルの壁面に激突。爆音とともに、建造物の一角が、コンクリと鉄筋とガラスの破片に変えられた。

　ウォルロットが空中で回転し、街路のアスファルトに着地。振りまわされる形となったジヴは、悲鳴すら出せない。

　ルコルジ・ジは体を反転させた。〈古き巨人〉はまた腕を掲げていた。十重の化学
錬
 れん

 
成
 せい

 系第三階位〈
誘炸弾槍
 カ・イム

 〉が発動。再び十条の成型炸薬弾頭が、大通りのウォルロットに降りそそぐ。咒式は単なる直線ではなく、赤外線照射誘導で弾道を修正し、ウォルロットに着弾する。

　炸薬が炸裂し、
凄
 すさ

 まじい爆裂と炎が吹き荒れる。

　だが、戦車の装甲すら貫通する成型炸薬弾頭は、すべてウォルロットの前方で破裂していた。爆裂に炸裂が重なり、
腫
 しゆ

 
瘍
 よう

 のように爆炎が
膨
 ふく

 れあがる。しかし、爆風と炎は、ウォルロットと悲鳴をあげつづけるジヴの左右へと分かれ、流れていく。

　ウォルロットの左手の刃が伸びていた。三角形が数十も連ねられた刃が、
螺
 ら

 
旋
 せん

 となり直線となっていた。

　刃を伸ばしていく軌道で、別々の軌道を描いて秒速二八〇メルトルで高速飛翔する成型炸薬弾頭をすべて撃ち落としたのだ。

　ありえない。そんな超反応の剣技を、俺はまだ見たことも聞いたこともない。だが現実に起こっている以上、
神
 かみ

 
業
 わざ

 とでも言うしかない。

　自らの咒式で距離を詰めていた巨人が足を掲げていた。ウォルロットに向けて振り下ろす。後退しつつ、ウォルロットが刃を振るう。二等辺三角形の刃が、三角形の連なりに分解され、さらに伸びていく。巨人の左足に、三角形が連なる
鞭
 むち

 となった刃が絡みつき、
咒
 じゆ

 
式
 しき

 が発動。

　刃が、一気に走りぬける。鋭利な金属の断面を見せて、巨人の
左
 ひだり

 
脛
 すね

 が切断される。重い一撃を受けたかのように、巨人の巨体が流れる。ビルの壁面に左から激突。切りとられた足が、アスファルトに転がり、車と激突する。

　重く速いギギナのような刃ではなく、
斬
 ざん

 
撃
 げき

 を重視した鞭のような一撃が、巨人の左足を切りとったのだ。

　ウォルロットが刃を戻して、咒式が発動。左足の断面をついて、ビルから起き上がる巨人の肩口で
炸
 さく

 
裂
 れつ

 。
凄
 すさ

 まじい熱と爆裂が起きる。ルコルジ・ジが
苦
 く

 
悶
 もん

 の声をあげる。

　腕を掲げて、俺はエネルギーの放射の余波を防ぐ。白煙もあがらない、純粋なエネルギーの爆発。ようやく一連の咒式の正体が分かる。

「そうか、重力質量系か！」

　ウォルロットが使用している咒式は、
素
 そ

 
粒
 りゆう

 
子
 し

 に質量を与える粒子と相互作用場を操作し、質量を変化させる系統だ。物質が質量を持っているのは、宇宙の
相
 そう

 
転
 てん

 
移
 い

 から空間を埋めつくして、素粒子に質量を与える粒子との相互作用の影響によるものだ。

　つまり、質量咒式を乗せた刃や手足の一撃は〈
古
 エ

 
き
 ノ

 
巨
 ル

 
人
 ム

 〉に
匹
 ひつ

 
敵
 てき

 する質量を持つ。

　ウォルロットはさらに先ほどの
爆
 ばく

 
裂
 れつ

 咒式を放つ。ルコルジ・ジの胸板でまた炸裂。重力質量系を使うとすると、第三階位〈
霍金輻爆
 ホー・キン

 〉だと予測できる。

　原理としては、重力を一点に集中させ、〇・〇〇〇〇〇一二九グラムルという質量の直径を一六に十の負の三〇乗メルトル以下にまで圧縮すると、素粒子ほどの微小な重力の穴が開く。生まれた瞬間に不確定性原理に従い、
輻
 ふく

 
射
 しや

 によって爆発的にエネルギーを放出して消滅する。発生するガンマ線が炸裂することによる熱量は、一秒あたり一一六〇ギガジュールルに達する。

　つまり、重力質量系第三階位〈
霍金輻爆
 ホー・キン

 〉は、半径一〇センチ、六・五キログラムルのトリニトロトルエン爆薬の炸裂に相当する熱量の放射を起こす。

　同じ威力でも〈
爆炸吼
 アイニ

 〉より
残
 ざん

 
酷
 こく

 だ。質量粒子と相互作用場は、ありとあらゆる物体を貫通する。外ならまだいいが、体内でガンマ線が炸裂して、生きていられる生物が想像できない。

　装甲の肌、内臓から
灼
 しやく

 
熱
 ねつ

 の金属が噴きこぼれて、なおルコルジ・ジは立っている。

「巨大にすぎて、一撃では倒せぬか」

　ウォルロットがつぶやき、大地を蹴った。次の瞬間、姿は左手のビルの壁面にあり、再び蹴る。抱えたジヴの悲鳴とともに、一気に屋上まで跳躍。さらに屋上の縁を蹴って、ルコルジ・ジの上空へ飛翔する。ジヴの悲鳴は高く響いた。

　大通りの上空を飛んでいたウォルロットは、二等辺三角形の
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 から、
薔
 ば

 
薇
 ら

 の花弁の機関部を持つ刃に持ち替えていた。

　ウォルロットが大上段に魔杖剣を掲げる。投槍のように
逆
 さか

 
手
 て

 に魔杖剣を握っている。

　薔薇の花弁のような機関部が開放。目を閉じた女の顔が一部だけ現れる。唇が絶叫をあげ、刃に化学
鋼
 こう

 
成
 せい

 系第六階位〈
大倭鐵攻巨弾槍
 ヤーマ・ドウー

 〉の咒式が発動。

　青白い
燐
 りん

 
光
 こう

 の数式の群れは、ウォルロットの前後に伸びる二〇・七メルトルほどの円筒状の
咒
 じゆ

 
式
 しき

 力場を形成。眼前に迫る円筒状の咒式力場の中央に浮かぶのは、直径四六センチで質量一五〇〇キログラムルの巨大砲弾。

「ブローゾの
仇
 かたき

 め、死ね」

「ルコルジ・ジ！　紳士でなくてもいいから避けろっ！」

　ヒヘイデス・スの叫びで、ルコルジ・ジの巨体が下がる。ヨルムデ・デは振り落とされまいと必死に肩に

摑

 つか

 まる。

　巨大戦艦の主砲から、砲弾が発射された。秒速八〇〇メルトル、二万から四万メルトル先にある戦艦や城塞を破壊する砲弾が、わずか数十メルトルの間合いで放たれた。即座にルコルジ・ジの体に着弾。

　
轟
 ごう

 
音
 おん

 とともに、一〇〇トーンを超えるルコルジ・ジの上半身が、大通りの後方に吹き飛ぶ。砲弾は、エリダナの街を越えて夜空に直線を描き、量子干渉が解かれて消えた。

　近くにいた俺の耳には、まだ轟音が響いている。

　ビルほどもあるルコルジ・ジは、車道に右膝と左手をついていた。ルコルジ・ジの四つの目が、苦痛を訴えるかのように点滅していた。驚くべきことに、〈
古
 エ

 
き
 ノ

 
巨
 ル

 
人
 ム

 〉は生きていた。

　超至近距離から戦艦の主砲を放たれても、〈古き巨人〉は回避し、また体に受けても生存したのだ。〈
異
 い

 
貌
 ぼう

 のものども〉でも、常識外れの頑健さと生命力を持つ存在だ。

「これは危ない。直撃すれば我でも消失していた。なんという哀しみだ」

　ルコルジ・ジが悲嘆の声をあげた。砲弾は、
畳
 たた

 んだ巨人の右腕ごと右肩と右の胸板を破砕した。大きく
抉
 えぐ

 られた断面からは、金属がまるで
飴
 あめ

 
細
 ざい

 
工
 く

 のように後方へ破裂していた。

　
掠
 かす

 めただけであの威力。急所に直撃していれば、〈古き巨人〉でも即死していただろう。戦艦や城塞を破壊するほどの威力は、個人が展開する防壁咒式では防ぎようもない。

「許さぬ。これほどの哀しみは許されぬ」

　右半身を失ったルコルジ・ジの
鈍
 にび

 色の肌が、赤く染まっていく。電磁波が金属を含む肌を赤熱させているらしい。

　ウォルロットがジヴを抱えたまま大通りに着地した。砲弾咒式の反動が殺しきれず、大きく後退しての着地だった。

　〈古き巨人〉と
互
 ご

 
角
 かく

 に戦えるなど、ウォルロットも常識外れの存在だった。二等辺三角形の
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 は重力質量系、美しい魔杖剣は化学
鋼
 こう

 
成
 せい

 系の高位咒式を操る。ウォルロットは十三
階
 かい

 
梯
 てい

 など遥かに超えた攻性咒式士だ。

　しかし、これほどの腕を持つ攻性咒式士を、俺が知らないなんてありえるのか？

　今はどうでもいい。ウォルロットに抱えられたジヴは、白金の髪の後頭部とうなじを見せてうなだれていた。

　俺はルコルジ・ジを見据えつつ、ウォルロットの、いやジヴの元に駆けよる。

　ウォルロットの顔には苦痛。さすがに巨大砲撃咒式を発動した右肩の関節が外れていた。男は
傍
 かたわ

 らに裏面を見せて転がっている車の扉に、右肩を激突させる。ジヴの悲鳴があがる。だが、肩の
脱
 だつ

 
臼
 きゆう

 は強引に治されていた。

　街路にそびえるルコルジ・ジは自らの傷口を眺める。

「治安のための
咒
 まじな

 い士たちが二十人程度ならいいが、大量に動くと
厄
 やつ

 
介
 かい

 だ」

「我らとて無敵でも不死身でもない」

　肩に座るヒヘイデス・スが意見をまとめる。「まさにそのとおりです。クソ無敵でアホほど不死身です」とヨルムデ・デがうなずく。顔にはヒヘイデス・スの
杖
 つえ

 が叩きこまれる。

　そしてルコルジ・ジの巨体が起き上がっていく。
抉
 えぐ

 られた傷口から、銀の体液が
滴
 したた

 る。

「不老ではあるが、な」

　〈
古
 エ

 
き
 ノ

 
巨
 ル

 
人
 ム

 〉たちが、そろって笑った。金属が
軋
 きし

 るような笑声で、肩を震わせている。負傷すら彼らには笑い事のようだった。

　ウォルロットは再びの化学
鋼
 こう

 
成
 せい

 系第六階位〈
大倭鐵攻巨弾槍
 ヤーマ・ドウー

 〉の
咒
 じゆ

 
式
 しき

 。咒式の砲身が
顕
 けん

 
現
 げん

 し、視線で追っていくと上空のルコルジ・ジの頭部に向けられていた。

　ルコルジ・ジも残った左腕を掲げる。

　今、俺がするべきことはなにか。ジヴを逃がすことだ。不本意だが、ウォルロットを助けることになっても仕方ない。と思わせて、ウォルロットがまた砲弾咒式を放てば事態が動く。その隙にジヴを奪還して逃げる。〈古き巨人〉と超級の攻性咒式士の闘いなど知ったことか。

　ウォルロットが咒式を放とうとした瞬間、悪寒がした。ルコルジ・ジの肩からヒヘイデス・スとヨルムデ・デが消えていたことに気づく。

　俺の不運に対する
勘
 かん

 が働いた。

「回避しろっ！」

　ジヴを
庇
 かば

 って、俺とウォルロットが動く。

　黄色と黒の
塊
 かたまり

 と、黒い腕と
鈍
 にび

 色の凶器の群れが殺到。俺とウォルロットが刃を振るう。

　ヨルムデ・デの腕や足、ヒヘイデス・スからの肉を
剪
 せん

 
断
 だん

 しようと迫る
鋏
 はさみ

 を刃で弾き、
錐
 きり

 の突きを回避。肉を刻もうとする
鋸
 のこぎり

 を、刃で受けて防ぐ。

　背中からの腕の群れが激しく動くが、ヒヘイデス・ス自身の左手は
珈琲
 コーヒー

 の杯を掲げていた。

「さて、私自身はヒマなので問うが、良い珈琲とはどういうものか知っているかね？」

　俺とウォルロットの二本の刃では、九つもの凶器は防げない。鋏や錐や
鉈
 なた

 が肩や脇腹を
掠
 かす

 めて、
防
 ぼう

 
刃
 じん

 繊維の服と肉を切り裂く。

　進んでくるヨルムデ・デの[image: ]
 や爪先は、咒式を帯びていた。おそらく毒。必死に回避すると、ヒヘイデス・スの九つの黒い帯がうねり、戻っていく。帯の起点である
燕
 えん

 
尾
 び

 
服
 ふく

 のヒヘイデス・スの姿は、見上げるような高さにあった。背中から生えた、四本の腕の先にある鋏が、アスファルトに突き立てられていた。

「悪魔のように黒く、地獄のように熱い珈琲のことを言う」

　ヒヘイデス・スの背中から、黒い帯の群れが生えていた。九本の右手が背中から放射状に広がり、三から四つの関節で曲がって前へ掲げられている。ヒヘイデス・スの前に、それぞれの手に握られた鋏や大鋏、錐や鋸や鉈といった凶器が掲げられている。最初は、一本の腕のみを伸ばしていたのだ。

　空中から腕に吊り下げられる形で、ヒヘイデス・スが笑っていた。
橙
 だいだい

 色の四つの目が輝く。左手に握っていた湯気をあげる
珈
 コー

 
琲
 ヒー

 の杯を口に含む。臭いで分かった。

　杯に入っているのは珈琲ではない。

「そう、
沸
 ふつ

 
騰
 とう

 した重油だよ。いい珈琲を突きつめれば、沸騰する重油になるのだよ」

「さすがヒヘイデス・ス様」

　ヒヘイデス・スの足下では、帰還したヨルムデ・デが右膝をついて
侍
 じ

 
従
 じゆう

 のように侍っていた。三つの淡紫色の目をし、両腕と両足に
咒
 じゆ

 
式
 しき

 を
紡
 つむ

 いでいる。組成式は
砒
 ひ

 
素
 そ

 系だった。

「四つ目の方々のお力の前には、人属など虫も同然ですな」

　ヨルムデ・デの顔に、ヒヘイデス・スの
杖
 つえ

 が叩きこまれる。顔を押さえるヨルムデ・デの前で、ヒヘイデス・スが考えこむ。

「今のはとくに下品でもなかったな。すまないとはまったく思わないが」

　傷ついた俺たちが
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 を構えると、
颶
 ぐ

 
風
 ふう

 。

　ウォルロットが吹き飛び、鮮血と肉が飛散。高速で動く巨大な影が、俺にも急襲。回避したが、一撃を左腕に受ける。激痛。俺は車道を転がっていく。止まって見上げる。

　ウォルロットを一撃で倒し、俺の左腕を
掠
 かす

 めていった物体が、前方に浮遊していた。

　電信柱の太さで寸詰まりの円筒の両端に、長い刃が伸びている。長い刃を、短い爪のような四つの刃が囲んでいる。一方からジェットの炎を吐きだして、上昇していく。複雑な軌道を描いた
飛
 ひ

 
翔
 しよう

 物体を、ルコルジ・ジの巨大な手が握る。

「おお、人属の短き命をさらに早く奪うとは、なんたる哀しみだ」

　ビルの七階あたりの高さで、四つの黄緑の瞳が不気味に輝く。足下ではヨルムデ・デが「さすがルコルジ・ジ様です」と卑屈にうなずいていた。

　異様な金属の体が、彼ら〈
古
 エ

 
き
 ノ

 
巨
 ル

 
人
 ム

 〉の本来の姿なのだろう。

　俺とウォルロットは車道に膝をついていた。服が破れ、
鋏
 はさみ

 や
鋸
 のこぎり

 に切られ、飛行物体に
抉
 えぐ

 られた腹部から鮮血が
零
 こぼ

 れていた。

　俺の傷など、どうでもいい。激痛を
堪
 こら

 えつつアスファルトに魔杖剣を突き立てる。力を振り
絞
 しぼ

 って、刀身を支えに体を起こす。視界を探す。

「ジヴ、大丈夫か！」声を出すだけで脇腹が痛い。それでも叫ぶ。「ジヴ、生きていたら返事をしてくれ！」

　白煙の間から、白い腕が伸びる。人差し指と中指を伸ばし、勝利の形。次に白金の髪の尾を
曳
 ひ

 いて、ジヴが起き上がる。

「大丈夫！」

　
埃
 ほこり

 と
煤
 すす

 に
塗
 まみ

 れた白い頰
 。ジヴに負傷はないようだった。それだけで俺は
安
 あん

 
堵
 ど

 した。

「この人、ウォルロットが助けてくれたから！」

　ジヴの視線を追う。彼女の体の
傍
 かたわ

 らで、ウォルロットが倒れていた。俺より近かったウォルロットは、多腕からの凶器攻撃をまともに受け、胸板に大穴が開いていた。さらに浮遊する凶器が
掠
 かす

 めて、左腕が半分ほど千切れていた。全身のそれぞれの傷口からは、
夥
 おびただ

 しい鮮血が流れていた。

　煙が晴れていき、ジヴが俺を見つめた。ジヴが手を口に当てる。声を抑えようとしていた。

「ああ、この傷か」

　左手で脇腹の傷を押さえようとして、できなかった。

「見ないで！　見てはダメ！」

　ジヴの声より先に見てしまった。俺の左腕は二の腕から先が吹き飛んでいた。千切れた筋肉と骨の断面から、鮮血が噴出していた。桃色の筋肉と薄い
脂
 し

 
肪
 ぼう

 の層の黄色い粒が、鮮血に染まっている。

　腕の断面の先、アスファルトの上に、俺の左腕が落ちていた。ルコルジ・ジの飛翔武器は、ウォルロットの腕と同じように俺の左腕を切断していたのだ。鋭利すぎて気づかなかった。

　唇を

嚙

 か

 みしめて、悲鳴を耐える。痛みと人体破壊の視覚情報が俺の思考を惑わす前に、
鎮
 ちん

 
痛
 つう

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 を発動。ジヴが
這
 は

 って動き、俺に駆けよる。爆風で破れた
袖
 そで

 を使って、左腕の根本を
縛
 しば

 る。縛られた袖口から、鮮血が漏れていく。

「止まらない！　血が止まらない！」

　泣きそうになっているジヴを、右手で背後に押し
退
 の

 ける。

　腕の一本など構わない。ここで俺が痛みと失血で気絶すれば、ジヴが死ぬ。

　ならば、やることはひとつ。
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 をアスファルトに突き立てて、片膝を立てる。

「もう哀しみを止めよう。命を奪って哀しみを止めよう」

　そびえるルコルジ・ジが足を踏みだし、地響きを起こす。

「紳士は仕事を早く片づける」


腕に支えられた
蜘
 く

 
蛛
 も

 のようなヒヘイデス・スが進む。ヨルムデ・デが咒式をまた組みたてる。



　ジヴは俺を引きよせる。倒れた俺とウォルロットを抱えて、ジヴは巨人たちを
睨
 にら

 みつけていた。子供たちを守る母親のようだった。

　建造物の高さのルコルジ・ジが手を掲げる。巨大な飛翔武器がまたジェットの炎を吐いて、夜空に浮き上がる。ヨルムデ・デが蒸気の息を吐く。腕に吊り下げられた紳士姿、ヒヘイデス・スが白手袋に包まれた手を伸ばす。

「さあ、その指輪を、愛しい〈悲嘆の指輪〉を渡せ」

　三体の〈
古
 エ

 
き
 ノ

 
巨
 ル

 
人
 ム

 〉の声が響く。俺が左腕の断面にかけた
麻
 ま

 
酔
 すい

 も限界だ。

「ジヴ、聞いてくれ」

　前を見据えたまま、
傍
 かたわ

 らのジヴに声をかける。ジヴは俺を見つめた。

「俺が
命
 いのち

 
懸
 が

 けで咒式を放つ。その隙に逃げてくれ」

「なにを言っているの!?
 　左腕がないのよ!?
 」

　ジヴは俺を見捨てない。だが、この場においてジヴの反論など許さない。俺はジヴの手から
逃
 のが

 れて立ち上がる。

「……まだ」

　声は後方からだ。振りかえると、重傷のウォルロットが片膝をついて体を起こしていた。

「ブローゾの
仇
 かたき

 を討てぬまま、死ぬわけにはいかない」

　ウォルロットが右手を伸ばし、ジヴの腰を抱える。そしてアスファルトの上を転がる。右手に握った
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 に
咒
 じゆ

 
式
 しき

 の光。不意を
衝
 つ

 かれた〈
古
 エ

 
き
 ノ

 
巨
 ル

 
人
 ム

 〉たちが動く。

　魔杖剣は車道にあるマンホールの
蓋
 ふた

 に突き立てられた。円軌道を描いて、分厚い鉄板が切断される。回転していくウォルロットとジヴが、
穿
 うが

 たれた穴に落ちる。

　[image: ]
 や蹴りが、
鋏
 はさみ

 や
錐
 きり

 が、マンホールの縁やアスファルトを
抉
 えぐ

 った。

「
止
 や

 めぬか、愚か者どもっ！」

　爆裂。追撃していたヨルムデ・デと凶器の群れを放ったヒヘイデス・スが、
炸
 さく

 
薬
 やく

 弾頭を避けるために後退。白煙のなか、紳士帽子の下にある
橙
 だいだい

 色の目が、上空を見上げる。

「なにをする？」

「何度言えば分かる！　指輪に当たったら、最大級の哀しみが我らを粉砕するのだぞ！」

　ルコルジ・ジの
裂
 れつ

 
帛
 ぱく

 の声。ヒヘイデス・スが見上げ、ルコルジ・ジが見下ろす。〈古き巨人〉たちが
睨
 にら

 みあう。ヨルムデ・デは、どちらにもつけず二体の〈古き巨人〉の間で困惑していた。

　複数の警察
車
 しや

 
輛
 りよう

 の警報が鳴り響いていた。通りの向こうからの音だった。

「哀しいことに時間切れだ」

　ルコルジ・ジが腕を振り上げる。ビルの屋上を越えて、天空に届きそうな[image: ]
 が見えた。ヒヘイデス・スは不愉快そうに金属の顔にある割れ目、口を
歪
 ゆが

 める。

「仕方あるまい。紳士としてここは退却せねばなるまい」

「なにごともお二方の
仰
 おお

 せのままに」

　ヨルムデ・デは二体の決定に頭を下げた。

　ルコルジ・ジの巨腕が即座に下ろされた。またも爆音。アスファルトが吹き飛び、再び車道に大地震が起きる。事故で止まっていた車の列が
歪
 ゆが

 み、白い爆煙が叩きつけてくる。

　オルシャン通りは一瞬にして白煙に包まれた。

　
濛
 もう

 
々
 もう

 と煙る通りで、俺は魔杖剣をアスファルトに突き立てて立ち上がる。

　夜風が白煙を散らしていく。

　転がったバスに、倒れた車はまだ燃えあがっている。折れた標識。アスファルトにはまたも大穴が穿たれていた。二発の大型咒式弾頭が
炸
 さく

 
裂
 れつ

 したような惨状だった。配水管まで破壊したらしく、噴水のように水を噴きあげていた。

　
凄
 すさ

 まじい破壊の光景、まるで戦争でも起こったようだった。

　そしてビルほどもある〈古き巨人〉の姿も消えていた。

　俺は大事なことを思い出した。

「ジヴ！」

　
這
 は

 ってマンホールに向かう。左腕がないため、魔杖剣を
杖
 つえ

 代わりにして進む。

　必死の動きで到着すると、金属の円盤は刃によって切り取られて、地下への穴となっていた。内部を覗きこむ。

　
轟
 ごう

 
々
 ごう

 と流れる水路の黒い川面が見えた。タールのような流れのどこにも、ジヴの姿は存在しなかった。

「ジヴっ！」

　俺の声は、地下水路の闇に虚しく反響するだけだった。









　黒い流れが川に流れこむ。大量の水とともに、ジヴーニャも水面に落下する。泡を吐きながら、手と足で水を

搔

 か

 いて浮上する。

　水面に出る。口紅がとれた唇で、必死に酸素を
貪
 むさぼ

 る。水を飲みながらも、十数回呼吸して落ちつく。全身が痛い。打撲したのだろうが、どこが痛いのかというと全身だ。

　
緩
 ゆる

 やかな川面を流されていく自分を、ジヴーニャも理解した。手で水を搔
 いて、川の周囲を見上げる。

　川幅からすると、エリダナに何本もある運河の支流、七七本あると言われている水路のひとつだろう。ジヴーニャが川下を見ると、橋があった。橋の先には三角のビルがあった。

　他に目印を捜す。北である川上に顔を向ける。北東に立つビルの群れの間から、エリダナ大音楽堂の
円
 えん

 
蓋
 がい

 が見えた。さらに東寄りに向けると、時計塔があった。セビティア公園の時計塔だ。

　位置関係から、自分が流されている流れが、パルディナ川の下流だと断定できた。

　ジヴーニャの体は水の流れに逆らわず、川上から見て左岸に流れていく。前方には石組みの岸があった。

　流れに乗ったまま、手を水面から伸ばす。石組みの護岸に手が触れた。石を

摑

 つか

 んで、護岸に膝を立てる。

　全身の痛みに耐え、両手と膝の力で、水から上半身を岸に引きあげる。白金の髪は、水に濡れて黄土色に、紺色の服は濃紺になっていた。岸の上で、口から水を吐く。水の重さに負けて、ジヴーニャの上半身は岸に倒れる。

　荒い呼吸で、唇は必死に酸素を貪る。流されながらも必死に泳いだので、
溺
 おぼ

 れずにすんだ。

　そういえば、自分の恋人であるガユスも水路で敵から逃げたことがあった。二人ともにエリダナという街に助けられたことになる。

　岸辺に摑
 まって動けずにいると、尻に軽い衝撃。

「ひゃっ」

　自分の声に恥ずかしくなりつつ、背後を振りかえる。自らの腰のあたりにある水面には、ウォルロットの長身が浮かんでいた。自分と同じく流れついたのだろう。

　負傷と出血で、ウォルロットの顔は青ざめていた。死んではいないが、
朦
 もう

 
朧
 ろう

 とした状態だった。

　急いで地下水路から体を引きあげる。石に膝をつく。
鞄
 かばん

 や
靴
 くつ

 から水が
溢
 あふ

 れる。ジヴーニャは立ち上がる。髪や服から水が
滴
 したた

 り、自分の足下の水溜まりをさらに広げる。手で絞って、水分を少しでも飛ばす。夏とはいえ、水に濡れていいわけがない。

　思い出して服の
襟
 えり

 元を探る。最悪の事態の原因となった鎖が手に触れる。指輪も
嵌
 はま

 っていた。背後を振りかえる。ウォルロットはまだ動けず、水面に浮いているだけだった。

　ブローゾというまったくの他人から鎖がついた指輪を渡されて、巨人に殺されかける目に
遭
 あ

 ったのだ。ジヴーニャが関わる義理はない。ウォルロットが動けない今こそが、この事態から逃げる好機だった。

　水に濡れて重くなった体で、岸辺を歩く。水が入った
靴
 くつ

 が気持ち悪い。水路に流されていたときに打ったらしく、腰が痛む。

　岸の坂道を登りきったところで、また振りかえる。ウォルロットはまだ水路の川面に浮いていた。ジヴーニャは迷った。

「ああもうっ！」

　力を振り絞って登った坂を、また下りる。岸辺に
屈
 かが

 んで手を伸ばす。ウォルロットの襟を両手で

摑

 つか

 む。ジヴーニャは体重を後ろにかけて、岸辺に引きあげようとする。

　男を引きあげるジヴーニャの脳内で、赤い
緞
 どん

 
帳
 ちよう

 が上がっていく。脳内舞台の上には、王冠を被って付け
髭
 ひげ

 をつけたガユスがいた。ガユスの前には回答席に座る自分の姿。

　王様の
扮
 ふん

 
装
 そう

 をしたガユスが「今、ウコウト大陸で一番おバカさんな行動ってなーんだ？」と問いかけた。舞台の上のジヴーニャは自信満々に「自分を
誘
 ゆう

 
拐
 かい

 する男から逃れる好機なのに、わざわざ戻って助けること！」と答える。

　脳内のガユスは「そうだね、そんなことをする女は本当にバカだよね～。賢いジヴならそんなことは簡単に分かるよね～？」とジヴーニャの頭を撫でる。脳内の自分は
褒
 ほ

 められて「そいつバカ！　本当にバカ！」と喜んでいる。ガユスは自らの頭から王冠を外し、ジヴーニャの頭に乗せる。

「あははは、分かっていますよ」現実のジヴーニャは
自
 じ

 
嘲
 ちよう

 の笑みを浮かべる。「ウコウト大陸で一番のバカは、間違いなく今の私でしょうよ！」

　ただでさえ重い前衛系の
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 の体は、水を吸って重さを増していた。女の力では持ち上がらない。ジヴーニャは手を離す。さらに体を前に出して、ウォルロットの脇の下に手を差しいれる。

「動け～」

　足を岸辺に踏ん張って、ウォルロットの体を後方に引く。

　ようやくウォルロットの肩が岸辺に乗り上げる。ジヴーニャの足が手前に戻され、また足と全身を伸ばす。右足に
履
 は

 いた
靴
 くつ

 の
踵
 かかと

 が折れるとともに、ウォルロットの腰までは岸に上がった。息を吐く。目線は折れた靴の踵を眺める。

「アキュープの靴が！　五万イェンもしたのに！」

　嘆くジヴーニャの目には経済的な痛みからの悲嘆があった。だが、手はまたも岸辺に横たわるウォルロットの肩を摑
 む。

「自分の義務感が恨めしいっ！」

　嘆きつつ、ジヴーニャはまた引きあげ作業のために足を踏ん張る。もう片方、左の
靴
 くつ

 の
踵
 かかと

 が折れた。それでもジヴーニャは作業を続けた。









　エリダナ西岸部。ラペトデス七都市同盟大使館は、夜でも人が集っていた。照明が
煌
 こう

 
々
 こう

 と灯っている。

　警護を指揮する中年の武官は足を進める。
廊
 ろう

 
下
 か

 から見える
厨
 ちゆう

 
房
 ぼう

 では、十名ほどの料理人たちが鍋を振っている。

　うなずいて、武官は廊下を進む。開けはなたれた扉からは人々が
忙
 せわ

 しなく出たり入ったりしている。

　人の間を抜けて、武官は会場に出る。武官の眼前に広がるのは、大使館でよく開催される同盟企業との
懇
 こん

 
親
 しん

 
会
 かい

 の準備だった。広い会場には、立食形式の食卓を運んでいく十数人の職員たちがいた。演台近くでは、男性職員が二人がかりで演説用の台を運んでいた。

　全体では、百人近い人間が、会場設営の準備をこなしていた。

　壁際にかけられた
梯
 はし

 
子
 ご

 に、若い男性職員が登っていた。歓迎のための飾りつけを男性職員が行い、梯子を支える女性職員と
微
 ほほ

 
笑
 え

 みを交わしていた。武官が知る情報では、二人は付きあっているらしい。

　大使館職員からゆくゆくは外交官という将来を
嘱
 しよく

 
望
 ぼう

 された、男女の微笑ましい光景だった。

　ラペトデス七都市同盟では、大使館での懇親会ですら数百人が集うものになる。自由と平等、民主主義と近代資本主義、富と文化、
咒
 じゆ

 
式
 しき

 と軍事、すべてにおいて大陸最強最高という、祖国の
栄
 えい

 
華
 が

 に武官も誇らしくなる。

　食卓の間を移動しつつ安全を確認していくと、武官の足が止まる。

　平和で豊かな光景であるのに、彼は悪寒を感じていた。右手を伸ばして、首の後ろに触る。後頭部に
痺
 しび

 れを感じていたのだ。

　彼は同じような感覚を、かつてどこかで
抱
 いだ

 いたことを思い出す。

　たしか八年前のバッザム戦線で感じたことがある。彼が率いた部隊が熱帯の森林を進み、反政府軍の咒式の
罠
 わな

 に
嵌
 はま

 り
業
 ごう

 
火
 か

 に
撒
 ま

 かれる寸前に感じた、あのときと同じ悪寒だった。

　武官の手は
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 を抜いた。周囲の人々が驚くが、構っていられない。

　目線が会場を
彷徨
 さまよ

 い、違和感の発生源を探す。異変を探す目が止まる。会場の窓の外、夜の庭の向こう、街路に面した壁に、何人かの人影が登っていた。

　目は飢えたように光り、憎悪の炎があった。手には魔杖剣。切っ先に宿るのは青白い
燐
 りん

 
光
 こう

 。

「全員、退避しろ、咒式攻撃だっ！」

　叫びと同時に、庭に面した一面のガラスを砕いて、爆炎と爆風が吹き荒れた。






三章　雑踏の中で、一人



誰でも勇気を数秒だけ出せる。



勇者の条件は、勇気が五分続くことだ。



五分だけ、そして五分も。




カッベラル・アプ・ロローグル「戦場の犬」
皇
 こう

 
暦
 れき

 四二二年








　炎上するエリダナの街角。

　赤い車体の消防車から、
消
 しよう

 
火
 か

 
栓
 せん

 へと管が連結。消防士たちが放水を始めている。同時に
咒
 じゆ

 
式
 しき

 消防士たちが、消火咒式で大規模消火を開始していた。

　二つの大穴の縁で、救命士が動いていた。穴の縁から、
血
 ち

 
塗
 まみ

 れの負傷者を引っ張りだす。砕けた盾や
鎧
 よろい

 、折れた
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 を握ったままの
攻
 こう

 
性
 せい

 咒式士たちだった。血塗れの男たちを確認するも、ほとんどの場合は救命士が首を左右に振る。〈
古
 エ

 
き
 ノ

 
巨
 ル

 
人
 ム

 〉の腕の一撃は二十人近い数の攻性咒式士を殺害したのだ。

　俺は車道を進む。白い服の救命士が立ちふさがる。救命士が俺に声をかけているらしいが、聞こえない。

　俺は右手で強引に救命士を退ける。目は、必死に現場を野次馬や報道陣から封鎖している警察士たちを見回す。

　警察
車
 しや

 
輛
 りよう

 の
傍
 そば

 に、目当ての姿を発見した。

「ベイリック！」

　叫びながら歩いていくと、警察士と話していたベイリックが気づいた。

「ガユスか」

　警部補の四角い顔には、怒りと哀しみがあった。

「〈
古
 エ

 
き
 ノ

 
巨
 ル

 
人
 ム

 〉が街中に現れるとはな」俺が原因であるように、
睨
 にら

 んでくる。「街のために戦った五つの
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 事務所の
攻
 こう

 
性
 せい

 咒式士が一六人、元警察士も一人が死亡した。
災
 さい

 
厄
 やく

 の場所には必ずおまえがい……」

　警部補の皮肉の言葉が途切れた。目が細くなる。

「おまえ、左腕が吹き飛んでいるぞ。待っていろ、救命咒式士を今呼んで……」

　俺は右腕を伸ばして、ベイリックの
襟
 えり

 を

摑

 つか

 む。ベイリックの顔に言葉を叩きつける。

「ジヴが
誘
 ゆう

 
拐
 かい

 された。すぐに緊急配備をして捕まえてくれっ！」

「ジヴ？　たしか、おまえの恋人だったか、その人が巨人に誘拐されたのか!?
 」

「違う。別の男に誘拐された！」言葉が上手く伝わっていない。思い出す。「ウォルロットとかいう男だ。
凄
 すご

 
腕
 うで

 の攻性咒式士だ！」

　ベイリックが混乱する俺の話を理解しようとする。待っていられない。

「とにかくジヴを捜せ！」

「分かった、分かったから落ちつけ。すぐに手配しよう」ベイリックの眼が俺の左側を眺めつづけている。「だが、その前に治療を受けろ。失血でおまえの顔は真っ青だ」

「俺はいいから、先にジヴを助けるように手配しろ！　俺の治療など後だ！」

　俺の剣幕にベイリックが
溜
 た

 め
息
 いき

 を
吐
 つ

 いた。
傍
 かたわ

 らの警察士に緊急配備の指示を出す。

　
安
 あん

 
堵
 ど

 したら、そこで急にベイリックの背が伸びた。違う。俺の腰が落ちていたのだ。痛みを薬で遮断して出血を放置しすぎて、貧血状態になったのだ。

　視界が急に暗くなる。背後に倒れていく。

　途中で止まった。

　視界が戻っていく。ギギナが掲げる
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 は、生体生成系第四階位〈
胚胎律動癒
 モラツクス

 〉を発動している。ギギナの左腕は、落ちていた俺の左腕と
肘
 ひじ

 の断面を合わせている。離れた肉の間に、
腫
 しゆ

 
瘍
 よう

 のように多能性
幹
 かん

 
細
 さい

 
胞
 ぼう

 が
膨
 ふく

 れあがる。神経と肉と骨が
癒
 ゆ

 
着
 ちやく

 していき、収縮。血液まで作られて、頭に血が戻る。最後に肌が
覆
 おお

 っていき、傷口が完全に
塞
 ふさ

 がった。

　俺の襟首を摑
 んでいたギギナが手を離す。

「楽しそうな事態に、私が居合わせなかったのが残念だ」

「俺のシャツに『緊急事態につきバカとの会話はお断り』と書いてこなかったことが残念だ」

　俺は頭を振って、貧血を追いはらう。立ち上がって、再びベイリックに向かいあう。

「緊急配備はしたんだろうな？」

「あまり期待はしないほうがいい。あれのせいで人員が
割
 さ

 けない」

　ベイリックが四角い
顎
 あご

 を右に向ける。顎先に
倣
 なら

 って視線を動かす。エリダナの中心部の方角だったが、ビルの山々の向こうに見える夜空は
茜
 あかね

 色に染まっていた。空に向かって火の
粉
 こ

 が舞い上がっている。

　俺たちがいるオルシャン通りからも見えるということは、激しく炎上していることになる。

「なん、だあれは？」

「賞金首を追っていて通りがかったが、先ほどエリダナの七都市同盟の大使館が爆破された。死者二五人、重軽傷者四十三人の大惨事だ」

　ギギナが告げた。銀の瞳もビルの間から赤々と見える炎を眺めていた。

「おそらく、ダリオネート、国際投資会議がエリダナに来ることを阻止するための過激派の犯行だろう」

「あちらの大事件へ警察士のほぼ全員が向かっている。ジヴーニャさんの捜索に人員はあまり割けない」

　ベイリックが俺から目線を
逸
 そ

 らした。

　俺は自分の運のなさに絶句した。俺が頼んだ用事のためにジヴが事件に巻きこまれ、さらには
誘
 ゆう

 
拐
 かい

 されてしまった。同時に大使館爆破事件が起こって、緊急配備もできない。不運も極まった。

　警察士と消防士が
溢
 あふ

 れ、破壊と炎が揺らめく車道で俺は立ちつくす。エリダナの夜は静けさには遥かに遠かった。

「ジヴ、無事でいてくれ」

　俺は祈った。

　人生でこれほど必死に祈ったことはないくらいに祈った。









　暗い風景。

　血と死体。
咒
 じゆ

 
式
 しき

 による砲弾と爆裂、
雷
 いかずち

 と槍の雨が飛び交う。焼けた
空
 から

 
薬
 やつ

 
莢
 きよう

 が、赤茶けた大地に落下して
甲
 かん

 
高
 だか

 い音を連ねていく。

　爆煙の間に
鈍
 にび

 色の
積
 せき

 
層
 そう

 
甲
 かつ

 
冑
 ちゆう

 が並び、
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
槍
 そう

 や魔杖剣の切っ先が
煌
 きら

 めく。
兜
 かぶと

 の
面
 めん

 

頰

 ぼお

 の下には、殺意の眼が並んでいる。

　軍列の間には、祖国の国旗がはためく。青い空のような地に、三つの民族が統合されたことを表す三頭の黒犬が座している。

　咒式兵たちは、旗のために進軍する。武器を握り、
軍
 ぐん

 
靴
 か

 の音を響かせる。

　甲冑の群れの先頭に立つのは、自分だった。右手には長く戦場をともにしてきた魔杖剣〈
悲
 ひ

 
姫
 き

 ジゼロ〉があった。左手には魔杖剣〈
思
 し

 
推
 すい

 せしオデオン〉があった。

　前方には、味方の数倍という銀の
甲
 かつ

 
冑
 ちゆう

 の群れ。戦車や軍用
火
 か

 
竜
 りゆう

 が混じっている。相手の軍勢の間にはためくのは、七つの星を散らした旗。大陸最強国家の騎士団が敵だった。

　いつもの場所だった。ウォルロットは焦る。行ってはならない。進んではならない。

「ウォルロット！　ウォルロット！　勇者ウォルロット！」

　
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
槍
 そう

 や魔杖剣を振り上げて、戦友たちが叫ぶ。

「あなたが、勇者ウォルロットがいるかぎり、俺たちは正義を信じられる」「俺たちは死なない」「敵はことごとく死に、祖国は永遠だ！」

　戦友たちが叫び、突撃していく。ウォルロットは止めようとする。手を伸ばして、押しとどめようとする。副官で親友のブローゾ。愛妻家のタルラーク、狙撃部隊の分隊長で、狙撃の名手だったゴバルド。
雷
 でん

 
撃
 げき

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 の達人ローシエ、
紅
 こう

 
一
 いつ

 
点
 てん

 のシジリエ。ジェイーにロディマス、ベロインにオボット、さらに多くの戦友にして部下たちが進む。止めようとするウォルロットの手は、彼ら彼女らの体をすり抜ける。

「行くな！　この闘いは間違っている！」

　ウォルロットは叫ぶ。必死に叫んで、周囲の人間を押しとどめようとする。

　強大な
爆
 ばく

 
裂
 れつ

 咒式が
鎧
 よろい

 ごと肉体を粉砕した。熱線が切り刻み、雷撃が感電させる。火竜たちの炎が軍列を
薙
 な

 ぎ払い、すべてが炎の海に沈む。

　ウォルロットは必死に剣を振るい、咒式を放つ。祖国のために、仲間のために、民のために。

　敵を殺して殺して、殺した。ウォルロットの力は絶大だった。

　だが、ウォルロットが殺した死者たちは、いつの間にか兵隊や
攻
 こう

 
性
 せい

 咒式士ではなくなっていた。

　女や子供や老人。ピエゾのペンクラート系住民だった。死者たちは黒い目と口から、タールのような黒い血を流して、ウォルロットに青白い手を伸ばす。

「どうして我らを殺したのです？」男が黒い血を吐いて叫ぶ。「どうして殺したの？」女が黒い涙を流して尋ねる。「勇者ウォルロット、どうしてあなたの民を殺したのです？」老人が嘆く。「ウォルロット様のようになりたかったのに、どうしてボクを殺したの？」子供が泣く。

　全員が死んだ。それぞれの愛もささやかな生活も、笑顔もともに歩んだ日々も、すべてが死に塗りつぶされた。ウォルロットが殺したのだ。

　群がる死者たちの青白い手を、ウォルロットは振りはらう。だが、手は次から次へと迫る。

「違う、俺はバセレオ
閣
 かつ

 
下
 か

 に命令されて、正義とピエゾのために戦っただけだ！」

　勇者の双剣が死者たちを切りつける。

「国を割ろうとするペンクラート人は敵だと、邪悪な裏切り者だと！　だから、だから！」

　群がる死者たちは斬れない。剣はいつの間にか二本とも折れていた。群がる死者たちの手がウォルロットの目を鼻を口を耳を、
千
 ち

 
切
 ぎ

 ろうとしてくる。

「どうして殺したの？」「武器も持たない女子供を殺すことの、どこに正義があったの？」「正義だと思ったのなら、どうしてピエゾから逃げたの？」

　群がる死者たちの手で、ウォルロットの体と心が引き裂かれた。

　闇が消えた。

　見えるのは白い天井。

　ウォルロットは悪夢から目覚めたことを知った。いつもの夢だった。過去は悪夢となって自らを責める。

　ウォルロットは、自らが
寝台
 ベツド

 の白いシーツに横たわっていたことに気づいた。

　悪寒に
嘔
 おう

 
吐
 と

 感。喉を手で押さえて、ウォルロットの血走った眼が室内を
彷徨
 さまよ

 う。寝台の
傍
 かたわ

 らにあった
椅
 い

 
子
 す

 に、破れた上着がかかっていた。即座に右手を伸ばし、
懐
 ふところ

 を探る。

　戻された右手には金属の小箱。開いて十錠のシャハーツを取りだす。一気に飲みこみ、

嚙

 か

 み砕く。空になった小箱を、部屋の隅に投げすてる。

　
薬
 やつ

 
効
 こう

 で心の不安感が紛れていく。悪夢の
残
 ざん

 
滓
 し

 も消えていった。

　落ちつくと、軽い痛み。自らの体を見下ろす。

　上半身は裸となっていた。厚い胸板に
穿
 うが

 たれた穴や六つの腹筋が切断された腹部、千切れかけた左腕には、包帯や治療用の
咒
 じゆ

 
符
 ふ

 が貼られていた。手当てによって体内の咒力を自動変換する
治
 ち

 
癒
 ゆ

 咒式が働いて、傷はかなり回復していた。ウォルロットが見ても、適切な処置だった。

　床は板張り。壁はところどころ壁紙が

剝

 は

 がれている。本棚には咒式の専門書が並んでいた。右にある窓の外には、ビルの裏の壁がそびえていた。

　安ホテルではなく、誰かが住んでいる一室だった。

　ウォルロットが自らの
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 と咒式具を捜そうとした瞬間、足音。寝台の上でウォルロットが起き上がり、構える。奥の扉が開き、アルリアン系の女が出てきた。

　緑の眼が驚いたように大きくなり、左右の
尖
 とが

 った耳が感情のままに二回動いた。

「もう起きたの？」

　女は、形の良い胸の前にシーツを抱えていた。

「あなたをここまで運ぶのは大変だったんだから」女の手が扉を閉める。「重くて動かせないから、ここまで来て台車を持ってきて、それに乗せて運んだの」

　ウォルロットが動く。シーツが女の手から落ちたときには、男はジヴーニャの背後に立っていた。左手を捕まえて、関節技を
極
 き

 める。女が抱えていたシーツがようやく床に落ちた。

「なぜ助けた？」

「助けられたから助けただけよ」腕を取られながらも、ジヴーニャは怒ったように答える。「第一に傷ついた人を放置しておけない。人として当たり前のことでしょう？」

　ジヴーニャは背後の男に答える。

「少なくとも私は借りを返した。だからこういう扱いを続けるなら、怒りますよ？」

　ウォルロットは、自らの腹部に当たる冷たい金属を感じた。見下ろすと、女の右手が
[image: ]

 ねじ

 りあげられた左手の
腋
 わき

 から背後に抜けていた。手には古めかしい火薬式の[image: ]
 銃が握られ、銃口が自らの腹部に向けられていた。

　先ほど持っていたシーツに隠れて[image: ]
 銃を握っていたのだ。ウォルロットにとって、銃弾など意味はない。だが、
塞
 ふさ

 がりきらない傷口に撃ちこまれれば、ただではすまない。

　残忍な笑みを浮かべ、ウォルロットは女から手を離す。ジヴーニャは銃口をウォルロットに向けたまま、距離をとっていく。

　ウォルロットは後退し、元の
寝台
 ベツド

 に腰を下ろす。重傷ゆえに、まだ立っていることも苦痛だった。そして自分が恥知らずな行動ばかりしていることに気づいていた。三年前のあの日から、ウォルロットは勇者の名を
汚
 けが

 しつづけていた。

　息を吐いて、吸う。相手を利用するためには、
手
 て

 
管
 くだ

 を使う必要がある。目線を眼前の女性に向ける。

「名前はジヴだったか？　手荒なことをしてすまなかった」

「私をジヴと呼んでいい男は、親族の他に一人だけ。正確にはジヴーニャよ」

　
微笑
 ほほえ

 むジヴーニャの銃口は、しかし下ろされない。改めてみると、銃口の先にある女は美しかった。外見だけではなく
凛
 りん

 とした心は、ウォルロットにも眩しかった。

　ウォルロットは、場違いなことを考えている自分を
戒
 いまし

 めた。
堕
 お

 ちた勇者として、利用するべき相手だ。

「それで、ジヴーニャさんとやら」内心を隠すように、周囲を
顎
 あご

 で示す。「ここはどこだ？」

「私の家までは遠いから、知りあいの家を借りたの。たまにしか使わないから、見つかる危険はないので安心して」

　ジヴーニャの言葉に噓
 はない。彼女自身も昨夜とは違う服を着ていた。ウォルロットが
安
 あん

 
堵
 ど

 の息を吐く。大きな呼吸が傷口を
疼
 うず

 かせる。男は胸と腹部と腕の手当てを思い出す。

「この手当ては君が？」と包帯と
咒
 じゆ

 
符
 ふ

 を示す。

「ええ。あのままだと死にそうだったからね。朝までつきっきりよ。早朝になって少し寝て、起きたから汚れたシーツを洗濯してみたの」

　銃口を構えたまま、ジヴーニャは室内にある
椅
 い

 
子
 す

 に腰を下ろす。二人の間にシーツが落ちたままだった。奇妙な二人は、椅子と寝台に座ってお互いを探っていた。

「的確な処置だが、君は看護師か？」

「違う違う」ジヴーニャは照れたように左手で手を振った。「恋人のガユス、ええと昨日の
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 でこの部屋の持ち主のことね。これがまたよく死にかける男で、手当てをたまに手伝うから慣れただけ」

　銃を左手に持ちかえて、ジヴーニャが続ける。

「咒式の原理はさっぱり分からないけど、それで合っているはず」

「なるほど。専門の咒符が使われていることも納得がいった」

　ウォルロットは当たり障りのない言葉を続けた。ジヴーニャは緊張感に耐えられなかった。

「そろそろ敵ではないと分かってくれた？　腕が疲れてきて銃を下ろしたいのだけど？」

「ああ、味方と思ってもらうことは難しいだろうが、敵ではない。もう手荒なことはしない」

　ウォルロットが両手を掲げる。ジヴーニャはようやく手を下ろした。それでも銃から左手を離さずに、
乳
 にゆう

 
酸
 さん

 が溜まった右手だけを振っている。緑の眼はウォルロットから離されない。

「事情が分かるまで他人に連絡をしないようにしたけど、あなたは何者？　そして」ジヴーニャは右手を襟元に入れる。戻ってきた手には、鎖と先に下がっている指輪があった。「狙われている理由である、これはなに？」

「俺が何者かと言えば、ただのウォルロットだ。そして」

　ウォルロットは自然に返した。ジヴーニャは不満そうだった。

「すまない。どうやら言えない事情があるのだ」ウォルロットは慎重に言葉を選んだ。「殺された男、ブローゾは、俺の親友だった」

　ウォルロットが唇を

嚙

 か

 みしめる。ブローゾの死を思い出すと、腹の底に怒りが生まれる。彼を殺した〈
古
 エ

 
き
 ノ

 
巨
 ル

 
人
 ム

 〉どもは絶対に許せない。

「彼は落ちぶれていた俺をエリダナに呼びよせた。エリダナでようやく連絡がつながると、いきなりおそろしいことが起こりそうだと、情報と証拠を
託
 たく

 したいと告げられた」事情は正直に言うことにした。「だが、〈古き巨人〉の追跡で果たせず、たままた通りがかった君に託した」

「そう、親友さんだったの……」

　ジヴーニャの眼は悲しい緑の色を帯びていた。胸の間で、鎖の先にある指輪が緑に揺れた。

　通りがかりの人間が死んでも悲しむ人間を、ウォルロットは久しぶりに見た気がした。

　ウォルロットは考えこむ。事態が急変しすぎて、彼自身も全体像を

摑

 つか

 めていないのだ。だが、やるべきことが分かっていた。

「彼の
最
 さい

 
期
 ご

 の言葉を教えてくれ」

　ジヴは迷う。ウォルロットは無傷の右手を差しだす。

「そしてその〈悲嘆の指輪〉を渡してくれ」

　ジヴーニャは緑の眼で自らの襟元を眺めた。ウォルロットは
焦
 じ

 れったそうに続けた。

「〈古き巨人〉は、その指輪を狙っている。渡してもらえれば、あとは俺が片付ける。君は事件が落ちつくまで国外へ逃げていろ」

　ジヴーニャは息を吸い、吐いた。決心を告げる。

「両方嫌です」

「嫌、だと？」

　意外な返事にウォルロットの顔に、
凶
 きよう

 
相
 そう

 が表われる。









　ジヴを捜して、俺はエリダナの街に車を走らせる。夜から知りうるかぎりの情報屋に声をかけていたが、それでも動かずにはいられなかった。

　携帯に着信。運転しながらも、急いで出る。

「見つかったか!?
 」

「いえ、そのリゼリアですが」声で察したようだ。「フリューはまだ、ということですね」

　俺は落胆したように息を吐く。車を進めていく。

「違う、いや違わないのだが」俺は完全にフリューとリゼリアのことを忘れていた。「すまない。こちらもおまえと同じで恋人が消えて、駆けずりまわっていた」

「そんな……」リゼリアは電話の向こうで言葉を失っていた。「すいません。ガユスさんが大変なときに……」

「いや、フリューの捜索も続ける。仕事だし、講師と生徒の義理もある。なにしろ、依頼者の痛みが分かりすぎるほど分かる」

「あの、私が言うのもなんですが、落ちこまないでください。きっと見つかりますよ」

「ああ。フリューも必ず見つかる」

　依頼人と俺が相互に慰める事態になっていた。

「もしジヴーニャさんのことが分かったら、こちらからも連絡します」

「頼む」

　電話を切ったあと、入れ替わりのように情報屋のヴィネルから地下水道の図面が来た。水路の経路からいって、ジヴが流されたのはパルディナ川だと予測した。川岸の道を車で流して、ジヴの姿を捜す。

　車中から川辺の通りを行く人物を見ていく。白金の髪を持つアルリアン系の女がいれば、前に回りこむ。顔を確認して
意
 い

 
気
 き

 
消
 しよう

 
沈
 ちん

 し、相手には不審者を見るような目を向けられる。そんなことを夜からもう十数回も繰りかえしている。

　さすがに疲労が限界に来て、川岸の路上に車を停める。ビルの連なりの向こうに、開けた土地があった。卵状の屋根を持つオラクル競技場が見える。遠く歓声が聞こえた。

　ヴォックルの試合をやっているのかもしれない。去年の秋はオラクル競技場であった試合の観戦にジヴと行った。その後は対岸にある俺の隠れ家のひとつに泊まって、楽しかったことを思い出す。

　そんな大事な女であるジヴが
誘
 ゆう

 
拐
 かい

 されたのだ。
焦
 しよう

 
燥
 そう

 感は胃の底からこみあがる
嘔
 おう

 
吐
 と

 感に近くなっていた。
堪
 こら

 えていると、隣が目に入る。車の助手席には、ギギナが座っている。

「どうでもいいが、なぜギギナが助手席にいる？」俺の疑問は
膨
 ふく

 らむ。「おまえがわざわざ善意で俺の手助けをしてくれるとは思えないのだが？」

「善意だ」

　ギギナが
獰
 どう

 
猛
 もう

 な
微
 ほほ

 
笑
 え

 みを浮かべる。

「おまえの女を誘拐したのは、聞くかぎり超級の
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 。そして〈
古
 エ

 
き
 ノ

 
巨
 ル

 
人
 ム

 〉が追っている」

　目には歓喜の光があった。武人が戦場を前にした喜びの表情だった。

「これは絶対に最高の闘いが待っているに決まっているではないか。だから私なりの善意で協力している」

「死ね。本当に死ね。やっぱり死ね。お願いだから死ね」

　俺は相棒が心底嫌いになった。だが、すぐに冷静になる。情報屋を使っているように、俺だけでは、ジヴを捜しだすことができない。また、ジヴを見つけても、俺一人の力ではウォルロットや〈古き巨人〉という相手からは助けだすことができない。

　ギギナの思惑がどうであろうと、助力してくれるというなら、戦力として利用すべきだ。

「医者が
匙
 さじ

 を遠投するような病気思考だが、勝手にしろ」

「ガユスからの命令も頼みも聞いたことがない事実が、私の誇りだ」

　車を発進させて、事務所に向ける。ギギナの
泰
 たい

 
然
 ぜん

 
自
 じ

 
若
 じやく

 の態度に
苛
 いら

 
々
 いら

 としつつ、携帯で警察のベイリックを呼びだす。

「またガユスか」

「ジヴは見つかったか？」

「まだ発見できない」

　ベイリックが答え、
溜
 た

 め
息
 いき

 を
吐
 つ

 いた。

「心配なのは分かるが、三十分ごとに連絡してきても事態は進展しない。ジヴーニャさんが見つかったら、真っ先にガユスへ連絡する」

　安心させるように、ベイリックが続ける。

「朗報としては、市当局が〈
古
 エ

 
き
 ノ

 
巨
 ル

 
人
 ム

 〉の三体に賞金をかけた。それぞれ一億イェンだから、一部の武闘派
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 、組織としてはヒュビイン咒式士事務所やオグネイ騎士会、アムザ咒式士事務所やガオ・ン咒式士会が追跡に入った」ベイリックが声を
潜
 ひそ

 める。「さらには、非公式だが、犯罪者に近いドードデオン咒式士事務所やペレネイン団、ゴラエフ一家まで動いているという
噂
 うわさ

 もある」

「エリダナの攻性咒式士どもの凶暴さが嬉しくなる日が来ようとはね」

　俺は溜め息を吐く。ジヴを狙う敵、〈古き巨人〉を誰かが倒してくれれば、生存確率が高まる。

「とにかくジヴの情報が入ったら頼む」と念を押して俺は携帯を切る。

　車窓の外の光景は、事務所近くに戻っていた。赤信号で止まった前の車に
倣
 なら

 い、ヴァンを停める。待っていると、携帯が鳴った。事態の進展かと携帯を見ると、情報屋のヴィネルからの連絡だった。

「ヴィネル、ジヴの行方が分かったのか？」

「焦るなよ。おまえさんのジヴーニャは見つかっていない」

　立体光学映像が起動し、舞踏会の仮面が浮かびあがる。

「冗談で連絡してきたのなら、現代芸術のような死体にするが？」

「おまえは、他はともかく、女に関してだけは真剣だな」

　ヴィネルの声が薄く笑う。

「おまえがジヴーニャ嬢から聞いた男、そして
誘
 ゆう

 
拐
 かい

 した男を捜した。まず、ジヴーニャ嬢に指輪を渡して殺されたという男は、死体がなかった」

「どういう、ことだ？」

「ジヴーニャ嬢があの場で噓
 を言う理由はない。となると、どこかの誰かが気を利かせて死体を回収したのだろう」

「訳が分からない」

　俺の疑問に、ヴィネルも答えられない。

「一方で、エリダナの警察は甘くない。これはベイリック警部補も知らされていないことだが、
隠
 いん

 
蔽
 ぺい

 工作された現場に残っていた血の
掌
 しよう

 
紋
 もん

 から、消えた死体の正体を突き止めた」

「誰だ？　もったいぶるな」

「死体の正体は、エリダナにおけるピエゾ連邦共和国大使館付の武官、ブローゾ少佐だ」

「ピエゾ連邦共和国、ってどこかで聞いたことがある国名だが」

　思い出せないでいると、ヴィネルが画像で地図を表示してくれる。

「皇国の東北、同盟の上、
破
 は

 
綻
 たん

 国家として有名なアレトン共和国からいくつか国を
跨
 また

 いで、インジー連邦の隣の国らしいな」

「そんな北の国の武官が？　エリダナで〈
古
 エ

 
き
 ノ

 
巨
 ル

 
人
 ム

 〉に殺され、ジヴーニャに指輪を渡して事件に巻きこんだ？」

　意味が分からない。話を具体的な方向に戻す。

「
誘
 ゆう

 
拐
 かい

 していったオーロットだかウォルロットだかについては、なにか分かるか？」

　ギギナが声を割りこませる。ヴィネルの声はさらに迷う。

「まだよく分からない」

「〈古き巨人〉一体となら、
互
 ご

 
角
 かく

 に渡りあうような
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 だぞ？　世界にそんな怪物が何人いると思っている？」

「分かったこともある。ガユスが示した咒印組成式を調べると、アーギネイオン学派が使う補助式が組みこまれていた。これは北方、ピエゾ連邦共和国の攻性咒式士が好んで使うものだ」

「ブローゾ少佐と同じ国の人間か。その
蓋
 がい

 
然
 ぜん

 性は高いが、そこまで
絞
 しぼ

 りこんでも分からないのか？」

「情報屋とて万能ではない。言語が違うピエゾや、記録に残っていない存在、情報統制をしている国家については無力だ」

　ヴィネルが映像で表示した白旗を振る。いつかのようにウォルロットの正体が〈
異
 い

 
貌
 ぼう

 のものども〉という線も考えられる。だが、どう見てもウォルロットは人間だった。

　オーロットだかウォルロットだかの正体については、一旦保留しておこう。

「それで警察はどう動いている？　大使館からたどれたのか？」

「上から圧力がかかって、捜査は打ちきられるだろうね」

「署長が圧力をかけたのか？」

「もっと上だ」

　ヴィネルの言葉で、考える。苦い予測が生まれる。

「上といえば、ヒルベリオ市長か？」

　春先の事件での市長の決断を、俺は忘れていない。多数を救うためなら、少数を殺すことを
躊躇
 ためら

 わない政治家だ。見捨てられた側としては、絶対に納得しない。

「違う。国だ。皇国から直接圧力が来ている」

　ヴィネルが淡々と告げた。俺の苦さは極まる。他はともかく、これは重大な情報だ。

「殺された少佐が属していたのはピエゾ連邦共和国だ。皇国としては、今現在、もっとも扱いが難しい国の関係者をつつくことはできないのだろう」

「ペンクラート独立を
擁
 よう

 
護
 ご

 した同盟に
遺
 い

 
憾
 かん

 の意を表明したという国か」苦い感情が胸から
溢
 あふ

 れそうになる。「分かった。なにか分かったら、また連絡をしてくれ。金はヴィネルの言い値でいい」

「ガユスが
窮
 きゆう

 
地
 ち

 だからといって、高い金を取る気はない」ヴィネルの仮面が淡々と告げた。「情報屋は情報の重要度と入手困難度で価格を上下させるだけだ」

「情報屋に
矜
 きよう

 
恃
 じ

 があったとは初耳だ。それでも頼む」

　俺はヴィネルとの通信を切る。助手席のギギナが不愉快そうな横顔をしていた。

「政治と外交問題というわけか」

　赤い唇がつぶやく。青信号でも前の車が停まっている。前では抗議の行進が続いていた。

「今現在、エリダナにおいてジヴーニャを真剣に捜しているのは俺だけということだ」

　俺は唇を

嚙

 か

 みしめる。いつもながら事情は常に最悪の底を抜けた最悪だ。

「貴様は、ウォルロットという男がジヴーニャを抱えて地下水道に入った瞬間を見たのだろう？」

　ギギナの声に、俺はうなずく。助手席のギギナの横顔に焦りはない。

「だとしたら、ウォルロットとやらはジヴーニャを殺さない。少なくともしばらくの間はな」

　ギギナは憎らしいほどの冷静さだった。だが、論理としては合っている。お陰で俺の実際以上の不安が、実態程度まで
和
 やわ

 らいだ。

　ジヴを見つけることが先決だ。しかし、俺が無闇に駆けずりまわっても仕方がない。ベイリックの捜査や、情報屋のヴィネルやナテッロ、
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 の知りあいの情報網にジヴの消息が引っかかることを待つしかない。

　だとしたら、ジヴをこの手に取りもどしてからのことに備えていてもいい。俺にできることは、それしかない。

　車は角を曲がる。事務所の前に戻る。

　事務所の前には、黒塗りの高級車が停まっていた。目線を動かし、車の後ろを眺める。自動車登録番号標は、青地に白で「〇九〇二」とあった。

　俺とギギナが車から降りる。高級車の傍らには、黒背広の男が両手を前に重ねて立っていた。

「あなたがたにお会いしたいという人がいます。ご足労をお願いできませんか？」

　俺とギギナは顔を見合わせる。









　パルディナ川沿いの雑居ビルの一室。

　ジヴーニャとウォルロットが向かいあっていた。寝台に座るウォルロットの全身から圧力が放たれる。

「指輪も渡さず、機密も話さない。国外へも逃げない、か」

　
精
 せい

 
悍
 かん

 な顔に、邪悪な意志が満ちていく。

「ならば力ずくで話させ、奪うだけだ」

　男からの憎悪と悪意の放射に、しかしジヴーニャは引かない。

「親友さんの最期の言葉が分からなくなりますよ？」

「女一匹ごとき、吐かせる方法などいくらでもある」

　ウォルロットが
酷
 こく

 
薄
 はく

 な笑みを浮かべる。男の青い目には、
鮫
 さめ

 のような残忍な光が宿っている。

「たとえば両手足の指を順番に切っていき、目や鼻や耳をつぶし、歯を折り、舌だけを残して放置する。おまえから殺してくれるなら教えると叫ぶ。たとえば俺がおまえを犯して
孕
 はら

 ませ、腹を引き裂いて取り出した
胎
 たい

 
児
 じ

 を、おまえ自身に喰わせる。精神を崩壊させてから、じっくりと聞くことにしよう」

　ウォルロットの目が、スカートから伸びたジヴの足や胸を眺める。

「なに、俺としてもおまえほどの美人を犯すのは楽しい作業になる」

　男の獣めいた眼差しに、ジヴは震える。足を閉じて左手で胸を押さえる。

　怖い。どうあろうと、ウォルロットは
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 。一般人で女性のジヴーニャが抗しえるような存在ではない。それでも、ジヴーニャはここで引き下がってはならないと理解していた。引けば、取引は成立せず、ウォルロットの意のままになる。

　ジヴーニャは手に握る銃を反転。自らの
顎
 あご

 に銃口を埋める。

「そんなことをされる前に死にます」

　ウォルロットは相手の真意を測った。本気、ではないと思う。だが、
辱
 はずかし

 められる前に死ぬ女を、戦場で何十人と見てきた。女性の決心だけは測りがたい。

「では、どうしたいと言うのだ？」

「私の命を保障して」

「死ぬと言ったり、保障しろと言ったり意味不明だな」

「私がブローゾさんの最期の言葉を知っていることを、〈
古
 エ

 
き
 ノ

 
巨
 ル

 
人
 ム

 〉たちも知っている。だとしたら、私があなたに話しても指輪を手放しても、彼らに追われる」ジヴーニャは必死に言葉を
紡
 つむ

 ぐ。「私はどこにいても安全ではない。また敵が複数である以上、指輪と私の追跡を別々に行う可能性もあるでしょう？」

　女の緑の
双
 そう

 
眸
 ぼう

 が、ウォルロットを見据える。

「だからあなたに私の命の保障を要請したい」

　挑むようにジヴーニャは論理を続ける。

「あなたは親友が死んだ原因を知り、また親友を殺害した〈古き巨人〉どもを狙うのでしょう？」

　ジヴーニャの問いに、仕方なくウォルロットはうなずく。堕ちた勇者、虐殺者であっても彼にとって、なによりもブローゾの
仇
 かたき

 を
討
 と

 ることは絶対だ。

「あなたが狙っている〈古き巨人〉どもは私を狙う」ジヴーニャは無理にでも
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。「言葉を知る私と指輪をともに持っていれば、〈古き巨人〉は向こうからやってくるのでは？」

「なるほど、理屈だ」

　ウォルロットは相手の論に感心していた。ジヴーニャは眼前にいる自分が、彼女を上手く扱おうと考えていることが分かっていたのだ。だから彼女は先手を打ってきた。取引としては成立している。ジヴーニャはさらに続ける。

「また、あなたは外国の人でエリダナに不案内でしょう？」

　外見もそうだが、自らの発音に祖国の
訛
 なま

 りが残っていることをウォルロットも自覚していた。

「追うにしても逃げるにしても、地元の私の命を保障したほうが得だと思わない？」

　ジヴーニャの提案は
有
 ゆう

 
益
 えき

 だった。ウォルロットはまったくエリダナの地理が分からない。

「最期の言葉は保険として持っていればいいが、指輪は渡してくれ。君が持っていると相手が狙う二つのものが一か所に重なることになる」

「あなたをまったく信用できないから、ダメです。これも私の保険です」

　ジヴーニャは鎖のついた指輪を指先で

摑

 つか

 んで、襟元に戻す。豊かな胸の合間へ、指輪が落ちていく。ウォルロットは息を吐く。

「分かった。相互利益が完全に一致しているようだ」

　ジヴーニャがうなずく。

「取ろうとしてもダメよ？　私は敏感だからすぐに気づきますからね？　ついでに指輪を盗った場合は、親友の最期の言葉を教えませんよ？」

　ウォルロットがうなずく。眼は指輪が収まる場所から離れない。親友が
託
 たく

 した
謎
 なぞ

 を考えていたのだ。胸の前でジヴーニャが両手を交差させて視線を
遮
 さえぎ

 る。

「あまり見ないでください」

　ウォルロットは苦笑した。たかが小娘と思ったが、すでにウォルロットのほうが振り回されていた。

　男に聞こえないように、ジヴーニャは「ここはあの人だけが見ていいのだから」と小さくつぶやいた。

　ウォルロットが寝台から立ち上がる。
寝台
 ベツド

 の横にあった上着を手にとる。自分の
外
 がい

 
套
 とう

 は完全に破れたので、ジヴーニャが用意したものだった。

「丸腰では戦えない。俺の
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 と
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
具
 ぐ

 はどこにある？」

　用意された上着の袖に腕を通しつつ、ウォルロットが尋ねた。ジヴーニャが立ち上がって、視線を

簞

 たん

 
笥
 す

 の上の天井に向ける。天井の板が微妙にずれていた。

「敵ではないどころか、味方だと分かるまでは武装解除か。正しい判断だ」

　ジヴーニャの用心深さに、ウォルロットは感心するしかなかった。男は簞
 笥の扉を開き、
棚
 たな

 に足をかけて登る。天井の板を退けて、手を入れる。金属と革の手触り。引きだして床に戻る。

　革帯を腰と背中に回す。魔杖剣〈
悲
 ひ

 
姫
 き

 ジゼロ〉を腰の左に、魔杖剣〈
思
 し

 
推
 すい

 せしオデオン〉を背中に差す。予備
弾
 だん

 
倉
 そう

 を上着の裏に装着していく。まだ回復しきっていない体に武装が重い。苦痛に顔を
歪
 ゆが

 めてしまう。

　
傍
 かたわ

 らのジヴーニャが気遣いの表情を向けていた。ウォルロットは平然とした顔を作った。

　ジヴーニャは、ウォルロットに向けて右手を差しだす。

「それで、携帯を持っていません？　私の携帯は〈
古
 エ

 
き
 ノ

 
巨
 ル

 
人
 ム

 〉に壊されたので、ガユスに連絡を取りたいのですが？」

「他人に連絡することは禁じる」

　ウォルロットの冷たい言葉に、ジヴーニャが反論する。

「ガユスと相棒のギギナさんは強力な
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 で、昨夜のようにきっと力を貸してくれますよ！」

　ウォルロットは冷淡さとともに無言。ジヴーニャは腕を組んで男を
睨
 にら

 みつける。

「いいですよ。隙を見て勝手に連絡しますから」

「もし連絡すれば、俺は親友が
託
 たく

 した秘密の保持のために、ガユスという男を殺さねばならなくなる」

　ウォルロットの眼には冷たい意志が見えた。

　ジヴーニャは唇を

嚙

 か

 みしめた。相手に
完
 かん

 
璧
 ぺき

 に心理を見抜かれ、一言で行動を抑制された。ウォルロットは戦闘力があるだけでなく、
奸
 かん

 
智
 ち

 に
長
 た

 けている。

　脳内で昨夜のウォルロットとよく知るガユスを比べた。

　残念だが、ジヴーニャの
素人
 しろうと

 
目
 め

 であっても、攻性咒式士としての
技
 ぎ

 
倆
 りよう

 に圧倒的な差がある。眼前のウォルロットはただの一人で、ビルほどもある〈
古
 エ

 
き
 ノ

 
巨
 ル

 
人
 ム

 〉と渡りあったのだ。戦えば、必ずウォルロットはガユスを殺すだろう。

　ジヴーニャは決心した。

　だとしたら、今は自分一人に引きつけてウォルロットと〈古き巨人〉を戦わせたほうが、自分とガユスの安全が確保できる。

「分かった。連絡はしない。絶対にしない」

　自分に言い聞かせるように、ジヴーニャは宣言した。

　ウォルロットは無言でうなずいた。彼は親友の
復
 ふく

 
讐
 しゆう

 を絶対に果たすつもりだった。ブローゾが言ったピエゾの危機も、〈古き巨人〉が現れた以上、真実だ。女に対しては、今のところ〈古き巨人〉が最終目標だと思わせておけばいい。

　ウォルロットは笑う。指輪と言葉、〈古き巨人〉とピエゾの危機は、ブローゾが告げたように莫大な富を生むはずだ。だが、どこに富があり、誰へ売りつければいいかはまったく分からない。まずは事態を見極めることが必要だった。

　ジヴーニャは
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。ウォルロットも微笑む。

「取引成立。よろしくねウォルロットさん」

「ウォルロットでいい」

「では、私もジヴーニャでいい」

　互いに真意を隠した、打算の取引だった。

　ウォルロットの顔には苦痛の色があった。立っていられず、
寝台
 ベツド

 に腰を下ろす。

「まだ激しい動きは無理だと思う。あくまで救急用の包帯と
咒
 じゆ

 
符
 ふ

 だから」

　ジヴが駆けよる。血が
滲
 にじ

 む包帯を締めなおす。効果を失った咒符を新しいものと取り替える。

「傷と咒力が完全回復するまでは、無理はできぬな」

　圧倒的な〈古き巨人〉と戦えるようになるには、万全の状態が大前提だ。完全回復には、二日か三日はかかるとウォルロットは判断した。男の目はジヴーニャを見据える。

「〈
古
 エ

 
き
 ノ

 
巨
 ル

 
人
 ム

 〉と戦うにしても、まずはここを移動しよう」

　ウォルロットの言葉に、ジヴーニャはうなずいた。

「完治していなくても、ここを移動したほうがいいと思う。今は安全だけど、流されたパルディナ川から近すぎるから、いつかは見つかる」

　ジヴーニャの眼には真剣な色が浮かんでいた。

　ウォルロットは窓の外に視線を向ける。エリダナの街は平和そうに見える。

　歩道を行き交う人々、色とりどりの車の列。ビルの群れ。川を挟んだ対岸にも、またビルの群れ。ジヴーニャもウォルロットの視線を追って、窓の外を眺める。

　オラクル競技場の卵形の屋根が見えた。









　出入り口には、青地に三頭の黒犬の国旗がはためく。

　エリダナ東岸部、官公庁の一角に、ピエゾ連邦共和国の大使館が建っていた。

　老秘書官の案内で、奥の部屋に通される。部屋の壁一面に、数十もの立体光学映像が起動していた。

　示されるのは、音を
絞
 しぼ

 った皇国や同盟の国営や民間の報道番組。三十二階建てのテンペリオンビルが完成して数日後に落成式が行われるというエリダナだけの報道や、大陸各国の事件や事故、平均株価や
為
 か

 
替
 わせ

 相場が流れていた。

　遠い神聖イージェス教国では、内乱で
咒
 じゆ

 
式
 しき

 が放たれ、建物が崩れる。頭から血を流す子供を抱えた母親が、画面に向かって非道を訴えていた。南方大陸では竜と軍隊が衝突。
膠
 こう

 
着
 ちやく

 状態に入っていた。為替相場では、各国通貨が上下していた。通貨である皇国イェンと同盟イェンが小さく上下し、ハルバーンが上昇し、ピエゾンが下がっていた。

　あいもかわらず各国では問題が
頻
 ひん

 
発
 ぱつ

 していた。

　青白い光を受けて、男が画面を眺めて立っていた。紺色の背広に肩掛けをした背中は、重みに耐えているかのようだった。

「ギャリー外務事務官、客人をお連れしました」

　秘書官の案内で、男が
杖
 つえ

 をついて振りかえる。白髪に民族衣装のような帽子を被った老人だった。

「突然の招待に応じてくれて感謝しています」

　老人は柔らかな笑みとともに、指を振る。数十もある立体光学映像の音が一斉に消失した。無音の映像のなか、窓際にある応接
椅
 い

 
子
 す

 に向かう。部屋の隅、窓に目がいく。

　窓際には
鳥
 とり

 
籠
 かご

 が吊るされ、白い
鳩
 はと

 が俺たちを見ていた。足には銀の環が
嵌
 はま

 っていた。

「前の席へどうぞ」

　俺とギギナは顔を見合わせて、危険な事態ではないと確認した。前にある椅子それぞれに座る。俺たちを案内した老秘書官は、老人の背後に立つ。

　老人は酒好きの神父のような、
柔
 にゆう

 
和
 わ

 な表情をしていた。

　毎度のことで
飽
 あ

 きてきたが、ギギナは座った
椅
 い

 
子
 す

 を確かめている。ほどほどに満足したようだ。老人が俺たちを見据える。

「自己紹介が遅れましたが、私はピエゾ連邦共和国外務事務官、特命全権大使のヘドウィグ・ギャリー。ヘドウィグでもギャリー
伯
 はく

 
爵
 しやく

 でも自由にお呼びください」

「それで、ギャリー伯爵
閣
 かつ

 
下
 か

 が我らになんのご用でしょうか？」

　俺は
直
 ちよく

 
裁
 さい

 に尋ねる。老ギャリー伯爵は、
好
 こう

 
々
 こう

 
爺
 や

 の顔に神妙な表情を浮かべる。

「我がピエゾ連邦共和国が、ジヴーニャさんとあなたに大変なご迷惑をかけたと聞いて、釈明をするべきだと思ったのです」

　ギャリー伯爵が続けた。

「すでにご存じだと思いますが、ジヴーニャさんに
謎
 なぞ

 の指輪を渡して、〈
古
 エ

 
き
 ノ

 
巨
 ル

 
人
 ム

 〉に追われる原因を作ったのは、ピエゾ連邦共和国のブローゾ少佐という軍人です」

「ブローゾと経緯については、少しなら知っています」

　俺は慎重に答えておく。ギャリー老人が続けていく。

「そしてジヴーニャさんを
誘
 ゆう

 
拐
 かい

 したのは、同じくピエゾ連邦共和国の元軍人、ウォルロット元特佐です」

「二人ともピエゾの軍人、ですか」

　俺とギギナは横目で確認する。

「それゆえにピエゾ連邦共和国としては、謝罪をしておきたい」

　俺としては反応に困る。一国の大使がわざわざ民間人に謝罪をするというのは、ありえない。ギャリー伯爵は、おそろしく腰が低い人物だ。

「エリダナが今
沸
 ふつ

 
騰
 とう

 している以上、警察も動けない。だとしたら、こちらから提供できる情報を渡しておこうと思います」

「では、当事者として
遠
 えん

 
慮
 りよ

 なくお聞きします」出来うるかぎりの情報が欲しい。「ジヴ、いやジヴーニャ誘拐事件の原因となった、ブローゾ少佐とウォルロット元特佐とは、どのような人物なのですか？」

　俺は前置きなしに問いを投げる。ギャリー伯爵がうなずく。

「二人は同郷の師弟でした。ブローゾ少佐は在エリダナのピエゾ大使館付きの武官でした。ですが、元々
幕
 ばく

 
僚
 りよう

 
統
 とう

 
帥
 すい

 
部
 ぶ

 の指示しか受けずに大使館から独立して動いており、外交畑の私にはよく分かりません。ただ、どうやら軍上層部と関わりがあった男のようです」　

「上層部、ですか」

「ブローゾとウォルロットの二人は同郷で、兄弟同然の間柄だったようです。そして同じ第九〇三部隊に属し、上官と部下でもありました。部隊解体後のブローゾは別の部隊に配属されていたようですね」

「ピエゾの第九〇三部隊、というとあの九〇三部隊か？」

　椅子に王者のように座していたギギナが声を
挟
 はさ

 む。

「メムノン、例の資料を」ギャリー
伯
 はく

 
爵
 しやく

 は
傍
 かたわ

 らの老秘書官をうながす。「そちらのかたはご存じのようですが、問題はその第九〇三部隊とウォルロット元特佐です」

　メムノンと呼ばれた老秘書官が書類を取りだし、ギャリーの手が受けとる。老伯爵の目が資料を読みあげていく。

「ウォルロット・ウォルハーグは、破壊活動などを行う特殊暗殺部隊、
皇
 こう

 
暦
 れき

 で言えば八九年に山猫部隊、九三年に赤馬計画とされた第九〇三部隊の出身です」

「リフィア大使館事件やウォンサッド作戦の裏で動いていたと聞くが、実在していたのか？」

　ギギナが問いかえすと、ギャリー伯爵が
顎
 あご

 を引いて肯定した。俺だけが話に取りのこされている。

「どういうことだ？」

「第九〇三部隊は、各特殊作戦を成功させ、ピエゾ最強と呼ばれた特殊部隊です。部隊の実戦指揮官が、例のウォルロットでした。八年前の第一次ペンクラート独立紛争では、同盟と戦って、彼と彼が率いた中隊が同盟の第八〇三騎士大隊、第八〇六竜騎士大隊を壊滅させています」

「怪物かよ」

　俺がつぶやき、ギギナの眼に光が宿る。俺はさらに疑う。

「同盟の騎士団と竜騎士団といえば、電柱なみの槍を抱えて音速で突撃し、軍用竜とともに莫大な破壊を
撒
 ま

 き散らし、突撃力においては大陸最強のひとつだと言われている部隊だ。それをたかが中隊で壊滅させた、だと？」

　大使の前だが、驚きの声が出ていた。慌てて謝罪するも、ギャリー伯爵は手を振った。

「彼は間違いなくピエゾでも最強の
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 の一人です」

「それほどの攻性咒式士が無名なのも、納得できない話ですが？」

「ピエゾではウォルロット、国外では発音と文字表記の違いから、オーロット、ウォーロットと誤ってか、家名のウォルハーグだけが伝わっている人物です」

「ウォルハーグ、そうか勇者ウォルハーグか」

　そこまで言われて、ようやく俺も思い出す。ギギナもうなずく。

「マーレーヤの街を滅ぼした
長命竜
 アルター

 を倒し、フブゥムの荒野で毒巨人マロボレス・スを倒した恐るべき攻性咒式士だ」

「詳しい経歴を知らなかったが、軍人だったのか」

　事実だと分かっていても信じられない。だが信じざるを得ない。

「ウォルロットは、元々ピエゾの勇者と呼ばれるほどの人物。ピエゾの攻性咒式士たちすべてが尊敬する人物、でした」

「でした？」

　俺が
鸚鵡
 おうむ

 
返
 がえ

 しで問う。ギギナは銀の目に
厭
 いと

 わしげな色を浮かべる。ギャリー伯爵の隣に立つ老秘書官が[image: ]
 を握りしめた。

　苦渋の表情で、ギャリーが続ける。

「第九〇三部隊は四年前、九三年の大事件、二代前のバセレオ大統領が起こしたペンクラート
虐
 ぎやく

 
殺
 さつ

 に関与していたのです」

「あの虐殺に関係していたのか」

　俺は言葉を失う。記憶をたどる。

「たしかピエゾの三民族のうち、独立を指向したペンクラート系住民を、バセレオ大統領が殺害した事件でしたね。指導部を特殊部隊が殺害するだけでなく、見せしめとしてペンクラート系の市街地に軍隊が侵攻した。老人も女も子供も関係なく、虐殺されたとか」

「二〇〇〇人が殺されたと言うが、実際には四三〇〇人も殺されているという
噂
 うわさ

 があるな」

　ギギナが補足する。ギャリーは痛みに耐えるかのように続ける。

「ウルムンの独裁者と言われるドーチェッタは、国内統制のために圧政を敷いたと聞きます。ですが、バセレオは単に自己の政権維持と国内の不満を
逸
 そ

 らすためだけに虐殺を行ったのです」老
伯
 はく

 
爵
 しやく

 が続ける。「その愚行のお陰で、まだ
融
 ゆう

 
和
 わ

 の道もあったペンクラート系住民の抵抗運動は激化し、各地に広がりました。ペンクラート系軍人や同盟の援助で三年前の第二次ペンクラート紛争で、
暫
 ざん

 
定
 てい

 的な独立を果たし、国の三分の一が失われました」

　ギャリーは続ける。

「その虐殺作戦の先頭に立ったのが、ウォルロットです」

　俺は[image: ]
 を握りしめる。ジヴを
誘
 ゆう

 
拐
 かい

 した男は、聞けば聞くほど最悪だった。

「もちろん軍人が大統領命令に反することは、法的には反逆罪です」

　ギャリーは不愉快そのものといった声と表情だった。

「だが、軍人としても人としても、彼は
謀
 む

 
反
 ほん

 すべきだった。ピエゾの勇者が参加したからこそ、兵士たちも疑問を持たずに虐殺に参加した。彼は強い
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 であったが、人間としてはなにも考えていなかった」

　老伯爵は資料を閉じた。すでに見るのも嫌になったのだろう。

「国家の英雄としてのウォルロットは、そのとき死にました。公的文書からいっさい削除されましたので、他国の人間が知るのはそれ以前の彼だけです」

　灰色の目には嫌悪感があった。

「そして虐殺とペンクラート独立を呼びよせたバセレオ大統領が
失
 しつ

 
脚
 きやく

 すると同時に、第九〇三部隊も解体されました。隊員のほとんどは軍事法廷で
投
 とう

 
獄
 ごく

 と処刑。一部は他部隊へ配属されました。ウォルロットは過去の数々の国家への功績で処刑を減刑され、ピエゾ永久監獄に投獄されました。本人は、国家に従った自分がなぜ投獄されたのかも理解していなかったようです」

　祖国の失態を語る老伯爵の顔には、苦渋が満ちていた。

　
傍
 かたわ

 らに控える老秘書官は唇を

嚙

 か

 みしめている。なにか言いたいらしいが、上司の手前なので
堪
 こら

 えているらしい。

　ギャリーは嫌悪感のままに吐きすてていく。

「しかし、ウォルロットは即座に
官
 かん

 
吏
 り

 と警備士十四人を殺して脱獄。以降は消息不明です。おそらくピエゾ国内から去っていったのでしょう。悪い
噂
 うわさ

 だと、盗賊団の長となったとも、黒社会の組織の護衛などを務め麻薬中毒者となったとも言われていましたが、真偽は不明です」

　ギャリーの顔に
鎮
 ちん

 
痛
 つう

 の色が現れていた。

「そして昨日、三年ぶりに、なぜかここエリダナに現れました。そしてあのような
誘
 ゆう

 
拐
 かい

 事件を起こしています」

「だとしても、そこで〈
古
 エ

 
き
 ノ

 
巨
 ル

 
人
 ム

 〉が出てくる理由がやはり分からない」

「私にも分からないのです」

　ギャリーも老いた顔に、疑問の表情を浮かべる。

「ピエゾと〈古き巨人〉はかなり良好な関係です。皇国や同盟のような領土問題すら起こらず、定期的な交流もあるくらいです。〈古き巨人〉が、ピエゾの軍人と元軍人を襲う理由があるはずもないのですが」

「
鍵
 かぎ

 となるのはジヴが受けとった指輪、ということでしょうか？」

「仮説としては、ピエゾの軍人、ブローゾが〈古き巨人〉にとって大切な指輪を奪った。それをウォルロットに渡そうとしてすべての問題が起こった、ことになるのか？」

　ギギナが話をまとめる。俺にもその可能性しか考えられない。

　だが、ブローゾがなぜピエゾ本国ではなく、師とはいえ、虐殺者で
脱
 だつ

 
獄
 ごく

 
囚
 しゆう

 で薬物中毒者であるウォルロットに渡そうとしたのかが説明しきれていない。

「そういえば、ブローゾ少佐の死体が消失していました。〈古き巨人〉が
隠
 いん

 
蔽
 ぺい

 工作をする理由は分かるでしょうか？」

「残念ながら。〈古き巨人〉については定期的な交流があっても、風習や思考、生態については我々もほとんど知りません。エリダナで専門家を探してはいるのですが、誰が専門家なのかも分かりません」

　ギャリーの手が書類を閉じた。

「私にできる助力はこの程度です」ギャリーが謝罪の意をこめた言葉を告げた。「あとは、大使館からもジヴーニャさんとウォルロットの行方に賞金をかけておきます。これで少しでも情報が集まれば」

　そこでギャリーが民族衣装の帽子と頭を下げた。俺は恐縮しつつ頭を下げる。一方で疑問が湧きあがる。

「なぜあなたは、そこまで他人で他国人である我らを助けてくれるのですか？」

　ギャリーが押し黙る。手は
杖
 つえ

 の頭を強く握る。

「ピエゾはここ数十年で何度か戦争に巻きこまれています。三つの民族が同居するために、各国の切りとりの対象になったこともあるのですよ」

　老人の唇からは、静かな声が漏れた。

「だから青年だった私は、貴族の師弟として当然のように軍部に志願いたしました。愛するピエゾ連邦共和国のために、闘いに
殉
 じゆん

 じたかったのです」

　ギャリーの眼には
悔
 かい

 
恨
 こん

 の色が
滲
 にじ

 んでいた。

「だが、実際の戦場は、若者の愛国の
志
 こころざし

 などたやすく破壊する場所でした」

「
兵
 へい

 
卒
 そつ

 が
咒
 じゆ

 
式
 しき

 で爆破されて
挽
 ひき

 
肉
 にく

 になり、内臓を
撒
 ま

 き散らして泣きわめく」

　俺の隣のギギナが続ける。
鋼
 はがね

 の瞳は過去を見ていた。

「下士官が軍用火竜に骨まで焦がされ、絶叫する。人命がゴミのように消費され、悲鳴と断末魔、砲弾と爆裂が
溢
 あふ

 れる。兵士の一部、または大勢が殺人者と強盗と
強
 ごう

 
姦
 かん

 
者
 しや

 になる。戦場とは地獄だ」

「ええ。まさに地獄でした」

　老人の眼には、当時の戦場の炎が映っているようだった。軍人経験があったと聞くギギナの銀の瞳にも、同じ炎の色があった。

「私は戦争の恐怖に心臓を

摑

 つか

 まれました。親友だったディンディフを見捨てて、戦場から逃げました。戦後に軍法会議にかけられるところを、
伯
 はく

 
爵
 しやく

 
家
 け

 の政治的
配
 はい

 
慮
 りよ

 が働き無罪放免となりました。そこで家業に近い外交官に転じただけです」

　
自
 じ

 
嘲
 ちよう

 するようにギャリーが告げた。

「一度逃げただけに、私は良き人間でありたい。良きピエゾの人民でありたい。また、ピエゾが良き国であるために命を捧げたい」

　ギャリーの眼が俺に据えられる。

「あなたとジヴーニャさんを助けるのは、お二人のためだけではない。これはピエゾという国家の
威
 い

 
信
 しん

 、私のためなのですよ」

　伯爵は静かに言いはなった。俺はうなずく。老人には老人の理由があったのだ。

「愛国者、というわけですか」

「あなたたちのような若いかたには、年寄りの執着は分からないかもしれませんがね」

　ギャリーが口角の
皺
 しわ

 を深くして
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。一度
挫
 ざ

 
折
 せつ

 しただけに、深い陰影が顔にあった。

　老人の目が、壁に向けられる。やはり祖国が気になるらしく、ピエゾ連邦共和国の報道に目が引きよせられていた。

　画面ではピエゾの通貨であるピエゾンやピエゾ関連企業の株価の下落が報じられていた。さらには、ペンクラート問題で同盟と対立し、皇国との関係が冷えているとあった。隣接するインジー共和国だけがピエゾを
庇
 かば

 っていた。

　俺の視線にギャリーが気づいた。

「我が国が苦境にあろうと心配しないでいただきたい。ピエゾはいつものように良き国に戻ります」老人が覚悟とともに告げた。「また、ジヴーニャ嬢の捜索への助力もしていきます」

「ありがたく受けとっておきます」

　俺は頭を下げた。ジヴのためなら、頭を下げて解決するなら、いくらでも下げる。









　俺とギギナは、連絡先だけ聞いてピエゾ大使館を後にした。帰りの車は辞し、歩いて駅に向かう。

「どう思う？」

　歩きつつ、ギギナが口を開いた。帰りを歩きにしたのは、二人で意見を検討する時間が欲しかったのだ。

「政治に関わる人間の発言が言葉のままだと思うほど、俺も純真ではないよ」

　かつて何度か政治に巻きこまれたがゆえの
処
 しよ

 
世
 せい

 
訓
 くん

 だった。表と裏、利益と駆け引き。なによりも複雑なのは社会と政治という世界だった。

「ジヴの捜索や、ブローゾとウォルロットの情報といったギャリー
伯
 はく

 
爵
 しやく

 の助力は、祖国の
矜
 きよう

 
恃
 じ

 、利益を守るためだ。俺たちのためではない、という点だけは信用しておこう」

　携帯が鳴る。番号を見ると、情報屋のナテッロからだった。

「ナテッロか。ジヴの行方が分かった以外の情報だったら殺す」

「少しは調子が戻ってきたではないか」

　映像を表示しない電話の向こうでナテッロが笑った。
芥
 から

 
子
 し

 色の背広の流通業者は、車を丸ごと使った
水
 すい

 
槽
 そう

 でも眺めて電話をかけてきたのだろう。

「殺される気はないが、ジヴーニャ嬢の
行
 ゆく

 
方
 え

 は分からない」

「よし、殺す」

「怖いね。しかし、ジヴーニャ嬢の行方と
誘
 ゆう

 
拐
 かい

 した男には、ピエゾ大使館から賞金がかけられた。ピエゾと上手くやったようだな？」

「さすがに耳が早いな」

　電子上や書類上の情報はヴィネルだが、人間を介した情報はナテッロのほうが上だろう。ウォルロットの名前を出さずに、誘拐した男としたのはギャリーの
配
 はい

 
慮
 りよ

 か。

「いい情報としては、賞金が跳ね上がってから、私の情報網もより活発に動いている。いくらエリダナが大都市であっても、いつまでも隠れていることはできない」

「情報屋は前置きが長い。なんのために連絡をしてきた？」

「おまえにとっては不愉快、ということは私にとっては愉快な情報があってな。ガユス、おまえはフリュー・バド・デリオンという青年を知っているか？」

　情報屋の口から、意外な名前が出てきた。どう対応して分からないが、素直な手に出てみよう。

「俺の副業である予備校というか塾の卒業生だが、それがどうした？」

「昨夜、七都市同盟の大使館が爆破される事件があっただろう？」

「ああ、それがどうした？」

　言った瞬間に悪い予感がした。携帯にナテッロからの映像が転送されてきた。

　見ると、重厚なダイグ様式で建てられた大使館が爆破されている映像だった。
粗
 あら

 い粒子の画像でも、窓から炎が噴きだし、自動車が炎上していることが分かる。

　手前には数人の人影があった。画像を拡大。
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 を握った
甲
 かつ

 
冑
 ちゆう

 
姿
 すがた

 が一人。魔杖
槍
 そう

 を掲げた男が一人。

　最後の一人、魔杖剣を握った金髪の
[image: ]

 や

 せた青年が目に入った。横顔にあるのはフリューの繊細な眼差しだった。

「同盟大使館爆破事件の実行犯の一人が、フリュー・バド・デリオンだったというわけだ。今は警察が重要参考人として捜索している」

「どういう、ことだ？」

　俺は混乱していた。声と携帯を握る手が衝撃に震える。

「フリューは、去年から過激派、愛国団体に興味を持っていて、年末には〈エリダナ
憂
 ゆう

 
国
 こく

 
騎
 き

 
士
 し

 
団
 だん

 〉の準団員となった。今は正式団員となっている」

　携帯を切った。握った右手は真下に垂れる。エリダナの街角で、俺は立ちつくしていた。









　カスペルは自宅で起きた。

　雨戸と
紗
 しや

 
幕
 まく

 が常に降りている暗い部屋なので、時間が分からない。

　壁に浮かぶ時計の蛍光表示を眺めると、すでに夕方から夜になりかけていた。

　
寝台
 ベツド

 の上で手を振って、机の上の端末を起動させる。立体映像が即座に鮮明な報道官の像を結ぶ。やはり
月
 げつ

 
賦
 ぷ

 払いをしてでも、最新式を買ってよかった。

　報道ではエリダナに〈
古き巨人
 エノルム

 〉が現れて、大使館爆破という大事件が起きていたらしい。興味がないので、番組を切り替える。

　どこも報道ばかりで、カスペルにとって大事なお笑いや動画番組が延期されている。不愉快だ。

　カスペルは
欠伸
 あくび

 をした。画面を切り替えて、動画検索。いい映像がなかった。

　いつものように、卒業文集のリゼリアを呼びだす。リゼリアの顔を
網
 もう

 
膜
 まく

 に焼きつけ、さらに写真集の水着の女体を眺める。脳内で二つを合成しての
自
 じ

 
慰
 い

 を紙で受ける。精液を受けた紙を丸める。

　ゴミ箱に投げると、空しさがあった。

　シーツを被って、カスペルは二度寝に入った。









　北方の街にあるピエゾ大統領官邸。

　
貴
 き

 
賓
 ひん

 
室
 しつ

 で、ピエゾのグイナムス大統領と、皇国のモルディーン
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 が向かいあって座っていた。

　主君であるモルディーンの背後に立つキュラソーは、事態の推移を見守っている。

　昨日今日と、二人の政治家が歓談を続けているが、非公式会談はあくまで政治の場だった。ペンクラート独立問題を抱えるピエゾに対しては、慎重に進めねばならない。話題として触れねばならないが、どうしたらいいのかキュラソーにも分からない。

「そういえば以前送ったピエゾ特産の
緑
 りよく

 
玉
 ぎよく

 は気に入っていただけたでしょうか？」

　酒杯を傾けつつ、グイナムスが当たり障りのない話題を振る。

「残念なことに、いただいた緑玉は事故で真っ二つに砕けてしまったのです」

　モルディーンは残念さを装い、グイナムスは残念そうな表情を演技する。

「言ってくだされば、すぐにでもお取り替えいたしましたのに」

「いえ、
閣
 かつ

 
下
 か

 からいただいた
緑
 りよく

 
玉
 ぎよく

 を取り替えるわけにはいきません」モルディーンの指先が自らの
襟
 えり

 元を示す。「そこで私は緑玉の二つの破片をそれぞれ
研
 けん

 
磨
 ま

 しなおして、二つの緑玉として仕立てました。今では左右の襟飾りとなっています」

　
柔
 にゆう

 
和
 わ

 だったグイナムスの目は、刃の鋭さに一変する。

「ペンクラート問題もそうあるべきだ、と言われているわけですか？」

　周囲に立つキュラソーや護衛たちの間に、緊張が満ちる。ピエゾ連邦共和国、そしてグイナムスの急所が話題に上ってきたのだ。

「緑玉の話がそう取られてしまっては困りますね」

　モルディーンは静かに続ける。

「ただ、ペンクラート問題について、皇国としては
懸
 け

 
念
 ねん

 せざるをえないこともたしかです」モルディーンは、まるでグイナムスが言いだしたかのように言葉を連ねた。「ピエゾという国の行く末をね」

「たしかにペンクラート問題は頭が痛く、お知恵とお力添えをお願いしたいところです」

　グイナムスは冷静に返す。

「ご存じのように、強大な国家に挟まれたピエゾ人とペンクラート人とポリレイ人が団結して、ピエゾ王国となり、さらに近代化によってピエゾ連邦共和国となりました」冷静な目に憤りの炎が小さく灯る。「その理念を忘れて、ペンクラート人の右派が武力闘争を開始しました。同盟の助力もあって三年前にピエゾの東側領土を
占
 せん

 
拠
 きよ

 し、ペンクラート共和国として独立を宣言しました」

　グイナムスの目は穏やかに、しかし確固とした意志を込めてモルディーンを見つめていた。

「現在でも我々は独立を認めていません。ピエゾとしてはかつての領土と国民を取りもどす。それだけのことです」

「割れた緑玉を、あくまで元に戻そうというおつもりですか？」

「ペンクラート人の独立を許せば、残るポリレイ人まで独立を望みます。そうなればピエゾは三分割されてしまいます。小国どころか、一地方になってしまっては、それぞれが他国に飲みこまれてしまいます」

「二代前のバセレオ大統領が残した、負の遺産ですね」

「まさに」

　グイナムスの苦渋の声があった。手にあった酒杯が震える。

「バセレオの虐殺がなければ、あの男が拒否していれば、ペンクラートに独立を許すことはなく
融
 ゆう

 
和
 わ

 に収めることもできたのですが、今となっては不可能です」

　グイナムスの目に
憤
 いきどお

 りがあった。

　現大統領の目は、モルディーンに向けられた。大国の思惑を拒否しようとする、炎の目だった。

「ですが、あくまで我が国の内政問題です」

「もちろん、我が国はピエゾ連邦共和国との友好関係を崩す気はありません。ペンクラートに対しても国家承認をしておりません」

　モルディーンが
丁
 てい

 
寧
 ねい

 に告げる。黒い目が鋭利な刃の光を帯びる。

「ですが、ラペトデス七都市同盟はどう考えるでしょうか？」

「分かっています。それが一番の
懸
 け

 
念
 ねん

 です」

　大統領は苦渋に満ちた表情を浮かべた。酒杯は
傍
 かたわ

 らの机に置かれる。

「
龍
 りゆう

 
皇
 おう

 
国
 こく

 から独立して建国されたラペトデス七都市同盟は、経済軍事ともに間違いなく大陸筆頭の超大国です」

　グイナムスの声には
苦
 く

 
慮
 りよ

 が
滲
 にじ

 む。

「そして同盟が同じような境遇であるペンクラート人の自由と平等への支援だとして資金や軍事的協力を行い、ついには数年前に
暫
 ざん

 
定
 てい

 的ですが独立を果たさせました」

　グイナムスが話を向ける。

「皇国は七都市同盟と仲良くやっておられるようですが、それはそれぞれが大国であるがゆえにです。ですが、小国であるピエゾとしては、静観して、ペンクラートに協力する同盟の圧力に屈するわけにもいきません」

「それはペンクラートへ再侵攻する可能性があるという意思表明ですか？」

　モルディーンの口調は、昼食が肉か魚かと尋ねるような軽さだった。

「肯定も否定もしません」

　返すグイナムスの口調も、天気の話をしているようだった。

「それは冒険ですね」

「冒険をしなければならないときもあるのですよ。また、皇国にはピエゾの冒険に協力することは無理でも、黙認していただきたいと思っています」

　グイナムスが笑みを向ける。危険な誘いだった。

「皇国と同盟は二人三脚で進んでいます。敵対することはありえません」

「
建
 たて

 
前
 まえ

 としては、もちろんそうでしょう。ですが、皇国と同盟は永遠の同盟者というわけでもありません」グイナムスが政治家の
金
 きん

 
言
 げん

 を述べた。「皇国にとっても北方諸国、イージェスの盾としてのピエゾに同盟側の影響力が増えることは、あまり愉快なことではないはずでは？」

「善処しておきましょう」

　二人の政治家が穏やかに、しかし激烈な
牽
 けん

 
制
 せい

 を行っていた。背後に控えるキュラソーは
眩暈
 めまい

 がしていた。この二人の会話の行く末によっては、戦争が起こるのだ。

　この舌戦には咒式も武力も、愛も勇気も意味がない。ただ互いの手札を組みあわせて、政治的妥協を引きだす知性だけがある。キュラソーには、
固
 かた

 
唾
 ず

 を呑んで行方を見守るしかできなかった。

　間合いを外すように、モルディーンが室内を見回す。小国のわりには
豪
 ごう

 
奢
 しや

 な部屋だった。部屋の調度品にはふんだんに
緑
 りよく

 
玉
 ぎよく

 や
青
 せい

 
玉
 ぎよく

 や
紅
 こう

 
玉
 ぎよく

 が使われていた。

「ピエゾの地下資源は豊かですな」

「それが我が国の強みです。また同盟のペンクラート独立は地理的優位の確保の次に、ピエゾの資源が狙いでしょう」

　モルディーンが言葉を投げる。

「たしかピエゾ連邦共和国の貿易は、輸出の六八・五八％
 を地下鉱物資源、各種金属、私がいただいたような宝石類が占めているそうですね」

「ええ。そこが我が国の強みです」

　グイナムスが素直に返し、モルディーンが笑う。

「それだけに、世界経済の状況に影響されやすいとも言えますね」

　モルディーンが分析していく。

「ピエゾは固定相場制から変動相場制へ移行し、前年までの好調な経済成長率六％
 が反転。世界的な価格下落でさらに悪化。さらに北国で農作物に恵まれず、食料輸入国としては昨今の食料
高
 こう

 
騰
 とう

 は頭が痛いことでしょう。同時に必須
咒
 じゆ

 
式
 しき

 技術の輸入が大変でしょうな」

　グイナムスの顔は、急所を
衝
 つ

 かれたように渋みが増した。

「繰りかえされる経済危機に対し、バセレオの後継者であるテオドーリ大統領は
閣
 かく

 
僚
 りよう

 を
罷
 ひ

 
免
 めん

 して政治危機に
陥
 おちい

 りました。連立与党がゼドール議長を担ぎだそうとするも、議会は二回にわたって拒否しました。そこで与野党の妥協として、グイナムス大統領
閣
 かつ

 
下
 か

 が選出されたのがそもそもの経緯でしたな」

　モルディーンの解説に、グイナムスは返答しなかった。

　キュラソーには分かっていた。これは遠まわしの圧迫だった。資源輸出だけの
脆
 ぜい

 
弱
 じやく

 な経済と、支持基盤が弱い指導者。ピエゾには、単独でペンクラートと七都市同盟に対抗できる力がない。

「残念なことですが、皇国にできることはありません。ただ、ペンクラートの独立を認めるならば、皇国は経済協力をいたしましょう」

　長い長い沈黙があった。室内を埋めつくすのは、グイナムスの苦悩だった。枢機卿によって提示されたのは、同盟と皇国という大国による自国の領土と国民の分割案だった。しかし、反発して軍事的冒険を単独で行っても、滅亡するしかない。

　沈黙のあとに、グイナムスが決心をしたようだった。

「分かりました」

　老人は口から言葉を押しだした。

　大統領は
椅
 い

 
子
 す

 から立ち上がる。モルディーンも椅子から立ち上がる。
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 が右手を差しだす。指輪では青い宝石が輝いていた。

　グイナムスは
逡
 しゆん

 
巡
 じゆん

 していたが、手を差しだす。政治家たちは簡単な握手をした。

「では、明日の会談にて」

　グイナムスが去っていく。護衛とともに、中庭に面した出入り口から出ていった。

　モルディーンの視線は、グイナムスの背中越しに中庭を渡る。回廊の反対側には議員たちが歩いていく姿があった。

「ティボールツ上院議長とガイレス少将、か」

　扉の脇から出てきたピエゾの秘書官によって、扉が閉められた。室内はまた静けさを取りもどす。

　モルディーンは
椅
 い

 
子
 す

 に深く身を沈めた。背後に控えていたキュラソーが、張りつめていた息を吐く。

「どうやら、明日の会談は
和
 なご

 やかに終わりそうですね」

「そうだったら、いいのだけどね」

　モルディーンは思い出したように手を掲げた。

「ああそうだ。キュラソー君、ピエゾの下院議長であるウラール氏と連絡をつけておいてくれないか？」

「ウラール議長ですか？　グイナムス派の反対
派
 は

 
閥
 ばつ

 の長をなぜ？」

「なに、リューネルグ皇立大学時代の旧交を温めたくなってね」

　キュラソーは頭を下げ、部屋を退出する。

　孤独な部屋で、モルディーンの目は窓にそそがれていた。視線は窓の先、ピエゾの街並みを眺めていた。

　モルディーンがつぶやく。

「誰かが火種を燃やす可能性があるなら、手を打っておく必要があるだろう」

　言葉は窓に届くことなく、床に落ちた。






四章　落下する鳥、走れぬ獣



　水はさまざまな用途がある必須物資だが、自由すぎて交換しにくい。



　宝石はさまざまなものと交換できるが、日常生活に使うことがまずない。



　需要曲線と価格弾力線の交差地点、比例関数と指数関数の差であるが、人そのものの価値はその間にある。




フラマリオン・デポロス「使用と交換の間で」
皇
 こう

 
暦
 れき
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　事務所の玄関を
潜
 くぐ

 った瞬間、また
欠伸
 あくび

 が出る。

　朝から八回目の欠伸だ。軽い頭痛もする。

　ジヴが
誘
 ゆう

 
拐
 かい

 されて眠れないことが分かっていたので、睡眠薬を
咒
 じゆ

 
式
 しき

 で多めに合成して強引に寝たのだ。二日ぶりの睡眠だったが、やはりよく眠れず目覚めも良くないままだった。

　郵便受けから新聞と請求書を取りだし、階段を上る。事務所の扉を抜ける。

　いつもの事務所で、応接
椅
 い

 
子
 す

 ではいつものようにギギナが座っている。いつも異常なギギナだが、今日はなかなか異常だった。ギギナの膝の上に
椅
 い

 
子
 す

 のヒルルカがあった。

　ヒルルカの背から、ギギナの顔が見えている。

「またも幻覚だと思いたいが聞いておく。それはなんだ？」

「親である私が、娘であるヒルルカの上に座ることが虐待ならば、私の上にヒルルカを乗せることは、親子の触れあいとして自然だろう？」

　ギギナは真顔で応えた。そして椅子に視線を向ける。

「な、ヒルルカ？　だから
拗
 す

 ねないでくれないか」

　聞きたくない真実というものは、この世に確実に存在する。

　聞きたくない真実より、聞きたい事実がある。寝ている間に進展があったかと思って、携帯以外に事務所の端末や電話を確認していく。息を吐いて、応接椅子に座る。椅子の上からギギナの銀の瞳が俺を見ていた。

「ガユスのほうで、なにか進展があったか？」

「ジヴに関する情報は皆無。進展なし」

　俺は応接椅子に背を預ける。重い息が漏れる。対面で、ギギナは不愉快そうな目をしていた。

「
鬱
 うつ

 
陶
 とう

 しい顔を事務所に置くな。こちらまで暗くなる。生ゴミとして切除して捨てておけ」ギギナが付けくわえる。「ついでに言えば、生ゴミの収集日が水曜日に変わった」

「ゴミ収集日の変更を教えてくれてありがとうよ。一回もゴミ出しをしたことがないギギナに言われると、とっても嬉しいよ」俺は皮肉を続ける。「自分の女が
誘
 ゆう

 
拐
 かい

 されたと想像してみろ。それで明るくなれるなら異常者だ」
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「たかが女程度だろう？　他の女を見つければいいだけではないか？」

　ギギナの顔には理解の色がない。この人格
破
 は

 
綻
 たん

 男には、ドラッケン族以外の人間に対する愛情というものが存在しない。

　女から寄ってくる
美
 び

 
貌
 ぼう

 と武名のため、ギギナには女性が空気と同じ
頻
 ひん

 
度
 ど

 で湧いてくるものだと思えるのだろう。たとえば、自分と寝た女が刃を向けてきても、
躊
 ちゆう

 
躇
 ちよ

 なく殺せるだろう。

　俺の頭痛が強さを増す。正義を示さねばならない。

「ギギナ、私室に見慣れないやたら美しい
椅
 い

 
子
 す

 が落ちていたぞ？」

「ついに椅子の神が私の
真
 しん

 
摯
 し

 な椅子への愛情を認め、天使の椅子を差しむけてきたのか？」

「ああ、なんというか、たぶんそれ。椅子に羽が生えて輪っかが浮いていた」

　めんどくさくなって、俺は答えておいた。ギギナがヒルルカを置いて、私室へ向かう。扉の向こうに消えて「どこだ、椅子の天使よ？」と探している声が聞こえた。

　俺は椅子から立ち上がって、ヒルルカを

摑

 つか

 む。床板を開いて、地下倉庫にヒルルカを入れる。扉を閉める。戻って椅子に座る。
欠伸
 あくび

 をする。ちょうどギギナが戻ってきた。

「ガユス、この世に神や天使などが実在するわけがないだろうが」

「三分ほども真剣に探した人間が、絶対に言ってはならない
台詞
 せりふ

 だと思うよ」

　椅子や家具に関してのみ、ギギナの知能は三歳児に戻る。ギギナの銀の瞳が応接室を
彷徨
 さまよ

 う。

「ヒルルカは？」美貌には見たこともない心配の色があった。「ヒルルカはどこだ？　ガユス、貴様が隠したのか？」

「さあ？　親の扱いに耐えかねたのと、目前で他の椅子に気をとられたことに腹を立てて、家出したんじゃないか？」

「そんな、バカな」ギギナが自力で立っていられず、扉の脇の棚にもたれる。「だが最近の親子の
擦
 す

 れちがいからすれば、充分にありえる」

　ギギナの体重で
棚
 たな

 が
軋
 きし

 んだ。充分にありえると、どうやったら思えるのかは、大自然の神秘だ。俺は皮肉を投げる。

「誰かのマネをするわけではないが、たかが椅子だろう？　他の椅子を見つければいいだけではないか？」

「なにを言う。代わりなどいない。彼女は、ヒルルカはこの世でたった一人の椅子なのだ」

　ギギナは手で顔を
覆
 おお

 って嘆く。事情を知らない人間が見れば、美しき詩人がこの世の悲劇を嘆いている高貴な姿に見えるだろう。実際は変態趣味からの嘆きなのだが、少し哀れになってきた。

　なんといっても、俺と同じく愛するものを見失ったのだ。

「なんとなくだが、そこの床下にいるような気がする」と指で示す。ギギナが音速で動いて、床板を摑
 む。取っ手ではなく床板の平面に爪を立てて、引き剝
 がす。地下倉庫からヒルルカを引きだし、抱きしめる。

「すまないヒルルカ！　先ほどのことは浮気ではない。ただ椅子の神の導きかと思ってしまって……」

　
椅
 い

 
子
 す

 に謝罪するギギナを、俺は温かい目で眺める。

「これで俺の気持ちが分かっただろう？　俺にとってのジヴと、おまえにとってのヒルルカは同じ存在なんだよ」

　俺の
諭
 さと

 す声に、ギギナは顔を上げる。銀の瞳には冷たい疑問が満ちていた。

「なにを言っている？　女は別の女を捜せばいいが、別の椅子などないだろう？」

　平然と言った。俺は額を指で押さえた。

　ドラッケン族に共感や思いやりという人間に必須な心を、どうやって教えたらいいのか、誰か俺にこそ教えてくれ。

　椅子に話しかけだしたギギナを無視し、俺は天井を仰ぐ。

　コンクリが打ちっ放しになった、冷たい天井が広がるだけだ。いつも頭痛がするような生活だが、今回はさらに特大の頭痛がするような最悪の状況だ。

　ジヴはウォルロットという
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 に
誘
 ゆう

 
拐
 かい

 されたまま。かつての教え子のフリューは、どうやら同盟大使館爆破の実行犯らしく、なおかつ過激派組織に入っている。さらに俺が唯一使える戦力であるギギナは、一連の事件などまったく眼中になく、敵しか見えていない。

　ジヴにロルカ屋での受けとりを頼んだばかりに、このような事態となってしまった。あれは目的からいっても、自分で受けとるべきだった。

　思考に
閃
 ひらめ

 いたことがある。考えれば状況は少し奇妙だ。

　ウォルロットはかなりの重傷だったから、ジヴを抱えて遠くへ動けるとは思えない。

　二人はおそらくパルディナ川に流された。しかし、警察や金の
亡
 もう

 
者
 じや

 どもが付近を重点的に捜していて、まだ見つからない。こんな意味不明なことが起こるのは、どういうことか？

「分かった！」

　天井を見ていた顔を戻しつつ、反動で椅子から立ち上がる。走って事務所を飛びだす。ヴァンに乗って起動させると、ギギナが助手席に
悠
 ゆう

 
然
 ぜん

 と乗りこむ。

　ヴァンは悲鳴をあげて急発進。狭い路地から、大通りへと飛びだす。車の列を高速で抜けていくと、助手席のギギナは楽しそうだ。

「なにが分かったのだ？　〈
古き巨人
 エノルム

 〉かウォルロットに会えるのか？」

　
玩
 おも

 
具
 ちや

 を待つ子供のような表情だ。

「うっせ。黙って乗っていろ！」

　法定速度を無視し、車に
警
 けい

 
笛
 てき

 を鳴らされながらヴァンを
疾
 しつ

 
駆
 く

 させる。

　パルディナ川に到達。オラクル競技場を左手に見ながら橋を渡る。時計台を前に見つつ、右手に曲がっていく。雑居ビルや倉庫街を南下していく。

　ギギナの眼に疑念があった。

「どこかを目指しているということは、居場所が分かったということだな？」

「ウォルロットに連れさられていたジヴが潜伏場所に選んだのは、俺の隠れ家なんだよ。なぜ最初に気づかないのか！」

　車を加速させながら、自分で自分を切り刻んでやりたくなっていた。

　捜している当人である俺の隠れ家など、誰も捜さない。また、オラクル競技場に近い俺の隠れ家なら、偽装会社の倉庫名義にしてある。付近の住人も少なく、誰も人が住んでいるとは思わない。隠れ場所としては
完
 かん

 
璧
 ぺき

 だ。

　パルディナ川沿いの雑居ビルの前で、ヴァンを急停止させる。車の扉を閉める手間も惜しく、ビルに入る。足が止まる。やはり
自動昇降機
 エレベーター

 の前に血を
拭
 ぬぐ

 った
痕
 こん

 
跡
 せき

 がある。ウォルロットの血か、それともジヴの血か！

　自動昇降機が来るまで待てない。階段を一呼吸で駆け上がっていき、四階で止まる。
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 を引きぬいて、
廊
 ろう

 
下
 か

 を静かに進む。すでにギギナは横に立っている。息も切れていない。

　二人が進む廊下には、物音ひとつしない。扉にかかっている表札は、それぞれの会社の倉庫名義が多い。ほぼ誰も住人がいないビルなのだ。

　
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 は隠れ家を持っているものだが、俺の完璧な
隠
 いん

 
蔽
 ぺい

 が今回は裏目に出た。

　突き当たりの非常階段の横、一番奥の部屋の前で足を止める。扉の左の壁に俺、右にギギナが背を預ける。

　壁の横から、扉の取っ手に手をかける。普通の
鍵
 かぎ

 と電子鍵と生体認証の三つの鍵、はすべて
施
 せ

 
錠
 じよう

 されている。電子鍵の
履
 り

 
歴
 れき

 を確認すると、八時間三十二分前に締められたことが分かる。鍵を開ける俺の手首にギギナが手をかける。

「落ち着け。まずは内部に人が……」

「ジヴっ！」

　俺はギギナの手を無視して扉を開けていた。

　左にバスとトイレ、右に寝室しかない簡素な部屋だった。物音はしない。一気に短い廊下を抜けて、部屋の中央へ進む。やはり誰もいない。

　窓から光が射しこむ
寝台
 ベツド

 を見る。シーツの上には、長身の人間が寝たような痕跡があった。
傍
 かたわ

 らのゴミ箱を見て、顔から血の
気
 け

 が引く。ゴミ箱からは、血で染まった包帯や治療用の
咒
 じゆ

 
符
 ふ

 が
溢
 あふ

 れていたのだ。

「ジヴっ！」

　負傷の可能性に
慌
 あわ

 てて部屋を見回す。

「いちいち慌てるな。それはウォルロットとやらの負傷だろう」

　振りかえると、ギギナが机の
傍
 そば

 に立っていた。

「引き出しの裏にこれが貼りつけられていた。どうやらジヴーニャの置き手紙らしい」

　ギギナの指先が紙をつまんでいた。

「どうやって見つけた！」

　ギギナは自らの鼻先を示す。駆けよって、ギギナの手から紙を奪う。

「ジヴーニャよりガユスへ。ウォルロットに隠れて書いていて、時間がないので要点だけにします。私は無傷です」文字を必死に読んでいく。「ウォルロットという人と〈古き巨人〉を倒しにいきます。隙を見て逃げるつもりです。愛しています、か」

　
几
 き

 
帳
 ちよう

 
面
 めん

 なジヴの文字で書かれていた。
安
 あん

 
堵
 ど

 のあまり、俺は紙を胸に押しつけた。

　ジヴーニャはとりあえず無事だった。そして頭の回転が早い。俺とともに動くと読んだギギナが生体系
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 であるからこそ、その強力な嗅覚で見つけられる場所に、手紙を隠したのだ。

　だが、
誘
 ゆう

 
拐
 かい

 と命の危機は続いている。俺を危険から遠ざけようとして、ジヴは自分から危機に飛びこんだ。強大で残忍な〈
古き巨人
 エノルム

 〉も危険だが、ギャリーの話からすると、虐殺者ウォルロットも同じくらいに危険だ。

「八時間三十二分前に、ジヴがここにいたんだ！」

　俺は部屋から外へと走りだす。

「落ちつけ。ウォルロットは市外へは出ない。また八時間三十二分もあれば、エリダナ市のどこにでも行ける。捜索は不可能だ」

　ギギナが告げ、俺の足は玄関で止まる。ジヴのことになると、焦ってしまう。当たり前だ。

　しかし、焦っても仕方がない。ならば冷静になるべきだ。一呼吸。部屋に足を戻す。

　他にジヴとウォルロットの行方を示す情報がないか、部屋を探る。

簞

 たん

 
笥
 す

 が少し開いている。開くと、俺の服が一着消えていた。簞
 笥の奥の隠し金庫を開けると、緊急用の高位
咒
 じゆ

 
弾
 だん

 が消えていた。

「どうした？」

「この場所と開ける方法はジヴしか知らない。となると、ウォルロットが武装を求めて、ジヴが協力して動いているのか？」

「だが置き手紙は隠れて書いているとあったな」

　ギギナが事実を再確認する。事態を推測して正確な状況を

摑

 つか

 む必要がある。

「ウォルロットの闘いに強制的に協力せざるを得ない状況は手紙にあったとおりだが、連絡を禁止されているのだろう」俺はありえる事態を考える。「だとすれば脅迫されているなどの
酷
 ひど

 い状況ではない。おそらく取引で動いている」

　俺は小さく首を振って、自らの楽観視を否定した。〈古き巨人〉に立ちむかうだけで充分以上に最悪だ。指輪を持ち秘密を知るジヴーニャが〈古き巨人〉に追われ、ウォルロットに誘拐されているという事実はなんら変わらない。

　三者のうち、俺が一番出遅れているのだ。

「めんどくさい相手だが、専門家を頼ろう」









　エリダナの街角。パルディナ川から反対側にある同盟側の東岸、オプス通り。

　街頭の立体映像が、行進の映像を流している。

「続いて、続報です。二日前に〈古き巨人〉による破壊活動を受け、二人の死者、阻止しようとした
攻
 こう

 
性
 せい

 咒式士十七名と、
搬
 はん

 
送
 そう

 された病院でさらに二名の死者を出したオルシャン通りの状況です。いまだに行方不明者がいるとみて決死の捜索活動が続けられています」

　報道官の頭に
被
 かぶ

 さる映像が現在に戻る。地下道にまで達した二つの大穴を、救命士たちが掘り起こす生存者や遺体の捜索活動の様子を映す。さらに要捜索者
名
 めい

 
簿
 ぼ

 が流れていく。

「要捜索者は、アラデル・アンキットさん、フォランダオ・デル・ゴデインさん、ベレデク・ドインさん、ガモク・ヘイ・ハドリさん」報道官が
名
 めい

 
簿
 ぼ

 を
捲
 めく

 ってさらに読みあげていく。「ハラウ・ヴェム・デデーズさん、コラウ・ヴェム・デデーズさん、ジヴーニャ・ロレッツォさん、ヘレニムス・マッキャレイさん……」

　報道映像を見上げていたジヴーニャは、店で買った帽子の
庇
 ひさし

 を手で下げる。アルリアン人の血が混じるジヴーニャの特徴、
尖
 とが

 った耳を帽子で隠していた。さらに顔を見られるのはよくないとの判断だ。

　
眼
 め

 
鏡
 がね

 をかけたジヴーニャは、
傍
 かたわ

 らのウォルロットの長身を見上げる。ウォルロットは
遮
 しや

 
光
 こう

 眼鏡をかけて、街の
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 が着る服で変装していた。ジヴーニャほど目立たない顔立ちのため、これで充分なのだろう。

「大きさは合う？」

「だいたいは合う。ただ、胸板や腕まわりはきつく感じる」

　ウォルロットが答えた。自分の恋人と身長が近い男に、ジヴーニャは少し笑い、また表情を引き締める。

「昨夜から朝まであなたを運ぶことと、治療と洗濯で動けなかったけど」ジヴーニャが問いを投げる。「やはり警察に頼ることはできないの？」

「できない。できるならブローゾがすでにそうしている。それに親友の
仇
 かたき

 を人の手に渡すことなどできない」

　同時に、ウォルロットは自分でこの
謎
 なぞ

 を解き明かしたかった。ブローゾによれば、指輪と言葉と〈
古き巨人
 エノルム

 〉は、どこかで自らの最悪の人生を変えるほどの、莫大な富になるはずなのだ。

「でも」

「俺自身が軍属を

剝

 はく

 
奪
 だつ

 されたうえに
脱
 だつ

 
獄
 ごく

 
囚
 しゆう

 だ。さらに黒社会の
金
 きん

 
融
 ゆう

 
王
 おう

 に追われて、国際指名手配も受けている。
官
 かん

 
憲
 けん

 は絶対に頼れない」

　驚いたジヴーニャがウォルロットから距離を取る。

「離れるな」

　ウォルロットはジヴーニャの腕を取る。男に触れられた嫌悪感で、ジヴーニャは手を払う。

「離れるな。おまえの命を守る代わりに、こちらの
復
 ふく

 
讐
 しゆう

 戦に利用させてもらっているのだ」

　ウォルロットの
峻
 しゆん

 
厳
 げん

 な言葉に、ジヴーニャは下唇を

嚙

 か

 む。恐ろしい相手だが、距離を離さないように我慢した。横から長身を見上げる。

　遮光眼鏡越しに、ウォルロットが前を見据えていた。

「祖国に関わる問題だと言われた以上、俺が情報を広げたくない事情もある。先日のように、おまえが頼った人間を殺されていくことが好きなら別だがな」

　男の邪悪な笑みに、ジヴーニャは唇を

嚙

 か

 んだ。自分が頼ったせいで、バスの人々を負傷させた。報道では、一般人の死者が二人も出ていた。勇敢な攻性咒式士十七名以上が絶命した。だから、もうこれ以上他人を巻きこむことは絶対にできない。

　ジヴーニャは考えこむ。

「大使館爆破事件に抗議活動への対応や〈
古き巨人
 エノルム

 〉の捜索で、警察の活動はほぼ
麻
 ま

 
痺
 ひ

 している。私たちを見つける動きも分散される。気をつけていれば見つかる危険も少ないと思う」

　ジヴーニャの的確な分析に、ウォルロットも異存はない。

「こちらにとっても都合がいいことばかりでもない。エリダナのどこかにいる〈古き巨人〉たちを、警察や
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 が見つけてくれる可能性も下がっている。あくまで我らが捜すか、相手に見つけてもらうしかない」

　ジヴーニャが軽く息を吐いた。たしかに外から来た〈古き巨人〉やウォルロットに比べて、地の利はエリダナ在住のジヴーニャが圧倒的に持っている。

　だが、情報戦においての自分は頼りないものだ。新聞や報道映像でエリダナの街の状況を知ることしかできない。ガユスを頼れないことが大きい。気づいて、ウォルロットを眺める。

「ところで体の調子はどう？」

「傷はほぼ治ったが、咒力と戦闘力の回復は五割から六割といったところだろう」

　ウォルロットは傷ついていた腕を動かし、左手を開閉する。
千
 ち

 
切
 ぎ

 れかけていた腕はつながり、動きも滑らかだ。ウォルロットは素直に答えている自分に気づく。

「自分の命を守る唯一の戦力の調子が気になったか？」

「そうじゃない。単に体を心配……もういい」

　ジヴーニャは相手の
猜
 さい

 
疑
 ぎ

 
心
 しん

 の強さに閉口した。ウォルロットが残忍な笑みを口の
端
 は

 に刻む。

「安心しておけ。万全とは言えないが、〈古き巨人〉どもを追う程度のことに支障はない」

「強いのは知っているけど、あなたはどれだけ強いのよ？」

「小国だが、祖国で勇者と呼ばれていた時期もある」

　男の淡々とした言葉が強がりでも
謙
 けん

 
遜
 そん

 でもなく、事実だとジヴーニャも理解した。帽子の下にあるジヴーニャの
尖
 とが

 った耳が好奇心で動く。

「勇者、って北方ではその国で一番強い攻性咒式士につく、
名
 めい

 
誉
 よ

 ある称号よね？　それが
脱
 だつ

 
獄
 ごく

 囚で逃亡犯で国際指名手配？　どういうこと？」

「言う気はない」

　ウォルロットは態度を硬化させた。そして自分を恥じた。過去の栄光を、
誘
 ゆう

 
拐
 かい

 した女に
開
 かい

 
陳
 ちん

 していたのだ。虐殺者になったというのに、まだ勇者の称号、祖国に
殉
 じゆん

 じた時代を懐かしんでいるのだ。

　人波を進んでいたウォルロットの足が止まる。ジヴーニャも止まる。男の眼差しは街を見ていた。

　休日の昼下がり。オプス通りには、人々が溢れていた。

　人間たちのなかで、小柄で
頑
 がん

 
健
 けん

 なノルグム人が屋台で大声を出して、通りすぎる人々に呼びかけていた。

　巨人のようなランドック人が、人波のなかに立っている。アルリアン人の男女が腕を組んで歩いていた。三角耳が頭に立つのは、直立歩行する猫のようなヤニャ人だ。

　同じく直立歩行する犬のようなモルード人まで見かけ、背広姿で人間相手に商談をしていた。

　ジヴーニャの足下には、黒猫。ガユスの事務所の近所でよく見かけるエルヴィンだった。
屈
 かが

 んで、手を伸ばす。黄金の目でジヴーニャの手を眺め、臭いを嗅いだ。そして雑踏のなかに逃げていった。

　ウォルロットは
遮
 しや

 
光
 こう

 
眼
 め

 
鏡
 がね

 の下で眼を細くし、エリダナの
猥
 わい

 
雑
 ざつ

 さを眺めていた。

「皇国と同盟は平和で豊かだな」

　声は苦々しさを帯びていた。

「今までの話と
訛
 なま

 りからして、ウォルロットは北方出身、だよね？」

　ジヴーニャの言葉に、ウォルロットは迷った。ジヴーニャは隠し事を極端に嫌う。今の段階で、信頼関係を崩してはよくないと判断した。

「ピエゾだ。ピエゾ連邦共和国という国が故郷だ」

「北方の国だね」ジヴーニャは即座に思い出せた。「たしか今ペンクラートも……」以降に続けるべき言葉を女は口ごもる。

「
遠
 えん

 
慮
 りよ

 することはない。事実だ。ついでに俺はペンクラート問題に関わっていた」

　ウォルロットは
自
 じ

 
嘲
 ちよう

 の表情で、言葉を苦くつぶやく。

「軍人としてラペトデス七都市同盟とは何度か戦ったことがある」青い眼は再びエリダナの街角を眺める。「だから、ラペトデス七都市同盟のことは戦場や情報から知っていた、つもりだった」

　男の視線に
倣
 なら

 って、ジヴーニャも街を眺める。いつものエリダナの街だった。

「だが、実際のエリダナは、文書や映像以上に豊かで平和だ。ピエゾのように、誰も飢えたり、冬に怯えたりしない。種々の民族が問題を抱えつつも共存している。国力や経済規模で言えば、ピエゾと百倍の差がある」

　寂しい感慨を並べる。

「今までのような
小
 こ

 
競
 ぜ

 りあいならともかく、同盟や皇国と真正面から戦えば、ピエゾは必ず負ける」

　ウォルロットは絶対的な差を認識していた。祖国ピエゾの人間も同じだろう。勝てるはずがない。だが祖国
割
 かつ

 
譲
 じよう

 が確定することは受けいれられない。同時に激しい悪寒が全身を貫く。自然に見えるように
懐
 ふところ

 に手を入れて、金属の小箱を取りだす。内部から薄青色の錠剤を取りだす。

　ジヴーニャは小首を
傾
 かし

 げる。

「少し前の報道では、ピエゾは勝てないはずの同盟になぜか強硬な態度をとっていたけど？」

「俺に政治は分からない。なにか別の判断があるのだろう」

　ウォルロットは会話の流れに乗せて、錠剤を飲みこむ。

　彼は勇者として政権のために戦った。しかし、政権の判断は間違っていて、自らは虐殺者として
投
 とう

 
獄
 ごく

 されたのだ。

　
薬
 やつ

 
効
 こう

 が
発
 はつ

 
揮
 き

 されて、禁断症状と発作が
鎮
 しず

 まる。ジヴーニャは問いたげな表情だったが、ウォルロットは問いが発せられないように先制する。

「俺が今やるべきことは、亡きブローゾの
仇
 かたき

 をとること。そして祖国の危機と言った真相を解明することだ。そのために〈
古き巨人
 エノルム

 〉どもを倒す」

　ウォルロットの決意は固い。

「やはり戦うの？」

「隠れているだけで〈古き巨人〉が
諦
 あきら

 めてくれるとでも？」

　ウォルットが鼻で笑う。ジヴーニャは下唇を嚙
 みしめる。

　〈古き巨人〉に襲われたときのことを思い出すだけで怖い。彼らはなんの
躊
 ちゆう

 
躇
 ちよ

 もなく自分を殺しにきた。ウォルロットが戦うとき、自分もその場にいるだろう。
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 の世界は恐ろしかった。

「しかし、相手は〈古き巨人〉が三体。いくらなんでも、三体同時に相手をして、人類が勝てる道理はない」

　男の言葉に、ジヴは胸元に指を差しいれる。

「私とあなただけが有利な点もあるのよ？」

　指先に鎖を引っかけて、指輪を外に出す。鎖の先で、緑の宝石の輝きが揺れる。

「なんといっても、この指輪を握っていることが私とあなたに有利な点よ」

　ジヴが続ける。

「〈悲嘆の指輪〉というらしいけど、正体がなんなのか。分かればさらに有利に動けるはずなのだけど」

　指輪を見つめるウォルロットも首を
捻
 ひね

 る。

「〈古き巨人〉が追うからには、なんらかの咒式兵器か？　だが彼らは咒力に頼る気質がない。また開発能力もない」

　恐ろしい男が悩む姿を見せた。初めてジヴーニャは唇に
微
 ほほ

 
笑
 え

 みを含んだ。

「そうやって悩んでいるとガユスみたいね」

「〈古き巨人〉とともに戦った君の恋人が、たしかガユスだったかな？」

「ええ」

　ジヴーニャが微笑む。あの恋人のことを考えると、微笑ましい気持ちになる。

「どういう男だ？」

　尋ねられて、ジヴーニャは返答に困る。

「
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 だけど普通の人。普通の人のように悩み傷つく人、かな」

　エリダナでも攻性咒式士としては有数の腕前のはずだが、自分が見ているかぎり、普通の男とどこも変わらない。普通の人間と同じように、笑い泣き、迷い悩む。女は男の強さなど愛さない。利用するだけだ。だとしたら、弱さと普通さこそが愛しい。

「普通か」

　自分からほど遠い形容詞に、ウォルロットが苦笑する。

「こんな美人を恋人にできるとは、幸せな男だ」

「軍人で勇者がお世辞？」

「いや、武人は実用主義者だ。機能について幻想は言わない。幻想を持てば死ぬ。それは女性の美も同じだ」

「変な
褒
 ほ

 めかた」

　ジヴーニャは小さく笑った。男の目は北国の雪の青だった。

「戦場の勇者たちが、幾人も妻や恋人のために死んだ。さらに多くが
嫉
 しつ

 
妬
 と

 や憎悪、それを
宥
 なだ

 めるための酒や薬で死んでいる」

「男の人は大変ね」

　ジヴーニャはウォルロットの妙な感覚に笑っていた。
遮
 しや

 
光
 こう

 
眼
 め

 
鏡
 がね

 の下、ウォルロットの眼には笑みと
寂
 せき

 
寥
 りよう

 感が等分にあった。

「
咄
 とつ

 
嗟
 さ

 に恋人の
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 の隠れ家を使い、装備を用意してくれたことには感謝している」

　ウォルロットはジヴーニャの判断力に感心した。

「装備も一級品であることは、俺にとっても
僥
 ぎよう

 
倖
 こう

 だ」部屋から拝借した咒式具を指先で確認する。「ともに並んだ闘いで腕はある程度知っていたが、装備品に最高の品をそろえることから、なかなかできる攻性咒式士だと言える」

「でしょ？」

　ジヴーニャが胸を張る。ウォルロットは自らが身につけているガユスの服を指で
摘
 つま

 む。

「ただ、攻性咒式士として、身長はともかく、体重が足りないようだ。あと八から一〇キログラムルはないと、後衛でも
辛
 つら

 いぞ？」

「腹立つことに、ガユスは太らないのよ。よく私に食事を作ってくれて、彼も同じものを食べているはずなのに」

　ジヴーニャが唇を
尖
 とが

 らせる。

「攻性咒式士は体が資本で、一日中走って跳ねて戦っているからな」

　ウォルロットはなぜかジヴーニャを
擁
 よう

 
護
 ご

 するように言った。

「そうよね。私が子豚ちゃんなわけではないのよね」

　自己弁護に
掩
 えん

 
護
 ご

 が来て、ジヴーニャの顔に明るい表情が戻る。同時に腹が鳴る。ウォルロットの視線に、ジヴーニャは眼を
逸
 そ

 らせる。頰
 から帽子に隠れた耳たぶまで、薄く紅潮していた。ウォルロットは少し真面目な顔になる。

「先ほどの言葉は
撤
 てつ

 
回
 かい

 させてはもらえないだろうか？　やはりおまえが食事を好きすぎることが第一原因だと思う」

「違います」

　ジヴーニャはウォルロットを真正面から見つめる。緑の眼は炎を宿していた。

「いい？　私は食欲に負けているわけではないのですよ？」

「は、い。そうだ。そうです」

　ウォルロットは
顎
 あご

 を引いてうなずいてしまった。どのような相手の視線にも臆したことがない、歴戦の軍人である男が、だ。本人にも分からない。ただ、相手の言葉に逆らってはならないと、攻性咒式士や人間である以前、生物としての危機本能が告げたのだ。

　たわいない会話にウォルロットは苦笑する。

　雷に打たれたように、ウォルロットの手が動き、指先で自分の唇に触れる。

　自分は笑っていた。
残
 ざん

 
酷
 こく

 な喜びや、皮肉でなく、三年ぶりに自然に笑っていた。

　ジヴーニャは前を見ていて、ウォルロットの状態には気づかなかった。振りかえって、笑顔を見せる。

「まずは食事にしましょう。なにか好き嫌いはある？」

「この季節なら祖国では、クレイポスを食べ……」素直に続けそうになってウォルロットは止めた。「いや、おまえに任せる」

　自らの状態に戸惑いを抱えつつ、先を行くジヴーニャに続く。

　前方にあるビルの前では、抗議集会が行われていた。台に乗った人間が叫んでいる。周囲には人が集まっていた。









　オリエラル大橋を渡って南下する。車の列に混じって、ヴァンを徐行させていく。歩道では、横断幕を掲げた一団が進んでいた。

　口々に「同盟の横暴に反対する」「大使館爆破も警告だ！」「世界規格の押しつけは止めよ！」「皇国に対する経済政策を転換せよ」と叫んでいる。

　社会や経済の悪化に敵を求めたいのだろうが、俺が参加することは一生ないだろう。俺は常に眼前のことで必死だ。

　イルフナン通りを南下し、目的の場所に到着した。ヴァンを駐車場に向ける。高級車や新車の間に、事務所の古いヴァンを停める。

　ギギナと二人で、ラルゴンキン
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 事務所に足を踏みいれる。玄関口では、あいかわらず多くの客が行き交っている。いつもよりラルゴンキンの
攻
 こう

 
性
 せい

 咒式士たちの数が少ない。

　受付に向かおうとして、春の闘いで見たことがある攻性咒式士が通りかかった。墓地の
葬
 そう

 
儀
 ぎ

 で俺の肩を叩いていったから、なんとなく覚えている。手を掲げると、向こうも止まる。

「所長か副所長はいるか？」と
挨
 あい

 
拶
 さつ

 以前に用件を繰りだす。相手は
快
 こころよ

 く副所長が四階にいると答える。礼を言って、春先の挨拶をしたい相手を放置し、その場を去る。
自動昇降機
 エレベーター

 に乗って、
欠伸
 あくび

 をしつつ四階で下りる。

　詰め所には机が並び、事務員たちが電話で受け答えをしていた。視線を動かすと、奥にある所長の執務机は空席だった。

　所長席の隣にある
椅
 い

 
子
 す

 に、ヤークトーが座っていた。老人は傍らに立つ
甲
 かつ

 
冑
 ちゆう

 
姿
 すがた

 の部下に書類で説明をしていた。

　
閑
 かん

 
散
 さん

 とした机の間を抜けていくと、老咒式士が俺たちの接近に気づいた。
傍
 かたわ

 らの咒式剣士の言葉を手で止めて、ヤークトーが俺たちを見つめる。

「話は聞いています。ジヴーニャ嬢が
誘
 ゆう

 
拐
 かい

 されるとは大変ですね」

「大変という言葉がこれほど似合う事態もないだろうな」

　俺は冷静に返せるまでになっていた。ヤークトーがうなずいてみせると、話していた
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 が気を利かせて離れていく。俺は手近にあった
椅
 い

 
子
 す

 の背を

摑

 つか

 んで引きよせ、ヤークトーの机の前に座る。ギギナはいい椅子を探して迷っている。さすがにラルゴンキンの所長用の椅子には座りたくないらしい。

　椅子に迷うどころか人生の迷子を放置して、俺はヤークトーに問う。

「いつも邪魔な大きさのラルゴンキンが珍しく邪魔ではないが、どこにいる？」

「所長のラルゴンキンは、大使館爆破事件の捜査と暴動を抑えるために動いています。捜査の合間にジヴーニャ嬢の捜索をし、関連する攻性咒式士たちに働きかけています」

「さすがにラルゴンキンは察しがよくて助かる」

　ラルゴンキンは、焦っていた俺より先手を打ってくれていた。力が強いだけでは、エリダナ
随
 ずい

 
一
 いち

 の攻性咒式士とは呼ばれないのだ。俺としては皮肉を付けくわえるしかなかった。

「ラルゴンキンの力を借りることは、あまり愉快ではない。が、勝手に助けてくれるなら、この世にラルゴンキンがいる意味も出てくる」

「それでよろしい」

　ヤークトーが細い
顎
 あご

 を引いて肯定した。

「素直な礼を言うだけなら、あなたが弱っている証拠です。皮肉の程度があなたの精神の健康状態を示しています」

「どういう評価だ」

「今の返答からすると、最悪ではないにしろ、万全ではないようですがね」

　ヤークトーは椅子に深く背を沈める。
知覚仮面
 ネーメンマスケ

 に並ぶ人工の眼に、知性の光があった。

「さて、ラルゴンキンの助けが自動的に
発
 はつ

 
揮
 き

 され、またエリダナの動きで不在であることも、前もってあなたは分かっていたはずです。ではなぜここに来ました？」

　俺が答えようとすると、ヤークトーは手を掲げて制した。

「私に〈
古き巨人
 エノルム

 〉のことを聞きにきた、ということでしょうね？」

　俺は苦笑する。ラルゴンキンと同様に、
老
 ろう

 
千
 せん

 
眼
 がん

 
士
 し

 は察しがよすぎる。

「ジヴの捜索は警察やラルゴンキンなど人数に任せるべきだ」

　俺は老千眼士を見据える。

「
誘
 ゆう

 
拐
 かい

 犯のウォルロットとやらがジヴを殺す可能性は低い。最悪なのは、この手にジヴを取りもどす前に、彼女を殺そうと狙う〈古き巨人〉たちに見つかることだ。そこで可能なかぎり〈
異
 い

 
貌
 ぼう

 のものども〉の情報を知っておきたい。つまりめんどくさいことの専門家であるヤークトーの意見を聞いておきたい」

　ギギナもようやくいい椅子を見つけて座る。俺は椅子から身を乗りだして、問いを重ねる。

「〈古き巨人〉とはなんだ？　金属の体で動くことは知っていたが、毒ガス咒式が効かないし〈異貌のものども〉としても異常すぎる」

「専門家とはとても言えませんが、手助けになるのであれば、私が解説していきましょう」

　ヤークトーの知覚仮面の眼に光が宿り、身を乗りだす。口が開かれる前に
釘
 くぎ

 を刺しておく。

「ええと、手短に頼めるか？　いつものように長いようなら、酒とつまみ、漫画を用意したいのだが？」

「
咒
 じゆ

 
式
 しき

 生物学の大家、エミネルド博士の説によれば〈
古き巨人
 エノルム

 〉は〈
異
 い

 
貌
 ぼう

 のものども〉のなかでも、他とはまったく別系統から進化した種族とされています」

　ヤークトーは完全に俺の言葉を無視した。俺とギギナは拝聴することにした。

　老人の指が振られると、机の上に立体光学映像が起動する。

　森の木々の
梢
 こずえ

 を突きぬけた金属の巨人たちの姿が現れた。顔には複数の宝石のような眼があった。対比として、画面の横に人間が表示される。

「〈古き巨人〉の平均的体高は、人類の十倍程度。目撃例は多くないのですが、一五メルトルから一八メルトル程度の個体が確認されています」画像の横に表示された人間が中央の〈古き巨人〉の隣に動き、上下に引き伸ばされていく。「ですが、人間をそのまま十倍の大きさにしても自重で
崩
 ほう

 
壊
 かい

 するというのが、生物学的な結論です」

　画像の人間は、巨大化した途端に自力で立てなくなった。骨が砕け、肉体が崩壊する。横では〈古き巨人〉の画像が平然と立っていた。俺にも理由が分かる。

「体重は大きさの三乗に比例して大きくなるが、筋力は二乗、骨の強度も二乗に比例してしか増えない、という法則だな。昆虫がもし巨大化しても、クチクラ層を強化しないかぎり、外骨格では体を支えきれないことと同じ原理か」

　ヤークトーが細い
顎
 あご

 でうなずいてみせる。俺は生徒としてはなんとか合格点といった態度だ。

「さらに大きさが二倍になると体表面積が四倍、体重が八倍になり、体表から逃げる熱量は体重の三分の二乗になります。巨大な生物ほど
緩
 かん

 
慢
 まん

 な動きになるのは、筋力と骨格の増大が追いつかないためです」

　
知覚仮面
 ネーメンマスケ

 の無機質な目で、ヤークトーが語る。

「ですが、そのありえない体を〈古き巨人〉は現実に成立させていますし、あの巨体で人間の
攻
 こう

 
性
 せい

 咒式士より早く動ける個体もいます」

　砲弾咒式を回避する速さを思い出した。ヤークトーが結論づける。

「実は〈古き巨人〉の体は
珪
 けい

 
金
 きん

 
化
 か

 
物
 ぶつ

 であるのです」

「聞いたことがあるが、実際にはどういうことだ？」

　ヤークトーが解説していく。

「通常の生物は炭素を基盤とした炭素基生物です」ヤークトーが続けた。「〈古き巨人〉は炭素を
珪
 けい

 
素
 そ

 に置き換えた生物で、体内の水素がリチウム、
窒
 ちつ

 
素
 そ

 が
燐
 りん

 、燐が
砒
 ひ

 
素
 そ

 と周期表にある元素が一段だけ変位しています。珪素と炭素が絡みあい、チタンやリチウムなどの金属を抱き込み、特殊な組成も可能としているようです」

　画像の巨人から、構成元素の成分表が現れる。既知の生物とは組成がまったく違う。

「まず、我々が混同しやすいことですが、巨人と〈古き巨人〉は別種族です。前者は炭素基生物で
亜
 あ

 
人
 じん

 
類
 るい

 の範囲ですが、後者は珪金化物生物です。前者が後者に従属し
崇
 あが

 めることから誤解が生じやすいですが、〈古き巨人〉は我らが知るいかなる生物とも
隔
 かく

 
絶
 ぜつ

 した種族です」

「竜ですらまともな生物に見えてきたな」

「竜はいい獲物だ」

　ギギナが
椅
 い

 
子
 す

 に座しながら言葉を割りこませた。老人は気にせず続ける。

「一説によれば〈
古き巨人
 エノルム

 〉は竜より長い、地層と同じ程度の寿命を持つとされていますね。自らの古い歴史を誇りにして、若い種族である人類を
軽
 かろ

 んじている傾向はあるようです」

「名前どおりの古い種族なわけか」

　俺としては生物としての異質さに
呆
 あき

 れるしかなかったが、ギギナは興味
津
 しん

 
々
 しん

 として見ていた。新しい
玩具
 おもちや

 を見つけた子供と同じだ。

「肺呼吸をして酸素をとりこみ、二酸化炭素を吐くという点では、有機生命体と同じです。ですが、その体と同様に
代
 たい

 
謝
 しや

 構造はまったく異なります」

　納得と同時に、違和感を覚えた。どこか分からないので、今は放置する。気にせずヤークトーが図を展開する。

「彼ら〈古き巨人〉族の食料は、いわゆる鉱物や原油です。食料となった鉱物や原油は体内で精製され、希少金属を含む体液となって全身を循環します。燃料電池と同じ原理で、プラチナを
触
 しよく

 
媒
 ばい

 として石油から発電した電力で生命活動を行っています。ガソリンすらブドウ糖のような炭水化物のエネルギーとして取りこめ、結論として
排
 はい

 
泄
 せつ

 
物
 ぶつ

 は原油や鉱石の
滓
 かす

 、つまりアスファルトとなりますね」

　映像は奇妙な代謝機構を示す。俺にも分かってきた。ヤークトーが告げる。

「いわば〈古き巨人〉とは生きている化学工場で発電所なのです」

「自分と同じ生物と考えることが、まず間違いか」

　俺は
喉
 のど

 の奥で
唸
 うな

 る。

「毒ガス
咒
 じゆ

 
式
 しき

 が効かないのも道理だ。自動車や重機に毒ガスを放ったのと同じことだ」

「炭素基生物の生体機構を標的とした、サリンやＶＸガスやｄ‐
 ツボクラリンなどの毒物もすべて無意味だ。なにしろ〈古き巨人〉には、神経伝達物質であるアセチルコリンも作用点となるコリンエステラーゼも存在しないのだからな」

　補足したギギナの横顔には喜びがあった。

「体の内部まで金属で装甲されて、体そのものが咒式発動装置。苦戦するか、殺されるかで楽しそうな相手だ」

　なにが楽しいのか、俺には理解できない。現実の存在である俺は、戦うなら楽な相手のほうがいい。〈古き巨人〉とは、生物にして
殺
 さつ

 
戮
 りく

 兵器。強敵にすぎる相手が三体。策なしで勝てる相手ではない。

「弱点はあるか？」

「弱点ですか」ヤークトーが画面を見て考えこむ。「一案としては、金属で構成された肉体は
頑
 がん

 
健
 けん

 であり、食物や生存
圏
 けん

 が他の生命体と重なりにくく、多種族との生存闘争になる機会が少なかったようです。生態から、化学系、もしくは電磁系には恐ろしく優れていますが、
長命竜
 アルター

 や
大禍つ式
 アイオーン

 といった種族ほどには、他の系統の咒式が発達しなかったことですかね」

「それ以前に巨体で充分だった、ということだな」

　俺は苦い気分を吐きだすだけだった。〈
古き巨人
 エノルム

 〉どもは、手足を動かすだけで街に大破壊を起こしていた。まさに動く天災のようなものだった。解説は気休めにもならない。

「そうですね。他に忠告ができることといえば」ヤークトーが
知覚仮面
 ネーメンマスケ

 の額に、右手の指を当てる。「古い記録にあるのですが、注意すべきは彼らの色と眼の数でしょう」

「色と眼の数？」

　有益そうな情報に俺は食いつく。ギギナも
老
 ろう

 
千
 せん

 
眼
 がん

 
士
 し

 を見つめる。

「〈古き巨人〉は全身の肌から放射される電磁波を視覚としています。顔に配置されて目のように見えるのは、放射線を放つ精密な感覚器官であると同時に演算器官です。眼の数が多いほど強力な個体だとされています。色のほうは属と派を表わすらしいのですが、こちらはまだ分類が不明です」

　戦った三体の姿を思い出す。ルコルジ・ジは黄緑色、ヒヘイデス・スは
橙
 だいだい

 色の目でともに四つ。ヨルムデ・デは淡紫色の目で三つ。三つも四つも俺にとっては強敵にすぎる。

　色の意味は分からないので放置。

「しかし、
炭
 たん

 
素
 そ

 
基
 き

 の生物ではない〈古き巨人〉が、なぜジヴを狙う？　指輪にしても、そもそも人類と利害関係が発生するのか？」

「そこから先は個々の事情でしょうから、分かりかねます」

　ヤークトーが告げた。俺にもそこが問題だ。礼を言って、ラルゴンキン事務所を出る。

　ヴァンに乗って、エリダナの街を走る。表向きは平和な街に見える。

　助手席ではギギナが笑っている。剣士の笑みだった。

「絶望的に楽しい状況だな」

「ドラッケン族と俺は同じツェベルン語を使っているが、なぜか意志
疎
 そ

 
通
 つう

 が不可能だな」

　しかし、ヤークトーが語ったことは事実であり、推測される事態は絶望的だ。

　窓から見えるエリダナを背景に、ギギナの笑みが深くなる。

「初春から
長命竜
 アルター

 に
大禍つ式
 アイオーン

 に、今度は〈古き巨人〉だ。
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 が避けるべき相手に次々と
遭
 そう

 
遇
 ぐう

 している」ギギナの声が続く。「半アルリアン女のことといい、ガユスと関わると恐るべき不運が舞いこむようだな」

「ギギナが相棒であることを含めて、俺も自分の不運さに驚いているところだ」

「なに、おまえの不運さが私には得難くて感謝している」

　ギギナの横顔は白い武神となって輝いていた。

「強敵を求めるドラッケン族にとっては、強敵を呼びよせるガユスは最高の存在だ。これからも不運でいてくれ」

　ギギナの愉快そうな声に、俺の気分は反比例する。それでもこの味方か敵かよく分からないギギナだけが、俺が使えるジヴ救出のための数少ない戦力だ。

　オリエラル大橋の手前で、背後から遠い爆音が響く。

　車を路肩に停める。車の窓から顔を出して、背後を見る。同盟地区の高いビルの連なりの向こうに、黒煙が噴きあがっていた。周囲の車も何台かが同じように路肩に停車して、同じように見ていた。一様に不安な顔をしていた。

　携帯で情報検索すると、抗議活動の
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 と警官隊が衝突したらしい。大使館爆破といい、最近のエリダナは物騒になっているようだ。

　今の俺はジヴと、彼女を
誘
 ゆう

 
拐
 かい

 していったウォルロット。そして〈
古き巨人
 エノルム

 〉のことで頭がいっぱいだ。捜索のために、ヴァンを発進させた。









　安ホテルの一室で、ジヴーニャは窓際の
椅
 い

 
子
 す

 に座っていた。少し食べすぎて、動くことが辛かった。

　
翡
 ひ

 
翠
 すい

 色の瞳は、室内を見ていた。

　ウォルロットは床に座っていた。新聞紙を広げ、上に作業用の箱と
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 を下ろす。床に腰を下ろした体勢で、魔杖剣の整備を開始する。機関部を分解し、
掃
 そう

 
除
 じ

 をし、油を差す。

　魔杖剣〈
悲
 ひ

 
姫
 き

 ジゼロ〉の刀身から機関部は、合理的な美しさを持っていた。

　攻性咒式士が魔杖剣の整備をする光景は、よく見ている。ジヴーニャは武器や凶器が好きではない。模型ではなく、実際に命を奪うものは好きにはなれない。

　だけど、ガユスが整備している光景を見るのは嫌いではなかった。むしろ好きだった。

　ウォルロットは一点の曇りもないジゼロの銀の刀身を手にとる。刃を機関部と柄につなげて、
螺
 ね

 
子
 じ

 で止める。右手で柄を握り、魔杖剣の刀身を左手に乗せ、機関部から刀身を眺める。
歪
 ゆが

 みがないことを確認し、膝の上に戻す。

　左手が
翻
 ひるがえ

 り、
咒
 じゆ

 
弾
 だん

 を込めた弾倉を

摑

 つか

 む。直線で機関部に叩きこむ。
遊
 ゆう

 
底
 てい

 を引いて、
初
 しよ

 
弾
 だん

 を送りこむ。安全装置をかけて、整備と確認が終了した。

　右手が
柄
 つか

 を握って、回転。左手で用意していた
鞘
 さや

 に静かに収めていく。鞘と機関部が
嵌
 はま

 る、涼やかな音が響く。

　ウォルロットの一連の整備は、鮮やかな演舞にも見えた。

　ジヴーニャは、自分の心臓の拍動が上昇していることを自覚していた。人殺しの凶器は嫌いだが、細く長い男の手が、鮮やかに動くことに弱い。ガユスが魔杖剣を整備している光景は、自らの体を
愛
 あい

 
撫
 ぶ

 されることを連想してしまうのだ。同じようにウォルロットの整備を見たことで、ガユスとの情事を思いかえしてしまう。考えていると、後頭部が甘く
痺
 しび

 れてくる。

　椅子に座るジヴーニャと、床に座すウォルロットの眼が出会う。ウォルロットは男臭い笑みを向ける。

「なんだ？　攻性咒式士とつきあっていれば珍しい光景でもあるまい？」

「他に見るものがないだけよ」

　ジヴーニャは目線を外した。

「そちらこそ意識しすぎ。いくら行動をともにするといっても、節度を守るように」内心の動きは、声を高くさせた。「また最初のときみたいに
拷
 ごう

 
問
 もん

 や、その、
強
 ごう

 
姦
 かん

 なんてしようとしたら、私は死んで、親友さんの言葉は永遠の
謎
 なぞ

 よ？」

「分かっている」

　
素
 そ

 っ
気
 け

 ない返答をし、ウォルロットは作業を継続していく。男の手が止まる。ジヴーニャが見ていると、ウォルロットの額には冷や汗が流れ、
喘
 あえ

 いでいる。

「大丈夫？」

　ウォルロットが手を掲げて制止する。
懐
 ふところ

 から小箱を取りだして、錠剤を手に取る。錠剤を飲み、

嚙

 か

 み砕く。ジヴーニャが見ていると、ウォルロットの顔色が戻る。

「なんでもない。ただの発作だ。行動に支障はない」

「ならいいんだけど」

　ジヴーニャの眼前で、ウォルロットが作業を再開する。

「ホテルの人に疑われないように、また離れることが危険だから同じ部屋をとったけど」ジヴーニャの爪先が、床に下ろされる。爪先は左から右へと、線を描く。「この線からこちらに入らないように」

「ならば、その
綺
 き

 
麗
 れい

 な脚線美をこちらに見せないでくれ。目の毒だ」

　線を描くために短いスカートから伸びた足が開かれていたことに、ジヴーニャが気づいた。慌てて足を閉じる。

　床に座る男と、
椅
 い

 
子
 す

 に座る自分だと、角度的に予想されることがある。

「……見た？」

「普通の下着だと思う。変ではない」

「このっ！」

　ジヴーニャは枕を投げつける。床に座るウォルロットは首を曲げて回避する。枕はホテルの壁に当たって落ちた。

「安心しろ。冗談だ。見ていない」

　ウォルロットが
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 を元の場所に戻しつつ答えた。ジヴーニャは自分がおちょくられていることに気づいた。枕を投げるために立ち上がった姿勢から、
寝台
 ベツド

 に腰を戻す。

「あなた、最初と人格設定が変わってきていない？　血筋のどこかで、ザトクリフ家が混じっていないでしょうね？」

「その血筋は知らないが、俺でも冗談くらいは言う」

「まるでガユスみたいよ？」

「一日中緊張していては、心を病んでしまう」ウォルロットはかつての戦場を、虐殺の現場を思い出す。「だから
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 は冗談を言うことが多いと言われている」

　ジヴーニャは自分の
太
 ふと

 
股
 もも

 の上に頰
 杖の
肘
 ひじ

 をつく。攻性咒式士が似たような性格になる理由が分かった。分かったが、納得はしないといった表情だった。

　ジヴーニャは、ウォルロットの顔に浮かぶ表情に気づいた。男はかすかに
微
 ほほ

 
笑
 え

 んでいた。闘いにつぐ闘いのなかで、ようやく落ちついた精神状態に戻れたのだろう。

　自分が微笑んでいることにジヴーニャも気づいた。やはり自分も緊張していたのだろう。ようやく笑えるようになったのだ。

　だとしたら、自分の言動は計画どおりの効果をあげたと言える。自分の
貞
 てい

 
操
 そう

 を気にしつつ
隙
 すき

 を見せるという、好かれやすい女の行動をとって、男の心理を操作してみたのだ。

　どこまで行こうと、自分は凶暴で
狡
 こう

 
猾
 かつ

 なウォルロットの人質なのだ。相手に自分が品物ではなく、人間だということを理解させておくことに損はない。自分の命を守ってもらうことが唯一にして至上命題なのだ。

　ジヴーニャは
溜
 た

 め
息
 いき

 を
吐
 つ

 く。そう考える自分は、もう純真な少女ではないのだろう。だが、少女ではこの世を生きていけない。この状況を切りぬけられない。

「そういえば」

　ジヴーニャは
襟
 えり

 元に手を入れる。胸の谷間に落ちている鎖を探る。ウォルロットの目線に気づいた。

「指輪を出すたびに、胸を見ないでもらえます？」

「そう言われても、美人の胸元は男としては見てしまう」

　ウォルロットは苦笑して横を向く。それでも視線から
逃
 のが

 れるように、ジヴーニャは胸の谷間から、鎖とその先にある指輪を探りだす。前に掲げると、ウォルロットも視線を戻す。

「それで、この〈悲嘆の指輪〉を求める〈
古き巨人
 エノルム

 〉をどうやって追うの？」

　殺意の化身となっていたウォルロットは息を吐く。次の瞬間、
復
 ふく

 
讐
 しゆう

 
者
 しや

 と愛国者の顔から、戦術家の顔に戻る。

「君と指輪を
餌
 えさ

 にして誘う」

「私を釣り針の先にでもぶらさげてエリダナに
晒
 さら

 しておけば、向こうが見つけてくれるってこと？」

「一方で君が警察、さらにはガユスや関係者に見つけられると困る。あくまで我らが先に〈古き巨人〉を見つけるか、〈古き巨人〉たちに先に見つけてもらわねばならない」

　ウォルロットの眼に
敵
 てき

 
愾
 がい

 
心
 しん

 の炎が灯る。

　ジヴーニャは指輪を襟元に戻す。それぞれの勢力が、微妙な
天
 てん

 
秤
 びん

 の上で互いを追っているのだ。それだけにジヴーニャも考えねばならない。

「それなら現場である西岸はそろそろ危険ね。同盟側の東岸に移動したほうがいいと思う」

「だが、車を盗んで走らせても、どこで番号認識装置に引っかかるか分からない」ウォルロットが事実を述べた。「流しのタクシーは顔を覚えられる。俺はともかく、君はかなり美人だ。必ず覚えられてしまう。可能なのは公共機関での移動くらいだ」

「あー、警察に見つからないようにする、というのは難しいっ」

　ジヴーニャが小さく叫んで、窓の外に視線を向ける。ジヴーニャの目が輝く。

「駅かバス停までは、あれに混じって移動するといいかも」

　ジヴーニャの手の先を、ウォルロットの眼が追う。視線の先、道路には人々が
溢
 あふ

 れていた。

「世界規格に反対！」「皇国系住民の仕事を奪う、同盟系企業を許すな！」「ダリオネートによる資本の横暴を止めろ！」

　歩道には、人々の声が響く。信号を無視して進む一団に、車が
警
 けい

 
笛
 てき

 を鳴らす。しかし、数十人ほどの流れは止まらない。団体は叫びつづける。
老
 ろう

 
若
 にやく

 
男
 なん

 
女
 によ

 の団体のなかほどで、金髪に青い眼の青年が旗を掲げていた。

「皇国に誇りを取りもどせ！」

　熱心に叫んで、青年はツェベルン
龍
 りゆう

 
皇
 おう

 
国
 こく

 の旗を振る。細い腕には、腕章がつけられていた。

　腕章には、エリダナ
憂
 ゆう

 
国
 こく

 
騎
 き

 
士
 し

 
団
 だん

 という団体名と紋章が描かれていた。









　ピエゾ連邦共和国、首都のピエゾニア市の中央に位置する、ピエゾ大統領官邸。

　公式会談が終わった部屋からは、各国の報道機関の人間たちが我先にと出ていく。赤を基調としたピエゾ
絨
 じゆう

 
毯
 たん

 が敷かれた
廊
 ろう

 
下
 か

 を、撮影機や集音器を抱えたまま走っていく。

「ピエゾは意外な方向に出た！」「明日の政治面はピエゾとの交渉不調で取っておけ！」「同盟と皇国の二大強国の手を振りはらって、どういうつもりだ？」「ペンクラート問題で戦争を起こすつもりか？」「出ると決まったわけではない。あくまで
仄
 ほの

 めかしだ！」「外務大臣に裏を取れ！」「輸入はどうする気なんだ？」

　全員が口々に叫んで廊下を進み、
官
 かん

 
邸
 てい

 に散っていく。

　二階の回廊を見下ろす四階の回廊に、二人の姿があった。

　
手
 て

 
摺
 す

 りを握る僧服姿の男と、背広姿の女性秘書官。会談を終えた本人であるモルディーン
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 とキュラソーだった。キュラソーの顔からは、驚きと怒りが去っていなかった。

「前日の非公式会談と違って、グイナムス大統領が強気に出てきました。これは予想外の事態です」声にも怒りが
滲
 にじ

 んでいた。「まさか、ペンクラートの独立問題で、同盟と皇国の意志に反して再占領を目指すとは」

「大統領はあくまでその可能性がある、と言っただけだよ」

　
凝
 こ

 った肩を回して、モルディーンが返す。対照的に落ちついていた。

「可能性を仄めかすだけでも、重大事です」キュラソーの目には怪奇現象を見たような驚きがあった。「ペンクラートへの再侵攻を行えば、ピエゾは同盟の軍事的圧力を受け、皇国の経済協力を失ってしまう。グイナムス大統領は、ピエゾを自殺させたいとしか思えません」

　秘書官は疑問の声を発しつづける。モルディーンはいつもと変わらない態度で歩きだす。キュラソーは主君の背中に続き、回廊を進む。

　渡り廊下で大統領官邸を抜けて、隣接する
迎
 げい

 
賓
 ひん

 
館
 かん

 に出る。

　廊下の奥で、キュラソーが主君の前に出る。扉を開けると、十数人の声が
溢
 あふ

 れる。

　すでに会談の結果を聞いているらしく、室内では電話交換手が本国や各機関に連絡していた。部屋の隅では情報を分析する分析官たちの怒号が飛び交っている。

　ピエゾでのモルディーンの客室は、即席の情報分析基地となっていた。そして情報と外交戦で
沸
 ふつ

 
騰
 とう

 していた。

　上司であるキュラソーと、続く主君であるモルディーンに情報士官が敬礼しようとする。モルディーンは唇に指を当てて、作業を続けさせた。情報分析基地はこれからさらに
沸
 ふつ

 
騰
 とう

 していくのだろう。

　奥にある自室に二人が進む。キュラソーが後ろ手に扉を閉めると、情報基地の騒音が
遮
 さえぎ

 られていった。

　外交用の正装の飾り帯と赤帽子を外して、モルディーン
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 が歩いていく。

「グイナムス現大統領は、バッハルバ大光大学の政経学部を出た知識人だ。ピエゾの連合与党が担ぎだしたお飾りにしてはまともだよ」差しだした帯と赤帽子と言葉を、キュラソーが受けとる。「それゆえに同盟の
割
 かつ

 
譲
 じよう

 
案
 あん

 を受ければ、ピエゾは二流から三流国家に転落すると考えた。彼とピエゾ現政権にとってそれだけは受けいれられない。しかし、同盟に刃向かえば四流国家か
破
 は

 
綻
 たん

 だ」

　モルディーンが窓際の
椅
 い

 
子
 す

 に腰を下ろす。キュラソーは受けとった帯や赤帽子を畳み、前に立つ。

「グイナムス大統領がまともな
為
 い

 
政
 せい

 
者
 しや

 だとしたら、なぜあのような
愚
 ぐ

 
挙
 きよ

 に出るかもしれないと
仄
 ほの

 めかしをしてきたのでしょうか？」

　モルディーンの目は、窓の外に向けられていた。ピエゾの
鉛
 なまり

 色の空と青い屋根やビルの連なりがあった。

「ピエゾ連邦共和国は、二大強国の圧力を避ける方法を見つけたのだろう」

「そんな都合のいい方法があるのですか？」

　キュラソーには理解できなかった。

「ある、もしくはあると思えたからこそ、ピエゾは動いたのだろう」モルディーンが笑う。「方法は分かる。だがどの方法で来るつもりなのか。どれも勝率は低いはずだが」

　モルディーンの目にはチェルス
将
 しよう

 
棋
 ぎ

 の奇手を見たような、興味の色があった。

　理解できないままのキュラソーが問いかけようとすると、胸元で携帯が鳴る。通信を受けるキュラソーの顔に、苦渋の色が
滲
 にじ

 んでいく。通話を切って、モルディーンを見つめる。

「本国のオージェス王家情報部からです。またも悪い情報が入りました」

「続きは我が伝えよう」

　部屋の奥、出窓に人影が腰掛けていた。黒と白に塗り分けられた服。虹色に変化していく瞳。周囲には、主星を回る衛星のように、水平軌道で八つの宝珠が浮遊している。

「
神
 しん

 
出
 しゆつ

 
鬼
 き

 
没
 ぼつ

 とはヨーカーン君のことを言うのだろうね」

　モルディーンが
微
 ほほ

 
笑
 え

 むと、ヨーカーンも緑となった瞳で笑みを返す。
翼
 よく

 
将
 しよう

 第二位とされる大賢者の笑みは清らかなものではなかった。

　キュラソーはすでに腰を落とし、
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
刀
 とう

 の
柄
 つか

 に手をかけていた。ヨーカーンはモルディーンの周囲に咒式干渉結界を構築する役目だ。しかし、コウガ忍群の精鋭が護衛しているというのに、
挨
 あい

 
拶
 さつ

 もなしに抜ける。毎度毎度の無断侵入は、彼女の
矜
 きよう

 
恃
 じ

 を傷つけていたのだ。

「刃をそれ以上抜くなら、我も宝珠で遊ぶことになるが？」

「それ以上モルディーン
猊
 げい

 
下
 か

 に近づかれるなら、コウガ忍者の秘術をご覧になることになりますぞ？」

　キュラソーは引かない。爪先で間合いを詰めている。いかに
咒
 じゆ

 
式
 しき

 の達人であろうと、忍者の踏みこみからの一撃は回避できないと読んだのだ。

　愛らしい小動物でも見るような目で、ヨーカーンはキュラソーを眺めている。内心の興味に連動しているのか、大賢者の周囲に浮遊する八つの宝珠が
回
 かい

 
転
 てん

 
軸
 じく

 を傾けた。

「冗談はそこまでにして、地獄耳の大賢者が知りえた情報を知りたいな」

　両者の間に、モルディーンの声が投げられる。

　キュラソーは
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
刀
 とう

 の
柄
 つか

 から細い手を離さない。緑から緋色となった大賢者の眼が、モルディーンに向けられる。

「話というのは、我よりも勤勉に動いているものたちがいる。まずはレメディウスが使用した〈
六道厄忌魂疫狂宴
 アヴア・ドーン

 〉の咒式技術の一部が、異国に流出している」

「次元に穴を開けるあの咒式だね」

　モルディーンの表情が曇る。

「あれは危険にすぎる。流出は
憂
 ゆう

 
慮
 りよ

 すべき事態だ」黒い目が思考する。「ウルムンか春先のエリダナの事件で発動した咒式を、誰かが
解
 かい

 
析
 せき

 したということか」

　
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 の憂慮を楽しむかのように、ヨーカーンが続ける。

「次に、ウガウク・ク以外の〈
古き巨人
 エノルム

 〉たちの動きがある。情報部が北方のババル連峰からバザーヤ山にかけて、不審な動きを発見したようだ」

　モルディーンが
傍
 かたわ

 らのキュラソーを見つめ、確認を求める。

　細い
顎
 あご

 を引いて、キュラソーは主人の視線の問いを肯定する。

　モルディーンは窓へ視線を向け、外を眺める。ピエゾ連邦共和国の街並みの向こうに、白い山々が見えた。

「アレトン共和国、いわゆる
破
 は

 
綻
 たん

 国家か」

　北方のアレトン共和国は、西に見えるピエゾの山々のさらに先だった。遥かに遠い国を見通そうとするかのように、黒い
双
 そう

 
眸
 ぼう

 は真っ直ぐに見つめていた。

「あそこでは、なにが起こっても不思議ではない」

　モルディーンの答えに、窓辺のヨーカーンが肯定の笑みを唇に乗せる。モルディーンの目には疑問の色があった。

「しかし、〈古き巨人〉たちの主戦派は単体では動けないはずだ。そのために私はタラテク峡谷問題に関わって、動きを止めた」

「だが、現実に〈古き巨人〉どもは動いている」

　
白
 はく

 
磁
 じ

 
器
 き

 のような指先でヨーカーンが自らの長い髪の先を
弄
 もてあそ

 ぶ。

　モルディーンの目には、窓の外にあるピエゾの街並みが映りこんでいた。

「この一手には意味が必ずある。ただ、理解するためには手札がまだ足りない。絶対的に足りない」

　黒い目が窓の外を眺めていた。

「
破
 は

 
綻
 たん

 国家であっても、他国であるアレトン共和国に大規模な部隊は送れない。武力
介
 かい

 
入
 にゆう

 は大陸諸国家に皇国が軍事的冒険をしようとしていると誤解される恐れがある」独り言が続いていく。「だとしたら、少数部隊を送りこむしかない。少なければ少ないほどいい。そして事態が私の想像に近いようなら、その場で
殲
 せん

 
滅
 めつ

 させる必要がある」

「相反する能力を要求する任務だ」

　ヨーカーンが
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。唇は毒を含んだ果実の赤さを見せていた。

「だが、
汝
 なんじ

 にはその任務に適したものがいる」

　モルディーンの目が、出窓に座るヨーカーンに向けられる。

「
翼
 よく

 
将
 しよう

 で動けるものはどれくらいいるかね？」

「我は結界の守護として、キュラソーは秘書官と情報を束ねるものとして汝の
傍
 そば

 を離れるわけにはいかない。クロプフェル殿は法王の守護だ」ヨーカーンが愉快そうに告げる。「モルディーンの右腕であるオキツグは、北方戦線に貼りついている。同じく左手とされるバロメロオ公爵は西方戦線から動けない。アザルリは
監
 かん

 
獄
 ごく

 。イェスパーとベルドリトは暗殺任務中で、カヴィラとジェノンは西方戦線を監視中だ」

「間が悪いときに動く」解説にモルディーンが
溜
 た

 め
息
 いき

 を漏らした。「いや、それこそがどこかの誰かの狙いかもしれないね」

「残るのは、正義の味方と死神だ」

　
嘲
 ちよう

 
弄
 ろう

 するような眼差しで、ヨーカーンは告げた。

「よりにもよって正義の味方と死神ですか」二人の間で、キュラソーが渋い顔をする。「あの二人は戦略兵器です。それぞれ破壊と
殺
 さつ

 
戮
 りく

 に特化しすぎていて、調査には向かないでしょう」

　そこで意を決したように続ける。

「やはり私が忍群を率いて、現地に飛んだほうが適任ではないでしょうか？」

「それはよくない。君という情報の専門家なしでピエゾとの交渉はできない」

　モルディーンの正論にキュラソーは黙りこむ。ヨーカーンが楽しそうにしていた。

「やはりあの二人を使うしかないね」

「ですが、あの二人ではバザーヤ山そのものを崩し、あらゆる生命体が死に絶えます」

「山のひとつくらい壊してしまえばいい。あの山にいるのは、巨人と
眷
 けん

 
属
 ぞく

 、そして〈
古き巨人
 エ　ノ　ル　ム

 〉くらいだ。すべてを壊し、殺しつくしてしまえばいい」

　ヨーカーンが非人間的な言葉を連ねていく。

「我はあの二人の間違った正義と正しい殺意を好んでいる」

　大賢者の周囲に浮遊する八つの宝珠が、軌道を傾ける。さらに無軌道に動き、ヨーカーンの
残
 ざん

 
酷
 こく

 さを示しているかのようだった。

「久しぶりに狂気の
宴
 うたげ

 を見させてもらってもいいころだろう？」

　キュラソーはヨーカーンをさらに嫌いになった。軍事的、政治的冒険どころの話ではない。〈古き巨人〉と翼将を対決させようとしているのだ。

「誰かが
初
 しよ

 
手
 て

 を放ったのなら、こちらも一手を放たねばなるまい」

　モルディーンが告げる。ヨーカーンが
喉
 のど

 を鳴らして笑い、手を掲げる。

　周囲を周回する八つの宝玉のひとつが光を発する。






五章　弱きものどもの、小さく微かな叫び



　人間の心的機構は「観察可能な結果を引きおこす、観察不可能ななにか」を常に想起してしまう。社会的事件にしろ自然災害にしろ「誰か」が起こしたとするのだ。



　この魔術的思考は受け継がれるわけでもないのに、現在でも次々と生まれている。交流がないはずの世界各地の宗教が似ているのも、人類の思考は元々そういう
錯
 さつ

 
覚
 かく

 が生まれやすい心的機構であるためだと推測される。




レゼネ・ベラヒム「錯覚思索」
同
 どう

 
盟
 めい

 
暦
 れき

 八二年








　エリダナ北東部にあるジェストホテルの前には広場が広がる。
石
 いし

 
畳
 だたみ

 の連なりの中央に、噴水が設置されている。

　普段は周囲の住民の
憩
 いこ

 いの場として屋台や家族連れが行き交う広場だが、早朝の
朝
 あさ

 
靄
 もや

 が漂うこの時間では、誰もいない。噴水の流れも、
遠
 えん

 
慮
 りよ

 がちに見えた。

　広場に足を踏みいれる人影があった。紺色の背広を着た男が進んでいく。特徴がない顔は、
欠伸
 あくび

 をしながら歩いていく。

　背後には、黒背広の二人が続く。そろって黒の
遮
 しや

 
光
 こう

 
眼
 め

 
鏡
 がね

 をかけていた。一人は
六弦琴
 ギタール

 の箱を下げ、片方は
四弦琴
 ギターレ

 の箱を下げている。どちらの男も、音楽を弾きそうには見えないほど鍛えられた
体
 たい

 

軀

 く

 だった。

　紺色の背広の男が足を止めると、二人の男の足も止まる。対して男の青い目は、ジェストホテルを眺めている。

「予定の階段があそこか」

　冷たい氷のような青い目は、ジェストホテルの前にある階段を確認する。ホテルの入り口で、応対の男と荷物運びの男が欠伸をしていた。

　ホテルを確認した男が、背後を振りかえる。周囲のビルを眺める。

「いくらなんでも少し近すぎるな」

　考えこむ。男は周囲にあるビルを検分していく。視線が止まる。ビルとビルの間を眺める。紺色の袖が掲げられ、腕が斜め上に固定される。

「ひとつ聞くが、この間は使えるか？」

　声は周囲の黒背広たちに放たれた。遮光眼鏡の男たちが男の視線を追う。四弦琴の箱を下げた男が、
測
 そく

 
定
 てい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 を発動した。

「我らがゴバルドなら可能だ」

　六弦琴の箱を下げ、ゴバルドと呼ばれた男もうなずく。

　紺色の背広が指し示したのは、ビルとビルの狭間、人すら通れない狭い隙間だった。遥か先には、ビルが見えた。

「では決定だ」

　紺色の背広の男が、唇から漏れる欠伸を

嚙

 か

 み殺した。

「私は時間まで寝ている。あとは君たちで計画を
遂
 すい

 
行
 こう

 してくれ」

　二人の黒背広の男は、不愉快そうな表情を並べる。欠伸をする男は、二人の男の敵意や反感に平然としていた。威圧的な暴力の臭いも気にしていなかった。

　欠伸をした男は、周囲の敵意や反感など完全に無視していた。表情は夏の朝よりも涼しげだった。黒背広を見て、苦笑する。

「ただし、その黒背広は気持ち悪い。映画みたいに作業服などの目立たない姿をしてくれよ」

「分かっている。こちらは
素人
 しろうと

 ではない」

　二人の男は、さらに不愉快そうな表情となる。紺色の背広の男の青い目に、冷たさが宿る。

「これで始まる」









　天井。壁には時計。俺は目覚めていたようだ。睡眠薬の常用で、脳が重い。

　また眼を閉じると、薄暗い闇が戻ってくる。

　右手を伸ばして、
寝台
 ベツド

 を探る。手はいつもの肌の温もりを求めた。だが俺の手が触れたのは、冷たいシーツだった。

　音が耳に突き刺さり、不愉快さに眼を開く。昨夜から付けっぱなしにしていた、立体光学映像による報道だった。抗議行進だとか経済がどうとかうるさい。

　目線をシーツに戻す。横にいるべきジヴはいない。寝顔も、困ったような顔も笑顔もない。

　たった数日前まで常に俺の
傍
 かたわ

 らにいたジヴは、今は他の男の手に落ちている。

　まるで自分の内臓が消失したような感覚、自己の半分を失ったような空虚感がある。

　驚くほど自分の気が弱くなっている。このところ連日ジヴと寝起きしていただけに、彼女の不在が
堪
 こた

 えている。

　ウォルロットは、ジヴを救った
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 だ。指輪と言葉という保険があるし、ギギナが言っていたように、すぐにジヴが殺されるようなことはないだろう。

　俺の手は不在のシーツを握る。固く眼を閉じる。白いシーツを破りそうなほどに、右手の五指が強く握りしめられる。

　俺はウォルロットが聖者だとは思っていない。ジヴは美人だ。それだけで性の対象になる。

　あの残忍なウォルロットの黒い手がジヴに触れ、唇を奪い、乳房を握る。腰を打ちつけて犯すかもしれない。ジヴの子宮へ、他の男の精液がそそぎこまれるなど悪夢だ。

　それだけならまだしも、ジヴが快楽に屈服して、俺以外の男の下で
喘
 あえ

 ぐ姿を想像しただけで、視界が真っ暗になりそうなほどの怒りと絶望が湧きあがる。

　閉じた目の闇のなかで、
妄
 もう

 
想
 そう

 が乱反射する。シーツを握る握力で手を破壊しそうになる。だが、握りこむことを止められない。指の骨が
軋
 きし

 み、痛みを叫ぶ。

　息を吐いて、俺の妄想が引きおこす不安を振りはらう。眼を開けて現実を見据える。握りこんでいた右手を開放する。指の腹から背へ、痛みが抜けていく。

　寝起きから精神的に疲労しつつ、体を起こす。寝台の横手にある机の上を眺める。携帯を左手にとって、寝ている間に情報が入っていないかと確認する。

　着信なし。警察も情報屋も知りあいの攻性咒式士も、すべての情報網が沈黙していた。現在のエリダナは抗議行進や警察の捜査などで人が
溢
 あふ

 れており、人捜しもしにくいのだろう。かといって、情報が訪れることをただ待っているだけという状態は胃が痛い。なにかをしないと、喉の奥に絡まる
焦
 しよう

 
燥
 そう

 感に窒息死させられそうだ。

　俺は
寝台
 ベツド

 から床に足を下ろし、立ち上がる。

　上着の袖に手を通す。袖を抜けた左手に握ったままの携帯が鳴る。ヴィネルかナテッロかと思って画面を見ると、リゼリアからだった。

　間が悪いが、無視するわけにもいかずに出る。

「どうした？」

「ガユスさんっ！　フリューが見つかったという報告が！」

　悲鳴のような声だった。









　足音が
廊
 ろう

 
下
 か

 に響く。

　どこか夢のような廊下を、ウォルロットが歩く。
傍
 かたわ

 らには弟子にして部下のブローゾがいた。赤い髪に青い目。ピエゾの濃緑色の軍服を着ていた。

　ウォルロットが知る、三年前のブローゾの姿だった。歩くウォルロットも三年前の自信に満ちあふれた状態だった。

「泣き虫だったおまえが
大
 たい

 
尉
 い

 か。出世したものだ」

「ピエゾニアの街でも有数の泣き虫だったウォルロットの兄貴が、今ではピエゾの勇者ということのほうが驚きですよ」

「あのころのことを持ちだすな」

「先に言ったのは、ウォルロットの兄貴ですよ」ブローゾが続ける。「年下の俺が
庇
 かば

 っていた泣き虫ウォルロットが、今では俺と部隊どころか、ピエゾという国全体を守っている。運命とはおかしなものです」

　ブローゾが笑う。ウォルロットも笑う。二人の間で交わされる会話も、三年前のものだった。しかし廊下で歩いていくウォルロットは気づかない。夢だと気づくウォルロットの意識は、背後からその奇妙な光景を眺めていた。

「それに俺は
咒
 じゆ

 
式
 しき

 戦闘力も剣技もたいしたことはないですが、兄貴と違って世渡り上手ですからね。逆に兄貴は少し考えが足りませんよ」

「考えなしとは失礼だな」

　苦笑するウォルロットの[image: ]
 が水平に動くが、ブローゾは頭を下げて回避する。

「兄貴はもう止めろ。師匠かウォルロット特佐と呼べ」

「はいはい。分かっておりますよ」

　起き上がったブローゾはウォルロットの横に並ぶ。

「そういえば以前からの疑問なのですが、勇者はどうしていつも勇気を持てるのですか？」

　弟子の真面目な問いに、ウォルロットが考えこむ。ブローゾは問いかける。

「あれほど強力で多勢である同盟の軍隊に、怯えないものなどいません。歴戦の軍人や
攻
 こう

 
性
 せい

 咒式士であるほど、絶望的な戦力差に怯えました」

　真剣な問いになっていた。

「ですが、あなたが立ちむかったからこそ、皆も奮戦してあの絶望的な
長命竜
 アルター

 や毒巨人との死闘に
赴
 おもむ

 き、第一次ペンクラート紛争を戦いぬき、すべてに勝利できました。どうして立ちむかおうと思えるのですか？」

「俺はいつでも勇気が起こるわけではない。今でもあのころの泣き虫のままで臆病者だ」

　ウォルロットの手がブローゾの肩を叩く。横顔には高貴な覚悟があった。

「ピエゾ、つまり祖国の、そして民の幸せと命がかかっていると思えば、俺は下がるわけにはいかないと思えた。それを続けているうちに、いつの間にか勇者と祭りあげられていただけだ」

　ウォルロットは進む。ブローゾは立ち止まっていた。誇り高き勇者の覚悟に、脳天まで
痺
 しび

 れてしまっていたのだ。

　言葉で言うほど簡単ではない。血みどろの戦場を、ウォルロットは歩んできた。仲間を失い、妻を失い、ウォルロットは戦ってきた。ウォルロット自身も何度か死に
瀕
 ひん

 し、
治
 ち

 
癒
 ゆ

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 で蘇生してきた。どれほどの激痛であっても、部下や仲間の前のウォルロットは平然としていた。

　すべての喪失と痛みを引き受け、それでもなお立ちむかうからこその勇者だった。

　ブローゾは足を進めて、再びウォルロットの隣に並ぶ。

「では、もしウォルロット兄貴が勇気を失ったときには、俺があなたの勇気になるよ」

「おまえのための勇気だけは出ないな」軽く笑ってウォルロットが進む。「そうだな、そのときは、また泣き虫ウォルロットとしておまえに
庇
 かば

 ってもらうさ」

　背負った二等辺三角形の剣と、腰の左にある華麗な
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 が鳴る。

「バセレオ
閣
 かつ

 
下
 か

 はピエゾの危機だと言っていた。最悪の敵が現れたと。ならば俺は向かわねばならない」

　唇には、不敵な笑みがあった。どんな敵だろうとウォルロットは倒す。勇者は負けない。ピエゾのために、民のために。

　二人の前方には扉があった。

「さて、戦いに行こう。ピエゾのために戦い、ピエゾの敵を倒そう」

　勇者の両手が、扉を開ける。

　炎の街にウォルロットは立っていた。

　街路のビルの窓は、炎を噴いている。木々は炭化し、黒い
梢
 こずえ

 を赤い空に伸ばしていた。

　男の眼前には死体の山。男が女が、子供が老人が死体となって積み重なっていた。青白い顔にある黒い目と黒い口から、タールのような血液が
零
 こぼ

 れている。

　ウォルロットの前には、
跪
 ひざまず

 いた人々の列が続いている。女や子供や老人が、後ろ手で
縛
 しば

 られて首をうなだれている。人々の顔が一斉に左を向く。
虚
 うつ

 ろな目がウォルロットを見つめていた。

　ウォルロットの手は魔杖剣〈
悲
 ひ

 
姫
 き

 ジゼロ〉を握っていた。血に濡れた刀身が掲げられていく。自分の意志に反して持ち上げられる。

　手前の腹が
膨
 ふく

 れた女が
懇
 こん

 
願
 がん

 する。「殺さないでウォルロット様。私のお腹には赤ちゃんがいるのです」と。

　ウォルロットの手が落ちる。冷たい刀身は女の首を落とす。赤い肉と白い骨の断面が見え、鮮血を噴出させる。

　列が迫り、勇者の人形を抱きしめた子供が叫ぶ。「殺さないでウォルロット様。ぼくはあなたのような勇者になりたいと思っているのです」と。

　ウォルロットの手が落ちる。冷たい刀身は子供の首を落とす。赤い肉と白い骨の断面が見え、鮮血を噴出させる。ウォルロットは疑問を叫ぶ。

「バセレオ閣下、どうして女や子供や老人まで殺さねばならないのです！」

　ウォルロットの手を、背後からの手が握っていた。背後には老人がいた。
爛
 らん

 
々
 らん

 と光る目で、ウォルロットの手を挙げさせていく。また刃が落ちる。バセレオの手が上がり、落ちるたびにペンクラートの民は殺され、
自
 みずか

 らが流した血の海に沈んでいく。

「ピエゾを割ろうとするペンクラート人は害虫だ。ピエゾの敵だ。殺せ、殺しつくせ」

　バセレオは笑う。ウォルロットは背後の老人に向かって叫ぶ。

「
止
 や

 めてください。彼らは同国人で敵ではありません！　これは戦いではなく、
虐
 ぎやく

 
殺
 さつ

 です！　勇者である私がやるべきことではありません！」

「なにを言っている」

　背後からウォルロットの手を動かす老人が笑う。

「私は命令をしたが、ピエゾの勇者であるおまえは反抗しなかったぞ？」

　少女の首を切り落とした刃は、ウォルロットの手だけが握っていた。床に転がる少女の首は、ウォルロットを見据えていた。青い目には
嘲
 ちよう

 
弄
 ろう

 の色があった。

「他の誰でもなく、あなたが虐殺したのよ？」

　ウォルロットは跳ね起きる。

　自分がどこにいるのか、一瞬分からなかった。またエリダナのどこかのホテルの一室だった。床に座り、壁に背を預けていた。背中に恐怖の汗をかいている。心拍が跳ね上がっていた。

「大丈夫？　悪夢を見ていたみたいだけど？」

　ジヴーニャがウォルロットの前に
屈
 かが

 み、男の肩を押さえていた。目には心配の色があった。

　ウォルロットは、警戒のために事件発生以降は眠らないようにしていた。だが、激戦と疲労の連続で眠ってしまったらしい。体内時計で確認すると、五分だけ眠っていた。

　五分だけの眠りでも、過去は地獄の
業
 ごう

 
火
 か

 となってウォルロットを責めたてる。

　冷や汗が止まらず、呼吸ができない。手の指が震える。

「大丈夫？　また病気の発作？」

　ジヴーニャはさらに心配し、呼びかける。ウォルロットは女を見ていなかった。震える手と指で、
懐
 ふところ

 から金属の小箱を取りだした。中からシャハーツを十錠ほど取りだす。乱暴に口へ放りこむ。
貪
 むさぼ

 るように

嚙

 か

 み砕く。

「ちょっと待って、何回かそれを飲む光景を見ていたけど、まさか麻薬なの!?
 」

　肩を

摑

 つか

 むジヴーニャを、ウォルロットの手が押し
退
 の

 ける。

「だからどうした」

　女の責める目から
逃
 のが

 れるように床から立ち上がり、ウォルロットが移動する。ジヴの反対側にある
寝台
 ベツド

 に腰を下ろす。

　立ち上がったジヴーニャの緑の目はウォルロットを眺める。自分の命を預けるしかない男は、
誘
 ゆう

 
拐
 かい

 
犯
 はん

 であるだけでなく、麻薬中毒者だったのだ。

「どうして麻薬なんかに」

「知る必要はない」

　ウォルロットは
苛
 いら

 
々
 いら

 と会話を断ち切った。ジヴーニャはそれでも尋ねるしかなかった。

「では、これからどうするの？」

「そろそろまた移動するべきだ。だがその前に確認したい」

　
寝台
 ベツド

 に座るウォルロットは、自らの体を
覆
 おお

 う包帯や
咒
 じゆ

 
符
 ふ

 を

剝

 は

 がしていく。下から現れた厚い胸板と刻まれたような腹筋には、すでに傷が消えていた。

　向かい側の寝台に、ジヴーニャが腰掛けていた。枕を抱えて、ウォルロットを眺めている。

　包帯と咒符を剝
 がしおえたウォルロットが、寝台から立ち上がる。床に足をついて、左腕を振る。次に右腕。左右の腕を内側に向け、胸の前で[image: ]
 を打ちあわせる。

「これで完全回復だ」

　声には力があった。

　筋肉の束で構成された腕に、大きな[image: ]
 。装甲のように厚い胸板や、
鎧
 よろい

 のように六つに割れた腹筋。
贅
 ぜい

 
肉
 にく

 がない戦士の体、完成された男の体だった。

　滑らかな白い肌のすべてにもう傷跡はない。ジヴーニャを
庇
 かば

 って〈
古き巨人
 エノルム

 〉に受けた傷も、ようやく完治したのだ。
傍
 そば

 で見ているジヴーニャにもウォルロットが完全に復調したのが分かった。本来のウォルロットの力は、
素人
 しろうと

 にも分かる。発する圧力の
桁
 けた

 が違っていた。

　上半身裸というウォルロットの姿から、ジヴーニャは眼を
逸
 そ

 らした。枕の上の部分に鼻から下を埋める。男の裸などガユスで見慣れていたが、ウォルロットを見ていることが、急に恥ずかしくなったのだ。小さな声で「少女か、私は」と自分で突っこむ。

　ジヴーニャの好みは不幸が似合う顔と、
綺
 き

 
麗
 れい

 な手と長い指だった。それでも、胸の心拍は高まっていた。自分でも分からない。この年までにつきあった男性が、ガユスを入れて三人しかいないせいだろうか。

　気づくと、ウォルロットはジヴーニャを見つめていた。眼には真剣さが浮かんでいた。

「さて、あとは」

　次の瞬間、男が動いた。危機を感じたジヴーニャの手が腰の後ろに回される。

　ジヴーニャの顔の前に、ウォルロットの顔があった。真剣だった。

「そろそろ女が欲しくなった。
犯
 や

 らせろ」

「ダメよ。そういうことはしない取引のはずよ？」

　ウォルロットは、太い腕で女を引きよせる。ジヴーニャの鼻先は、男の胸板に押しつけられた。かすかに汗や
雄
 おす

 の体臭があった。ジヴーニャは左
肘
 ひじ

 を割りこませて、男から距離を離す。

　追ってくるウォルロットの顔。動きが止まった。男の
顎
 あご

 の下に金属。ジヴーニャが握る銃の銃口が向けられていた。

「本気か？」

「本気よ。私に手を出せば本気で殺す」

　ジヴーニャの緑の目に怒りがあった。

「行けると思ったのだがな」

　ウォルロットが顎を
悠
 ゆう

 
然
 ぜん

 と引く。後退し、部屋の隅にある
椅
 い

 
子
 す

 に腰を下ろす。

「誘拐犯で麻薬中毒者なんか、誰も好きになるはずがない」

　ジヴーニャは胸を撫で下ろす。心拍が上昇していた。

　次に求められたら、自分が同じように抵抗できるか分からない。
貞
 てい

 
操
 そう

 感覚が軽いわけではない。ただ、理性ではなく、生物としてウォルロットに
惹
 ひ

 かれてしまう自分を理解していた。

　二人の間に奇妙な沈黙。いつまでも黙っているわけにもいかない。感情を振りはらうように、ジヴーニャが口を開いた。

「それで、これからどうするの？」

「〈
古き巨人
 エノルム

 〉どもの狙いはまだ分からないが、とりあえずまた移動しよう」

　二人で部屋を出る。無言のまま
自動昇降機
 エレベーター

 で降りる。無人の受付に
鍵
 かぎ

 を放りこんで精算し、外に出る。

　ウォルロットに続いて、帽子と
遮
 しや

 
光
 こう

 
眼
 め

 
鏡
 がね

 で変装したジヴーニャは、日射しに手を掲げる。









　ヴァンを走らせる。同盟側の東岸に渡って、イルフナン通りを南下する。商業ビルが並ぶワデイン地区に入り、右に曲がる。

　富と資本主義の象徴のような美しいビルが並ぶ。ガラスとコンクリと鉄骨の
城
 じよう

 
塞
 さい

 だった。

　壮麗な建物の間から、オリエラル大河が見えた。夏の日射しを受けて、黄金色に輝いている。左折して、川沿いの道に出る。右手に川面を見つつ、下っていくと、車が
渋
 じゆう

 
滞
 たい

 していた。乗用車に輸送車に冷蔵車が、
苛
 いら

 
々
 いら

 と
警
 けい

 
笛
 てき

 を鳴らしている。

　俺とギギナを乗せたヴァンも、渋滞の最後尾で止まるしかなかった。

「この時間に、ワデインの脇道で渋滞するか？」

「建築工事が終わって、落成式待ちのテンペリオンビルがあるだけだがな」

　ギギナも不思議そうだった。

「よりにもよって、待ちあわせ場所で渋滞か」

　運転席から身を乗りだして、先を見る。車の列の先に、オリエラル大河に隣接するように、テンペリオンビルの鏡面のような壁が見えた。

　地上三十二階建て、一〇〇メルトルの
威
 い

 
容
 よう

 が見えた。総工費二〇〇億イェンという、巨大な建造物だ。周囲にあるビル群のなかでも、圧倒的に高い。報道にあったように、ついに完成したらしい。

　しかし、商業ビル街で渋滞になる理由などない。

　川沿いの渋滞で、車が動いた。運転席に戻ってヴァンを前に進め、テンペリオンビルを左折していく。声が響く。さらに進むと、絶叫になっていた。

「反世界規格、反同盟、反ウォード社、反ダリオネート！」

　朝から通りには人々が集まっていた。幾重にも
環
 わ

 になって、人の頭が連なっている。

「エリダナで噴出してきた抗議行進か」

　参加者には若い男女や中年の男が多い。手に手に札や横断幕を掲げて、悲鳴のように怒号のように叫んでいた。最前列では、警官隊が列を作っていた。紺色の制服の列と抗議行進の波が
睨
 にら

 みあっている。

　ヴァンではこれ以上進めない。待ちあわせ場所の手前で、仕方なく車を停める。

　人波の最後列に沿って
迂
 う

 
回
 かい

 していく。動きに眼が止まる。撮影機が人波の上に出る。続いて巨乳が出て、落ちた。また撮影機が飛びでて、巨乳が続いて、落ちた。

　車を寄せていく。路上駐車して、外に出る。

　抗議の人波から弾かれた人影は、アーゼルだった。アスファルトに手をついたアーゼルは人の足や腰に押されて、さらに飛ばされる。

　俺はアーゼルを受けとめる。うお、すげー乳の感触が胸に当たる。

「ありがとう」腕のなかのアーゼルが見上げてくる。そばかすが浮いた
鼻
 び

 
梁
 りよう

 の上にある眼が大きく広がり、戻った。「ってガユスか」

　アーゼルが離れる。女記者は左手と撮影機を掲げて胸を隠す。残念。

「この騒ぎはなんだ？」

　ギギナが目線を横手に向ける。人の
環
 わ

 がテンペリオンビルを取り囲んでいた。

「
私
 し

 
寡
 か

 投資家のダリオネートがこのビルに出資していて、落成式に出席するという情報が市民に漏れてね。このありさまよ」

　目線を向ける。人々の先に高い壁がそびえていた。

　まだ内部の仕上げは終わらず、店も入っておらず、ほぼ無人の巨塔。

　しかし、今は鏡面のようなガラスとコンクリと鉄骨で構成された三十二階のどこかに、ダリオネートがいるのだろう。まるでエリダナの街を
睥
 へい

 
睨
 げい

 する、王者の城だ。

「自動車会社を買収した男だったか」

　しかもよりにもよってフリューが
解
 かい

 
雇
 こ

 された会社だった。フリューが同盟大使館の次に狙うに決まっている。

「
投
 とう

 
機
 き

 的投資で有名な男よ」

「そのダリオネートとやらは、なんのためにエリダナに来ている？」

　ギギナも疑問らしい。

「なんかエリダナで投資家を集めて話をするみたいね。いつもは同盟内だけど、今回はエリダナでやるみたい。同盟の偉い人も参列して話しあいだって」アーゼルが俺の
傍
 かたわ

 らで壁を見上げていた。「あそこまで金持ちになって資本を動かすと、高官も無視できなくなるみたいで警察が護衛している」

　再びビルを見る。暴虐の王が
籠
 こも

 る城塞の足下へ、人々が向かっていく構図にも見えた。

「ああ、
直
 じか

 に会って取材できないかな！　今取材できたら、最高におもしろい記事が書けるのに！」

　アーゼルが
人
 にん

 
参
 じん

 色の髪の毛を

搔

 か

 きむしる。俺はアーゼルを見つめる。

「おまえの乳で、警察と護衛をたらしこめば行けるかもな」

「うっさい、
乙
 おと

 
女
 め

 に無茶を言うな！」

　アーゼルが左
肘
 ひじ

 を俺の胸に叩きつけてくる。もちろん右腕を掲げて完全に防ぐ。

「乙女って、もしかしておまえ処女？」

　アーゼルは無言。顔を
逸
 そ

 らした。うへえ、そりゃおもしろい事実だ。男への凶器のような胸があって、
二十歳
 はたち

 を越える年まで、どうやって
処
 しよ

 
女
 じよ

 
膜
 まく

 を守ったのかはわりと
謎
 なぞ

 だ。

　ギギナが
顎
 あご

 先で前方を示す。待ちあわせ場所に向かわねばならない。アーゼルを放置して、行進と抗議の
環
 わ

 の背後を抜けていく。前方に見知った長い黒髪と瞳。

「ガユスせんせっ！」

　人波の間から、リゼリアが駆けよってくる。

「フリューを見かけたそうだが、本当か？」

「それが、昔の予備校の同級生が、つい先ほど見かけたと教えてくれたのです」リゼリアの眼に暗い影が
射
 さ

 しこむ。「フリューはこの行進のどこかに混じっているそうです」

「これに？」

　行進を眺める。道を横切る人数は、すでに一〇〇人を超えていた。

「フリューは会社に
解
 かい

 
雇
 こ

 されたから、ありえるだろうが」

「心配なんです」

　リゼリアの声と顔は胸が押しつぶされそうな哀しみに満ちていた。俺を見つめる眼には必死の問いかけの色があった。

「まだ名前は出ていませんが、フリューは同盟大使館爆破事件の犯人の一人なのでしょう？」

　俺は答えられない。ナテッロが見た映像は、すでに密かに市内に回っているのだろう。だとしたら、報道されて指名手配されるまで時間がない。

「フリューがここにいる確率は高い。まず、俺たちで見つけよう」

　俺とギギナは、リゼリアとともにフリューを捜す。行進する人々に
併
 へい

 
走
 そう

 して、フリューの姿を捜していく。

「ダリオネートを出せ！」「世界規格の押しつけを
止
 や

 めろ！」「断固抗議する！」

　叫びはテンペリオンビル前に
溢
 あふ

 れていた。人人人人人、そして人。勤め人から、怒鳴り声をあげる作業服の男。幼児を背負った母親、札を振る青年。見物人も多く、
囃
 はや

 したてる男女や、黒い帽子を被って突っ立っているだけの男までいた。

　この混雑のなかから一人を見つけることは難しい。

　
一
 ひと

 
際
 きわ

 群衆の声が大きくなる。最前列で警官隊と群衆が
揉
 も

 みあっていた。

　人の流れが変わった。

「ダリオネートが裏口から逃げるぞ！」

　叫びで群衆が移動する。俺とリゼリアも群衆の波に流される。ギギナが二人を抱えるも、数百人の流れには逆らえない。ビルの角を曲がったところで、ギギナが
飛
 ひ

 
翔
 しよう

 。
襟
 えり

 首を

摑

 つか

 まれていた俺とリゼリアは、輸送車のコンテナの屋根に着地。

　見下ろすと、テンペリオンビルの裏口に、護衛らしき
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 や警察士が壁を作っていた。壁の向こうには、目立たない黒の乗用車。乗りこんでいくのは老人だった。

　報道で見た、死神のような横顔があった。

「あれがダリオネートか」

〈
古き巨人
 エノルム

 〉どもとウォルロットと同じく、エリダナに争乱を呼ぶ人物を眺めた。

　群衆が波となって、ダリオネートに向かっていく。数百人を超える群衆は、すでに一千人を超える
波
 は

 
濤
 とう

 となっていた。手や体での安全な阻止は不可能だと判断し、
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 や警察士が咒式を発動。
鋼
 はがね

 の壁や土の壁が、群衆の前にそびえる。

　群衆の先頭が壁に激突。だが、背後の流れは止まらない。前列が
血
 ち

 
反
 へ

 
吐
 ど

 を吐いて、骨折していく。それでも流れは続く。怒号と悲鳴がテンペリオンビルの裏口に
溢
 あふ

 れる。

　今度は群衆側から攻性咒式が発動。壁を
崩
 くず

 すものがいた。開いた穴から人々が
零
 こぼ

 れていく。

　ダリオネートの車が、壁の間から出口へ向けて急速発進する。壁の間を抜け、または乗り越えた群衆の一部が追いかける。

　群衆の最前列を走る金髪と横顔に見覚えがあった。先頭に立つのは、フリューだった。

　
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 を抜いている青年の青い目は、かつて俺が知るような知的で穏やかなものではなかった。殺すべき相手を見つけた
復
 ふく

 
讐
 しゆう

 
者
 しや

 の輝きを帯びていた。

　俺はすべてを理解した。

「同盟大使館と同じことをする気だ！」

「
止
 や

 めてフリュー！」

　リゼリアが叫ぶ。だが、フリューと一団は混乱する道路を進み、ダリオネートの車を追う。俺とギギナは顔を見合わせた。追跡に入るべきだ。









　不安と
焦
 しよう

 
燥
 そう

 を抱えながらも、エリダナの街はいつものように人々が溢れていた。

　買い物で歩く男女、親子連れ。さまざまな人種。東岸の商業地であるタタン通りの広場は、人で混雑していた。

　ウォルロットとジヴーニャは広場を歩いていた。男は問いを投げる。

「そろそろ俺の親友、ブローゾは君に指輪を渡したとき、最期になにを言っていたか教えてもらえないか？」

　ウォルロットの問いに、ジヴーニャは困ったように左下を眺める。ウォルロットは答えを待ちわびていた。

「あのね、
誘
 ゆう

 
拐
 かい

 
犯
 はん

 に麻薬中毒者で
強
 ごう

 
姦
 かん

 
未
 み

 
遂
 すい

 
犯
 はん

 を信用できる人間がどこにいるのかしら？」

「時期的に、人質が誘拐犯に共感する心理状態になるころだと思ったのだがな」

　ウォルロットが笑う。

「それって、人質と誘拐犯が長い間、非日常体験を共有することで、犯人の心情に同情してくるだけ」ジヴーニャが
呆
 あき

 れていた。「犯人に反抗して敵対するよりも、信頼と愛情を向けて信頼関係を築くほうが生存確率が高くなるために起こる、心理的な
錯
 さく

 
誤
 ご

 よ。だけど私は
騙
 だま

 されないですよーだ」

「よく知っているな」

「それはあの人に教えて……」

　ジヴーニャの横顔が曇る。共感状態になっていないと思いたいが、なぜか恋人の名前を出すことが
躊躇
 ためら

 われた。

　広場でウォルロットの足が止まる。ウォルロットの
鼻
 び

 
孔
 こう

 が、懐かしい香りを嗅いだ。

「これは」

　思わず振りむく。ウォルロットの背後には、屋台が出ていた。ジヴーニャはウォルロットの視線を追う。

「どうしたの？」

「いや、ピエゾの料理の屋台が出ているらしくて、つい懐かしくなった」

「じゃ食べてみましょうよ」

　ジヴーニャがウォルロットの手を引いていく。ウォルロットは拒否しようとしたが、女の熱意に逆らえずに屋台の前まで来てしまった。

「いらっしゃい」

　湯気の向こうで、屋台の主人と店員が
挨
 あい

 
拶
 さつ

 する。ジヴーニャが店に並ぶ料理を眺める。

「どれがおいしいの？」

「北国であるピエゾの料理はどれもおいしいですよ。夏のお勧めは
苺
 いちご

 と練乳をパイで包んだクレイポスという料理ですかね」

　中年の主人が笑い、若い男性店員がパイを焼いている。二人はジヴーニャを眺めている。

「そちらのお客さんも、前に出てどうぞ」

　二人は背後にいる長身の人影を眺める。ウォルロットは
咄
 とつ

 
嗟
 さ

 に顔を
逸
 そ

 らしたが、中年の主人の顔が輝き、若い店員が硬直する。屋台の主人が歓喜に声をあげる。

「その
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 、そのお顔は、もしやピエゾの勇者、ウォルロット様!?
 」

「虐殺者ウォルロットだって!?
 」

　屋台の人間は、それぞれ反対の態度をとった。主人は屋台の横に右膝をつき、両手を胸の前で交差させ、
頭
 こうべ

 を垂れる。

「救国の英雄に異国でお会いできるとは、このうえなき幸せです！」

　
跪
 ひざまず

 く主人の肩を、店員が

摑

 つか

 む。

「
止
 や

 めろよ、親父！　こいつは虐殺者だ！」若い店員はウォルロットを
睨
 にら

 みつける。「ペンクラートの民を殺し、割れる原因を作ったバセレオの犬だ！」

　叫びは広場に響く。周囲の人間にもピエゾ系住民がいたらしく、屋台の周囲に集まってくる。
老
 ろう

 
若
 にやく

 
男
 なん

 
女
 によ

 がウォルロットと怯えるジヴーニャを囲む。

「ここ、もしかしてピエゾ人街だったわけ？」

　ジヴーニャがつぶやく。人々は輪となって叫ぶ。

「おお、勇者様だ！」「堕ちた勇者はバセレオと同じく処刑すべきだ！」「違う。あれは仕方なかったのだ。ウォルロット様によって何度ピエゾが救われたと思っている？」「ピエゾ系やポリレイ系のおまえらと違って、俺はペンクラート系だ。あの虐殺は絶対に許せない！」「マーレーヤの
長命竜
 アルター

 を倒し、フブゥムの毒巨人を倒してくれなかったら、ピエゾの首都は消えていたのだぞ？」「大使館から賞金がかかっている。通報だ通報！」「あの御方が同盟の侵略を追いはらってくださったのだ」

　賞賛と否定、
憧
 しよう

 
憬
 けい

 と憎悪、敬愛と殺意。どちらの感情も、ウォルロットにとっては苦痛だった。なにもできず、ウォルロットは立ちつくしていた。

「
止
 や

 めてくれ」

　頭痛がするように、ウォルロットは右手で額を押さえる。悪夢が現実となっていた。

「俺に構わないでくれ」

　左手で人波を分けて、ウォルロットは逃げていく。ジヴーニャも追う。人々は追いすがる。

「ウォルロット、大丈夫？」

　ジヴーニャが心配して
覗
 のぞ

 きこむと、ウォルロットの顔は蒼白だった。勇者でも虐殺者でもなく、怯える子供の顔だった。震える手が
懐
 ふところ

 に伸びる。

「ダメよ、ウォルロット！　麻薬に頼らないで！」

　ジヴーニャの手がウォルロットの手を押さえる。

　日射しが、ジヴーニャの足下に濃い影を作っていた。ジヴーニャとウォルロットの影が、さらに大きな影に塗りつぶされる。

　背後からの
轟
 ごう

 
音
 おん

 に二人が振りむく。衝撃波と
粉
 ふん

 
塵
 じん

 を、掲げた手でウォルロットが防ぐ。守られたジヴーニャの眼前、広場に白煙があがっていた。人々の悲鳴と絶叫が響く。

　広場では人々が逃げまどう。子供が泣き叫び、母親らしき女は額から血を流して動かない。

　ジヴーニャとウォルロットの顔が上がっていく。前方では、黄色と黒の金属の柱がそびえていた。常識外れに巨大な足に腰、厚い胸板。太い腕が組まれていた。

　ビルの六階の高さにある三つの淡紫色の目が、二人を見下ろしていた。

「人属、見いぃつけた」

　本来の巨体を現したヨルムデ・デが、
傲
 ごう

 
岸
 がん

 な声を放った。









　まだ朝だというのに、テンペリオンビル周囲の混乱は暴動になっていた。

　群衆はダリオネートの車を追い、止めようとする警察士の列と衝突する。

　車の上にいる俺とギギナ、リゼリアも身動きがとれない。波となった
暴
 ぼう

 
徒
 と

 の先頭はフリューだった。

「ギギナ、フリューの
傍
 そば

 に行けるか？」

「行ってどうするか知らぬが、できないことはない」

　俺とリゼリアの
襟
 えり

 首を、ギギナの手が

摑

 つか

 む。ギギナが
飛
 ひ

 
翔
 しよう

 し、人波の上空に出る。警察士が作った金属の防壁の上に着地。さらに蹴って、ホテルの敷地から出る。壁の
傍
 そば

 に路上駐車されていた車の上に着地し、俺とリゼリア、そして主にギギナの体重で屋根が
歪
 ゆが

 む。

　さらにギギナは跳躍。追跡する一団で
渋
 じゆう

 
滞
 たい

 する車の屋根の上を、俺とリゼリアを抱えたギギナが飛翔していく。車の列を抜けて、追跡の先頭集団のなかに着地。一人を踏んだが、どうでもいい。

　俺とリゼリアは走る。周囲は人の波。旗や
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 を掲げた人々の目は血走り、口の端から泡が漏れている。完全に狂乱状態だった。俺とリゼリア、ギギナはさらに走る。

　先頭に金髪の後頭部が見えた。

「フリュー！」

　走りながらリゼリアが叫ぶが、声はフリューに届かない。ギギナが強引に左右の手を広げ、人波を分けていく。俺とリゼリアが進む。

「フリュー！」

　
渋
 じゆう

 
滞
 たい

 と人の群れを抜ける。正面には、幅三〇メルトルほどの小さな運河。小さな汽船が進んでいく姿が見えた。人の流れに従って、左へ向かう。先には運河を渡る橋。ダリオネートの車が見えた。タイヤや車の後部の窓に
鋼
 はがね

 の槍が突き立つ。車がタイヤを滑らせ、橋の手前で急停止。

　ギギナが強引に手を広げる。
剛
 ごう

 
力
 りき

 で、人波が少しだけ割れる。俺とリゼリアはギギナの両脇から前へと進み、先頭へ抜ける。フリューはダリオネートの車に追いついていた。魔杖剣を掲げて、
爆
 ばく

 
裂
 れつ

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 を
紡
 つむ

 ぐ。車内から、老人が外のフリューを見上げていた。
萎
 しお

 れた
人
 にん

 
参
 じん

 のような鼻の上にある左右の目が、興味なさげにフリューを見ていた。

「フリュー！」

　腕を伸ばし、背後から青年の肩を

摑

 つか

 む。振りかえりつつ放たれるフリューの刃を、魔杖剣の
鞘
 さや

 を掲げて受ける。

　掲げた鞘の向こうに、驚く青い目があった。

「え？　ガユス、さん!?
 」眼は俺の隣に向かう。「リゼリアまで!?
 」

「
止
 や

 めろ、フリュー！　これ以上の罪を重ねるな！」

　俺とフリューが
対
 たい

 
峙
 じ

 している間に、ダリオネートの車は逃げる。刃を引いて、フリューがまた走る。俺とリゼリアも追跡を再開する。

「例の爆破のことは聞いた」顔を近づけて語りかける。「もうこんなことは
止
 や

 めて警察に出頭しろ」

「ダメです。行けません！」

　走るフリューが叫んだ。

「自分が生きる意味が分からない。働いても努力してもなにも変わらない。どんなに努力しても、世間は僕たちを認めない！」

　疾走しながら放たれたのは、哀しい言葉だった。

「だから今の僕たちを、国を変えるには、同盟との関係を変えるしかないんです」

　横顔の眼には熱があった。熱病のような熱だ。

「同盟が押しつける世界規格を
撥
 は

 ね
除
 の

 け、ダリオネートのような
投
 とう

 
機
 き

 で世界を混乱させる男を排除し、経済と軍事協定を
破
 は

 
棄
 き

 する必要があるのです！」

　フリューの絶望と嘆きは、俺のものでもあった。働いても、努力しても、なにも報われない。そして命をかけても、次の瞬間には忘れられるほどの存在だった。だが、それでもフリューを止めるしかない。

「だからって、破壊活動をして人を殺していいことにはならない！」

「なにもしないあなたに言われたくない！」

　フリューの言葉に、俺は足を止めてしまう。リゼリアも俺の背にぶつかる。俺にはなにもできない。

　俺とリゼリアの左右を、大男たちが抜ける。「反同盟、反ダリオネート！」と叫ぶ男たちの流れで、フリューと俺たちは完全に分断された。人の動きの間で、リゼリアが圧殺されそうになっている。背後から来たギギナがリゼリアのために壁となる。

　ダリオネートの車がようやく加速。小さな橋をタイヤが踏む。群衆も追っていく。車は狭い橋を渡っていく。群衆の先頭が止まって、
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 を掲げる。

　橋の上の車に向かって〈
矛槍射
 ベリン

 〉や〈
爆炸吼
 アイニ

 〉が
炸
 さく

 
裂
 れつ

 。
鋼
 はがね

 の槍がダリオネートを乗せた高級車の進路の前に突き刺さる。爆裂が車体を横に流し、
欄
 らん

 
干
 かん

 に叩きつける。高級車だけに
凄
 すさ

 まじく頑丈だが、進路を物理的に
塞
 ふさ

 がれてはどうしようもない。

　
暴
 ぼう

 
徒
 と

 の先頭が橋に足を踏み入れる。フリューも魔杖剣を掲げて進む。隣にいるギギナに叫ぶ。

「ギギナ！」

「今回は貴様の
運
 うん

 
搬
 ぱん

 
役
 やく

 に徹してやる」

　ギギナが左手で俺の
襟
 えり

 を

摑

 つか

 んだ。即座に全力で疾走。美しい影が群衆を押し退け、先頭を抜ける。川縁の
鉄
 てつ

 

栅

 さく

 が迫る。次の瞬間、鈍い音とともに鉄栅
 が
歪
 ゆが

 んだ。

　鉄栅
 を蹴って、ギギナが跳躍していた。摑
 まれた俺も
飛
 ひ

 
翔
 しよう

 している。足の下には、
淀
 よど

 んだ運河の水面が見える。

　斜めの軌跡を描いて橋に向かう。ギギナは空中で
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 を伸ばす。二九九五ミリメルトルの長槍の姿を現し、片方だけの翼となった。俺は空中で投げられた。

　頭上で刃を回転させたギギナは、橋の中ほどに着地。俺も
傍
 かたわ

 らに受け身をとって着地。ギギナは着地と同時に刃を橋の端に突き立てていた。

「ついでにドラッケン族の
妙
 みよう

 
技
 ぎ

 を見せてやろう」

　火花と金属音をあげて、狭い橋の左から右へと刃が横断する。

　ギギナは水平に長槍となった屠竜刀を掲げる。

　剣士は飛んできた橋の側へ反転。意図に気づいた群衆の先頭が、
踵
 かかと

 を立てて急停止しようとする。だが、後ろから迫る群衆に押されて止まれない。橋のなかほどへ押されていく。ギギナが
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。邪悪な笑みだった。

　右足を振り上げて、ギギナは全力で手前の橋を踏む。
轟
 ごう

 
音
 おん

 とともに、切断面から橋が折れた。本人が
橋
 きよう

 
脚
 きやく

 の上に立ち、橋脚の間の地点を切断し、蹴りつけたために可能な破壊だった。

　折れた橋は傾いていき、運河の水面に達した。落下した橋で、大きな水柱が
撥
 は

 ねる。

　
暴
 ぼう

 
徒
 と

 たちの先頭は背後に押されて止まれず、運河へと落下していく。悲鳴とともに落ちていき、水柱を立てる。続いて、止まれなかった十数人が傾いた橋を滑りおちていく。滑落していく人々の横で、フリューが欄干を握って落ちないように耐えていた。橋の上から見下ろす俺を、憎悪の目で見上げていた。

　先頭集団だけが
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 だったらしく、
暴
 ぼう

 
徒
 と

 からの攻撃はない。運河に落下した同胞を助けようと、岸辺から縄や棒を下ろしていた。

　フリューは
欄
 らん

 
干
 かん

 をたどって、
崩
 ほう

 
壊
 かい

 した橋がつながる岸辺に上がる。群衆や見物人の間からリゼリアが現れる。

　フリューに向かって手を伸ばすが、青年は拒否した。
川
 かわ

 
縁
 べり

 に立つ群衆に混じって、姿が消えた。リゼリアは対岸にいる俺を見つめ、反転。フリューの後を追っていった。

　橋の断面近くに立つギギナは、退屈そうな目で運河に落ちた攻性咒式士たちと、救助する群衆を眺めていた。俺は立ち上がりつつ礼を言っておいた。

「助かった。余計な犠牲が出ずにすんだ」

「橋斬りの
妙
 みよう

 
技
 ぎ

 は久しぶりにやった」

　風に乗って、ギギナのつぶやきが漏れた。銀の瞳に冷静な光が宿る。分断された橋を眺める。

「そういえば、この橋の修理代はどうなる？」

「それはおまえ、うやむやにしておくしか……」

　俺が答えに
窮
 きゆう

 していると、横手で起動音。分断された橋で、ダリオネートの車がようやく発進した。橋の向こうまで急いで渡り、左折し停車する。

　窓が開き、老人の顔が現れる。破壊された橋と、水面に浮かぶ暴徒を眺める。次に俺とギギナを見つめる。
路
 ろ

 
傍
 ぼう

 の石ころを眺める目だった。

　礼でも言われるかと思ったら、車の窓が静かに閉められる。黒塗りの高級車が発進し、街角に消えていった。

　俺とギギナは顔を見合わせる。視線を戻すと、岸辺に並ぶ乳。アーゼルが運河に落ちた暴徒に向けて、撮影機を構えていた。

　追及されるとめんどうなので、俺とギギナはその場を去ることにした。









　カスペルは、テンペリオンビル前での抗議活動を眺めていた。

　単に日課の
賭
 と

 
博
 ばく

 をして負けたので、限定版の写真集を買いに行っていたら、抗議に
遭
 そう

 
遇
 ぐう

 したのだ。

　見物していたカスペルにとっては、群衆は頭が悪すぎた。失業者や
派
 は

 
遣
 けん

 労働者や日雇い労働者が集まって抗議をしても、無意味だとしか思えない。

　自分が経営者なら、労働者がいくら声をあげて反対運動をしようと無視する。
解
 かい

 
雇
 こ

 して代わりを使えばいい。カスペル自身も解雇された身ではあるが、そうとしか思えない。

　どちらかというと、カスペルは経済的に追いつめられた人々ではなく、責められている同盟や世界規格や、ダリオネートに共感している。

　ダリオネートは苦労をしたが、自分の才覚ひとつで投資家となり、ウォード社を設立し、大陸経済を動かす大物となっている。銀行や投資機関をまとめる巨大な力の持ち主だ。

　カスペルは自分もいつかそのような大物になるだろうと、なんとなく考えていた。大物になれないにしても、
一
 ひと

 
角
 かど

 の人物にはなるだろう。株も投資も理解しないし、学校や職場で一度も長所を
発
 はつ

 
揮
 き

 したことはないが、そのときが来れば自分にある秘めた能力が発揮されるはずだ。

　やはり抗議運動をしているやつらは頭が悪い。だから頭が悪いことをしている。

　包囲していたテンペリオンビルから
暴
 ぼう

 
徒
 と

 が移動した。フリューらしき姿を見かけたが、暴徒を追うのは怖くて、列の後から歩いていくだけにした。

　裏の運河で事件があったらしいが、カスペルが駆けつけたときには橋が落とされて、暴徒が進めなくなっていた。携帯で写真を撮りたかったので、次はもう少し前に出るようにしよう。

　思い出して携帯を起動させる。映像を引きだせる店につなげる。主人公が智恵と勇気と友情で悪を倒すという熱い逆転物語を引きだす。

　カスペルに言わせれば、フリューたちはつまらない現実からの逃避で抗議活動をしているだけだ。

　しかし自分は違う。適度に楽しみ、賢く生きている。

　携帯に保存した映像を再生させつつ、カスペルは気づいた。

　引きだした料金が意外に高い。数日後に迫った請求書が怖い。









　タタン通りの広場に、ヨルムデ・デが現れていた。

　体高一六メルトルの巨人。金属色と黄色と黒で塗りわけられた、毒々しい肌。太い腕を胸の前で組んでいる。背中には光輪。

　六階の高さから、三つの淡紫色の目が、ウォルロットとジヴーニャを見おろしていた。

「見つけたぞ、
汚
 お

 
物
 ぶつ

 まみれの人属」

　巨人を見上げるジヴーニャの緑の目には、
驚
 きよう

 
愕
 がく

 があった。

「この広いエリダナで、どうやって私たちを……」

　地の利があるジヴーニャの逃走は、ガユスやその情報網をもってしても

摑

 つか

 めなかった。それが〈
古き巨人
 エノルム

 〉はあっさりと見つけてきた。前に立ち双剣を構えるウォルロットにも理解できない。

「〈古き巨人〉は、太古よりこの世界の支配者。つまり全知全能である」

　広場に響く声でヨルムデ・デが告げた。

　〈古き巨人〉の出現で、広場は大混乱だった。人々は歩道と車道を逃げまどう。逃げる人々を回避しようと車が迷走して、街灯に激突。車から運転手が逃げだすと同時に炎上。ジヴーニャには周囲の惨状と悲鳴が耐えられなかった。巨人を見上げる。

「狙うなら、私だけを狙いなさいよ！」

「素直に〈悲嘆の指輪〉と命を差しだせ。そうすれば解決する」

　ヨルムデ・デはジヴーニャの正義感を
嘲
 ちよう

 
笑
 しよう

 する。

　[image: ]
 を握って震えるジヴーニャの
傍
 かたわ

 らを、ウォルロットが抜ける。禁断症状に震える左右の手に
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 を握っていた。

「〈
古き巨人
 エノルム

 〉のほうから現れる瞬間を待っていた」

　青い目に
復
 ふく

 
讐
 しゆう

 
者
 しや

 の炎が宿る。禁断症状も焼きつくす、
憤
 ふん

 
怒
 ぬ

 の炎だった。

「おまえもブローゾを殺したクソどもの一体なのだろう？」

「ああ、あの人属か。だからどうした？　我ら〈古き巨人〉にとって
汝
 なんじ

 らは地表のゴミだ。
掃
 そう

 
除
 じ

 に感謝するがよい」

　ヨルムデ・デは腕を組んだまま告げた。ウォルロットは進む。

「〈古き巨人〉を殺して、同時に指輪のことを吐かせよう」

「
脆
 ぜい

 
弱
 じやく

 なゴミ人属が笑わせおる。いや笑えぬか」

　腕を組んだまま、ヨルムデ・デが語る。間合いを詰めようとしたウォルロットの足が止まる。

　男の鼻が感じたのは、
大
 にん

 
蒜
 にく

 や苦味を帯びたアーモンドのような臭気。ウォルロットが喉を押さえる。背後ではジヴーニャが体を折っていた。喉を押さえて、苦しんでいる。

　街路を逃げる人々も同じように苦鳴をあげ、足を止め、その場に崩れ落ちる。

「我は
砒
 ひ

 
素
 そ

 の巨人だ。
下
 げ

 
賤
 せん

 な炭素基生物が近くに寄れば、それだけで死ぬぞ」

　腕を組んだヨルムデ・デの背で、光輪が輝いていた。

〈古き巨人〉が使用したのは化学
錬
 れん

 
成
 せい

 系第二階位〈
砒酷霧
 ザ・ガ

 〉の
咒
 じゆ

 
式
 しき

 だった。有機砒素化合物、ジフェニルアルシン酸やフェニルアルシンオキシドを中間剤とし、ジフェニルシアノアルシンとジフェニルクロロアルシンを生成する。

　古い軍隊が使用していた毒ガスで、低濃度では鼻や喉や目の
粘
 ねん

 
膜
 まく

 に激しい刺激を与え、くしゃみや
咳
 せき

 、前額部へ痛みを与える。高濃度では呼吸器深部を侵し、
嘔
 おう

 
吐
 と

 と呼吸困難を起こす。

　嘔吐剤とされる毒ガスが、周囲一帯に展開していたのだ。逃げる途中で巻きこまれた中年女性と子供が
咳
 せ

 きこみながら倒れる。勤め人が喉を

搔

 か

 きむしって苦しむ。老人と少女の喉から苦鳴が
溢
 あふ

 れる。

　広場は拷問場へと一変させられていた。満足そうにヨルムデ・デが眺める。

「ルコルジ・ジとヒヘイデス・スのお二方は、たしかに私より強い」

　三つの目には残忍な喜びが見てとれた。

「しかし、生物の大量
殺
 さつ

 
戮
 りく

 となれば、毒性咒式に優れた私のほうが得意なのだよ。これで汚物どもを
殺
 さつ

 
菌
 きん

 消毒できる」

　ヨルムデ・デが
呵
 か

 
々
 か

 と笑う。

　広場を
蹂
 じゆう

 
躙
 りん

 する毒ガスのなかで、ウォルロットは立ちつくしていた。

　青い目は、
驚
 きよう

 
愕
 がく

 に見開かれていた。

　周囲で苦しむ人々は、かつて
虐
 ぎやく

 
殺
 さつ

 の現場にいたペンクラートの住民となっていた。無意味な命令に従った自分が殺した、男に女に老人に子供だった。

　指輪を取りもどすためなら、自分とジヴーニャだけを狙えばいい。周囲の人間まで巻きこむヨルムデ・デは、かつての自分と同じく命令に従うだけの虐殺者だった。

　
煉
 れん

 
獄
 ごく

 となった広場に立つヨルムデ・デが、右腕を伸ばす。

「さて、そろそろ我が
秘
 ひ

 
奥
 おう

 
義
 ぎ

 である
咒
 じゆ

 
式
 しき

 を見せよう。それは……」

　告げた〈
古き巨人
 エノルム

 〉の視界に映る世界は、逆さとなった。

「
外
 げ

 
道
 どう

 、そこで死んでいろ」

　ヨルムデ・デの足の間を抜けたウォルロットが、歩んでいく。左手からは、三角が連なる
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 〈
思
 し

 
推
 すい

 せしオデオン〉の刃が波打つ。長く伸びた刃が、〈古き巨人〉の首を切断していたのだ。

「え、ちょ!?
 　私の秘奥義はまだ見せ……」

　落下するヨルムデ・デの頭部は、ようやく自分の現状を理解した。極限の絶望があった。

　右手〈
悲
 ひ

 
姫
 き

 ジゼロ〉が背後に向けられる。
薔
 ば

 
薇
 ら

 の花弁のような機関部が開放。封じられたジゼロの顔が現れ、咒式が発動。〈
矛槍射
 ベリン

 〉が発動。それは七つの咒式の同時起動。ヨルムデ・デの足や腰、背中に、足の間に落下してきたヨルムデ・デの顔に九一本の
鋼
 はがね

 の槍が突き立ち、貫通していく。

　悲鳴をあげることも許されず、ヨルムデ・デの頭部と下半身が爆砕した。街路に〈古き巨人〉の
珪
 けい

 
金
 きん

 
化
 か

 
物
 ぶつ

 の破片が降りそそぐ。屋台を粉砕し、路上駐車の車の屋根を破壊し、アスファルトを
穿
 うが

 つ。

　絶命とともに毒ガスの咒式が
崩
 ほう

 
壊
 かい

 。周囲から急速に消失していった。
咳
 せ

 きこむジヴーニャが回復していく。自らに差しかかる影を見上げる。

「大丈夫か？　もっと早く倒せれば良かったが」

　ウォルロットは、ジヴーニャへ向けて手を差しだす。手を取った女を立ち上がらせる。

　ジヴーニャは
呆
 ぼう

 
然
 ぜん

 としていた。

「あれほどガユスが苦戦した〈古き巨人〉の一角を、一撃で粉砕するなんて」緑の目はウォルロットを賛嘆と恐怖の色で眺めていた。「ピエゾで一番強い
攻
 こう

 
性
 せい

 咒式士、という言葉は誇張ではないのね」

「本人が言ったように、ヨルムデ・デは三体のうちでも一番
小
 こ

 
者
 もの

 だっただけだ。あと頭も足りぬ」

　ウォルロットの顔は、エリダナの街へと向けられる。金属の
死
 し

 
骸
 がい

 が転がっていた。

　
蒼
 そう

 
氷
 ひよう

 色の眼差しは、冷ややかだった。

「ヨルムデ・デは、戦闘ではなく虐殺をする気分で来ていたゆえに勝てた。最初から巨体で押され、毒ガスではなく的確な咒式で来られたら、完全復調した俺でも苦戦していただろう」

　魔杖剣が左右の手で旋回。刃を背中と腰の
鞘
 さや

 に納める。

「だが、ルコルジ・ジは巨体と筋力を活かす〈古き巨人〉に適した戦術をとっている。ヒヘイデス・スは都市における対人戦に合わせて大きさを変えてきた。剛と柔。二体は甘くない」

　戦士の目は
彼
 ひ

 
我
 が

 の戦力を分析する。

　それでもジヴーニャは、決心を新たにした。

　自分のために、ガユスは〈古き巨人〉を倒そうとする。ならば、ジヴーニャはウォルロットを操って、〈古き巨人〉を倒す。ガユスとエリダナから危険を遠ざけるために、この魔人と同行するしかない。

　惨状となった広場で、ウォルロットは考える。

「しかし君を守るために、指輪の
謎
 なぞ

 を尋ねる前に〈
古き巨人
 エノルム

 〉を殺してしまった。これで道が途切れた」

　周囲の人々が回復しはじめる。死亡者や負傷者への救助活動を開始していく。何人かがウォルロットを眺めている。

　勇者と
崇
 あが

 めていた人々は、ピエゾ式に膝をついて腕を交差させる
拝
 はい

 
祈
 き

 の姿勢となる。だが、
虐
 ぎやく

 
殺
 さつ

 者と
罵
 ののし

 った人々は複雑な顔をしていた。それでも何人かが膝をつく。

　一方で何人かは敵意を向けたままだった。毒ガスの後遺症で苦しそうな料理屋の若い店員も、ウォルロットを憎悪の目で
睨
 にら

 みつけていた。

「それでも、おまえが虐殺者であることは変わらない。これもおまえが来たせいで起こったことだ」

　青年は、広場の
石
 いし

 
畳
 だたみ

 に苦い憎悪を吐きすてた。

　ウォルロットはなにも言えなかった。途方に暮れた男の手をジヴーニャの手が

摑

 つか

 む。強引に引っ張って、広場から逃げる。周囲の街路は逃げまどう人々と
渋
 じゆう

 
滞
 たい

 する車で混乱していた。二人が逃げるには都合がいい。

　人々の間を、停まった車の列の間を、ジヴーニャが男の手を引いて走る。ウォルロットは女に手を引かれるまま逃げていく。

「俺がやりたくてやったことではない。あれは、あれは……」

　逃げる男の横顔には痛切なものがあった。
懐
 ふところ

 に手が伸びて、金属の小箱を手にとる。ジヴーニャはウォルロットの手を押さえた。ウォルロットは禁断症状に耐えきれず、ジヴーニャの手を払う。

　歩きつつ、ウォルロットは錠剤を
貪
 むさぼ

 る。口の端から
涎
 よだれ

 と薬の破片が
零
 こぼ

 れる。勇者ではなく、
亡
 もう

 
者
 じや

 の姿だった。

　哀しい目をしたジヴーニャは、男の横を進む。

　ジヴーニャには、ウォルロットの麻薬の摂取時期が分かってきた。おそらくピエゾでの虐殺の過去や、心理的外傷に襲われたとき、薬に頼っているのだ。

　薬の効果で落ちついたウォルロットの足が止まる。目には救いようがない絶望があった。

「俺はいつまで追われる。どうやって
償
 つぐな

 えば、この痛みから逃げられるのだ……」

　意図的にジヴーニャは話を変える。

「これから、指輪の正体を探るってのはどう？」

　首を小さく振って、ジヴーニャは自分の言葉の不可能性を悟る。

「でも、指輪の正体を探るにも、誰に聞いたらいいのかすらも謎ね」

　走るジヴーニャが肩にかかった
鞄
 かばん

 の帯を直す。そこで目が大きく開く。

「あ、鞄で思い出した」
尖
 とが

 った耳が内心のままに動いた。「この前知りあったのだけど、
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
具
 ぐ

 
屋
 や

 のロルカさんはどうかしら？　ガユスも正体不明の品はそこに解析してもらっている。そんな咒式具屋さんなら、背景は分からないにしても指輪がなにかくらいは目星をつけてくれるかもしれない」

「
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
具
 ぐ

 
屋
 や

 に分かる品とは思えないが。しかし、今取れる一手としてはいいだろう」

　ウォルロットも話をすり替えられたことにつきあって、肯定する。

　ジヴーニャは、肩から下がった
鞄
 かばん

 を押さえる。ガユスから預かった品のことを思い出して、少し寂しくなる。離れてからもう何年も経っているような気がする。

　だが会えない。会ってはならない。無理にでも冷静な言葉を連ねていく。

「ロルカ屋の場所は、最初に出会った場所の近く。ええと、エリダナの西岸で、ここが東岸だからどこかで橋を渡ってまた対岸に戻らないと」

　ジヴーニャは脳内で地図を構築することは苦手だったが、簡単な地理ですぐに分かった。

「ここからだとイルフナン通りを抜けて、オルテナ橋を渡る道が一番近いかな？」

「地理が分かって助かる。即座に移動しよう」

　ウォルロットの顔が背後に向けられる。広場にいるピエゾ系の人々が目に入る。

　男は、振りきるように前へと顔を戻す。二人で走っていく。









　エリダナ東南部。

　看板には「第四クォントビル」とあった。

　雑居ビルの出入り口を、幾人もの
甲
 かつ

 
冑
 ちゆう

 や黒や灰色の背広姿の男たちが行き交っていた。全員が腕に「エリダナ
憂
 ゆう

 
国
 こく

 
騎
 き

 
士
 し

 
団
 だん

 」と書かれた
腕
 わん

 
章
 しよう

 を
嵌
 は

 めている。

　フリューは
忙
 せわ

 しなく行き来する団員たちを眺めていた。両手で箱を抱えて歩く。左腕にはエリダナ憂国騎士団と書かれた腕章が
嵌
 はま

 っている。

　箱を抱えたフリューは、地下への階段を下りていく。

「邪魔だ新入り」

　
積
 せき

 
層
 そう

 甲冑の男に押されて、階段の端に寄る。
苛
 いら

 
々
 いら

 とした足どりで、
鎧
 よろい

 
姿
 すがた

 の男が階段を駆け上がっていく。

　フリューは息を吐いて、地下室に下りる。天井の低い地下室は、広々としていた。すべての壁が取りはらわれ、会議室となっていた。部屋の中央には、会議机を四個集めて巨大な地図を載せていた。描かれているのは、エリダナの詳細な地図だった。

　机の上の地図を囲んで、十人ほどの男たちが議論していた。

「ダリオネートはどこに逃げた？」「ビルの落成式が唯一の好機だった。もはや現在位置が

摑

 つか

 めない」「同盟側の警察の動きは？」「情報だ。情報を寄越せ」

　議論をしている男たちの外、壁際には電話を受ける黒や灰色の背広の男たちがいた。全員が電話を受け、また返して室内は騒音に
溢
 あふ

 れていた。

　議論をする男と電話をかける男の間を抜けて、フリューは地下室を進む。奥の壁には木箱が積みあげられている。六段に積みあげられて、天井まで詰まっている。

　フリューの眼が木箱の壁を見渡す。左のほうにまだ四段までしか詰まれていない場所を見つける。四段に詰まれた木箱に、運んできた木箱を押し当てる。腕の力では上がらないために、膝を当てて持ち上げる。胸まで上がると、次に両手を使って上げていく。とんでもない重さだ。

　苦労して、頭と同じ高さに掲げる。箱の内部で重心が変わり、手前に倒れてくる。自分の頭に命中する、と思った瞬間、背後からの手が抑える。

「気をつけたほうがいいですよ」

　背後からの手の協力で、箱は五段目に収まっていく。

「どうもです」

　振りかえると、銀色の
甲
 かつ

 
冑
 ちゆう

 
姿
 すがた

 の男がいた。中年の男が誰かに気づき、フリューは恐縮する。エリダナ
憂
 ゆう

 
国
 こく

 
騎
 き

 
士
 し

 
団
 だん

 の長、グレッツェン騎士団長だった。

「これは騎士団長
閣
 かつ

 
下
 か

 に助けられるとは」

　恐縮しているフリューに、
髭
 ひげ

 
面
 づら

 の騎士団長は手を振る。

「違う。助けたのは私ではない。そちらのかただ」

　フリューの反対側にいた男が軽くうなずいてみせる。フリューは慌てて頭を下げて、礼を言う。

　紺色の背広の相手が苦笑する。
傍
 かたわ

 らには
六弦琴
 ギタール

 の箱を下げた男が立っていた。騎士団長が
咳
 せき

 
払
 ばら

 いをする。

「実は彼らは我が騎士団の協力者で、資金提供をしてくださる人々の代表者なのだ」

　フリューは訳も分からずにうなずく。二人の男はたしかに憂国騎士団の関係者には見えない。

「憂国騎士団は愛国で噴きあがるだけの市民団体や、散発的な抗議行進とは違います」紹介された男が
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。「高度に武装し、統率された組織だ。どこからかの資金が出ているとは思わなかったかな？」

「彼と彼を派遣してきたのは、皇国の
匿
 とく

 
名
 めい

 の
篤
 とく

 
志
 し

 家たちでね」

　騎士団長が笑顔を男に向ける。

「ええ。皇国に有害な同盟のやりかたは、許せない。そういう愛国の
志
 こころざし

 を持つ人は多いのですが、自分で動くことはできない。だから資金提供をさせていただいて、憂国騎士団を支えているのです」

　男は特徴がない顔をしていた。協力者というからには皇国系のはずだが、どこの国の人間と言われても違和感がない。傍らに立つ護衛らしき男は、厳しい顔で沈黙している。代表者らしき男が続ける。

「もちろん個人的には他にも投資をしていますから、あくまで余力の範囲にすぎませんが」

　男が
謎
 なぞ

 めいた言葉をつなぐも、理解せずにグレッツェンが笑う。

「いやいや、我ら
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 は力があっても、資金がなければ
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 や
咒
 じゆ

 
弾
 だん

 をそろえることも難しい。資金提供も立派な愛国行為です」

「そう言っていただければ、資金提供者の方々も喜ばれます」

　騎士団長が笑い、資金提供者が恐縮したように頭を下げた。

「そこで、実は彼からの依頼で君を、フリュー君を捜していた」

「私を？」

「昼のことは残念だったが、大使館爆破では君は偉大な成功を収めた。我々には次の計画があるのだよ！」

　騎士団長が熱い瞳で見つめる。

「次の計画を
遂
 すい

 
行
 こう

 する人物として、君が必要なのだ。深い愛国の
志
 こころざし

 を持ち、実際に行為に移すことができた君こそがふさわしい！」

　熱くなる騎士団長の横で男がフリューを見つめる。護衛の男とともに
爪
 つま

 
先
 さき

 から顔まで値踏みするように眺める。

「やはり君が適任のようだ。苦学生からの真面目な労働者で、なにより金髪に青い眼は画面
映
 ば

 えする」

「どんな役目です？」

　フリューには訳が分からない。グレッツェン騎士団長が前に出る。

「旗振りだ。時代を導く旗を振る役だ。君は次の計画で騎士団の旗を持っていてほしい！」

　熱い言葉と眼差しに、フリューが絶句する。青年の目は騎士団長に向けられる。

「旗持ちは、騎士団のもっとも重要な役目ではないですか！」

「そうだ。騎士団の誇りを示す旗を掲げるから、敵に一番狙われる」騎士団長がすまなそうに告げる。「君は若いから任せたくはなかったが、どうするね？」

　フリューは迷う。脳裏には、ガユスとリゼリアと、二人の言葉があった。しかし、青年は決断する。

「やります」

　フリューは力をこめて答え、騎士団長に詰めよる。

「俺にやらせてください！　ダリオネートを倒すためなら、俺はなんでもしたいんです！」

　フリューの熱い言葉を受け、騎士団長が力強くうなずく。

　二人の
傍
 かたわ

 らでは、出資者の男が冷静な目をしていた。









　
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
具
 ぐ

 専門店であるロルカ屋の店内は、あいかわらずの状態だった。

　壁には
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 が所狭しと並べられている。
棚
 たな

 には咒式具や咒弾が並んでいた。天井からも、特売品という値札がついた咒式具が吊り下げられている。

　通路には、入荷した咒式具が入った紙や木や金属の箱が積みあげられて、さらに店内を狭くしている。武具と凶器で足の踏み場もないほどだった。

　カウンターには、ノルグム人の老人の姿があった。ロルカは伝票を整理していた。

「物騒な世の中になると、うちが
繁
 はん

 
盛
 じよう

 する。いいのか悪いのか」

　複雑な言葉を言いつつ、終わった伝票をカウンターの背後にある壁に貼りつける。背後にある店の出入り口に足音。

「まだ準備中なんだがね？」

　声を投げつつロルカは振りむく。出入り口には、白金の髪と緑の眼を持つ、アルリアンの美女が立っていた。

「お久しぶりですロルカさん」

「あんたは、ジヴーニャさん！」

　ロルカの眼には驚きがあった。カウンターの裏にある貼り紙を眺める。出入り禁止になった
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 や、賞金首の顔写真と情報が貼られて層を成している。

　一番上には、
誘
 ゆう

 
拐
 かい

 されたジヴーニャの顔写真があった。写真の下には、ガユスの手書きの文字で「見つけたら、すぐに連絡を。
報
 ほう

 
酬
 しゆう

 はできるかぎりする」とあった。

　老人が目線を上げると、事態を推察したジヴーニャが苦笑していた。背後には長身の男が立っていた。周囲を見回し、店内に客がいないことを確かめていた。

　ロルカには事態が

摑

 つか

 めない。

「少し事情があって誘拐犯に協力しているんですよ」

　ジヴーニャの苦笑の苦味が深くなる。背後の男は気まずそうな顔をしていた。

　ロルカはカウンターのなかで硬直していた。

　すでにロルカの情報網も、背後の男の正体を摑
 んでいた。

　ウォルロット・ウォルハーグ。北方のピエゾの勇者と呼ばれていた超級の攻性咒式士。そして暴君であるバセレオに
荷
 か

 
担
 たん

 し、ペンクラート系住民を殺した心なき
虐
 ぎやく

 
殺
 さつ

 者。

　さらには、シャハーツという強力な薬を使用しないと理性を保てない、重度の麻薬中毒者。エリダナでも何件かの無意味な殺人を行ったという情報がある。なにからなにまで最悪だ。

　長く咒式具屋を営むロルカでも出会ったことがない、本当の怪物だった。

　ウォルロットの刃の眼がロルカに向けられる。青い目は悪鬼の眼差しとしか思えない。

　ロルカは目を合わせることができない。ただカウンターのなかで、自分の死を覚悟するしかなかった。太い指は、自爆用の
釦
 ボタン

 を探す。

「興味があるのは分かるけど、いろいろ見ないように」

　ジヴーニャに
窘
 たしな

 められて、ウォルロットが咒式具に伸ばしていた手を引っこめる。怒られた子供のような表情になっていた。

「いや、さすがにエリダナの咒式具は最新式がそろっていて、目移りするのだ」

「
復
 ふく

 
讐
 しゆう

 に女に武具に金、ってあなたの頭はそれだけ？　なんのためにここに来たの？」

「すまぬ」

　ジヴーニャに怒られて、ウォルロットが謝罪する。カウンターのなかで、ロルカの硬直が解かれる。

　ロルカが改めて男を見る。超級の攻性咒式士であるウォルロットが、ジヴーニャの横にいるかぎりは、長身で目つきが鋭いだけの男に見える。

　そういえばロルカの
馴
 な

 
染
 じ

 みの客であるガユスにしても、攻性咒式士だ。たまに
切
 せつ

 
羽
 ぱ

 
詰
 つ

 まった眼を恐ろしく感じるときがある。それでも、恋人のジヴーニャの話をするときだけは、年相応の平凡な青年に見えたのだ。

　眼前のウォルロットも同じように腕が立つだけで、平凡な
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 に見える。

　だとすれば、ジヴーニャという女性がそうさせているのかもしれない。

　ウォルロットを
窘
 たしな

 めたジヴーニャが、ロルカを見据えた。ロルカは迷った。迷いながらも、確認しておくことがあった。

「あなたがこの前ここに来たときに受けとった品は、ガユスに渡せたか？」

「いえ」

　哀しげにジヴーニャは答えた。「そうか」とロルカは口を
噤
 つぐ

 む。自分が口出しをするべきことではないと、老人も悟ったのだ。

　ジヴーニャは気にせずカウンターに両手をつく。

「率直に話します。私自身が狙われていて、今現在は取引でこの人が守ってくれています」ジヴーニャが手で
傍
 かたわ

 らのウォルロットを示す。「またこの人の親友の
仇
 かたき

 を討つために、エリダナ
随
 ずい

 
一
 いち

 の咒式具屋であるロルカさんの手を借りたいのです」

　ジヴーニャは真剣な眼差しでロルカに告げた。

「私たちの用が済んだら、いくらでも通報してガユスに伝えてもらっても構いません。ですがお力を貸して……」

「分からないが分かった」

　手を振りつつ、ロルカが笑う。

「美人の願いを聞くというのは、男たちの強制的義務になっていてね」

　老店主の言葉にジヴーニャは胸を撫で下ろす。超然としていたウォルロットは、ロルカに頭を下げる。

　意を決したように、ジヴーニャは自らの
襟
 えり

 元に手を差しいれる。美しい胸元から、ウォルロットが目を逸らしていた。ロルカには、男が前にジヴーニャに怒られたのだと予想ができた。なんとも
微
 ほほ

 
笑
 え

 ましい光景だ。

「これを見てもらえませんか？」

　ジヴーニャの手に引きだされてきたのは、細い鎖と指輪だった。鎖の先で、緑の宝玉が揺れる。

　小さな眼で凝視するロルカの眼が、
驚
 きよう

 
愕
 がく

 に見開かれていく。ロルカには、似たようなものを見たことがあったからだ。

　緑の宝石とジヴーニャを見据えながら、苦渋の言葉を告げる。

「ガユスといいあんたといい、とんでもないものを持ちこむな」









　バザーヤ山の大地には
吹雪
 ふぶき

 が吹き荒れていた。

　峡谷を背景にした雪原に、巨人たちが立つ。白い髪に白い
髭
 ひげ

 に青白い肌。眼は氷のように青い。体長は三から五メルトルほど。筋肉で構成された肉体を、青い
鎖
 くさり

 
鎧
 よろい

 と雪熊の毛皮で
覆
 おお

 っている。存在するだけで巨岩のようだった。

　北方に広く分布する〈
霜
 しも

 の巨人〉たちだった。雪原には、三十二体の武装した巨人が立っていた。毛皮と鎖の
籠
 こ

 
手
 て

 で
覆
 おお

 われたそれぞれの手には、霜が降りた
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
斧
 ふ

 や幅広の魔杖剣、氷柱のような穂先の魔杖
槍
 そう

 が握られている。

　巨人の足下には、純白の毛皮の群れが数十頭ほど侍っている。雄牛ほどもある白い毛皮の獣だった。

〈
雪
 ゆき

 
狼
 おおかみ

 〉と呼ばれる霜の巨人の僕たちだった。前脚の爪で大地の雪を

搔

 か

 き、
牙
 きば

 を鳴らし、赤い眼を輝かせている。赤い舌が垂れた
口
 くち

 
許
 もと

 からは、蒸気のような吐息が漏れている。獲物を待って、巨人たちの足の間を
徘
 はい

 
徊
 かい

 している。

　霜の巨人と雪狼たちは、雪原に向けて
鶴
 つる

 の翼のように陣形を作っていた。

　現れた敵を、巨大な体格から繰りだされる圧倒的な打撃と
咒
 じゆ

 
式
 しき

 、先行させる雪狼の牙で
葬
 ほうむ

 る陣形だった。雪原において、彼らに対抗できるものなど存在しない。

「ここを通すな」

「我らが神々の儀式を邪魔させるな」

　三十二体の霜の巨人が持つ六十四の青い瞳は、吹き荒れる
吹雪
 ふぶき

 を見据えていた。雪狼が喉の奥で、
唸
 うな

 り声をあげる。巨人たちの列に緊張が生まれる。目を
凝
 こ

 らしても、吹雪でなにも見えない。
轟
 ごう

 
々
 ごう

 と鳴る風だけの世界。吹雪を貫く声が届いた。

「行け～♪
 　行け～♪
 　正義の味方～♪
 」

　雪原に現れたのは、男だった。
巌
 いわお

 のような顔、厚い胸板、太い腕。ランドック人だった。

　しかし、平均身長二メルトルを越すという巨漢ぞろいのランドック人にあっても、男は群を抜いて大きかった。二八九センチメルトルという身長は、離れて
対
 たい

 
峙
 じ

 する霜の巨人にも
匹
 ひつ

 
敵
 てき

 する。

　進むランドック人の前方で、霜の巨人たちは動けなかった。眼前の男は、緊迫した雰囲気を無視した存在だったのだ。

「正義の味方は無敵～♪
 　だって正義は正しいから～♪
 」

　巨漢の足が止まる。吹雪に赤い
襟
 えり

 
巻
 ま

 きがはためいていた。眼は迷う。

「ウフクス卿よ、今の歌の続きはどうしたらいい!?
 」

　巨漢が視線を背後に向ける。吹雪の雪原には、緑の影が立っていた。

「シザリオスに名前を呼ばれただけで、ウザい。歌はキモい。生物は臭い。結論は死あるのみ」

　ウフクスと呼ばれたのは、女性だった。シザリオスと呼ばれた巨漢に比べれば、小柄で子供のようにも見えるが、女性としては平均的な体格だろう。

　濃緑色の長い髪が、氷雪の風に吹き散らされている。緑色の髪と
外
 がい

 
套
 とう

 と背広、そして頭の左右の
尖
 とが

 った耳に、雪の彩りが加えられていた。

「任務を忘れるな」

「そうだった！」シザリオスが巨大な[image: ]
 を分厚い
掌
 てのひら

 に当てる。「巨人を調査せよと
猊
 げい

 
下
 か

 からの命令があった！」

　ウフクスは外套の左右の
衣囊

 ポケツト

 にそれぞれの手を突っこみ、無愛想な顔をしている。緑の眼は、白い粒子に埋めつくされる雪原を眺めていた。元々悪い顔色が寒さで蒼白になっていた。

　しかし嫌悪感に
歪
 ゆが

 んでいるいつもの表情とは違い、
安
 あん

 
堵
 ど

 しているかのようだった。

「生物が生存しにくい雪原は嫌いではない」

　血色の悪い唇が
棘
 とげ

 の言葉を
紡
 つむ

 ぐ。

「呼吸が言葉が心拍が命が凍え、死に絶える光景は安心できる」

　ウフクスが
微
 ほほ

 
笑
 え

 み、緑の眼が峡谷の前に軍列を作る巨人たちに据えられる。微笑みは一転して凍てつく死神の顔となる。

「だが、その命が絶えた清潔な光景を、ウザい巨人と臭い獣どもが
穢
 けが

 している」

　
霜
 しも

 の巨人たちは動いていた。太い足で雪を踏みつけ、
雄
 お

 
叫
 たけ

 びをあげて突撃する。足下を
雪
 ゆき

 
狼
 おおかみ

 たちが砲弾のように抜ける。背後に蹴立てた雪の
飛沫
 しぶき

 をあげ、瞬時に雪原を抜けて、巨漢と緑の女に迫る。

「動くな、死ね」

　両手を納めたままで、ウフクスは
咒
 じゆ

 
式
 しき

 を発動。

　雪に
覆
 おお

 われた足下から生まれた緑の波は、一瞬にして立ち上がる。先行する雪狼の疾走が止まる。

　それはすでに見上げるほどの緑の壁だった。雪原で
竦
 すく

 んでいる雪狼の群れの上に、大きな影を落としていた。

　
吹雪
 ふぶき

 のなかで、壁の先端が崩れる。濃緑色の
大
 だい

 
海
 かい

 
嘯
 しよう

 だった。緑の
波
 は

 
濤
 とう

 は雪原を渡る。進行方向にあった雪狼ごと固い岩や枯れ木が飲みこまれていく。数万匹の緑の蛇がとぐろを巻くような
渦
 うず

 のなかから、雪狼たちが顔と前脚を出す。

　獣の前脚が溶解し、赤い筋肉と骨が見え、さらに溶け崩れた。凶暴な雪狼たちが子犬のような悲鳴をあげる。即座に牙が
粘
 ねん

 
液
 えき

 に変えられ、舌が液状化した。

　波に飲みこまれた枯れ木も、一瞬にして分解された。

　生体生成系第五階位〈
緑碧膿解怒濤
 オリヴイ・エル

 〉の猛威。波濤を構成するのは、液体ではなく数兆どころか
京
 けい

 の単位に達する
膨
 ぼう

 
大
 だい

 な
細
 さい

 
菌
 きん

 だった。

　ウフクスが生みだした細菌は高い運動性を持ち、
皮
 ひ

 
膚
 ふ

 の隙間からでも体内に侵入し、
免
 めん

 
疫
 えき

 抑制因子を持つことで対象の免疫機構を抜ける。

　生物の体は皮膚も骨も筋肉も、すべてがコラーゲンを主成分とする細胞外基質でできている。人体では全タンパク質の三〇％
 がコラーゲンを占めている。

　ウフクスの細菌が放つコラゲナーゼという特殊な
酵
 こう

 
素
 そ

 は、コラーゲン分子の分子長のカルオキシル側から四分の一のところで、三本のポリペプチド鎖を同時に切断する。

　切断されたコラーゲンの断片は変成温度が下がるために、体温や外気で変成してゼラチンとなり、肉体が粘液になる。

　それは、生物という体の
螺
 ね

 
子
 じ

 を破壊し、触れるものすべてを分解する死の波濤だった。緑の渦のなかで、狼たちは細胞と体液に分解された
肉
 にく

 
汁
 じゆう

 となっていった。

　吹雪よりも激しく逆巻く緑の波濤を前に、ウフクスが微笑んでいた。

「ああ、耳障りな獣の声が消えて、少し不快感が消えた」

　緑の
渦
 うず

 が消失。すでに
霜
 しも

 の巨人たちは左右に分かれて動いていた。
斧
 おの

 と
槍
 やり

 を
携
 たずさ

 えて、側面から二人に向かっていく。だが、二人の
翼
 よく

 
将
 しよう

 は気にしていない。

　先頭に立つシザリオスは腕組みをして、ウフクスに「正義の道はだな！」と説いていた。

　霜の巨人たちが隊列を整える。斧と大剣と槍の穂先で
咒
 じゆ

 
式
 しき

 を展開。〈
銀嶺氷凍息
 クロセール

 〉の咒式が発動。雪をも凍えさせる、液体
窒
 ちつ

 
素
 そ

 の氷点下一九五・八度の槍が放たれる。

　十体の巨人が放つ白き死神の
息
 い

 
吹
 ぶき

 は、猛吹雪となってシザリオスに激突する。雪景色を裏切るように、猛烈な蒸気があがる。

　腕組みをしたままシザリオスが立っていた。服どころか肌にも霜の一片すら浮いていない。

　咒式攻撃が無効化されても、霜の巨人たちは平静さを失わない。一気に
飛
 ひ

 
翔
 しよう

 し、巨漢に左右から霜の巨人が殺到する。巨大な斧がシザリオスの肩へ叩きこまれ、大剣が胴体を
薙
 な

 ぎはらい、長い槍の穂先が胸板に突き刺さる。

　完全な一斉攻撃だった。

　だが、霜の巨人が鍛えた大斧が砕け、剣が折れ、槍が粉砕された。巨人たちの青い顔に
驚
 きよう

 
愕
 がく

 の色が浮かぶ。

「我が
輩
 はい

 がウフクス
卿
 きよう

 に正義的に語りかけることを邪魔するとは、悪漢め！」

　シザリオスが組んでいた腕を広げる。巨漢を左右から攻める霜の巨人たちの腹部に、長い両腕が命中。分厚い毛皮と合金による
鎖
 くさり

 
鎧
 よろい

 の装甲が一瞬で
崩
 ほう

 
壊
 かい

 。肉と骨が粉砕。

　シザリオスの両腕の一振りで、三人の巨人の胴体が両断され、雪にも鮮やかな赤い腸が尾を
曳
 ひ

 いていく。

　回転した腕が前に突きだされる。殺到してきた後続の巨人二人の腹に、[image: ]
 が命中。装甲と
強
 きよう

 
靱
 じん

 な腹筋と背筋まで貫通。巨人の背中から、赤い内臓と鮮血が爆発する。

　鮮血の間から、シザリオスの手が抜ける。指先には咒式の青白い光が灯っていた。

　雪原に陣形を作っていた霜の巨人たちの顔に、絶望の色が満ちていく。

　五指の先端から咒式が発動。不可視の力が吠え
猛
 たけ

 る。まるで二つの竜巻に
挟
 はさ

 まれたように、斧や大剣や槍を握ったままの太い腕が千切れて、空中に舞う。首が吹き飛び、眼球が視神経の糸を曳く。小腸が
渦
 うず

 を巻き、心臓が破裂して鮮血を
撒
 ま

 き散らす。

　破片はさらに
圧
 あつ

 
搾
 さく

 され、圧縮される。

　嵐の一撃が通り過ぎると、肉片が雪原に落下していく。白い平原は三十二体の巨人の破片で鮮血に染まっていた。

　重力力場系第五階位〈
轟重冥黒孔濤
 ベヘ・モー

 〉が二重に放たれたのだ。巨人がいくら
強
 きよう

 
靱
 じん

 な肉体を持とうと、強固な装甲で守ろうと、発生する超重力を防ぐ手段はない。二つの重力場に挟まれて、ただ
圧
 あつ

 
搾
 さく

 されるだけだった。

　死と破壊。そして静寂。

　翼将第八位と七位の力は圧倒的だった。わずか数秒で、北方の雪原を支配し、人々を恐怖に震えさせる霜の巨人たちと
雪
 ゆき

 
狼
 おおかみ

 の集団を全滅させたのだ。

　シザリオスは手を戻して、腕組みの姿勢に戻っていた。
巌
 いわお

 のような顔は巨人たちの
死
 し

 
骸
 がい

 を
一
 いつ

 
顧
 こ

 だにせず、隣のウフクスを見下ろしていた。

「それでウフクス
卿
 きよう

 、先ほどの話の続きだが、まず正義というものは！」

　雪に吹かれながら、ウフクスは眼前に広がる死体を見ていた。

「生物が消えた」眼が横のシザリオスに向けられる。「あとは、シザリオス。おまえを消せば気分が良くなるはずだ」

「言葉の意味がよく分からぬが！」巨漢が首を
捻
 ひね

 る。「そうか、
翻
 ほん

 
訳
 やく

 すれば、ウフクス卿は我が
輩
 はい

 のことを好きということだな！」

　ウフクスの緑の眼に宿る温度がさらに下がっていく。周囲の雪原より冷たい、絶対零度の眼差しだった。

「死ね」

　両手を納めたままで、ウフクスは
咒
 じゆ

 
式
 しき

 を発動。二人の間に、再び緑の壁が噴出した。死の細菌の壁は、即座に津波となってシザリオスに殺到。

「またまた、同じ正義の味方であるウフクス卿が、我が輩に殺意を抱くことなどあるはずがない！」

　
微
 ほほ

 
笑
 え

 むシザリオスを、細菌の津波が飲みこむ。巨体を分解しようと、絶対死の緑が渦を巻く。あらゆる生物を溶解させる
数
 すう

 
京
 けい

 の細菌がシザリオスを包む。シザリオスは笑って手を振る。

「ははは！　冗談がきつい！」

　巨漢が振っている手は、緑の細菌を

搔

 か

 き消していく。シザリオスの足下から蒸気があがっていた。雪どころか、
靴
 くつ

 が踏みしめている岩場が溶解していた。シザリオスの全身から、二千度の高熱が発生しているのだ。

　生物に対する絶対的な致死力があっても、細菌の細胞膜では高熱の壁を貫通できない。細菌の大波は高熱に激突するだけで消滅していく。

　シザリオスが自然に発動させているのは
電
 でん

 
磁
 じ

 
雷
 らい

 
撃
 げき

 系第五階位〈
炎羅明王阳
 身
 アチヤ・ナー

 〉だった。電磁波を放射して、二千度の障壁を作りだす。本来は使用した咒式士も死ぬような咒式だったが、シザリオスは平然と生きていた。

「ああ、あれか！　ウフクス卿は流行で言う『つんでれ』というやつだな!?
 」

　シザリオスは笑う。蒸気が消えて、緑の渦巻きは完全に消滅した。周囲の雪も広範囲で消失し、赤茶けた山肌を露出させていた。
吹雪
 ふぶき

 も熱波で消失していた。

「ウザキモ臭い単語を使うな」

　ウフクスが血色の悪い唇を

嚙

 か

 みしめる。不機嫌そうな
翡
 ひ

 
翠
 すい

 色の眼でシザリオスを見つめる。

「生物なら必殺だが、シザリオスにだけは私の咒式の相性が悪すぎる」

「なに、あらゆる生物を殺すウフクス卿が、唯一この世で我が輩を殺せぬということは、二人の相性は合っているということだ！」

　シザリオスが手を伸ばし、握手を求める。ウフクスは手を無視して進む。

　雪原から一転して
灼
 しやく

 
熱
 ねつ

 地獄となった平原を、緑の女は足どりも
軽
 かろ

 やかに歩く。握手を無視されたこともすでに忘れて、シザリオスが薄い背中に続く。

「これはこれで死の荒野だ。我慢できないこともない」

　巨人や
雪
 ゆき

 
狼
 おおかみ

 たちの死体という命の
残
 ざん

 
骸
 がい

 を踏みしめて、ウフクスの血色の悪い唇が、笑みに
綻
 ほころ

 ぶ。

　二人は、
霜
 しも

 の巨人たちが守っていた峡谷に到達した。見上げるような
崖
 がけ

 が左右にそびえている。シザリオスの目は峡谷を眺める。

「しかし、モルディーン
猊
 げい

 
下
 か

 は我々にこのような荒野を調査させてどうしようというのだ！」

「隠密行動で叫ぶな。〈
古き巨人
 エノルム

 〉どもに聞こえる」

「なんだって!?
 　小さすぎて聞こえない！　声は腹から出したまえ！」

「もういい」

　ウフクスは
諦
 あきら

 めた。元々人と会話をすることが面倒で不愉快なのだ。

「見つかっても構わない！　むしろ、正義の
翼
 よく

 
将
 しよう

 は常に真正面から堂々と、呼び鈴を鳴らして突入する！」

　シザリオスの大声が峡谷に響く。ウフクスはシザリオスの隣にいるだけで頭痛がする。

　切り立った左右の崖に挟まれた峡谷を進む。

　無音の谷底で、ウフクスの足が止まる。続いてシザリオスの足も止まった。

　峡谷の奥から烈風が吹く。二人の間を駆けぬけていくのは、強大な
咒
 じゆ

 
力
 りよく

 。無目的に作用量子
干
 かん

 
渉
 しよう

 を行い、峡谷に降る雪が融かされ、また即座に凍らせていく。

　翼将第八位と七位の足を止めさせるほどの、莫大な咒力の波長だった。






六章　剣は錆びず、黄金は冷たく



我らは夏の

蟬

 せみ

 。一時だけ泣き叫び



やがて熱せられた
石
 いし

 
畳
 だたみ

 の上に腹を見せて転がる。



ただそれだけ、ただそれだけの存在なのだ。




フルラ・ティオ・キリンスキー「夏蟬
 」
同
 どう

 
盟
 めい

 
暦
 れき

 六九年








　
死
 し

 
屍
 し

 
累
 るい

 
々
 るい

 の雪原。そびえる峡谷の前に二人の
翼
 よく

 
将
 しよう

 が立つ。峡谷からは、
凄
 すさ

 まじい
咒
 じゆ

 
力
 りよく

 波長が感じられる。

「これは、先ほどの巨人のようには行くまい」

　ウフクスは
衣囊

 ポケツト

 から手を抜いた。指先の緑の爪には、咒式が
紡
 つむ

 がれていた。足下から緑の波が発生し、ウフクスの体が浮上する。
猛
 たけ

 る波の先端に小柄な姿があった。

「〈
古き巨人
 エノルム

 〉は、巨人とは別次元の怪物だ」

「うむ。悪の首領級だ！　これは我が
輩
 はい

 も本気で行かねばなるまい！」

　シザリオスの全身に
咒
 じゆ

 
式
 しき

 が発動。太い腕や胸板に六角形が連なり、赤い装甲で
覆
 おお

 われていく。顔面まで完全装甲された。風もないのに、首から赤い
襟
 えり

 
巻
 ま

 きがたなびく。

　緑の波と、赤い砲弾が疾走。峡谷を抜ける。

　広大な空間が広がっていた。岸壁に囲まれた盆地は、皇国に多いヴォックル競技場ほどの広さがあった。岩の大地には、咒式機器や巨大な宝珠などのあきらかに人の手による人工物が並んでいる。

　緑の波の上に立つウフクスの視線が、さらに上がっていく。

　盆地には、巨大な
金
 きん

 
属
 ぞく

 
塊
 かい

 が並んでいた。青銀色や灰銀色といった金属質の顔や体。
鋼
 こう

 
板
 はん

 や配管などの直線、円盤や歯車や
螺
 ね

 
子
 じ

 などの曲線で、人体を構成しているかのようだった。

「これが」ウフクスが小さく驚く。「〈
古き巨人
 エノルム

 〉どもという存在か」

　身長一五メルトルから一七メルトルまでの五体の〈古き巨人〉が、盆地を囲むように等間隔で座していた。足を交差させて
太
 ふと

 
股
 もも

 に乗せる、東方で言う
結
 けつ

 
跏
 か

 
趺
 ふ

 
坐
 ざ

 の姿だった。

〈古き巨人〉たちの三つから四つまで様々な数の、青や赤や緑の眼は、光を灯していなかった。先ほどから一ミリメルトルも動かない。

「死んで、いるのか」

　ウフクスが無感情に漏らした。

「どうやらそのようだ！　我が
輩
 はい

 たち正義の味方が近づく前に自死したようだ！」

　シザリオスが陽気な声で肯定した。

　次の瞬間、ウフクスとシザリオスの眼が正面に向けられる。

　正面に座す白銀色の巨人の眼に、四つの青い光が灯っていた。

　白銀色の〈古き巨人〉は、背中に巨大な円盤を背負っていた。左足を右太股に乗せ、右足を左太股に乗せている。左右の手を腰の前で組みあわせて、印を作っていた。東方の神々のような姿だった。

「なんだおまえは!?
 　ここでなにをしている!?
 」

　シザリオスが大声で叫ぶ。

「問われれば答えよう。私はガニシュキナ・ナというものだ」

　音楽のような声で銀の巨人が告げた。顔に掘られた
溝
 みぞ

 に沿って四つの青い眼が動き、周囲の巨人たちを見回す。

「我らは〈古き巨人〉でも〈怨帝の十三の
嫡
 ちやく

 
子
 し

 たち〉の一派だ」

「〈怨帝の十三の嫡子たち〉だと？」

　ウフクスが疑問の声をあげる。

「比較的温厚な〈古き巨人〉にも例外がいる。それが〈怨帝の十三の嫡子たち〉だ」

　シザリオスが横顔で語る。声は深い知性を感じさせた。

「咒式生物学の大家、エミネルド博士の説によれば、〈古き巨人〉属の支配者の一体で〈怨帝〉と呼ばれたゾアイデス・スの
系
 けい

 
譜
 ふ

 、子孫たちの集団だ」静かにシザリオスが続ける。「ゾアイデス・スは一二〇〇年前の大戦で竜族に敗れた。しかし、数百年前に子孫であるいくつかの
派
 は

 
閥
 ばつ

 の〈
古
 エ

 
き
 ノ

 
巨
 ル

 
人
 ム

 〉のうち、主戦派が手を組んで〈怨帝の十三の
嫡
 ちやく

 
子
 し

 たち〉というものを作った。現存する〈古き巨人〉のなかでも、もっとも激しく人類と敵対している一団だろう」

　ウフクスが意外そうな顔をしていた。緑の眼が
傍
 かたわ

 らの巨漢に疑問の眼を向けていた。

「……シザリオスは驚くほどのバカのはずだ。だとしたらおまえは誰だ？　どこで入れ替わったのだ？」

「失礼な！　我が
輩
 はい

 はこれでも
咒
 じゆ

 
式
 しき

 歴史学や咒式生物学の博士号を持っている！　本職は大学教授だ！」

　巨漢の答えに、ウフクスの唇は「私は小学校もいっていないのに、世の中はやはり間違っている」と小さく漏らした。シザリオスの手が
顎
 あご

 に添えられる。

「しかし、ここには五体しかいないな」

　魔女の顔は前に戻される。緑の炎となった
双
 そう

 
眸
 ぼう

 は、ガニシュキナ・ナを見上げる。

「どうでもいい。
珪
 けい

 
金
 きん

 
化
 か

 
生
 せい

 
物
 ぶつ

 であろうと、
炭
 たん

 
素
 そ

 
基
 き

 
生
 せい

 
物
 ぶつ

 であろうとも」ウフクスの細い両手が掲げられる。「生物はすべて死んで死んで死に絶えるべきだ」

　緑に塗られた爪先から、毒液が
滴
 したた

 る。強酸が岩盤に穴を
穿
 うが

 つ。

「久しぶりにモルディーンから全力を出してもいいと、
殺
 さつ

 
戮
 りく

 の許可が出たのだ。先ほどの
霜
 しも

 の巨人や
雪
 ゆき

 
狼
 おおかみ

 たちは
脆
 もろ

 すぎた。〈古き巨人〉ならもっと殺せるだろう」

　蒸気を通して、ウフクスの緑の眼が輝く。シザリオスも前に一歩を踏みだす。足の下で岩盤が割れる。重力咒式で質量が
桁
 けた

 違いに上昇していっているのだ。

「人類に
仇
 あだ

 なす悪の一味が、善事をなすはずがない！　よって倒す！」

　装甲された指先が、四十五度でガニシュキナ・ナを指差す。座したままで、〈古き巨人〉は二人を見下ろしていた。

「戦う必要もない」

　ガニシュキナ・ナの割れ目のような口が大きく開いた。

　ウフクスの足下にある緑の波が破裂。ウフクスは後方に飛んで、峡谷の出口に着地。シザリオスもすでに後方に戻っていた。

　二人の眼前、盆地の大地一面に、青白い光が
溢
 あふ

 れていた。

　岩壁に、四体の〈古き巨人〉たちの
死
 し

 
骸
 がい

 にも、青い光の咒印方程式が描かれていたのだ。

　物理定数や化学式や組成式が、何万、何十万と溢れている。光の文字や数字が連結し、重なっていた。方程式と方程式がつながり、さらに大きな咒式となる。つながった咒式同士がさらに合体し、恐ろしく複雑で巨大な咒式を形成していく。

　
精
 せい

 
緻
 ち

 な織物による極光が立体的に現れたかのような、
荘
 そう

 
厳
 ごん

 な景色だった。盆地は咒印組成式とその光で埋めつくされていた。

「これはなんだ？」

　光に溢れる視界に、ウフクスが嫌悪感を
露
 あら

 わにした。あまりにも巨大で複雑な咒式は、彼女の理解を超えていた。シザリオスは手で顔を覆う
面
 めん

 

頰

 ぼお

 を
撥
 は

 ねあげる。

「これはまさか！」

　巨漢の眼に真剣な
驚
 きよう

 
愕
 がく

 があった。

　二人の視線の先、
結
 けつ

 
跏
 か

 
趺
 ふ

 
坐
 ざ

 のガニシュキナ・ナの全身にも青白い組成式が描かれている。

　〈
古き巨人
 エノルム

 〉が左右に手を広げていく。背負った光輪が巨大な
咒
 じゆ

 
式
 しき

 を帯びていた。盆地全体を埋めつくす組成式は、五体の〈古き巨人〉をつなげていた。

「長く複雑な儀式で四体の同胞が命を落としたが、すでに実験は成功した。我らの目的はこれから果たされる」

　ガニシュキナ・ナの声が光の世界に響く。

「今また我も大地に
還
 かえ

 る」

　ガニシュキナ・ナの声とともに、
凄
 すさ

 まじい咒力が発動していく。

「いかん！」

　シザリオスの手が伸びて、ウフクスの細い腰に回される。生物に触れられた嫌悪感に、ウフクスの血色の悪い顔色が濃緑色になっている。

　次の瞬間、ウフクスを抱えたシザリオスは峡谷を走っていた。
凄
 すさ

 まじい速度、重力咒式を全開にした逃走だった。

　ウフクスの唇から、声にならない悲鳴があがる。シザリオスに抱えられたウフクスの体から濃緑色の
霧
 きり

 が
溢
 あふ

 れる。先ほどの細菌咒式より数段強力な細菌とウイルス、強酸が発生。シザリオスの赤い装甲が
塵
 ちり

 となっていき、肌が破れ、肉と血が後方への赤い霧となる。

　次から次へと生みだされるウフクスの死の霧も強酸に焼かれ、また強酸を細菌が喰らいつつ後方に流れていく。

　峡谷を緑と赤の霧の尾を
曳
 ひ

 く砲弾となって、シザリオスは走っていく。

　
翼
 よく

 
将
 しよう

 随一の
頑
 がん

 
健
 けん

 さを持つシザリオスであっても、ウフクスの攻撃にはあと十秒も持たない。

全身を浸食されつつも、シザリオスはウフクスを離さない。重力咒式をさらに起動。
小
 こ

 
柄
 がら

 な翼将を抱えたまま、シザリオスの姿が残像を残してさらに加速。峡谷の背後から、音が迫ってくる。

「悲願のために、頼むぞ！」

　ガニシュキナ・ナの叫びとともに、咒式が
炸
 さく

 
裂
 れつ

 。峡谷の奥、盆地で爆音と爆光が炸裂。峡谷の岩を大地を白い光が塗りつぶしていき、音速の数倍の速さで駈けぬけた。

　峡谷を出たシザリオスとウフクスに光が迫る。シザリオスの重力咒式の加速も、光の速度に追いつかれた。

　翼将たちを飲みこむ白い光。

　
轟
 ごう

 
音
 おん

 。盆地を中心に、峡谷を巻きこんだ大爆発が起こった。
吹雪
 ふぶき

 と雪原を蒸発させ、峡谷が
崩
 ほう

 
壊
 かい

 し、岩盤が砕けた。

　周囲の雪山から
雪崩
 なだれ

 が起こるが、爆裂によって逆流させられる。破壊の嵐が吹き荒れていた。

　バザーヤ山からババル連峰に、轟音が長く長く響く。









　東岸のジェストホテル付近で
暴
 ぼう

 
徒
 と

 を
鎮
 ちん

 
圧
 あつ

 したあと、事務所に向かってヴァンを走らせていた。助手席にはギギナが収まっている。

　携帯が鳴る。ヴィネルからだった。即座に通話をつなげる。

「警察無線を
傍
 ぼう

 
受
 じゆ

 していると、
凄
 すさ

 まじい情報が入った」

「ジヴの居場所以外の情報を寄越せば、殺すと言わなかったか？」

「東岸のタタン通りの広場で、〈
古き巨人
 エノルム

 〉とウォルロットらしき男が交戦したそうだ。男の　
傍
 かたわ

 らにアルリアンの女がいたから、ほぼ確実だろう」

　俺は車を急停止させる。俺がずっと欲しかった情報だ。ギギナの目に興味の色が浮かぶ。俺は携帯に問いかける。

「どうなった？　ジヴは生きているのか？」

「大丈夫だと思われる。ウォルロットらしき男に、紫色の三つ目の巨人が倒された」ヴィネルが付けくわえる。「しかも一撃で、だ。自分で言っていて信じられないから、映像を送る」

　立体光学映像が起動する。タタン通りの広場らしき場所に、〈古き巨人〉の足首があった。足首から上の胴体は完全に砕かれて、周囲に転がっている。淡紫色の目の
塊
 かたまり

 もあった。かつて見たヨルムデ・デの
死
 し

 
骸
 がい

 だった。

　俺とギギナは絶句している。ようやく俺は事実を受けとめる。

「それはいつだ？」

「一時間ほど前のことだ。毒ガス
咒
 じゆ

 
式
 しき

 で周囲の人間が避難したため、情報の鮮度がない」

「分かった。遅いかもしれないがすぐに向かう」

　携帯を切って、ヴァンを今抜けでた東岸方向に戻す。助手席のギギナの目は、前方を
睨
 にら

 みつけていた。

「ヨルムデ・デは、〈古き巨人〉のなかでは下位の存在だったが、それにしても一撃で、だと？」

　ギギナが喉の奥で
唸
 うな

 った。

「ピエゾの勇者とは聞いていたが、ウォルロットの実力は本物らしいな」俺にしても感心するしかない。「だとすると俺が最初に見たウォルロットは、まだ本調子ではなかったということか」

　車を起動させて、東岸に戻る。タタン通りは南西部なので右折していく。快調に大通りを下っていくと、また着信。ロルカ屋からの連絡だった。運転しながらつなげる。

「どうした？」

「ガユスか？　ジヴーニャが店に来たぞ」

「いつだ？」

　車はまたも急停止。後ろの車に怒鳴られながらも、路肩に停める。

「三十分ほど前だ。指輪の正体の
解
 かい

 
析
 せき

 を依頼された。ジヴーニャ嬢といっしょにウォルロットって男もいた」

　ロルカが続ける。

「あれは怪物だ。
対
 たい

 
峙
 じ

 しただけで震えた」

「仕方がない」

　先ほどの情報で思い知らされたばかりだ。自分を一秒以下で殺せるうえに、大
虐
 ぎやく

 
殺
 さつ

 を起こした人物を前に怯えないものは、
剛
 ごう

 
毅
 き

 ではなく愚か者だ。

「しかし三十分前か」

「戻ってきて殺されるかと思って、安全が確保されると確認できるまでは連絡ができなかった。すまん」

「分かっている」俺は常に後手後手になっている現状に腹が立ってきた。「今から行っても間に合わないな」

「とにかく伝えた。あとは指輪の
解
 かい

 
析
 せき

 結果を送っておく」

　情報を受けとって、車を再発進。反転させて事務所に向かう。

　俺たちが東岸で
暴
 ぼう

 
徒
 と

 を防いでいる間に、同じく同盟側の土地でジヴとウォルロットは巨人を一体倒し、さらに西岸へ移動。ロルカ屋に現れた。

　解析内容は後で見るとして、大きな
安
 あん

 
堵
 ど

 が俺に訪れていた。ジヴが無事であると確認できただけでも良かった。彼女はまだ生きている。

　だが、またも俺とジヴは出会えない。二人は同じエリダナにいるはずなのに、遠い。まるで別の惑星にいるかのようだった。

　俺とギギナを乗せたヴァンは、オリエラル大橋に向かう。位置的にオリエラル大河に浮かぶゴーゼス島経由より、オリエラル大橋を渡ったほうが近い。前方の輸送車が速度を
緩
 ゆる

 め、徐行。ヴァンも急停止する。

　眼前の車列は、またも
渋
 じゆう

 
滞
 たい

 。街角では人々の行進が続いていた。旗や横断幕が掲げられている。

　警察士の群れが道路を固めていた。もはや暴徒の扱いに近い。

「はいはい、暴れないように行進しろよ」

「行進の監視なんてめんどくせー。たとえるなら、夏休みの課題でやった
蟻
 あり

 の観察日記だ」

　見知った声だった。視線を動かす。

　
鈍
 にび

 色の装甲車の窓から声を出しているのは、
亜
 あ

 
麻
 ま

 色の髪の女性とアルリアンの青年の
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 だった。

「あ、てめえら、ガユスにギギナか！」

　イーギー・ドリイエがこちらに気づいた。隣にいるのは、ジャベイラ・ゴーフ・ザトクリフだった。車の窓から、知りあいの攻性咒式士たちを眺める。

「昼から不吉な
眼
 め

 
鏡
 がね

 とドラッケン族を見てしまうとはね」

　イーギーが
反
 へ

 
吐
 ど

 を戻しそうな表情を浮かべる。ジャベイラは額に垂れた長い髪を手で退ける。車列は進まない。俺は窓際に

頰

 ほお

 
杖
 づえ

 をつく。

「クソで有名なラルゴンキン事務所のクソ咒式士どもが、道端でなにをしている？」

「見てのとおりだビショジョ」

　ジャベイラが真顔で言った。ギギナは失笑している。俺は尋ねかえす。

「道で集まって遊んでいるようには見えないから、聞いているんだよ。あと、今日はなんの人格変化の語尾だ？」

「美少女」

　人として言ってはいけない説明をジャベイラが平然とした。ザトクリフの血筋はいつものようにいつものように人格が安定してない。

「考えて言え。さすがに笑えない」

「考えて言って笑わせる気もないけど、なにか問題がビショジョ？」

　真っ直ぐ俺を見て、ジャベイラが言った。女の開きなおりは強い。ジャベイラが続ける。

「見てのとおり、反同盟、反世界規格、
反
 はん

 
投
 とう

 
機
 き

 筋、いわゆる反ダリオネートへの抗議行進や集会が激化していてね」

　ジャベイラと隣のイーギーの目は、群衆の行進を眺めている。札や旗を掲げて、人々は気勢を上げている。車道は完全に
塞
 ふさ

 がれていて、しばらくは動けない。

　行進の周囲では、ラルゴンキンの
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 たちが、
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 と盾を並べて無言の壁となっていた。行進が余計な方向に向かわないようにしているのだろう。

　昨日の激突から、街は不穏な方向に変化していっている。

「同盟系の攻性咒式士の大手は、市当局から要請があって、街の警備に出ている」

「権力の犬も大変なことだ」

　俺は鼻で笑っておく。静かに
微
 ほほ

 
笑
 え

 むジャベイラの隣で、イーギーが
憤
 いきどお

 っていた。
尖
 とが

 った耳で銀の耳輪が揺れる。

「権力の犬より、女を取られた負け犬のほうがおもしろいだろうが」

　イーギーの言葉は、一撃で俺を粉砕した。俺は硬直し、
咄
 とつ

 
嗟
 さ

 に返すこともできない。
憤
 ふん

 
怒
 ぬ

 はすべて自分に向けられる。

　俺のあまりの落ちこみに、イーギーのほうが戸惑っている。隣のジャベイラの袖を引く。

「え？　俺がなにか悪いことを言った？　ルップフェットなのは俺のほうか？」

　俺はさらに落ちこむ。助手席では、再びギギナが失笑。俺を
顎
 あご

 で示す。

「アルリアン式の
魔
 ま

 
除
 よ

 けと
悪
 あく

 
罵
 ば

 の言葉が、またジヴーニャの不在を教える。アルリアン族の小僧は、今この瞬間だけガユスを落ちこませる天才だということだ」

　ギギナの指摘で、イーギーが慌てる。

「いやその、俺はそんな気で言ったのではなくて、ほらアルリアン人は耳が尖っているから、
誘
 ゆう

 
拐
 かい

 されても大丈夫だって……」

　俺は底の底まで落ちこむ。イーギーは人を無闇に傷つけることを好まないらしい。そんなイーギーに心配される自分にさらに落ちこむ。

「イーギー、あまり追いつめるな」

　装甲車の上に、ラルゴンキンが座っていた。巨体を全身
甲
 かつ

 
冑
 ちゆう

 で包み、長大な
槍
 そう

 
斧
 ふ

 を肩に担いで、周囲を
睥
 へい

 
睨
 げい

 していた。ランドック人の巨体は、いるだけで威圧感がある。群衆もラルゴンキンが座る装甲車を突破しようとは思わないだろう。

　左手で
顎
 あご

 
髭
 ひげ

 を撫でつつ、
鳶
 とび

 色の目が、俺を見下ろす。車の上と、車窓で目が出合う。

「ジヴーニャ嬢のことは聞いた。ラルゴンキン事務所としても、手が空いているもので彼女の捜索を開始している」

　ラルゴンキンが告げた。

「我らも市当局の要請で〈
古き巨人
 エノルム

 〉を追っている。エリダナであれほどの災害と犠牲者を出してくれた以上、きちんと礼をしてやらねばなるまい」鳶色の目には
義
 ぎ

 
憤
 ふん

 の炎があった。「人間の大きさまで縮むことができるらしいが、それでもあの姿は目立つ。必ず見つかる」

　ラルゴンキンの全身に圧力が満ちる。ラルゴンキンとは、なるべく敵対したくないと思わせる迫力だった。

　ラルゴンキンほどになると、市当局から指名で〈
異
 い

 
貌
 ぼう

 のものども〉の
討
 とう

 
伐
 ばつ

 を依頼されることも多い。

　賞金を狙う
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 や事務所のどれかが、〈古き巨人〉を倒してくれればいい。さらにラルゴンキン事務所が追ってくれるなら、確率が高まる。

「分かっている。それくらいが〈古き巨人〉なみに大きなおまえが果たせる役目だ」

　ラルゴンキンが動いてくれている事実は、ヤークトーから聞いている。ならば、余計な心配を拒否するために皮肉を返しておくのが俺の
礼
 れい

 
儀
 ぎ

 だ。

　イーギーはまた俺の態度に怒っているが、ジャベイラは苦笑。ラルゴンキンは太い
顎
 あご

 でうなずく。

「ジヴーニャさんは、おまえにはもったいないほどの女性だ。必ず救え」

「言われなくても分かっている」

　俺は窓から返す。ラルゴンキンの目が俺にそそがれた。

「私はおまえとジヴーニャ嬢が結婚して、子供を持ち、家庭を作ることを期待している。そうなれば、おまえも安定する」

「それは、まぁそのなんだ」

　俺は言葉を
濁
 にご

 した。それゆえに難しいこともあるのだ。ラルゴンキンは続ける。

「同時に〈古き巨人〉も捜索している。エリダナであれほどの災害と犠牲者を出してくれた相手には、私自身が久々に全力の咒式を叩きこんでやりたい」

　これを機会に、俺は試しに言ってみることにした。

「どうせなら、ラルゴンキン。俺は〈古き巨人〉という強大な敵を相手にしていて困っている。おまえが二年前に
長命竜
 アルター

 を倒したときに使ったとされる、咒式を教えてもらえないかね？」

　車上のラルゴンキンが詰まる。

「あれは私のとっておきのひとつだからな」

　俺もかなり前から、エリダナ四大咒式士の一角、最強の
鋼
 こう

 
成
 せい

 系咒式士とされるラルゴンキンの咒式を研究している。いつか敵に回られたときに備え、相手の咒式を知っておきたいのだ。

　しかし、いまだにラルゴンキンの奥の手は分からない。前後の状況と、
長命竜
 アルター

 の死体の状況からの伝聞で、
凄
 すさ

 まじい物理攻撃だとは予測している。同じ化学系でもあるから、俺が使用できる可能性がある。

「私はべつに教えてやってもいいが、さすがに所員がな」

　ラルゴンキンが目を向ける。イーギーが
凄
 すさ

 まじい目で俺を
睨
 にら

 んでいる。善意につけこむことは
諦
 あきら

 めたほうがいいらしい。

「いつか盗むさ」

「正体が分からなくても構わない。私がすべてを斬る」

　助手席で
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 を抱えたギギナが、不敵な笑みを浮かべる。暗い眼の剣士には、すべての強者は敵として考えたほうがおもしろいのだろう。

　抗議行進が進み、車の列が動きだす。俺もヴァンを発進させる。後ろ見の鏡には、ラルゴンキンが手を軽く掲げている姿が見えた。イーギーは俺から目を
逸
 そ

 らしていた。ジャベイラは大きく手を振っていた。

　ヴァンは混雑から抜けて、エリダナの街路を
疾
 しつ

 
駆
 く

 する。

　ラルゴンキンと出会って再確認できた。

　絶対にジヴを取りもどす。俺にとってジヴは最愛の女性だ。〈
古き巨人
 エノルム

 〉もウォルロットも、すべて殺す。

　俺は
加速板
 アクセル

 を踏む。大橋に向かって車を走らせる。大橋の下には、鉄道が見えた。









　エリダナ西部沿岸地帯。マズディ突堤は静かだった。

　漁船や蒸気船、輸送船に客船が連なっていた。横倒しになった中型の豪華客船の内部。天井となった窓から、室内に陽光が射しこむ。

　床となった壁の上に、
寝台
 ベツド

 を置き、ウォルロットが腰を下ろしていた。床となった出入り口の反対側、同じように寝台を置いたジヴーニャが腰掛けていた。すでに二人にはホテルすら危険になっていたため、このような場所に隠れるしかなかった。

　ジヴーニャの手には、細い鎖が握られていた。鎖に通された指輪があった。緑の宝石に二人の視線が集中していた。

「ロルカさんの話だと」

　ジヴーニャが
唾
 つば

 を飲み、白い喉が動く。

「これは大変なものらしいけど、詳しくはどういうこと？」

　手で直接触るのが怖くなったため、鎖のほうを握り、下がった指輪を見ている。緑の宝石は、今までとは違った輝きに見えてきた。優しい大地の緑ではなく、腐敗の緑に思える。

「専門家に近い調査方法を可能とするロルカによれば、
膨
 ぼう

 
大
 だい

 な
咒
 じゆ

 
印
 いん

 
組
 そ

 
成
 せい

 
式
 しき

 が、その指輪のなかに封じこめられている」

　ピエゾの勇者は寒気を感じているような表情で、指先を指輪に向ける。

　ロルカ屋で出た分析結果を、指輪から引きだす。ジヴーニャが掲げる指輪から、青白い光で描かれた数式が
溢
 あふ

 れだす。複雑な方程式が二重
螺
 ら

 
旋
 せん

 となって絡みあい
[image: ]

 ねじ

 りあわされ、部屋に広がっていく。

　光の方程式で
紡
 つむ

 がれた円陣が、多重多層に展開していく。数千から数万もの
咒
 じゆ

 
印
 いん

 組成式の模式図は、あまりに
膨
 ぼう

 
大
 だい

 すぎて、船室内の天井や壁や床、机や
寝台
 ベツド

 や空中のすべてを埋めつくしていた。

　そしてウォルロットの険しい顔にも、体にも、光の方程式が浮いている。部屋を見上げるジヴーニャの全身も同じように青白い文字が投影されている。

「これはどういうことを示しているの？」

　ジヴーニャが口を開く。開いた口のなかにまで、
緻
 ち

 
密
 みつ

 で
膨
 ぼう

 
大
 だい

 な式が描かれる。それほどの密度で、組成式が部屋に満ちている。

「正直、
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 として生きてきた俺にすら、ロルカが言ったようにレメディウス博士の組成式の一部が使われていることしか分からない」

　ウォルロットが右手を伸ばし、
傍
 かたわ

 らにあった空中の組成式に触れる。触れられた組成式が、赤く発光する。関連する咒式が次々と赤く変わって、解読されていく。

「ほんの一部だが、春先にエリダナで
炸
 さく

 
裂
 れつ

 しそうになった、超定理系咒式の一部の組成式が使われている」

「また誰かが細菌兵器を炸裂させようとしている、の？」

　ジヴーニャの声に怯えの成分が混じる。春先の事件では、彼女自身もラズエル島にいたのだ。報道で見たウルムンの暗殺の光景も恐ろしかった。地獄を生みだす咒式だった。

「分からないが、指輪に封じられているのは、どうやら次元操作に関する咒印組成式だ。あとの構造は、本物の咒式物理学者でも連れてこないと解読不能だろう」

「次元、に……」

　あまりに巨大な話に、ジヴーニャは絶句する。

「巨大な式だが、これだけでは咒式は起動しない。俺が見ても、組成式の三分の一しかない」

「指輪はあと二つある、ということね？」

　ジヴーニャの目は自らが持つことになった指輪を眺める。ウォルロットは眼で肯定した。

「どれほど強かろうと、
一
 いつ

 
介
 かい

 の攻性咒式士の手に負えるものではない。レメディウス博士が存命ならば、この三分の一だけの咒式でも
全
 ぜん

 
貌
 ぼう

 を示してくれたかもしれないが」

　ウォルロットが苦い思いを口にした。

　ジヴーニャが知る事実は、ガユスから聞いた、レメディウスが死んだということだけだ。

「君の恋人のガユスが持っている指輪も似たようなものらしいが、ロルカによると危険度は勝るとも劣らないらしい」

　ウォルロットが息を吐く。

　ジヴーニャの唇が

嚙

 か

 みしめられる。彼女はつい先ほどまで、恋人の指に
嵌
 はま

 るものが恐ろしいものだとは知らなかった。単にお
洒
 しや

 
落
 れ

 だと聞かされて、信じた演技をしていた自分が恨めしい。

　自分を危険に巻きこまないためだとは分かっていたが、話してほしかった。また踏みこんで問うべきだった。

　だが、現在の自分も同じことをしていた。ガユスが見ていた
咒
 じゆ

 
式
 しき

 と剣、血と死の世界は、恐ろしい。そして愛するものから遠ざけたい世界だった。

　ジヴーニャを見ていないウォルロットは、口を開く。

「このエリダナで、指輪がなにを引きおこすかを理解している存在は、これを求めるもの、〈
古
 エ

 
き
 ノ

 
巨
 ル

 
人
 ム

 〉たちくらいだろう。だが、ひとつだけ俺にも分かることがある」

　ウォルロットの手が空中に伸ばされ、組成式の一部を触る。

　赤い次元関係の式から離れた場所で、別の組成式が緑に光る。ウォルロットの青い眼に怒りが灯る。

「この咒式はあまりに高度で複雑で、俺にも全容は分からない。しかしこの補助式は、どう考えてもアーギネイオン学派の咒式技術者が使うものだ」

「どういう、こと？」

「つまり、不可能なはずだが、ピエゾ連邦共和国、我が祖国が作成したものだ。それを〈古き巨人〉が狙っている」

　ウォルロットが叫ぶように吐きだした。

　ジヴーニャにも分かってきた。だが、ウォルロットの推測にはどこか違和感があった。精密に考えようとしたが、ウォルロットが咒式の表示を停止したことで思考が止まった。

　部屋に
溢
 あふ

 れていた方程式の洪水が、一瞬にして消え、ジヴーニャの掲げる指輪に戻っていく。
眩
 まばゆ

 い光が消え、部屋が暗くなった。二人の進路を照らすべき光はなかったのだ。

　ジヴーニャは指輪を下げる鎖を
襟
 えり

 元に戻す。前のように、無邪気に服の下の素肌に触れさせることはできなかった。首から下がった鎖の先の指輪は、シャツの上で揺れた。

「どうする、の？」

「この咒式は、残念ながら咒式後進国であるピエゾが作れるものではない。しかし、補助式は確実にピエゾのものだ。〈古き巨人〉に聞くことが難しいならば、次はピエゾの線をたどってみるべきだ」

「……それは祖国に敵対することになるのでは？」

　ジヴーニャの問いは、ウォルロットを刺し
貫
 つらぬ

 いた。

　ピエゾの勇者は疲労していた。
魂
 たましい

 までもが重くなり、
錆
 さ

 びていた。









　俺はヴァンを進めていく。ロルカから渡された指輪の
解
 かい

 
析
 せき

 結果を、ギギナと二人で眺める。

「ピエゾが関わって開発し、レメディウス方程式の一部が利用されていることは理解できたが、全体の意味が分からない。ついでにこれほど高度な最先端の咒式を、ピエゾのような咒式後進国が作れるのか？」

　運転しながらの俺のつぶやきに、助手席のギギナが考える。

「三つに分解された組成式ということは、三つの指輪か」

　ギギナが結論を出す。

「開発したピエゾの人間か、狙っている〈
古き巨人
 エノルム

 〉に聞くしかないだろう」

「どうぞ教えてください、って頼むのか？　それができたら今現在苦労していない」

　俺は
操縦環
 ハンドル

 を右へ回す。角を曲がると、事務所が見えた。いつもながら貧相な三階建てのビルだ。

　事務所の玄関前の階段に、女の姿があった。大きな乳、
人
 にん

 
参
 じん

 色の髪の毛に青い目。階段に腰を下ろしていたアーゼルが、車と俺たちを見て跳ね上がる。乳も揺れる。

「やっと来た！」

　玄関で待つ新聞記者を俺は無視。事務所の駐車場にヴァンを停める。降りて玄関まで進むと、アーゼルが俺の隣に並ぶ。

「今朝のダリオネート襲撃事件からここで張っていたのよ」横に立つギギナへ顔を向ける。「橋斬りはギギナでしょう？」

　機関銃のように連射される女記者の問いに、ギギナが苦笑していた。アーゼルは俺に視線を戻す。

「それでさらに別の大事件で〈古き巨人〉ともやりあったんだって？」アーゼルは次々と声をかけてくる。「ギギナは当然として、ガユスって実はけっこーできる
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 なの？」

　俺はアーゼルの機関銃のような問いを無視。手を伸ばして、郵便受けの
鍵
 かぎ

 を開ける。三日ほどジヴのことにかかりきりだったため、新聞や郵便物が溜まっている。

「でさ、それで〈古き巨人〉たちが現れた理由は分かった？　やはり環境汚染への怒り？　それともタラテク峡谷問題？」

「俺が知りたいくらいだ」答えることがめんどうになってきた。
牽
 けん

 
制
 せい

 しておこう。「ただ、俺のジヴが〈古き巨人〉に追われ、別の男に
誘
 ゆう

 
拐
 かい

 された」

「誘拐、って」アーゼルが続ける。「もしかして、〈古き巨人〉の事故から
失
 しつ

 
踪
 そう

 
者
 しや

 扱いになっているジヴーニャ・ロレッツォが、あなたがいつもジヴと呼んでいる恋人さんのこと？」

「そういうことだ」

　アーゼルが黙りこむ。以前ジヴとアーゼルは出会っているだけに、報道気質が出ることもないらしい。

　エリダナでは次から次へと事件が起こっているが、今回はさらに大事件の連続だ。一人の失踪者のことなど、誰もが忘れていくに決まっている。協力してくれる人々にも、限界がある。ギギナにいたっては遊びに近い。

　いつまでも覚えているのは、死力を尽くして戦うことができるのは、ジヴを愛する俺だけだ。

　郵便受けに手を突っこむ。溜まっていた新聞エリュシオン紙とトリビュレン紙を取りだす。ついでに広告や請求書の封筒が入っていた。奇妙な封筒が目にとまる。

「なんだこれ？」

　黒い封筒は、四方に金の縁飾りがついている。ご
大
 たい

 
層
 そう

 な手紙で、アーゼルも興味
津
 しん

 
々
 しん

 の眼で見ている。裏返す。
封
 ふう

 

蠟

 ろう

 を
施
 ほどこ

 された古風な手紙に、署名があった。

「ダリオネート・ブラカイマより、ってダリオネートからか」

「噓
 !?
 」アーゼルが俺から手紙を引ったくる。裏面を
仔
 し

 
細
 さい

 に観察し、携帯をかざす。「本当だ。この
封
 ふう

 

蠟

 ろう

 に押されている印はダリオネートの紋章だ。携帯で認識しても本物と出る」

　俺はアーゼルの手から手紙を取りもどす。無造作に封を破る。

　白い手紙には、二行。「今朝のお礼を申し上げたく思います」と「お二人がそろわれたら、お迎えいたします」とだけあった。

「お礼ね。具体的には金をくれるといいな」

　俺はかつての教え子を止めるために動いただけだ。ダリオネートを救ったわけではないが、結果として救出と映ったようだ。また、ダリオネートが自分を救ったものに金を出しておけば、次からも誰かが自分を救ってくれると考えてくれると助かる。

「ガユスっ！」

　アーゼルが俺に迫ってきた。両手が俺の
襟
 えり

 元を

摑

 つか

 む。間近に、アーゼルの真剣な顔があった。俺の視線はどうしても胸の谷間に向かう。

「いやそのなんだ。急に迫られても、俺にはジヴがいるから」俺の右手は上がっていく。「でも、少し触ることを自分に許してもいいかな、とは思いはじめている」

「違うっ！」アーゼルの左手が俺の右手をはたく。眼は俺を見据えていた。「ダリオネートに金をもらうなら、振りこみではなく、手渡しでもらって。そして私をその場に連れていって」

　ようやくアーゼルの望みが分かった。

「その場で、取材嫌いのダリオネートを強引に取材に持ちこむというわけか？」

「そ！　これは他の報道関係者の誰一人として成功していない、ダリオネートへの単独会見の好機なのよ！」

「そんなことをしたら、俺が
報
 ほう

 
酬
 しゆう

 をもらう機会まで失われる。断固として拒否する」

「お願い」

　アーゼルが襟元を摑
 んだまま頼んでくる。青い大きな目が俺に
縋
 すが

 っている。女の頼みを断れたことがない。だが、色香に迷わされてばかりもいられない。

「すまないが、やはり得がない」

　俺は断る。ギギナも
傍
 かたわ

 らでうなずく。

「お願い、なんでもするから」

「じゃあ金くれ」

「無理。契約記者にそんなものはない」

　俺は考える。なるほど、目の前にいいものがあった。

「じゃあ一回
犯
 や

 らせろ」

「それ以外」

「即答かよ」

「だって」アーゼルが口ごもる。唇は小さな言葉を
紡
 つむ

 ぐ。「最初はやっぱり好きな人に捧げたいし」

　俺は聞こえないふりをして、長い息を吐く。アーゼルの言葉は交換条件になっていない。危険ばかりがあって、得がない。だとしたら結論はひとつ。

「分かった。乳を触らせろ。それでいい」

　アーゼルは考えはじめた。とくに影響はないと思ったらしく、笑顔でうなずいた。

「取引成立！」

　跳ねるようにアーゼルは俺の右手を握ってきた。左手を伸ばしてアーゼルの胸に実る果実に触ろうとすると、また叩かれた。

「なんで？」

「取材が成立したら、の話でしょう？」

「一部前払いは？」

「新聞社は出来高制なのよ。ない写真と記事に誰が金を払うの？」

　取材費というものがあるだろうが、と思ったが止めておいた。向かいでは、ギギナが苦い顔をしていた。

　もちろん本気でアーゼルを抱こうとか、乳を触ろうとか考えているわけではない。ジヴが
誘
 ゆう

 
拐
 かい

 、いやウォルロットと行動している以上、他の女を見ている場合ではない。ただ、報道関係者であるアーゼルと仲良くしておいたほうが、いろいろと便利だ。手紙にまた眼を落とす。

「迎えに来るとあるが、いつ来るんだ？」

　目線を上げると、ギギナが我関せずといった表情。はいはい、聞いた俺が間違いでした。

　事務所の先、雑居ビルの角から黒い車体が現れる。驚くほど滑らかな動きで左折し、黒塗りの高級車が事務所の前に停車する。長い車体の運転席の扉が開く。

　黒背広の運転手が現れた。男は真っ直ぐに俺とギギナを見つめて、一礼。白手袋に包まれた手で、後ろの扉を開く。

「主人から申しつけられて、お迎えにあがりました」

　
丁
 てい

 
寧
 ねい

 な物腰で、車へと手を向ける。

　俺は横のギギナに眼を向ける。なるほど、時間指定をしないのは迎えを
常
 じよう

 
駐
 ちゆう

 させていたからか。また、ダリオネートの名前を出さないのは用心のためだろう。

　俺とギギナが車に向かう。運転手は
怪
 け

 
訝
 げん

 な顔をする。視線は背後に向けられていた。

「アシュレイ・ブフ＆
 ソレル事務所はお二人だと聞いていましたが、そちら様は？」

　俺とギギナの背後には、アーゼルが当然の顔で続いていたのだ。

「二人の保護者です」

　巨乳を張って、アーゼルは自信満々に告げた。

「おまえの大きな胸に入っている、それ以上に大きな度胸だけは
褒
 ほ

 めたい」

　俺が苦笑すると、アーゼルが後ろから膝を蹴ってきた。

　運転手によって、黒塗りの高級車に案内される。後ろは向かいあわせの席になっていた。俺とギギナが向かいあわせに座る。アーゼルは俺の隣に座り、車内を興味深そうに見回していた。扉は無音で閉まる。

　後部座席と助手席との間は壁となっていた。

「これから先ほどのお礼をしたいという主人のダリオネートのところまで、皆様をご案内さしあげます」

　車内放送とともに、窓に
遮
 しや

 
蔽
 へい

 がかけられる。黒一色で、外の風景がまったく見えない。室内に音楽家のテデリ・ヘインらしき交響曲が流れはじめて、車が動きだす。

「ただ、主人はご存じのように人に誤解され狙われておりますので、自分の居場所を知られないようにする必要がございます。なにとぞご理解のほどをお願いいたします」

　口外しない、と言いたかったが、金や女を提供されれば分からない。なにしろ、俺本人が今から金をもらいに出向く人間だからだ。

　全身にかかる感覚からすると、車は坂を下っているようだった。さらに地下駐車場で何回か回転しているようだ。東西南北を分からなくさせるためだろう。ギギナを見ると、
瞑
 めい

 
目
 もく

 していた。渡り鳥と同じくらい正確に東西南北を認知するギギナでも、地下では無理のようだ。

　車が傾斜を登っていく。街に出たようだが、分からない。

「音楽は街の音から推測されないためのものだろうな」

　俺はつぶやく。アーゼルは秘密行動っぽいことに喜んでいる。大物に取材できる喜びで頭がいっぱいなのだろう。車は性能のいい
緩
 かん

 
衝
 しよう

 装置がついているらしく、道路状況から位置を探ることもできない。

「さて、ダリオネートとはどのような人物なんだろうな」

「報道を見るかぎり、あまり愉快そうな人物ではないな」

　ギギナが皮肉を漏らした。

「金をくれるなら、いい人物さ」

　俺は告げる。高級車の
椅
 い

 
子
 す

 を楽しむように、ドラッケン族は深く身を沈めた。









　エリダナ東岸部、ルルガナ内海を見下ろす高台。
閑
 かん

 
静
 せい

 な住宅街の一角に、ギャリー
伯
 はく

 
爵
 しやく

 公邸があった。庭がある敷地に、三階建ての屋敷が建っている。

　
書
 しよ

 
斎
 さい

 で、ギャリー伯爵は椅子に座っていた。隣では老秘書官が今日使う書類をまとめていた。渡された書類にギャリーが署名していく。

「メムノン君、私の今日の予定は？」

「執務は片付きましたから、十一時からは皇国系のガゼルン議員との会食、十二時半からはフブデン議員の親族が開くネデクレストランでの会食」秘書官のメムノンが予定表を暗唱していく。「午後三時半からは東方諸国家の使節団との茶会、午後五時から会議。さらに午後七時から皇国大使館との会食、午後十時からはバッハルバ大光国のデロモイ
総
 そう

 
督
 とく

 との会食となっております」

「外交官の仕事とはいえ、私が
[image: ]

 や

 せることは難しいだろうね」

　ギャリー伯爵の目に
厭
 いと

 わしげな色が混じり、中年時代から出てきた腹を撫でる。外交官の仕事は会食と会議の繰りかえしだ。国家に仕える道を選んだが、最近は気が重い事態が続いている。

　
逃
 のが

 れるように、老外交官は窓を眺める。

　白い
伝
 でん

 
書
 しよ

 
鳩
 ばと

 が入った
鳥
 とり

 
籠
 かご

 の先、窓の外には、植木に囲まれた緑の芝生の敷地があった。敷地には老婦人と小さな子供がいた。老婦人は、
如
 じよ

 
雨
 う

 
露
 ろ

 で
花
 か

 
壇
 だん

 のピエゾの国花であるピエデリアに水をやっていた。子供は公邸の隅に歩いていく。

　鉄柱の下の
紐
 ひも

 を引いていく。ピエゾ連邦共和国の、青地に黒色の三頭の犬が描かれている国旗が掲揚されていく。

　青地はピエゾの青い空を、三頭の犬はピエゾの三つの民族を示し、すべてがつながっていることを表現している。掲げられていく国旗を、老婦人も眩しそうに見ていた。

　妻や孫と同じように、室内のギャリーも国旗を見ていた。彼もやはり国を愛していた。平和な光景だった。

「この平和な光景を守るためなら、私はなんにでも立ちむかえるよ」

　振りむくと、秘書官の顔があった。彼も同じ気持ちになったらしい。大使館に
出
 しゆつ

 
仕
 し

 する前に、情報収集のために立体光学映像を起動させる。

　複数の報道が流れる。日に日に激化する抗議活動を退け、気になった情報を大きく表示する。エリダナのオルシャン通りであった〈
古き巨人
 エノルム

 〉事件の続報だった。

「まだジヴーニャ嬢は行方不明のようだな」

「大変でございますね」

　ギャリーに二十年付きしたがっている秘書官が同意する。

「我がピエゾの元軍人が関係しているだけに、心が痛む。昨日の青年、ガユス君にはできることをしてやりたい」

「
閣
 かつ

 
下
 か

 はできることをなされました。情報を教え、ジヴーニャ嬢の行方に賞金をかけられましたよ」

　老秘書官が
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。自分の上司、ギャリー
伯
 はく

 
爵
 しやく

 は熟練の外交官で愛国者で、そしてなにより良き人間なのだ。激烈な外交の現場を二十年も渡り歩いて、なおここまで優しい心を失わない主人を、秘書官は誇りに思っていた。

「早く見つかってくれればいい」

　ギャリー伯爵がつぶやいた。

「それに私はガユス君を好ましく思っている」

「閣下が人を気に入るのはいつものことですからね」

　書類を
鞄
 かばん

 に詰めつつ、メムノン秘書官は苦笑していた。人間好きであるギャリー伯爵は、人をすぐ好きになる。それが外交の場では大きな力になってもいた。

「違うぞメムノン」ギャリー伯爵が
拗
 す

 ねたように言った。「彼は愛するジヴーニャ嬢のために、命を懸けて捜している。私もピエゾと家族を愛するものとして、協力したいのだ」

「だからそれがギャリー閣下のいつものことなのですよ」

　メムノンが微笑む。ギャリーは秘書官の指摘に憤然とした表情を作っておくしかなかった。ギャリーが書類を渡し、秘書官が退出していく。気遣いを示すように、扉は静かに閉じられる。

　老
伯
 はく

 
爵
 しやく

 は、頰
 に風を感じた。庭に面した一面のガラス窓に目を戻す。ガラスの扉が開いていた。

　長身の男が立っていた。
業
 ごう

 
火
 か

 のように赤い髪に冷酷さを示す青い目。立っているだけで、光を発するかのような威容。
傍
 かたわ

 らには今名前を挙げたばかりの女性、ジヴーニャ・ロレッツォが立っていた。

「勝手に入らせてもらった」

　男は王者の声で、または暴君の声で命令するように告げた。

「ウォルロット・ウォルハーグ、か」

　
気
 け

 
圧
 お

 されたようにギャリー伯爵はつぶやいた。

「どうやって入った？　公邸は
咒
 じゆ

 
式
 しき

 と電子の
要
 よう

 
塞
 さい

 と化しているは……」

　言葉の途中で、老伯爵は首を振った。

「腐ってもピエゾの勇者、ウォルロットにとっては紙の要塞というわけか」

　ギャリー伯爵は
畏
 い

 
怖
 ふ

 を堪えてつぶやくしかなかった。ギャリーは
肘
 ひじ

 
掛
 か

 けを両手で

摑

 つか

 む。

「それで、独裁者に従ってペンクラート
虐
 ぎやく

 
殺
 さつ

 を
遂
 すい

 
行
 こう

 した、ピエゾの
堕
 お

 ちた勇者がなにをしに来られた？　まさか私の首を取りにきたとでも？」

　ギャリーは自分でも信じていない言葉を投げた。ウォルロットはもっとも痛い過去を
衝
 つ

 かれて、[image: ]
 を握って立っていた。感情を抑えて続ける。

「一連の事態についての情報を知りたい」

「まさに堕ちた勇者だな。今さらピエゾが、祖国がおまえを
擁
 よう

 
護
 ご

 すると思っているのか？」

　ギャリーは
憤
 いきどお

 りを向けた。

「おまえはなにも考えずに独裁者に従い、ペンクラート虐殺を遂行し、国を割る原因を作った」

　ギャリー伯爵の目には嫌悪感があった。

「人々を殺して
脱
 だつ

 
獄
 ごく

 し、麻薬に
溺
 おぼ

 れてさらに人を殺した。ついには、親友の
仇
 かたき

 を取るためとはいえ、〈古き巨人〉と戦うために指輪を受けとったジヴーニャ嬢を
誘
 ゆう

 
拐
 かい

 した。これらの非道に釈明することがあるのかね？」

「虐殺については申し開きできない」

　ウォルロットは唇を嚙
 みしめた。他人に指摘されるまでもなく、自分は堕落しきっていた。

「エリダナの件については、卑怯な手であるし、動機はまったくの私闘だ」

　老外交官に責められ、ウォルロットは自責の念にも耐えていた。

「ウォルロットを責めないでください」

　ジヴーニャの言葉が割って入る。

「誘拐に関しては、巻きこまれたとはいえ、私の意志で同行しているところもあります」

　老外交官の目が、ウォルロットの隣に立つ女性を眺める。

「あなたがジヴーニャ嬢か」

　ギャリーは感心したようにつぶやく。

「私があなたの恋人のガユス君と会ったことはすでに知っているだろう。そして、あなたがガユス君の元へ戻らない理由も、ある程度は推測できる」

「今は戻れないのです」

　ジヴーニャが哀しい目をした。自分の命だけでなく、ガユスの命を守るためには、こうするしかなかった。

「ただ、私に願うことが許されるならば、彼には、ガユスには私の無事をお伝えください」

「分かっている。必ず伝えよう」

　ギャリーの目が険しさを増す。

「ジヴーニャ嬢、あなたはその男が危険だと理解しているのかね？」

「薄々は知っています。そして大使
閣
 かつ

 
下
 か

 の言葉で理解しました。ですが、それほど強くて危険だからこそ〈
古き巨人
 エノルム

 〉という最大級の
暴
 ぼう

 
虐
 ぎやく

 に対して利用できるのです」

　ジヴーニャは今まで言葉にしなかった
冷
 れい

 
徹
 てつ

 な計算を
吐
 と

 
露
 ろ

 した。そして哀しみをこめて続ける。

「それに今のウォルロットはそれほど悪い人ではない、と思えます。かつてはそうだったかもしれませんが、今の彼はゆるやかにですが変化しています」

「変化、変化ね。虐殺された人々と、国家を割られた国民に聞かせてやりたいものだ。
無
 む

 
辜
 こ

 の人々の死を乗り越えて、ウォルロットが人間的に成長したとでも？」

　老人の義憤の声は、ウォルロットを貫き、叩きのめす。だが、かつての勇者は反論せずに耐えた。

　ジヴーニャに対するギャリーの揺さぶりを警戒し、ウォルロットが前に出る。

「俺が虐殺者であるなら、それでいい」虐殺者の目で老
伯
 はく

 
爵
 しやく

 を見据える。「おまえが、情報を出さないなら殺すだけだ」

　悪鬼の顔でウォルロットが言葉を放つ。ギャリーの両手が
椅
 い

 
子
 す

 の
肘
 ひじ

 
掛
 か

 けを

摑

 つか

 む。顔には恐怖が貼りついていた。ウォルロットが発する凶気に、歴戦の外交官が圧倒されていた。

「この事態がピエゾの危機であるとブローゾは言っていた。そして事実だった。これはどういうことだ？」

「ピエゾの危機？　どういうことだ？」

　老伯爵に問いかけられ、故人から聞いた当人であるジヴーニャがうなずく。

「専門家に調べさせました。〈古き巨人〉が狙うこの〈悲嘆の指輪〉には、ピエゾの咒式が使われています。またピエゾには作れないはずの高度な
咒
 じゆ

 
式
 しき

 技術が使われているそうです」

「ピエゾが、祖国が事件に関係しているのか」

　圧力のなかで、ギャリーが驚く。

「その様子では、正義漢である伯爵
閣
 かつ

 
下
 か

 は、指輪の
謎
 なぞ

 、高度咒式技術の出所と、なにもご存じないようですな」ウォルロットが落胆して皮肉を述べた。「ピエゾからたどれば、〈古き巨人〉を追えると思ったが」

　ギャリー伯爵は自らの無力を嘆くように首を左右に振った。

「ピエゾは一枚岩ではないのだ。ペンクラート問題でさまざまな
派
 は

 
閥
 ばつ

 が動いていて、私にも全体の
把
 は

 
握
 あく

 ができない」

「俺を利用して排除した国家としての体質は変わっていない、というわけですな」

　苦い言葉をウォルロットは吐きすてた。老人は
憂
 うれ

 いに満ちた顔を向ける。

「ウォルロット、もう
諦
 あきら

 めろ」

　圧力に対して、必死の交渉を開始する。

「かつて勇者であった
矜
 きよう

 
恃
 じ

 があるなら、指輪を私に、ピエゾ連邦共和国に預けてこの件から手を引け。そしてジヴーニャ嬢をガユス君に返したまえ」

　老人は忠心をこめて問いかけた。ジヴーニャがウォルロットを
庇
 かば

 うように前に出る。

「ブローゾさんがピエゾではなく彼に預けようとした理由は、おそらくピエゾ本国の誰が味方か敵か分からなかった。だから彼に渡したかったのだと思います」

　指摘にギャリーが黙りこむ。

「預けるわけにはいかない。俺が〈
古き巨人
 エノルム

 〉たちを倒す機会が失われる」

　ウォルロットが拒絶する。目には
残
 ざん

 
虐
 ぎやく

 な光が戻っていく。

「なにも知らない老いぼれにもう用はない。だが、ピエゾにこちらの情報が漏れないように殺しておくか」

　左右の手が腰と背中にある双剣の
柄
 つか

 を握る。ギャリー
伯
 はく

 
爵
 しやく

 は死を覚悟した。ウォルロットは虐殺者で麻薬中毒者だ。
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 ジゼロとオデオンを振るって口止めすることも平気だろう。

「
止
 や

 めてウォルロット！」

　ジヴーニャがウォルロットの手を

摑

 つか

 む。だが、軽く体を振られただけで体が
撥
 は

 ね飛ばされる。ジヴーニャは
絨
 じゆう

 
毯
 たん

 に転がる。見上げると、ウォルロットは双剣を引きぬいていた。二等辺三角形のオデオンと、優美なジゼロの刀身が鈍い輝きを見せていた。

「俺は虐殺者だ。ならばどこまでもそうするだけだ！」

　ジヴは床からウォルロットを見上げる。

「いつまで
拗
 す

 ねているつもりよ！」

「
閣
 かつ

 
下
 か

 ！」

　執務室の扉が破裂する。

　木片とともに突入してきたのは、先ほど出ていった老秘書官と魔杖剣を掲げた護衛が二人。侵入者であるウォルロットに向かって、魔杖剣を向ける。

「侵入者め、ギャリー閣下から離れろ！　さもなければ……」

　老秘書官と護衛がウォルロットの顔を確認した。目は大きく見開かれ、唇が震える。三人の手の魔杖剣が下げられ、戻される。

　侵入してきたウォルロットに対し、メムノンと左右の護衛が、床に右膝をついていた。三人はそろって腕を交差させて頭をうなだれる、ピエゾ式の最敬礼を取っていた。

「ウォルロット殿、お目にかかれて光栄です」

　老秘書官が感涙とともに告げた。左右の護衛も同じ姿勢だった。

「私の息子と、孫の二人は第一次ペンクラート独立紛争で、あなたに救われました。あなたがいなければ、我が一族は絶えていました」

　老人が叫ぶと、左右の護衛が続く。

「私は戦場にいました。ウォルロット様のお陰で、隊は全滅を
免
 まぬが

 れました」

「ピエゾの勇者よ、あなたは我らの誇りです」

　ジヴーニャはウォルロットと老人たちを眺める。ピエゾの勇者という異名は、本当だったと初めて実感できた。

「
止
 や

 めてくれ」

　ウォルロットは深く傷ついていた。双剣を振って否定する。刃は横手にあった机と
花
 か

 
瓶
 びん

 を両断する。落ちた花瓶が水を散らす。窓際の
鳩
 はと

 が羽ばたき、
喚
 わめ

 く。

「
止
 や

 めてくれ。今では
堕
 お

 ちた勇者にすぎない。バセレオの手先として、人々を殺した虐殺者だ」

　男の顔には苦渋が
滲
 にじ

 む。

「俺の考えのなさが国を割った。恐怖と憎悪でピエゾから逃げだした。ここエリダナでも無意味な殺人を行ってしまった。俺は勇者などではない。だから、だから俺は……」

　ウォルロットが告げるも、メムノンと護衛たちは顔を上げない。顔を下げたまま、叫ぶ。

「いいえ、どうなろうとあなたはピエゾの英雄です」

　老秘書官は
頑
 かたく

 なに告げた。

「あなたはたしかに虐殺者です。ですが、命を救われた我らにとってはいまだにピエゾの勇者なのです！」

　メムノンの声は、必死の叫びだった。床で転がっていたジヴーニャは頭を振って、
眩暈
 めまい

 を追いはらう。手をついて
絨
 じゆう

 
毯
 たん

 から上半身を起き上がらせる。

「ウォルロット、いつまで目を
背
 そむ

 けている気なの？」

　ジヴーニャの目とウォルロットの目が斜めに
対
 たい

 
峙
 じ

 する。ジヴーニャは立ち上がる。

「
虐
 ぎやく

 
殺
 さつ

 者となったのは、あなたが考えることを止めたからよ」

　女の言葉は、ウォルロットと、そして他の誰かに告げていた。ジヴーニャは歩みを進める。手が伸びて、ウォルロットの
襟
 えり

 を

摑

 つか

 む。

「さらに、麻薬や闘争に逃げているから、過去や現実と向きあえない」

　緑の
双
 そう

 
眸
 ぼう

 は哀しみと
憤
 いきどお

 りに
潤
 うる

 んでいた。

「だったら、今度は考えて行動しなさい。
償
 つぐな

 えない罪をそれでも償おうとし、それから死ねばいい！」

　襟を摑
 んだまま、ジヴーニャは顔をうなだれる。

「それがあなたを愛する人たちの、死んだブローゾさんの願いだったはずよ！」

　床に向かって、叫びは放たれた。ジヴーニャはウォルロットと、他の誰かに向けて叫んだ。

「ブローゾの、願い？」

　ウォルロットの青い目に痛切な感情が浮かぶ。









　時間にして三十分ほど車が移動した。携帯の電源を切るように言われ、従っている。あとで位置検索でもしてみたいが、金をもらえなくなることが怖いのでしない。

　車体に傾き。傾斜を下っていく。車は坂に入っていくのだろう。もちろん、
迂
 う

 
回
 かい

 したり後戻りをしたりして、時間から位置が割りだされないようにしているに決まっている。

　車が止まった。左の扉が開く。扉は通路に横付けされていた。横に出ることを許さない一本道だった。音が響くことから、広めの構内の壁際にある通路なのかもしれない。

「どうぞ。真っ直ぐ進んで扉を抜けてください」

　俺とギギナ、アーゼルが外に出る。背後を振り向く。車の向こうには
衝
 つい

 
立
 たて

 が立てられていた。ここがどこか分からせないために、徹底している。

　通路に目を戻す。通路の先には扉があった。やたら頑丈そうな金属の扉を開ける。俺たちは室内に足を踏みいれる。

　室内は薄暗い青い闇が広がる、半球状の部屋だった。半球体の天井には、満天の星空が配置されていた。

　天井の中央、太陽を模した照明が輝いた。白光を直下に下ろす。

　光で切りとられた室内の中央には、黒背広の老人が座っていた。背後の左右には、黒背広の男たちが前に手を交差させて立っている。

　老人が黒い袖を掲げ、枯れ木のような左手で招く。

「ようこそ」

　老人は
鶴
 つる

 のように
[image: ]

 や

 せた体を黒背広で包んでいた。[image: ]
 せた体だけに、頭部だけが不釣りあいに大きく見える。後退した額から、白髪が後方へ撫でつけられている。右手はなにかを握り、指が複雑に動いている。

「こちらにおいでなされ」

　俺とギギナは横目で確認し、一歩を踏みだす。アーゼルも続く。

　途端に床が動く。見ると、老人を中心に青い床は同心円状になっていた。複雑に動いて、俺たちを運んでいく。

　半球体状の部屋の中央に到着し、動きが止まる。一歩を踏みだすと、また背後の床が複雑な動きを繰りかえす。
平
 へい

 
衡
 こう

 感覚がおかしくなりそうな部屋だった。

　ダリオネートと俺たちが向かいあう。報道以上に老人の
容
 よう

 
貌
 ぼう

 の
魁
 かい

 
偉
 い

 さがより分かってきた。顔や後退した額には老人
斑
 はん

 が浮いている。鼻は長く、
萎
 しお

 れかけた
人
 にん

 
参
 じん

 のように垂れ下がっている。座っていたのは
椅
 い

 
子
 す

 ではなかった。椅子ほどの大きさの、金属の立方体だった。右手に握っているのも、金属の立方体だった。

　
酷
 こく

 
薄
 はく

 そのものといった、ダリオネートの唇が開かれる。

「今朝はお世話になりました。そのお礼を申し上げようと思ったのです。本当はこちらから出向くべきですが」手に持った立方体を掲げる。「なにしろ、今の私はエリダナの皇国系住民にまったく歓迎されない状態でして、ご無礼はご
容
 よう

 
赦
 しや

 ください」

「いえ、とんでもない」

　俺は恐縮の言葉を返しておく。

　外見は枯れた老人だが、眼には力があった。
和
 なご

 やかに話しているのだが、眼だけは
炯
 けい

 
々
 けい

 とした光を宿らせていたのだ。

「では立ち話もなんですので」

　気づくと、背後の床から
椅
 い

 
子
 す

 が
迫
 せ

 り上がってきた。無意味な仕掛けだった。

　老人の向かい側に出現した椅子に並んで座る。俺を中心とし、右にギギナ、左にアーゼル。三人が座ってもまだ余る椅子だった。背もたれが貝の形をしていて、やたらと座り心地がいい。

「この椅子はトールダムの真作か」ギギナの声に感心の響きがあった。「七十七椅子のひとつ、『美神誕生椅子』だ」

「あなたが椅子の収集家だと聞き及んでおりましてね。家宝のうちから、用意させました」

　ダリオネートが淡々と告げる。ギギナは椅子を撫でながら
溜
 た

 め
息
 いき

 を
吐
 つ

 いていた。

「ここにヒルルカを連れてくるべきだった。同性の優れた椅子に会うことで、いろいろ教わることもあっただろうに」

　偉大な椅子が他の椅子になにを教えるのか、知りたくもない。俺とアーゼルはギギナを見つめる。

「ちなみに、この椅子はどれだけ
凄
 すご

 いんだ？」

「この椅子の芸術的価値は貴様たちには分からぬか」ギギナが哀れむような眼で俺とアーゼルを眺める。「そうだな、
下
 げ

 
賤
 せん

 な金銭的価値で言えば三億イェンはする」

「三っ……」

　俺とアーゼルは同じ驚きの声を発した。思わず椅子から腰を浮かせる。だが、ここで驚いていては軽く見られる。椅子に腰を戻す。三億イェンの椅子に座るなど、
前
 ぜん

 
代
 だい

 
未
 み

 
聞
 もん

 だ。

　小さく笑うダリオネートの背後には、二人の男が立っていた。黒背広に黒の
遮
 しや

 
光
 こう

 
眼
 め

 
鏡
 がね

 。だが、腰には
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 。
業
 わざ

 
物
 もの

 だった。物腰からすると、高位の
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 。しかも元ではなく現役の軍人か警官だ。

　今のダリオネートは同盟側の要人であるため、同盟系の咒式士が護衛に使われているのだろう。隣のギギナも即座に理解したようだ。

　老人が立方体を握る手を掲げると、左右の護衛がさらに一歩下がる。上からそそぐ光の外に出て、闇に沈む。

「申し遅れましたな。私がダリオネート。ダリオネート・ブラカイマと申します」

　老人が手元で握った立方体を回転させる。

「光栄です。我々は……」

「すでに聞きおよんでいます。攻性咒式士のソレル氏にアシュレイ・ブフ氏ですよね」

　家名で呼ぶことからも、かなりの老人だ。老人の目が笑みを含んで右へ動く。

「そちらはアーゼルさん。エリュシオン紙の契約記者さん」

　アーゼルが緊張する。会う前からすでに正体が見抜かれていた。移動の三十分の間に調べたのだろう。ギギナが家具愛好家という事実まで調べている相手にすれば、簡単なことだ。

　老人の
掌
 てのひら

 で回転する立方体が、さらに指先へ上がっていく。

「なに、
私
 し

 
寡
 か

 投資家という職業をしておりますと、どうしても情報に
聡
 さと

 くなりましてな」

「こちらの正体が分かっているなら好都合です」

　アーゼルが割って入った。

「ダリオネートさん、あなたに取材をさせてください」

　アーゼルはついに切りだす。老人の指先で、立方体は回転しつづける。

　俺はアーゼルの横で平気な顔をしている。内心では、冷や汗を

搔

 か

 いている。金の心配以上に、ダリオネートという男が

摑

 つか

 めない。半球体状の部屋の床は、まだ周囲で動いている。幻想的というより、悪夢的な空間だった。

　アーゼルが
椅
 い

 
子
 す

 から身を乗りだす。希望とともに、巨乳が揺れる。

「ダリオネートという人物について世間が知っている経歴は、六十三年前からです」

　用意していたようにアーゼルが問いかける。老人が回転させていた立方体を止め、
掌
 てのひら

 に乗せる。女記者は問いつづける。

「
皇
 こう

 
暦
 れき

 四三四年、同盟のイリジチディ
信
 しん

 
託
 たく

 銀行に属してから頭角を現し、四四二年に独立して私寡投資会社、ゲディ
信
 しん

 
託
 たく

 を設立。さらに四四九年にウォード信託機構を設立し、世界市場へも進出し、以降独自の戦略によって莫大な利益を上げているということです」

　女性記者は
怖
 お

 じ
気
 け

 づくこともなく、問いかけの言葉を継いだ。

「現在では個人で六千二〇〇億イェンほどの資産を持ち、部下に任せながらも、全体方針を
統
 とう

 
括
 かつ

 しています。あなたが主催するウォード投資機構は、何百もの企業年金団体の資金を預かり、常時四〇兆イェン以上を動かして、企業買収や買い占めを仕掛けて莫大な利益をあげてきました。投資会社としても、世界十二位となっているほどの超大規模な力を持っておられます」

　アーゼルの大きな青い目は、真っ直ぐにダリオネートを眺める。老人の手は再び立方体を回転させる。

「だけど、それだけです。人間性やイリジチディ信託銀行以前の経歴については、まったく不明なのです」

　俺としても興味が出てきた。隣のギギナも同じだった。報道で名前を聞くわりには、なにも知らない。これほどの大物であるのに、恐ろしいほど人生の情報がない。出生地や経歴、家族や友人、現住所すら分からないというのも変だ。まるで天から降ってきたように、過去がない。

　アーゼルはさらに前に身を乗りだす。ダリオネートとアーゼルの世界だ。

「あなたはほとんど人前に姿を現さず、あらゆる取材を拒絶されてきました」アーゼルは必死の言葉を
紡
 つむ

 ぐ。「ですが、今回エリダナに投資会議で訪問されることを前もってあきらかにしたのは、取材をされてもいいという意志表明だと思っています」

　夜空を模した半球状の室内に、沈黙が生まれる。夜空を模した
天
 てん

 
蓋
 がい

 では、星々が輝いている。室内の空気分子のひとつひとつにまで、緊張感が漲る。俺やギギナも沈黙していた。アーゼルは、ダリオネートに挑むかのような眼を向けている。









　ピエゾ大使館執務室で、ジヴーニャはウォルロットを
睨
 にら

 みつける。

「そうよ、ブローゾさんが生きていたら、絶対にそう言った。あなたを救うと言ったし、そう願ったはずよ！」

　ジヴーニャは内心で、自分もガユスにそう言っていただろうとつぶやく。

　ウォルロットの理解とともに、唇が

嚙

 か

 みしめられた。ジヴーニャの手を優しく解きほぐし、離れさせる。勇者の双剣が掲げられていく。

「そうか、そういうことか。ようやく今になって分かった」

　ウォルロットの唇から、言葉が
零
 こぼ

 れる。

「なにが、だ？」

　ギャリーが問うた。ウォルロットの
雰
 ふん

 
囲
 い

 
気
 き

 が違ってきていた。

「俺は今の今まで、指輪を、ピエゾに関わるという
謎
 なぞ

 を、
金
 かね

 
儲
 もう

 けの道具だと考えていた。ブローゾが与えてくれたのは、単に財貨を得る機会だと思っていた」

　ウォルロットは天井を見上げる。

　青い目は、亡き親友を見据えているようだった。

　ジヴーニャもウォルロットの言動と内心が違っていたことを知っていた。野獣のような男の内心は、自分のことしかなかった。ただ、自分の欲望を満たすためだけに動き、殺していたとしか思えなかった。

　しかし、今初めてウォルロットは本心から語っている。

「だが違った。ブローゾは、本当に俺のことを考えていた」

　ウォルロットの唇は、
血
 ち

 
反
 へ

 
吐
 ど

 のような言葉を
紡
 つむ

 ぐ。

　
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 を握ったまま、ウォルロットの右手が
懐
 ふところ

 に入る。金属の小箱が引きだされ、落下した。

　
蓋
 ふた

 が開き、シャハーツの薄青色の錠剤が
絨
 じゆう

 
毯
 たん

 の上に散らばる。

「俺が頼るのは、薬ではない。俺自身が立たねばならないのだ」

　ウォルロットがつぶやく。

「ブローゾが、
外
 ほか

 でもなく俺を呼びよせたのは、ピエゾのためだけではない。民を裏切って
堕
 お

 ちた勇者となった俺を、もう一度勇者に戻すために頼ったのだ」

　声は
嗚
 お

 
咽
 えつ

 に近いものだった。

「〈
古き巨人
 エノルム

 〉という敵を打ち破って俺にピエゾを救う目的を与え、立ちなおらせる機会を与えるためにブローゾは死んだのだ」

　ギャリーも、メムノンも、そしてジヴーニャも亡きブローゾの真意を理解した。ブローゾの思いは、あまりに
気
 け

 
高
 だか

 い。ウォルロットの唇はつぶやく。

「いつも俺が師匠として
咒
 じゆ

 
式
 しき

 や戦術を教えていたつもりだが、人間としてはブローゾに教えられた」

　目が戻される。青い瞳には、今までの
酷
 こく

 
薄
 はく

 さが、装っていた優しさが、消えていた。

　困難に立ちむかい、人々に勇気を与える人物の瞳、ピエゾの勇者の瞳だった。

「失礼を重ねました」ギャリーに勇者が告げた。「これからはブローゾの
仇
 かたき

 のため、遺志に従って、もう一度元の自分に戻るために、俺は戦います。けっしてピエゾにご迷惑はかけません。この勇者の剣にかけて、誓います」

　掲げられた刃に騎士の誓いを告げる。刃が回転し、腰と背中の
鞘
 さや

 に戻る。そこでウォルロットが頭を下げる。初めての
真
 しん

 
摯
 し

 な
懇
 こん

 
願
 がん

 だった。

「ですから、ピエゾ本国は分かりませんが、ピエゾ大使館だけは自分の敵に回らないでいただきたい。やはり私は祖国を敵にしたくはないのです」

「心配しなくても、元々外国であるエリダナでピエゾは力をほとんど行使できない」ギャリーは疲労した声で告げ、目線を横手に向ける。「また大使館が持つ武力は、そこのメムノンと護衛二人だけだ。現実的にウォルロットを止める力などない」

　老人が続ける。

「信じてほしいなら、行動で示してくれ。ピエゾに敵対しないかぎり、私は君を信じよう」

　老
伯
 はく

 
爵
 しやく

 は長い息を吐いた。

「私は恋人を取りもどしたいというガユス君の願いも、ピエゾの勇者としてのウォルロットの判断も、そしてジヴーニャ嬢の決意もどれも間違っているとは思わない」

　ギャリーの目は天井を見上げた。

「全員が正しく、また
譲
 ゆず

 れないことがあるのだろう」

　ギャリー
伯
 はく

 
爵
 しやく

 が目をウォルロットに戻す。

「ガユス君との信義があるため、君たちにかけた賞金は取り下げない。君たちが去ったあと、すぐにガユス君に連絡する。だが、困ったときにはいつでも私を、このギャリーを頼りたまえ」

　ギャリーの瞳には
自
 じ

 
嘲
 ちよう

 めいた色が浮かぶ。

「どちらにもいい顔をしようとしていると、君は笑うか？」

「いいえ。祖国とあなたが微妙な立場にあることも理解しているつもりです。また誰にも敵と味方が分からない以上、適切な処置かと」

　
真
 しん

 
摯
 し

 な態度でウォルロットは返答した。ギャリー伯爵は膝をついた老秘書官に顔を向ける。

「メムノン、彼に情報を渡してくれ」

　老秘書官が立ち上がって、前に進む。
懐
 ふところ

 から取りだした記憶素子を両手で捧げ持つ。ギャリーが説明する。

「そこには、今まで私と大使館が知りえた情報が入っている。ついでに私への直通番号も入っている。指輪を預け、ガユス君にジヴーニャ嬢を返したくなったときは、いつでも連絡をくれたまえ」

「ありがたくいただいておきます」

　ウォルロットが記憶素子を受けとり、携帯に差しこむ。情報と番号の受け渡しが完了した。メムノンは頭を下げたまま、ギャリーの横にまで下がる。座したままのギャリー
伯
 はく

 
爵
 しやく

 はウォルロットに尋ねる。

「次にどこへ行くつもりだ？」

「
仇
 かたき

 である〈
古き巨人
 エノルム

 〉がいる場所に。ピエゾと、そして正義のままに」

　ウォルロットが
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。今までにない
気
 け

 
高
 だか

 い笑みだった。

「それでは失礼します」

　ウォルロットが後退する。ジヴーニャの手を取って、開いた窓にまで後退する。ジヴーニャが振りかえる。

「お願いします。重ねて私が無事だとガユスに伝えてください。会って一度話したいとも伝えてください」

「急ぐぞ」

　ウォルロットがやや強引にジヴーニャの手を引く。そして二人は去っていった。

　ギャリーは二人が去っていった窓と庭を眺めていた。嵐のような男の、風の
名
 な

 
残
 ごり

 だけがあった。

　老人の唇からは重い息が漏れる。ギャリーはまた
椅
 い

 
子
 す

 に深く身を沈めていった。

　ギャリーは左に立つ老秘書官へと目を向けた。自らの携帯を掲げる。

「メムノン、もはや意味はないが、ガユス君にウォルロットの訪問とジヴーニャ嬢の無事を伝えてくれたまえ」

　老
伯
 はく

 
爵
 しやく

 の指示に、メムノンが初めて
躊
 ちゆう

 
躇
 ちよ

 した。

「君がウォルロットを
崇
 あが

 め、彼に不利になることをしたくない心情は分かる。だが、私のガユス君への信義のために、心情を曲げてくれぬか？」

　ギャリーの
丁
 てい

 
寧
 ねい

 な頼みに、メムノンが小さな笑みを含んでうなずく。ギャリーの携帯を受けとり、老秘書官は部屋の外へ出ていった。









　手に握った立方体、そしてダリオネートの長い鼻が揺れた。

　立方体に座る老人は、小さく笑っていたのだ。

「よろしい。私もこの高齢で死期が近い。人に語っておいてもいいと思いはじめていたのは、ご指摘のとおりだ」

　前のめりになって、自らの膝の上に
肘
 ひじ

 をつく。金属の立方体を握りつつ、左右の手を
蜘
 く

 
蛛
 も

 のように顔の前に組みあわせた。
禿
 はげ

 
鷲
 わし

 のような目が、アーゼルを見据える。

「アーゼルさん、あなたの取材を受けよう」

　ダリオネートの許可で、アーゼルは歓喜する。「よろしいでしょうか？」とアーゼルが豊かな胸の間に下がっていた撮影機を掲げると、ダリオネートは許した。

　一枚撮影したあと、アーゼルが録音機を作動させる。

「まずは、ダリオネートさん。ほとんど知られず、
謎
 なぞ

 に包まれているあなたの人生を教えてください」

　アーゼルが録音機を老人に向ける。俺とギギナは完全に観客となっていた。ダリオネートの
蜘
 く

 
蛛
 も

 のような五指は、
顎
 あご

 の下で立方体を握りこむ。

「私の人生といっても、たいしたものではないよ。まったく退屈な人生だ」

　老人の目が過去に向かう。

「九十二か九十三年前、生まれはラペトデス七都市同盟のジクセルです。七つの大都市管区の北方のほうにある、小さな村です。今はジクセル村そのものが消失しているそうです」

　年寄りだとは思っていたが、百歳に近い高齢だ。またジクセルなんて地名も聞いたことがないから、かなりの辺境だろう。

「普通の家でしたが、両親は事故で死にました。親族もいません。妻と結婚して
婿
 むこ

 
入
 い

 りし、またさらに何度か改名しました。ブラカイマという家名は、たまたま見つけた家の表札から取りました。私の経歴が
謎
 なぞ

 に包まれているというのは、単にそういう事情だったからですよ」

　ダリオネートは
自
 じ

 
嘲
 ちよう

 に近い苦笑を浮かべた。金属の立方体に細い
顎
 あご

 の先が映る。

「当時のラペトデスはまだできあがったばかりの国でね。熱気に湧いていた。が、続く戦争に参加して、私は足を悪くした。戦争後に事業、というのも気恥ずかしい個人商店を始めたのですが、これが大失敗した。とんでもない借金を作ってしまった」

　老人が過去を振りかえっていく。

「仕方なく、再起のために、妻子とともに名前を変えて北方に
逃
 のが

 れました。元の名前は忘れてしまいました。北方に逃れたのは、ルルガナ内海に面する国々が政情不安定な時代でしたからね。それでも上手くいかなかった。ダメな男はどこに行ってもダメだったわけですよ」

　老人の目に
陰
 いん

 
惨
 さん

 な光が
孕
 はら

 まれる。

「そこでアッチェリカとダリオネル、私の妻と子が死んだ」

　アーゼルは感情を出さずに耳を傾けていた。

「ああ、
酷
 ひど

 い最期だった。あの時代とはいえ、飢えと寒さと病で死ぬ必要はなかった。だが死んだ」

　口調が変わったダリオネートの眼には、氷雪と妻子の最期の光景が映っているのだろう。

「見捨てたあの国の連中は言っていたな。『金がないことも、死んだことも、私とは関係ない。私にはすべての人々を救う義務があるとでも？』だったか。
酷
 ひど

 い連中だった」

　俺とギギナはなにも言えない。ダリオネートは
過
 か

 
酷
 こく

 な過去など気にせず、先を続ける。

「話を戻しましょう」ダリオネートが切り換えた。「改名してまったくの別人となって、私は北方から東方へ向かい、経済を学びなおしました。あとは君たちが知っているとおりです。イリジチディ
信
 しん

 
託
 たく

 銀行から独立して、ウォード投資機構を生みだしたのです」

　ダリオネートが息を吐いた。老人が
椅
 い

 
子
 す

 の背にもたれる。膝の上に、立方体を乗せる。

「人の七倍ほど苦労しましたが、老人のつまらない半生はこれで終わりだ」

　俺も息を吐く。どこにでもありそうな、しかしどこにもなさそうな半生だった。

「お答えいただき、ありがとうございます」

　アーゼルは頭を下げる。

「それで、今回のエリダナ訪問は主催する投資会議のためということですが、どういう会議でしょうか？」

「大きな大きな投資を行うから、その会議のためですよ」

「大きい、というと、七八年のアンカイマン大買収や、八七年のガーレシア
投
 とう

 
機
 き

 なみのことを起こすおつもりで？」

　アーゼルが問いを重ねる。

「七倍生きた私の最後の仕事になります。人生をかけた闘いとなるでしょう」

「具体的な内容はどうなんでしょうか？」

「投資ですから、内容を言うわけにはまいりません。そのうち分かりますよ」

　ダリオネートは
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。七倍生きたという老人の笑みは、深い陰影を刻んでいた。

　が、俺が知るアーゼルなら、今までの質問は前置きにすぎない。本題はここからだろう。横目で確認すると、アーゼルの眼は獲物を狙う肉食獣の眼になっていた。

「ダリオネートさん、あなたの動きで物価が上昇し、皇国系企業が買われ、人々が失業している事実をどう思われます？　テンペリオンビルで出会った人々の
怨
 えん

 
嗟
 さ

 の声をどう思われます？」

　アーゼルが一歩踏みこんだ問いを放った。

「失業された人々には残念なことだと思う。同情を禁じ得ない」

　ダリオネートは告げる。再び
顎
 あご

 の下で手を組む。

「だが、これは世界的な流れです。私がしなければ他の誰かが投機を行います。また、最先端の
咒
 じゆ

 
式
 しき

 産業以外、重工業は人件費が安い国へと向かう。国内産業もより人件費の安い層、さらには人造人間である〈
擬人
 クンスツ

 〉で補う方向に向かっている。もはや国内の競争ではなく、世界規模での競争が始まっているのです」

　俺は口を出してみたくなった。

「それは古典派の言いぐさですね。
不
 ふ

 
況
 きよう

 に勝とうと人件費を下げて、生産性を上げる。だが、何度繰りかえしても同じような結果しか生まない」

　ダリオネートが
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。

「経済学における古典派は私も否定します」

　
冷
 れい

 
徹
 てつ

 な学者のように、老人は切り捨てた。

「ですが、ほとんどの国がやっている構造改革は、新古典派以前、古典派の振る舞いです。国がやるべきことはある。だが、国家が民間経済に
介
 かい

 
入
 にゆう

 することは、独裁国家や軍人政権がやりたがる市場統制と同じことですね」

　老人が告げた。

「退屈でしょうが、初歩の経済学で説明しましょう。皇国や同盟、世界を含めた一連の動き、これらの不況の原因は二つあります」

　ダリオネートが微笑む。俺とギギナは、横目で確認する。アーゼルの取材につきあって、なぜか経済学の講義を受けるはめになっていた。

「ひとつには需要不足による供給との
不
 ふ

 
均
 きん

 
衡
 こう

 でしょう」

　老人が組んでいた手を離し、右手を掲げる。

「通常の場合は、供給と需要と生産量が等価となります。ですが、供給が需要を上回って、生産量と等価という
不
 ふ

 
均
 きん

 
衡
 こう

 になると通用しなくなります。商品が余っているときに、さらに商品を作れば値下がりし、状況が悪化していくことは当然の
摂
 せつ

 
理
 り

 ですからね」

　ダリオネートは分かりやすい道理を述べた。

「ふたつには生産性を高めるという部分的に良きことが、全体としては悪化を呼んでしまうという皮肉です」

　ダリオネートは左手を掲げる。

「生産性は、人々の自主努力で年に数％
 程度は上昇しています。政府もそれを
奨
 しよう

 
励
 れい

 します。だとすると、企業は費用が減らせて収益が向上します。一方で必要な労働者は減って、人員整理が起こります。労働者が余り、賃金が異常に低下します。国全体では国民総所得が減って、購買力が低下します。総需要も減ります。生産性の増加で、経営者や資本家は生産効率の上昇で収益を受けますが、労働者はその恩恵を受けない」

　両手が組みあわされる。単純な論理だが、俺は恐怖を感じていた。

「では、生産性を下げれば、と言いたいのですか？」

　分からないなりに、アーゼルはなんとか食らいついていく。

「不況という中短期ではなく、長期的には、生産性の向上が悪いわけではありません。それは国家の通貨の強さを引きあげる」ダリオネートは淡々と続ける。「皇国を例にとれば、一イェンが別の一通貨に等しい状態から、一イェンが他の二通貨のイェン高に変動するとしましょう。強いイェンは、外国の富を半分の富、つまり二倍安価に購入できます。逆に輸出品は生産性が向上したぶんだけ価格上昇を迫られますがね」

　老人が告げる。録音機を回しつつ、アーゼルは問いかける。

「では現状はどうしようもない、と？」

「生産性ではなく生産量を上げる政策しかありません。金ではなく、仕事を与え、総需要を調整し、総生産を上げる。これにつきます。今
飢
 う

 え
死
 じ

 にしそうなら、借金をしてでも
凌
 しの

 ぐ。そして状況が改善したら利息をつけて返済する。未来の先取りですが、今死ぬよりはいいですからね。ただ、役人は経済については必ず間違いますが」

　ダリオネートは苦笑する。彼の論理は単純だ。だが、
巨
 きよ

 
視
 し

 的経済の基本は力強い。アーゼルは食らいついていく。

「この状況にあなたはなにもしない、と？」

「私が持っている資産を人に分け与えたとして、不況が回復し失業が減るわけでもありません。富むものから貧しき人たちに富を再配分しても、対症療法です。なぜなら、どこかから取ってどこかへ分けるだけですから、総量として変わっていません」

　ダリオネートが言っているのは、単純な巨視的経済と微視的経済の話だった。

「いわば、今の社会における資本配分は、最適化されたがゆえの必然の結果です」

　ダリオネートが悪魔のように
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。

「ただ、企業にとっての最適化であって、一般人にとっての最適化ではありませんがね。国にとって必要なのは企業や産業であって、不況下になれば国民の末端は切り捨てられています。胴体を生かすために、
壊
 え

 
死
 し

 した指を切るようなものです」

　ダリオネートの論理は、アーゼルを圧していく。

「私のために失業し、物価が上昇したと思っている人たちは勘違いをしているのです。この不況は、政策や企業や私が間違ったから起こったことではありません。経済改革や生産性向上を叫ぶ人たちが狙っていたわけではないが、理屈として当然起こった結果です。経済政策に成功したからこそ、彼らは失業し死ぬのです」

　ダリオネートは冷然と結論を告げた。

　老人の手が空中に差しだされる。枯れ枝のような指が、

摑

 つか

 む動きをみせた。それは果実をもぎとるような動きだった。

　俺の恐怖の正体が分かった。ダリオネートが指し示したのは、誰も悪意を持って動いているわけではないという事実だ。善であるべき行為が集合し、合成の
誤
 ご

 
謬
 びゆう

 で不況が来ると示したのだ。そして、ダリオネートは転がっている果実を拾っただけだったのだ。

　アーゼルは苦い顔をしていた。老人の冷たい論理に、若いアーゼルは耐えられないのだろう。

「それでもあなたという個人の動きで物価が上昇し失業し、生きられない人々がそれで納得すると思いますか？」

　アーゼルが言葉の剣を繰りだした。

「しないでしょうね」

　ダリオネートは淡々と言った。アーゼルは

嚙

 か

 みつく。

「事業が失敗したときに亡くなった家族に対しても、同じことが言えますか？」

　もはや報道記者ではなく、アーゼル本人の感情からの問いだった。ダリオネートの顔や声は変わらない。

「この世の法則は人間と無関係に動いています。気に入らないからといって、物理定数を変化させることはできない。家族の死も私の無力さにすぎません」

　老人はただ事実だけを告げた。

「だから、今回の投資会議も世界の動きのままとなるでしょう」

　圧倒的な冷厳さが、アーゼルを打ちのめした。

　ダリオネートは怪物だった。市場を巨獣となって歩く怪物だったのだ。

　アーゼルに続けられる言葉はなかった。俺とギギナにもなかった。

「七つの人生を生きた私から、これを差しあげましょう」

　老人の手から、金属の立方体が投げられる。俺は受けとった。冷たい金属にしか見えない。

「これは？」

　すでにダリオネートは席から立ち、奥の
藍
 あい

 色の闇に向かっていた。天井の太陽から降りそそいでいた光が消えて、星空が戻る。

　俺とギギナ、そして
悄
 しよう

 
然
 ぜん

 としたアーゼルは黒背広に案内されて通路を戻るしかなかった。









　ピエゾ連邦共和国の
迎
 げい

 
賓
 ひん

 
館
 かん

 。モルディーンの部屋では、背広姿の情報部の人間たちが動きまわっていた。

　制服姿の男たちが機器や書類を箱に詰めていき、台車で外に運んでいく。

　モルディーン
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 本人は、
椅
 い

 
子
 す

 に座っていた。
慌
 あわ

 ただしい風景を眺めていた。箱を運ぶキュラソーと眼が合った。

「なにか手伝おうか？」

「いえ」

　書類が詰まった箱を荷台に下ろしつつ、キュラソーが答えた。

「むしろ
猊
 げい

 
下
 か

 の思考をお邪魔して申し訳ありません」

　周囲で動く人員たちの手が止まる。

「気にせず続けてくれ。外がどうであろうと、私の思考は乱れない」

　モルディーンが手を掲げて、作業を続行させる。人々が動きを再開。重ねられた紙箱が台車に載せられて、外へ運ばれていく。
撤
 てつ

 
収
 しゆう

 作業の間にも、電話と端末の前では激しく情報が行き交っている。

　すでにピエゾとの交渉は終わり、皇国の外交のモルディーンと使節団は撤収準備を開始していた。

　背広の
袖
 そで

 を
捲
 まく

 って、キュラソーはさらに別の箱を持ち上げる。キュラソーの手が止まり、モルディーンの眼を追う。

　
慌
 あわ

 ただしい撤収作業で人々が行き交っていても、モルディーンは静寂の森のなかにいるようだった。

「質問をしてもよろしいでしょうか？」

　キュラソーの問いは、真剣だった。モルディーンが
顎
 あご

 を引いて許可する。

「まず、ピエゾは、ペンクラートを再吸収するための戦争を本当に起こすのでしょうか？」

　モルディーンは
椅
 い

 
子
 す

 に座って、問いを受けとった。

「確率は高いと言わざるを得ないね」

　モルディーンは
肘
 ひじ

 
掛
 か

 けに肘をつき、手の甲で顎を支えた。目線は室内にある大陸地図を眺める。キュラソーは前に立ったまま、主君の視線に
倣
 なら

 う。

「世界の内戦の八割が、六分の一にすぎない最貧国で起こっている。貧困国では警察力が弱く、反乱勢力が拡大しやすい。また、貧困国では潜在的戦闘力である男性の教育水準が低く、戦争に従事させるための機会費用が低くなる」

　モルディーンの眼は、ピエゾの東部、ペンクラート系住民の土地を見つめていた。

「もっとも強力な内乱発生要因は、資源だ。原料依存度が国内総生産、ようするに一定期間の一国内で生みだされた付加価値の二六％
 に達すると、紛争発生の危機は一四から二三％
 に達する。その他の条件は同じであっても、原材料依存度が低ければ紛争確率は〇・五％
 ほどにしかならない」

　モルディーンの言葉で、数字が示されていく。内乱も確率で示せるという思考に、キュラソーは驚いていた。

「一般に、天然資源は先進国住民の生活を豊かにしているが、資源の近くに住んでいる人々の大多数を豊かにするとはかぎらない」

　手が振られて、地図の南方の一点に光が灯る。

「南方大陸にあったかつてのバロア首長国は、世界有数の希少金属や鉱物資源、宝石の産地だった。しかしバロアは十数年も続く内戦で、四三五万人だった国民の九％
 が殺され、二一％
 が難民化して周辺国に
逃
 のが

 れた。現在のバロアは国ですらなくなり、いくつもの
軍
 ぐん

 
閥
 ばつ

 が争っている戦乱状態だ」

　モルディーンは今の地勢から、過去の例を引きだした。

「バロアの数字は、ウルムン共和国で内乱発生を予想するときに使った指標だ。これをピエゾ連邦共和国に当てはめると、同じように経済産業に対する原料依存度が高いし、
咒
 じゆ

 
式
 しき

 製品については完全な輸入国だ」

　収支表が出現する。バロアやウルムンの経済状況とピエゾはどこか似ていた。

「さらに言えば、三つの民族が同居しているため、民族の心を
煽
 あお

 れば独立問題は必ず
勃
 ぼつ

 
発
 ぱつ

 する。同盟は独立したペンクラートを引きこみ、資源の供給地とするつもりだろうね」

　モルディーンの眼は地図の一点。ピエゾ連邦共和国に据えられる。

「だからこそ、ピエゾは
起
 き

 
死
 し

 
回
 かい

 
生
 せい

 の逆転のために動いている。
賭
 か

 けるにしてもピエゾとグイナムス大統領は、可能性が皆無の戦いをしないはずだが、全体図が見えない」

　キュラソーもピエゾの
蠢
 しゆん

 
動
 どう

 を感じている。だが、まだ全体図は見えない。

　部屋を動きまわる人々の間を、情報員が抜けてくる。キュラソーの元に駆けよる。情報員が耳元で
囁
 ささや

 く報告を受けて、キュラソーが主君に向きなおる。

「列車の手配が終わりました。皇都まで戻りましょう」

　キュラソーの言葉で、モルディーン
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 が
椅
 い

 
子
 す

 から立ち上がる。

「ピエゾ動乱にレメディウス方程式の流出に〈
古き巨人
 エノルム

 〉の動き。長い帰路でも考えることが多いね」

　枢機卿長の唇が皮肉をこめてつぶやく。

「だとしたら、街は展示場となり、ただ一人の人間の心が問題となる、か」

「どういうことです？」

　歩きだすモルディーンの
傍
 かたわ

 らに、キュラソーが寄りそう。モルディーンは自分の思考に沈み答えることはない。

　主君と部下は部屋を抜けて、
廊
 ろう

 
下
 か

 を進む。キュラソーが足を止める。体内通信に耳を澄ませる姿に、モルディーンも足を止めて眺めている。

「なにか起こったようだね」

「緊急事態です」

　キュラソーが続ける。

「北方へ向かったシザリオス
卿
 きよう

 とウフクス卿からの連絡が途絶えました」

　
廊
 ろう

 
下
 か

 を歩みつつ、モルディーンが答える。

「これは〈彼〉が予測したように〈
古き巨人
 エノルム

 〉たちの主戦派がなにかをしようとしている証拠だ。おそらく
罠
 わな

 が張られていた」

　モルディーンの顔色に
憂
 ゆう

 
慮
 りよ

 の色が
掠
 かす

 める。

「私の推測が正しければ、この事態が連鎖すれば、ピエゾのペンクラート問題以上に
厄
 やつ

 
介
 かい

 だ。下手をすれば、大陸全体に広がる」

「大陸に、ですか」

　キュラソーが息を
呑
 の

 む。いつもながら主君はなにに気づいたのかすらも分からない。

「ではシザリオス卿とウフクス卿は〈古き巨人〉によって……」

「いや、私の予測が当たっているなら、北方はかなり愉快なことになっているだろう。同時に大陸中央、ルルガナ内海沿岸でも問題が起こっている」

　モルディーンが
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。

「北方と南方の問題に対し、大賢者に手を打ってもらっておいた」

　モルディーンの足が止まる。廊下の窓を眺める。

　南の空が広がっていた。

「〈彼〉と彼らがそれぞれ出発を開始し、またすでに到着しているころだろう」









　黒い高級車に乗せられて、俺たちは移動する。

　外の光景や音から
遮
 しや

 
断
 だん

 された室内で、俺とギギナ、アーゼルは沈黙していた。アーゼルは敗北感に打ちのめされていた。かわいらしい唇が

嚙

 か

 みしめられている。

「甘かった。あれは私の手に負える相手ではなかった」

「アーゼルの敗北感は間違っている」

　俺なりの結論があった。

「あれは法則の化身だ」

　ダリオネートは、モルディーンやレメディウスとは違った不吉な男だった。老人は個人で話し、動いてなどいない。ただ、世界と市場の
摂
 せつ

 
理
 り

 に従っているだけなのだ。法則と話して、勝つも負けるもない。

　来たときと同じように、三十分ほどで事務所の前で停車した。俺たちは無音で開いた扉から降りる。
丁
 てい

 
寧
 ねい

 に頭を下げて、運転手は俺たちを見送った。

　アーゼルは録音機を抱えて歩いていく。どうやって記事にしていいか、見当もつかないのだろう。

　俺とギギナは事務所の前に立っていた。

「大きな疑問が出てきた」

　事務所の扉に手をかけつつ、俺はつぶやく。

　抗議の行進がここでも続いていた。ダリオネートの活動で十数社が人員整理を始めたため、エリダナはどこに行っても抗議と行進で
溢
 あふ

 れている。

「あそこまで頭が回って慎重な老人が、ではなぜ今のエリダナに来るかだ」

　
顎
 あご

 の下に左手をあてて、思考する。

「同盟やウォード社、ダリオネートに対する憎悪は日に日に高まっている。危険度でいえば、同盟大使館が爆破されるほどだ。自らの危険を承知でなぜエリダナに飛びこむ？」

　俺には答えが出ない。ギギナも考えていた。

「それだけ莫大な利益が出るから、だろうな」

　ギギナが切って捨てた。それだけとは思えないが、これも情報が不足しているか俺の頭が悪いかで判断できない。

「ギギナのほうは、他になにか気づいたか？」

「運ばれた車は完全密封されていたが、ダリオネートと会見する前に通路で外気に触れた」

「なにも見えず、聞こえなかったが？」

「わずかに潮の臭いがした。あの部屋は、おそらくオリエラル大河かルルガナ内海沿岸部に位置する」

「俺たちにとって、ダリオネートの居場所はあまり意味がない」

　相棒のどうでもいい意見に息を吐く。

　エリダナと俺には問題が山積みだ。ジヴは
誘
 ゆう

 
拐
 かい

 される、ウォルロットという魔人と〈
古き巨人
 エノルム

 〉は指輪を巡ってエリダナを戦場にしている。元生徒のフリューは行方不明。ダリオネートが経済の嵐を起こしている。なにひとつとして解決していない。

　俺の手に残ったのは、ダリオネートが渡した金属の立方体だけだった。車中で調べたが、時限式で
鍵
 かぎ

 が開くらしい。これも腹が立つ仕掛けだ。

　携帯が鳴る。ギャリー
伯
 はく

 
爵
 しやく

 の番号からの文書通信。文面は衝撃的な情報だった。

「なんっ！」

「どうした？」

　ギギナが尋ねてきた。

「ジヴとウォルロットが大使館に現れたという情報だ。時刻は十分前。向かうぞ！」

　俺はすぐにヴァンに乗りこむ。ギギナが助手席に乗ると同時に発車。

「どうやら、ギャリー伯爵はウォルロットにも肩入れしているようだな」

　右折し道に出て、一直線に東岸へと向かう。

「事態はピエゾの危機と言っていた。だとすると、ギャリー伯爵としては、ジヴーニャのために動くガユスと戦うだけの私より、ピエゾのために動くウォルロットも取りこんでおきたいのだろう」

　ギギナの分析が正しいだろう。

「さすがに
老
 ろう

 
獪
 かい

 な外交官だが、信用はできぬな」

「ああ。だが、それを俺たちに伝えるくらいには信義がある」

　ヴァンはエリダナの街を走る。

　ここが唯一の好機だ。ジヴとウォルロットとは
擦
 す

 れ違ってばかりだが、俺は必死に足跡に食らいついていくしかない。









　ルルガナ内海に面するエリダナの沿岸部には、工場街が広がる。

　カラガン地区にも工場の屋根が連なり、煙突やクレーンがそびえている。

　外れにある一角には、巨大な工場がそびえていた。ラズリー造船所という看板が掲げられているように、船を造る造船所だったが、今ではなにも稼動していない。

　敷地には
荒
 こう

 
涼
 りよう

 とした風が吹き、

剝

 は

 がれた工場の壁が叫ぶような音をたてる。完全に廃工場となっていた。

　製造工場の横には、低い
棟
 むね

 が続く。

　棟の屋根があちこち崩れており、幾筋もの陽光が内部に射しこんでいた。
爆
 ばく

 
裂
 れつ

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 や重力咒式で破壊されたらしい、無惨な穴だった。

　工作機械や出荷されなかった製品が詰められた木箱が闇に沈み、また光に浮かびあがっていた。工場内の陽光のなかで、
埃
 ほこり

 が
極
 ごく

 
微
 び

 の天使のように舞う。

　無音で降りそそぐ光が
歪
 ゆが

 んだ。白い粒子のような埃が逃げまどうように乱れた。室内の屋根に近い空間が歪み、
波
 は

 
紋
 もん

 を作っていた。真横から見れば、まったく厚みが存在しない奇怪な
波
 は

 
紋
 もん

 だった。

　厚さを持たない奇妙な波紋は、突如として開いた。虹色の内部が見えた瞬間、二つの
塊
 かたまり

 を吐きだす。

　華麗な着地と、鈍い音。さらに金属音が続く。床に降りつもった埃が巻きあげられ、視界を閉ざす。

「着地失敗した～、あとすごい埃～」

　埃が払われていき、人影だと確認できた。
橙
 だいだい

 色の特注の軍用
長外套
 コート

 を着た青年が、
尻
 しり

 
餅
 もち

 をついていた。飛行眼鏡や黒い髪までもが白い埃にまみれ、青年は口に入った埃を吐きだす。長い袖を指で握り、髪や顔、肩についた埃を払う。

「もう、なんてひどい場所に出るんだ」

　ベルドリトは口を
尖
 とが

 らせる。

「そうだ、
猊
 げい

 
下
 か

 にもらった
葡萄酒
 ワイン

 は壊れてない？」ベルドリトは肩から提げた
革
 かわ

 
紐
 ひも

 と、
籠
 かご

 に収められた葡萄酒の
瓶
 びん

 を確かめる。紫色の液体を収めた瓶に、傷はついていない。
安
 あん

 
堵
 ど

 の息が漏れる。「マズカリー王の命日を祝うためにもらったから、割ると大変だ」

　次に、黒い目は暗い室内と陽光で区切られた室内を見渡す。

「そういえば兄貴は？」

「ベルドリトよ、わざとの発言であろう？」

　
鋼
 はがね

 のような声は、ベルドリトの体の下からだった。仰向けに倒れた男が、自らの腹部に座る弟を
隻
 せき

 
眼
 がん

 で見つめていた。

　兄の腹部に腰掛けたまま、ベルドリトが手足を伸ばす。ベルドリトがイェスパーを見下ろす。

「やっぱり分かっちゃった？」

「早く
退
 ど

 け」

　
長靴
 ブーツ

 の
踵
 かかと

 が床を動き、
埃
 ほこり

 に跡をつけていた。猫の絵だった。

「え～？　兄貴の上って座り心地がいいからなぁ。いつも偉そうな兄貴を見下ろすのなんて、なかなかない機会だし……」

「あと二秒で退かねば、殺す。二、一……」

　ベルドリトが跳ね起きた。弟が立ち上がったために再び巻きおこった埃のなかで、イェスパーが身を起こす。起き上がりざまに、装備を詰めた旅行用の
鞄
 かばん

 を右手に

摑

 つか

 む。荷物を持ち上げる動作で、斜めになっていた鉄骨に頭を激突させる。硬質の音が響く。

「久しぶりのエリダナだな」

　イェスパーはなにも起こらなかったように、一歩だけ進む。そして全身に被った埃を手で払う。ベルドリトが両手を口に当てて、笑いを
堪
 こら

 える。

「今、兄貴は頭をぶつけたよね？　ギャン、ギョニヨーンって響いたよね？」

「まさか再びこの街に来ることになろうとはな。運命とは皮肉なものだ」

「恥ずかしいのを、そうやって渋い声と言葉で誤魔化しているんだよね？　兄貴、か～わい～♪
 」

　ベルドリトは腰の後ろで手を組みながら、兄の周囲を回る。

「兄貴、か～わい～♪
 　兄貴はか～わい～♪
 」

　イェスパーは
煩
 わずら

 わしそうに左手を振り、弟を遠ざけた。ベルドリトは両手を広げて続ける。

「兄貴～は～、か～わ～い～♪
 」

　右手は上、左手は下にし、見事な裏声で歌った。イェスパーは苦い顔をしていた。

「次言ったら、殺すが？」

「はい、
止
 や

 めます」

　ベルドリトは軍隊式の直立不動姿勢になる。一秒後、いつもの
弛
 し

 
緩
 かん

 した姿勢に戻る。

「でも、ひどい移動手段だよね。ヨーカーンさんの次元移動は乱暴だよ」

「仕方あるまい。中立であるエリダナに対し、皇国の武力である我々の侵入が知られることはよくない。むしろヨーカーン殿に感謝してもいい」

「兄貴は目立つから、この緊迫事態の検問に引っかかるものね～」ベルドリトは続ける。「だけど、もうちょっと考えてほしいけどね」

「おまえは不満だろうが、次元に穴を開けての移動は、難しいなどというものではない」

　イェスパーがつぶやく。

「ある程度の次元の穴を維持するには、約六・四五一六平方センチあたり、約四五三・六に一〇の三三乗グラムルという、惑星質量をも
遥
 はる

 かに越える莫大な仮想力を必要とする。ヨーカーン殿であっても、技術として発生させるには、レメディウス方程式が必要になる」

　イェスパーが言うように、緊急時にだけ使う、
超
 ちよう

 
定
 てい

 
理
 り

 系の
移
 い

 
動
 どう

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 なのだ。
膨
 ぼう

 
大
 だい

 な咒力と気が遠くなるほど巨大で
緻
 ち

 
密
 みつ

 な咒印組成式をもってして、初めて成立可能な咒式だ。
恒
 こう

 
星
 せい

 間を移動するならともかく、大陸を移動する程度のことに使うなど、
贅
 ぜい

 
沢
 たく

 極まりない移動手段だった。不安定で危険度も高く、移動の途中で死ぬ可能性すらある。

　危険を侵した次元移動で稼いだ時間を、
無
 む

 
為
 い

 に使うわけにはいかない。イェスパーは金属の箱を担ぎなおし、歩きだした。床の
埃
 ほこり

 に足跡をつけて進んでいく
逞
 たくま

 しい背中に続き、ベルドリトも跳ねていく。腰元で下げられた
葡萄酒
 ワイン

 の
瓶
 びん

 が
籠
 かご

 とともに揺れる。

「そうだ、エリダナといえば、ガユスにギギナは元気かな？」

「ガユスにギギナ、か」

　口のなかで名を繰りかえしたイェスパーの足が止まる。兄の横でベルドリトの跳ねるような歩みも止まった。

　イェスパーの複雑な記憶が呼び出された。赤毛に
眼
 め

 
鏡
 がね

 、
攻
 こう

 
性
 せい

 咒式士には見えない軟弱な外見の咒式士。そして自分を破ったドラッケン族の
剣
 けん

 
舞
 まい

 
士
 し

 。銀の剣士と刃を交えた記憶には、背筋が震える恐怖と興奮があった。

「この街にいれば、いずれ会うこともあろう」

　イェスパーが
獰
 どう

 
猛
 もう

 な笑みを見せた。ベルドリトもうなずく。

　棟の壁に開いた大穴から、イェスパーが長身を乗りだす。弟は跳ねて出る。

「じゃさ、しゅしゅっと仕事しちゃおう。標的はたくさんいるよ」

「そういうことだ」

　イェスパーの頭は難事件に対する予定表で
溢
 あふ

 れていた。エリダナに
駐
 ちゆう

 
留
 りゆう

 している
龍
 りゆう

 
皇
 おう

 
国
 こく

 外交官への連絡、という表向きの偽装任務の
完
 かん

 
遂
 すい

 。今回の事件の補助を頼む、オージェス家のエリダナでの出先機関への連絡。北方の事件に関連すると思われる〈
古き巨人
 エノルム

 〉たちの捜索と、真意の確認。そして
殲
 せん

 
滅
 めつ

 。

　イェスパーが答えると、ベルドリトの足音が止まる。

「どうした？」

　イェスパーが振りかえる。ベルドリトは小さな肩と背中を兄に見せていた。ベルドリトの視線の先には、自分たちが出てきた棟工場があるだけだった。

「ここ、見覚えがあるよ」

　弟の言葉で、イェスパーが目を
凝
 こ

 らす。屋根に並ぶ排気用の煙突。視線を水平に動かすと、工場の
棟
 むね

 が途中で断ち割られ、
擂
 すり

 
鉢
 ばち

 状に開いた大穴が見えた。

　視線をさらに動かすと、建造途中で
放
 ほう

 
棄
 き

 された船の巨体があった。

　横腹には、巨大な穴が開いている。高熱で溶解し、
飴
 あめ

 のようになった
滴
 しずく

 が垂れたまま、今は固まっている。

　イェスパーの左の瞳に、鋭い光が宿る。

　それはかつて兄弟が敗れた恐るべき魔女、ニドヴォルクの最期の地だった。かつて相対したときの相手の恐ろしさを思い出した。圧倒的な身体能力、
翼
 よく

 
将
 しよう

 すら寄せつけない強大な咒式の数々。そして絶対的な意志。なにもできなかった自分たち。それを見越して主君に
派
 は

 
遣
 けん

 された
屈
 くつ

 
辱
 じよく

 。

　記憶の古傷が、イェスパーの内部で苦い熱を帯びた。先ほどの落下の衝撃が、あのとき受けた負傷のようにも思えてしまった。

　イェスパーは理解した。大賢者ヨーカーンは座標を失敗したわけではない。モルディーンの意志を忠実に伝えたのだ。

　かつて兄弟が敗れた地に到着させ、苦い味を思い出させるため。かつてのような失敗をまた繰りかえすなという、
苛
 か

 
烈
 れつ

 な意志を示したのだ。

　イェスパーの唇が
捲
 めく

 りあがり、白い犬歯が
覗
 のぞ

 く。右肩に担いだ金属の箱に、握った爪が突き立てられる。

　戦闘の名門たるラキ侯爵家の誇りにかけて、また背信者たる父の汚名を返上するために。

　さらには、イェスパー自身の失われたなにかのために。主君モルディーンへの忠誠のために。

　戦わねばならない。勝利せねばならない。

「行くぞ、ベルドリト」

「は～い♪
 」

　決意を吐きすててイェスパーが歩む。ベルドリトは
傍
 かたわ

 らを進む。

「エリダナは戦場になる」






七章　古き巨人たちと猟犬の群舞



巨人がいた。山とおなじくらいおおきな巨人だ。



巨人の八十八の目はすべてを見る。



見えすぎてこまるので、おおきな巨人は目をとじる




北方各地に伝わる民話　成立時期不明








　嵐のようなウォルロットとジヴーニャが去り、老秘書官も去った静かな部屋で、ギャリーは
椅
 い

 
子
 す

 に座していた。

　
傍
 かたわ

 らでは、報道番組が絞った音で事件を伝えていた。老人の目は天井を眺めていた。

「ウォルロットにしろガユス君にしろ、ジヴーニャ嬢にしろ、若い人間はなぜ
厄
 やつ

 
介
 かい

 ごとをさらに複雑化させたがるのか」

　エリダナに降りかかる重さが、老人の小さな肩に乗っているようだった。

　ふと横に向ける。

　光の文字で、通過相場が並んでいる。ギャリー
伯
 はく

 
爵
 しやく

 の目はピエゾ通貨のピエゾンに注目する。昨日は一イェンが二五・三五ピエゾンだったが、昨夜には一イェンが二五・六四ピエゾン。現在は相場の反発も過ぎて二七・六七ピエゾンにまで下落していた。

「グイナムス大統領の決定のため、だろうな」

　ギャリー伯爵は静かに嘆く。

「ペンクラート問題に
干
 かん

 
渉
 しよう

 する同盟に逆らう気持ちは分かるが、グイナムス大統領
閣
 かつ

 
下
 か

 はなにを考えているのか」

　ギャリーは熟練の外交官でピエゾの要人ではあったが、政治家ではなかった。外交官は、国益を引きだすために、戦争している相手国とも会食をして和やかに談笑もする。感情的になりやすい国民とは違って、常に他国とつながり、情報を集めることが仕事だからだ。

　だが、最近の本国は外交官にも意図を

摑

 つか

 ませない行動をし、情報も
秘
 ひ

 
匿
 とく

 している。なにが国益になり、どう動くべきかすら判断をさせないため、ギャリー伯爵ですら混乱している。

「周辺の
友
 ゆう

 
邦
 ほう

 であるインジー共和国が支えてくれる間は、まだ大丈夫だろうが」

　見ている間に、ピエゾの続報が入る。苦境に立たされていたピエゾでは、賃金未払いで労働争議が起こり、ピエゾの国内鉄道網が停止していた。ピエゾの交通網が
麻
 ま

 
痺
 ひ

 しだしたのだ。輸出入が止まりかけたことで、物価の上昇が始まって市民が嘆いていた。

　苦々しいギャリー伯爵の目が、次の報道で大きく見開かれる。

「なんてことだ」

　グイナムス大統領の会見が映っていた。報道陣に囲まれるなか、初老の大統領が会見をしていた。グイナムスは苦渋の表情だった。ギャリーは報道の音を大きくする。隣の官房長官が渡した紙を手で拒絶し、自分の言葉で語っていた。

「一連のラペトデス七都市同盟の経済制裁は、あきらかに内政干渉をしています」

　言いたくない言葉を吐きだしていた。

「我が国は屈することなく、ペンクラートを取りもどします」

　これまで避けていた、七都市同盟への敵対への明言だった。

　ギャリー伯爵は別の画面に視線を向ける。インジー共和国がグイナムス声明に賛同しかねるが反対はしないといった程度の声明を発表し、安全策をとった。通貨相場を見ると、一イェンは一気に二九・三四ピエゾンまで下がって、反発し、また下がっている。

　政治的に経済的に、ピエゾは炎上しはじめていた。

　ギャリーは立っていられず、背後にあった
椅
 い

 
子
 す

 に腰を下ろす。

「祖国は祖国であろうとするだけで、ここまでの
屈
 くつ

 
辱
 じよく

 を受けねばならんのか」

　ギャリー伯爵は嘆いた。急に十歳も老けたように、重い息と言葉だった。









　ビルとビルの間を縫うように続く高架線路。線路の上を列車が進む。四階の高さにある車窓から、エリダナ東部の街が見下ろせる。

　交差するネオンや電飾看板。
賭
 と

 
場
 ば

 の玄関では警備員と客が押し問答をしており、
娼
 しよう

 
館
 かん

 の出入り口では女と交渉する客がいた。街路を行き交う車や観光客が一望できる。

　高架線路を
緩
 ゆる

 やかに走る列車に乗っていると、まるで空を進んでいるみたいだった。窓のすぐ横の看板が迫り、思わず身を引く。

　叫び声に線路の下を見ると、一団が見えた。張りあげる演説や手に手に掲げた札から、抗議の人々らしいことがわかる。まだまだエリダナは炎上しつづけている。

　窓から外を見ていると、曲線に差しかかった。列車がビルに沿って緩やかに湾曲した線路に沿って進んでいく。最前列の車輛が、曲がっていく線路に沿ってビルの向こう側に消えていくのを眺める。

　東岸のデナリス駅で降りる。人の群れに沿って改札を抜けて、駅構内に入る。俺と群衆から頭一つ抜けでた長身のギギナが進む。

「車でなく電車で移動する意味はなんだ？」

　ギギナが尋ねてきた。俺は推測を述べていく。

「ウォルロットと強制されているジヴは、ロルカ屋で〈悲嘆の指輪〉とやらを
解
 かい

 
析
 せき

 させ、次にギャリー
伯
 はく

 
爵
 しやく

 に会った。これは指輪がピエゾに関わっているために、確認に向かったということだ。ロルカからの情報にあった組成式を情報屋に回して解析させたら、ピエゾの補助式が入っていたことからも、この流れは推測できる」

　駅構内を進み、中央乗換口で止まる。三つの線路の改札が出会う、構内の交差点だった。エリダナの雑多な人々が行き交う。

「ここで考えるべきは、ウォルロットの心理状態だ。ロルカ屋は即座に、ギャリー伯爵は
両
 りよう

 
天
 てん

 
秤
 びん

 にかけて、俺にウォルロットの足跡を教えるだろうということを理解している。俺にたどられないためになるべく早く大使館から離れたいが、足がない。賞金がかかって追われている身である以上、運転手と対面するタクシーは使えない。だとするとバスか電車しか使えない。そしてエリダナに不慣れなウォルロットは、ジヴの案内に頼るしかない」

　俺は構内の石柱に背中を預ける。ギギナも
倣
 なら

 う。俺の目は周囲を見張る。

「次に考えるべきは、ウォルロットを案内するジヴの思考だ。彼女にしてもどちらかというと、同盟側の東岸から
土
 と

 
地
 ち

 
勘
 かん

 がある西岸に動いておきたい。俺がそうジヴが動くと考えることを、彼女が読む」

　ひたすら待ち、人の流れの監視を続ける。

「ウォルロットの強制に表面上は従う必要があるジヴは、俺が足の速い車で動くと考える。となると、車道を行くバスと
擦
 す

 れ違う可能性があるので避ける。おそらくだが、東岸から西岸へ電車で動くようにウォルロットを誘導する。だとすれば、エイゴン橋の下を通るエリダナ市鉄を使う可能性がある。そこで俺たちの他に知りあいや情報屋に、市鉄の駅を張らせている」

　隣でギギナが
呆
 あき

 れた顔をしていた。

「めんどくさい心理解析をした結論が、おそらくという予測になるのか」

　ギギナが分析の分析に入る。

「ついでに言えば、こちらが西岸に動くと読んだ、とジヴーニャがさらに読んで東岸に居座る。また、電車で動くことを読んで、バスで動く可能性もある。東岸から西岸に向かう電車は、上流と下流に何本もある。そこであえて市鉄に乗る確率は？　またデナリス駅で張る理由は？」

「大使館からジヴを連れて西岸に向かおうと動けば、徒歩と乗り換え時間を考えると、このデナリス駅で出会う確率が高いと
賭
 か

 けた」

　俺は周囲を眺めつつ、予測を続ける。

「到着時間まで俺が読んで賭ける、と考えたジヴが、さらに俺へ会うためにここへウォルロットを誘導する可能性がある」

　ギギナはさらに
呆
 あき

 れた。俺とジヴの間にある心理的駆け引き、信頼と不信は余人には分かりづらい。

「ジヴも俺に話をする機会を欲しているはずだ」

　俺は自分で自分を信じさせる。









　雪山を照らす爆光が弱まり、終息していった。

　バザーヤ山の雪原は消失し、岩盤が
露
 ろ

 
呈
 てい

 している。雪が溶けた水が湯の川となり、大地を
泥
 ぬか

 
濘
 るみ

 に変えている。雪原が熱帯となり、見渡すかぎり、完全に荒野となっていた。

　爆音。泥濘の大地から岩石が噴きあがる。

　地面の穴から突き上げられた右[image: ]
 。
飛
 ひ

 
翔
 しよう

 する巨体が大地に着地し、
泥
 どろ

 
飛沫
 しぶき

 をあげた。遅れて土砂が降ってくる。

　現れた巨漢は、シザリオスだった。放射状の大爆発は地上を壊滅させたが、地下にまで
炸
 さく

 
裂
 れつ

 することはなかった。

「ふむ。
土
 ど

 
遁
 とん

 の術が成功した！　さすが我が
輩
 はい

 ！　あとで教えてくれたキュラソー
卿
 きよう

 に礼を言わねばなるまい！」

　自画自賛する巨漢の目が一転。深い
叡
 えい

 
智
 ち

 が宿っていた。シザリオスは爆風の惨状を見渡す。周囲は一面の荒野だった。

「恐ろしいことが起ころうとしている！　正義の味方としては、叩きつぶすべき複雑な
策
 さく

 
謀
 ぼう

 を感じるが！」巨漢は視線を下ろす。「ウフクス卿はどう思う!?
 」

　腕に抱えられた小柄なウフクスは、手足を
痙
 けい

 
攣
 れん

 させていた。緑の服とともに、体を
[image: ]

 ねじ

 る。
凄
 すさ

 まじい回転を
拘
 こう

 
束
 そく

 していることができず、シザリオスが手を離す。高速回転はシザリオスの袖を切り裂いた。

　回転しつつウフクスは大地に着地した。膝を曲げた姿勢、緑の髪の間から見える顔は、紫と緑色になっていた。

「生物に触られた」

　自らの体を両手で抱く。生物に触れられたことの拒否反応が極限にまで達していたらしく、十本の指で腕を

搔

 か

 きむしる。

「ウザキモ臭い。ウザキモ臭すぎる。生物に、しかもシザリオスに触れられたなど、さらにウザキモ臭い！」

　緑の女が泥の大地に倒れる。手足が投げだされ、地面で打ち上げられた
海
 え

 
老
 び

 のように
痙
 けい

 
攣
 れん

 する。緑の
瞳
 どう

 
孔
 こう

 は焦点を失っていた。

「ははは、おもしろい女性だ！」

　
瀕
 ひん

 
死
 し

 状態のウフクスを助けようと、シザリオスが歩を進める。巨漢の膝が崩れる。右膝を荒野につき、続いて上半身が傾く。膝の上に手を乗せて、倒れることを防ぐ。瀕死のウフクスが、
咒
 じゆ

 
式
 しき

 を放っていた。
朧
 おぼろ

 な緑に光る帯が、シザリオスの全身に絡みついていた。

「ちょっ、ウフクス
卿
 きよう

 っ！」

　シザリオスの全身を
細
 さい

 
菌
 きん

 やウイルスが
蝕
 むしば

 み、各種の毒素が駆けめぐる。大陸有数の
強
 きよう

 
靱
 じん

 さと体力を誇るシザリオスが、各種の回復
咒
 じゆ

 
式
 しき

 を起動。

　即座に回復するはずが、シザリオスの
治
 ち

 
癒
 ゆ

 咒式は作動しない。先ほどまでのウフクスの咒式とはどこか違っていた。

　背中に違和感。巨漢が振りかえると、広い背中には
幾
 き

 
何
 か

 
学
 がく

 的な物体が並んでいた。

　金属のような
光
 こう

 
沢
 たく

 を帯びた
[image: ]

 こぶし

 
大
 だい

 の正二十面体が、シザリオスの背中を
覆
 おお

 っていたのだ。

　無機質な正二十面体の下面からは、直線で構成された
蜘蛛
 くも

 の足のようなものが伸びていた。針のように尖った先端が、シザリオスの背中から肩の肉に突き刺さっていた。

　それはウイルスだった。しかし、通常のウイルスは生物と非生物の間のような存在で、生物の細胞を利用しないと
増
 ぞう

 
殖
 しよく

 もできない小さなものだ。それが[image: ]
 大の大きさになっている。常識外れというのも愚かしいほどの、超巨大ウイルスだった。

　生体生成系第六階位〈
罵威螺巣病髑瘍
 デカラ・ビヤ

 〉が完全に発動していた。

　管の先からウイルスの
核
 かく

 
酸
 さん

 がシザリオスの肉、細胞質へと注入されていく。シザリオスの
逞
 たくま

 しい両肩の服が破裂。皮膚が破れ、肉が
爆
 は

 ぜていた。太い唇から
苦
 く

 
鳴
 めい

 が漏れる。

　両肩からは、十数個の無機質な正二十面体が現れる。ウイルスの逆転写
酵
 こう

 
素
 そ

 が作用し、シザリオスの細胞のデオキシリボ核酸に自らの遺伝子を組みこみ、宿主の細胞複製作用と咒力を利用。アミノ酸などを吸収しまた咒力で生みだして、自らを
増
 ぞう

 
殖
 しよく

 させていく。

「こ、れは！」

　手を伸ばしてウイルスを除去しようとすると、ウフクスの咒式によって生みだされた超巨大なウイルスが青白い光を放つ。シザリオスの細胞と咒力を吸っていく。激痛と脱力感で、シザリオスの体が折り曲げられる。

　さらにウイルスは爆発的に増殖。シザリオスの上半身が傾いて、大きな両手が泥の大地を

摑

 つか

 む。巨体を支える丸太を
[image: ]

 ねじ

 りあわせたような上腕二頭筋が破裂。巨漢の細胞と咒力を使って新たなウイルスが誕生する。

　背中のウイルスからウイルスが、正二十面体から正二十面体が生まれ、
膨
 ふく

 れあがっていく。数秒後のシザリオスの背には、家一軒ほどになった幾何学物体、増殖したウイルスの山がそびえていた。

　シザリオスもウフクスの
咒
 じゆ

 
式
 しき

 の危険性に気づいた。石化や毒などで
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 の咒力を吸って自己
増
 ぞう

 
殖
 しよく

 して殺す咒式があるが、ウフクスのウイルス咒式は遥かに上級版だった。相手が強力な
攻
 こう

 
性
 せい

 咒式士であるほど、その強大な咒力を
餌
 えさ

 にしてウイルスは増殖力と殺傷力を高める。

　シザリオスが相手であっても一度でも発動が決まれば、その強大な咒力こそがウイルスの餌となる。

　緑の死神に触れた生物は、絶対に死ぬ。
翼
 よく

 
将
 しよう

 どころか、大陸有数の身体及び咒式的防御能力と体力を持つシザリオスですら、例外ではなかったのだ。

「これはさすがに我が
輩
 はい

 でも
洒
 しや

 
落
 れ

 にならん！　ウフクス
卿
 きよう

 、そろそろ咒式を解除し……」

　苦痛に
苛
 さいな

 まれたシザリオスがウフクスに助けを請う。しかし、大地に横たわっているウフクスは、もはや
痙
 けい

 
攣
 れん

 すらしていなかった。

　身動きひとつしていない。緑の死神は、生理的嫌悪感が頂点に達して気絶していた。ウフクスは天使のように安らかな寝顔となっていた。

「それはないだろう!?
 」

　シザリオスは叫ぶ。









　デナリス駅で、ひたすら構内を行く人波を眺める。

　人の流れのなかに、ジヴの姿を捜す。俺の隣では、ギギナが退屈そうに眺めている。

「ただ立って眺めていることは、
拷問
 ごうもん

 の一種だな」ギギナがつぶやく。「ここにヒルルカを連れてくれば、少しはましだったのだが」

「俺の友人の友人、つまり俺の意見なんだが、死ね」

「余裕のない男の相手はしたくないものだ。これでウォルロットに会えなければ、ガユスを殺すだけだ」

　ギギナも監視に戻る。

　人波のなかに見知った動きがあった。一人の女性の歩きかたに歩幅。なにより後ろ姿の腰から尻の優美な曲線は、間違いようがない。俺が世界一愛し、知っている曲線なのだ。帽子を被っていても間違えない。

「ギギナ、あそこだ」

　人波を抜けていく。押し
退
 の

 けられた中年の女性が不愉快そうな顔をするが、気を遣っている場合ではない。

　近づけば近づくほど確信が深まる。ジヴだ。

「ジヴ！」

　俺が声をかけると、反射的に女が振りむく。帽子に
遮
 しや

 
光
 こう

 
眼
 め

 
鏡
 がね

 で変装しているが、俺のジヴだった。即座に駆けよろうとすると、手が
遮
 さえぎ

 る。

　ジヴの隣にいる男が、俺の行く手を遮ったのだ。

「まさかここで出くわすとは」

　ウォルロットが苦々しげにつぶやいた。そして即座に悟る。左後方で立ちつくすジヴへ視線を走らせる。

「そうか、これは偶然ではなく、ジヴーニャの誘導か」

　ジヴは哀しげに緑の目を伏せた。どうやらジヴも俺に一度会って、話をしたいために誘導したようだ。

「てめえウォルロット、ジヴを返せ！　殺すぞ！」

　俺はすでに
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 を抜いている。ウォルロットも魔杖剣を引きぬいた。二人の
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 が構内で向かいあう。

　同時に俺たちの周囲から、群衆が離れる。小さく悲鳴をあげて逃げる女性や、携帯で連絡しているお
節
 せつ

 
介
 かい

 な正義漢までいる。魔杖剣を構えた攻性咒式士が向かいあっているのは、物騒極まりないに決まっている。

　だが関係ない。今ここにいるのは、俺とジヴ。そして邪魔をするウォルロット。
傍
 かたわ

 らで見ているギギナだけだ。

「ジヴ、今から救ってやる」

　ウォルロットを無視するように、俺は左手を伸ばす。手の先、
誘
 ゆう

 
拐
 かい

 犯の背後にいるジヴの緑の眼には、迷いがあった。ジヴは
遮
 しや

 
光
 こう

 
眼
 め

 
鏡
 がね

 を取って、ようやく口を開いた。

「……一度ガユスと会いたかったから、ウォルロットを誘導したのは事実よ」

　ジヴは静かに告げた。

「だけど、私は私の意志で彼と行動をともにしている。それを分かって欲しかったから会いたかった」

　俺は首を振って否定する。

「ジヴ、そいつは最悪の
虐
 ぎやく

 
殺
 さつ

 者で、麻薬中毒者だ。単に君は利用しているつもりで利用されているだけだ！」

「それは違う！　彼は勇者としての自分を取りもどしはじめている！」

　反発するようにジヴが叫ぶ。緑の目が俺を見据えた。

「なにか重大な危機を止めようとしている。だから私は彼に協力したほうがいいの」

「どういう、ことだ？」

「今はダメなのよ」

　ジヴが小さく拒絶した。

「ウォルロットではなく、俺の手をとってくれ！」

　俺は必死だった。俺の叫びに、ジヴが迷った。震えるように右手が掲げられる。ジヴの手が俺へと伸ばされた。

　白い手を、大きな手が

摑

 つか

 む。ウォルロットが右手で摑
 んだジヴを引きもどす。

　ウォルロットの左手がジヴの
襟
 えり

 元に向かう。

「なにをっ！」

　
気
 け

 
色
 しき

 ばむ俺が一歩踏みだす。抵抗するジヴの襟元から、ウォルロットの左手が鎖を引きだす。

　鎖の先には、すべての元凶である指輪、〈悲嘆の指輪〉があった。緑の宝石が
妖
 あや

 しい輝きを帯びている。

　ウォルロットの指が指輪を

摑

 つか

 む。指輪をジヴの左手が摑
 む。

「取ることは許さないと言ったはずよ？」

「勘違いするな。先ほどから指輪より電磁波が放たれている」

　ウォルロットの指先が、指輪に
嵌
 はま

 る宝石の裏を探る。戻された指先には、薄い円盤のような装置があった。

「なるほど、台座の裏とみせていたわけか。これほど上手く偽装されれば、ロルカや
解
 かい

 
析
 せき

 の専門家でも分かるまい」

　ウォルロットの目に憎悪が宿る。

「これこそブローゾが正確に追跡され、我らがヨルムデ・デの奇襲を受けた元凶だ。一日に一回だけ信号を発信するらしく、今まで分からなかった」

　ウォルロットの指先が装置を破壊すると同時に、構内に悲鳴が響きわたる。

　俺やギギナ、ウォルロットの目は悲鳴の方向に向けられる。人々も後方を振りかえっていた。

　先に見える人波の頭上に、人間の腕や足が飛ぶ。天井に当たって、腕や足が落下。赤い
滴
 しずく

 。そして悲鳴。

　人の頭の上に掲げられたのは、黒く長い九本の手と、その先に握られる合金製の
鋏
 はさみ

 。

　群衆が
波
 は

 
濤
 とう

 となって逃げ、こちらへ押しよせてくる。俺やギギナ、ウォルロットとジヴも人波に飲みこまれる。波の間から悲鳴の方向を見据える。

　人波が分かれた。逃げおくれた中年男が走っていた。男の腕ごと胴体を左右から挟む大鋏の切っ先。

「やめやめやめ」

　男の悲鳴を無視し、鋏がぢゃぎんと閉じられる。無造作に人間の胴体が両断された。
肝
 かん

 
臓
 ぞう

 と小腸を
零
 こぼ

 し鮮血の尾を描きながら、上半身が落下。即死できずに、断たれた腕を振って
痙
 けい

 
攣
 れん

 。断面から鮮血が
飛沫
 しぶき

 となって散る。床は一面の血の海。半分の男が、ようやく絶命する。

「ご機嫌いかがかな。紳士淑女、ではない人属ども」

　血を零している下半身の断面の向こうに見えたのは、
燕
 えん

 
尾
 び

 
服
 ふく

 に円筒状の紳士帽子。背中から生えた
蜘
 く

 
蛛
 も

 
足
 あし

 のような九本の腕の先には、大小様々な鋏や
錐
 きり

 や
鋸
 のこぎり

 が握られている。

「発信器で追いつかれたか」

　ウォルロットが苦々しげに吐きすてた。前方には、四つの
橙
 だいだい

 色の目が配置されたヒヘイデス・スの仮面のような顔があった。

「とくにウォルロット氏には、部下のヨルムデ・デが世話になったらしいな」

　ヒヘイデス・スは帽子を取って
挨
 あい

 
拶
 さつ

 してみせる。男の下半身が倒れ、小腸と大量の血液を駅の床に
撒
 ま

 き散らす。

「愚かで下品だったが、それでも私に尽くしてくれた従僕だった。なにより、
杖
 つえ

 で
殴
 なぐ

 るにはいい標的だった。なんというか殴り心地と、痛がりかたが最高の従僕だった」

　ヒヘイデス・スの口調には、静かな怒りがこめられていた。

「〈悲嘆の指輪〉を奪う前に、紳士的に全員を殺してやろう」

　四つの眼は、ウォルロットの背後のジヴに据えられていた。ジヴは硬直していた。

〈
古き巨人
 エノルム

 〉は存在が恐怖だ。さらに自分が名指しで追われているとなると、常人では耐えられない。

　俺は前に出る。
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 の先に
咒
 じゆ

 
式
 しき

 を
紡
 つむ

 いでいく。

「〈古き巨人〉とやりあわないとならないとは、最悪に不運だ」

「前にも言ったが、ガユスの不運は私の幸運だ」

　ギギナはすでに
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 を抜いて、肩に担いでいる。

「ウォルロットと〈古き巨人〉、どちらを殺す？」

「今は〈古き巨人〉だ！」

　俺は叫びつつ下がる。

「こちらは最初からおまえたちなど眼中にない」

　ウォルロットはジヴを
庇
 かば

 って下がっていく。

　俺とギギナ、ウォルロットとジヴは逃げる人々の最後尾となっていた。なによりジヴがいる。駅構内に逃げまどう人々がいる以上、強大な咒式は使えない。ヒヘイデス・スは腕の先で
鋏
 はさみ

 や
錐
 きり

 を振りかざして歩んでくる。巨大な
蟹
 かに

 か
蜘
 く

 
蛛
 も

 が迫ってくるようなものだった。

　巨大な刃を片翼としてギギナが前に進む。一〇七一ミリメルトルの刃の先端が床を
擦
 す

 って火花を散らす。俺も咒式を紡いでいる。

　長い手が
撥
 は

 ねるように伸びた。ギギナの屠竜刀が受ける。火花と
轟
 ごう

 
音
 おん

 。鋏が弾かれて、引きもどされていく。ウォルロットはジヴを背後に庇いつつ後退していく。俺とギギナは刃を掲げて後退していく。

　ヒヘイデス・スは鼻唄を歌いつつ、
杖
 つえ

 を回転させて前進してくる。俺たちとの相対距離が縮まり、九本の腕の間合いに入る。九つの鋏や錐や
鋸
 のこぎり

 が殺到。俺の魔杖剣、ギギナの屠竜刀、ウォルロットの双剣が受ける。

　さらに
翻
 ひるがえ

 った刃と刃が嵐となって
交
 こう

 
錯
 さく

 。刃と火花が視界を埋めつくす。

　二本の手で握る大鋏をギギナの屠竜刀が弾く。死角から迫る鋏をウォルロットの右の剣が
薙
 な

 ぎはらい、錐を左手の二等辺三角形の剣を盾として受ける。

　俺は近距離で威力は劣るが、速度重視の〈
矛槍射
 ベリン

 〉を放つ。五本の鋏が雷のように即応し、五本の槍が鋏に挟まれ、折られる。弾丸なみの速度に対応する相手に、俺の剣技など意味がない。

　ひたすら近い間合いで出せる咒式を連発し、後退していく。再びの〈
矛槍射
 ベリン

 〉も、凶器の群れに弾かれる。〈
雷霆鞭
 フユル・フー

 〉は鋏を避雷針とされ無効化される。

「ヒヘイデス・スは〈古き巨人〉のわりには筋力が弱いが」つぶやくギギナの右肩や左腕から、鮮血が弾ける。「また、
大禍つ式
 アイオーン

 の脅威の剣士だったヤナン・ガランほどの剣技を持たないが」

　俺が高出力のプラズマ弾を紡ごうとすると、剣の嵐の間から鋏を握った手袋が伸びる。右の刃は回避できたが、左の刃が俺の右脇腹に刺さる。
鋏
 はさみ

 が閉じられ、
防
 ぼう

 
刃
 じん

 繊維ごと俺の肉を断ち切る。

「しかし、九の腕から繰りだされる刃は、
弾
 だん

 
幕
 まく

 に等しい！」

　ヨルガを旋回させて、血に濡れた刃を弾く。鋏で肉を切られる苦痛に耐えながら、さらに
咒
 じゆ

 
式
 しき

 を放って
牽
 けん

 
制
 せい

 。ギギナとウォルロットも、頰
 や肩や腕や
太
 ふと

 
股
 もも

 に細かい切り傷や刺し傷を作っている。

「手が九本ないかぎり、防げない！」

「ギギナとウォルロットという超級の剣士に、俺の咒式をそろえて、まだ押されるかよ！」

　どうしてもヒヘイデス・スが放つ九手のうち、二手か三手かは抜けてくる。驚くべきは九本の手を同時操作する
制
 せい

 
御
 ぎよ

 力だ。

　刃の嵐を防ぎながら後退していく。ギギナとウォルロットは〈
古き巨人
 エノルム

 〉の刃を受けられるが、後衛の俺は一撃を受けるたびに体が流される。腕力が違いすぎた。駅の警備咒式士が出てきたが、目線で下がれと指示を出す。中位の
攻
 こう

 
性
 せい

 咒式士が出てきても、瞬殺されるだけだ。

　九の鋏や
錐
 きり

 や
鋸
 のこぎり

 を刃と咒式で防ぎつつ、俺たちは駅構内を下がっていく。背後では、人々が我先にと駅を逃げていく。

　咒式を放射しつつ、背後を確認。改札だった。すでに駅員は逃げている。改札の停止板を乗り越えることを思いつかず、腹で引っかかっている女性が手足を振っている。電光表示板には次の電車が一分後に出るという表示。これしかない。

「戦略的というか、政治的撤退！」

　刃の
交
 こう

 
錯
 さく

 を続けながら、改札に到達。前に向けたヨルガで咒式を放ちつつ、俺は停止板に引っかかっている女性に背中から触れる。マグナスを腰から引きぬいて、停止板を切断。

　倒れる女性の
襟
 えり

 をマグナスの
柄
 つか

 ごと

摑

 つか

 んで、横に押しだす。俺の
傍
 かたわ

 らを抜けて、女の背に向かう鋏。切っ先を刃が止める。

　振りかえると、改札機の上に立ったウォルロットが、右手の刃で止めたのだ。

「逃げろ！」

　悲鳴とともに、女が
這
 は

 って逃げる。同時にウォルロットの腹部に鋏が突き刺さる。体を
[image: ]

 ねじ

 って、ウォルロットが
逃
 のが

 れた。

　改札の上では、ギギナと負傷したウォルロットが刃を振るい、ヒヘイデス・スの鋏や錐と鋸を迎撃していた。

「もう殺させぬよ！」

　腹部の傷を
庇
 かば

 いながら、ウォルロットが刃を振るう。
虐
 ぎやく

 
殺
 さつ

 者は少し変化していた。

　双方の刃で、改札の上にある電光表示板が一瞬で分解。破片の雨の下を、俺とジヴが改札を抜ける。

　手を伸ばして、ジヴの手を摑
 む。二人の目が
交
 こう

 
錯
 さく

 する。横手では、改札機が数十に分解され、弾けた。

　俺はジヴの手を引いて一気に走り、
自動階段
 エスカレーター

 に滑りこむ。ギギナとウォルロットも自動階段まで後退。上にはヒヘイデス・スの姿があった。紳士姿が急滑降してくる。再び刃と
咒
 じゆ

 
式
 しき

 で迎撃。狭い空間に雷と
投
 とう

 
槍
 そう

 が吹き荒れた。

　
自動階段
 エスカレーター

 が下降していくなか、ギギナとウォルロットが剣を振るい、俺は咒式を放ちつつ、発着場に到達。ジヴの手を引いて下がっていく。逃げ場所を失った人々が、別の階段から逃げていく光景が見えた。

　構内に響く音。トンネルを抜けて、列車が入ってきた。
賭
 と

 
博
 ばく

 場も
娼
 しよう

 
館
 かん

 もほとんど開店していない時間のため、ゴーゼス行きの乗客は少なめだ。

　電車の窓から外を見ていた乗客が、自動階段で戦う俺たちに気づいた。窓に並ぶのは、そろって恐怖の目だった。扉が開くと、乗客たちが早く扉を閉めろと叫んでいた。

　ジヴの手を引いて、列車へと押しこむ。車内からジヴが振りかえるが、戻ることは許さない。自動階段から、金属音に破砕音が降ってくる。

　ギギナとウォルロットの前衛二人も、ヒヘイデス・スを押さえつつ、自動階段の下まで到達してきた。銀の暴風が吹き荒れ、壁や天井が破砕されていく。〈
矛槍射
 ベリン

 〉を放って
牽
 けん

 
制
 せい

 しつつ、俺は慌てた
車
 しや

 
掌
 しよう

 が列車の扉を閉めていくことを確認。

　言葉にしなくても、前衛二人は理解している。ギギナが
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 を叩きこみ、
鋏
 はさみ

 や
錐
 きり

 を粉砕。同時にウォルロットが重力質量系第三階位〈
霍金輻爆
 ホー・キン

 〉を展開。ガンマ線が爆裂。自動階段の床板や構内の壁が粉砕される。

　俺は背中から列車に飛びこむ。ギギナとウォルロットが飛びこんだ瞬間、白煙を断ち切るように扉が閉まる。列車は急発進する。俺は
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 を抱えて、列車の窓へ駆けよる。乗客たちは怯えて道を開く。無視して窓をヨルガの刃で破る。

　緩やかに曲がる列車の
車
 しや

 
輛
 りよう

 の横手、遠ざかる白煙の向こうから、黒い九本の手の動きと、四つの
橙
 だいだい

 色の光点。

　窓から出した魔杖剣の切っ先で咒式を発動。化学
鋼
 こう

 
成
 せい

 系第四階位〈
鍛澱鎗弾槍
 ウアープ

 〉により、タングステンカーバイドの砲弾が高速
射
 しや

 
出
 しゆつ

 。

　砲弾は白煙を切り裂いて、橙色の光点の中央に命中。発着場の奥へと叩きかえす。

　列車は加速し、暗いトンネルを通常以上の速度で走っていく。

　追撃がないことを確認し、俺は息を吐く。ギギナは座席横の鉄の棒を握り、ウォルロットも列車の扉に背を預ける。九つの刃は俺たち三人の体を刻んでいた。致命傷はないが、立っているだけで鮮血が列車の床に
零
 こぼ

 れて、血溜まりを作る。

　周囲の客は不安そうに俺たちを見ている。

「ああ、大丈夫です。俺たちは
攻
 こう

 
性
 せい

 咒式士で……」

　それ以上を説明する気力がない。今、〈
古き巨人
 エノルム

 〉という最悪の相手から逃げだしたばかりなのだ。視線で捜すと、ジヴはウォルロットの手当てをしていた。血が
滲
 にじ

 む腹部に
咒
 じゆ

 
符
 ふ

 を当てて、包帯を巻いて傷口を
縛
 しば

 っていく。

　もちろん、俺はギギナが治療しているし、ジヴが一番重傷であるウォルロットを手当てするのは理にかなっている。理屈で分かっていても、心には黒い蛇が生まれる。

　
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 の機関部から、弾倉を排出。新しい弾倉を叩きこむ。逃げきったとはいえ、安心できない。列車がトンネルを抜ける。低層住宅や雑居ビル街の間に突き立つ
橋
 きよう

 
脚
 きやく

 の上に、高架線路が広がっていた。

　地上から一五メルトルほどの高さにある複線の線路を、列車が進んでいく。見下ろすと、高架線路は運河沿いを走っていた。

「はい、これで大丈夫」

　ウォルロットに対するジヴの応急手当てが終わる。俺はギギナの手を払って、前に出る。

　揺れる車内で、二人の視線が向かいあう。立ちつくす俺と、救急用具を持ったままのジヴの目が合わされていた。列車内にいる客の好奇の目が、俺とジヴにそそがれる。
血
 ち

 
塗
 まみ

 れの人間は怖くて避けるが、他人の恋愛話には興味
津
 しん

 
々
 しん

 なのだろう。だが、気にしている場合ではない。

　ジヴが手を掲げる。手には治療用の
咒
 じゆ

 
符
 ふ

 があった。

「次はガユス、あなたの手当てを……」

「そんなことより、ジヴ、俺の腕のなかへ戻ってきてくれ」

　俺は手を伸ばす。掲げられていたジヴの手は、また戻される。素直に手を受けていいのか、彼女はまた迷っていた。

　列車はビルとビルの間にある高架線路を抜け、エリダナを横断していく。強引にでもジヴを取りもどす。一歩を進める。ウォルロットが立ちふさがる。男の
逞
 たくま

 しい肩越しに、ジヴは俺を見ていた。

「あなたは、ガユスは大事な人だけど」

　ジヴがつぶやく。

「今は戻れない」

　俺は違和感を
抱
 いだ

 いた。ようやく再会できたジヴの態度が、俺の予測と違っている。

「待てよ、待て」

　俺はありえない可能性を考えた。前提としていたことが違っている可能性がある。

「もしかしてだが、この状況になっても、ジヴはいつもとは違って俺が頼んだあの……」

　
凄
 すさ

 まじい
轟
 ごう

 
音
 おん

 とともに跳ね上がる世界。天井にまで飛びそうになり、再び通路に落下。俺は列車の後方に
這
 は

 いつくばっていた。

　周囲を見回す。波打つ通路、
歪
 ゆが

 んだ車体。窓のいくつかが割れていた。背後を見ると、乗客たちは後部扉に叩きつけられていた。他の乗客たちは床に落下し、骨折や
打
 だ

 
撲
 ぼく

 で
呻
 うめ

 き声をあげていた。

　ウォルロットとギギナは座席の横の鉄柱に

摑

 つか

 まって、
悠
 ゆう

 
然
 ぜん

 と立っていた。ウォルロットの腕に抱えられて、ジヴは無事だった。目を回しているが無事だ。二人くらいの運動能力の持ち主になると、天地が
攪
 かく

 
拌
 はん

 されるような列車事故でも関係ないらしい。

　俺とギギナは視線で意思
疎
 そ

 
通
 つう

 し、窓に進む。

　停止した列車の原因を探ろうと割れた窓から顔を出す。顔に吹きつける熱風。舞い上がる前髪。手で髪を押さえて、屋根の上に出る。
傍
 かたわ

 らには同じように列車の上に立つウォルロットがいた。

　列車の屋根に上った俺たちが見たものは、夜空に伸びる緋色の炎。

　眼下に散らばる通行人たちも、それぞれの顔で赤く染まる空を見上げている。車道の車も停車し、運転手たちが車窓から身を乗り出して夜空を見つめている。高架線路下の道路交通は完全に
麻
 ま

 
痺
 ひ

 していた。

　
轟
 ごう

 
音
 おん

 に爆音。間奏曲に悲鳴や断末魔。停車する車が事故を起こして、
渋
 じゆう

 
滞
 たい

 を悪化させる。

　顔を列車の前に向ける。
緩
 ゆる

 やかに曲がる高架線路に沿って、十両の列車も曲がっていく。

　異常事態は、緩く
湾
 わん

 
曲
 きよく

 して続く列車の先頭
車
 しや

 
輛
 りよう

 にあった。先頭車輛が
蛇
 じや

 
腹
 ばら

 のように
歪
 ゆが

 み、二両目もなかばまで宙に浮いていた。

　先頭車輛の右側に金属の柱が突き立っていた。金属の柱の
横
 おう

 
撃
 げき

 を受けた列車は、線路から押しだされて、強制停止させられていたのだ。金属の柱は、高架線路の右にそびえるビルの壁に続いていた。

　金属の柱が引きぬかれる。太い五指。手、そして腕。ビルの
蔭
 かげ

 からは、装甲の胸板。最後に金属質の体が現れる。

〈
古き巨人
 エノルム

 〉は、高架線路に手を伸ばして、列車を止めたのだ。ビルの角から、ルコルジ・ジの顔がこちらに向けられる。黄緑の四つの眼。

「哀しい。ヨルムデ・デの死が哀しい。そしておまえたちと再会したことが哀しい」

　ルコルジ・ジの手が高架線路にかけられ、
巨
 きよ

 

軀

 く

 が引きあげられていく。足が高架線路にかけられる。

　膝を伸ばして、巨体が立ち上がっていく。列車の上に立つ俺たちの目が見上げる。体高一七メルトルの〈古き巨人〉が、列車を
跨
 また

 いでいた。

　背後に炎の形を
象
 かたど

 った光輪が輝く。

「ヨルムデ・デの
鎮
 ちん

 
魂
 こん

 のためにも、指輪を渡すがいい。そうすれば哀しみのない世界に旅立たせてやれる。我を哀しませるな」

　ルコルジ・ジが声を響かせた。

〈古き巨人〉が列車を抱える。金属が
軋
 きし

 む。列車の連結部が引き
千
 ち

 
切
 ぎ

 られ、先頭車輛が持ち上げられる。連結部から人々が逃げだす。

　
剛
 ごう

 
腕
 わん

 がさらに右に振られ、列車が投げすてられた。

　線路を飛び越えた車輛は、おそろしく
緩
 かん

 
慢
 まん

 な軌跡を描いていく。巨大質量が高架橋の向こうに消えた数秒後、爆音と爆炎があがる。一拍遅れて車の激突音や悲鳴。後続の車も巻きこまれたのか、耳障りな音が連鎖するように続いていく。大惨事だ。

　俺とギギナ、ウォルロットとジヴは列車の屋根を後退していく。

　止まっていた列車が後退運動に入る。が、即座に止まる。

　屋根の上で四人が振りかえる。十両の列車の最後尾に異変。黒い金属の腕が車体を貫通し、線路に
縫
 ぬ

 い止めていた。

　車体から伸び上がった黒い腕の群れが上空で折れ曲がり、また下へ伸びる。腕の根本が伸び上がっていく。

　三重の関節を持つ腕に吊り下げられる姿勢で、線路から人影が上昇してくる。
杖
 つえ

 を握った
燕
 えん

 
尾
 び

 
服
 ふく

 に紳士帽子という姿。

　顔には、四つの
橙
 だいだい

 色の光点。帽子を左手でとって、一礼する。

「追いかけっこは紳士の遊びではなくてね」

　ヒヘイデス・スだった。重力蒸発の爆裂や砲弾
咒
 じゆ

 
式
 しき

 を喰らっても、この短時間で完全修復してきやがった。

　背中から伸びた手で、車体を左右に挟んで迫ってくる。

　後方からはルコルジ・ジが迫る重低音。前からはヒヘイデス・スの余った手が
鋏
 はさみ

 を開閉させていた。列車の上で、二体の〈
古き巨人
 エノルム

 〉に挟まれていた。

「永遠に再会したくなかったな」

　いつものように皮肉で答えるが、状況は悪い。

　列車の後方のトンネルから重低音。現れたのは十両編成の貨物列車。自分たちがいる列車の右手にある線路を進んでくる。運転席に人はおらず、自動運転だった。

　俺たちは列車の後方へ向かって走る。ヒヘイデス・スの
鋏
 はさみ

 が迫るが、ギギナが刃を走らせて一撃を防ぐ、と同時に右手へ飛ぶ。

　ジヴを抱えたウォルロットが貨物列車の屋根に着地。刃を立てて、体が流れることを防ぐ。ギギナと俺も着地し、貨物列車が走っていく。

　ヒヘイデス・スも、九つの腕を
畳
 たた

 んで、伸ばした。跳躍して貨物列車の最後尾に着地してきた。走る列車の上で、ギギナが後方へ、ウォルロットが前へ走る。

　貨物列車の進行方向には、線路を横断してルコルジ・ジが移動してきた。右手を伸ばしている。またも強引に列車を止めにきた。

　俺は屋根に膝をついた姿勢から〈
鍛澱鎗弾槍
 ウアープ

 〉を発動。タングステンカーバイドの砲弾が、ルコルジ・ジの右掌を貫通。さらにウォルロットが前に出る。左手の二等辺三角形の刃が、三角の連なりに分解。

　ルコルジ・ジの左腕に巻きつき、重力質量系第五階位〈
剛重質力膂場
 クレイオ・ス

 〉の咒式が発動。質量粒子と相互作用が変化。

　瞬間だけ一〇〇倍の重さとなった刃の威力で、ルコルジ・ジの左腕を切断。両手を失った〈古き巨人〉が後方へ下がり、左の線路で止まったままの列車を踏みつぶす。俺たちと貨物列車は、ルコルジ・ジの巨体の前を通りすぎていく。

「やるじゃねえかっ！」

　思わず俺は歓声をあげるが、ウォルロットは敵だと思いなおす。

「ジヴーニャを救うため、
仇
 かたき

 に向けての一撃だ」

　
誘
 ゆう

 
拐
 かい

 
犯
 はん

 は苦くつぶやく。ギギナの左手の甲が自らの頰
 に触れる。流れる鮮血を
拭
 ぬぐ

 う。

　線路は下り坂に入る。貨物列車の屋根も傾斜する。俺やジヴ、着地したウォルロットが落下しないように耐える。先にはエリダナの下町が見える。

　上からギギナが降ってきた。最後尾から追ってきたヒヘイデス・スが斜め上、屋根に立っていた。

「まだ逃げる気かね」

　
轟
 ごう

 
音
 おん

 。ヒヘイデス・スの背後、坂の頂上からルコルジ・ジの巨体が現れる。すでに回復して貨物列車を追跡してきたのだ。
凄
 すさ

 まじい歩幅で迫ってくる。

　貨物列車はさらに坂を下っていく。隣の線路とは違い、こちらの線路は下りつつ、右への大きな
円
 えん

 
弧
 こ

 を描く。

「あれはなにっ!?
 」

　ジヴの叫びで、全員の注目が一方向に集まる。緩やかに曲がりつつ坂を下っていく路線の右側には、コンクリの壁が続く。左側は
断
 だん

 
崖
 がい

 となっていた。

　列車から視線を左の崖の下に向けると、低地に広がる街並みが見える。谷底のような地区が広がり、建物の屋上や屋根の連なりがあった。谷底の建物の間には道路があり、車や人が行き来している。谷底から俺たちが進む線路に沿うように、高い
尖
 せん

 
塔
 とう

 が並んで建っている。列車が進む音や、後方でギギナとウォルロットが剣を振るう音も、谷に反響する。崖の横手に広がる光景は、エリダナの地下迷宮の一部が露出しているギズィデン地区だった。

　貨物列車は、崖沿いの線路を緩やかに左折しつつ、下っていく。下っていく線路の先は、谷底の街に立つ高架線路で、二股に分かれていく。

　なにがマズいって、大きな右折をする貨物列車は、背後から迫るルコルジ・ジに右側面を
曝
 さら

 すことになる。

　背後を見上げると、坂の上に〈
古き巨人
 エノルム

 〉の姿があった。高所から、巨体が
飛
 ひ

 
翔
 しよう

 。緩い円弧を描く線路に向かって、落下していく。途中で尖塔の先端をいくつか破壊した飛翔体の着弾点は、貨物列車の先頭とコンクリ壁。爆音と轟音。貨物列車は急停止し、第二車輛、第三車輛が
蛇
 じや

 
腹
 ばら

 のように縮み、貨物やコンテナが飛びだす。直下型大地震に等しい衝撃だった。

　俺やギギナ、ウォルロットにジヴも空中に投げだされる。空中のジヴへ手を伸ばす。ジヴも俺へと手を伸ばす。

　だが、ウォルロットの手が空中でジヴを

摑

 つか

 み、貨物列車の屋根に着地。俺とギギナも着地する。大穴の底に向かって、コンテナや内部の物資や商品が落下していく。穴の底に達する音は聞こえない。

　大穴に沿った線路は惨状となっていた。崖沿いに下っていく線路はところどころ
崩
 ほう

 
落
 らく

 している。強制停止させられた貨物列車は、縦に波打っていた。

「ルコルジ・ジ、いつもとは逆だが、指輪が穴に落ちたらどうするつもりだ？」

　ヒヘイデス・スの叫びは上からだった。逆さの
蜘
 く

 
蛛
 も

 の姿勢となって、九本の腕の先にある
鋏
 はさみ

 や
錐
 きり

 や
鋸
 のこぎり

 で壁に摑
 まっていた。

　列車ごと右手にある壁に
穿
 うが

 った大穴から、金属の巨体が引きだされる。コンクリの破片が崩落していき、線路に降り積もる。

「ここで
逃
 のが

 すと、哀しみは永遠となる。それは耐えられない」

　ルコルジ・ジが四つの黄緑の目を光らせる。肩にヒヘイデス・スが着地する。背中の腕が曲がっていき、
鋏
 はさみ

 の先で傾いていた紳士帽子の位置を直す。

　ルコルジ・ジが一歩を踏みだす。列車の二両目が、屋根ごと踏みぬかれる。

　俺は
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 を構える。ギギナも
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 を掲げる。左隣に影。横目で確認すると、双剣を交差させたウォルロットがいた。

　ギギナが屠竜刀を掲げる。

「前か後ろか、どちらがお好みだ？」

「女に聞いてみたい
台詞
 せりふ

 だな。この状況で言うなら、前も後ろも地獄だ」

「おまえたちが犠牲となればいい」

　それぞれが
仇
 きゆう

 
敵
 てき

 の俺とギギナ、ウォルロットが並んで、ようやく一体と勝負ができる。二体が相手となれば、絶望的な闘いでしかない。

　ウォルロットが背後に眼を向ける。俺も右目だけで追う。貨物列車の屋根に立ち、胸の前で両手を祈るように合わせているジヴが見えた。

「ジヴーニャはいい女だな」

　ウォルロットがつぶやく。

「知っている」

　俺は事実を返す。左隣のウォルロットが前に出る。

「強引に体を奪うより、心が欲しくなってきた」

「なんだと!?
 」

　俺は進むウォルロットの横顔を
睨
 にら

 みつける。ギギナも先に出る。視線を前に戻すと、ルコルジ・ジが足を踏みだし、四両目が破砕。動くだけで
轟
 ごう

 
音
 おん

 と破壊。

　下っていく崖の壁に沿う線路の上で、戦端が開かれる。ルコルジ・ジは右手を谷の上の大空間に掲げる。

　十重の化学
錬
 れん

 
成
 せい

 系第三階位〈
誘炸弾槍
 カ・イム

 〉が放射。迫る
炸
 さく

 
裂
 れつ

 弾頭に対し、ウォルロットが左手を振り、三角形が連なる刃で全弾を撃ち落とす。線路に列車の上空爆炎の花が咲き乱れる。

　爆炎の
蔭
 かげ

 で、俺は膝をついた姿勢から〈
鍛澱鎗弾槍
 ウアープ

 〉を放つ。タングステンカーバイドの砲弾がルコルジ・ジの掲げた右腕に命中。

　ルコルジ・ジは巨体を活かした格闘型。俺としては遠距離から大火力で押すしかない。
怯
 ひる

 んだ相手に〈
爆炸吼
 アイニ

 〉を放つ。ルコルジ・ジの頭部付近で炸裂。

　爆煙が線路と列車の上に降りそそぐ。追撃を放とうとして、足下からヒヘイデス・スが突進してきていた。九つの手を使っての、
蜘
 く

 
蛛
 も

 のような移動。鋏や
錐
 きり

 が
煌
 きら

 めく。俺は
咒
 じゆ

 
式
 しき

 を切り替えて〈
矛槍射
 ベリン

 〉で
迎
 げい

 
撃
 げき

 。

　鋏が槍を挟み、錐が貫き、
鋸
 のこぎり

 が受けとめる。紳士帽子の下にある四つの目が
嘲
 ちよう

 
弄
 ろう

 の色に点滅する。さらにウォルロットの質量爆発とギギナの
封
 ふう

 
咒
 じゆ

 
榴
 りゆう

 
弾
 だん

 が炸裂。

　九本の腕を伸ばして、ヒヘイデス・スが上空に逃げる。左側にある壁に着地。蜘蛛となって斜めに降りてくる。

　四つの腕で移動し、残りの五本の腕を降らせてくる。ギギナとウォルロットが刃を交差させて受ける。金属と金属が激突する音。二人の
咒
 じゆ

 
式
 しき

 剣士の
踵
 かかと

 が列車の屋根を削りつつ、後方に下がる。

「紳士としては、早く
諦
 あきら

 めることを忠告しよう」

　ヒヘイデス・スが残った腕を振る。多重関節の腕が、巨大な円弧を描いて迫る。
颶
 ぐ

 
風
 ふう

 をまとって
薙
 な

 いでいく鋭利な金属を、二人の剣士が列車の屋根に伏せて回避。ギギナの肩とウォルロットの後ろ髪を
掠
 かす

 め、コンクリ壁に
大
 おお

 
鋏
 ばさみ

 が突き刺さる。

　コンクリの破片の雨の下、ギギナとウォルロットは伏せた姿勢から後方へ逃げる。二人がいた地点に、上空からの一撃。列車の屋根を貫き、線路まで到達。自動車ほどもあるルコルジ・ジの踵だった。

　ルコルジ・ジの胸元に爆裂咒式が
炸
 さく

 
裂
 れつ

 。衝撃で巨体が後方へ揺らぐ。俺の
掩
 えん

 
護
 ご

 で、ギギナとウォルロットが後退。刃を構える。

　降りそそぐ爆煙の間を、またヒヘイデス・スが抜けてくる。九本の腕をすべて
畳
 たた

 んで、
飛
 ひ

 
翔
 しょう

 してくる。狙いは掩護をしている俺。ギギナとウォルロットが空中へと刃を放つが、畳まれた九の腕が装甲となって弾かれた。

　俺が
紡
 つむ

 いでいた
砲
 ほう

 
弾
 だん

 咒式を放つ前に、腕の一本が伸びた。鋏の下の刃が右肩を貫き、列車に
縫
 ぬ

 い止められた。放たれた砲弾は、大穴の縁に命中し、コンクリを虚しく砕いた。

　列車の上空には、七本の腕に支えられた
燕
 えん

 
尾
 び

 
服
 ふく

 の紳士がいた。

「ガユスっ！」

　振りかえるギギナへ、ルコルジ・ジの腕の一撃。超質量で、コンクリ壁に叩きつけられる。ウォルロットの質量爆裂咒式が、巨人の腕に
炸
 さく

 
裂
 れつ

 。列車の後方ではジヴが硬直していた。〈
古き巨人
 エノルム

 〉と
攻
 こう

 
性
 せい

 咒式士の闘いは、地獄の闘争だった。

　ヒヘイデス・スの
橙
 だいだい

 色の目の群れが、俺を垂直に見下ろす。肩を貫いた鋏が、閉じられる。

　右肩の三角筋の根本が切断。俺の唇から絶叫。ヒヘイデス・スが笑う。

「痛いかね？」

　視界の端に、噴出した鮮血が散る。自分の血が顔に降って温かい。痛みで意識が飛びそうになる。

　胸元に
畳
 たた

 まれたのは、残る一本の腕。金属の指は鋏を握っていた。黒光りする鋏が開閉し、不気味な音を立てる。

「死ねば痛くない。次に生まれるときは、私のような素敵な紳士になりたまえ、なるな」

　声とともに、鋏が落下してくる。一秒後に両断されて死ぬ自分が想像できた。

　
轟
 ごう

 
音
 おん

 。合金製の鋏は俺に向かわず、左にある壁面に炸裂していた。

　黒い腕を貫通した九条の銀。刃によって腕をコンクリ壁に縫いつけ、鋏の軌道を
逸
 そ

 らせたのだ。

　ヒヘイデス・スの眼が、銀の帯をたどっていく。

　崖の横手に伸びた帯は
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 の
柄
 つか

 につながり、柄は
籠
 こ

 
手
 て

 に包まれた人間の手が握っていた。

　線路の横、谷間からそびえる
尖
 せん

 
塔
 とう

 の上に立ち、
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 を握る人影。鋭利な刃のような眼差しをした、
隻
 せき

 
眼
 がん

 の男。
傍
 かたわ

 らには、飛行
眼
 め

 
鏡
 がね

 を額にかけた少年のような姿があった。

「イェスパーに、ベルドリト!?
 」

　言葉にしても、俺には信じられなかった。かつて春先に俺たちや、魔女と戦った
翼
 よく

 
将
 しよう

 が、眼前にいたのだ。後退してきたギギナも、珍しく
驚
 きよう

 
愕
 がく

 の表情を浮かべていた。

「モルディーンの翼将たちがなぜここに。皇都にいるはず……」

　ギギナの言葉に、ウォルロットも止まっていた。

「翼将、あの怪物どもか」

　俺たちの疑問にイェスパーは苦み走った表情を返す。

「ガユスとギギナはともかく、ピエゾのウォルロットまでいるなど予想外だ。都合がいいのか悪いのか」

　イェスパーの隻眼は、前を見据えたままだった。

「我々がここにいる理由はどうでもいい」

　イェスパーが腕を引きしぼると、
九
 く

 
頭
 ず

 
竜
 りゆう

 
牙
 が

 
剣
 けん

 の銀の帯が引かれる。腕が、一気に谷にそびえる尖塔の方向へ引かれる。

　残る八本の腕の先にある凶器を列車に突き立てて、ヒヘイデス・スは抵抗する。気づくと、ベルドリトの姿が消えていた。

「壁からどーん！」

　左のコンクリ壁から、青い
燐
 りん

 
光
 こう

 を帯びてベルドリトが飛びでる。剣の一撃はヒヘイデス・スの腕の内側、本体へと向かっていた。

「
量
 りよう

 
子
 し

 
透
 とう

 
過
 か

 の奇襲かっ！」

　ヒヘイデス・スが壁から離れる。弟の攻撃に呼吸を合わせて、イェスパーが伸びた刃を全力で引く。

　
均
 きん

 
衡
 こう

 を崩して、ヒヘイデス・スと腕に絡まるベルドリトが谷の空中へと引きよせられる。先には、谷底からそびえる尖塔の上、イェスパーが待っている。

「まずは貴様を片づけ、吐いてもらう」

　
翼
 よく

 
将
 しよう

 の宣告に、ヒヘイデス・スが
杖
 つえ

 を回転させる。

「まったく
野
 や

 
蛮
 ばん

 な。人属の非紳士にそれができるとでも？」

　空中で引かれるヒヘイデス・スは背中からの腕を動かす。
鋏
 はさみ

 を開閉させ、固定された腕を根本から切断。刃の帯の
拘
 こう

 
束
 そく

 から
逃
 のが

 れる。イェスパーが立つ尖塔の屋根に八本の手で着地したヒヘイデス・スが、爆発したかのように突進していく。腕に絡まったままのベルドリトも引っ張られていく。

　五本の腕をそろえて、五つの凶器が密集して殺到していく。尖塔の屋根の向かい側に立つイェスパーは、刃を変化させた盾で受けとめる。衝撃は足に伝わり、尖塔の
円
 えん

 
錐
 すい

 の屋根に伝わった。

　古い尖塔の屋根が衝撃に耐えきれず、
崩
 ほう

 
壊
 かい

 。

　
屋
 や

 
根
 ね

 
瓦
 がわら

 や構造建材が落下。ヒヘイデス・スとイェスパーは、重力のままに谷底へと落ちていく。二人は落下しながら刃を交わし、軌道にある
尖
 せん

 
塔
 とう

 の壁や、連結させている橋を破砕していく。見下ろす俺とベルドリトの目が合う。「まったね～」と
翼
 よく

 
将
 しよう

 は手を振っていた。

　翼将たちと〈
古き巨人
 エノルム

 〉は、谷底の建物の間へと落下し、消えていく。

　見ている場合ではない。爆風が晴れていき、線路上にルコルジ・ジの巨体が現れる。顔、腕、体とトリニトロトルエン爆薬が
炸
 さく

 
裂
 れつ

 しても、ほぼ無傷だった。

　巨体が動き、ルコルジ・ジの右足が振り下ろされる。列車を踏み砕き、炎上させる。

「なるほど、これで少しは戦いになるだろう」

　炎に照らされる四つの目には、闘争に
猛
 たけ

 る輝きがあった。

「それゆえに、おまえたちを殺さねばならぬ哀しみが増した」

　ルコルジ・ジが進んでくる。ギギナとウォルロットは後退し、俺に並ぶ。

「横穴がある！」

　俺たちの背後でジヴが叫ぶ。俺たちは後ろに跳ねた。ルコルジ・ジも追跡に動く。









　エリダナの街角、カナレイン通り。車道には色とりどりの車が行き交う。歩道には人々が笑顔を並べている。

　平和なエリダナの街角に、重低音が響く。道行く人々の足が止まり、周囲を見回す。再び重低音が
轟
 とどろ

 く。

　音は地下から響いていた。震源地である車道の四つ角へ、人々の視線が集中する。

　爆発。アスファルトが噴きあがる。

　四つ角での爆発に、急停止する車。後続の車が激突。さらに玉突き事故が発生。避けようとした車が歩道に突っこむ。人々が逃げ去った場所へ車が進み、店先のガラスを破って停止する。

　噴きあがったアスファルトが、四つ角に詰まった車の上に落下していく。赤い自動車の上に、イェスパーとベルドリトが着地する。車道の向かい側、輸送車の上に、ヒヘイデス・スの復活した九本の手が着地した。

　事故
車
 しや

 
輛
 りよう

 から人々が逃げだしていく。

　自動車と輸送車の屋根の上で、翼将たちと〈古き巨人〉の
睨
 にら

 みあいが続く。車上のイェスパーが化学
鋼
 こう

 
成
 せい

 系第一階位〈
錬成
 ベリス

 〉を九つ同時発動。右手に握る
九
 く

 
頭
 ず

 
竜
 りゆう

 
爪
 そう

 
剣
 けん

 から、九つの銀の帯が伸びていく。切っ先が車の屋根の上で踊っている。

　後方の左手に握られた九頭竜牙剣から、九条の刃が伸びる。刃の群れは、
鎌
 かま

 
首
 くび

 をもたげて放たれる瞬間を待っている。

「十八の刃か」

　九本の手の中心部に、ヒヘイデス・スは吊り下げられた姿となっていた。紳士帽子の下で、四つの目を光らせる。

「ならばこちらも紳士的に倍っ！」

　ヒヘイデス・スの背中の左から、黒い群れが噴出。空中に
蠢
 うごめ

 くのは、新たな九つの腕と
鋏
 はさみ

 や
錐
 きり

 や
鋸
 のこぎり

 の群れ。十八の腕と凶器を持った腕が上下左右に動く。

　紳士帽子の下、ヒヘイデス・スの
橙
 だいだい

 色の目が得意げに輝いている。

「この腕は、化学鋼成系第二階位〈
鋼触腕
 ヘカト

 〉の
咒
 じゆ

 
式
 しき

 でね。十八もの数を同時起動できるのは、〈
古き巨人
 エノルム

 〉のなかでも、紳士である私だけだろうね」

「我らが知らない〈古き巨人〉の咒式、というわけか」

　驚きもせずに、イェスパーは刃を構えたまま動かない。ヒヘイデス・スの周囲で踊る十八の腕のうち、鋏を握った腕を前に向ける。

「
折
 せっ

 
角
 かく

 十八もの咒式を起動したというのに、紳士的に決闘を開始しないのか？」

「おまえが紳士と言うならば、周囲の人々が避難するまで待て」

　イェスパーとヒヘイデス・スの周囲では、まだ人々が逃げていた。ヒヘイデス・スは不満そうに息を吐く。

　背中から生えた腕を振るう。逃げおくれた運転手の後頭部へ向けて、長い腕が伸ばされる。顔を上下に両断しようとした鋏は、イェスパーが放った刃に阻止された。

　弾きあう刃の下で、運転手は必死に逃げていく。絡みあう刃が離れた。イェスパーの左目に怒りの雷が
掠
 かす

 める。

「皇国臣民に手を出すことは、侯爵として軍人として許さぬ」

「おもしろい。
汝
 なんじ

 なりに紳士道があるわけだ」

　ヒヘイデス・スは本来の手で
豹
 ひよう

 
頭
 とう

 の
杖
 つえ

 を回す。左手で杖の先を受ける。

「ルコルジ・ジは真面目だから、今回の大計画の
遂
 すい

 
行
 こう

 が第一だ。しかし私は少し違っている」

　四つの目には
橙
 だいだい

 色の炎が灯る。

「我々大地の化身である〈古き巨人〉にとって、君たち人属は地上に
蠢
 うごめ

 く
塵
 ちり

 
芥
 あくた

 にすぎない。我々のほうが先住者であるというのに、地下資源を奪いとり、地上を
穢
 けが

 す」

　ヒヘイデス・スの周囲で腕が複雑に動く。先端の手に握られた鋏が開閉され、錐が回転する。振られる
鋸
 のこぎり

 が鈍い光を放つ。

「紳士は潔癖性でね。眼前の粗大ゴミを排除することを、私は好むのだよ」

「では、こちらも
遠
 えん

 
慮
 りよ

 せずにゴミを消滅させてやろう」

　
苛
 か

 
烈
 れつ

 な返答を投げつけイェスパーが右へと動き、ベルドリトが続く。
翼
 よく

 
将
 しよう

 の動きに
呼
 こ

 
応
 おう

 するように、ヒヘイデス・スが腕を地につけて自らの左へと動きだす。

　巨大な
蜘
 く

 
蛛
 も

 と、翼将たちは
睨
 にら

 みあったまま車の屋根を渡っていく。
機
 き

 
剣
 けん

 
士
 し

 の体重で車の屋根が
歪
 ゆが

 み、ヒヘイデス・スの手と凶器に踏まれて貫通される。乗り移っていく車が破壊され、窓ガラスが砕ける。

　同じ方向へ両者が進む。歩みは早足となり、すぐに疾走となる。

　車の列の上を、十八の刃をなびかせた機剣士が駆けていき、蜘蛛のような〈古き巨人〉が疾走していく。

　互いに向けて、左右
併
 あわ

 せて十八条の刃と十八の凶器が放たれる。間の車道上にあった、街灯やレストランの屋外席の
椅
 い

 
子
 す

 や机、
日
 ひ

 
傘
 がさ

 、郵便箱が一瞬で分解し、衝撃で
撥
 は

 ね上がる。

　両者の疾走が続き、間に路上駐車された冷蔵車が入る。イェスパーが足を止め、ヒヘイデス・スの腕による移動が止まる。

　双方が相手を目視できないままに刃を放つ。互いの間にある冷蔵車の金属の車体が、一撃で分解。数十の金属とガラス
樹
 じゅ

 
脂
 し

 の
塊
 かたまり

 になる。

　空中に散らばる金属の破片がさらに分解。銀の刃が突けば
鋏
 はさみ

 が跳ねかえし、
錐
 きり

 が地上から跳ねれば、銀の帯が上から降りて撃突し、金属質の悲鳴をあげる。

　五本の腕が集まり絡みあい、凶器を重ねて、大鋏と化させる。落下してくる車の扉を貫通しつつイェスパーに向かう。銀の帯が
円
 えん

 
弧
 こ

 を描いて扉ごと大鋏を切り刻む。

　
機
 き

 
剣
 けん

 
士
 し

 の左手が振られ、上空へと向かった九条の
鈍
 にび

 
色
 いろ

 の帯が折れ曲がり、車の屋根を貫く
残
 ざん

 
酷
 こく

 な雨となって降る。九条の鋏の群れが
蛇
 へび

 のように銀の刃に絡まっていき、車の屋根ごと締めつけていく。絡まった腕が開き、内側に向かう。九条の刃の先端を鋏で剪断する。

　銀の蛇と黒き腕の凶器は、さらに暴風のように吹き荒れる。金属が切断され、激突する音は機関銃の発射音となっていた。

　兄の後方の歩道で、ベルドリトは動けない。二人の剣技の密度が高すぎて、ベルドリトは兄の
掩
 えん

 
護
 ご

 ができなかった。下手に割ってはいれば、イェスパーの足を引っ張ることになる。唇を

嚙

 か

 みしめて、好機を
窺
 うかが

 っていた。

　さらに剣と凶器の嵐は続く。数十条の銀と黒の帯が
交
 こう

 
錯
 さく

 する軌道上にあった物体は、
粉
 こな

 
微
 み

 
塵
 じん

 に刻まれていく。分解された冷蔵車は、さらに数センチ角の金属片になって周囲に飛散していった。
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　互いに車道の端の車上から、中央の車列へと向かって移動。
併
 へい

 
走
 そう

 しながらの刃の
応
 おう

 
酬
 しゆう

 は、一層激しくなる。双方の刃の速度は、すでに人間が視認できる限界を超えていた。刃の嵐と凶器の暴風にしか見えない。

　銀の嵐が
掠
 かす

 めたヒヘイデス・スの額が刻まれ、紳士帽子の角が吹き飛ぶ。銀の体液が周囲に散った瞬間、刃の嵐でさらに刻まれる。

　イェスパーの頰
 に赤い線が浮かび、肩口が割れる。同じように赤い鮮血は周囲の刃の暴風でさらに刻まれる。

　ヒヘイデス・スの十八の凶器が殺到。
鋏
 はさみ

 と
錐
 きり

 と
鋸
 のこぎり

 をイェスパーの十八の刃が交差して止める。

「こっこだっ！」

　イェスパーの肩を蹴って、ベルドリトが前方に
飛
 ひ

 
翔
 しよう

 。ヒヘイデス・スに向かって、青白い光を放つ。〇と一の数式の鎖が絡みあい、殺到していく。

　数列がヒヘイデス・スの五本の腕を
縛
 しば

 る。しかし、〈
古き巨人
 エノルム

 〉は腕を振って、
咒
 じゆ

 
式
 しき

 の
縛
 ばく

 
鎖
 さ

 を引きちぎる。〇と一の数字が散乱。

「まっだまだ♪
 」

　車の屋根に着地したベルドリトは、数法量子系第四階位〈
火竜呼召法
 ガルーヴア

 〉を発動。青白い咒印
組
 そ

 
成
 せい

 
式
 しき

 から、赤い物体が現れる。赤い
鱗
 うろこ

 に赤い眼。短剣のような牙が並ぶ。それは
火
 か

 
竜
 りゆう

 の首の部分召喚だった。

「ピニョルルリンよ、焼いちゃえっ！」

　竜の赤黒い口が開かれ、莫大な咒式で強化された化学
錬
 れん

 
成
 せい

 系第三階位〈
緋竜七咆
 ハボリユム

 〉の咒式が発動。咒式士とは
桁
 けた

 が違う、
膨
 ぼう

 
大
 だい

 なナパームの
業
 ごう

 
火
 か

 が放射。

　極太の緋色の帯が、車や街路を炎上させていく。ヒヘイデス・スは左に逃げて猛火を回避。爆炎が車道の車やアスファルトを炎上させていく。

「竜の息吹は、紳士的に危険だ」

　さらに追撃の炎を吐こうとした竜の苦鳴。
鱗
 うろこ

 に
覆
 おお

 われた額から
頭
 ず

 
蓋
 がい

 
骨
 こつ

 を抜けて後頭部へと、長い長い腕が貫いていた。抜けた手と握る鋏は、血と
脳
 のう

 
漿
 しよう

 に
塗
 まみ

 れていた。

　火竜の脳を貫通した腕を、イェスパーの刃が切断。竜の首が前に倒れる。絶命と同時に、頭部から首が量子の光へ戻っていく。

　イェスパーの追撃の刃は、ヒヘイデス・スの凶器の
円
 えん

 
弧
 こ

 に弾かれる。さらに
機
 き

 
剣
 けん

 
士
 し

 の左手が下から振りぬかれる。九つの刃は、ヒヘイデス・スが左側の腕の凶器を重ねて受ける。

　ヒヘイデス・スが体を回転させ、腕と手に握られた凶器が放射状に伸びる。街路一面を
薙
 な

 ぐ半径一五メルトルの刃を、イェスパーは車の上に
屈
 かが

 んで回避。

　イェスパーの後ろ髪や、路上にあった街灯や車がまとめて両断される。殺傷半径から
逃
 のが

 れるために、ベルドリトは後方に退避。切断された街灯の上部が落下し、ガラスと音を
撒
 ま

 き散らす。

　回転の終わりに合わせて、イェスパーが立ち上がりつつ右の九条の
蛇
 へび

 を放つ。ヒヘイデス・スは左の腕の刃を重ねて防御。火花と金属音。

　回転と防御で傾いたヒヘイデス・スに向かって、イェスパーが間合いを詰める。跳ね上がる
機
 き

 
剣
 けん

 
士
 し

 の左足。重い中段蹴りをヒヘイデス・スの
畳
 たた

 まれた右腕が防御。

　しかしイェスパーの右足が下から
顎
 あご

 を狙う。爪先から刃が伸びる。

　顎から
串
 くし

 
刺
 ざ

 しにしようとした刃を、ヒヘイデス・スが腕を支点にした後方回転で避ける。

　後方回転には、腕が連動している。下から上へと腕の
鋏
 はさみ

 が放たれる。イェスパーは左右の剣を下向きに交差させて、鋏や
錐
 きり

 や
鋸
 のこぎり

 の凶器の群れを受けとめる。力で強引に弾く。

　
九
 く

 
頭
 ず

 
竜
 りゆう

 
牙
 が

 
剣
 けん

 が旋回。輸送車の屋根の上に降りたヒヘイデス・スへ、九条の刃が伸びていく。横に手をついて逃げたヒヘイデス・スの
燕
 えん

 
尾
 び

 
服
 ふく

 の
裾
 すそ

 を
掠
 かす

 めて、直線はさらに伸びる。背後のビルの玄関に命中。一瞬で鉄とガラスの破片に分解。

　互いに刃を引きもどし、構えに戻る。

「〈
古き巨人
 エノルム

 〉に、これほどの剣技を使うものがいようとはな」

　イェスパーの左右十八条の刃は、体の回転に合わせて周囲を固める刃の結界となる。ベルドリトも
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 を逆手に構える。

「我と同じ一八条の刃を
完
 かん

 
璧
 ぺき

 に
制
 せい

 
御
 ぎよ

 するとは、人属にこれほどの剣士がいるとは」

　ヒヘイデス・スが戻した一八本の腕が大きく広がり、黒い
孔
 く

 
雀
 じやく

 となっていた。









　大空洞の脇にあった複線のトンネルを、俺たちは走る。

　ギギナの治療
咒
 じゆ

 
式
 しき

 が、俺の右肩で青白く光っている。

　四人の足音が
大
 だい

 
伽
 が

 
藍
 らん

 に響く。壁も床もコンクリの広大な空間だった。エリダナに元々作られていた地下迷宮の回廊を、地下鉄として改装しているらしい。俺は
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 の弾倉を交換しつつ、逃走していく。

「待って、速すぎて無理！」

　ジヴの疾走が止まる。ジヴの足では、
攻
 こう

 
性
 せい

 咒式士の移動速度についてこられない。途中からウォルロットがジヴの腰に腕を回す。左の脇にジヴを抱えて走る。

「ちょっと！」

「俺の女に触るなっ！」

　
併
 へい

 
走
 そう

 する俺はウォルロットへ刃を放つが、右手の刃で弾かれる。

「おまえでは彼女を抱えて走れない！」

　ウォルロットが怒号を返して走る。俺は納得しても悔しさを
堪
 こら

 えて走る。ジヴも黙って、ウォルロットに抱えられて運ばれるに任せていた。破裂音。奥の壁が破砕され、コンクリの嵐とともに、ルコルジ・ジが現れる。

「哀しい。実に哀しい」

　一歩ごとに床を破砕しながら、地下空洞を追ってくる。

「君たちを殺さねばならないことが、実に哀しい」

　ルコルジ・ジは一気に俺たちの背後にまで迫る。巨大な足がコンクリ床を砕いて急停止。

　巨人が右手を振る。線路を支えているコンクリ柱が破砕。巨大な破片が横からの散弾となる。それぞれ自動車や輸送車、小型車ほどのさまざまな大きさの破片が降りそそぐ。

　俺は前に飛んで回避。ギギナは飛んだ俺を

摑

 つか

 んで、さらに転がる。背後には次々とコンクリの
瓦
 が

 
礫
 れき

 が着弾し、
轟
 ごう

 
音
 おん

 をあげる。

　ウォルロットは前ではなく、右へ飛んでいた。ジヴは
眩暈
 めまい

 を起こして、頭を振っていた。

　白煙が周囲に立ちこめ、轟音が長く響く。天井に開いた穴からの陽光が、大空洞を闇と光に切り分けていた。

　砕かれた柱の間から巨大な足が伸びて、下ろされる。重々しい音。

　ルコルジ・ジの巨体が現れる。線路の非常灯の光に照らされ、金属の肌が鈍く光る。

　ウォルロットは背後にジヴを突きはなす。空いた手で刃を抜きはなち、双剣をルコルジ・ジに向ける。俺も敵の方向に
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 を向ける。

「俺たちで争っている場合ではない！」

「知らぬし、協力など必要ない！」

　協力関係など、俺たちの間にはまったく発生しなかった。地下線路を後退しながら、爆裂
咒
 じゆ

 
式
 しき

 を連続で放つ。

　爆煙の下、ギギナとウォルロットがそれぞれに間合いを詰めていく。

　ルコルジ・ジが左右の腕を振って、爆煙を切り裂く。地下鉄の天井を支えるコンクリ柱を爆砕。破片の結界のつもりだろうが、逆効果だ。ギギナとウォルロットが同時に跳躍。

　ギギナは爆煙に包まれるルコルジ・ジの膝を踏み台にし、降りそそぐ瓦礫を足場にさらに高所へ跳躍。〈
空輪[image: ]

 ゲメイラ

 〉で圧縮空気の噴射口を左の体側に生みだし、さらに急速上昇。
唸
 うな

 りをあげるルコルジ・ジの右腕を回避。天井に逆さに着地。

　空中で反転し、刃を左腕に叩きこむ。ドラッケン族の剛力と、一〇七一ミリメルトルという長大な刃は〈
古き巨人
 エノルム

 〉の腕をなかばまで切断。断面からは銀色の体液が
迸
 ほとぼし

 る。

　回転しおえたギギナは巨人の腕を蹴って、さらに圧縮空気を噴射して後方に退避。コンクリ柱の側面に着地。巨大な右手の五指がギギナを追跡する。

　ルコルジ・ジの顔に、俺が狙っていた爆裂咒式が
炸
 さく

 
裂
 れつ

 。爆風で
顎
 あご

 が
仰
 の

 け
反
 ぞ

 る。そこへ地下鉄の壁を蹴って
飛
 ひ

 
翔
 しよう

 していたウォルロットの右手の刃。半ばまで切断された、無防備な左腕に命中。

　ウォルロットが駆けぬけ、ルコルジ・ジの左腕が完全に両断。回転しつつ、柱に着地。左手の刃を突き立てて停止。〈古き巨人〉の左腕が
肘
 ひじ

 から床に落下して、重い音とともに倒れる。

　巨人の足の追撃を、ウォルロットが飛翔して回避。足の一撃でコンクリ柱が破砕。またも天井の一部が崩落して、陽光が降りそそぐ。

　轟音のなか、ルコルジ・ジの右手が伸びた。失った左腕を拾って巨体が後退。

〈古き巨人〉は
鋼
 はがね

 の体に早い動きを持つ。が、巨体で二足歩行ということは、前面被弾面積が大きい。また大きく長い手足は、間合いの内側に入られると対処がしにくい。

　俺たちがそれぞれに展開したのは、徹底的に相手の巨体ゆえの弱点を攻める戦術だった。さらに大火力・高機動という現代
咒
 じゆ

 
式
 しき

 戦闘に引きずりこむしかない。

　巨人は右手で握った左腕を、断面につなげる。即座に腕が
癒
 ゆ

 
着
 ちやく

 。巨大な五指が開閉される。俺は
呆
 ぼう

 
然
 ぜん

 とする。

　
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 〈
悲
 ひ

 
姫
 き

 ジゼロ〉と〈
思
 し

 
推
 すい

 せしオデオン〉を掲げて、ウォルロットが前に出る。

「攻撃の手を休めるな！」質量爆裂の咒式を放ちつつ、ウォルロットが叫ぶ。「相手は
珪
 けい

 
金
 きん

 
化
 か

 
物
 ぶつ

 の体を持つため、咒式でつなげるだけで復活する！」

「命令するな、クソ
誘
 ゆう

 
拐
 かい

 
犯
 はん

 が！」

　気に喰わないが、俺はウォルロットに
倣
 なら

 って攻撃を続ける。地上七階に位置するルコルジ・ジの頭部や胸板で、トリニトロトルエン爆薬が炸裂。金属の肌を破砕するが、ほとんど傷を与えられない。

　だが、爆裂の熱と爆煙はルコルジ・ジの電磁波視界の鮮明度を奪い、前進を
阻
 はば

 む。俺たちはジヴを
庇
 かば

 いつつ後退していく。

　爆煙を左右に切り裂く金属の柱。ルコルジ・ジが両手を広げた。長い腕の先、両手が手首まで地下線路の左右のコンクリ壁に突き立った。

　両手を広げた姿勢のまま、ルコルジ・ジが前進を開始する。突き立てられた左右の壁が破砕されていく。粉砕されるコンクリ片が少ない。

　嫌な予感がする。

「人属の
咒
 まじな

 い
士
 し

 もなかなかやる。だが、それはより深い哀しみを生む」

　ルコルジ・ジの両腕が掲げられる。

　俺とウォルロットは後退。途中でウォルロットがジヴを抱える。ギギナも後退。

　ルコルジ・ジの腕が線路に振り下ろされる。

　地下線路から、灰色の
波
 は

 
濤
 とう

 が噴出した。









　カナレイン通りは惨状となっていた。

　金属の
塊
 かたまり

 である自動車が、前後で両断されていた。切断された中央部に向かって、折れていた。後方の車は後部が両断され、炎上している。街路に人影はすでに絶えていた。

　懐古趣味で並ぶ街灯を、銀の帯が走っていく。

　一瞬遅れて、街灯が次々と落下していき、金管楽器のようなそれぞれの音階を奏でる。街灯の鉄管の断面は、鋭利な断面を見せていた。

　地上五メルトルの上を戻っていく銀の毒蛇は、イェスパーの手元に帰還する。イェスパーは街灯の上に立っていた。左腕はすでに消失している。断面からは赤い血が
零
 こぼ

 れ、下のアスファルトに
血
 ち

 
溜
 だ

 まりを作っている。

　街灯の根本に肩をもたれるベルドリトも、重傷だった。右手で魔杖剣を掲げているが、左手で脇腹を押さえている。切り裂かれた軍用
外
 がい

 
套
 とう

 の間から、鮮血が
零
 こぼ

 れていた。呼吸のたびに少年のような顔を
歪
 ゆが

 ませる。

　
翼
 よく

 
将
 しよう

 の先、街灯の上に影があった。十八本の腕が傾いた街灯の柱を

摑

 つか

 んでいる。

　腕の根本に吊り下げられた紳士は、ヒヘイデス・スだった。〈
古き巨人
 エノルム

 〉も軽傷ではなかった。
燕
 えん

 
尾
 び

 
服
 ふく

 の左肩や右脇腹が裂け、銀色の血液が漏れている。

　一本の腕が
畳
 たた

 まれ、
鋏
 はさみ

 の先端で紳士帽子を押し上げて位置を直す。
庇
 ひさし

 の下のヒヘイデス・スの四つの眼は、自らの体の傷を眺めて輝く。

「なかなかやる。紳士たる私と
互
 ご

 
角
 かく

 に渡りあうとは、さすがに翼将。人属のなかでは最高峰の
咒
 まじな

 い
士
 し

 だろうな」

　答えず、イェスパーが
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 を放つ。刃が九つに分かれて、毒蛇となって
迸
 ほとばし

 る。向かい側にいるヒヘイデス・スの十八の腕が複雑に交差し、弾く。

「〈古き巨人〉たちは、なにを起こそうとしている？」

　右手で魔杖剣を掲げつつ、
機
 き

 
剣
 けん

 
士
 し

 が問う。〈古き巨人〉の四つの目は、笑うように点滅する。

「答えを言ってはおもしろくあるまい？」

「答えずともよい。ここでおまえたちが消えれば問いそのものの意味も消える」

「なるほどなるほど、それは知り合いが喜びそうな答えだ」ヒヘイデス・スが続ける。「残念だが、
汝
 なんじ

 らでは我に勝てぬよ」

　ヒヘイデス・スの交差した腕が動く。鋏が開閉し、
錐
 きり

 が
螺
 ら

 
旋
 せん

 状に回転する。

「我ら〈古き巨人〉は、
鋼
 こう

 
成
 せい

 系や
錬
 れん

 
成
 せい

 系などの化学系
咒
 じゆ

 
式
 しき

 を生みだした、いわば始祖だ。汝ら人属は我らの不完全な真似をしているにすぎぬ」

　ヒヘイデス・スの声には残念そうな響きすらあった。

　対するイェスパーにも、自らの不利が分かっていた。

　互角に戦っているように見えたが、イェスパーとベルドリトのほうが重傷だった。同じ数の刃で斬りつけあう攻撃でも、一撃一撃の鋭利さと重さではヒヘイデス・スのほうが上なのだ。さらには人間が全身
甲
 かつ

 
冑
 ちゆう

 を着込んでも、全身の肌から筋肉や骨や内臓まで装甲された〈古き巨人〉の防御力には勝てない。

　前衛系が専門とする近距離戦闘において〈古き巨人〉は理想的な肉体と能力を持っていた。

　前方のヒヘイデス・スが背中から十八の手を掲げる。腕は、長い長い帯となって後方に波打つ。長大な蛇が体をたわめて、飛びかかる寸前の姿だった。

　腕の根本で、ヒヘイデス・スは前傾姿勢になる。十八の腕の先にある鋏や錐が街灯を次々に挟んで刺して、巨大な
蜘
 く

 
蛛
 も

 が移動していく。

　
呼
 こ

 
応
 おう

 してイェスパーも街灯の上を跳ねて進む。左腕の断面から、完全には止まっていなかった血の軌跡が空中に流れていく。足で踏まれた街灯が砕けていくも、疾走は加速する。ベルドリトも兄の背を追って地上を進む。

　街灯の上で両者が激突。
凄
 すさ

 まじい金属音。銀の光が
交
 こう

 
錯
 さく

 する。

　イェスパーの足下の街灯が、圧力に耐えられなかった。折れる街灯から横へ跳ねる。空中から放たれるヒヘイデス・スの凶器の群れ。イェスパーは空中で左右の
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 を振って、
鋏
 はさみ

 や
錐
 きり

 や
鋸
 のこぎり

 の嵐を弾く。
踵
 かかと

 でアスファルトに穴を
穿
 うが

 って着地。
傍
 かたわ

 らにベルドリトが寄りそい、前方へ魔杖剣を向ける。

　ヒヘイデス・スは着地せずに、二メルトルの高さに浮いていた。十八の腕のうち四本でアスファルトを

摑

 つか

 み、根元には
燕
 えん

 
尾
 び

 
服
 ふく

 と紳士帽子のヒヘイデス・スがいた。

「待ちたまえ！」

　ヒヘイデス・スが自らの右手を掲げる。動こうとしたイェスパーとベルドリトが硬直する。

「三時はお茶の時間だ」

　本来の腕で握る左手は、いつの間にか紅茶の杯を握っていた。夏だというのに蒸気を上げる杯。イェスパーの鼻先を
掠
 かす

 めるのは、灯油の臭い。

「午後の灯油茶は〈
古き巨人
 エノルム

 〉の紳士の
嗜
 たしな

 みなのだよ」

　ヒヘイデス・スは杯を傾け、
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。あまりの余裕にイェスパーは反撃に移れなかった。ベルドリトは目線を兄に向ける。

「僕でも〈古き巨人〉の考えが理解できない」

「しなくていい」

　イェスパーが間合いを詰める。

「我らがなすべきは、
猊
 げい

 
下
 か

 の敵を倒すことだけだ」

　通りで、間合いが再び接触。一八の凶器と一八の刃が激突。合間にベルドリトが刃を混ぜる。互いに処理しきれない刃が、互いの体を掠める。手数と腕力で勝るヒヘイデス・スが進む。

　鋭利な鋏が
閃
 ひらめ

 き、イェスパーの肩が割れる。断面から鮮血が
迸
 ほとばし

 る。

「兄貴っ！」

　間合いを詰めるベルドリトに三本の刃が向かう。少年のように薄い胸板を、
残
 ざん

 
酷
 こく

 な鋏が抜ける。だが、数法量子系第五階位〈
量子過軀
 遍移
 タブ・ス

 〉の
咒
 じゆ

 
式
 しき

 で量子
透
 とう

 
過
 か

 を発動し、ベルドリトは刃を抜けていく。ヒヘイデス・スの背後へ抜けた。

　背後から放たれたベルドリトの刃を、ヒヘイデス・スの左手が防ぐ。回転して、ベルドリトを大地に叩きつける。背中を強打した青年の口から血が
零
 こぼ

 れ、衝撃で手足が跳ねる。左の九本の腕がベルドリトの体に降りそそぐ。

　刃の群れが、
翼
 よく

 
将
 しよう

 の手や足、腹部や肩を貫いて、アスファルトに縫い止める。

「量子透過は長時間の作用が不可能。つまり戦術が未熟だ」

　ヒヘイデス・スが灯油茶の杯を傾ける。余裕の〈古き巨人〉へイェスパーが刃の群れを放つ。

　しかし、
機
 き

 
剣
 けん

 
士
 し

 の右手の動きが止まる。視線を下に向ける。胸板から生えたのは、鋏の切っ先と
柄
 つか

 を握る金属の手。

　内臓からの血を吐きながら、イェスパーが背後を見る。アスファルトから伸びた長い腕が、背後から自らを貫いていた。腕が動き、イェスパーの体が持ち上げられていく。

　イェスパーの眼前でヒヘイデス・スが笑う。

「どこの誰が私の腕の発生限界が、十八本だと言ったかな？」

　
燕
 えん

 
尾
 び

 
服
 ふく

 の背中から十九本目の腕が生えて、大地に突き立てられていた。地下を通って、イェスパーの背後から襲いかかったのだ。イェスパーよりも、さらに刃一本ぶんだけ
制
 せい

 
御
 ぎよ

 
力
 りよく

 が高い〈
古き巨人
 エノルム

 〉だからこそ可能な奇襲だった。

「うむ。灯油茶には、勝利の味が合う」

　街路で二人の
翼
 よく

 
将
 しよう

 を
串
 くし

 
刺
 ざ

 しにし、杯を掲げたヒヘイデス・スが笑う。









　地下から噴きあがった灰色の
波
 は

 
濤
 とう

 は、天井を突き破り、アスファルトを砕き、地上に噴出した。

　コンクリやアスファルトの破片とともに、俺とギギナ、ジヴを抱えたウォルロットは空中に舞っていた。俺たちを見上げているのは、エリダナの街角を行く車の列や、人々の
驚
 きよう

 
愕
 がく

 の表情だった。空中で姿勢を
制
 せい

 
御
 ぎよ

 。

　道路に着地。即座に回転して、車道を行く車や、落下してくるコンクリやアスファルトの
瓦
 が

 
礫
 れき

 を避ける。俺の上に落下するアスファルトを、三角形が連なる刃が粉砕。

「また余計なことを」

　黒い細片の雨の下で、俺が現状で最大限に
譲
 じよう

 
歩
 ほ

 して礼を言う。だが、ウォルロットは俺を見ていない。男は倒れていたジヴに右手を伸ばしていた。ジヴはウォルロットに「ありがとう」と言って、手を伸ばす。

　俺の視線に気づき、ジヴの顔が
逸
 そ

 らされた。ウォルロットの手を拒否して、自分の力だけで立ち上がる。

　俺も目を逸らす。おそらく先ほどの俺は
凄
 すさ

 まじい
嫉
 しつ

 
妬
 と

 の目をしていただろう。ジヴも理解したからこそ、自分の力で立った。

　奥歯を

嚙

 か

 みしめて、頭を振る。ジヴは俺とウォルロット、どちらも選ばずにビルの間に下がっていく。

　俺たちは地下を脱出して、エリダナの大通りに出ていた。車道の真ん中で、行き交う車が俺たちを避けていく。歩道にある標識からすると、ザンビディ通りらしい。

　俺たちの前方、大通りにそびえるのは、巨大で
歪
 いびつ

 な
三
 さん

 
角
 かく

 
錐
 すい

 。灰色の
山
 さん

 
嶺
 れい

 だった。地下線路からアスファルトを貫き、頂上が通りにあるビルの五階の壁面に突き刺さっていた。

　突如大地から生まれた山に、バスや乗用車が乗り上げている。回避しようとした車が歩道に突っこみ、炎上していた。地下の水道管を破ったらしく、水が噴出している。歩道では悲鳴をあげて人々が逃げまどっていた。

　大通りは
阿
 あ

 
鼻
 び

 
叫
 きよう

 
喚
 かん

 の惨状になっていた。

　一撃で街角を破砕した灰色の山。その構造は、酸化カルシウム、酸化
珪
 けい

 
素
 そ

 、酸化アルミニウム、酸化鉄から生成されたセメントと水の分子と、ポリアミド
樹
 じゅ

 
脂
 し

 が置換することで、水面接着エポキシ樹脂となって硬化する
超
 ちよう

 
速
 そつ

 
乾
 かん

 セメントだった。直径三〇メルトル、高さ二〇メルトルの大槍が、地下から地上を貫いたのだ。

〈
古き巨人
 エノルム

 〉にしても常識外れの質量だった。ルコルジ・ジが地下でコンクリ壁を削りとっていたのは、化学
錬
 れん

 
成
 せい

 系第一階位〈
錬解
 ベリド

 〉の
咒
 じゆ

 
式
 しき

 だった。コンクリを分解し、また同系統の〈
錬成
 ベリス

 〉で組みなおし、大槍としたのだ。

「周囲からの分解と吸収があったとはいえ、四三〇〇〇トーンを超える大質量を一瞬で生みだす、のか」

　俺の唇が
呆
 ぼう

 
然
 ぜん

 とした言葉をつぶやく。

「第一階位の咒式であっても、人間と〈古き巨人〉では、これほどの効果と規模の差を生むのか。伝説では、〈古き巨人〉たちは山を生み、湖を作ったとされ、またエリダナの地下迷宮を作ったとされるが」

　俺は
唾
 つば

 を飲む。

「どうやら伝説は、伝説に留まらない。強大な力を持つ〈古き巨人〉たちがそろえば、大陸を作り替えることも充分に可能だった」

「歴史の真実を
垣
 かい

 
間
 ま

 見て、感心している時間ではない」

　俺の隣に、ギギナが並ぶ。負傷を
堪
 こら

 えながら、
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 は前方に掲げられている。

「おまえたちのお
喋
 しやべ

 りはなんの病気だ？」

　ウォルロットも背後にジヴを
庇
 かば

 って、双剣を掲げている。

　エリダナの街角に出現した灰色の山の向こうから、重々しい音。

「この山が我が哀しみの大きさを現す」

　ルコルジ・ジの巨体が現れ、下ろされた足がアスファルトを踏み砕く。通りに並ぶビルのガラスに、一七メルトルで五階建てのビルほどの巨体が映る。質量は一五八・六トーン。圧倒的な質量だった。

　山の隣に立つルコルジ・ジの
胸
 きよう

 
腔
 こう

 が
膨
 ふく

 れる。

「そして、おまえたちの哀しみも
癒
 いや

 そう。死して指輪を渡すがよい」

　唇から噴出したのは、灰色の
波
 は

 
濤
 とう

 だった。俺とギギナ、ジヴを抱えたウォルロットが街路を左右に離れる。地面に激突した灰色の波濤が
撥
 は

 ね、即座に凝固した。

　先ほどの
超
 ちよう

 
速
 そつ

 
乾
 かん

 生コンを、今度は化学錬成系第四階位〈
凝固石濤
 グライア

 〉で再現。竜の
息
 い

 
吹
 ぶき

 のように吐いてきたのだ。

「飲みこまれれば、石像にされるぞっ！」

　さらに放射される石化の吐息に向けて〈
爆炸吼
 アイニ

 〉を発動。
炸
 さく

 
裂
 れつ

 で、超速乾生コンの灰色の
飛沫
 しぶき

 が周囲に散る。アスファルトやビルの壁面で、飛沫のままに凝固する。

　緑の光で咒印組成式が描かれる。五本の指には、巨大な武具が握られていた。電信柱の太さで短い握りの両端に、長い刃があり、短い爪のような四つの刃が囲んでいる。東方の
五
 ご

 
鈷
 こ

 
杵
 しよ

 という武具に似ていたことを、ようやく理解した。

　腕が振り下ろされた。五鈷杵は後方からジェットを噴出させて高速
飛
 ひ

 
翔
 しよう

 する。前方で間合いを詰めようとしていたギギナが急停止。
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 を掲げて、電柱ほどもある五鈷杵を受ける。

　自動車同士が撃突するような
轟
 ごう

 
音
 おん

 。受けきれずに吹き飛ばされ、ギギナはアスファルトの上を転がる。

　ギギナによって軌道を変えられた
五
 ご

 
鈷
 こ

 
杵
 しよ

 はジェットの炎を噴射して、車をいくつも貫通し、横転させていく。そして通りのビルに激突。壁を貫通して裏から抜ける。隣のビルをさらに貫通して、空中に舞い上がる。

「貫通力が強力すぎるっ！」

　五鈷杵は通りの上空で反転した。ジェットの炎を噴いて、俺に急速降下。
防
 ぼう

 
御
 ぎよ

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 には意味がないと、横に大きく飛んで回避。

　逃げた先に、ルコルジ・ジが
胸
 きよう

 
腔
 こう

 を
膨
 ふく

 らませて待っていた。

　さらに逃げようとした俺の右手と腰から下が、粘液の大波に飲みこまれる。急いで脱出しようとしたが、すでに凝固。コンクリは俺の右手と
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 、両足を
拘
 こう

 
束
 そく

 し、背後の車とともに石化させた。

　五鈷杵を握るルコルジ・ジがこちらに迫っている。ギギナとウォルロットが向かう。

　ルコルジ・ジの足の一撃を、双剣を重ねてウォルロットが受ける。衝撃で後方へ吹き飛ぶも空中で回転。

　ビルの壁面へ、ウォルロットが着地。即座に咒式を
紡
 つむ

 いで、空中戦を挑む。

　しかし、俺が見ても二人の足止めは十秒持てば上出来だろう。石化を解除しないと、ルコルジ・ジに踏みつぶされて終わる。考えろ、考えろ。まず、通常の爆裂咒式では、中身の俺まで砕ける。

　即座に思い出し、
超
 ちよう

 
速
 そつ

 
乾
 かん

 生コンに埋まったヨルガの先端で、化学
錬
 れん

 
成
 せい

 系第二階位〈
瓦斯砕
 アイジス

 〉を発動。
重
 じゆう

 クロム酸アンモニウムが激しく分解。生成されたガスは秒速六〇メルトル程度と極めて遅いが、膨張力は強い。圧縮力には強いが、引っ張り力には弱いセメントは、ガスの圧力で簡単に割れる。

　
亀
 き

 
裂
 れつ

 の間から刃を前に振りぬき、足を抜きだす。俺にも負傷があったが、気にしていられない。すでに五鈷杵が俺を狙って迫っていた。

　
颶
 ぐ

 
風
 ふう

 で俺の後ろ髪が引きちぎられていき、石化していた車が車体を貫通され、炎に包まれた。

　気づくと、ギギナが俺を抱えていた。

「足を引っ張るな」

　俺を離すと、ギギナの左肩から鮮血。下に続くはずの左腕が消失していた。

「ギギ……」

「気を抜くな。あの飛翔武器だけを見ていろ」

　振りむくと、五本の爪はギギナの左腕を

摑

 つか

 んで、街路の空中を
飛
 ひ

 
翔
 しよう

 していた。鮮血の尾を
曳
 ひ

 いて武具は飛翔。背後にあったビルを破砕し、エリダナの空間を飛翔していく。側面からジェットを噴出して反転し、ギギナの左腕が回転の外に放りだされる。

　槍はジェットを盛大に噴出させて、後方へ向かう。

　炎を吐く砲弾の軌道の先には、ビルの壁面に刃を刺して摑
 まっていたウォルロット。刃を引きぬいて、ウォルロットは後方へ跳ねる。ビルの三階が破砕され、貫通。別のビルの壁面を爆発させて、再び出現。

　空中に逃げていたウォルロットが体を
捻
 ひね

 る。

　
五
 ご

 
鈷
 こ

 
杵
 しよ

 はウォルロットの腹部を
抉
 えぐ

 って、空中を駆けていく。鮮血と肉を散らしつつ、ウォルロットが大地に落下する。着地点へ追撃するルコルジ・ジの足に向かって、俺は
爆
 ばく

 
裂
 れつ

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 を放つ。

　爆風で足の軌道が外れて車の上に着地。貫通して、車が炎上。

　炎上する
踵
 かかと

 の横を転がるウォルロットが、腹部の傷を手で押さえて立ち上がる。ピエゾの勇者の
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 は、俺へ向けられていた。

　金属音。頭上から俺へと落下していた五鈷杵が〈
錣磔監獄
 ボフイ

 〉によるチタン
合
 ごう

 
金
 きん

 の
檻
 おり

 に激突する。瞬時に砕かれるが、俺が転がって退避する隙は生まれた。巨大質量が背中を通りすぎていくときに、肩口に熱。爪とジェットの炎が
掠
 かす

 ったらしいが、無視して転がっていく。

　檻を砕いて去っていく巨大な槍は、さらにいくつかのビルを貫通していく。

　車道の真ん中で、俺は立ち上がる。

　右では左腕を失ったギギナが立っていた。左腕の出血は組織閉鎖で止まっていたが、足下に赤い
滴
 しずく

 を垂らしている。

　左にはウォルロットが双剣を構えている。腹部の出血は、下半身を赤に染めていた。

　二人とも鮮血を流し、重傷だった。

「余計なことを」

　俺の唇からは、感謝の反対の言葉しか出ない。

「死んでくれて構わないが、今は戦力が惜しいだけだ」

　ウォルロットが言うように、俺も左肩から背中に五鈷杵が
掠
 かす

 めていた。肩が痛みを訴える。耐刃効果がある上着でなければ、即死だっただろう。

　三人は、街路を見上げる。

　空中を旋回していた五鈷杵が落下。ビルの上より高く掲げたルコルジ・ジの右手に、巨大な凶器が再び握られる。

「これこそが化学
鋼
 こう

 
成
 せい

 系第五階位〈
伍鈷宙遊罰杵
 ヴア・ジユ

 〉だ。人属には未知の咒式、
天
 てん

 
罰
 ばつ

 の咒式なり」

　ルコルジ・ジが宣告し、高所で五鈷杵を構える。

　五鈷杵の正体は、高圧相
窒
 ちつ

 
化
 か

 ホウ素だった。結晶構造と原子間距離がダイヤモンドとほぼ同じであるために、近い硬度を誇る。

　ダイヤモンドのヌープル硬度が七〇〇〇から八〇〇〇であるのに対し、高圧相窒化ホウ素は四五〇〇から四七〇〇を誇る。大質量で高速移動すれば、もはや砕けぬものは地上にない砲弾である。それがジェット噴射で自在に飛翔するのだ。

　かつてルコルジ・ジと
初
 はつ

 
遭
 そう

 
遇
 ぐう

 したときに、俺とウォルロットを一撃で戦闘不能にさせた誘導兵器だった。人類が知らないことも道理で、あれほどの質量を自在に操るためには、
膨
 ぼう

 
大
 だい

 な咒力が必要だ。

　ルコルジ・ジは、強大な格闘型個体であるがゆえに発生する自分の弱点を分かっていた。通常の相手は、巨大な体と長い手足、しかも大きさのわりにかなり早い動きだけで圧倒できる。

　しかし苦手とする大火力・高機動の小さな標的に向かっては、広範囲かつ動きを止める石化
咒
 じゆ

 
式
 しき

 を放ち、誘導型の
五
 ご

 
鈷
 こ

 
杵
 しよ

 で精密攻撃をしてくる。

　絶対的な敵ではあるが、ウォルロットには感謝しておかないとならない。ウォルロットの助けがなければ、俺は死んでいた。

　化学系咒式の使い手である〈
古き巨人
 エノルム

 〉が使う武器は、地上最大最強だ。

「おまえたちの哀しみは消えたか？　消えぬのならば、我が消そう」

　背中の光輪が輝き、五鈷杵を掲げてルコルジ・ジが動く。足下で車が炎上する。俺たちは街路を後退していく。

　逃げても意味はない。だとしたら作戦を変える必要がある。

　俺は背中の後ろに回した左手の指で大量の数字を示す。考えられる作戦を、
攻
 こう

 
性
 せい

 咒式士の指数字で二十四個ほど提示したのだ。ギギナが横目で確認し、ウォルロットも意図を察した。

「知るか」

「一人でやれ」

　二人の返事は協力や作戦から遠かった。






八章　燃えあがる街角





復
 ふく

 
讐
 しゆう

 の通貨は血と死。



そして必ず利子がつく。



さらには、利子に利子がつく、複利計算となる。




フェデルモ・タカラカン「求める人々の死」
皇
 こう

 
暦
 れき

 四二三年








　エリダナの街角は惨状となっていた。

　紳士帽子に
燕
 えん

 
尾
 び

 
服
 ふく

 姿のヒヘイデス・スの背中から、十九の腕が伸びている。そのうち九つの凶器が、ベルドリトをアスファルトに
縫
 ぬ

 いつけていた。地下を
迂
 う

 
回
 かい

 した十九本目の腕と刃がイェスパーの胸板を貫通し、吊り下げている。

　ヒヘイデス・ス自身の左手が動き、灯油茶の杯を口に含む。飲みおわると後方へ投げすてる。

「では、紳士の手にかかり、両方同時に死ね」

「死ぬのはおまえだよ♪
 」

　声は下からだった。九つの腕の凶器に縫い止められたベルドリトの全身に、
咒
 じゆ

 
印
 いん

 
組
 そ

 
成
 せい

 
式
 しき

 が描かれていた。体に発生した
波
 は

 
紋
 もん

 から、赤い
鱗
 うろこ

 、短剣のような牙の間からは蒸気の吐息。

　巨大な
火
 か

 
竜
 りゆう

 の顔が、ベルドリトの体から出現。開かれていた
大
 おお

 
顎
 あご

 が閉じられる。火竜の鋭利な牙で、
翼
 よく

 
将
 しよう

 を貫いていた九本の腕が簡単に切断される。

「火竜の牙も、これだけ近ければ回避できないでしょう？」

　横たわったままのベルドリトが、上空の〈
古き巨人
 エノルム

 〉へ
凄
 せい

 
絶
 ぜつ

 な笑みを向けた。

　ヒヘイデス・スを支える腕の
軸
 じく

 が大きく傾き、足を伸ばす。

　黒のエナメル
靴
 ぐつ

 がアスファルトを踏む。ヒヘイデス・スが、初めて他人に強制されて大地に足をついた。

　金属の仮面に
愕
 がく

 
然
 ぜん

 とした表情があった。イェスパーが自らを背後から
貫
 つらぬ

 く腕を蹴った。

　空中高く
飛
 ひ

 
翔
 しよう

 した姿を、ヒヘイデス・スの
橙
 だいだい

 色の目の群れが見上げる。
機
 き

 
剣
 けん

 
士
 し

 の頭上に掲げられた
九
 く

 
頭
 ず

 
竜
 りゆう

 
牙
 が

 
剣
 けん

 。九つに分かれていた刃が、絡まり、ひとつの幅広の刃となっていく。

　ヒヘイデス・スが右の九つの腕と本来の右腕を掲げて防御。切断。

　剛剣によって
鋏
 はさみ

 に
錐
 きり

 に
鋸
 のこぎり

 と十本の防御が破られ、金属が両断されていく。

　イェスパーの刃が、ヒヘイデス・スの左肩に命中。
燕
 えん

 
尾
 び

 
服
 ふく

 を切り裂き、胸板まで切り下げる。銀の血液を噴出していくが、心臓があるべき位置の手前で刃が止まる。

　白手袋に包まれたヒヘイデス・スの左腕が、刃を止めていた。灯油茶の杯が、アスファルトの上で割れていた。

　右手の白手袋が裂けて、五指それぞれに
鋏
 はさみ

 が生まれる。

「力で〈古き巨人〉の紳士が人属に負けるわけ……」

「紳士は応用力がないようだな」

　イェスパーが
咒
 じゆ

 
式
 しき

 を発動。咒弾の
空
 から

 
薬
 やつ

 
莢
 きよう

 が弾ける。〈古き巨人〉の体内に埋まった刃が、九つに分かれ、

摑

 つか

 む指の間を抜ける。ヒヘイデス・スの左胸を中心に、刃は放射状に内部から外部へと飛びだす。

　酸素吸入装置である両肺、動力炉である心臓、演算装置である脳、副脳、感覚器官である橙色の四つの目を貫き、刃が抜けていた。

　九つの刃がヒヘイデス・スの急所をすべて貫通し、内側からの
串
 くし

 
刺
 ざ

 し
刑
 けい

 にしていた。目を貫く刃の切っ先は、ヒヘイデス・スの紳士帽子を引っかけていた。

　ヒヘイデス・スの右手がそれでも振られる。イェスパーは刃を引きぬきつつ後退する。機剣士の
鎧
 よろい

 の端を鋏が切り裂くが、追いつけずに落ちる。

　刃の支えを失った紳士帽子が足下に落ちた。

　銀の仮面には苦痛。急所を貫かれたヒヘイデス・スの右膝が曲がっていく。

「紳、士は、膝をつか、ぬ」

　右手で自らの膝を押さえて、転倒を防ぐ。だが、もはや咒式を生みだす器官すら破壊され、生命活動が停止しかけていた。九つの傷口から銀の血液が漏れていく。ベルドリトに肩を借りて、イェスパーが立ち上がった。

「ただ死ねると思うな」

　イェスパーが告げた。右手の刃の切っ先は、ヒヘイデス・スの顔を刺していた。

「我ら
翼
 よく

 
将
 しよう

 は、首だけでも生かして〈
古き巨人
 エノルム

 〉の真意を吐かせる」

「〈古き巨人〉の、我、らの悲願は
潰
 つい

 え、ぬよ。そして良、い
珈琲
 コーヒー

 の条件を知っている、か？」

　ヒヘイデス・スは右膝を右手で固定し、左手を伸ばす。すでに放射線による感覚器官である四つの目が破壊され、肌からの電磁波放射も不可能だったが、紳士帽子を

摑

 つか

 む。

　震える指先で帽子を回転させ、頭に乗せた。戻された左手には、いつの間にか新しい杯が握られていた。灯油茶ではなく、重油の珈琲だった。

「良い珈琲とは悪魔のように黒く、地獄のように熱く。そして……」

　ヒヘイデス・スは左手の重油珈琲を口に含む。同時に右手が掲げられていた。

　白手袋が破れて剝
 きだしとなった五本の指が
癒
 ゆ

 
着
 ちやく

 し、刃となる。ヒヘイデス・スの刃となった右手が左胸に突き立てられる。心臓を貫き、
咒
 じゆ

 
式
 しき

 が発動。

「天使のように優しく、恋のように甘い。まさに今の私だ」

　九つの傷口から、白い光が
溢
 あふ

 れる。口からは、高温で発火した重油珈琲の炎が
零
 こぼ

 れる。

　イェスパーが刃を放とうとして掲げた腕を、ベルドリトの両手が止めた。

「ダメだよ兄貴っ！」と兄に体重をかけて後方へ引っ張っていくと同時に咒式を発動。

「なぜなら、紳士たる私の死の供をさせてやるのだからな！」

　爆裂。エリダナの街角に、爆風と熱風が吹き荒れる。何台もの車が横転し、通りに面した窓ガラスがすべて砕ける。

　上昇気流で、街路の紙切れや
粉
 ふん

 
塵
 じん

 が巻きあげられる。
轟
 ごう

 
々
 ごう

 と
唸
 うな

 る烈風が、徐々に収まっていく。

　熱波に
曝
 さら

 されるビルの壁に
波
 は

 
紋
 もん

 。手、顔、胸板。伸ばされた足が歩道を踏む。

　イェスパーとベルドリトがビルの壁から現れる。ベルドリトの量子
透
 とう

 
過
 か

 の咒式でビルの内部に逃げていたのだ。

　まだ熱い烈風を掲げた腕で防ぎ、イェスパーは通りの中央へ視線を向ける。周囲には乗用車や輸送車が横転している。

　ヒヘイデス・スがいた地点、アスファルトは
擂
 すり

 
鉢
 ばち

 状に深く
抉
 えぐ

 れていた。中央には、ヒヘイデス・スの黒い足首や破片が散らばっていた。

　
瓦
 が

 
礫
 れき

 の間に、貫かれて割れた
橙
 だいだい

 色の瞳が四つ転がっていた。

　ベルドリトが息を吐き、大地に手をつく。全身九か所を貫通されて重傷だった。
傍
 かたわ

 らでは、より重傷のイェスパーが膝をついていた。左腕を切断され、胸を貫かれ、失血しすぎた。青い顔でベルドリトが心配する。

「兄貴、大丈夫？　いくら兄貴でも心臓付近を刃で刺されたら……」

「早く手当てをすれば死にはしない。それよりおまえのほうが危険だ」

　
錬
 れん

 
成
 せい

 の咒式で金属の組成を変えて、ベルドリトの全身の傷を強引に
塞
 ふさ

 ぐ。続いて自らの胸と左腕の断面を
塞
 ふさ

 ぐ。

　
憔
 しよう

 
悴
 すい

 しきっていたが、イェスパーは膝に力を入れて強引に立ち上がる。右手を伸ばして、弟を立ち上がらせる。ベルドリトの血色の悪い顔にも疲労の影があった。

　イェスパーの
隻
 せき

 
眼
 がん

 が戦場となった路上を見回す。

「〈
古き巨人
 エノルム

 〉か。
厄
 やつ

 
介
 かい

 にすぎる相手だった」

　エリダナの空に黒煙が舞い上がる。警報の音が響いていた。路上は破壊のかぎりをつくされていた。横転し、底面を見せる輸送車。両断され炎上する車。街灯は数十本が切断されている。

「我らだけで抑えることは不可能だ。残る一体はガユスとギギナ、さらにはウォルロットという
輩
 やから

 に上手くやってもらうしかない」

　イェスパーはベルドリトに肩を貸して歩きだす。警察や消防署や救急車が来る前に去らねばならない。イェスパーは疑問を感じた。

「しかし、悲願が終わらぬとはどういう……」

　イェスパーの唇が止まる。視線は通ってきた穴、さらに街路の先を見つめていた。
機
 き

 
剣
 けん

 
士
 し

 の全身に緊張が満ちていた。ベルドリトも兄が感じたものを理解した。

「なに、これ!?
 　なにが向かってきているの!?
 」

　遠い街路、ビルの上に三角形の影があった。急降下し、エリダナの街路の上を駆けていく。イェスパーとベルドリトは後方へ飛んで回避。交差する寸前、黒い三角形の上に、座している人影が見えた。伸ばされた右手は、
錫
 しやく

 
杖
 じよう

 を前に掲げていた。

　音速移動による衝撃波が、街を叩く。窓のガラスが砕け、紙片が吹き散らされる。空中で受けた
翼
 よく

 
将
 しよう

 たちも、地面に叩きつけられる。

　
烈
 れつ

 
風
 ぷう

 が収まり、イェスパーとベルドリトが立ち上がる。車道へ視線を戻す。横転した車の群れの中心地、ヒヘイデス・スの
死
 し

 
骸
 がい

 があった場所が変化していた。

〈古き巨人〉の死骸の部品、足や手の破片が転がるなかで、
橙
 だいだい

 色の瞳だけが消えていた。

　道の果てへ視線を向ける。三角形と上に乗る影はすでに消えていた。ビルの屋上のさらに上、エリダナの空に小さな三角形が見えた。

　そして三角形はビルの向こうへ急降下していく。









　エリダナのザンビディ通りの四つ角。輸送車が横転し、乗用車が炎上している。

　車の墓地となった四つ角で、俺たちとルコルジ・ジの巨体が
対
 たい

 
峙
 じ

 する。

　交差点を挟んで、互いに左へと動いていく。ルコルジ・ジの一歩が踏みだされるたびに、アスファルトが沈み、重低音が響く。

　
五
 ご

 
鈷
 こ

 
杵
 しよ

 が放たれる。直線で放たれた武具は、ジェットを噴出して
飛
 ひ

 
翔
 しよう

 。街路にあった看板や歩道橋を紙よりも簡単に貫いて高速移動。

　着弾を回避できた俺とギギナ、ウォルロットは通りを後退していく。車の屋根を踏んで、倒れた街灯を踏み越えて、後退していく。ルコルジ・ジの巨体が追跡してくる。輸送車を横転させ、乗用車を踏んで炎上させながら迫ってくる。

　周囲に目を向けると、さすがに街路の人間たちも避難しおわっている。ジヴは遠いビルの陰に隠れている。両手を組んで、俺たちの無事を祈っている。

　ならば周囲の被害を気にせず、全力で戦える。歩道橋をすぎて、
踵
 かかと

 でアスファルトを
削
 けず

 って立ち止まる。問題はひとつ。

「先ほどから誰も俺の作戦に従わない。このままでは力で圧倒されるだけだ」

　俺の左右を、ギギナとウォルロットが抜ける。

「
眼
 め

 
鏡
 がね

 の手先に言われないでも分かっている」

「勝手に死ね。俺は勝つ」

　三人の心はまったくそろっていない。戦術もそろわない。

「争っている場合じゃないでしょう！」

　三人の間をジヴの声が渡る。背後のビルの陰にいるジヴの顔には、怒りと呆れの表情。

「せめて今だけは争わないで！」ジヴが続ける。「協力しないなら怒るわよ!?
 」

　再びのジヴの声で、俺とギギナ、ウォルロットの視線が交差する。

「ジヴの言うとおりにするべきだと思うが、
凄
 すご

 く協力したくない俺がいる」

「私にとってはガユスもウォルロットも敵だ。等しく後で殺す」

「誰がおまえたちと協力などするか」

　それぞれの思惑は、完全に相反していた。　

「三人の心はまったくそろっていないな」

「だが、計画を理解し実行できるなら、勝機は必ずある」

　俺の言葉とともに、街路に立つルコルジ・ジが、
胸
 きよう

 
腔
 こう

 を
膨
 ふく

 らませる。唇から〈
凝固石濤
 グライア

 〉の
超
 ちよう

 
速
 そつ

 
乾
 かん

 生コン、石化の
息
 い

 
吹
 ぶき

 が放たれる。

「行くぞ！」

　俺の〈
爆炸吼
 アイニ

 〉によるトリニトロトルエンの爆裂と、ウォルロットの〈
霍金輻爆
 ホー・キン

 〉によるガンマ線
輻
 ふく

 
射
 しや

 による爆裂が、石化の息を吹き散らす。

　同時に俺たちはその場から左右に逃げる。石化の息吹を貫いて、
五
 ご

 
鈷
 こ

 
杵
 しよ

 を放ってくることは分かりきっていた。

　五鈷杵は飛び散ったままの形で凝固している石の山と、輸送車のコンテナを
易
 やす

 
々
 やす

 と貫いていく。街路の後方で、巨人の凶器が急上昇。ビルとビルの間、街路の上空に達する。

　五鈷杵が反転して、ジェットの炎を噴いて急降下してくる。俺の雷撃とウォルロットの質量
爆
 ばく

 
裂
 れつ

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 が殺到するも、落下軌道を変化。雷と熱線を複雑な軌道で抜ける、巨大な金属の
鷹
 たか

 となって襲来。

　上空へ向けて刃を構えるギギナの直前で、五鈷杵がさらに軌道変化。背後の死角から四方にジェットの炎を
撒
 ま

 いて突撃してくる。

　背後を見ずにギギナの
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 が
閃
 ひらめ

 く。五鈷杵の爪と刃が激突。火花と金属の
軋
 きし

 り声があがる。爪と刃が

嚙

 か

 みあったまま、ギギナは横手に吹き飛ぶ。

　空中に
浚
 さら

 われる寸前、ウォルロットの刃が後方からギギナの刃に重ねられる。ギギナとウォルロットの
踵
 かかと

 が、アスファルトを削る軌跡を描いていき、停止。

「おうるるるうううっ！」

「ぬああああああっ！」

　二人の超剣士の剛力が重なり、
五
 ご

 
鈷
 こ

 
杵
 しよ

 を流す。ジェットを噴射して、巨人の武具が街路を走っていく。

　ギギナが
咒
 じゆ

 
式
 しき

 を発動し、背後に組成式を投げる。俺は前に走って咒式を受けとる。〈
斥盾
 ジルド

 〉の咒式を
紡
 つむ

 ぎ、
鋼
 はがね

 の盾を背中に背負う。

　三人はジヴの言葉のとおり、自然と連係しはじめていた。

　ルコルジ・ジの
超
 ちよう

 
速
 そつ

 
乾
 かん

 生コンの
息吹
 いぶき

 が街路に放射される。だが、自らの五鈷杵を巻きこまないために遅れた攻撃だ。

　すでに俺とギギナ、ウォルロットは石化の液体が
撥
 は

 ねる街路を前に詰めていた。俺は二体の〈
古き巨人
 エノルム

 〉の出現から紡いでいた咒式の詰めにかかる。

　ギギナが四足獣の姿勢で疾走していた。右手には二九九五ミリメルトルの大槍となったネレトー。青白い組成式が刀身に浮かび、生体強化系第五階位〈
鋼剛鬼力膂法
 バー・エルク

 〉が発動。

　一回り巨大化した体でギギナが疾走し、ルコルジ・ジの足下に到達していた。

　間合いの内側に入られたルコルジ・ジが下がるより早く、
右
 みぎ

 
足
 あし

 
脛
 すね

 に
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 の
斬
 ざん

 
撃
 げき

 を叩きこむ。

　大木ほどもある右脛を一刀で切断。刃とともにギギナが駆けぬける。右脛の断面をアスファルトに突き立て、〈古き巨人〉が転倒を防ぐ。追撃で俺も〈
電乖鬩葬雷珠
 マーコキアズ

 〉を放つ。プラズマ弾が左足首に命中。高熱が足首を半円状に切りとっていく。後方に、溶解した金属の
飛沫
 しぶき

 が弾ける。

　半分となった左足首に全身の体重がかかり、折れた。両足を失ったルコルジ・ジが、
均
 きん

 
衡
 こう

 を崩す。左手が三階のビルの角を

摑

 つか

 み、右手がアスファルトに突き立てられる。

　ウォルロットが跳躍。床に突き立つ左脛の断面に着地し、さらに飛翔。

　
屈
 かが

 んだ姿勢となったルコルジ・ジの巨体の頭上、歩道橋の手前を飛んでいた。

「絶叫せよ、ジゼロっ！」

　掲げられた右手の
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 〈
悲
 ひ

 
姫
 き

 ジゼロ〉の機関部が開放。盲目の女の顔が出現。
緋
 ひ

 色の唇が絶叫をあげて、大型の
空
 から

 
薬
 やつ

 
莢
 きよう

 を排出。

　背中に届く切っ先で、化学
鋼
 こう

 
成
 せい

 系第五階位〈
金鋼轟瀑落剣
 テイーミス

 〉が発動。魔杖剣の刀身は、六角形が重なる組成式に包まれた。瞬時に幅と長さ、厚みを増大。六角形の破裂とともに、爆発的に質量が増加。波乗りの板ほどの大きさに
膨
 ふく

 れ、さらに巨大化。

　八メルトルほどの常識外れに巨大なチタン合金の刃が、後方に
顕
 けん

 
現
 げん

 。ウォルロットの踏みこみとともに、斜めに振り下ろされるっ！

　あまりの長大さ巨大さゆえに、先端は歩道橋に達していた。刃はコンクリと鉄筋を両断し、街路に
桁
 けた

 
外
 はず

 れに巨大な剣の半月が描かれる。ルコルジ・ジが掲げた左腕を抵抗なく切り裂き、左肩に命中。

「この程度の
斬
 ざん

 
撃
 げき

 では、我が哀しみを斬れぬ！」

　ルコルジ・ジが金属の体で耐える。だが、ウォルロットの左手の〈
思
 し

 
推
 すい

 せしオデオン〉が巨大な刃に重ねられる。

　「哲理を示せオデオン！」

　重力質量系第五階位〈
剛量質力膂場
 クレイオ・ス

 〉が発動。質量粒子と相互作用場が作用。八メルトルの巨刃は質量がさらに一〇〇倍となる。

　金属の硬度を、質量の力が上回る。鋼成系と質量系が合わさった巨大で重い刃は、ルコルジ・ジの左肩口から右の腰までを切り裂く。断面からは銀色の血液が大量に
撒
 ま

 き散らされる。

　一撃は大地にまで到達し、
轟
 ごう

 
音
 おん

 が響く。巨大質量の着弾でアスファルトまで破砕。続いてルコルジ・ジの上半身と、後方の両断された歩道橋まで落下。破片が散乱し、爆風が起こった。

　烈風が俺の立つ場所まで吹きよせる。アスファルトには大断層が刻まれている。軌道にあった歩道橋や車は、鋭利な断面を見せていた。

　鋼成系と質量系が合わさった斬撃は、戦車の装甲すら薄紙のごとく切り裂き、巨竜すら
屠
 ほふ

 るだろう。ウォルロットは
凄
 すさ

 まじい
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 だった。まさにピエゾの勇者だ。

　ウォルロットが咒式を解除。長大な刃が元に戻り、後退する。倒れた状態からルコルジ・ジが放った石化の息を回避した。石化していく車や歩道橋を、勇者の姿が跳ねていく。

　だが、完全に避けたはずのウォルロットは、胸元を押さえていた。顔色が蒼白だった。よりにもよって、今この瞬間に麻薬の禁断症状か。

「おおおおおおおっ！」

　白煙を切り裂く怒号とともに、ルコルジ・ジは右手一本で上半身だけとなった体を起こす。俺とギギナは距離を取る。

　ルコルジ・ジの巨体の断面からは、
膨
 ぼう

 
大
 だい

 な水銀のような血液と体液が
零
 こぼ

 れていた。心臓を失い、これだけの体液を失えば、どんな生命体だろうと死ぬ。

　だが、断面からの銀の滝が瞬時に止まる。断面の金属組成を変えて、体液の損失を抑えたのだ。唇からは蒸気の息が漏れる。

「新しく生成した心臓と片方だけの肺で、体液循環と酸素吸収まで再開させているのか！」

「〈
古き巨人
 エノルム

 〉の生命力は異常にすぎる！」

「油虫がかわいく見えるほどの生命力だ。ギギナ並みだな！」

「ならばガユスを殺すつもりで行くしかあるまい！」

　俺とギギナは間合いを詰める。起き上がったルコルジ・ジが咒式を
紡
 つむ

 ぐ。顔の前に、緑の
燐
 りん

 
光
 こう

 で紡がれた六角形、咒印組成式が発生する。

　ルコルジ・ジが咒式を再起動させ、
五
 ご

 
鈷
 こ

 
杵
 しよ

 を呼びもどしていたのだ。空中周遊していた凶器が、
飛
 ひ

 
翔
 しよう

 していく。

　右腕を掲げて、ルコルジ・ジは巨大な五鈷杵を

摑

 つか

 む。四つの目には、勝利を確信した輝き。

「これがあるかぎり、我が哀しみが勝つっ！」

「違うね、それを戻すからこそ負ける！」

　戻っていく
五
 ご

 
鈷
 こ

 
杵
 しよ

 にはギギナの〈
蜘蛛絲
 スピネル

 〉の綱がつなげられている。つまり、綱の反対側を握っていた俺が、ルコルジ・ジが握る五鈷杵へと引きよせられる。

　
重
 じゆう

 
水
 すい

 
素
 そ

 と三重水素を極低温で液化させ、負の電荷を帯びたミューオンを放射。原子核を負ミューオンが
束
 そく

 
縛
 ばく

 し、核の電荷を中和。原子核同士が衝突していく。

　糸を切って、俺は背中に背負った
鋼
 はがね

 の盾で、アスファルトを滑っていく。勢いのままに滑って到達したのは、
肘
 ひじ

 で上半身を支えるルコルジ・ジの
顎
 あご

 の下。

　
知覚眼鏡
 クルークブリレ

 が
遮
 しや

 
光
 こう

 機能を全力展開、腕は斜め上方、ルコルジ・ジの顎裏へと
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
短
 たん

 
剣
 けん

 マグナスを向ける。ルコルジ・ジの四つの眼に初めて絶望の色が
掠
 かす

 める。

　俺は化学
錬
 れん

 
成
 せい

 系第七階位〈
重霊子殻獄瞋焰
 覇
 パー・イー・モーン

 〉を発動。

　ルコルジ・ジの顎の下から、核融合の炎が噴きあがる。三億ジュールルの熱量は現実空間への相転移で弱められたとはいえ、ありとあらゆる物質を融解、蒸発させる熱を発生させる。

　爆炎は、顎の下から金属の肌と肉を一気に貫通し、合金の
頭
 ず

 
蓋
 がい

 
骨
 こつ

 を溶解させ、脳を蒸発させ、頭蓋の頂点から天空へと
迸
 ほとばし

 っていく。最強の破壊
咒
 じゆ

 
式
 しき

 の発動は、俺の神経系や脳を苦痛で
苛
 さいな

 む。知るか！

　魔杖剣を斜めに構えたまま、咒式を
制
 せい

 
御
 ぎよ

 。今日の俺はジヴの命が狙われ、
誘
 ゆう

 
拐
 かい

 された
憤
 ふん

 
怒
 ぬ

 で咒力が高まっている。さらに核融合の炎を呼びだし、瞬間的だが自己新記録の五千度の超々高熱を叩きだす。超熱量を生みだす反動で魔杖剣の刀身が震えるが、全力で支える。ルコルジ・ジの頭部を貫いたまま、純白の光の柱が吠え
猛
 たけ

 る。

　高熱は街路を斜めに迸っていき、ビルの角と屋上の看板に激突。高熱の刃は、分厚いコンクリと金属の板も簡単に貫いて、エリダナの空へと駆けぬけていった。

　咒式の効果が終わり、光が一瞬で消失。同時に横転して回避。俺が直前まで転がっていたアスファルトに
輻
 ふく

 
射
 しや

 
熱
 ねつ

 の一部と、巨人の体から
飴
 あめ

 のように融解した金属が
滴
 したた

 り、蒸気をあげる。

　回転しおわり、歩道で膝を立てる。

　大通りに肘を立てていたルコルジ・ジは、無惨な姿となっていた。

　顎の下からの核融合の炎の直撃は、ルコルジ・ジの頭蓋の半分を完全消失させ、首を
抉
 えぐ

 り、胸板にまで大穴を
穿
 うが

 っていた。穴の断面からは液状化した金属が滴り、蒸気が噴きあがる。核融合咒式のあまりの高熱に、ルコルジ・ジの体の金属が気化していたのだ。

　直撃さえすれば〈
重霊子殻獄瞋焰
 覇
 パー・イー・モーン

 〉は、俺が使える最高最強の咒式だった。

　たとえ相手が
長命竜
 アルター

 や
大禍つ式
 アイオーン

 、そして〈
古き巨人
 エノルム

 〉だとしても、体が原子で構成されている以上、原子核を融合させて発生するほどの超々高熱を防ぐ方法はない。

　ルコルジ・ジの半分となった金属の割れ目、口が動く。融解した金属が滴る。

「なんとも哀しい結末だ」

　体内を
灼
 や

 きつくす高温の蒸気とともに、言葉が漏れた。

「ああ、なんということだ」

　四つの瞳は、エリダナの空を見上げていた。

「我が哀しみは、あとのことは、頼みます」

　黄緑の四つの眼が、光を失う。暗緑色の石に変化した。

　右
肘
 ひじ

 が砕けて横倒しに倒れていく。重低音がエリダナの街角に響き、白煙を噴きあげる。

　俺は腕を掲げて
粉
 ふん

 
塵
 じん

 を防ぐ。横にはギギナが立っていた。
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 を
杖
 つえ

 にしている状態だったが、
治
 ち

 
癒
 ゆ

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 ですでに左腕の断面からの出血が完全に止まっている。前衛系の肉体
制
 せい

 
御
 ぎよ

 は
凄
 すさ

 まじい。

　ルコルジ・ジの
死
 し

 
骸
 がい

 が視界に入る。ビルに寄りかかる下半身。胸板から首から頭部にかけて大穴を
穿
 うが

 たれ、倒れている上半身と頭部。光を失った四つの瞳。まさに建造物が倒れたような壮大な光景だった。

　なんにしろ生き残れた。重い息を吐く。ギギナの横顔も疲労しきっていた。

「毎度毎度、よく生き残れたと思う。俺の行いが良すぎるから生き残れるのか、生き残ることがそもそも不運なのか」

「即座に死ねば悩む必要もなくなる」

　二人で軽口を投げあう。

　前衛が相手を打撃で攻めて、後衛の俺の策と咒式が組み合わさったがゆえの勝利だ。これが
攻
 こう

 
性
 せい

 咒式士の強さだ。

　下ろされていたギギナの屠竜刀が跳ね上がる。戦士の全身に緊張感が満ちていた。

「なんということだ」

　戦士の視線の先を追う。

　夕暮れとは別の光が、街路に横たわるルコルジ・ジに降りそそいでいた。光は、死体の
傍
 かたわ

 らに結集していく。

　爆光。









「ウフクス
卿
 きよう

 、早く起きてくれぬか？　わりと
洒
 しや

 
落
 れ

 にならぬのだが？」

　北方の雪原で、シザリオスが苦鳴とともに叫ぶ。

　気絶しながらも、莫大な咒式だけはウフクスの体から途切れることなく放たれている。ウフクスを起こそうにも、シザリオスは毒と咒力の消耗で動けない。さらにウイルスが
増
 ぞう

 
殖
 しよく

 し、ビルのように階を増していく。シザリオスの
膨
 ぼう

 
大
 だい

 な咒力のために、吸いとっていくウイルスは際限なく増殖し巨大化しつづける。

　正二十面体の層の上に、さらに正二十面体の層が重なり、七階建てのビルほどにも
膨
 ふく

 れあがっていた。超質量を、咒力を失ったため純粋な体の力だけでシザリオスが支えていた。支える膝と手が泥の大地を
抉
 えぐ

 り、下にある岩盤に
亀
 き

 
裂
 れつ

 を生む。ウイルスに細胞と咒力を喰らいつくされ多臓器不全で死ぬか、増加していく質量に圧死させられるか、時間の問題だった。

「二秒耐えよ」

　涼しい声が響いた。シザリオスが顔を上げると、人影があった。手には刃。剣ではなく緩く反った片刃の刀だった。

　
一
 いつ

 
閃
 せん

 。

　シザリオスの背中にあったウイルスの山が、一撃で吹き飛ぶ。数万もの正二十面体の
塊
 かたまり

 が衝撃に流され、大気のなかで量子分解され、光の粒子になっていく。

　強大な
咒
 じゆ

 
式
 しき

 が破壊されたために生まれた光が、雨となって降りそそいでいく。

「正義的復活！」

　シザリオスが息を吐いて、全身に咒力を再展開。止まりかけていた生命活動を
賦
 ふ

 
活
 かつ

 。さらに息を吐く。膝を立てて、顔を上げる。

　
轟
 ごう

 
音
 おん

 で、倒れていたウフクスが眼を開く。大地に手をついて、一回転。膝をつく姿勢となる。

「うるさい」

　二人の
翼
 よく

 
将
 しよう

 が、眼前に立つ人物を見上げる。

　光の雨のなかに立つのは、
大
 おお

 
鎧
 よろい

 を身にまとった異邦の武者だった。腰に大小の
鞘
 さや

 を差し、背中にも旗のように四本の刀を背負っている。

　武者が着ていたのは、
紅
 ぐ

 

蓮

 れん

 
絲
 いと

 
威
 おどし

 鎧。胸部の
鳩
 きゆう

 
尾
 びの

 
板
 いた

 に
栴
 せん

 
檀
 だんの

 
板
 いた

 。肩の
大
 おお

 
袖
 そで

 の上部にある
冠
 かむり

 
板
 いた

 には、後付けしたらしい簡略化した五つの穴開き
貨
 か

 
幣
 へい

 が並ぶ家紋。小ぶりな
脇
 わき

 
壺
 つぼ

 
胴
 どう

 
丸
 まる

 の
胸
 むな

 
板
 いた

 にも同様の
略
 りやく

 
紋
 もん

 。腰から下を
覆
 おお

 う
草
 くさ

 
摺
 ずり

 も、細部が美しい。

　面の中央が高くなるように、鎧と腰回りの草摺を鮮やかな
緋
 ひ

 色の
紐
 ひも

 に通してある
甲
 かつ

 
冑
 ちゆう

 。それは、武具ではなく、ひとつの芸術作品のようだった。

　頭頂の龍が水晶を
銜
 くわ

 えて
睨
 にら

 み、獅子が座る姿を表現した
獅
 し

 

嚙

 かみ

 の
兜
 かぶと

 。
庇
 ひさし

 の下の
老
 ろう

 
爺
 や

 の
面
 めん

 

頰

 ぼお

 は、
呵
 か

 
々
 か

 と大笑する表情のままで凍りついている。

　頰
 から上がなく、大口を開けた面から覗く素顔の部分は、男の鋭い眼差しと引き結ばれた唇のみ。銜えているのは、花が咲いた梅の小枝。

　掲げられていた美しい
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
刃
 とう

 が、銀の
円
 えん

 
弧
 こ

 を描く。音もなく腰の鞘に納められる。

　咒式が解除され、甲冑が
霧
 む

 
散
 さん

 していく。仮面も拡散していき、素顔が現れる。撫でつけられた黒髪に整えられた
顎
 あご

 
髭
 ひげ

 。濡れたような黒瞳。
口
 くち

 
許
 もと

 では一輪の花と小枝が揺れた。

「サナダ・オキツグ。翼将筆頭か」

　地面に伏したままのウフクスが唇を

嚙

 か

 みしめる。

「間にあったようだな。問題は〈
古き巨人
 エノルム

 〉よりウフクス
卿
 きよう

 だったようだが」

　オキツグは納めた刃の
柄
 つか

 に、右手を乗せる。柄には、
玖
 きゆう

 の番号の印章が刻まれていた。太い腕を組んで、シザリオスが大笑する。

「正義の味方として感謝しておこう！　さすが翼将筆頭だ！」

「私は礼など言わぬ」

　ウフクスがつぶやくと、オキツグがうなずく。

「分かっている。貴殿たちに助けなどいらなかったことはな」オキツグが二人を眺める。「先ほどのことは、それがしのお
節
 せつ

 
介
 かい

 だ」

　ウフクスの周囲の大地にあった緑の環が消失した。シザリオスも
紡
 つむ

 いでいた重力咒式を解除していた。

　シザリオスは疑問の眼でオキツグを眺める。

「しかし、オキツグ殿がなぜここに？　北方戦線は貴殿がいなければ長くは持たぬぞ？」

「ヨーカーンの
咒
 じゆ

 
式
 しき

 で飛ばされただけだ。あと……」オキツグが左手を掲げる。
籠
 こ

 
手
 て

 には青い
燐
 りん

 
光
 こう

 で数字が描かれていた。「三十七秒で北方戦線に帰還する」

　オキツグが苦笑した。

「それがしは、よほどあの
大
 だい

 
賢
 けん

 
者
 じや

 殿に嫌われていると見える」

「あの
御
 ご

 
仁
 じん

 は
翼
 よく

 
将
 しよう

 でも異端だ！　我が
輩
 はい

 には悪漢に見えるときもある！」

　シザリオスが同意する。

「私がいつか殺す。全員、全人類まとめて殺す」

　ウフクスが薄く笑う。

「翼将同士で
反
 はん

 
目
 もく

 しあっている場合ではない」

　オキツグが前に向きなおる。シザリオスとウフクスも
倣
 なら

 う。

　眼前に広がるのは、一面の
泥
 でい

 
濘
 ねい

 の荒野。前方にあった峡谷は、完全に消失していた。遠くには爆心地となった盆地が見える。盆地には爆発による深い穴が
穿
 うが

 たれていた。白煙と蒸気が、雪山だった場所にたなびいていく。

　もはや〈
古き巨人
 エノルム

 〉たちの死体すら存在しない。ガニシュキナ・ナも完全に消失していた。

　オキツグの目に思考が宿る。

「〈古き巨人〉五体も絶命するほどの犠牲で、なにかの咒式を構築していたようだな」

　オキツグが現状を分析する。

「
猊
 げい

 
下
 か

 の調査として我らが来たことで、結果を隠すためにガニシュキナ・ナが自爆した、としか考えられない」

　シザリオスがうなずく。〈古き巨人〉の主戦派であるなら、ガニシュキナ・ナに戦闘を回避する理由はない。自らを消去する必要があったと考えるべきだろう。

　オキツグの目が戻される。二人の翼将を見つめる。

「〈怨帝の十三の
嫡
 ちやく

 
子
 し

 たち〉と名乗るからには、彼らは十三体いるはずだ。先ほどガニシュキナ・ナを含む五体が消滅したが、残り八体はどこにいる？」

　シザリオスとウフクスが高低斜めに顔を見合わせる。たしかに数が合わない。

「〈古き巨人〉たちはなにをしようとしていたのだ？」

　ウフクスが無感情につぶやく。シザリオスは最初の疑問に戻る。おそろしく巨大な悪意と
陰
 いん

 
謀
 ぼう

 が感じられたが、

摑

 つか

 めない。三人の翼将が荒野で思考する。

　シザリオスが口を開こうとすると、オキツグが答える。

「おそらくだが」

　オキツグの体に青白い光が浮かぶ。肩や腕や胸板、足や腰を鎖のように青い光が横断している。ヨーカーンの咒式で引きもどされる時間が来たようだ。

「時計の針を数万年戻すための準備だ。そして……」

「そして、なんだ？」

　ウフクスがさらに問いかえそうとしたとき、オキツグの体は消えていた。シザリオスとウフクスが目線を上げる。

　雪国の空に、光が去っていくところだった。光は
峰
 みね

 
々
 みね

 を越えて、さらに遠い空へと引きもどされていく。

　シザリオスとウフクスの目が、オキツグが眺めていた南の空を眺める。

　先には、大陸の中央部、ルルガナ内海があるはずだった。









　光が収束していく。俺は掲げていた腕を下げる。ギギナも目を細めて前を見ていた。

　街路に横たわるルコルジ・ジの巨体の先、四つ角に横転した輸送車の上に、人影があった。

　透き通った銀の肌。神像のような
荘
 そう

 
厳
 ごん

 な顔には、青い七つの眼が
鎮
 ちん

 
座
 ざ

 していた。背負った光輪は、雷のように輝いていた。

「ヨルムデ・デはともかく、あのヒヘイデス・スとルコルジ・ジが敗れたか」

　七つの目は、ルコルジ・ジの巨大な
死
 し

 
骸
 がい

 を眺めていた。

「それぞれふざけた信条を持つものと哀しみに
囚
 とら

 われたものだったが、残念なことだ」声は哀しみを帯びていた。「このような結果は、この私ゾレイゾ・ゾの不徳がいたしたことだ」

　俺は
生
 なま

 
唾
 つば

 を飲みこむ。

　ゾレイゾ・ゾと名乗った眼前の巨人は、ヒヘイデス・スやルコルジ・ジとは、圧力の
桁
 けた

 がひとつ違う。

　俺は動けない。動かなければ死ぬとは分かっているが、動けない。理性はジヴを狙う〈
古き巨人
 エノルム

 〉の
新
 あら

 
手
 て

 を倒すべきだと教えてくれる。

　だが、体が、本能が拒否している。行けば死ぬと、本能が制止してきているようだった。

　ゾレイゾ・ゾの七つの目が俺たちを見つめていた。

「
汝
 なんじ

 らを許すわけにはいかぬ」

　横目で確認すると、ギギナの唇が開く。閉じられると、犬歯が唇を食い破る。鮮血が
顎
 あご

 に流れるとともに、強引に一歩を踏みだした。蒼白な頰
 をしたウォルロットも前に進む。

　しかし、三人ともすでに満身
[image: ]

 そう

 
痍
 い

 だ。
咒
 じゆ

 
力
 りよく

 も尽きた。勝機などない。まったくない。

　絶望的な前進だった。

「
止
 や

 めておけ」

　俺たちの横手から声があがる。

　乗用車の上を進むのは、二メルトルを越える巨大な人影。
積
 せき

 
層
 そう

 
甲
 かつ

 
冑
 ちゆう

 で全身装甲されていた。右手には長大な
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
槍
 そう

 
斧
 ふ

 が握られている。

　俺たちの
傍
 かたわ

 らで、
重
 じゆう

 
機
 き

 
槍
 そう

 
士
 し

 の足が止まった。太い指先で
兜
 かぶと

 の下の
面
 めん

 

頰

 ぼお

 を跳ねあげる。

　
巌
 いわお

 を削りだしたような威厳のある顔は、ラルゴンキンその人だった。

「報告にあった姿とは違うな。新手か？」

　俺とギギナ、ウォルロットはラルゴンキンを眺める。巨漢のランドック人は、不敵に笑って片目を閉じてみせた。

「なに、ようやく我らの近くに〈
古き巨人
 エノルム

 〉が現れてくれたので、今回は間にあった」

　
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
槍
 そう

 
斧
 ふ

 〈
剛
 ごう

 
毅
 き

 なるものガドレド〉を旋回させ、巨漢は前に向きなおる。切っ先の前方には〈古き巨人〉の
新
 あら

 
手
 て

 、ゾレイゾ・ゾが座していた。

「あとは我らに任せて、休んでいろ」

　ラルゴンキンが巨大な魔杖槍斧を掲げつつ、前に進む。

　周囲の乗用車や輸送車、冷蔵車の上や
傍
 かたわ

 らに
鎧
 よろい

 や戦闘服姿の集団が現れる。肩に描かれた文字と紋章は、ラルゴンキン事務所の
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 たちであることを示していた。

　俺とギギナ、ウォルロットの横を、一団が進んでいく。

「戦闘バカと軟弱
眼
 め

 
鏡
 がね

 はそこにいな。たとえるなら前菜はそこまでだ」

　ラルゴンキンの右では、双剣を引っさげた
華
 か

 
剣
 けん

 
士
 し

 のイーギーが進む。

「〈古き巨人〉が、春先の
大禍つ式
 アイオーン

 よりは楽な相手だといいんだけどニャア」

　左には
光
 こう

 
幻
 げん

 
士
 し

 のジャベイラが
尖
 せん

 
剣
 けん

 を握って進む。

「とくに言うことはありません」

　そして所長のすぐ脇には、
千
 せん

 
眼
 がん

 
士
 し

 のヤークトーが両手を背中で組んで歩む。

　所長と分隊長三人の背後には、二十人の部下が並ぶ。

　ラルゴンキンが街路を見据える。前方には、四つ角の中央で横転した輸送車があった。

　車の上には、七つ目の巨人が座っている。青い七つの目は、ラルゴンキンたちを無表情に眺めていた。

　ラルゴンキンたちは街路で足を止め、車や歩道橋の間で陣形を組む。

「第二分隊は右翼、第三分隊は左翼から副隊長が率いて側面を押さえろ」

　ラルゴンキンの言葉に、繰り上げで副隊長となった二人の攻性咒式士が無言でうなずく。所長が続ける。

「第二、第三分隊による二方向からの攻性咒式の砲火の直後に、私と直属の第一分隊、分隊長のイーギー、ジャベイラが突撃する」目線で自らの左右の腕とも呼ぶ咒式士を示し、頭脳の咒式士にも確認をとる。「第四分隊はヤークトーとともに後詰めだ」

　二十三人のそれぞれが指示を理解する。

　総勢二十四人は多い数ではないが、全員が十
階
 かい

 
梯
 てい

 以上という高位の攻性咒式士でそろえられている。ラルゴンキン咒式士事務所は、エリダナにおける最強部隊だった。

「行くぜ」

　イーギーが双剣を握りしめる。切りこみ隊長の進軍に、部下たちが続く。

「相手が一体だからといって、楽観視するな」

　ラルゴンキンは巨大な魔杖槍斧を両手に握る。臨戦態勢となった七つ目の巨人。両手を掲げつつも咒式を放たない。目は周囲を見回す。ヤークトーが巨漢の前に手を出して止める。

「先客がいるようです」

　影が見えた。左の輸送車の陰に、黒く塗った
鎧
 よろい

 の群れ。右前方にある廃車の陰には、
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 を握った背広の一団が進んでいく。周囲のビルの屋上を渡る影もあった。

　さまざまな装備の
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 たちが、街路を進んでいく。

　荒い息のギギナの目が、街路に
蠢
 うごめ

 く人影を確認していく。

「ヒュビイン咒式士事務所、ドードデオン咒式士事務所だな」屋根の上へと向けられたギギナの目が下ろされる。「あちらにはガオ・ン咒式士会まで参加している」

　四つ角からは物音。街路の車が押し
退
 の

 けられ、濃緑色の装甲輸送車が現れる。咒式士たちが逃げて、二台の装甲車が突進してくる。ラルゴンキンの咒式士たちは、左右に転がる車の上に
避
 よ

 ける。

　無骨な装甲輸送車は火花と
轟
 ごう

 
音
 おん

 をあげて、強引に進んでいく。

「ゴラエフ一家まで来ていやがったか！」

　車の上でイーギーが吐きすてる。装甲車は車を押し退けて、四つ角を斜めに横断。

　二台の装甲車が、車体を横向きにして停止する。側面の装甲が跳ね上がった。一台の装甲車から七人、二台
併
 あわ

 せて十四人の
機
 き

 
剣
 けん

 
士
 し

 の群れが現れた。ゴラエフ一家が誇る
重
 じゆう

 
装
 そう

 
甲
 こう

 咒式士部隊だった。

　
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
斧
 ふ

 を肩に担いでいるのは、一家の頭目である
重
 じゆう

 
機
 き

 
斧
 ふ

 
士
 し

 のゴラエフだった。腕力だけならラルゴンキンにも
匹
 ひつ

 
敵
 てき

 すると言われる、
獰
 どう

 
猛
 もう

 なランドック人だった。

　右手を進むのは、雑多な咒式士の群れ。先頭に立つのは、魔杖
槍
 そう

 を携えた長身の男。
剛
 ごう

 
槍
 そう

 
士
 し

 のガオ・ンだ。

　左から車の上を飛び渡っていく背広の一団の主は、老紳士。
錬
 れん

 
成
 せい

 系の使い手であるドードデオンだった。ビルの上で魔杖剣に咒式を
紡
 つむ

 いで走る一団は、ヒュビインが率いている。

　総勢四十二人ほどの攻性咒式士が、四つ角に集結していた。

「エリダナとピエゾ大使館が〈
古き巨人
 エノルム

 〉にかけた賞金目当てに、攻性咒式士たちが集まったようだな」

　ラルゴンキンがつぶやく。

　俺は再び闘志を奮い立たせる。魔杖剣を握って立ち上がる。ギギナも臨戦態勢を整える。これだけの数があれば、押せる。ジヴを狙う〈古き巨人〉は、ここですべて倒す。

　前方では、イーギーが双剣を握りしめる。青の眼には、抑えきれない闘志。

　ラルゴンキン事務所の攻性咒式士たちも静かに進軍していく。

　ヒュビイン咒式士事務所にドードデオン咒式士事務所、ガオ・ン咒式士会にゴラエフ一家という四十二人の攻性咒式士が、街路を進む。

　俺とラルゴンキンたちも併せると、総勢六十人という、一大軍事集団が包囲するのは、四つ角の中心で横転した輸送車。屋根の上には、人影が座りつづけていた。

「壮観だな」

　人間ほどの大きさの〈古き巨人〉、ゾレイゾ・ゾが静かにつぶやく。攻性咒式士たちが、魔杖剣や魔杖槍を
携
 たずさ

 えて包囲網を形成する。全員が頂点に座す〈古き巨人〉に、魔杖剣の切っ先を向けている。ゾレイゾ・ゾは、刃の海の間に立つ孤独な影となっていた。

　乗りすてられた乗用車の屋根を、巨漢の足が踏みしめる。ゴラエフが
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
斧
 ふ

 を掲げ、切っ先をゾレイゾ・ゾに向ける。
斧
 おの

 の刃には、すでに
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 が
紡
 つむ

 がれていた。

「おいおい、近づくまでにこちらの四分の一は殺されると思ったが、なにもしないのか」ゴラエフが疑問と刃を向ける。「強いんだろ、〈
古き巨人
 エノルム

 〉は？」

　ゾレイゾ・ゾは座った姿勢のままだった。

「我らの
鎮
 ちん

 
魂
 こん

 の儀式を邪魔するな」

「ああ、おまえ自身の葬式のことか」

　ゴラエフは咒式を放つ隙を
窺
 うかが

 い、爪先を動かして距離を詰めていく。背後に控える
重
 じゆう

 
機
 き

 
斧
 ふ

 
士
 し

 や重機
槍
 そう

 
士
 し

 も、一家の主と同じく爪先で距離を詰めていた。

「
罠
 わな

 に
嵌
 はま

 ったのはうぬらだ」

　ゾレイゾ・ゾは淡々と語った。

「危険です。反応はゾレイゾ・ゾの他に四体！」

　ヤークトーの叫びが、街路を渡る。

「全員退避！」

　歴戦の戦士であるラルゴンキンの経験が、叫ばせた。ラルゴンキンの叫びとは逆に、咒式とともにゴラエフは
飛
 ひ

 
翔
 しよう

 した。

　ゴラエフが放つのは、砲弾咒式と巨斧の一撃。初撃の砲弾を防ぐか回避されても、追跡する巨斧が仕留めるという二段構えの必殺連係をゾレイゾ・ゾに浴びせる、寸前にゴラエフの巨体が硬直する。

　
髭
 ひげ

 に
覆
 おお

 われた唇から血が
零
 こぼ

 れる。ゴラエフの重装甲の胸板から背中までを、十数本の刃が貫通していた。自らの胸板から生える刃の根本を目で追っていく。足下の乗用車の屋根から、刃の群れが生えていた。

「なんじ、ゃこりゃあ!?
 」

　疑問の声とともに、ゴラエフは絶命した。周囲にいる十三人が咒式を放とうとした瞬間、街路に溢れる絶叫と悲鳴。

　交差点に転がる車や輸送車、冷蔵車やバスの車体からは、数百本の剣や槍が生えていた。街路の各所に生まれた地獄の針山は、十三人の攻性咒式士たちを貫いていた。

「ゲヒンナム・ム、やりすぎるな」

　ゾレイゾ・ゾの視線の先、横転したバスの車体に六つの青い光が並ぶ。金属板が割れて、唇となる。

「すべては殺していないですよ。大事な人属の実験体ですからね」

　バスから、ゲヒンナム・ムと呼ばれた〈古き巨人〉の顔が抜けでる。次に肩に胸板、腕に腰。足はアスファルトを踏む。出現したのは、黒い
外
 がい

 
套
 とう

 を着込んだ人型。灰色がかった銀の肌をして、太い腕を組んだ巨漢が車道に立っていた。
髑
 どく

 
髏
 ろ

 のような金属の顔に、六つの青い目が配置されている。

「この賢人ゲヒンナム・ム、我らの悲願のついでに、人属で実験ができることは喜ばしいかぎりです」

　ゲヒンナム・ムの死角から、ラルゴンキンの前衛たちが突っこむ。

「
余
 よ

 
所
 そ

 
見
 み

 すると殺す。たとえるなら、余所見一秒、死ぬまで地獄！」

　全力疾走のイーギーが刃を放つ。化学
鋼
 こう

 
成
 せい

 系第三階位〈
微振刃
 ブーン

 〉による高速振動の刃が、掲げたゲヒンナム・ムの右手首を切断。
初
 しよ

 
手
 て

 で相手の攻撃力を半減させる。

「人格転換、達人ノ太刀！」

　横手からジャベイラが踏みこみつつ刃を放つ。
電
 でん

 
磁
 じ

 
光
 こう

 
学
 がく

 系第四階位〈
光条灼弩顕
 レラージエ

 〉による硬Ｘ線レーザーの刃が、右脇から心臓、左肩までを両断。

　炭化した切断面から滑っていく上半身の背後から、ラルゴンキンの跳躍。
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
槍
 そう

 
斧
 ふ

 に化学
鋼
 こう

 
成
 せい

 系第六階位〈
剛導電旺膂法
 ビユー・レト

 〉が発動。
凄
 すさ

 まじい
斬
 ざん

 
撃
 げき

 がゲヒンナム・ムの左の側頭部から鼻筋を通って、
顎
 あご

 の右側へと刃が抜け、着地。槍斧はアスファルトまで砕き割る。

「必殺、さらにもう一殺！」

　断面から銀の血液を噴出し、ゲヒンナム・ムの鼻から上の頭部が飛ぶ。さらに魔杖槍斧が反転し、胴を両断すると同時に、ラルゴンキンが跳躍。

　ゲヒンナム・ムの背後にイーギーとジャベイラが抜け、
踵
 かかと

 でアスファルトを削って停止。ラルゴンキンも着地し、衝撃と体重でアスファルトに穴を
穿
 うが

 つ。

　
完
 かん

 
璧
 ぺき

 な連係による致命の攻撃の三重奏だった。

　繰りだした三人が、振りかえる。顔には
愕
 がく

 
然
 ぜん

 とした表情。俺やギギナも同じだった。

　ゲヒンナム・ムは平然と立っていたのだ。

「通常の〈
古き巨人
 エノルム

 〉であったなら、この攻撃で死んでるでしょう」ゲヒンナム・ムは左手で心臓が収まる胸を押さえ、右手で脳が収まる頭を押さえる。「いきなり殺しにかかる
野
 や

 
蛮
 ばん

 さはおもしろい。私がまだまだ人属について知るべきことは多いようですね」

　切断されたはずの右手、両断された心臓に頭部は、以前のままだった。

「脳と心臓に響きますが、それだけです。学術的な意義がない」

　ゲヒンナム・ムが金属質の笑い声をあげた。

　俺は、三人の刃が確実に脳と心臓を破壊したことを保証する。その証拠に、ゲヒンナム・ムの黒い
長外套
 コート

 が切られて、布となって垂れ下がっていた。

　しかし、ゲヒンナム・ムの右腕や胴体や頭部の金属の肌には、継ぎ目すら見あたらない。

〈古き巨人〉も高等生物であるかぎり、体液循環器官である心臓を破壊されれば死ぬ。超再生や副心臓を持っているかもしれないが、そもそも再生や副心臓を働かせるための脳が破壊されては絶命するしかない。だが、眼前の〈古き巨人〉は平然として生きている。

「ラルゴンキンどもに手柄を取られるなっ！」

　叫びとともに、ゾレイゾ・ゾとゲヒンナム・ムの四方から、各事務所の
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 たちが咒式を放つ。俺としても動くしかない。熱量で攻めるべく〈
電乖鬩葬雷珠
 マーコキアズ

 〉を展開。
眩
 まばゆ

 い光、プラズマ弾が
射
 しや

 
出
 しゆつ

 。

　爆裂や槍、プラズマ弾が着弾。
凄
 すさ

 まじい光と熱風。

　街路に灰白色の壁がそびえていた。金属はプラズマ弾の半径ほど削られ、しかし貫通しなかった。

　電子が原子核から遊離するほどの高温プラズマは、地上にあるすべての金属を融解させることができる。

　だが、結晶が立方体形の単位格子の各頂点と中央に原子が位置する体心立方構造を持ち、融点が三四二二度というタングステンの壁が大量に生成されていた。高融点金属を大量に生成することで、プラズマの熱量を防いだのだ。

　壁の間から、
悠
 ゆう

 
然
 ぜん

 と座るゾレイゾ・ゾの姿が見えた。七つの青い目は右に向けられていた。

「ゾレイゾ・ゾ殿、ご無事でしょうか？」

　街路の上空から、影が降り立ってくる。静かに、アスファルトにそびえるタングステンの防壁の上へと足が着地する。三角形の
裾
 すそ

 を
閃
 ひらめ

 かせた姿。
光
 こう

 
沢
 たく

 を帯びた灰白色の金属肌。逆三角形の顔には、
橙
 だいだい

 色の五つの目。

「この信徒ザムザ・ザは、ゾレイゾ・ゾ殿の側近でありながら、ヒヘイデス・スの遺品を回収していて遅れましたことをお
詫
 わ

 びいたします」

　掲げられた左の
掌
 てのひら

 には、橙色の四つの目が乗っていた。ゾレイゾ・ゾが
哀
 あい

 
惜
 せき

 の青い瞳でうなずいた。

「よくやってくれた」

　ゾレイゾ・ゾの深い声に、ザムザ・ザは君主に対するように丁重に頭を下げる。

　ザムザ・ザは瞬時に常識ではありえないほどの
膨
 ぼう

 
大
 だい

 な重金属を生んで、
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 を防いだのだ。ルコルジ・ジにしろ、〈
古き巨人
 エノルム

 〉たちは化学系咒式の専門家なのだ。

　周囲の咒式士たちはさらに咒式の嵐を放つが、ザムザ・ザはさらなるタングステンの防壁を構築する。

　街路に突き立つ灰白色の壁の群れは、巨大な墓標となってすべての攻撃を弾く。包囲した咒式士たちの火力が集中していくつかの壁が
崩
 ほう

 
壊
 かい

 する。しかし、ザムザ・ザが次々と
紡
 つむ

 ぐ防壁のほうが早く、
膨
 ぼう

 
大
 だい

 だった。壁が連なり城塞となって街路にそびえていた。

　一人の
錬
 れん

 
成
 せい

 
士
 し

 が、紡いでいた爆裂咒式を途中で制止した。組成式が光の
欠片
 かけら

 となって散った。

「〈古き巨人〉は不死身で無敵だ、勝てない！」

　錬成士が逃げだした。

　続いて、隣にいた
雷
 らい

 
鳴
 めい

 
士
 し

 が後を追って逃げる。後衛が崩壊した。

　四つ角は大混乱になっていた。前に進む攻性咒式士と、逃げる攻性咒式士。咒式の
炸
 さく

 
裂
 れつ

 
音
 おん

 に、怒号に悲鳴。

　賞金狙いの街の攻性咒式士は、強敵とは戦わない。数で勝てると思っていたが、〈古き巨人〉は一体ではなかった。そして一体一体が強力にすぎた。

　主を失ったゴラエフ一家の生存者は、街路に停まっていた装甲輸送車に逃げこむ。扉が閉められる前に、無骨な車体が発進。手をかけただけの
重
 じゆう

 
機
 き

 
斧
 ふ

 
士
 し

 や重機
槍
 そう

 
士
 し

 が、落下する。

　仲間を見捨ててまで逃げだした装甲輸送車が、急停止する。タイヤは猛烈に回転していた。しかし、街路のアスファルトにタイヤの半ばまでが沈んでいた。

「我を我と呼ばずに、なんと呼ぶことができる？」

　声が響くが、車内の
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 たちはそれどころではなかった。沈みゆく車体という事態に、運転手がさらに
加速板
 アクセル

 を踏む。が、動かない。水平ではなく、垂直に動き、一瞬にして、車体の半分までが沈む。

　街路にある十数台の車も、同じようにアスファルトに沈んでいた。すでに後ろ半分が沈み、前輪だけを見せている車もあった。

「答えられぬなら、答えのままに消えるがよい」

　装甲輸送車の運転席や後部の扉は、すでに地面に埋まっていた。扉にかかった水圧ならぬアスファルト圧は、攻性咒式士の剛力でも開けられない。車内の攻性咒式士たちは、窓ガラスを
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 の
柄
 つか

 で破る。

　だが、車体の沈む速度が上回り、完全に車体は地面に消えた。攻性咒式士たちの悲鳴も怒号も、地面に飲みこまれた。あとにはアスファルトに広がる
波
 は

 
紋
 もん

 だけだった。

　波紋の先に、淡青色の六つの光点が灯る。

「世の中、一歩先は泥沼という
諸行無常
 しよぎようむじよう

 なり 。これぞ〈物教〉の
理
 ことわり

 なり」

　声は、浮遊する人影が放った。浮遊する金属の

蓮

 はす

 の上に、東方の
僧
 そう

 
侶
 りよ

 の服を着た人影が座している。右肩から左脇へと、球体の連なりがかけられている。三角
頭
 ず

 
巾
 きん

 の下には、銀白色の肌。六つの淡青色の眼。右手には先に輪が連なる
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
錫
 しやく

 を握っている。

「ネビロ・ロ法師、
推
 すい

 
参
 さん

 なり」

　
錫
 しやく

 
杖
 じよう

 がアスファルトを叩く金属音に続き、輪が
凛
 りん

 と鳴り響く。すでに四つの事務所による〈
古き巨人
 エノルム

 〉への包囲網は
崩
 ほう

 
壊
 かい

 していた。前衛も後衛も、逃げだしはじめていた。

　空からの爆音と笛のような落下音。街路にある車やビルの壁、攻性咒式士たちに着弾。

　
轟
 ごう

 
音
 おん

 とともに、緑の
飛沫
 しぶき

 と
波
 は

 
濤
 とう

 が噴きあがる。吹きよせる熱風で俺とギギナは後退する。

　それは幻想的な緑の火柱だった。街路の車の列や、歩道の街灯や歩道橋、そして攻性咒式士たちが一瞬にして緑の炎に包まれる。

　攻性咒式士の耐火装備や耐熱咒式が無意味なほどの、高温の炎だった。

　緑の炎のなかで、内臓と骨と断末魔まで焼き焦がされる。炭化した人間が踊るように苦しみ、倒れていく。

　片手で
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 を掲げるギギナ。俺も痛みを
堪
 こら

 えて魔杖剣を掲げる。見据える街路は、地獄の緑の
業
 ごう

 
火
 か

 に包まれていた。

　緑の
灼
 しやく

 
熱
 ねつ

 地獄の先に、ゾレイゾ・ゾがいた。炎に囲まれた〈古き巨人〉の目が、横手に向けられる。

「涙のリクルゴ・ゴか」

　街路に横たわるルコルジ・ジの巨体の
傍
 かたわ

 らに、人影が
跪
 ひざまず

 いていた。それは死者を
悼
 いた

 む人間のような姿だった。

「弟の
弔
 とむら

 いの儀式です。ご
容
 よう

 
赦
 しや

 を」

　
漆
 しつ

 
黒
 こく

 の金属の肌。流線型の顔にある青紫の五つの眼が、炎を映して輝いている。背中には〈
古き巨人
 エノルム

 〉特有の光輪があったが、十字型だった。胸の
膨
 ふく

 らみや細い腰、全体の優雅な曲線からして、女性のように見えた。

　金属の細い手が伸びる。自動車ほどもあるルコルジ・ジの頭部に、漆黒の指先が触れる。

「ルコルジ・ジ、私の弟がまさか敗れるとは」

　青紫の五つの眼には、
哀
 あい

 
惜
 せき

 の色があった。唇は女の悲哀のままに
歪
 ゆが

 んでいた。

「おまえの哀しみは、ついに
癒
 いや

 されることがなかったな」

　
瞼
 まぶた

 がないため、瞳は閉じられない。指先が動き、緑の四つの眼が
眼
 がん

 
窩
 か

 から次々に外れる。

「ああ、私が先に来ていればよかった。そうすれば、弟は、ルコルジ・ジは死なずにすんだかもしれない。私が代わってあげたかった」

　人間の頭ほどの大きさがある黄緑の宝玉を、リクルゴ・ゴは手で抱える。女性のような半球状の二つの胸の間に押しつけて、喪失に耐えているようだった。

　俺は〈古き巨人〉を機械に近い存在だと思っていたが、違っていた。先ほどのルコルジ・ジやヒヘイデス・スでもあったように、彼らも高等生物として、同胞の死を哀しむのだ。

　リクルゴ・ゴの五つの目が、俺たちに向けられる。五つの瞳は、白銀の色の涙を流していた。

「おまえたちは殺す」

　俺とギギナ、ラルゴンキンは後退していく。全員が態勢を立て直すべきだと考えたのだ。

　ラルゴンキンの
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 たちは、すでに通りの端まで退避していた。最後尾を守る、ラルゴンキンとイーギー、ジャベイラが前を見据える。同じく後退していた俺とギギナも、前を見ていた。

「なんということだ」

　エリダナの街路は、地獄の光景となっていた。

　車体から生まれる針の山に死体が貫かれ、空中に飾られている。交差点にはタングステンの城塞がそびえている。アスファルトからは助けを求めるままに、手や足が覗き、体は
埋
 まい

 
葬
 そう

 されている。街路や高所にいた攻性咒式士たちは、緑の
業
 ごう

 
火
 か

 のなかで炭化していた。

　ルコルジ・ジの破壊すら生温く思える、地獄の惨状だった。

　生き残った攻性咒式士たちはすでに逃げはじめていた。
兜
 かぶと

 の下の表情は、すべて恐怖と絶望。
暴
 ぼう

 
徒
 と

 は先を争うように、ビルとビルの間の道を逃げていた。

「固まって逃げるな！」

　逃げる攻性咒式士たちの背後、変わらず輸送車の上に座る影があった。

　顔には七つの青い光点。ゾレイゾ・ゾは右手を掲げる。垂直に掲げられた腕の先、白銀色の人差し指は空を示していた。夕空は、いつの間にか
曇
 どん

 
天
 てん

 となっていた。

「ヨルムデ・デ、ヒヘイデス・ス、ルコルジ・ジ、三体の
鎮
 ちん

 
魂
 こん

 のために、うぬらの命を捧げてもらおう」

　〈古き巨人〉の指の先端に、鮮烈な咒式の光が灯る。

　一〇〇メルトル以上離れているはずの俺の背に
悪
 お

 
寒
 かん

 が走る。

　ラルゴンキンとイーギー、ジャベイラが、さらに後方に跳躍。ラルゴンキンは空中で
咒
 じゆ

 
式
 しき

 を発動し、着地と同時に〈
遮熱断障檻
 フオエニク

 〉を展開。俺も同じ咒式を重ね、耐熱金属の障壁を生みだす。ラルゴンキンの咒式士たちも、背後で同じように防壁や盾を重ねて構築。

　ゾレイゾ・ゾの指先で咒式が発動。天から無害なレーザーが降る。

　俺やギギナ、ラルゴンキンの咒式士たちは、防壁の背後からその光景を見た。

　レーザーによって電子の流れが指定される。電位差が空気の
絶
 ぜつ

 
縁
 えん

 限界値を超える。気体から電子が放出されて陽イオンを発生。電子とは逆の方向に向かった陽イオンは、さらに別の分子に激突して電子を遊離させる。遊離した電子はさらに陽イオンと、連続的な放電現象を呼ぶ。

　暗雲が垂れこめる天が
轟
 とどろ

 いた。夜を二つに裂く光の柱。街路を逃げていく咒式士たちが、光の柱に包まれ、消えた。

　遅れて
轟
 ごう

 
音
 おん

 と爆裂。操車場を揺るがす轟音と衝撃波。一〇〇メルトル以上離れたラルゴンキンの咒式士たちの防壁や盾に、光と烈風が吹きよせる。

　咒式で呼びだされたのは、
凄
 すさ

 まじい落雷だった。

　直撃を避けた
攻
 こう

 
性
 せい

 咒式士たちが、逃走経路に転がる。

　前方のラルゴンキンたちに向けて、咒式士たちが手を伸ばす。だが、そこへ光の柱から伸びた雷の竜が襲いかかる。大地から跳ねた咒式士は、空中で消失した。

　光と烈風が消えていく。

　あれほど吹き荒れていた緑の炎が、ほとんど消火していた。

　道には、蒸気がたなびいていた。蒸気の間、道路には大穴が
穿
 うが

 たれている。穴は黒く焦げて、炭化し、またはガラス質化していた。

　大穴の縁に位置していた車や歩道橋は、雷の
円
 えん

 
弧
 こ

 に合わせて削りとられていた。金属の断面は
飴
 あめ

 色となった金属を
滴
 したた

 らせている。同じように、転がる
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 や盾も、
緩
 ゆる

 い円弧の断面を見せていた。

　逃走していた二十人ほどの攻性咒式士たちの姿は、完全に消失していた。炭化して転がる腕や足の一部が、わずかな
痕
 こん

 
跡
 せき

 となった。

「蒸発、しただと？」

　防壁に作った覗き窓から、ラルゴンキンはつぶやいた。

　四つ角に転がる車に座すゾレイゾ・ゾは、七つの目を光らせていた。車の下では、六つの青い目を持つゲヒンナム・ムが腕組みをしていた。

　右には、六つの淡青色の目。
錫
 しやく

 
杖
 じよう

 を握る手。東方の衣装を着たネビロ・ロが、浮遊する

蓮

 はす

 の上に座っている。

　背後に見える歩道橋では、ザムザ・ザが三角形の
裾
 すそ

 を翼のようにはためかせていた。五つの
橙
 だいだい

 色の目が俺たちを見下ろしている。

　ゾレイゾ・ゾの前には、五つの青紫色の目をした人影が膝をついていた。
漆
 しつ

 
黒
 こく

 の肌をした、女性のような〈
古き巨人
 エノルム

 〉の姿。リクルゴ・ゴだった。

「これで我が弟、ルコルジ・ジを失った哀しみも少しは
癒
 いや

 されるでしょう」

　リクルゴ・ゴの女性のような
艶
 なま

 めかしい唇が
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。五つの目が俺たちに向けられる。

「あとはおまえたちだ」

「そうはいかない」

　完全装甲された
積
 せき

 
層
 そう

 
甲
 かつ

 
冑
 ちゆう

 。
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 に魔杖
槍
 そう

 。ラルゴンキンを先頭にイーギーとジャベイラ、そして二十一人の
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 が進む。

　片腕を無くしたギギナが
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 を旋回させ、構える。ドラッケンの戦士は一歩を踏みだす。全身の苦痛を
堪
 こら

 えて、俺も前に進む。
咒
 じゆ

 
弾
 だん

 
倉
 そう

 を交換し、咒式を
紡
 つむ

 ぐ。

　全員の顔には闘志と、絶望があった。相手は五体の〈
古き巨人
 エノルム

 〉。四十二人の攻性咒式士が数分で全滅させられたのだ。

　対して、ギギナは片腕を失って、戦闘力が半減。俺は重傷を負ったうえに、第七階位の咒式を使ったばかりで咒力がほぼ
枯
 こ

 
渇
 かつ

 している。いくらラルゴンキン事務所の攻性咒式士がそろっていようと、不利にすぎる。

　だが、前に出なくてはならない。ジヴを守るためには、〈古き巨人〉は生かしておけない。

　ゾレイゾ・ゾは青い七つの目を光らせていた。

「我ら〈古き巨人〉は、地層と同じ年齢を生きる。そして
汝
 なんじ

 ら人属より古い時代から、この世界に存在していた」

　ゾレイゾ・ゾが深く響く声で告げた。突然の声に、俺たち生存者の進軍が止まる。

「我らはこの地上を、資源を、汝ら人属に奪われた。だから取りもどす」

〈古き巨人〉は太古の時代に、この地上を支配していたと言われている。エリダナの地下に広がる迷宮も、彼らが造成したものだとされる。

　エリダナも、この大陸のほとんどの土地も、俺たち人属があとから
掠
 かす

 めとり、奪ったものだ。〈古き巨人〉はそれを取りもどそうとしているのだった。

「そのためなら、この人属の
住
 すみ

 
拠
 か

 を
灰
 かい

 
燼
 じん

 に
帰
 き

 すことも
厭
 いと

 わない」

　ゾレイゾ・ゾの硬質の声が、四体の巨人の間を抜けていく。

「ただ、今は必要ない。
撤
 てつ

 
退
 たい

 するべきである」

　〈古き巨人〉たちが、ゾレイゾ・ゾに注目する。

「いくらあなたのご命令でもあんまりです!?
 」

　女性のようにリクルゴ・ゴが、金属の足でアスファルトを踏み割る。

「弟のルコルジ・ジの
仇
 かたき

 を討たずに撤退しろと言われるのですか!?
 」

「そうです。リクルゴ・ゴ殿の仇を取ってあげるべきです！」

　ザムザ・ザも三角形の
裾
 すそ

 を
閃
 ひらめ

 かせて、同調する。

「さらに、私の学問的調査を行う時間くらいはあるだろう？」

　
骸
 がい

 
骨
 こつ

 の顔のゲヒンナム・ムも引き下がらない。

　ゾレイゾ・ゾは七つの青い眼で同胞を見つめる。

　リクルゴ・ゴの五つの青紫の眼と、ザムザ・ザの五つの
橙
 だいだい

 色の目。そしてゲヒンナム・ムの六つの青い眼が長を見つめる。ネビロ・ロ法師は四体の反目を静かに見つめているだけだった。

〈
古き巨人
 エノルム

 〉の間には、不和の空気があった。〈古き巨人〉も一枚岩ではないらしい。

　リクルゴ・ゴとザムザ・ザはともかく、ゾレイゾ・ゾとゲヒンナム・ムは、俺たちなど眼中になかった。

　しかし、俺たちにつけいる隙はない。俺とギギナは負傷している。どうやってこの場を切り抜けるかと考えているが、答えがない。

　エリダナの街に、警察
車
 しや

 
輛
 りよう

 や消防車、救急車の音が響く。

「ヨルムデ・デはもう無理だが、ヒヘイデス・スとルコルジ・ジの
埋
 まい

 
葬
 そう

 はまだ間にあう。急いで大地に
魂
 たましい

 を
還
 かえ

 してやらねばならない」

　リクルゴ・ゴが唇を

嚙

 か

 みしめる。ゾレイゾ・ゾは言葉を重ねる。

「〈悲嘆の指輪〉も人属の女も消えた。今回の襲撃はすでに意味を失った」

〈古き巨人〉の言葉で、俺は周囲を見回す。惨状となった街路のどこにも、ウォルロットの姿はなかった。肝心のジヴの姿も消えていた。

「では、ここで去ろう」

　ゾレイゾ・ゾが再び腕を掲げる。全員が再び防壁を構築。速度に優れるイーギー、装甲度が高いラルゴンキン、強力な光線
咒
 じゆ

 
式
 しき

 の使い手であるジャベイラは前に進む。俺とギギナも剣を掲げて前に進む。

　爆光。周囲に
撒
 ま

 き散らされた白い光に、ラルゴンキンの咒式士たちが腕を掲げ、さらに防壁や盾に隠れる。

　濃い影が薄まり、視界が回復していく。夜が戻ってきていた。

　全員が見上げる。

　炎上するエリダナの街角からは〈古き巨人〉たちの姿が消えていた。ジヴを取りもどせないまま、俺は街路に立ちつくしていた。

　俺の視界が暗くなる。膝が崩れたが、腰がアスファルトに落ちる前に停止。ギギナの手が俺の肩を

摑

 つか

 んでいた。

　ギギナが俺を担ぎ上げる。肩の上で俺の視界が暗くなっていく。俺は街路に手を伸ばす。

「警察への報告を頼む」

　ラルゴンキン事務所の咒式士の間を、ギギナが歩きだす。

「待て、ちょっと待てって！」

　イーギーが声をかけるも、俺を担いだギギナはすでに疾走していた。

「こちらの軟弱
眼
 め

 
鏡
 がね

 が死にそうだ」

　ギギナの肩の上で、俺の意識が薄れていく。伸ばした手は、宙を摑
 んだだけだった。

　俺は、またジヴをこの手に摑
 めなかった。

　視界のすべてが闇に染まる。





　清涼飲料水の看板が立つ、デボット第三ビルの屋上。ビルの縁に、
籠
 こ

 
手
 て

 に
覆
 おお

 われた手がかかる。

　縁から手に続いて現れたのは、険しい男の顔。ウォルロットは片手でビルを
登
 とう

 
攀
 はん

 し、屋上に上がる。左手に抱えていたジヴーニャは、激しく暴れていた。

「離せっ！　離しなさいよっ！」

　ウォルロットは、ジヴーニャを
丁
 てい

 
寧
 ねい

 にビルの屋上に下ろす。

　
拘
 こう

 
束
 そく

 から解き放たれたジヴーニャは、すぐにウォルロットの
傍
 そば

 から離れる。
尖
 とが

 った耳の先を震わせて、女は怒っていた。

「私をガユスの元に返す気はないのね」

「残念ながら」

　ウォルロットはビルの縁に背を預け、腰を下ろす。

「ついでに言えば。俺と君があそこに残れば、全面衝突で全員が死んでいた」

　勇者の顔に、苦痛が刻まれていた。

「やはり、本物の〈
古き巨人
 エノルム

 〉は強大だな」

　ウォルロットが
呻
 うめ

 く。腹部の傷は重傷で、腰から下を鮮血に染めていた。頰
 や唇は蒼白だった。

「都合良く分断でき、一体を相手にしたからこの程度ですんだ」

　苦渋の言葉を漏らす間も、傷口から鮮血が漏れつづける。

「そして麻薬の禁断症状で、あれ以上はあの場にいられなかった」

　ウォルロットの目が、ジヴーニャを見据える。

「麻薬を断つと、ブローゾとそして君にも誓った。
醜
 しゆう

 
態
 たい

 を見られたくなかったのだ」

　ジヴーニャは、男を責めるべき言葉を失う。ウォルロットは
律
 りち

 
儀
 ぎ

 に死者への誓いを守っていたのだ。

　ウォルロットはジヴーニャに
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。

「そして先ほど言った言葉だが……」

　言葉がウォルロットの口を
衝
 つ

 いて出た。

「
喋
 しやべ

 らないで」

　ジヴーニャが続きを封じて、
鞄
 かばん

 に手を入れる。取りだしたガーゼで、ウォルロットの血を
拭
 ぬぐ

 っていく。数枚ほどでは出血が止まらない。汗が噴きでる自らの
額
 ひたい

 を手で拭う。額にウォルロットの血の帯が描かれる。

　気にせず、ジヴーニャはまたガーゼを使って血を拭う。次にウォルロットの傷に
咒
 じゆ

 
符
 ふ

 を貼る。最後に包帯を巻いて固定する。

「応急処置としてはこれだけしかできない」

「嫌っているわりには手当てをするのだな」

　ウォルロットは咒符に咒力を流し、
治
 ち

 
癒
 ゆ

 咒式を発動する。治癒咒式が傷口を
塞
 ふさ

 ぎ、血液を増やす。ついでに禁断症状を和らげる薬を打つ。蒼白だったウォルロットの顔に、血の
気
 け

 と精気が戻る。

「あなたが回復してまた戦えば、ガユスは危険でなくなるからよ」

　ジヴーニャは切り捨てた。しかし
冷
 れい

 
徹
 てつ

 な言葉とは裏腹に、女の緑の
双
 そう

 
眸
 ぼう

 には不安の光が宿っていた。
治
 ち

 
癒
 ゆ

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 の発動具合を心配そうに見守っている。

　ジヴーニャは医療品の残りを
鞄
 かばん

 に戻していく。ガユスから頼まれてロルカ屋で預かった小箱が目に入るが、今は意識から振りきった。

　ウォルロットは屋根に左手をつき、
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 を
杖
 つえ

 として立ち上がる。追ってジヴーニャも立ち上がる。

　応急用の増血咒式と治癒咒式では、まだ
眩暈
 めまい

 がする。しかしウォルロットは平然とした態度をとった。ジヴーニャに心配させることがなぜか耐えられなかったのだ。

　同時に、ガユスへの殺意が湧いた。

「そういえば、先ほど言った言葉ってなに？」

　ジヴーニャが問うてきた。ウォルロットは迷った。

「早く移動しようというだけのことだ」

　ウォルロットが背後を振りかえる。ビルの縁越しに、エリダナのビルの山々が連なり、さらに向こうにアベレンホテル前の通りが見えた。

　二か所で黒煙が噴きあがり、消防車や警察
車
 しや

 
輛
 りよう

 の
警
 けい

 
笛
 てき

 が向かっていく。

　ウォルロットとガユスにギギナ、そして
翼
 よく

 
将
 しよう

 たちが〈
古き巨人
 エノルム

 〉の二体と戦っただけで、街の一角が壊滅状態になったのだ。〈古き巨人〉たちは、動くだけで災害を引きおこす。

　それでも倒さねばならない。

　ウォルロットは
傍
 かたわ

 らに立つ女を眺めた。ビルの屋上に吹く風に乱れた白金の髪を、ジヴーニャは手で押さえる。緑の眼差しは、黒煙を噴きあげるエリダナの街を見下ろしていた。

　街を眺めるジヴーニャは、エリダナの
惨
 さん

 
禍
 か

 に心を痛めていた。

　そして、それ以上に女の内心では暴風が吠え
猛
 たけ

 っていた。

　取れるはずのガユスの手を取らなかったのは、〈古き巨人〉たちの襲来があったからなのか。

　それとも、ウォルロットに手を引かれたからなのか。









　エリダナの東岸、北部のフォルマハウト通り。リンツホテルやアベレンホテルと同じく高い格式を持つ、ジェストホテル。

　正面玄関には、紺色の警察士が並ぶ。大盾を連ねて、魔杖剣の
柄
 つか

 に手をかけている。警察士の列の前から降りていく大階段の周囲には、人、人、人。数百人が集っていた。

　横断幕や札を掲げた抗議行進の一部が殺到していた。ダリオネートに抗議をしたときに同盟警察が市民に咒式を向けたことで、憎悪が集結しているのだ。

「同盟の犬め！　ダリオネートの飼い犬め！」「咒式を使った警察士を出せ！　ダリオネートの命令でやったのだろうが！」「ダリオネートを殺せ！　殺せ！」

　
老
 ろう

 
若
 にやく

 
男
 なん

 
女
 によ

 で構成される市民の抗議の先頭で、異様な一団がいた。そろって銀の
兜
 かぶと

 を被り、銀の
積
 せき

 
層
 そう

 
甲
 かつ

 
冑
 ちゆう

 に身を固め、腰に
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 を下げている。顔を
覆
 おお

 う
面
 めん

 

頰

 ぼお

 は鉄板で、丸い穴が空いている無表情なものだった。一団は左腕に腕章をしている。

　一団は無数の赤い旗を掲げて、派手な抗議をしている。周囲の市民たちは一団に
喝
 かつ

 
[image: ]

 さい

 を向けている。

　銀の一団と旗の群れの先頭で、
一
 ひと

 
際
 きわ

 巨大な旗が
翻
 ひるがえ

 る。赤地に
金
 きん

 
糸
 し

 で「エリダナ
憂
 ゆう

 
国
 こく

 
騎
 き

 
士
 し

 
団
 だん

 」という文字と、刃が交差した紋章が
縫
 ぬ

 われている。

　前を封鎖している警察士に向かって、旗が振られていた。先頭で旗を振るのは、金髪に青い眼の青年、フリューだった。

「ダリオネートを出せ！」

　正義と愛国心のままに、フリューが叫ぶ。周囲の騎士や、市民たちが続いて叫ぶ。距離を保って
対
 たい

 
峙
 じ

 する警察士たちは、無表情を貫いていた。

　群衆の背後に、黒髪の女が到着した。リゼリアは先頭にフリューの姿を見つけた。必死に波の間に分け入って、止めに入る。

　人の壁でリゼリアがまったく進めないでいるうちに、先頭の一団が動く。武装した騎士の進軍に対し、怯えた警察士たちが盾を連ねて、魔杖剣に手をかける。武装した一団が階段に足をかける。警察士の間に緊張感が生まれる。警察士が叫ぶ。

「それ以上進めば、公務執行妨害とみなす。止まれ！」

「
止
 や

 めろ！　テンペリオンビルでのことを忘れたのか!?
 」

　隣で、上司らしき警察士が制止する。最初に叫んだ警察士が苦渋の表情をしていた。

「ですが、あいつらは内部にまで突入するつもりです！」

　周囲の無表情な警察士の内心にも動揺があった。ダリオネートのために、市民と激突するのかという問いがあった。

　憂国騎士団の先頭、フリューが階段の二段目を上る。

「ダリオネートを出せ！」

　警察士たちは盾と魔杖剣を連ねて、正面玄関の階段を後退する。

「
退
 ど

 け、犬ども！」

　フリューが旗を掲げて階段の人波を搔
 き分けていく。背後には銀の
鎧
 よろい

 の一団が続く。さらに抗議活動の群衆が進む。最後列からリゼリアも必死に歩む。フリューの名を呼ぶが、広場に響く怒号や歓声に邪魔されてまったく届かない。

　フリューは自らの意志のままに階段を進む。腰に手を伸ばす。
柄
 つか

 を

摑

 つか

 んで、進んでいく。警察士たちは動けない。制圧しては、また市民との間に
軋
 あつ

 
轢
 れき

 を生むと恐れていたのだ。

　フリューの胸中では熱い心が
渦
 うず

 
巻
 ま

 いていた。

　青年は進む。最上段に足をかけて、魔杖剣を抜きはなった。警察士の盾の列が
怯
 ひる

 む。

「ガユスさん、僕はあなたと違って行動し、社会を変える」

　唇はつぶやきを刻む。自分で自分の言葉に驚いた。自分は講師であるガユスを意識していたのだ。苦境でありつつも、
這
 は

 いずるように生きている相手に反発していたのだ。だが、自分は違う。

「俺は変える！」

　再び叫ぶと、胸に熱い
志
 こころざし

 が
滾
 たぎ

 る。

　違う。本当に熱かった。鼻先を焦げた臭気が
掠
 かす

 める。

　フリューは自らの胸を眺める。左胸に黒い穴が開いていた。焼けた肉の穴からは、粘液質の鮮血が
零
 こぼ

 れる。

「ガユスせん、せ」

　青年の唇から鮮血が
零
 こぼ

 れる。空を見上げる。庁舎の上、エリダナの空は青かった。

　視界には抜けるような
蒼
 そう

 
穹
 きゆう

 、灰色の庁舎、薄汚れた階段。背後に立つ
憂
 ゆう

 
国
 こく

 
騎
 き

 
士
 し

 
団
 だん

 。先にいる群衆。携帯を向けて撮影する人々、同じように撮影する黒い帽子を被った青年。遠くには、リゼリアが両手で口を
覆
 おお

 っていた。

　そして白い床。自らが吐いた鮮血。

　フリューは階段のなかばで倒れていた。

「僕は……」

　そして見えるのは一面の黒。

　群衆を貫いて、リゼリアの絶叫が響きわたる。






九章　我らは我ら自身を拒絶する



世界が許すかぎり、労働によって富は増え、技術は発展する。



だが、人によって人に与えられるものは、いつも有限である。



多数から認められる
名
 めい

 
誉
 よ

 と愛すべき女は、必ず需要と供給が釣りあわない。



社会的生物学的な二つの理由ゆえに、人類は永遠に競争することになる。




バヤン・マシュワール「
渇
 かつ

 
望
 ぼう

 せしものども」
神
 かぐ

 
楽
 ら

 
暦
 れき

 三四二年








　
寝台
 ベツド

 から素足を下ろす。古臭いリノリウム貼りの床が、素足に冷たい。

　口からは心地よい
欠伸
 あくび

 が出る。連日睡眠不足だったが、ツザンの徹夜の治療を受けている間に快眠ができた。

　自らの体を確かめる。背中や肩や腕や足、全身の傷のほとんどが
塞
 ふさ

 がれていた。専門家の
咒
 じゆ

 
式
 しき

 治療がなければ、俺は今までで何回死んでいただろうか。これから何度死に近づくのだろうか。冷静に考えると怖いのでやめよう。

　ツザン診療所の病室には、ツザンが消し忘れていった立体光学映像の映像と音だけがあった。目を向けると昨夜の報道だった。

「先日夕刻に起こった、〈
古き巨人
 エノルム

 〉と
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 の戦闘は、天からの落雷で中断。四つの咒式士事務所側に四十二名の死者を出しました。ラルゴンキン咒式士事務所は負傷者を出しただけで撤退した様子で……」

　画面では、険しい横顔のラルゴンキンが、取材陣を無視して進んでいく。自らの事務所の犠牲者だけでなく、四つの事務所を全滅させられたことは、誇り高きラルゴンキンにとっては苦痛なのだ。

「今のラルゴンキンとだけは向かいあいたくないものだ」

　俺は苦い感想を
紡
 つむ

 ぐ。

　しかし、事態は良くない方向へ向かっている。ラルゴンキンと他の事務所が向かって、
新
 あら

 
手
 て

 の〈古き巨人〉は一体も倒れなかった。なにより咒式能力の正体が分からない。

　ラルゴンキンにイーギーにジャベイラの刃を受けて平然としていた賢人ゲヒンナム・ム、バスを沈めて
埋
 まい

 
葬
 そう

 した法師ネビロ・ロ。俺とギギナを弟の
仇
 かたき

 として狙う涙のリクルゴ・ゴ。自在に
飛
 ひ

 
翔
 しよう

 しタングステンを大量に生成する信徒ザムザ・ザ。

　そして長であるゾレイゾ・ゾにいたっては、天を割って雷を降らせてきた。一瞬にして二十人近い咒式士が殺された。いや、消失させられた。神の
業
 わざ

 としか思えない。

　ヤークトーの分類で言えば、四つ目のヒヘイデス・スとルコルジ・ジに対し、五つ目や六つ目、さらには七つ目という上位の〈古き巨人〉だ。

　いろいろと手詰まりだ。

「どう思う？」

　ギギナに話を向ける。

　病室の床に、ギギナが座っていた。眼前には美しい
椅
 い

 
子
 す

 、ヒルルカがあった。

「俺が治療を受けている間に、わざわざ椅子を運び込んだのか？」

「待て」

　ギギナは椅子に目を見据えたまま、右手を掲げて俺の言葉を制止した。

「今は娘のヒルルカと話しあっている最中で、
眼
 め

 
鏡
 がね

 の台と話す時間はない」

　ギギナは椅子に話しかける。目には
懇
 こん

 
願
 がん

 があった。

「だから、ヒルルカよ、前のことを
拗
 す

 ねずに私を見てくれ。向かいあおう」

　ギギナの前にある椅子は、真正面を向いたままだ。

　そろそろギギナという存在に、真剣に恐怖を
抱
 いだ

 いてきた。

「どうしてもギギナと会話をしなくてはならないのなら、死後に
霊
 れい

 
媒
 ばい

 
師
 し

 を通して間接的に話したい」俺は論理的に続ける。「ちなみに俺は死霊も死後の世界もまったく信じていない」

「分かりにくい」

「つまり、ギギナと会話をしたくないという事実だけが残る」

　俺の客観的な意見などどうでもいいらしく、ギギナは椅子のヒルルカに向き合っている。女にもそれくらい優しく気を遣ってやれよ。

　事態に対して、まったく危機感がないギギナに腹が立ってきた。俺は
悪
 いた

 
戯
 ずら

 
心
 ごころ

 を起こした。

　
寝台
 ベツド

 に隣接する壁に寄って、声がヒルルカの背後で反射する位置を探す。発見。ギギナに背中を見せて、
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 ヨルガを引きよせる。刀身で背後のギギナの姿を確認しつつ、
咒
 じゆ

 
式
 しき

 を発動。酸素とヘリウムを混ぜた空気を吸って、高い声を出す。

「お父さん、お父さん」

「なっ、この声は」

「ここだよお父さん」

　銀の瞳でギギナが周囲の病室を見回す。平然と立体光学映像を見ている俺の背中を見て、視線をヒルルカに戻す。

「まさか」ギギナが喉を鳴らして続ける。「まさかおまえが、ヒルルカが
喋
 しやべ

 っているのか」

　俺は努力して続ける。

「そうだよ。ヒルルカが喋っているよ」

　俺の反射する声で、ギギナの両手が掲げられる。震える手は、
椅
 い

 
子
 す

 の
肘
 ひじ

 
掛
 か

 けを握る。

「ついに、ついに、私と椅子の心が通じあったのか」

　刀身に映るギギナの横顔は、歓喜の表情だった。

　普段のギギナなら音の反射から即座に分かるだろうが、椅子に関しては脳が溶解する。俺はヒルルカの演技を続ける。

「言いたいことがあってがんばったの」

「なるほど努力か。努力と友情で敵を
虐
 ぎやく

 
殺
 さつ

 できると聞いたことがある」

「ギギナさんは私のお父さんと言っているけど、だとしたら私を生んだお母さんは誰？」

「え、いやその」珍しくギギナが口ごもる。「それは言えない事情があってだな」

「死んだの？」

「外国にいる。深い深い理由があって、遠い遠い外国にいる。今は会えないし、語れない事情があるのだ」

　ギギナは遠い目をした。子供に対する親の言い訳そのままだ。ヒルルカの製造者には、なにか深い理由があるらしい。今までも、そしてこれからも俺と人類が知りたくない情報だ。

「さらに言いたいことがあるの。重いお父さんが私に座ると苦しいの。虐待よ」

「なっ、あれは虐待ではない」

　椅子を

摑

 つか

 んだ姿勢のままで、ギギナが慌てる。

「おまえは椅子だ。だから私は座るしかない。いわば親子の触れあいであると同時に、
形
 けい

 
而
 じ

 
上
 じよう

 
学
 がく

 的な
相
 そう

 
克
 こく

 でもあるのだ」

　俺には、ギギナがなにを言っているのか分からない。

「でも、自分だけを見てほしい。他の椅子に座ることは浮気よ」

「違う。おまえは娘として愛している。だが、他の椅子もそれぞれ素晴らしいのだ。あれは別の話なのだ」

　ギギナは必死に俺が演じるヒルルカに答える。

「それって
浮
 うわ

 
気
 き

 
性
 しよう

 の男が言う言葉と同じよ？」

「それは……」

　ギギナは返答できなくなる。普段から夜の時間つぶしとして、寄ってくる女性を毎日取り替えているギギナとしては、返答できないに決まっている。

　腕を組んで、ギギナは考えはじめる。古代の哲学者が偉大な思想を考えているかのような
風
 ふ

 
情
 ぜい

 だ。実際は、
椅
 い

 
子
 す

 の娘を説得するための言葉を探している変態行為だ。

　さらに俺はギギナで遊んでみる。

「他の椅子に座ってほしくないのは、理由があるの」

「なんだ？」

　ギギナの
切
 せつ

 
羽
 ぱ

 
詰
 つ

 まった問いに、俺は間を取る。自分から始めた遊びだが、異次元の会話で頭痛がしてきました。だが続けるしかない。

「本当は、私はお父さんを、ギギナさんを一個の椅子として愛しているのよ」

「ヒルルカ、私もおまえを愛している。この世で一番愛している」

　ギギナは人類に対して発したことがない言葉を放っていた。無機物より有機物を愛してやれよ。俺はギギナの精神で遊びつづける。

「違うの、ギギナさんと私の言っている愛は違う。私は、娘と父で許されない恋だと分かっていても、愛しています」

　ギギナの彫像の顔に複雑な表情が浮かぶ。唇を

嚙

 か

 みしめる。

「多くの女を抱いて、なぜ私を抱いてくれないの？　それは私が椅子だから？　木が組みあわさった無機物だから？」

　俺が演じるヒルルカの問いに、ギギナは苦い顔をする。

「そうではない。人と椅子とは種族が違っても、分かりあえ、また愛しあえる。人なくば椅子は生まれず、椅子なくば人は生きられぬ。二つの種族はもっとも近しいものだ」

　ギギナがなにを言っているのか、俺にはやはり理解できない。歩道橋の上を歩いているのに、車で
轢
 ひ

 かれた気分だ。ギギナが死ぬべきだということは理解できた。

「だが、おまえと私は、絶対的に父と娘なのだ」
[image: ]

 こぶし

 がツザン診療所の床に叩きつけられる。「そして私の愛は、あくまで椅子という至上の物体への愛、そして娘への愛なのだ。おまえの私への愛は許されざるものなのだ。どうか
諦
 あきら

 めてくれ」

「そんな」

　俺は精一杯に愛を拒絶された娘を演じる。俺本人は昼食になにを食べようかと考えていたくらい、興味がなかった。ギギナは椅子に両手を伸ばしていく。

「親子でなければ、私はおまえを愛していただろう。だが、私の愛は変わらぬ。男女の愛より
崇
 すう

 
高
 こう

 な、親であり椅子への崇拝者である無限の愛をおまえに捧げよう」

　ギギナはヒルルカの背もたれを抱きしめる。椅子のそこらへんが胴から頭部らしいと、不要な新発見。笑いつつ、俺の背中に
悪
 お

 
寒
 かん

 が生まれる。だが、本題はここからだ。

「分かったわ。だけど、他の人々にも優しくしてあげて」

　
椅
 い

 
子
 す

 からギギナが離れる。

「ヒルルカは優しい子だな。父として誇らしい」

「できるなら、相棒のガユスさんにもっと優しくしてあげて」俺は続ける。「
無
 む

 
謀
 ぼう

 な戦いに巻きこまず、無駄遣いを減らし、家具を事務所の経費で買おうとしないで」

　ギギナの銀の目が細くなる。

「えーと、相棒まで殺そうとせず、いろいろ巻きあげた一万一千一一〇イェンのことも忘れてあげて、ついでに早く死んで。驚くほどの奇病で死んで。そのゴミのような遺伝子を残さないことで人類に貢献して、表彰されて」

　水平に動いていくギギナの目は、
寝台
 ベツド

 の上にいる俺に据えられた。
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 と
咒
 じゆ

 
式
 しき

 が見られた。俺は笑う。

「ギギナお父た～ん、ボクたん、椅子が話すと思っているアホな人を見て、おもしろすぎて死にそうだよ～」

　ヘリウムの声で続ける。ギギナが息を吐く。次の瞬間、俺の眼前には
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 の刃。予測していた俺は
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 を掲げて、刃を受ける。
凄
 すさ

 まじい衝撃で寝台に倒れるが、両手両足でヨルガの刀身を支えて屠竜刀を防ぐ。

「毎度毎度、言っているが、いきなり殺しにくるな！」声が元に戻った。「ヒルルカの心をわざわざ俺が代弁してやったのだろうが！　俺を大事にしつつギギナが死ぬことを、娘も望んでいる！」

　言いつつ笑える。屠竜刀の先、ギギナは殺意の目で俺を見下ろしていた。

「ヒルルカを
騙
 かた

 るなど、
外
 げ

 
道
 どう

 の振る舞いにも限度がある」

「怒るところは椅子を騙ったことかよ」

　ギギナの顔は笑顔になっていた。獲物を前にした肉食獣の笑みだった。

「今日という今日は、貴様を殺すしかない」

　屠竜刀が俺の刃を押してくる。先端が俺の喉に触れる。首に熱い液体。出血しているらしい。

「え？　本気で俺を殺しにきているわけ？　冗談抜きで？」

「冗談でも貴様は殺す。今回は本気なので念入りに殺す」

　ギギナは笑っている。こんなところでガユス君第一部完、だけは避けたい。

「腕をつなげ、傷はすべて治療したつもりだけど」

　ツザンが病室の出入り口に立っていた。女医の顔には疲労があった。俺とギギナの治療を徹夜で行ったのだから、当然だろう。
藍
 あい

 色の髪の下で、重い
溜
 た

 め
息
 いき

 を
吐
 つ

 く。

「どんな最先端の咒式医療技術でも、おまえたちの頭だけは治せない」

　女医は
呆
 あき

 れはてていた。

　俺もそう思う。落ちがついたはずなのに、ギギナは刃にこめた力を
緩
 ゆる

 めない。

　これが俺の相棒だった。









　エリダナ南部、メリジチ地区。雑居ビルや工場が並ぶ街並みに、四方を金網と鉄の板で封鎖された一角があった。

　土が
露
 ろ

 
呈
 てい

 した敷地には、大穴が開いている。

　直径が三〇メルトルほどの大穴だった。縁に立って
覗
 のぞ

 きこむと、岩盤の壁に囲まれた深い深い穴が、どこまでも続く。目を
凝
 こ

 らしても、闇の底は見えない。

　かつてエリダナに地下迷宮が掘られたときに使用されたとされる、縦穴のひとつだった。

　何回か地下調査団が送りこまれ、地下四千メルトルほどまで降下した。しかし、底に達することができず、どこにも通じない単なる縦穴だと判断されて放置された。

「我らの祖先、〈巨神〉や〈
古き巨人
 エノルム

 〉の
大
 たい

 
君
 くん

 たちが、この下に広がる地下迷宮を一夜で作りあげたそうだ」

　どこにも通じないただの、そして深い深い穴に、声が響く。穴の壁に作られた足場に、七つの青い眼を光らせるゾレイゾ・ゾが座している。

「エリダナの地下迷宮は広大だそうです」穴の上の通路には、六つの眼のゲヒンナム・ムが立っている。「人属が確認しているだけでも、ひとつの大都市が丸ごと入るほどの広さで、地下十層まであるそうです。実際の大きさはさらに広大で深いでしょう」

　右の通路には、ネビロ・ロが

蓮

 はす

 の上に浮かんでいた。五つの眼のリクルゴ・ゴは穴の向かい側の通路に立っている。三角形の
裾
 すそ

 をはためかせザムザ・ザは、穴の壁面から突きでた
錆
 さ

 びついたクレーンの先に立っていた。

　五体の〈古き巨人〉たちが、人間ほどの大きさになって、巨大な縦穴を囲んでいた。

「大陸各地にこのような迷宮があるが、今の我らには、なぜ先祖がこのようなものを作ったのか想像もつかない」

　ゾレイゾ・ゾの深い声が、穴に響く。

「今はそんなことより、私の弟、ルコルジ・ジが消えたことを考えていただきたい」

　黒い金属の女性体である、リクルゴ・ゴが嘆く。音声とともに哀しみの電磁波が坑内に
溢
 あふ

 れる。

「弟は人属の手にかかって活動を停止した。まだ七百年しか生きていません。あまりに若い消滅です」

「ヨルムデ・デ、そしてルコルジ・ジとヒヘイデス・スは十三体の末席だった。〈怨帝の十三の
嫡
 ちやく

 
子
 し

 たち〉とは、元々は我を中心にした計画で、後から策のために
便
 べん

 
宜
 ぎ

 的につけただけだ」

　冷徹な声でゲヒンナム・ムが告げる。

「勇者ウォルロットは、かつて毒巨人として同属にも恐れられた四つ目のマロボレス・スを倒した。ヨルムデ・デとルコルジ・ジが敗れたことも納得できる。また、精強を誇ると聞くエリダナの
咒
 まじな

 い使いまで相手にすれば、想定内の犠牲とも言える」

　リクルゴ・ゴの五つの眼に青紫の光が灯る。

「おのれ、我が弟を
侮
 ぶ

 
辱
 じよく

 するか？」

「そうではない」ゲヒンナム・ムが金管楽器の声で続ける。「ただ、ガニシュキナ・ナ
導
 どう

 
師
 し

 を連れてくるべきだった。ガニシュキナ・ナは戦闘が強いわけではないが、それでもルコルジ・ジの無意味な死は避けられた」

「無理を言うな」

　穴に響くように、ゾレイゾ・ゾが
窘
 たしな

 める。

「
咒
 じゆ

 
式
 しき

 の構築力と
制
 せい

 
御
 ぎよ

 
力
 りよく

 に優れるガニシュキナ・ナ
導
 どう

 
師
 し

 でなければ、あの実験と準備は不可能だった」

　ゾレイゾ・ゾの七つの眼が、周囲の同胞を見渡す。

「ガニシュキナ・ナ導師と四体の同胞の犠牲があったからこそ、我らがここエリダナで戦える。違うか？」

　一言で、ゲヒンナム・ムは皮肉な返答を止めた。リクルゴ・ゴが金属の唇を

嚙

 か

 みしめた。ネビロ・ロは無言で浮遊していた。すでに八体の同胞が消失していたのだ。

　全員の決意を受けて、ゾレイゾ・ゾも
厳
 げん

 
粛
 しゆく

 な態度となる。

　ゾレイゾ・ゾの顔の左に並ぶ三つの眼が、左を眺める。

「ネビロ・ロ法師は、引きつづき人属の女と指輪の捜索に向けて動いてくれ」

「物陀と物教の
理
 ことわり

 に従って、了解した」

　

蓮

 はす

 の上で、法師姿のネビロ・ロが答えた。

「賢人ゲヒンナム・ムは、協力者と図って最終標的の位置を探ってくれ」

「承知しました」ゲヒンナム・ムは肯定する。「だが、協力者はまったく信用できない。人属の生理と思考は我らとは違う。そこがおもしろいのですが」

「だからこそ人属に詳しいおまえに頼みたい。協力者を頼りつつも、先手を打って事態の終局図を
制
 せい

 
御
 ぎよ

 しておきたい」

　ゾレイゾ・ゾは強調しておいた。

「もしかすると、事態の終局とともに交換条件を
反
 ほ

 
故
 ご

 にされる可能性もある。ガニシュキナ・ナ導師の保険があったとしても、最低でも三分の二が必要だ」

　ゾレイゾ・ゾの顔にある右の三つの眼が右に動く。

「ザムザ・ザは最終段階前に、そろそろ準備に入ってくれ」

「ゾレイゾ・ゾ殿の命令ならば、この一命をかけて！」

　ザムザ・ザが腰を曲げて礼をする。三角形の
裾
 すそ

 が揺れる。

「私はどうしたのです！」

　リクルゴ・ゴが叫ぶ。

「私にはなぜ命令しないのですか！」

「誰にも私は命令などしない。我々はそれぞれ違う属と派の〈
古き巨人
 エノルム

 〉たちだ」

　ゾレイゾ・ゾの眼が見回す。

「たとえば第十三属、五派の緑炎の巨人」と涙のリクルゴ・ゴを眺める。

「たとえば第十三属、三十一派の不死の巨人」と賢人ゲヒンナム・ムを見つめる。

「たとえば第十二属、八十派の水銀の巨人」ネビロ・ロ法師を見つめる。

「たとえば第六属、七十四派の飛空の巨人」信徒ザムザ・ザを見つめる。

「たとえば第十四属、十四派の天雷の巨人」

　掲げられた手がゾレイゾ・ゾ自身を示す。

「我々は衰退を座して眺めるだけの、十八属百十八派から抜けだして、大目的のために〈怨帝の十三の
嫡
 ちやく

 
子
 し

 たち〉として集った。そして最精鋭の五体がここエリダナに乗りこんだ」

　ゾレイゾ・ゾの背で、光輪が
神
 こう

 
々
 ごう

 しく輝く。小さな雷が光輪を
這
 は

 いまわる。

「
便
 べん

 
宜
 ぎ

 的に、千二百二十歳で最年長者である私が計画のために長に任命されたにすぎない」

　それぞれが、
顎
 あご

 を引いたり瞳に同意の光を宿らせたりして長に同意を示す。リクルゴ・ゴだけが拒絶するように立っていた。

「長としての判断は、弟を殺されて
激
 げつ

 
昂
 こう

 する今のおまえを計画発動まで外すしかない」

　ゾレイゾ・ゾは冷静な分析を告げた。一転して眼には気遣いがあった。

「弟の無念を晴らしたい気持ちは分かる。だが、今は大目的のために
堪
 こら

 えてくれ」

　ゾレイゾ・ゾの電磁波を帯びた声に、リクルゴ・ゴが押し黙る。不満めいた態度だったが、顎を小さく引いて従う意志を示した。ザムザ・ザが寄りそうように目を向ける。

　ゲヒンナム・ムは六つの眼を光らせて、事態の推移を眺めていた。法師姿で浮遊するネビロ・ロは「南無阿弥陀物」と小さくつぶやくだけだった。

「その前にやることがある」

　ゾレイゾ・ゾの額にある中央の眼が、正面を眺める。左右それぞれの方向を見ていた六つの眼も前に向く。

　ゾレイゾ・ゾの両手が前に突きだされる。底が見えない穴の上に、左右の手が差しのべられた姿となった。

　金属の手首が回転して、両の
掌
 てのひら

 が上になる。右手の上には四つの黄緑色の宝玉、左手の上にも四つの
橙
 だいだい

 色の宝石があった。ルコルジ・ジとヒヘイデス・スの瞳だった。周囲の〈
古き巨人
 エノルム

 〉たちも
威
 い

 
儀
 ぎ

 を正す。

「我らの本来の葬礼に
則
 のつと

 るなら、死者の体は大地に
還
 かえ

 し、この星の偉大なる
円
 えん

 
環
 かん

 に戻す」

　ゾレイゾ・ゾの七つの鉱物の眼には、硬質の哀しみがあった。

「だが、ここエリダナ、人属の街はコンクリートとアスファルトに
覆
 おお

 われ、大地の奥深くに触れることが難しい。だから眼と宿る魂だけを大地に還す」

　左右の
掌
 てのひら

 が反転。八つの宝玉は、穴に向かって落下していく。地下迷宮の層の間を抜けて、さらに底の闇へ。

　すぐに輝きは見えなくなった。闇からは落下音も反響音も響かない。ただ静寂。

　全員が電磁波を放射した。音階と
韻
 いん

 
律
 りつ

 を持ったそれは〈古き巨人〉たちにしか聞こえない、静かな
鎮
 ちん

 
魂
 こん

 
歌
 か

 だった。

　ゾレイゾ・ゾが顔を上げる。七つの目は闘志の光点となっていた。

「計画発動の刻限は近い」

　穴の上には、エリダナの街が広がっていた。









　俺とギギナは、ツザン診療所から出る。

　雑居ビルの頂上から射す陽光が眩しい。

　すでにエリダナは昼前になっていた。人影もなく、飲み屋の裏手にはゴミが出されている。
蝿
 はえ

 が眠そうな羽音を立てていた。

　最近は騒がしいエリダナだが、この寂れた裏通りには
気
 け

 だるい
雰
 ふん

 
囲
 い

 
気
 き

 が漂っている。昨日の激闘と一方的な
虐
 ぎやく

 
殺
 さつ

 が夢だったかというように静かだった。

　ギギナが左腕を回す。出入り口にツザンが背を預けて、俺とギギナを見ている。

「調子はどう？」

　聞かれたギギナの前を、蝿が飛んでいく。ギギナの左腕が掲げられ、消えた。

　再び現れた手の先、人差し指と親指で蝿を
摘
 つま

 んでいた。恐ろしいことに、蝿の背中の羽を
畳
 たた

 んで指に挟んでいる。

　蝿は自分の状況が理解できずに、六本の脚を
蠢
 うごめ

 かせている。野生動物よりも早く、機械よりも精密な手と指の動きが可能にする技だ。いにしえの剣豪の秘技も、現代の
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
剣
 けん

 
士
 し

 は簡単に再現してしまう。

「腕一本を再生させるなら、私より専門家のほうが修復度は高い。
完
 かん

 
璧
 ぺき

 に元通りだ」

　ギギナが左腕を振って離すと、蝿が慌てて飛び去っていく。本能だけの昆虫も、ギギナの周囲は
致
 ち

 
死
 し

 
圏
 けん

 だと理解したのだろう。

「生体系の
剣
 けん

 
舞
 まい

 
士
 し

 がいくら
治
 ち

 
癒
 ゆ

 咒式の達人であるとはいえ、そこはあたしの専門だからね」

　
藍
 あい

 色の髪の下で、女医の目が笑う。

「それだけ料金は高いがな。もう少し患者の財布にも優しくしろ」

　俺も薄く笑っておく。肩や背中の傷がほぼ完治しているため、文句も言える。

「あたしは、あんたらが死のうと生きようとどうでもいい。生きていれば治療費を払ってくれて商売的に
嬉
 うれ

 しい。死ぬときは、ガユスは内臓を、ギギナは顔を無傷で残してくれれば趣味的に嬉しい。上客様だ」

　ツザンは笑う。手は
解
 かい

 
剖
 ぼう

 
刀
 とう

 を握っていた。

「そういえば、主治医をやっている黒社会で、出資者の老人が全身の臓器不全で死にかけているのよね」

　女医は解剖刀を、指揮棒のように
軽
 かろ

 やかに振ってみせる。

「適合さえすれば、寝ているガユスから内臓を抜きとろうと思ったのよ。だけど、美しい内臓を
醜
 みにく

 い老人に移植したくないから断った。これって医者の
鑑
 かがみ

 よね」

「どうあろうと、医者としても人間としても最悪だ。おまえこそ、生体臓器
廃
 はい

 
棄
 き

 をされろ。
腎
 じん

 
臓
 ぞう

 を摘出しては捨てられ、心臓を摘出しては捨てられろ」

　俺は返しておく。

　苦笑していたツザンの
藍
 あい

 色の眼が、不意に真面目なものになる。

「あたしなんかより、あんたら
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 のほうがさらに理解不能だね」女医の目は、俺を見据えていた。「〈
古き巨人
 エノルム

 〉とやりあうなど、正気ではない」

「攻性咒式士とドラッケン族が正気であったことなどないさ」

　俺は単純に返しておく。正気であろうとしている俺に、二つの条件をそろえた存在が相棒である事実に、今さら言うこともない。

「だろうね。予約があるから、とっとと帰れ」

　ツザンが肩を
竦
 すく

 めた。白衣を
翻
 ひるがえ

 して、診療所へ戻っていく。ツザンは背中で「ああ、どこかに老人に適合する臓器を持った人間がいないかなぁ。生体移植してえ」とつぶやき、扉を閉じた。

　俺とギギナは顔を見合わせる。まだなにも解決していない。事態は悪化していた。

　
瀕
 ひん

 
死
 し

 の俺たちを闇の運送屋に運ばせたため、徒歩で事務所に向かうしかない。歩道を歩いていく。体の復調を確認するためにも、いいだろう。ギギナは折りたたんだヒルルカを背負って進む。世界一、隣を歩いてほしくない存在だった。

　
欠伸
 あくび

 と歩みが止まる。
傍
 かたわ

 らのギギナの足が止まっていた。戦士の全身に緊迫感が
漲
 みなぎ

 っていた。野生の虎が全身の毛を逆立てているような臨戦態勢だった。

　俺はギギナの視線を追う。裏通りの角を曲がってくる二つの人影。

　
鋼
 はがね

 のような長身の男と、跳ねるように歩く細い青年だった。

　
翼
 よく

 
将
 しよう

 イェスパー・リヴェ・ラキとベルドリト・リヴェ・ラキだ。止まっている俺たちに合わせて、向こうの足も止まる。

　エリダナの下町の路上で、かつて命を取りあった二組が
対
 たい

 
峙
 じ

 する。昨日の
遭
 そう

 
遇
 ぐう

 では助けられた形になったのかもしれないが、早い再会だ。

　気にせず、翼将たちが歩みを再開する。ギギナも動いた。俺は仕方なくギギナの背に続く。

　互いに、あと一歩で剣の間合いに入る地点で止まる。逆に言えば、咒式を
紡
 つむ

 ぐ時間を許さない間合い。これが話しあいができる限界の距離だった。

「や、ニュルンっと元気？」

　ベルドリトが
朗
 ほが

 らかに笑う。かつて命を狙ってきたというのに、
屈
 くつ

 
託
 たく

 がない。この青年だか少年だかの奇妙な思考にはついていけない。

「俺たちを狙いに来た、ということか？」

　春先のことを投げて
牽
 けん

 
制
 せい

 してみる。ジヴには会えないのに、
仇
 きゆう

 
敵
 てき

 にだけは会える。俺の不運さは極まっている。

「んー、僕はそんなに君たちに興味がないよ。今日は兄貴の腕の治療に行くだけだよ」

　見ると、イェスパーの左袖は風に揺らめいていた。左の上腕から先を消失しているのだろう。隣のベルドリトは、応急治療だけはされている。しかし、兄の腕の消失に自らも痛みを覚えているような表情になっていた。

　イェスパーは
隻
 せき

 
眼
 がん

 をギギナに向けている。ギギナもイェスパーだけを見据えていた。最初から、二人の剣士は互いしか見えていなかった。

「〈
古き巨人
 エノルム

 〉を相手にして勝利するとは、初春に会ったときより腕前を上げているようだな」

　ギギナが静かに告げた。

「片腕は失ったがな」

　イェスパーも同じく静かに返した。

「こちらも腕一本だ。そこで治してきた」ギギナが
顎
 あご

 
先
 さき

 で背後を示した。「おまえたちも治療の専門家が必要というわけか」

　イェスパーが男臭く苦笑し、肯定となった。エリダナで、患者の身元を
詮
 せん

 
索
 さく

 せず、かつ最高の治療を可能とする闇医者は、何人かにかぎられる。

　俺と
翼
 よく

 
将
 しよう

 たちが同じ相手と同じ時間に闘い、同じように負傷し、医者を探せば、出会う確率は数分の一、というわけだ。数分の一程度の不幸なら必ず、引き当てるのが俺の不運さなのだ。

「おまえたちも
大禍つ式
 アイオーン

 を倒したそうだな」

　
錆
 さ

 びた声で剣士が返す。唇には不敵な笑みが刻まれていた。

「こちらも
子
 し

 
爵
 しやく

 級を倒した」

「我らは
男
 だん

 
爵
 しやく

 級も倒した」

　ギギナが子供のように張りあって、戦果を返している。二人の
咒
 じゆ

 
式
 しき

 剣士が互いに視線を激突させる。

「なにを
和
 なご

 やかに話している」

　一歩踏みだしつつ、俺は皮肉を投げる。

「戦ったもの同士に芽生える友情や共感なんて、アホな話を俺は信じない」視線は道の前方に立つ
機
 き

 
剣
 けん

 
士
 し

 を見据える。「わざわざ翼将がエリダナに再訪して〈古き巨人〉を狙うとは、どういうことだ？」

　俺とイェスパーが
対
 たい

 
峙
 じ

 する。二人の間に抜けるのは、エリダナのビルの底に吹く微風。

「裏のことまでは知らぬ」

　イェスパーは簡潔に述べるにとどまった。

「あいかわらずの犬っぷりだな」

　俺は笑っておく。イェスパーは唇に薄い苦笑を乗せる。

「俺を怒らせようとしても無意味だ。余計なことを知らせるつもりはない」

「僕たちは〈古き巨人〉の主戦派〈怨帝の十三の
嫡
 ちやく

 
子
 し

 たち〉の生き残りを、ギュイギュイと追っているだけだよ」

　イェスパーの
傍
 かたわ

 らで、ベルドリトが笑う。

「北方のアレトン共和国と、ここエリダナの地で〈古き巨人〉どもがウンニョリニョリって動いていてね。恐ろしい計画らしくって、これを阻止しないと、ウゲゲルル～ンなことが起こるらしいんだよ」

「余計なことは
喋
 しやべ

 るな」

　イェスパーの
隻
 せき

 
眼
 がん

 に
睨
 にら

 まれ、ベルドリトが肩を
竦
 すく

 める。
釘
 くぎ

 を刺さなくても、擬音だか擬態語が多すぎて意味不明だ。
機
 き

 
剣
 けん

 
士
 し

 の刃の目は、俺とギギナにそそがれる。

「我らに任せて、おまえたちは手を引け」

「昔そう言った皇国の組織があって、その前にはニドヴォルクに負けた二人組がいた」俺は意地悪く笑いつつ、隣の相棒に問いかける。「俺たちはどうした？」

「無視して勝ったな」

　戦士の顔で、ギギナは答えた。俺とギギナの皮肉に、イェスパーの左目に鋭い光が宿る。挑発したが、路上の機剣士は動かない。ならば重ねる。

「こちらは〈
古き巨人
 エノルム

 〉にジヴが狙われ、さらにウォルロットという恐ろしい
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 に
誘
 ゆう

 
拐
 かい

 されている」俺は
翼
 よく

 
将
 しよう

 どもを睨みつける。「おまえたち国家の犬が、ジヴの安全を守るとでも言うのか？」

「おまえの女の命が狙われ誘拐されているのか」

　イェスパーの眼に
真
 しん

 
摯
 し

 な同情が浮かんだ。この男にも大事な女がいたのだろう。しかし、眼には即座に冷たい決意の色が戻る。

「残念だが、
猊
 げい

 
下
 か

 が望む以外のことは
考
 こう

 
慮
 りよ

 できない。俺は国家の安全を
脅
 おびや

 かすものを排除するだけだ」

　わざわざ厳しい結論を答えてくれるとは、
律
 りち

 
儀
 ぎ

 な男だ。また、皇国や翼将であっても北方とエリダナで同時多発的に行動する〈古き巨人〉どもを相手にしては、余裕がないのだ。だとしたら結論は決まっている。

「絶対に手を引かないね」

　俺は笑みとともに答えた。イェスパーは渋い
微
 ほほ

 
笑
 え

 みを浮かべた。イェスパーが引けないように、俺にも引けない理由があるのだ。

「民間人なりに勝手にやるがいい」イェスパーが
鋼
 はがね

 の声で告げた。「我らの邪魔になる瞬間までは大目に見よう」

「そうつれないことを言うな」

　ギギナの赤い唇が笑みを
象
 かたど

 る。
獰
 どう

 
猛
 もう

 な肉食獣の笑みだった。
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 が回転し、肩口に掲げられる。

「春先の事件での決着がついていない」

　ギギナが歩を進める。死と剣の間合いに入る。

「少し遊んで、死んでいけ」

　イェスパーとベルドリトは後退する。追うギギナとの間で、間合いが一定に保たれる。俺は
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 に咒式を
紡
 つむ

 ぎつつ追跡する。余計な戦闘は避けたいが、ギギナが一度動いた以上は進むしかない。

「それも一興だろう」後退しつつイェスパーは薄く笑う。「だが、今回の我らは猊下におまえたちの殺害を命じられてはいない。犬は犬でもおまえのような狂犬ではない」

　機剣士の背が、コンクリ壁に触れる。足を踏みこんだギギナの刃が
一
 いつ

 
閃
 せん

 。長大な銀の光が、イェスパーの上着の
裾
 すそ

 を切り裂いた。刃の軌跡の終点にあった看板に、線が刻まれる。

　電子の火花を散らせて、両断された看板が落下する。

　だが、イェスパーとベルドリトの体は刃の軌跡より先、コンクリの壁に埋まっていた。

「ベルドリトの
咒
 じゆ

 
式
 しき

 か」

　
虚
 きよ

 
法
 ほう

 
士
 し

 の数法量子系第五階位〈
量子過軀
 遍移
 タブ・ス

 〉という咒式は、十の二十四乗分の一以下という極低確率である分子透過を起こさせるのだ。攻撃どころか逃走にも便利な咒式だ。

「
猊
 げい

 
下
 か

 からおまえたちに伝言がある」

　イェスパーが口の
端
 は

 を
歪
 ゆが

 めた。

「事件を決する
鍵
 かぎ

 は、どちらがより古いか、そしてただ一人の心ということだそうだ」

「どういうことだ？」

　俺の問いには答えず、イェスパーの顔は静かに
波
 は

 
紋
 もん

 を起こす壁のなかへ
潜
 もぐ

 っていく。ベルドリトはまだ笑顔をコンクリの表面に出していた。手を軽く振る。

「じゃ、まったね～♪
 」

　青年は少年の
朗
 ほが

 らかな声とともにコンクリのなかに
埋
 まい

 
没
 ぼつ

 していった。追いかけるようにギギナの長大な刃がコンクリに突き立つ。かなり奥まで貫通させたが、手応えがないらしい。
玩具
 おもちや

 を
逃
 のが

 した子供のように残念そうな表情で、静かにギギナの刃が戻される。

「それなりの舞台とやらが近いことを願う」

　ギギナが振りかえる。
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 を分解し、刃を背に、
柄
 つか

 を腰に戻す。俺はあいかわらずの相棒の暴走に
呆
 あき

 れる。

「殺す必要はない。あいつら
翼
 よく

 
将
 しよう

 は強い。俺たちよりもな」春先の戦いでの俺たちの勝利は、作戦が功を奏しただけだとは理解している。「だとしたらあの二人が〈古き巨人〉を始末してくれるなら助かるだろうが」

「私は強敵と素晴らしき戦いを求めるだけだ」

「ギギナはジヴの救出など
考
 こう

 
慮
 りよ

 してくれない、というわけか。おまえ、俺の敵ではないにしても、確実に味方でもないよな」

　俺の問いにギギナは考えこむ。相棒と思っているのは俺だけかもしれない。俺も相棒だと思っていないときのほうが多いだろう。

　しかし、難しいところだ。翼将は
新
 あら

 
手
 て

 の〈古き巨人〉たちを倒す手助けにはなるが、ジヴを救うときの邪魔になる可能性もある。エリダナの路上で考える。別のことに気づいた。

「この構図は奇妙だな」

　口にしつつ、思考をまとめる。

「翼将は〈古き巨人〉どもを追っている。〈古き巨人〉どもは、ジヴを押さえているウォルロットを追っている。ウォルロットは〈古き巨人〉と同時に指輪の
謎
 なぞ

 、ピエゾに関連しているなにかを追っている」

　追跡している相手が、さらに別の相手を追跡していて、さらにその相手が追跡している。

「だとしたら、ウォルロットが追っているなにかが、すべての原因か？」

　あまりに
緩
 ゆる

 い連結だ。情報が少ない。

　闘争の場を逸したギギナは、すでに路地を歩きだしていた。思考を中止して、相棒の背中に続く。

　診療所では切っていた電話の電源を入れる。
凄
 すさ

 まじい数の着信があった。

　すべてがリゼリアからだった。









　ギャリー
伯
 はく

 
爵
 しやく

 は
憂
 ゆう

 
鬱
 うつ

 な表情で
椅
 い

 
子
 す

 に座っていた。

　ガユスとギギナ、ウォルロットとジヴーニャ。そして〈
古き巨人
 エノルム

 〉と指輪について考えていた。さらにはピエゾ本国の危機が重圧となっていた。

　ギャリーの左には、秘書官のメムノンが控えていた。主人の憂鬱が晴れる情報が訪れる瞬間を待っている。

　机の上で呼び鈴が鳴っていた。秘書官のメムノンが受け、ギャリーに渡す。

「誰、だ？　本国からか？」

　
嗄
 しわが

 れた問いかけに、秘書官が疑問のままの顔で受話器から耳を離し、通話口を手で押さえる。

「本国から
派
 は

 
遣
 けん

 された人だそうです。ティボールツ上院議長からの紹介状を
携
 たずさ

 えている事実を、門衛が確認しました」

「本国にブローゾ少佐のことを問いあわせていても、ティボールツ上院議長には無関係なはずだが」疑問のままにギャリーが続ける。「よく分からないが通しなさい」

　ギャリーがうながして、秘書官が受話器に伝える。部屋に沈黙が落ちる。ギャリーとしては一連の事件に対するピエゾ本国の動きを伝えにきた相手だと予測できた。

　しばらくして、部屋の扉が開かれる。

　現れたのは、ピエゾの民族衣装を着た男たちだった。中肉中背の男を前に、副官らしき
小
 こ

 
柄
 がら

 な男が背後に立っていた。

「ティボールツ上院議長は存じあげているが、あなたはどういうお方でどういうご用件でしょうか？」

「まずは、秘書官を退出させてください。大事な用件であるため、あなたとだけ話したいのです」

　男は平坦な声で、平坦なピエゾ
訛
 なま

 りで言った。

　ギャリーは秘書官に眼を向ける。互いに意志を確認した。ギャリーに二十年付き添ってきた秘書官は、不服そうな顔をいっさいすることなく即座に扉に向かう。一礼して退出した秘書官が、扉を閉める。

　目線を戻す。熟練の外交官であるギャリーの観察眼は、〇・〇一秒で相手を値踏みした。問題は会話をする先頭の男の正体だ。

　身長一八一か一八二センチメルトル、七一から七二キログラムルと平均的な体格。金髪と青い眼に、民族衣装がどこか似合っていない。顔の
輪
 りん

 
郭
 かく

 、眼や鼻や口に特徴はない。似顔絵を描くときに困るような顔だ。

　ピエゾ系には見えないが、同じ国内の他のペンクラート系かポリレイ系には見える。また、五秒だけの言葉は、
完
 かん

 
璧
 ぺき

 なピエゾ
訛
 なま

 りだったが、完璧にすぎる。ピエゾ人でも公用ピエゾ語をここまで完璧に発音できるものは少ない。

　ティボールツ上院議長を知っているが、議員が好みそうな武断的か
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 である人物には見えない。物腰は柔らかい。同じ外交官か？

　結論は、眼前の男が絶対に信用できないと出た。急な用件で話せなくなったと追いはらおうとした瞬間、男が口を開く。

「〈ベヘリガ〉と言えば分かりますかな？」

　ギャリーの老いた顔に、
驚
 きよう

 
愕
 がく

 が広がる。
緩
 ゆる

 んだ顔が緊張していた。

「そんな」

　老人の眼には、怒りと恐怖があった。

「本当に、〈ベヘリガ〉が存在していたというのか!?
 」

「お話はその〈ベヘリガ〉のことについてです」

　男は儀礼的な笑みを浮かべた。









　エリダナ東部。カプーゾ教会。道路に面した礼拝堂が解放され、フリュー・バド・デリオンの
葬
 そう

 
儀
 ぎ

 が
粛
 しゆく

 
々
 しゆく

 と行われていた。

　生前のフリューが神を信じていたとは思わない。だが、格安で葬儀ができる場所がここしかなかった。

　俺は席の最後列、教会の壁に背を預けていた。予備校は同盟大使館爆破犯、ダリオネート暗殺
未
 み

 
遂
 すい

 
犯
 はん

 との関係を恐れて、
弔
 ちよう

 
文
 ぶん

 を送ることもなかった。フリューの捜索を任されて、そして果たせなかった俺だけが参加していた。

　自分にこの場にいる資格があるのかは分からない。だが、去ることもできなかった。

　狭い教会の四十席ほどの
椅
 い

 
子
 す

 にも、空席が目立つほど出席者は少ない。フリューのかつての職場の
同
 どう

 
僚
 りよう

 が五人ほど参加していた。それぞれが生活に必死なのだろうが、同僚の痛ましい死を報道で知って、集まったのだろう。隅の席では、黒い帽子の男が肩を震わせていた。哀しみが襲っているのだろう。

「……センセも、来ていたんだね」

　沈んだ声の方向、横を見ると、テュラスが出入り口に立っていた。学生のため、制服で葬儀に出席していた。俺を見つめる目は小さな湖となっている。今にも決壊しそうだった。

「フリュー先輩が！」

　声は涙声だった。テュラスが俺の
傍
 かたわ

 らに立つ。伸ばされた手が喪服の
裾
 すそ

 を

摑

 つか

 んできた。見ると、少女は震えていた。いつもなら振りはらうところだが、俺は摑
 まれるがままにさせた。右腕を伸ばして、テュラスの薄い肩を抱える。少女の全身が、哀しみとともに震えていた。

　テュラスは俺の胸のなかで
嗚
 お

 
咽
 えつ

 していた。春には
従兄
 いとこ

 の消防士が死んでいるのだ。連続する近しい人の死は、少女が受けとめるには重すぎる。

　扉を抜ける人影。振りかえった参列者が息を
呑
 の

 む。

　亡きフリューの恋人で喪服姿のリゼリアが、狭い式場に立っていた。身寄りのないフリューのために、リゼリアが
葬
 そう

 
儀
 ぎ

 の手配をしたのだ。テュラスが俺から離れて、リゼリアを見つめる。

　礼拝堂に満ちる緊張感。誰も彼女に話しかけることができない。俺もどうやって声をかけていいのか分からない。俺はフリューを捜すと約束し、果たせなかったのだ。

　リゼリアの目は、参列者の間を抜けて、真っ直ぐにフリューの遺影を見つめていた。
双
 そう

 
眸
 ぼう

 は、虚無を含んだ二つの黒い点でしかなかった。

　遺影の下に安置される
棺
 ひつぎ

 は
空
 から

 だ。
遺
 い

 
骸
 がい

 は警察の検死に回されて、明日以降に戻ってくる。死者不在の葬儀だった。

　黒い喪服を着た女は美しいというが、リゼリアにあるのは悲愴な美しさだった。体の前で重ねられた手は震えていた。薬指に
嵌
 はま

 った銀の婚約指輪は、悲しい輝きを帯びていた。

　フリューの死の事実を認めたくないように、リゼリアは眼を
逸
 そ

 らした。逸らした先にいた俺と眼が合った。

「すまない」

　フリューがこうなる前に見つけられなかった謝罪の言葉は、どこまでも空虚だった。

　外から声があがる。怒りの声だった。

　リゼリアが外に出ていく。俺も後を追う。教会の敷地の出入り口に設置された受付は、騒然としていた。参列者はほとんどいないのに、黒背広の男たちと、報道陣が来ていた。
鉄
 てつ

 

栅

 さく

 の外には、野次馬の顔に撮影機の無慈悲な目が並んでいる。

　黒背広の一団が、受付の男女に詰めよっていた。

「愛国に
殉
 じゆん

 じたフリューの葬儀は、我らがとりしきるべきだ」

　黒服の一団は腰に
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 を下げている。
腕
 わん

 
章
 しよう

 にはエリダナ
憂
 ゆう

 
国
 こく

 
騎
 き

 
士
 し

 
団
 だん

 とあった。報道員は、両者の押し問答を撮影していた。

　リゼリアは、憂国騎士団の前に立つ。悲愴な横顔で唇が震える。

「帰ってください」

　女は静かに言った。

「あなたたちの行動に巻きこまれて、フリューは死んだのです」

　興味深そうに、報道員がリゼリアを撮る。動画と写真という
無
 ぶ

 
遠
 えん

 
慮
 りよ

 な視線に
晒
 さら

 されても、リゼリアは気にしなかった。憂国騎士団と一人で
対
 たい

 
峙
 じ

 していた。

「それは違います」

　憂国騎士団の先頭の男が首を振った。手が掲げられる。そこにはエリュシオン紙があった。アーゼルによる、ダリオネートへの取材記事だった。

「フリューは同盟に殺された。世界規格とそれを具現化する資本家、ダリオネートたちに追いつめられ、そして殺されたのです」

　紙面では、写真のダリオネートの
微
 ほほ

 
笑
 え

 みが静止している。掲げられた静止画を前に、リゼリアは立ちつくす。遠巻きに見ていた
葬
 そう

 
儀
 ぎ

 の参列者の間にも、
動
 どう

 
揺
 よう

 が広がる。

「そうだ」「そうだよ」「ダリオネートだよ」

　口々に同意の声があがる。
囁
 ささや

 きは野次馬にまで広がる。

「フリューは同盟の
咒
 じゆ

 
式
 しき

 で殺されたんだ」

　野次馬の間から、はっきりと口に出された。喪服のリゼリアが前に進みでる。右手が
閃
 ひらめ

 き、
憂
 ゆう

 
国
 こく

 
騎
 き

 
士
 し

 
団
 だん

 が掲げた新聞を奪いとる。

「帰ってください！」

　死者を
悼
 いた

 み哀しむことを邪魔された女の、怒りと抵抗の声だった。

　俺は前に出る。リゼリアの横を抜けて、憂国騎士団を
睨
 にら

 みつける。

「場違いだ。帰れ」

　葬儀の参列者も俺の行動に
倣
 なら

 う。フリューの職場仲間が、後輩のテュラスが、リゼリアの左右を抜けて、俺の左右に並び、列を作る。圧力で、憂国騎士団を教会の敷地の外へと押しだす。

　黒背広の一団は、野次馬の波まで下がった。代表者らしい男が
踵
 きびす

 を返した。人波を

搔

 か

 き分けて、帰っていった。

　だが、分かっていた。

　葬儀の参列者や野次馬たちの間には、憂国騎士団の毒の言葉が染みわたっていたのだ。

　リゼリアの哀しい目が伏せられる。瞳は奪った新聞を眺めていた。









　カスペルは、教会から自宅に戻っていた。

　
廊
 ろう

 
下
 か

 を歩きつつ、玄関で抜きとった郵便物を眺める。エリュシオン紙ではダリオネートの独占記事があったが、興味もないので投げる。

　他は、最新式の立体光学装置や端末の
月
 げつ

 
賦
 ぷ

 、携帯や端末接続料の催促。さらには最近金策に困って手を出した消費者金融の
督
 とく

 
促
 そく

 
状
 じよう

 まである。

　不機嫌さに催促状も投げすてて、廊下を進む。両脇に積みあげられた雑誌の間を抜けていく。狭いために雑誌の角に足が当たって崩れた。

「どうしたの？」

　応接間から祖母の声がかかるが「うるせえっ！」と怒声を返して壁を殴っておく。それだけで祖母は黙りこむ。自分の力を確認しても、満足できない。

　カスペルは廊下の奥の扉を開ける。

　窓の雨戸と
紗
 しや

 
幕
 まく

 が閉めきられたままで、暗い部屋だった。カスペルは蛍光灯をつけて、部屋を明るくする。

　脱ぎ捨てられた服や雑誌や本が床に落ちたままの、乱雑な部屋だった。
棚
 たな

 には怪獣や美少女の人形が並ぶが、規則性はない。

　雑誌や服を踏んで進むと、カスペルは宅配食品の紙箱を踏んでしまう。冷えたチーズを踏んで、不愉快になる。紙箱をけっ飛ばして、部屋を進む。日除けと顔を見せないための帽子を、投げすてる。一年前に買って二日で使わなくなった、筋力増強機器の先に引っかかる。まだ
月
 げつ

 
賦
 ぷ

 は終わっていない。

　窓際に置かれた
椅
 い

 
子
 す

 に、カスペルは腰を下ろす。肩は震えていた。

　哀しみではなく、笑いの
痙
 けい

 
攣
 れん

 だった。まさに腹を抱えて、カスペルは笑う。眼には涙すらあった。

「アホだ、フリューはアホだ。失業して愛国ごっこの行進に加わって、挙げ句の果てに殺されてやがるっ！」

　カスペルは大笑いしていた。かつては優等生で真面目であったが、フリューは自分より頭が悪いと確信できた。

「残念なのは、リゼリアに声をかけられなかったことだな」

　椅子に背を預けつつ、自問自答する。

　フリューという虚像に惑わされていたリゼリアを、慰めるべきだった。そうすれば、リゼリアと自分は結ばれていたのに。

　リゼリアの喪服姿は、携帯で
盗
 とう

 
撮
 さつ

 しておいた。また
蒐
 しゆう

 
集
 しゆう

 物が増えた。あとで
自
 じ

 
慰
 い

 に使おう。

　そこでカスペルは現実を思い出す。

　
葬
 そう

 
儀
 ぎ

 があった教会でも、やはり怖くてリゼリアに声をかけることすらできなかった。葬儀に参列していたのに、リゼリアは自分に気づいていなかったのだ。自分の容姿も能力も悪いものではない。むしろ人並みで目立たないからこそ、葬式に侵入できたのだからよしとしよう。

　だけど本当はリゼリアに声をかけたかった。会話をし、触れあいたかった。しかし、やはり断られる、失敗すると思っただけで、すべてのことに踏み出せない。

　
矛
 む

 
盾
 じゆん

 する心を抱えて、カスペルは首を振る。考えるのは嫌いだった。

　椅子を回転させる。机の上の端末を起動させて、お気に入りを眺めることにした。フリューが狙撃された瞬間を撮影した写真を、掲示板に貼っていたのだ。

　反響は
凄
 すさ

 まじいものだった。
不
 ふ

 
謹
 きん

 
慎
 しん

 だと責める声があったが、大多数は大笑いしてくれた。神扱いされていた。

　また、抗議の声や行進は愚かな行為だと非難する声と賛同する声がせめぎあっていたが、それはカスペルには関係ない。彼にとっては、今が楽しいか楽しくないかだ。

　そうでなければ、今の失業や孤独な状態に耐えきれない。いつかは抜けだせるはずだ。だが、それはいつなのか、どうすればいいのかは、カスペルにも分からない。

　窓の外からは、現実の抗議の声が聞こえる。カスペルにとっては不愉快な声だった。どうにもならないことに声をあげて反対しても、愚かとしか思えない。

　カスペルは電脳空間に集中する。

　他に世界はない。









　ホテルの
寝台
 ベツド

 で、ウォルロットは横たわっていた。

　ピエゾの勇者は静かに眼を閉じて眠っていた。親友の死と〈
古き巨人
 エノルム

 〉との戦い。昼は戦闘に次ぐ戦闘、見つからないための移動に次ぐ移動。夜は夜襲に備えて、部屋の隅の壁に背を預け、
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 を抱えて座っていた。

　ピエゾの勇者、超級の
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 であっても、連日の疲労が限界に来ていた。

　ホテルと部屋の周囲に咒式の警報装置と
罠
 わな

 を幾重にも張りめぐらしたあと、ジヴーニャにも言いふくめて、寝台での睡眠に入った。

　ジヴーニャは
椅
 い

 
子
 す

 に座って、ウォルロットの寝顔を見つめていた。

　隠れ家やホテル捜しなどの地勢的な安全策は、ジヴーニャがやっていた。

　だが、肝心の警備や戦闘についてはウォルロットに任せるしかない。
誘
 ゆう

 
拐
 かい

 されてはいたが、ジヴーニャは、男に大きな借りができたと感じていた。

　ウォルロットは、寝台の上で死んだように眠っている。

　
精
 せい

 
悍
 かん

 な男の寝顔は、安らかではなかった。悪夢にうなされるのか、額に
皺
 しわ

 が刻まれる。唇からは、

嚙

 か

 みしめられた歯が
覗
 のぞ

 く。細く長い手は、
[image: ]

 こぶし

 を握り、また
鉤
 かぎ

 
爪
 づめ

 のように開かれる。

　眠りですら、ウォルロットの救いにはなっていないようだ。同時に麻薬と禁断症状が悪夢を呼びよせているのだ。

　ジヴーニャは、ウォルロットを痛ましく思った。どれほどの戦場と死を乗り越えれば、眠りすら救いにならぬほどの人生になるのか。

　ピエゾの勇者と呼ばれるほどの男には、おそろしいほどの重圧があったのだろう。戦友が死んでいき、なお自らは勇者として行動せねばならなかった。

　そして本人やギャリー
伯
 はく

 
爵
 しやく

 の話から推測すると、ピエゾの国家元首の命に従って、ウォルロットは
虐
 ぎやく

 
殺
 さつ

 を行ってしまった。国民も国を割る原因を作った彼を責めた。

　勇者として祖国のために行動したが、人として祖国に反逆することができなかったために、ウォルロットは最悪の結果を呼んだ。

　虐殺の記憶は、死者は、毎夜毎夜ウォルロットを
苛
 さいな

 んでいるのだろう。それは彼自身が作った自責の幻影だ。自責の念があるということは、ウォルロットも心がないわけではなかった。

　悪夢を押さえつけようとして麻薬を常用するようになり、それがさらなる悪夢を呼びよせている。

　男は、千の夜の万の悪夢を、一人で過ごしてきたのだろう。

　ジヴーニャは初めてウォルロットの弱さを見た。漠然とした好意は、胸に染みこむ愛情となった。

　ジヴーニャは椅子から移動し、寝台に眠って苦しむウォルロットの
傍
 かたわ

 らのシーツに腰を下ろす。女の右手が伸びる。赤子をあやすように、炎のような赤い髪を撫でる。

「大丈夫」

　右手で
撫
 な

 でながら、震える男の左手に自らの左手を重ねる。

「大丈夫、私がいる」

　
額
 ひたい

 から髪を撫でつつ、呪文のようにつぶやきつづける。眠るウォルロットの左手が跳ね、ジヴーニャの左手首を

摑

 つか

 む。抑制がない
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 の力で、女の手首が
軋
 きし

 む。

　痛みに悲鳴が出そうになる唇を、ジヴーニャは強引に閉じた。額から汗が流れるほどの痛みに耐えて、口を開き、女は
囁
 ささや

 きつづける。

「大丈夫。あなたは大丈夫。私がいるから、夢でまで戦わないで、自分を責めないで」

　優しい声とともに、男の額を撫でつづける。

　数分ほど経過し、ウォルロットの額の
皺
 しわ

 が消えた。手の
強
 こわ

 
張
 ば

 りも消失し、ジヴーニャの手首が解放される。起こさないように、手を戻していく。

　摑
 まれて
痣
 あざ

 ができた左手首を右手で撫でつつ、ジヴーニャはウォルロットを眺める。寝顔には、ようやく安眠の表情が浮かんだ。

　手首の痛みを忘れて、ジヴーニャも
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。

　どのような男でも、寝顔だけは子供のようにあってほしいと思う。社会や世界との戦いも、夢のなかでくらいは忘れてほしいのだ。

　すでに人質が
誘
 ゆう

 
拐
 かい

 
犯
 はん

 に共感するような心理状態ではなかった。ジヴーニャは、一人の男としてウォルロットを見ていた。

　不意に恋人の寝顔が脳裏に
掠
 かす

 める。恋人でもない男の髪と手を撫でる光景を客観的に考えると、ジヴーニャの倫理観に合わない。即座に離れて、
椅
 い

 
子
 す

 に戻る。

　ジヴーニャは椅子の上で長い息を吐く。左手首の痛みで生まれた額の汗を、右手の甲で
拭
 ぬぐ

 った。
顎
 あご

 の先にある汗の
滴
 しずく

 も拭う。汗で気づいた。夏の日に動いて、ホテルに帰還してから、シャワーを浴びたり風呂に入ったりしていない。女性としては自らの清潔さが気になる。

　再び
寝台
 ベツド

 に横たわるウォルロットを眺める。寝息は安定している。ジヴーニャは部屋を抜けだして、風呂場に向かう。

　背後を振りかえって、ジヴーニャはウォルロットが起きないかを再び確認。大丈夫だと確認し、洗面台に足を踏み入れる。

「ひゃっ」

　ウォルロットが傷の治療で乱暴に使ったためか、洗面所の床は水で濡れていた。
太
 ふと

 
股
 もも

 までのストッキングの
踵
 かかと

 まで水が染みた。少しだけ男の粗雑さを恨んだ。

　数日間はウォルロットが隠れ家やホテルの周囲を警戒しているうちに風呂に入っていたが、今日は朝から晩まで一緒だったのだ。ウォルロットは途中から紳士的に振る舞ったが、かといって同じ屋根の下だ。別室で風呂に入るためとはいえ、全裸になるのは
躊躇
 ためら

 われた。

　男が眠っている今が好機。電灯をつけて、ジヴーニャは洗面所の扉を閉める。洗面所を脱衣所として、服を脱いでいく。まずは水が染みて気持ち悪いストッキングを脱ぎすてる。

　上着を脱いで、
丁
 てい

 
寧
 ねい

 にたたんで洗面台の右にある
籠
 かご

 に入れる。次に銃帯と銃を外し、シャツ、スカートを脱ぎ、同じようにたたんで籠に重ねていく。後ろに手を回して薄青に
刺
 し

 

繡

 しゆう

 が入ったブラの留め金を外し、脱ぐ。
拘
 こう

 
束
 そく

 から解き放たれた形のよい乳房が揺れ、正面の洗面台の鏡に映る。

　ジヴーニャにはなんとなく鏡が男の視線に見えて、横にずれる。ブラを
籠
 かご

 に投げ入れ、次に横に伸ばされた三角、ショーツに手をかける。

　
太
 ふと

 
股
 もも

 まで下ろして、薄い白金色の茂みが現れる。左足を抜き、下ろすと同時に、次は右足を抜く。

　丸まった下着を握って、ジヴーニャが固まる。思ったのは、この大変な時期に、生理でなくて良かったという
素
 そ

 
朴
 ぼく

 なことだった。ショーツも籠に投げ入れる。

　いつもはまとめることが多い髪を振りほどくと、意外に長い髪が肩の下、背中まで流れる。

　最後に考えて、籠のなかに手を入れて、目的のものを

摑

 つか

 む。ジヴーニャは風呂場に入る。即座に振りかえって
鍵
 かぎ

 を閉める。風呂場に湯を溜めながら、持ってきたものを壁の
石
 せつ

 

鹼

 けん

 置き場に置く。

　シャワーの
栓
 せん

 を
捻
 ひね

 る。すぐに熱湯が出た。タイル壁の上のほうにある取っ手にシャワーをかけて、
額
 ひたい

 から湯を浴びる。

　手で湯を
掬
 すく

 って、白金の髪に流していく。ホテルの使い捨てシャンプーを泡立て、髪に乗せる。二回洗って、最後にコンディショナーを
擦
 す

 りこむ。また流す。次に体洗い用のシャンプーで全身を洗う。

　最後に額から全身にシャワーの湯を浴びる。胸、乳房、腰に尻と湯をかけて泡を流していく。自らの体を湯と手で撫でつつ、ジヴーニャはガユスの手と舌を思い出す。男性に求められないかぎり、性欲があまりない。自分でしたのは、ガユスと出会う前の恋人と別れた半年の間に一回だけだ。

　だが、生命の危機を感じた体が子孫を残せと防衛本能を起こしているのか、初めて性欲を感じている。腰の奥に欲望があった。

　今ほどガユスと会いたいと思ったことはない。不安とともに自分を抱きしめてほしい。すべてを
灼
 や

 きつくしてほしい。

　湯を浴びつつ、手を太股に
這
 は

 わせる。指先が足の間の茂みに触れる。湯ではない熱い液体が
溢
 あふ

 れていた。指を上下させると熱い吐息が漏れる。

　足音と破砕音。振りむくと、湯煙の向こうには開けはなたれた扉。裸のウォルロットが立っていた。厚い胸板。眠気を追いはらうように首を振って、男が立っている。ウォルロットの顔が正面に戻り、青い眼がジヴーニャを捉えた。眠気が晴れていき、自分とジヴーニャの状況に軽い驚きの表情となった。

「おまえが先に入っていたのか」

「え、今の見られた？　鍵は壊れた？」

　ジヴーニャは混乱し、自分でも意味不明な問いを投げた。

「都合がいい」

　ウォルロットが足を踏み入れる。ジヴーニャは瞬時に下がる。

　どう考えてもこの
遭
 そう

 
遇
 ぐう

 は最大級の
貞
 てい

 
操
 そう

 の危機だった。









　続く男の話は、ギャリー
伯
 はく

 
爵
 しやく

 の想像を超えていた。

「なんということだ。そんなバカな」

　ギャリー伯爵の声が、私室に響きわたる。

　老伯爵は
椅
 い

 
子
 す

 に腰を下ろす。

「そんな恐ろしいことが」冷静なはずのギャリーの唇は、
譫
 うわ

 
言
 ごと

 を吐き続けていた。「これではピエゾは破滅する。どちらにしても破滅する」

　ギャリーに真実を告げた男は、室内で平然とした微笑で立っていた。
傍
 かたわ

 らには男の秘書官らしき男が立っていた。男の副官もギャリーと同じく
呆
 ぼう

 
然
 ぜん

 としていた。上司から真相を知らされていなかったのだろう。

　ギャリーは男を見ていることができず、眼を
逸
 そ

 らす。視線は窓に向けられた。窓の外にある庭には、妻と孫がいた。娘が戻ってきたらしく、孫を抱き上げる。

　孫は小さな国旗を握って誇らしげに笑い、母である娘も
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。ギャリーの妻は口に手をあてて、微笑ましい光景を眺めていた。

　ピエゾの民の平和な光景だった。世界のどこにでもある風景ではない。紛争地域や貧困地域、
破
 は

 
綻
 たん

 国家では成立できない光景だった。

「ギャリー伯爵
閣
 かつ

 
下
 か

 」

　男の声がかかる。ギャリーは唇を

嚙

 か

 みしめて、男の方向に向きなおる。憎悪と殺意がこめられた老伯爵の視線を、男は平然と受けた。

「どちらでも破滅するわけではありません。
逃
 のが

 れる道はひとつだけあります」

　男の皮肉な言葉に、ギャリーは耐えた。男が
顎
 あご

 で示す。副官が動き、開いていた
鞄
 かばん

 に手を入れる。

　出されたのは書類だった。受けとったギャリーの眼は、文字の列を見つめた。信じられないが、やはり事実だった。

　男が右手を掲げる。手には小さな箱が乗っていた。副官が驚くも、男は笑う。

「そして、あなたはこれを受けとる必要があります」

　左手が小箱に添えられ、開かれる。

　内部にあった物体を見た瞬間、ギャリーの眼に
驚
 きよう

 
愕
 がく

 の色が浮かぶ。

「それが」

　男は先まで言わせず、うなずく。男が一歩前に出る。ギャリーの手は
肘
 ひじ

 
掛
 か

 けで震えていた。

　男はさらに一歩進み、開いた小箱を差しだす。眼には契約を迫る冷たい炎があった。

　
痙
 けい

 
攣
 れん

 しつづけるギャリーの手が、肘掛けから浮いた。そして肘掛けに戻る。

　もう一度跳ねた。今度は戻らずに
緩
 かん

 
慢
 まん

 に上昇していく。

　指先は小箱に伸ばされた。









　
葬
 そう

 
儀
 ぎ

 のあと、俺はいたたまれなくなって教会を去った。

　事務所の前の通りに単車が到着する。事務所の前には、アーゼルがいた。珍しく黒一色の喪服を着ていた。足下には、黒猫のエルヴィンがじゃれついていた。しかし、女は猫に構うことなく、真っ直ぐに俺を見つけた。

「なんだ？　取材なら、フリューの葬式はもう終わったが？」

　単車を停めつつ、俺は声をかける。

　アーゼルの赤い髪の下にある、青い眼には
翳
 かげ

 りがあった。

「いいえ。さすがに取材には行けなかった」首を小さく振った。「フリューという青年は、あなたのかつての教え子なんでしょう？」

　俺は答えない。郵便受けを確認して、新聞を取りだす。事務所の
鍵
 かぎ

 を開ける。扉を抜けて応接室に入ると、喪服姿のアーゼルがついてきた。

　
咎
 とが

 める気力もなく、俺は喪服の上着を椅子の背に投げる。疲労のままに応接
椅
 い

 
子
 す

 に座る。居場所に迷っていたアーゼルが、動く。俺の横に座る。女の膝が見えた。アーゼルのスカート姿を初めて見たことに気づく。

　会話はない。応接机の上には、ダリオネートが寄越した立方体が置かれていた。受けとってから、放置していたままだった。

　俺はアーゼルに視線を向ける。

「取材をしにきたのではないのか？　
誘
 ゆう

 
拐
 かい

 されたジヴや、殺されたフリューのことを俺に聞けよ？」

　アーゼルはまたも首を左右に振った。

「大丈夫？」

「なにが？」

　いつも快活なアーゼルが、慎重に言葉を選んでいた。

「その、ジヴーニャさんは誘拐されたままで、そこへ教え子が死んだという報はあなたには
辛
 つら

 いと思って……」

「わざわざ慰めに来たということか？」

　アーゼルは黙りこむ。

「さすがに報道の正義、なんてものを友人にまで向ける気はない」

「
緩
 ゆる

 いな。眼前で死にそうな子供を助けずに、冷徹に写真を撮って記事を書くことが、報道写真賞を取る
秘
 ひ

 
訣
 けつ

 だろう？」

　俺は苦い笑いを浮かべる。両手を広げてみせる。

「俺を撮ればいい。恋人を誘拐され、教え子を救えずに亡くした男という題でな。少しは受けるだろうさ」

「そこまであなたを割りきれない」

　アーゼルが小さく首を振った。俺は広げていた手を下ろし、
長椅子
 ソフア

 の背にもたれる。女の大きな青い目が俺を見据える。

「平気な顔をしているけど、それはあたしに
遠
 えん

 
慮
 りよ

 した演技でしょう？」

　アーゼルは俺の内心を見抜いた。女に心配をかけることを、俺は好まない。たとえ
瀕
 ひん

 
死
 し

 であっても、男は女の前で平気な顔をしているべきだ。

　だが、男の強がりなど、鋭敏な女には簡単に見抜かれる。

　内心には黒々とした溶岩が煮えたぎっていた。アーゼルが指摘したように、ジヴは
誘
 ゆう

 
拐
 かい

 されたままだ。それどころか、俺のもとに戻ることを拒否した。俺ではなく、ウォルロットとともに戦うことを選んだ。助けるとリゼリアに約束したが、教え子のフリューは死んだ。

　全力で動いていたつもりだが、俺はなにもできなかった。胸の奥に、黒い感情が生まれる。絶望と不安と後悔と哀しみが、一秒ごとに狂乱の嵐となって吹き荒れる。

　アーゼルが右手を伸ばす。手は俺の頭に触れた。頭が引きよせられた。アーゼルの熱い腕と頰
 が、俺の頭を

搔

 か

 き
抱
 いだ

 いていた。

　アーゼルの左手が俺の左手に重ねられる。

「生徒さんが亡くなったことは残念だし、ジヴーニャさんを取りもどせずに落ちこむのは分かる。だけど、まだ彼女は生きている。大丈夫」

　アーゼルのあやすような声が俺の胸に沁みる。激情とともに俺の手が跳ね上がる。アーゼルの左手首を

摑

 つか

 む。

　手を引いて、こちらを向かせる。驚いたアーゼルの顔を覗きこむ。黒い感情が口から漏れる。

「そういえば、ダリオネートとの会見に同行させたら、
犯
 や

 らせるって約束があったよな」

「そ、れはその」アーゼルは小声になる。「乳を触らせるだけよ……」

　弱々しく返して、アーゼルは顔を
逸
 そ

 らした。俺の邪悪な面の計算は、行けると踏んだ。

「俺のことが嫌いか？」

「嫌い、じゃないけど」

　アーゼルの抵抗は弱々しい。ならば押す。顔を近づけていく、アーゼルが顔を逸らすが逃げた顔を追う。
顎
 あご

 に手を添えて、アーゼルの唇を奪う。歯の間を割って、舌を入れていく。驚いたアーゼルが顔を逸らす。また追跡する。

　今度は抵抗されない。唇を重ねて、女を味わいつつ
長椅子
 ソフア

 に押し倒していく。倒れたアーゼルと唇を重ねている間に、手を伸ばす。アーゼルの喪服の前を開き、シャツを摑
 む。女の手がシャツの
裾
 すそ

 を摑
 んで抵抗する。

「噓
 、直!?
 」

「約束は約束だ」

　俺の手はアーゼルの手ごと、シャツを一気に
捲
 めく

 り上げる。さらに運動用のブラを

剝

 は

 ぎとる。豊満な乳房が揺れた。日焼けした肌に比例して、驚くほど白い。アーゼルが右手で隠そうとするが、許さずに左手で手首を摑
 む。逆に右手に摑
 んだ乳房は、緊張で汗ばみ、体温が上がっているために燃えるように熱い。

　口づけから首筋を攻め、右の乳房の先端を口に含む。左の乳房を
捏
 こ

 ねていた右手を下に動かしていく。スカートの下に
潜
 もぐ

 りこませて、ショーツの端に手をかける。一気に下ろす。アーゼルが
太
 ふと

 
股
 もも

 を閉じて抵抗する。

　下から見上げると、女は左腕を掲げて、眼を隠している。怖いのだろう。

　俺の征服欲が刺激される。閉じた太股から、さらに手で下着を脱がしていく。

　赤い茂みに右手を滑らせていく。割れ目には蜜が
溢
 あふ

 れていた。割れ目に沿って指を
這
 は

 わせ、
花
 か

 
芯
 しん

 に触れる。指を振動させると、アーゼルは声を出して背を
反
 そ

 らした。

　男の経験がなくても、女は濡れる。口では嫌いといっても、下は素直に俺を好きらしい。

　アーゼルの太股の間に、右膝を乗せる。抵抗されるが、口づけと花芯への刺激を繰りかえしているうちに、足の力が
緩
 ゆる

 む。一気に足を割り入れる。

　俺の腰が入ったことで、もうアーゼルは足を閉じられない。下着をさらに下にずらし、上に乗る。ジーンズの前を開けて、自分のものに手を添えて導く。怒張した先端を、赤い
翳
 かげ

 りに
覆
 おお

 われたアーゼルの入り口に当てる。

「嫌っ！」

　入り口で上下させてやると、アーゼルの腰が
撥
 は

 ねる。

「嫌、怖い。こんなのダメだよ！」

　アーゼルは
口
 くち

 
許
 もと

 に左手を当てて、怖がっていた。青い大きな目は涙ぐんでいた。

「ガユスはあたしなんか好きじゃない。単に抱きたいだけだ」声と体は震えていた。「そんなのは嫌だ」

「違うよ。俺はアーゼルを愛している。今だけ、今だけ俺の女になってくれ」

　
額
 ひたい

 に口づけしつつ、甘い言葉を
紡
 つむ

 ぐと、アーゼルは眼を閉じた。太股が
痙
 けい

 
攣
 れん

 しているが、抵抗は弱まった。

　もちろん俺の言葉は噓
 だ。アーゼルを好きでもないし、愛してなどいない。

　好きでもなく、愛していなくても女は抱ける。学生時代や放浪時代には、
娼
 しよう

 
婦
 ふ

 だけでなく、それぞれの土地で多くの処女を抱いた。母親
譲
 ゆず

 りの甘い顔に、
憂
 うれ

 いを帯びた眼で甘い言葉を
囁
 ささや

 いてやれば、ほとんどの女はすぐに
股
 また

 を開く。

　
雄
 おす

 の本能のままに、俺は腰を前に突きだしていく。アーゼルの悲鳴が高くなる。女の内部への入り口が恐ろしく狭いため、肉で壁を広げられ侵入される痛みに耐えられないのだろう。

　ようやく先端は純潔の膜に触れた。あとは内壁の膜を破るだけだ。そして快楽を教えこめばいい。

　経験がないアーゼルは愛情を勘違いして俺の女になり、いくらでも都合のいいように動かせる。

「痛い、痛いって！」

　痛みを
堪
 こら

 えるアーゼルの目尻には涙の粒があった。俺に

摑

 つか

 まれたアーゼルの両手が必死に抵抗してきた。関係ない。自分に好意を示した女を犯してなにが悪い。

　涙ぐむ青い眼は、俺を見据えていた。

「やっぱりダメ！　こんなのジヴーニャさんに悪いよ！」

　ジヴの名前で、俺は硬直する。

　俺の手の
拘
 こう

 
束
 そく

 が
緩
 ゆる

 み、アーゼルの手が
撥
 は

 ねた。平手が俺の右頰
 を打つ。

　打たれた顔は、横に流れたままで動けなかった。俺は奥歯を

嚙

 か

 みしめる。痛みを感じるまで嚙
 みしめ、最大限の理性を発揮して、種と性の声を抑えつける。

　アーゼルから腰を引く。粘液を引いて、俺自身が引きぬかれていく。押さえつけていた女の熱い体から離れて、ジーンズの前を直し、
長椅子
 ソフア

 に腰を下ろす。

　アーゼルは服を引きよせ、長椅子の端に逃げていく。胸元で上着を握りしめ、下着を引きあげる。最後に
捲
 めく

 れ上がったシャツを下ろす。

　眼には俺への嫌悪と恐怖。そして哀れみ。俺の唇と舌は自動的に動いた。

「謝罪すべきではないが」それでも続けた。「すまない」

　俺は長椅子の上でうなだれた。頭を上げることすらできない。

　自らの不安と
焦
 しよう

 
燥
 そう

 を、好意からの善意で慰めにきた女の体で埋めようとする。完全無欠の最低さだ。

　途中で止まったのは、俺の弱い理性が種と性の声に打ち勝ったわけではない。単に自己嫌悪が上回っただけだ。

　ジヴを取りもどしたいと必死な俺が、彼女を裏切ってしまっては意味がない。だがもう完全に裏切っていた。

　そして、もうこれでアーゼルと無邪気に話すこともできなくなった。俺が単なる気晴らしで抱こうとしたことは、アーゼルの心に深い傷を残したはずだ。

　視線を横に向ける。

　アーゼルが長椅子の端まで後退し、逃げるように立ち上がった。俺を怯えた眼で見据えたまま後退していく。当然のことだ。

　扉に到着し、逃げようとした足が止まった。アーゼルの横顔には、
凄
 すさ

 まじい
葛
 かつ

 
藤
 とう

 があった。眼を閉じたまま、唇を嚙
 みしめている。震える体を両手で抱きしめて、腕に爪を立てていた。

　アーゼルの眼が見開かれた。足は前に踏みだされた。さらに前へ、前へ。一歩一歩が必死の歩みだった。

　ついにアーゼルは俺の
傍
 かたわ

 らに立つ。

　アーゼルは
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。腕が掲げられた。五指が握られ、下ろされる。
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 こぶし

 が俺の
顎
 あご

 を打ちぬいた。応接
椅
 い

 
子
 す

 から床に転がる。

　
眩暈
 めまい

 に襲われつつも、俺はアーゼルを見上げる。

「なん？　なにを？」

「そりゃ弱みと善意につけこんで、
乙女
 おとめ

 の純潔を奪おうとしたものは
殴
 なぐ

 られて当然。本当は殺したいに決まっているでしょうが」

　アーゼルは怒りの眼で俺を見下ろしていた。

「いやその、その純潔はすでに半分は……」

「言うな、この発情男っ！」

　アーゼルは俺に向かって蹴りを放つ。またも顎に受けて転がる。痛みと眩暈で死にそうだ。

「処女膜が破れていないから、あたしはまだ処女です！」

　胸を張ってアーゼルが主張した。

「いや、中に入られたら処女とは……」

　さらに蹴りが来る。今度はさすがに回避する。
顎
 あご

 が痛い。アーゼルは俺を見下ろしていた。俺は顎を撫でつつ、起き上がる。

　アーゼルは俺を
安
 あん

 
堵
 ど

 させるために、戻ってきた。自分を深く傷つけた俺を、それでも救うために。

　新聞記者を目指すだけあって、たいした正義感と偽善だ、と薄っぺらい皮肉を言うことは
止
 や

 めた。俺もそこまで最低ではなかったようだ。

　そして、この瞬間、俺はアーゼルを少しだけ本気で好きになっていた。だけど口には出せない。最低の底の底を破ることはできない。

　アーゼルの
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 こぶし

 と蹴りは、俺を許すための儀式だった。最低な俺を冗談にするための儀式だ。

　決心したようにアーゼルが
屈
 かが

 む。両手で俺の
襟
 えり

 を

摑

 つか

 む。

「あたしはガユスを少しだけ好きだ。これでジヴーニャさんからガユスを奪えるかもしれない、と抵抗しなかった」

　青い眼には真剣な色があった。アーゼルの側にも計算があったのだ。

「でもそれはあたしが好きなガユスじゃない。だからジヴーニャさんを救え。フリューを殺したやつを突き止めろ。それがあたしの好きなガユスだ。そうでなければ、あなたに価値なんてない」

　震える声だった。

　言葉を

嚙

 か

 みしめ、俺はうなずいた。アーゼルも強い笑みでうなずき、襟から両手を放した。
気
 き

 
丈
 じよう

 、に見せた歩みで、女は事務所から去っていった。

　
長椅子
 ソフア

 に座っていた俺は、立ち上がる。アーゼルに礼を言っていなかった。
鍵
 かぎ

 がかかっていない扉を開け、途中で固まった。

　道路の向こう側、ビルの間でアーゼルは壁にもたれていた。

剝

 む

 きだしの肩が震えている。心と理性で理解しようと、感情は俺を許せていないのだ。だけど俺を許した演技をして去り、一人になって震えている。足下では、黒猫のエルヴィンが黄金色の眼で心配そうに見上げていた。

　物語の場面転換のように、人々の心は簡単に切り替えられるわけがないのだ。そして俺がアーゼルを慰め支えるのは偽善以前だ。

　俺は無音で扉を閉めた。アーゼルには重い借りができた。

　音が鳴る。

　応接机の上で、ダリオネートが俺に渡した箱が開いていた。

　頂点と頂点を結ぶ対角線で割れていた。見ると、金属の断面に携帯が埋まっていた。時限式で開いたということらしい。手に取って動かす。どこにもつながらない。裏を眺めると「マズカリー王の命日に」とだけ書かれている。

　これが
報
 ほう

 
酬
 しゆう

 ということか？　大富豪が考えることは意味不明だ。三角柱となった二つの断片と携帯を、部屋の隅に投げる。

　三つの
塊
 かたまり

 は、重い音を連ねてゴミ箱に落下した。

　考えに戻る。長いこと俺は考えていた。考えることを考えるという空虚な時間だ。

　携帯が鳴る。見ると、ヴィネルからだった。文書ではいまだエリダナの検問でジヴーニャやウォルロットは捕まらないというだけの報告。

　さらに俺が考えていると、また携帯が鳴る。見ると、ロルカからの文書通信。数分経つとベイリックからも来た。どちらもたいしたことがない文書通信ばかりだ。

　ここ数日の俺は、携帯で呼びだされてはエリダナ中を動いている。だが、なにも

摑

 つか

 めない。

　また携帯が鳴る。どこかで見たような気がするが、思い出せない番号だ。電話に出る。

「ガユス君か？」

「ええそうですが」記憶から声の主を引きだす。「ギャリー
伯
 はく

 
爵
 しやく

 ですか？」

　番号を聞いたが登録を忘れていたのだ。

「実は、殺されたブローゾ少佐の正体が分かった」

　重苦しい声だった。

「ブローゾがどうしました？」

「ピエゾの指揮系統を詳細に分析し、本国に問いあわせていた。本国からの使者が来て、ブローゾ少佐の正体を知らせてくれたのだ」

　ギャリー伯爵の声は苦渋に満ちていた。

「大使館付きの武官というのは偽装だ。ブローゾ少佐は〈ベヘリガ〉という機関に
在
 ざい

 
籍
 せき

 していたらしい」

「〈ベヘリガ〉？　なんですかそれは？」

　初めて聞く単語だった。電話の向こうのギャリー伯爵は長く沈黙していた。ようやくギャリー伯爵が口を開いた。

「我がピエゾ連邦共和国の救いがたい暗部だ」









　浴室で、ジヴーニャとウォルロットは
対
 たい

 
峙
 じ

 していた。

　ジヴーニャは胸と
大
 ふと

 
腿
 もも

 の合わせ目を隠したい本能を抑えて、素早く背後に右手を伸ばす。用心のために持ってきた銃を握る。

　
遠
 えん

 
慮
 りよ

 せずにウォルロットに向け、目算で放つ。浴室に響く銃声。銃弾はウォルロットの左手で止められていた。左手が血とともに
霞
 かす

 む。

　銃弾を受けて鮮血が流れるウォルロットの左手は、女の右手を摑
 んでいた。銃口は浴室の天井を向く。

「前に言ったことのとおりだ。俺は君が、ジヴーニャが欲しい」

「ダメよっ！」

　右手が封じられたなら、左手で超近距離での
鉤
 かぎ

 
突
 づ

 きを放つ。
顎
 あご

 を
掠
 かす

 めるべき
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 こぶし

 はウォルロットの右
掌
 てのひら

 に止められる。さらに連動して左膝を放つ。相手の腹部を打つべき膝は、男の右足で止められた。

　ウォルロットの顔がジヴーニャの顔の間近にあった。ジヴーニャが下がるが、背中がタイルに触れて後退できない。ウォルロットの手がジヴーニャの背後の壁に突き立てられる。壁には掌に
穿
 うが

 たれた穴からの鮮血が
零
 こぼ

 れていく。

　浴室で向かいあった二人を、シャワーの湯が濡らしていく。

　ジヴーニャの視線は、下に動いていく。ウォルロットの肉の凶器は、槍のように
猛
 たけ

 っていた。ガユスのものを見慣れていたが、他の男のものはまた違っていた。怖い。他の男が自分に侵入してくることを想像しただけで怖い。

　
慌
 あわ

 てて目線を上げると、ウォルロットの顔がジヴーニャの顔の間近にあった。眼には情熱。

　ウォルロットの右手が伸びる。男の力強い手が、ジヴーニャの
顎
 あご

 を捉える。

　氷雪の眼が、女の緑の瞳を
覗
 のぞ

 きこむ。

「俺は君を愛している」

「会って数日よ。そんなの愛じゃない」

　抵抗するジヴーニャの声は弱々しい。ウォルロットの顔は真剣だった。

「君といた数日のお陰で、俺は
堕
 お

 ちた英雄、救いがたい
虐
 ぎやく

 
殺
 さつ

 者であり薬物中毒者から、あるべき
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 に戻れた。〈
異
 い

 
貌
 ぼう

 のものども〉から人々を守り、ピエゾとエリダナのために戦う正義の攻性咒式士となれたような気がする」

　子供のようにウォルロットは言った。

「そして勇者ではなく、一人の男として君が欲しい」

　ジヴーニャの手が
捻
 ひね

 られる。次の瞬間、女の右手が開かれる。握られた銃が落下し、左手が握る。そして、男の顎の下に突きつけられていた。

「いくら攻性咒式士でも、ここから撃てば死ぬはずよ!?
 」

　ウォルロットの顎の下に突きつけた銃口をさらに押しつける。ジヴーニャの指は引き金を引きしぼっていく。

「そのとおりだ。眼や耳、強化された骨がない顎の下から撃てば、脳に銃弾が届く。脳を銃弾が破壊すれば、攻性咒式士でも死ぬだろうな」

　銃口を顎の下に突きつけられたまま、ウォルロットの顔はさらに近づく。シャワーの湯がウォルロットとジヴーニャを濡らす。

「だが、構わない。いい女は、君は、死んでも手に入れる価値がある」

　ウォルロットは真っ直ぐにジヴーニャを見ていた。青い眼には、熱情があった。

「俺は君を、ジヴーニャを愛している」

「だって、私にはガユスが……」

　泣きだしそうなジヴーニャの顔に、ウォルロットの顔が迫っていく。

「分かっている。だが、俺なら君を守れる。君が愛するガユスも守れる」

　ウォルロットは必死だった。命をかけて、女を求めていた。

「今は噓
 でもいい。だから……」

　女の唇が小さく震える。男の唇が求めていく。ジヴーニャは銃を撃てなかった。

　
咄
 とつ

 
嗟
 さ

 に左手に握る銃を引いた。銃口を自分の
顎
 あご

 の下に当てる。ウォルロットの眼には驚き。

「変なことをしたら、私が死ぬ。死者は欲しくないでしょう？」

　ピエゾの勇者の目に、
怯
 おび

 えがあった。ジヴーニャを失うかもしれないという、怯えだった。本気ではないだろうが、半分から三分の一ほどは可能性があるとしか見えなかったのだ。

　唇を

嚙

 か

 みしめ、ウォルロットは女から離れていく。

「謝罪はしないし、命の危機で遺伝子保存本能が働いた、という気はない。いつか君を手に入れる」

　ウォルロットが後退し、浴室の戸口にまで下がった。繊細さを隠し、不敵な表情を作る。

　ジヴーニャは自らの顎の下から銃口を離す。即座に
浴
 よく

 
槽
 そう

 に後退し、紗幕を引いて自らの裸身を隠す。

　ウォルロットはジヴーニャを見ないように背中を向ける。ジヴーニャは無言だった。
逞
 たくま

 しい背中とジヴーニャの間に、シャワーが床を叩く音だけが響く。

　ウォルロットは首を振った。

「いや、俺が間違っていた」

　横顔だけを向けた。

「〈
古き巨人
 エノルム

 〉と指輪、ピエゾの問題は、俺だけで解決しよう。そもそも君が巻きこまれる理由がない」

「私はっ！」

　ウォルロットの眼差しは優しい感情を宿していた。

「俺が帰る場所になれたならよかったが、そうではない。ならば、やはり君は愛するガユスのもとに帰ったほうがいい」

　ウォルロットの横顔には、過去の
寂
 せき

 
寥
 りよう

 が
掠
 かす

 めていた。

「かつて、俺はそれができなかった。ならば君はそれをなせ」

　ウォルロットは身を
翻
 ひるがえ

 して、浴室から去っていった。
逞
 たくま

 しい裸の背中には、孤独があった。

　紗幕を抱きしめたまま、ジヴには答えられなかった。

　熱いシャワーが床を叩く音だけが響いていた。









　俺とギギナは、応接
椅
 い

 
子
 す

 に座っていた。

　周囲には、落ちついた暗紅色の
絨
 じゆう

 
毯
 たん

 に、品の良い調度品。上等の椅子にギギナは満足していた。

　ギャリー
伯
 はく

 
爵
 しやく

 は、ピエゾ大使館ではなく、自らの公邸に俺たちを呼びよせた。

　呼びよせたギャリー伯爵は、椅子に座った姿勢で窓の外を眺めていた。窓際には、大使館と同じように銀の
鳥
 とり

 
籠
 かご

 があった。籠のなかでは、宿り木に白い伝書鳩がとまっている。主人と部屋に満ちる沈黙を二重の真円の眼で眺めていた。

　
椅
 い

 
子
 す

 に座した老
伯
 はく

 
爵
 しやく

 は、なかなか話を切りださない。鳩の
喉
 のど

 が鳴る声が響く。

「話がないなら、我らは帰るが？」

　ギギナが口火を切って、
肘
 ひじ

 
掛
 か

 けに手を当てる。それでも動かないギャリー伯爵へ、俺が問いかける。

「電話によると、殺されたブローゾ少佐は〈ベヘリガ〉という特殊機関の一員だったそうですが、いったいどういう組織で、ジヴの行方にどう関わってくるのでしょうか？」

「あなたがたになんでも話すと約束した以上、またジヴーニャさんの行方を捜すうえで話さねばなりません」

　老伯爵は重い口を開いた。

「外交畑に転じた穏健派の私としても、ピエゾの
国
 こく

 
益
 えき

 を守る機関があることは知っていました」

　俺とギギナは横目で確認する。どこの国でもそういう特殊な
諜
 ちよう

 
報
 ほう

 機関がある。
龍
 りゆう

 
皇
 おう

 
国
 こく

 にも〈竜の
顎
 あぎと

 〉や〈竜の眼〉といった諜報機関がある。〈竜の顎〉とは実際に対面したこともある。だから諜報機関にあまり愉快な思い出はない。

「ピエゾにも特殊機関があるのですが、ベヘリガは
噂
 うわさ

 だけで実在しないとされていた。それが違っていたのです」

　ギャリー伯爵が続ける。

「〈ベヘリガ〉の前身は、前にお話しした第九〇三部隊でした。元々軍部強硬派のガイレス少将が実験的に作った部隊で、優れた
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 を集めた強襲部隊、山猫部隊として発進しました。さらに赤馬計画で
凄
 すさ

 まじい戦果をあげたことも以前言ったとおりです。これはウォルロットの功績も大きい」

　室内に声が響く。

「しかし、バセレオ大統領の命令によって、ガイレス少将とウォルロットに引っ張られてペンクラート
虐
 ぎやく

 
殺
 さつ

 に関与した第九〇三部隊は、九四年に解散させられました。核であるピエゾの勇者と呼ばれたウォルロットは、
投
 とう

 
獄
 ごく

 され、脱獄しました」

　ギャリーが
辛
 つら

 そうに続ける。

「しかし、身分ゆえに影響力を残したガイレス少将が、再び暗躍しました。根強い強硬派の後ろ
盾
 だて

 を受け、元隊員を集めて〈ベヘリガ〉という組織を作りあげていたのです」

　ギャリーが続ける。老いた横顔と声には苦さが
滲
 にじ

 んでいた。

「〈ベヘリガ〉の主な任務は、ピエゾに
有
 ゆう

 
形
 けい

 
無
 む

 
形
 けい

 の圧力をかけ、潜在的な脅威であるラペトデス七都市同盟に対抗すること。そして当時からツェベルン
龍
 りゆう

 
皇
 おう

 
国
 こく

 への工作も視野に入っていたようです。両国の思惑が
交
 こう

 
錯
 さく

 するエリダナに拠点を据えている、までは

摑

 つか

 みました」

　ギャリー伯爵の目は、窓の外に広がるエリダナを見据えていた。横顔には老いが刻まれていた。

「この街では、国家や企業の思惑が常に交錯している。美しい姿の下には、
鋼
 はがね

 と咒式による勢力争いが起こっている」

「今は平和とは言い難いが」

　ギギナがつぶやく。エリダナでの労働者の
蜂
 ほう

 
起
 き

 のことを指摘しているのだが、話が
逸
 そ

 れる。

　ギャリー
伯
 はく

 
爵
 しやく

 は気にせず続けた。

「しかし、ガイレス少将という熱狂的なピエゾ愛国者に引きずられて、〈ベヘリガ〉は次第に変質し、
国
 こく

 
粋
 すい

 的な意味合いを帯びてきました。ピエゾの
国
 こく

 
益
 えき

 という名目のもと、破壊活動や要人暗殺に乗りだしました」

　声には自らを切り刻むような嫌悪感があった。

「四九四年の皇国のキンケイン下院議員の暗殺、四九五年の同盟系のダースム社ビルの爆破。他にも十数件の未解決事件が〈ベヘリガ〉の
仕
 し

 
業
 わざ

 だと判明しました」

「どこの国でもやっていることだろうが、陰惨だな」

　ギギナが断じた。平和的な話しあいだけで解決するほど、大陸は、人類は平和ではなかった。

「さらに〈ベヘリガ〉は、資金源確保のために麻薬や武器密輸も行いはじめ、本国の
制
 せい

 
御
 ぎよ

 も受けつけなくなりました。彼らは彼ら独自のピエゾへの愛国心と利益のために、動いています。その暴走は、現在で極点に達しました」

　ギャリーの声には
焦
 しよう

 
燥
 そう

 が
滲
 にじ

 む。

「おそらく〈ベヘリガ〉は〈
古き巨人
 エノルム

 〉が必要とする機密を保持していた。それが一連の事件のすべての核です」

「あの〈悲嘆
 の指輪〉か」

　俺はジヴがブローゾに
託
 たく

 された鎖と指輪を思い出した。緑の宝石が、俺やジヴをこの闘いに巻きこんだのだ。俺の左手が、右手の上に重ねられる。自らの右手に
嵌
 はま

 る〈
宙
 ちゆう

 
界
 かい

 の瞳〉が
蠢
 しゆん

 
動
 どう

 した気がしたのだ。

「〈ベヘリガ〉と〈古き巨人〉は三つの指輪を巡って敵対している、と考えるべきでしょう」

　ギャリーがつぶやき、俺はうなずく。

「ブローゾ少佐は、統合
幕
 ばく

 
僚
 りよう

 本部の武官としてエリダナに
派
 は

 
遣
 けん

 されていました。真実は本国と〈ベヘリガ〉の連絡役でした。しかし、ブローゾ少佐は、〈ベヘリガ〉の暴走の実態を探るために独自の判断で動いていた。そこで彼は暴走を止めようと、機密の指輪のひとつを持ちだした」

　ギャリーが振りかえる。俺とギギナもうなずく。

「〈ベヘリガ〉の暴走ゆえに、ブローゾ少佐にはピエゾの誰が敵で味方か分からない状況だった。そこで同郷で兄弟同然である、かつての勇者ウォルロットに渡すことを考えた」

「それで情報と機密はウォルロットではなくジヴに渡された、という最悪のことにつながるわけですね」

　ようやく苦い話が連結された。老伯爵が
顎
 あご

 を引いて肯定した。俺は
椅
 い

 
子
 す

 に座っていられなくなった。立ち上がってギャリー伯爵に問う。

「機密の指輪の正体は？　〈ベヘリガ〉と〈古き巨人〉たちが争うような機密とはなんです？」

　俺の問いかけに、ギャリー伯爵がなぜか頰
 を
緩
 ゆる

 ませた。
微
 ほほ

 
笑
 え

 む意味が分からないが、ギャリー
伯
 はく

 
爵
 しやく

 も表情を真剣なものに戻す。

「残念ながら、まったく予想できない。ピエゾ本国では、ガイレス少将はすでに消息を絶ちました。ピエゾ本国ですら、もはや彼らを止められないようです」

　ギャリーが再びエリダナを眺めた。

「ただ、〈
古き巨人
 エノルム

 〉に渡すことが、ピエゾに最悪の結果をもたらすことになることだけは確実でしょう」

「ただでさえピエゾが危機的状況にあるというのに、さらに悪化させている、か」

　俺は苦い思いをつぶやく。ギャリー伯爵が苦痛を
堪
 こら

 えているかのような表情をしていた。

「〈ベヘリガ〉はすでにピエゾ本国の
制
 せい

 
御
 ぎよ

 を受けていない。〈古き巨人〉はジヴと〈悲嘆
 の指輪〉を狙う。ウォルロットはジヴを
誘
 ゆう

 
拐
 かい

 して、〈古き巨人〉と対決しようとしている。
翼
 よく

 
将
 しよう

 は〈古き巨人〉を狙って、俺たちを
牽
 けん

 
制
 せい

 している。全員が全員の思惑で信用できない」

「信用してはならない。すべてを信用してはならない。誰も信用してはならない」

　ギャリー伯爵が苦い言葉を吐いた。

「分かっているつもりです」

　俺は真剣にうなずいた。

「翼将も〈古き巨人〉も〈ベヘリガ〉もウォルロットも、それぞれに
陰
 いん

 
謀
 ぼう

 を隠している」

「分かっていない。なにも分かっていない。君はまだ若すぎる」

　ギャリー伯爵は太い首を振った。

「私をも信用するな、と言っているのです。国家間の陰謀が
交
 こう

 
錯
 さく

 する場において、誰をも信用してはならない」

　老人は俺を見据えた。
皺
 しわ

 が刻まれた顔は、装甲された外交官のものになっていた。眼は冷徹な計算を宿していた。

「私とてピエゾの
国
 こく

 
益
 えき

 のために動いている。一連の事実を君たちに開示したのは、ベヘリガより先に〈古き巨人〉たちの狙いを知りたいがためです」

　ギャリーの眼が冷たく光る。ようやく俺は事態が理解できた。隣のギギナを見る。こういうことに
疎
 うと

 い相棒の横顔も、やはり理解しはじめていた。

「俺とギギナは最初から無自覚にあなたの手駒になっていた、わけですね？」

　認識が違っていた。俺たちは
謀
 ぼう

 
略
 りやく

 の場で甘すぎた。

「さまざまな勢力のなかで、唯一あなたには
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
力
 りよく

 、武力という手駒がない。あるのは外交官や大物として本国から受けとり、調べられる情報だけです」

　俺は続ける。

「対して俺たちにはそこそこの武力がある。一方で情報力という面では、各勢力のなかで一番弱い。ジヴと指輪を握っているウォルロットのほうが、まだ情報を持っているくらいです」

　俺は各勢力、そして自分とギャリーの状況を分析し、ギャリー伯爵も肯定した。

「だから、ギャリー伯爵、あなたは俺たちを手駒としてジヴと指輪の奪還をさせたい。成功すれば〈古き巨人〉と、そして〈ベヘリガ〉を一気に制することができる。今の今まで、俺たちはあなたの誘導を受けて無自覚に動いていた、ということでしょう？」

　俺は静かに言った。

「私をも信じるなということの意味を、ようやく少しだけ理解したようですね」

　ギャリーは
顎
 あご

 を引き、肯定した。ギャリー
伯
 はく

 
爵
 しやく

 からの情報で、俺たちは動いてきた。善意だけで協力してくれたわけではないのだ。誰も信用するな、というのはこういうことだ。

「老練な外交官の
手
 て

 
管
 くだ

 に、俺たちは動かされていた。だが、自覚した今では、一方的に利用されるのではなく、こちらからも取引が提案できる、ということですね？」

「共同戦線だと思ってもらってもいい。ピエゾの
国
 こく

 
益
 えき

 になる範囲で、できるかぎりの情報を出しましょう。もちろんこちらも話せないことやできないことがあります」

　ギャリー伯爵が
椅
 い

 
子
 す

 の上で手を組む。語り口がすでに違っている。

「分かっています。ジヴの救出という一点に添うかぎりは、我々もあなたの誘導に従って武力を行使します。ジヴの安全に
抵
 てい

 
触
 しよく

 するなら、誘導を無視します。それが双方で妥協でき、また共同歩調を取れる点だと思います」

「私は楽しい戦いがあるなら、どこにでも動く」

　ギギナは横で笑っている。

「なるほど」

　ギャリー伯爵の外交官の目が、俺を検分していた。

「事態の理解に時間はかかったが、操り人形ではない対等の相手と認めさせて共同戦線を引きだす手腕は悪くない。外交官とは言わないが、
煽
 せん

 
動
 どう

 
者
 しや

 としての資質はある」外交官の目に俺はようやく対等に話せる相手として映ったようだ。「エリダナで行われている戦いに、我々はようやく参加できたようだな」

　今の今まで、俺とギギナは分からずに動いていた。だが、ギャリー伯爵も俺たちが参加者だと認めた。

　共同戦線を張ることにした外交官が、俺を眺めていた。国益のために
冷
 れい

 
徹
 てつ

 な計算をする外交官の目は、老人の
柔
 にゆう

 
和
 わ

 な色になっていた。

「だが、一人の老人としては、ガユス君にギギナ氏、君たちを気に入っています」唇の間から、押しだすように言葉が漏れた。「〈ベヘリガ〉の陰謀に〈
古き巨人
 エノルム

 〉たちに
翼
 よく

 
将
 しよう

 たちという組みあわせは、あまりに恐ろしい。若い人に死んでほしくはないのだよ」

　目は問いかけを帯びていた。

「そこで、我らピエゾにすべてを任せて、手を引いてくれないか？」

　老人は心からの言葉を俺に告げた。おそらく、ギャリーが個人として俺たちに会話したのは、これが初めてだろう。

　だからこそ、俺は告げる。

「引けません。あなたがピエゾを愛するように、俺はジヴという女を愛している」

「そうか」

　老伯爵は椅子に深く身を沈めた。

「愛するもののためなら、誰も引くことはできないな」

　
椅
 い

 
子
 す

 に座るギャリーは百歳になったかのように見えた。個人としてのギャリーと外交官としてのギャリーの間で、引き裂かれているのだろう。

　ギャリーは再び窓を、外に広がるエリダナを見つめていた。俺も
倣
 なら

 う。

　事態は〈
古き巨人
 エノルム

 〉だけではすまない。国際情勢が絡んだ、一大
謀
 ぼう

 
略
 りやく

 戦の意味合いを帯びてきていたのだ。









　エリダナ南部に並ぶ工場や倉庫街。クォイトン流通が所有する、工場のひとつが第十三クォイトン工場だった。

　クォイトン流通は、皇国系の実業家であるクォイトンという男が出資してできた会社だった。

　かなりの高齢で、クォイトン自身はすでに遠く南のアモド諸島に隠居している。筆頭株主にして会長だったが、半年に一回ほど星占いに従って文書で会社に指示を与え、資金を注入し、利益を回収していくだけだ。経営陣や従業員にとっては存在しないに等しい。

　しかし、偏屈でまったく社に顔を出さないクォイトンという男は、実はこの世に存在しない。南のアモド諸島にも実在しない。資金は世界中を何百箇所も回遊し、クォイトンという架空の男の口座から出ているだけだった。

　実在しないクォイトンはたまに特異な指示を出す。一番特異な指示は、三年前に出したものだ。業績が悪化したといえども、まだまだ回復できる第十三工場を完全に
廃
 はい

 
棄
 き

 し、封鎖しろという指示だった。

　工場に近寄ってもならないとし、また経営陣や従業員が近づけば解雇するとした。

　クォイトンは元々星占いですべてを決めているという事実があるため、誰も近づこうとはしなかった。また元々寂れた地区にあるため、近所の人間も近寄ろうとはしなかった。

　無人のはずの第十三工場の内部は、騒然としていた。

　工場内部には、机が並び電子端末が
鎮
 ちん

 
座
 ざ

 していた。都市迷彩の野戦服の男たちが端末と電話に向かって、怒鳴りあっていた。

「ガイレス少将からの
打
 だ

 
電
 でん

 。計画は第一五三段階まで進行中。さらに身を隠してこちらの計画の進展を待つということです！」

「抗議活動の情報を寄越せ！　市内各地の
鼠
 ねずみ

 たちからの連絡はまだか!?
 」

「同盟だ、ラペトデス七都市同盟の動きはどうなっている!?
 」

　ピエゾ連邦共和国の特殊
諜
 ちよう

 
報
 ほう

 部隊〈ベヘリガ〉の本部だった。情報と確認の声が
交
 こう

 
錯
 さく

 している。

　人々が行き交う奥の一室が、指揮所となっていた。密閉された部屋には、空調機の低く小さな
唸
 うな

 り音が響いていた。

　正面の壁には、青地に三頭の黒色の犬が描かれたピエゾ連邦共和国の旗がかけられていた。〈ベヘリガ〉の実戦指揮官であるロディマス中佐は、革張りの椅子に座っている。

　四角い顔をした中佐は、机の上で両手を組んでいる。右手の中指には、指輪が
嵌
 はま

 っていた。緑の宝石は怪しい光を宿していた。

　中佐の
傍
 かたわ

 らには野戦服の男が直立不動で立っていた。無機質な瞳は、部屋の中央に座る男を見据えていた。

　部屋に
鎮
 ちん

 
座
 ざ

 する応接
椅
 い

 
子
 す

 には、男が座っている。紺色の背広を着た、特徴のない顔をした男だった。室内の無言は彼の報告が作りだしていた。

「ロディマス少佐、いや今は中佐でしたな」男が告げる。「事態はよくありません」

　少佐に間違えられたロディマスは、不愉快さを顔に
滲
 にじ

 ませる。男は続ける。

「先ほど言ったように、ついに
翼
 よく

 
将
 しよう

 まで動きだしていましてね」特徴のない顔の特徴のない唇が息を吐く。「皇国の一部は気づきはじめているようです。計画の遅延はもはや許されないところまで来ています」

　男がロディマスを見すえる。

「やはりブローゾ少佐が裏切って指輪を持ちだしたことが、計画の遅延の原因ですね」

　男の唇が
歪
 ゆが

 み、ロディマスを責めていた。ロディマスの指に嵌る指輪が、緑の輝きを見せていた。

「仕方あるまい。愛国心で選抜された我らのなかに、まさか裏切り者が出るとは予測できなかった」

「愛国心にはそれぞれあるのでしょう。たとえば今のエリダナのように」

　男が背後に
顎
 あご

 を向ける。工場の外のエリダナは
沸
 ふつ

 
騰
 とう

 している。夜に沈む街のどこかで、今も抗議活動が行われているだろう。ロディマスが皮肉に笑う。

　男の皮肉を無視し、中佐が口を開く。

「裏切り者のブローゾが、よりにもよってピエゾの勇者、ウォルロットに助けを求めたことが事態を混乱させた」

　ロディマスの指が机の上の書類を叩く。男が笑みを向ける。

「ウォルロットか。あれは
厄
 やつ

 
介
 かい

 な男だそうですね」

「かつて上司として仰いだが、あれはピエゾ
随
 ずい

 
一
 いち

 の
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 だ」

　ロディマスが
唸
 うな

 る。

「一人で情報を集め、戦略を
紡
 つむ

 ぎ、戦術を指揮し、装備を
調
 ととの

 え、
兵
 へい

 
站
 たん

 し、
索
 さく

 
敵
 てき

 し、軍列を整え、敵を倒す。〈ベヘリガ〉の理想型だった。あの
卓
 たく

 
越
 えつ

 した個人を組織として再現したのが〈ベヘリガ〉だ」

　中佐の目は空中を見ていた。
諜
 ちよう

 
報
 ほう

 機関が、その長が、ウォルロット一人に
怯
 おび

 えていた。

「戦術と戦略はあっても、倫理がないために、
虐
 ぎやく

 
殺
 さつ

 者として
投
 とう

 
獄
 ごく

 され脱獄したあの男を、ウォルロットを、〈ベヘリガ〉に取りこむことはできなかった。しかし、ガイレス少将がウォルロット一人に罪を押しつけたことが、今になって完全に裏目に出た。まさかあの男が敵に回るとは……」

「〈ベヘリガ〉は充分にやってくれていますよ」

　中佐の
懸
 け

 
念
 ねん

 を男が笑う。

「先日の一件のようにね」

「どういうことだ？」

「計画が遅いために、〈ベヘリガ〉の一部を私が借りて動きました。そこのゴバルド大尉をお借りしました」

　
謎
 なぞ

 めいた
微
 ほほ

 
笑
 え

 み。ロディマスは
傍
 かたわ

 らの副官、ゴバルド大尉を見つめる。

「あれはおまえがやったのか？」

「少将
閣
 かつ

 
下
 か

 からの同意文書もありましたため、命令に従いました」

　ゴバルド大尉が苦々しく肯定する。

「あれは」ロディマス中佐は絶句する。左手は
肘
 ひじ

 
掛
 か

 けを握りしめる。「あれは、おまえがやらせたのか」

　ロディマスの声にさらに不快感が
滲
 にじ

 む。

「〈ベヘリガ〉は私が指揮する組織だ。絶対に表に出てはならないのだ。それを勝手に動かすとは……」

　男は
窘
 たしな

 めるように微笑む。

「もちろん、ロディマス少佐、いえ中佐はまだ〈ベヘリガ〉の指揮官です。その〈
慟
 どう

 
哭
 こく

 の指輪〉がこの作戦を任された指揮官である証明です」

　男の視線は、ロディマスの右手にそそがれる。中指に
嵌
 はま

 るのは、白金の輪。緑の宝石が
蠱
 こ

 
惑
 わく

 的な輝きを見せていた。

　眼はロディマスの顔へと上げられた。

「ですが〈ベヘリガ〉はガイレス少将の組織です」男の目がロディマスに向けられる。「そしてガイレス閣下は私の権限を認め、同じように指輪を預けています」

「〈歓喜の指輪〉か」

　ロディマスが苦々しげに言葉を繰りかえす。しかし、眼前の男は指輪を
嵌
 は

 めていない。ロディマスに奪われないために、隠しているのだろう。

「いいですか？　閣下の命令はひとつ」

　男の薄青い眼がロディマスを貫いた。

「我らの至上命題は『ピエゾのために、手段は選ぶな』ですよ」

「分かっている。だがピエゾのためにと動いているはずのおまえも〈ベヘリガ〉への背信、さらには資金流用などの疑惑があるが？」

「少、中佐、それは必要経費のうちですよ」

　男が笑う。

「だといいがな」ロディマスが苦々しげに肯定した。「そして私は中佐だ。いい加減覚えろ」

「分かっていますよ、少、中佐殿」男は皮肉をこめて敬礼し、下がる。

　男が去っていき、扉が閉められた。室内には再び無言が戻る。

　空調機の低く小さな
唸
 うな

 り声だけが聞こえた。

　直立不動で控えていたゴバルド大尉が、ロディマス中佐へ視線を向ける。

「少、いえ中佐、
具
 ぐ

 
申
 しん

 してよろしいでしょうか？」

「おまえまでも間違えるか」ロディマスの顔がさらに苦さを増す。「いつまでたっても、ウォルロットの部下だった印象は変えられぬか」

　横で大尉が恐縮する。

「言われずとも分かっている」

　ロディマスの右手の指が、机の上を
苛
 いら

 
々
 いら

 と叩く。ゴバルド大尉は上司を眺めている。机の上にあるエリダナの地図に、中佐の爪の跡がつく。

「すべてはピエゾ連邦共和国のために、か」ロディマスが
自
 じ

 
嘲
 ちよう

 するように続ける。「だが、あの男と彼らはそうではない。あくまで利益が
合
 がつ

 
致
 ち

 したから組んでいるだけだ。〈ベヘリガ〉に注入される資金や計画は、到着前にあの男の
懐
 ふところ

 で変質している。どうも考えが分からない」

　ロディマスの分析。ゴバルドも無言で肯定した。

「ガイレス少将
閣
 かつ

 
下
 か

 は、あの男と彼らを
制
 せい

 
御
 ぎよ

 しているつもりだろう。だが、私にはそうは思えない。むしろ今の閣下と〈ベヘリガ〉の暴走は、あの男が引きおこしているとしか思えない」

　ロディマスの指が止まる。中指では緑の指輪が輝いている。副官のゴバルドが、腰の
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 に手を添える。精密性を重視した、狙撃用の魔杖剣だった。

「少、いえ中佐殿、今度はあの男に刃を向けますか？」

　苦さを増すロディマスの横で大尉がさらに恐縮する。ロディマスの両手が、机の上で組まれる。緑の宝石が瞳のように輝いていた。

「手を打たねばなるまい」









　窓の外をエリダナの光景が流れていく。窓の外は、すでに闇の
帳
 とばり

 が落ちていた。俺が
操縦環
 ハンドル

 を握る事務所のヴァンが街を走る。助手席ではギギナが座っている。

「〈
古き巨人
 エノルム

 〉に勇者ウォルロットに、さらにベヘリガという組織が参戦してきた。エリダナもなかなか楽しくなってきたではないか」

　隣ではギギナが奥歯を

嚙

 か

 みしめていた。俺は苦さを感じている。

「事態が混迷してきただけだ」

　脳内でエリダナの地図を思い出す。オリエラル大橋より、ゴーゼス島を通って帰ったほうが早い。運河沿いの道を進む。灰色の壁が続いている。壁の向こうには、巨大な工場や造船所が並んでいる。
一
 ひと

 
際
 きわ

 広大な敷地が見えた。壁に書かれた文字は、ガーソン造船所とあった。

　造船所の奥には、運河に
係
 けい

 
留
 りゆう

 された船体の群れが見えた。一際巨大な白い豪華客船があった。船体にはエクリウス号と描かれていた。たしか報道でやっていた、
修
 しゆう

 
繕
 ぜん

 のためにエリダナに入港していた船だ。

　騒がしい。車の横手を見ると、またも抗議の行進があった。灰色の作業服を着た人々が、気勢をあげていた。工場や造船所が閉鎖されて失業した人々が、同盟やダリオネートを責めているようだ。

　エリダナは
沸
 ふつ

 
騰
 とう

 している。あとは爆発するだけなのかもしれない。

　抗議の人々の横手を車で過ぎていく。

　豪華客船で世界一周の旅をするものもいれば、その船を造る人間が失業者となって街で抗議活動をしている。なんとも皮肉な光景だった。

　車を進めていると、携帯が鳴る。右折しながら携帯を表示。文書通信だったが自由取得の番号からだ。左手で操作して題名を眺めてみる。

「ウォルロットから、だと？」

　車を急停止させて、
慌
 あわ

 てて文書を開く。

「午前〇時にガーネル公園の時計前でジヴーニャを返す、だと!?
 」

　俺はギギナを見る。ギギナは俺を見ていた。事態は動いた。

　ヴァンを急発進させる。車の列を追いぬいて、公園へと向けた。






十章　誰も知らない夜の底で



高く登らねば、大地を見渡せない。



高く登れば、高くから落ちる。




ガオラエ・ウェン「羽華陶然」
央
 おう

 
華
 か

 
暦
 れき

 三八九八年








　夜のエリダナにヴァンを走らせる。助手席のギギナは、ウォルロットとの闘争を前に
猛
 たけ

 っているらしく、剣士の横顔となっていた。

　車の前方灯に照らされて、ガーネル公園が見えてきた。タイヤを
軋
 きし

 らせて、急停止。車から降りて、道を走る。ギギナも横を進む。入り口にある車止めの
鉄
 てつ

 

栅

 さく

 を、跳躍して乗り越える。ギギナは長い足で軽く
跨
 また

 ぐ。

　二人で闇に包まれた公園を走る。林の間を抜け、オリエラル大河に面した大階段の上に出る。夜のオリエラル大河は暗い川面を見せていた。岸付近の水面は街の灯を映していた。

　対岸には、セビティア記念公園と、夜空にそびえる時計台が見えた。春先の事件で最上階が破砕され、青いビニールシートに
覆
 おお

 われていた。今はそれどころではない。

　階段を下りて、左折。
川
 かわ

 
縁
 べり

 の遊歩道を進む。午前〇時を示す時計が見えてきた。時計の下には人影。ウォルロットとジヴーニャが立っていた。

「ジヴっ！」

　走りだそうとする俺を、ウォルロットが手を掲げて制した。一五メルトルほど手前で止まる。ギギナも横で止まる。

　ウォルロットの眼は、険しい眼差し。立って手を掲げているだけで、そびえる壁のようだった。強大な
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 、剣士だけが持つ圧力が、俺たちの動きを止めた。

　強引に進めば、自分が死ぬことが分かってしまう。

　横目で確認する。ギギナの
口
 くち

 
許
 もと

 は、真珠色の犬歯を見せていた。このウォルロットの絶望的な圧力こそがギギナが求めるものなのだ。

　ウォルロットが掲げた手の後ろに、ジヴが立っていた。俺の目はジヴから離れない。

　眼に映るのは、白金の髪、緑の眼。

　俺しか知らない、
瑞
 みず

 
々
 みず

 しい裸身。俺のくだらない冗談に笑う笑顔。下手だったが、俺に教えられて上手くなっていく料理。
尖
 とが

 った耳の先まで染めて恥ずかしがる顔。白金の髪を指に絡めたときの
香
 かぐわ

 しさ。
寝台
 ベツド

 の上で重なる熱い唇と吐息。怒った顔。猫好きだが、猫には引っかかれる。

　すべてが愛しい。俺の女だ。俺だけの女だ。

「ジヴっ！」

　求めるジヴは、俺を見ていた。女が声に誘われて前に踏みだそうとすると、ウォルロットが動く。長身と手が俺の視界を
塞
 ふさ

 いだ。俺は
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 の
柄
 つか

 に手をかける。

「待て、俺はジヴーニャ嬢をおまえに返したいだけだ。それで調査して連絡した」

　ウォルロットの声が、夜を静かに渡る。

「どういう心境の変化だ？」

　心のままに握った魔杖剣の柄が震える。ギギナも柄を背中の刃に連結させた姿勢で止まっている。なにかの
罠
 わな

 だと思えるのだろう。そしてギギナにとっては、罠を食い破ることが最高の楽しみだ。

　だが、ウォルロットの
精
 せい

 
悍
 かん

 な顔には、無惨な表情があった。先ほどまでの圧力が消失している。哀しみの目とともに、口を開く。

「彼女を守るのは、俺ではなくおまえだということだ」

　乾いた舌を無理に動かしたような声となっていた。罠はない。罠があっても構わない。俺はジヴを取りもどしたい。

「来いっ、ジヴっ！」

　俺は左手を伸ばす。ウォルロットは横に動いて道を空けた。

　大河の岸辺にある道で、俺とジヴーニャの間になんの障害もない。手が掲げられたまま、時間が過ぎる。

　だが、ジヴは胸の前で手を合わせたまま動かない。

「どうした？」

「……やはり今は行けない」

　ジヴは首を小さく左右に振った。意味が分からない。ジヴが俺を見据えた。

「今私がそちらに行けば、あなたをさらなる危険に巻きこむ。私はウォルロットといたほうが、あなたのためになる」

「俺を頼ってくれ！　俺はジヴのためなら命を
懸
 か

 けられる！」

　必死だった。俺はさらに前に向けて手を伸ばす。五指は
渇
 かつ

 
望
 ぼう

 していた。

「できない」

　ジヴは
踵
 かかと

 を引きずって後退した。

「あなたを巻き込みたくない。〈
古き巨人
 エノルム

 〉の
新
 あら

 
手
 て

 は、おそろしすぎる」

「すでに巻きこまれている。〈古き巨人〉なんて、俺がどうにかする！」

　どうにかできるかなんて分からない。だが、俺はさらに手を伸ばす。

「俺を頼ってくれ、巻きこんでくれ。君のためなら、どんな戦場にでも立てる！」

「だからこそ、できない」

　ジヴは拒絶した。

「俺ではなく、ウォルロットなら二人で行けると？」

　俺の言葉で、ジヴも初めて気づいたように、目を大きく見開いていた。

　衝撃だった。
傍
 かたわ

 らに立つウォルロットの顔にも驚きがあった。危険に巻きこまないためではあっても、ジヴは俺ではなくウォルロットを選んだのだ。

　俺を愛するがゆえに、ジヴは拒否した。それは果たして愛なのか？

　夜に燃えるジヴの緑の
双
 そう

 
眸
 ぼう

 は、俺を見ていた。

「……本当は自分がどうしたいのか分からない」

　言いながらも声は迷っていた。ジヴの正義感は、愛は、あまりに強かった。俺は問うしかない。

「その男が、ウォルロットが好きなのか？」

「違う」ジヴは即座に否定した。否定した瞳が曇る。「いえ、分からない。でも良き人間であるためには、私はこうするしかない」

「俺だって良き人間でありたい」

　俺は必死で声をあげる。

「それには君が、ジヴが必要なんだ」

　俺の叫びにジヴは戸惑った表情を浮かべた。そしてまたも細い首と
顎
 あご

 を振った。

「そうじゃないの。自分でも分からないけど、私は……」

　ジヴは後ろに下がった。俺はジヴを追って前に足を踏みだす。ウォルロットの長身が、またも道を
塞
 ふさ

 いだ。

「彼女はもう選んだ。おまえではなく、俺を選んだ」

　ウォルロットの眼には、力が戻っていた。俺は
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 を引きぬく。隣のギギナは嬉しそうに
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 を引きぬく。ウォルロットも双剣を抜いていき、臨戦態勢に入る。

「彼女の意志を、俺は尊重する。邪魔することは許さない」

　ピエゾの勇者は真剣な声で告げた。以前の圧力が戻っていた。立っているだけで相手を圧する、威風堂々とした勇者の顔だった。愛を受けて自信を取りもどした
雄
 お

 
々
 お

 しい男の顔だ。

　
愕
 がく

 
然
 ぜん

 とした。今の俺は、女を奪おうとする悪役、勇者の敵になっていた。たとえ俺とギギナがウォルロットに勝っても、意味はない。ジヴは戻ってこない。

「
退
 ど

 けっ！」

　だが、俺は見苦しく前に出た。ジヴと一対一で話したいのだ。

　俺の隣には、屠竜刀を担いだギギナが歩む。血と闘争を好む最悪の相棒だが、今だけは最高に頼もしい。ピエゾの勇者であるウォルロットを一人で倒せるわけがない。だがしかし、二人でなら！

　ジヴが背後にいるため、強大な
破
 は

 
壊
 かい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 は使えない。発動が早い〈
矛槍射
 ベリン

 〉を
牽
 けん

 
制
 せい

 で放つ。ウォルロットが左の二等辺三角形の刃を
一
 いつ

 
閃
 せん

 させ、槍を叩き折る。散乱する銀の雨のなか、ギギナが距離を詰めていた。

「貴様とは一度
刃
 やいば

 を交えてみたかった」

「ピエゾ軍式咒式戦闘術を見せてやろう」

　二人の剣士の笑みが
交
 こう

 
錯
 さく

 。問合いに入ってギギナの全力の
刺
 し

 
突
 とつ

 が放たれる。手元で爆発したかのような刺突を、ウォルロットの右手が握る美しい刃が受ける。激しい金属音が夜に響き、赤い火花が散る。
軋
 きし

 る刃を互いに
翻
 ひるがえ

 して、さらなる
斬
 ざん

 
撃
 げき

 。刺突に
薙
 な

 ぎはらいが、銀の嵐となっていく。

　ウォルロットは重力質量系と
鋼
 こう

 
成
 せい

 系の咒式、剣技まで使いこなす万能の
攻
 こう

 
性
 せい

 咒式士だ。だが、近距離咒式と剣技に特化したギギナの戦場で戦えるか。

　二人の間では
凄
 すさ

 まじい刃が交わされる。銀の
奔
 ほん

 
流
 りゆう

 は
轟
 ごう

 
音
 おん

 と火花を散らし、夜を騒がして照らす。横手から俺が参加。ギギナの剛剣の間から、俺の刃が繰りだされる。ウォルロットの双剣が別々の意志でもあるかのように、上下左右に動いて
捌
 さば

 く。

　だが、俺たちは次第に手数で押していく。ギギナの強烈な振り下ろしを、ピエゾの勇者が右の刃を掲げて受ける。上からの衝撃でウォルロットの右膝が沈む。空いた右脇へ、俺は必殺の突きを放つ。右手の刃の下を通ったウォルロットの左手の三角形が受けた。刃を追ってきたのは左の前蹴り。

　俺は腰の後ろから引きぬいた魔杖剣マグナスで受ける。刀身が胸板に激突。衝撃で後方へ吹き飛ぶ。呼吸が途絶するほどの威力。

「負けるかっ！」

　空中で回転して、俺は足から着地。

　俺を
跳
 は

 ね飛ばしたのは見事だが、
崩
 くず

 れた姿勢は、前衛のギギナの
餌
 え

 
食
 じき

 だった。体勢が戻らぬウォルロットを、ギギナの刃の嵐が詰めていく。

　双剣の交差受けを、ギギナの剛力が乗った刃が弾く。空いたウォルロットの胸板へ、ギギナの
刺
 し

 
突
 とつ

 。体を流して受けるも、姿勢はさらに
崩
 くず

 れる。両者の刃が
翻
 ひるがえ

 ってきて、激突。

　ウォルロットの刃は、ギギナの頰
 を
掠
 かす

 めて背後に抜けていた。ギギナの刃は、ウォルロットの左肩を割っていた。

　ウォルロットの重力質量系で質量を増す剣技は恐ろしい。だが、剣技と近接戦闘能力では、専門の
剣
 けん

 
舞
 まい

 
士
 し

 であるギギナのほうが上回っていた。

　双方の剣が交差した姿勢のまま、ギギナは剛力で押しきろうとする。だが、ウォルロットの青い眼には、余裕があった。

　ギギナの肩越し、ウォルロットの
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 の先端で〈
霍金輻爆
 ホー・キン

 〉が
炸
 さく

 
裂
 れつ

 。威力を
絞
 しぼ

 ったガンマ線が爆発。背後からの爆風でギギナの姿勢が崩れる。再び間合いを詰めていた俺は、
袖
 そで

 を掲げて防御。

　ウォルロットが左の刃を回転。
柄
 つか

 を逆手に握っての切り落とし。頭を振ってギギナが回避。白煙のなかを後退する。刃はさらに追跡。

　後退しつつ、ギギナは防戦に徹する。ウォルロットが振るう右の切っ先からは〈
矛槍射
 ベリン

 〉が放たれ、ギギナはさらに後退。回復した俺が、横から〈
雷霆鞭
 フユル・フー

 〉を発動。雷の帯が鼻先を掠め、ウォルロットが後退。後方跳躍しつつ、反撃の〈
矛槍射
 ベリン

 〉が弾幕を張る。

　大河に面した遊歩道で、俺とギギナは、ウォルロットと
対
 たい

 
峙
 じ

 していた。互いに刃を構えて、
咒
 じゆ

 
式
 しき

 に入る間を測っている。

　ギギナは刃で右肩を切り裂かれていた。至近距離で回避しきれなかった
鋼
 はがね

 の槍が、胸や腕を貫通し、鮮血を流している。俺にしても左肩と腰の左側に鋼の槍が刺さったままだ。

　一瞬の交差で、十三
階
 かい

 
梯
 てい

 の俺とギギナが圧倒された。これまでウォルロットとやりあったことはない。〈
古き巨人
 エノルム

 〉に対してともに戦ったときは、頼りになった。

　だが、対面すると、ピエゾの勇者の恐ろしさが分かった。

　ウォルロットの戦い方は特異だった。対人近距離戦闘においては、刃を使う。そして刃の延長として、第一や第三階位という展開が早い咒式を混ぜる。同時に相手から
逸
 そ

 れた咒式は、他の敵への
牽
 けん

 
制
 せい

 になって隙がない。

　高位咒式も恐ろしいが、対人戦においては、ピエゾ軍隊式の咒式戦闘術は圧倒的だった。

「
止
 や

 めてウォルロット！」

　ジヴが叫ぶが、俺もウォルロットも引かない。

　エリダナを破壊し、ジヴを狙う〈古き巨人〉どもは吹き荒れる天災だ。そして、ウォルロットは俺にとっての最悪の敵だった。むしろ〈古き巨人〉どもよりさらに切実な敵だった。

　互いに進み、間合いを詰めていく。俺は引けない。引けるわけがない。

　刃が振られ、瞬時に咒式が展開。俺はウォルロットを見た。ウォルロットは俺を見た。

　時が割れた。

　互いに抜き打ちの〈
矛槍射
 ベリン

 〉を放つ。

　槍の五本が
相
 そう

 
殺
 さい

 。残る俺の二本がウォルロットの肩を掠める。そして、ウォルロットの残り七本がそれぞれ俺の右
肘
 ひじ

 、右膝、左足首を貫通する。
咒
 じゆ

 
力
 りよく

 と
制
 せい

 
御
 ぎよ

 
力
 りよく

 の
桁
 けた

 が違った。

　足と機動力を完全に破砕されて、俺は後方に倒れていく。遠ざかっていく視界に、ジヴが両手を握りあわせて息を
呑
 の

 む姿を見た。

　背中からアスファルトに倒れると同時に、胸に痛み。

　ウォルロットは俺の
鳩
 みぞ

 
尾
 おち

 を踏んでいた。戦闘用の靴裏の
鉄
 てつ

 
鋲
 びよう

 が服と肉に食いこむ。

　横合いから
挟
 きよう

 
撃
 げき

 しようとしていたギギナの足が、アスファルトを削って急停止。

「下がれ。ガユスを殺すぞ」

　ギギナを警戒したウォルロットが、足に少しだけ体重をかける。俺の
肋
 ろつ

 
骨
 こつ

 が
軋
 きし

 み、息が漏れる。ギギナが舌打ちし、刃を引く。鮮血を流す武人の横顔には苦さがあった。

「ここでこうなるか」

　ウォルロットが足にさらに力を入れれば、俺の肋骨と肺と心臓が破砕され、即死する。ギギナのどんな動きより、ウォルロットが足に力をかけて俺を殺すほうが速い。男の足の下で、俺の口が酸素を求めるも、呼吸ができない。
横
 おう

 
隔
 かく

 
膜
 まく

 に
踵
 かかと

 が乗って、呼吸を阻止している。

　哀れみの眼で、ウォルロットは俺を見下ろしていた。

「愛するものを取りもどしたい心情は理解する。俺も同じだからだ」

　男の眼は、無力な子供でも見ているような哀れみの眼だ。

「しかしおまえ程度の
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 が、俺に勝てるわけがないだろう？」

　俺は最悪だ。ジヴに拒絶されて、暴力でウォルロットを排除しようとしたが、逆に華麗に制圧された。これではまるで、主人公と女性の仲を邪魔して、倒されるためだけに出てくる脇役Ａである。

「では死ね」

　ウォルロットの
太
 ふと

 
股
 もも

 から膝、
脛
 すね

 に力がかかる。

「ウォルロット！　ガユスを殺さないで！」

　ジヴが再び叫んだ。

「殺したら、あなたを好きになどならないっ！　だから
止
 や

 めてっ！」

　さらなる叫びが、夜の岸辺を貫く。ギギナを目線で制しつつ、ウォルロットが足を引いた。俺は転がってその場を
逃
 のが

 れ、膝を立てる。

　遊歩道の上で、必死に呼吸をして酸素を
貪
 むさぼ

 る。呼吸をするだけで踏まれていた胸が痛む。起き上がることはできない。

「ジヴに助けられたな」

　声は俺の胸を貫いた。すでにウォルロットは後方に下がっている。ジヴの前に立って、ウォルロットは壁となっている。

「許してくれ。だが、致命傷にはほど遠い」ウォルロットは正面の俺とギギナを見つつ、背後に声を投げかける。「ジヴの意志を邪魔する相手だったから、手荒なことをしてしまった」

　背後のジヴが
顎
 あご

 を引いて、ウォルロットの行動に理解を示した。

　俺は殺す気でいったが、ウォルロットはジヴのために手加減していた。

　立てない俺の
傍
 かたわ

 らにはギギナが立っている。
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 を掲げて、ウォルロットと
対
 たい

 
峙
 じ

 している。ウォルロットの気が変われば、傷ついた今の二人では為す
術
 すべ

 がない。

　そんなことより、俺は激怒していた。ジヴと愛称で呼んでいい男は俺だけだ。この世で俺だけに許される呼びかただ。

　だが、ウォルロットは「ジヴ」と呼んだ。まるでジヴが自分の所有物であるかのように、気軽に、そして自然に。さらにジヴは俺以外の男に愛称で呼ばれることを怒らず、許した。

　立ち上がって追おうとした瞬間、右膝と左足首から血液が噴出する。槍で関節と骨が砕けていて、物理的に立てない。
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 をアスファルトに突き立てて、体を前に向ける。
這
 は

 ってでも追うつもりだが、右
肘
 ひじ

 を貫通した槍がアスファルトに引っかかる。倒れることすら許されなかった。

　硬直した姿勢から動くのは、左腕の肘から先だけだった。

　ジヴを見据える。動く左手を伸ばす。求める指の先から、血の
滴
 しずく

 が
滴
 したた

 る。ジヴは俺から眼を
逸
 そ

 らした。

「ごめんなさい。これがあなたと私にとって最善の判断なのよ」

　横を向いたジヴの唇から弱々しい声が漏れた。

「でも、私にはもうどうしたらいいのか分からない」

　白金の髪が流れた。俺の伸ばした指の先、ウォルロットの肩越しに、去っていくジヴの姿が見えた。公園の林の間に、ジヴが消えていく。

　ウォルロットは俺たちを見据えたまま後退していく。ジヴが消えた林に、ウォルロットも消えていった。

　四肢が動かずとも動こうとすると、視界を埋める金属の壁。一〇七一ミリメルトルという巨大な
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 がアスファルトに突き立ち、俺の進路を
塞
 ふさ

 いでいた。怒りとともに見上げると、ギギナの顔があった。

「
止
 や

 めておけ」

　横顔には、戦場での指揮官の表情があった。

「今行けば、貴様は殺される。私でも救いきれない」

　反論しようとして、俺は
止
 や

 めた。ギギナの判断は正しすぎる。

　しかし、正しいがゆえに、苦い。

　再び前に眼を戻す。残ったのは人影が絶えた岸辺の遊歩道、そして公園の闇。ジヴを求めて伸ばしたままの手が、夜に震えた。

　俺にはジヴの行動の意味が分からない。違う。すでに分かっている。

　ジヴは俺を信頼しなかった。俺が彼女の信頼に応えようとしていなかったからだ。だからこそ、ウォルロットの手を取った。

　たかが数日行動をともにした男を、ジヴは選んだのだ。俺は自らの行動の報いを受けていた。愛する女を救う機会すら与えられなかった。全身を貫く激痛より、敗北と屈辱感のほうが痛かった。
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　視界が
霞
 かす

 む。出血しすぎた。さらに揺れてくる。上体を支えきれなくなってきたようだ。

「何度も死ぬのはいいが、もう少し待て」

　ギギナが
治
 ち

 
癒
 ゆ

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 を発動する光が見えた。

　俺は違和感を抱いた。ギギナも咒式を停止した。

　視線の先には、オリエラル大河が横たわっている。黒々とした水面、そして対岸のセビティア記念公園近くにそびえる塔。ベルモンティアヌス・ガガルモント・オセデク時計台があった。

　しかし、塔の隣に、巨大な影があった。

　薄れる俺の視界のなかで、塔の
傍
 かたわ

 らに、もうひとつの塔が
屹
 きつ

 
立
 りつ

 していたのだ。









　アスファルトや木々は、闇色に塗りつぶされていた。

　点在する頼りない蛍光灯が、木々や遊歩道を弱々しく照らしていた。オリエラル大河に面する夜のセビティア記念公園に、人影は絶えていた。〈
古き巨人
 エノルム

 〉の出現や、抗議行進に過激派団体の
跳
 ちよう

 
梁
 りよう

 で、夜のエリダナに出歩くものも少なくなっていた。

　無人の公園を、人影が進む。広がった
裾
 すそ

 が三角形を形成していた。

　公園の広場の中央で、影の歩みが止まる。

〈古き巨人〉の一体、信徒ザムザ・ザだった。

「そろそろ始めるか」

　自分がつぶやいたことに、ザムザ・ザは驚く。

　基本的に〈古き巨人〉同士は電磁波で会話する。知らぬ間に人間や他の〈
異
 い

 
貌
 ぼう

 のものども〉のように、音声会話をする癖がついていたようだ。

　そう言えば、ザムザ・ザが手本と仰ぐゾレイゾ・ゾに、他の〈古き巨人〉たちも音声会話をすることが多くなっていた。人属と対決する今回の計画による影響なのだろうが、あまりいいことではないと思えた。

「ゾレイゾ・ゾ殿、我らはこれでいいのですか？」

　つぶやいた言葉は、また音声だった。

　ザムザ・ザはさらに弟を亡くしたリクルゴ・ゴのことが気になった。自らの感情を
解
 かい

 
剖
 ぼう

 し、これも人属に多い
過
 か

 
剰
 じよう

 な同胞感情だと振りはらう。

　ザムザ・ザは準備を始める。顔を夜空に向けて、
窮
 きゆう

 
屈
 くつ

 だった体を解放する。

　天空に向けたザムザ・ザの鼻先が
尖
 とが

 り、背が伸びていく。
外
 がい

 
套
 とう

 を装っていた硬質の翼が広がっていく。

　同時に咒式を展開する。莫大な咒力を消費して、化学
錬
 れん

 
成
 せい

 系第六階位〈
天頂宙到阳
 鳥舟
 ヒウペリ・オーン

 〉が展開していく。

　液体酸素やケロシンに、
過
 か

 
塩
 えん

 
素
 そ

 
酸
 さん

 アンモニウムの酸化剤を七〇％
 、合成ゴムや金属粉を
混
 こん

 
錬
 れん

 し、アルミニウム燃料を一六％
 ほど合成。酸化剤として液体酸素も生みだされる。
外
 がい

 
殻
 かく

 で
覆
 おお

 われた巨体に押されて、ザムザ・ザが天空に向かっていく。

　ザムザ・ザ自体の巨体は、一〇〇トーンほどあるが、重力系
咒
 じゆ

 
式
 しき

 で半分以下に軽量化してある。

　しかし、ザムザ・ザが合成したのは、さらに常識外れの一八〇トーンという巨大質量だった。まさに〈
古き巨人
 エノルム

 〉しか可能にしえない莫大な量を一瞬で生成していた。

　咒式によって変形したザムザ・ザの体は、長大な二等辺三角形になっていた。夜空にそびえる塔にも等しい。近くにあるベルモンティアヌス・ガガルモント・オセデク時計台に並ぶ、塔となっていた。

　
眩
 まばゆ

 い光が発せられた。
轟
 ごう

 
音
 おん

 とともに、爆風が吹き荒れる。公園の周囲にあった街灯が砕け、木々が
薙
 な

 ぎ倒される。公園付近の住民が爆音に目を覚まし、マンションや家々の灯が点灯していく。

　炎を吐き散らして、ザムザ・ザの体が浮上する。重力と推進力が
拮
 きつ

 
抗
 こう

 し、空中で揺れる。二等辺三角形が上昇していく。さらに加速。空気を切り裂いて一直線に空に上昇していく。

　エリダナの東岸と西岸、すべての地点から、天空に向かって駆け上がる巨大な炎の矢が見えた。

　エリダナの上空に放たれた矢のように、ザムザ・ザは
飛
 ひ

 
翔
 しよう

 していく。後方に見えるエリダナの街は、
輪
 りん

 
郭
 かく

 を失い、光点の連なりになっていく。

　恐るべき速度で駆け上がった巨体は、雲に突入。爆炎を噴出させて、一気に突きぬける。見渡すかぎりに広がる雲海の上で、体を反転。

　ザムザ・ザは咒式を停止した。下部から吐きだされていた炎が消失し、熱を帯びていた部分を量子分解。発生していた赤外線が完全消失。

　即座に重力咒式を発動。翼を広げて、細長い二等辺三角形から、底辺が長い三角形へと姿を変える。巨体を浮遊状態に移行させた。

　ザムザ・ザは地上から約四千メルトル、
対
 たい

 
流
 りゆう

 
圏
 けん

 の下層に浮かんでいた。

　ほとんどの質量を上昇のために消費して失ったとはいえ、底辺が入り組んだ三角形の体は巨大だった。雲の上に浮かぶ黒い体は悪夢のように不自然だった。

　巨大な三角形となったザムザ・ザの肌は、電磁波の波を感じた。空中を行く飛竜たちの監視咒式による、電磁波が集中してきていた。即座に対抗咒式を展開。

　さまざまな波長の電磁波が迫る。だが、全身に張り巡らされた
導
 どう

 
電
 でん

 性繊維が電波によって発生する電流を吸収。炭素粉を
発
 はつ

 
泡
 ぽう

 ウレタンや発泡ポリスチロールなどに混ぜた、
誘
 ゆう

 
電
 でん

 性電波吸収材料分子の
分
 ぶん

 
極
 きよく

 反応で誘電損失を起こす。さらに鉄やニッケル、フェライトなどの磁性電波吸収材料が電波を吸収。

　飛竜たちが数キロメルトル先まで接近して、電波を放つ。だが、電波は反射することなく、異変を見つけることはできない。ザムザ・ザはさらに
可
 か

 
視
 し

 
光
 こう

 をねじ曲げる咒式を起動。

　雲海の上を旋回する飛竜たちには、ザムザ・ザの巨体は見えなかった。

　しばらく旋回していた飛竜たちは、鳴き声を交わしあう。なにかの間違いだったとして首を巡らせる。翼をはためかせ、重力咒式を発動。

　飛竜たちは雲海の上を渡り、遠くへと飛び去っていく。

　ザムザ・ザはようやく
安
 あん

 
堵
 ど

 した。策があるとはいえ〈怨帝の十三の
嫡
 ちやく

 
子
 し

 たち〉は残り少ない。

　ただでさえ〈
古き巨人
 エノルム

 〉たちは個体数は少ない。人類と争い、戦力は限界。さらに領空侵犯行為を見つけられ、竜まで敵に回すわけにはいかない。〈
長命竜
 アルター

 〉どもが知れば、確実に計画を阻止しにくる。そうなればすでに支払った莫大な犠牲が無意味になる。

　ザムザ・ザは刻限まで滞空して待つだけである。〈古き巨人〉の体感時間からすれば短いが、まだ必要とされる刻限まで時間がある。莫大な
咒
 じゆ

 
力
 りよく

 を持つとしても、浮遊咒式で咒力は刻々と削られていく。

　ザムザ・ザは合図が来るまで思考を閉鎖し、エネルギーの損失を抑えることにした。

　指輪を奪還すれば、安全な場所にいる自分が保管役になるのだ。

　金属の唇に我知らず笑みが浮かぶ。

　次に自分が目覚めるときは、〈古き巨人〉族の世界がやってくる瞬間なのだ。自然で正しい世界が、ようやく戻るのだ。

　喜びとともに、ザムザ・ザの思考は闇に閉ざされた。










To be continued.







浅井ラボ

Labo Asai





ボトルシップを見ていて、太りすぎて家の壁を崩して救出される人と同じ作り方だと悟りました。

好きな犬：スコープドッグ

好きな猫：スキャットマン・ジョン（苦しいだじゃれです）

好きな次女：トッポ・ジージョ（かなり苦しくなってきました）

好きな三女：サン＝ジョン・ペルス（わざわざ検索しました）
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